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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

東京事務所運営事業

政策局

政策課

087-839-2135

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑦3-

　本市が、多くの人が集まり、まちが元気になり、活力にあふれる、その好循環を繰り返すまちとなるよう、ヒト・
モノ・情報が集中している東京に事務所を設置し、多数の民間企業等と日常的に交流を図りながら、効果的な官民共
創やシティプロモーションに取り組む。

年度7

①官民共創マッチング
②コワーキングスペース入居企業・他市との連携強化イベント
③大都市圏でのビジネス交流会ブース出展
④東京事務所の運営
⑤都内コワーキングスペースの利用

　東京圏を中心とした大都市圏の事業者、在住者

　東京圏を中心とした大都市圏の事業者との官民共創の推進と、東京圏における本市認知度の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

官民共創・プロモーションイベント実施・参加回数 回 0 0 65 70 75

東京事務所等の活動により実現した官民共創
の事業件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10 12 14
0 0 10

　東京圏を始めとした大都市圏でのビジネス交流会等でつな
がった事業者との実装化に向けた協議、都内プロモーションイ
ベントでの賑わい創出に向けた本市に所縁のある事業者等との
連携を通した東京事務所等の活動により、令和６年度は、新た
に１０件の官民共創事業を実施した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10 12 14 16
0 0 10

0 0 10 12 14 16
0 0 10

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 29,437 34,837

0 0 13,225 18,625

0 0 16,212 16,212

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①東京事務所の運営（コワーキングスペース専用個室の利
用、職員用宿舎借上等）
②都内コワーキングスペースの利用
③官民共創・シティプロモーションイベントの実施

①官民共創マッチング
②コワーキングスペース入居企業・他市との連携強化イベ
ント
③大都市圏でのビジネス交流会ブース出展
④東京事務所の運営
⑤都内コワーキングスペースの利用

①１１，９１６千円
②１，１８４千円
③１２５千円

①５，０００千円
②９９２千円
③９８千円
④１１，３５１千円
⑤１，１８４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

13,225

0

0

0

268

12,957

18,358

267

0

0

0

18,625

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 拡充

　大都市圏でのビジネス交流会への参加、他市東京事務所等と連携したプロモーションイベント、他課のプロモーション活動のサポー

トにより、令和６年度は、官民共創・プロモーションイベントを６５件実施することで、新たに、１０件の官民共創事業を実施した

が、今後、事業実施の効果を高めるためには、互いに資源を持ち寄り、最適な解決手法を実施する、より効果的な官民共創の仕組みが

必要である。

　本市の抱える課題と民間事業者の持つアイデアやノウハウをマッチングする官民共創マッチングの事業スキームと、東京事務所の活

動を組み合わせることで、これまで以上に、大都市圏事業者の本市進出や、交流人口・関係人口の創出・拡大等による、本市の活性化

や税収増加につなげるほか、住民福祉の向上に貢献することができるように取り組んでいくとともに、他課が実施するプロモーション

活動に、より積極的に関わることで、類似事業との統合や連携を加速させ、行政コストの削減を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

定住の促進

政策コンテスト開催事業

政策局

政策課

087-389-2135

令和 年度～6 令和 年度13

⑬3- なし

　本市の将来を支える若者のアイデアを本市の政策に取り入れるとともに、若者の地元への愛着を深めるため、出場
者の理想とするまちづくりを事業化まで含めた政策として考える政策コンテストを開催する。

年度7

①政策コンテスト開催
②政策アイデアの事業化の検討

　チーム代表は、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏に在住、又は勤務・通学している者、チームメンバーは中
学生から３９歳以下の者。

　本市が将来も若者から選ばれるまちであるために、将来を支える若者のアイデアを、本市の政策に取り入
れるとともに、若者の地元への愛着を深めることを目的とする。

R4 R5 R6 R7
R8

政策コンテスト参加チーム数 チーム 0 0 7 10 10

アンケート結果による愛着が高まったとする
割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

　愛着が高まったとする割合が１００％であり、目標を達成で
きた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,084 10,374 10,548 10,548

3,600 3,600 3,600 3,600

7,484 6,774 6,948 6,948

５

３

３

３

１

５

令
和

6

令
和

7

①政策コンテスト開催
②政策アイデアの事業化の検討

①政策コンテスト開催
②政策アイデアの事業化の検討

①３，６００千円
②　　　　０千円

①３，６００千円
②　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,600

0

0

0

0

3,600

3,600

0

0

0

0

3,600

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

現状が望ましい

業

業

Ａ 90 100
90 改善

　提案された政策アイデアを取り入れ、高松盆栽の魅力を発信する動画を作成した。

　引き続き、提案された政策アイデアについて、事業化に向けた検討を行う。

　シビックプライドの醸成を図りながら、政策提案を市政に取り入れるため、若者の夢のある政策立案と政策アイデアの事業化の両立

に取り組む必要がある。

　シビックプライドの醸成につながる政策アイデアの立案と政策アイデアの事業化の両立に向けて、コンテスト内でフィールドワーク

を行うなど、内容の改善を図る。

　また、民間を含め、類似のコンテストが増加していることから、差別化についても検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

連携の推進

多様な主体との連携の推進

多様な主体との連携推進事業

政策局

政策課

087-839-2135

令和 年度～6 令和 年度13

⑫3- 大学や企業等との連携協力に関する協定

　人口減少、少子・超高齢社会の進行による人口構造の変化により、複雑化・高度化する地域課題に的確に対応する
ため、大学や企業等の多様な主体との連携を図りながら、多分野・多面的に課題解決に取り組む。

年度7

①キャンパスメンバーズ制度の運営
②市長と学長・校長との懇談会の開催
③香川大学・高松市連絡協議会の開催
④大学・地域共創プラットフォーム香川への参画
⑤多様な主体との地域課題の解決に向けた取組の検討・実施

　大学、企業等

　本市の行政課題への迅速かつ的確な対応のため、大学・企業等との連携協力を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

大学等との連絡協議会・懇談会開催回数 回 0 0 2 2 2

包括連携協定を結ぶ県内大学等入学生の本市
出身者割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 26 26 26
0 0 26.2

　包括連携協定を結んでいる県内大学等入学者数２，５０７人
に対し、市内出身者の入学者数は６５８人であり、目標を上
回った。 100.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 26 26 26 26
0 0 26.2

0 0 26 26 26 26
0 0 26.2

包括連携協定を結んでいる企業との連携・協
力事業数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 38 39 40
0 0 39

　包括連携協定を結んでいる企業等との連携協力事業数が３９
事業となり、目標を上回った。

102.6%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,994 2,634 5,869 5,717

0 0 465 313

2,994 2,634 5,404 5,404

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①キャンパスメンバーズ制度の運営
②市長と学長・校長との懇談会の開催
③香川大学・高松市連絡協議会の開催
④大学・地域共創プラットフォーム香川への参画
⑤多様な主体との地域課題の解決に向けた取組の検討・実
施

①キャンパスメンバーズ制度の運営
②市長と学長・校長との懇談会の開催
③香川大学・高松市連絡協議会の開催
④大学・地域共創プラットフォーム香川への参画
⑤多様な主体との地域課題の解決に向けた取組の検討・実
施

①　　　　　７６千円
②　　　　　９０千円
③　　　　　　０千円
④　　　　　５０千円
⑤　　　　２４９千円

①　　　　１７２千円
②　　　　　９１千円
③　　　　　　０千円
④　　　　　５０千円
⑤　　　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

465

0

0

0

89

376

141

172

0

0

0

313

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 改善

　香川大学連絡協議会や市長と学長・校長との懇談会で、若者から選ばれるまちづくりについて意見交換を行ったほか、大学・地域共

創プラットフォーム香川で県内理系高等教育機関の紹介等の事業を実施した。また、地域の安心・安全・災害対策や、企業間及び産業

間のビジネスマッチング支援等に関して、新たに３事業者と包括連携協定を締結した。

　包括連携協定を結ぶ大学や企業等との連携状況を随時確認し、新たな連携事業を検討する必要がある。

　複雑化・高度化する地域課題に対応するため、「大学・地域共創プラットフォーム香川」や香川大学連絡協議会、市長と学長・校長

との懇談会を活用し、「知」の拠点である大学等の知見をいかした取組を進めていくとともに、包括連携協定を締結した後も企業等と

定期的に意見交換を行いながら、新たな取組について検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

連携の推進

連携中枢都市圏の活性化

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン推進事業

政策局

政策課

087-839-2135

令和 年度～6 令和 年度13

⑭3- 地方自治法、連携中枢都市圏構想推進要綱

　人口減少、少子・超高齢社会にあっても、経済を持続可能なものとし、より住民が安心して暮らしを営んでいける
ようにするため、瀬戸・高松広域定住自立圏から国が進める新たな広域連携制度の連携中枢都市圏へ平成２８年度か
ら発展的に移行し、圏域全体の更なる活性化と魅力ある都市圏域の形成を図る。
　また、本市が中心となって、圏域における人口流出の抑制、維持に貢献できるよう、圏域の経済を活性化するとと
もに、住民の生活環境の利便性を維持向上させる連携事業の実施に努める。

年度7

①ビジョン懇談会（１回）の開催
②連携中枢都市連絡会議出席
③ポータルサイト保守

本市及び近隣連携自治体

　圏域における人口流出の抑制、維持に貢献できるよう、本市が中心となって圏域の経済を活性化するとと
もに、圏域住民の生活環境の利便性を維持向上させる施策・事業を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

ビジョン懇談会の開催回数 回 0 0 1 1 1

圏域で取り組む連携事業の数 事業

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 61 62 63
0 0 61

　圏域全体の経済成長のけん引や、生活関連機能サービスの向
上に係る連携分野について４事業を追加し、連携事業数の合計
が６１事業となり、目標を達成した。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 61 62 63 64
0 0 61

0 0 61 62 63 64
0 0 61

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,633 5,604 9,606 9,695

394 335 342 431

5,239 5,269 9,264 9,264

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①ビジョン懇談会（１回）の開催
②連携中枢都市連絡会議出席
③ポータルサイト保守

①ビジョン懇談会（１回）の開催
②連携中枢都市連絡会議出席
③ポータルサイト保守

①　　　　９１千円
②　　　　２０千円
③　　　２３１千円

①　　　１１６千円
②　　　　８４千円
③　　　２３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

342

0

0

0

0

342

431

0

0

0

0

431

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 改善

　圏域全体の経済成長のけん引や、生活関連機能サービスの向上に係る連携分野について新規４事業を追加し、６１事業の連携に取り

組んだ。高松市の人口減少率は、香川県全体と比較すると緩やかであるものの、圏域全体の人口は当初の目標である令和１０年度想定

値５６．０万人に対し、令和６年度に５５．４万人と、予定よりも減少しており、圏域の活性化のためには、構成自治体のより一層の

連携推進に向けた取組の充実が必要である。

　「第２期瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進ビジョン」に基づき、人口減少、少子・超高齢社会においても活力ある社会経済を維持

するため、連携市町と連携・協力し、「経済成長のけん引」、「高次都市機能の集積・強化」や「生活関連機能サービスの向上」に資

する取組を推進するとともに、より一層の取組の充実を図るため、既存事業の進捗管理や、新規・拡充事業について協議を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

効率的・効果的な行政運営の推進

自治推進事業

政策局

政策課

087-839-2135

令和 年度～6 令和 年度13

高松市自治基本条例　高松市自治推進審議会

　高松市の自治の基本理念や自治運営の基本原則などを定めた「高松市自治基本条例」に基づき、市民、議会、行政
が連携・協力してまちづくりに取り組み、自治を推進することができるよう、周知広報に努めるとともに、自治の運
営状況を把握し、検証する。

年度7

①高松市自治推進審議会
（自治の推進状況及び条例の見直し等の検討）
②条例パンフレットの配布
③高松市自治基本条例逐条解説及び手引きの作成

市民（事業者、ＮＰＯ、通勤通学者等含む）、議会、行政

　自治の担い手である市民、議会、行政が連携・協力して地域の個性や自立性を尊重した、市民主体の活力
のあるまちづくりを推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

審議会等の回数 回 0 0 1 1 1

パブリックコメント１件当たりの意見数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10 10.5 11
0 0 22.4

　パブリックコメント１件当たりの意見数は平均２２．４件と
なっており、目標を上回った。

224.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10 10.5 11 11.5
0 0 22.4

0 0 10 10.5 11 11.5
0 0 22.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,369 1,505 1,596 1,610

124 0 52 66

2,245 1,505 1,544 1,544

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①高松市自治推進審議会
（自治の推進状況及び条例の見直し等の検討）
②条例パンフレットの配布
③高松市自治基本条例逐条解説及び手引きの作成

①高松市自治推進審議会
（自治の推進状況及び条例の見直し等の検討）
②条例パンフレットの配布
③高松市自治基本条例逐条解説及び手引きの作成

①　　　５２千円
②　　　　０千円
③　　　　０千円

①　　　６６千円
②　　　　０千円
③　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

52

0

0

0

0

52

66

0

0

0

0

66

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　高松市自治基本条例について、社会情勢が急速に変化している現状を踏まえ、同条例の規定について検討を行い、逐条解説を見直し

た。また、市民参画を促進するための効果的な情報発信・共有について自治推進審議会に諮り、意見を聴取した。さらに、市民への周

知啓発のため、本市ホームページでの逐条解説の公開、パンフレットの配布を行うとともに、職員の意識向上のため、研修等を実施し

た。理念浸透と市民参画を促すため、様々な場で、意見を取り入れられるような機会づくりが必要である。

　引き続き、自治の基本原則に基づく自治運営が行えるよう庁内の各種事業の検証を行い、事業の見直しを行う。理念浸透と市民参画

を促すため、様々な場で、意見を取り入れられるような機会づくりに取り組むとともに、職員向けの研修を行うなど、意識啓発を行

う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

関係人口の創出・拡大

関係人口創出・拡大事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1-

　東京圏を始めとした大都市圏からの交流人口や関係人口、移住者の増加につなげるため、関係人口コミュニティの
運営、地域イベント等における関係人口の受入体制の構築支援などに取り組む。

年度7

①関係人口コミュニティの運営
②短期就労型関係人口の創出・拡大
③地域イベント等での関係人口受入支援

　地域課題の解決や地方移住に興味を持つ人

　本市に関心を持ち、継続的に関わりを持とうとする人の創出と拡大を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

オンライン高松ファンコミュニティＰＲイベント回数 回 0 0 6 7 8

オンライン高松ファンコミュニティサイト登
録者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 500 1,000 1,500
0 0 380

　オンライン高松ファンコミュニティサイト登録者数につい
て、実績３８０人であり、１年間で２００人以上増加したが、
目標値５００人を下回った。 76.0%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 500 1000 1500 2000
0 0 380

0 0 500 1000 1500 2000
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【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 13,708 18,220

0 0 5,988 10,500

0 0 7,720 7,720

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①関係人口コミュニティの運営
②地域イベント等での関係人口受入支援
③高松市アグリ・スマートシティ実証事業への参加促進支
援

①関係人口コミュニティの運営
②短期就労型関係人口の創出・拡大
③地域イベント等での関係人口受入支援

①　３，９８２千円
②　１，３６４千円
③　　　６４２千円

①　４，０００千円
②　５，０００千円
③　１，５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,988

0

0

0

1,500

4,488

10,500

0

0

0

0

10,500

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ｂ 76 100
76 拡充

　オンライン高松ファンコミュニティサイトを運営し、会員同士の親睦を深めるＰＲイベントを開催するとともに、地域でのリモート

ワークと地域活動を両立させる「高松市アグリ・スマート実証事業」を塩江温泉郷で実施し、東京圏中心の県外から１１名を招き、地

域住民と地域の抱える課題について協議したが、今後、より気軽な動機で高松訪問を促し、高松の魅力をより多角的に発信すること

で、関係人口の拡大を図る必要がある。

　引き続き、オンライン高松ファンコミュニティサイトを運営するとともに、地域での関係人口受入体制構築の支援を行うほか、新た

な取組として、県外在住の短期就労希望者に対し、本市内の地域での短期就労に加えて、観光、地域の住民や団体との交流を促し、短

期就労、観光、地域交流というサイクルを繰り返すことで、関係人口の創出・拡大を図ることとする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

移住の促進

移住促進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1- たかまつ創生総合戦略

　本市への移住者の増加を図るため、本市の特性や強みである「生活のしやすさ」、「仕事のしやすさ」、「子育て
のしやすさ」を効果的に情報発信するなど、移住促進の取組を推進する。

年度7

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤東京圏ＵＪＩターン移住支援金、⑥地方就職支援金、⑦テレワーク移住補助金

市外に居住しており、地方への移住を考えている人

　地方への移住を考えている人に対し、本市の魅力を効果的に発信することなどにより、本市への移住を促
進し、人口減少の抑制を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

対面及びＷｅｂの移住相談実施回数 回 0 0 62 70 75

年間移住者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 700 720 740
0 0 736

　移住希望者の多様なニーズに対応するため、オンライン移住
相談の常設化など、移住相談の体制や手法等を大幅に見直した
ことで、目標値を達成した。 105.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 700 720 740 760
0 0 736

0 0 700 720 740 760
0 0 736

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

51,037 49,266 43,668 45,741

33,824 34,965 29,000 31,073

17,213 14,301 14,668 14,668

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関
する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤たかまつ移住応援隊による活
動、⑥たかまつ暮らしＰＲグッズ等作成、⑦東京圏ＵＪＩ
ターン移住支援金、⑧地方就職支援金、⑨テレワーク移住
補助金

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関
する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤東京圏ＵＪＩターン移住支援
金、⑥地方就職支援金、⑦テレワーク移住補助金

①　１，１３２千円
②　５，４３９千円
③　１，０５８千円
④　　　１４４千円
⑤　　　　　　０円
⑥　　　６２７千円
⑦２０，０００千円
⑧　　　　　　０円
⑨　　　６００千円

①　１，２５３千円
②　６，３０５千円
③　１．２８３千円
④　　　５１７千円
⑤２０，４００千円
⑥　　　７１５千円
⑦　　　６００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

29,000

0

14,587

0

1,377

13,036

15,111

126

0

15,836

0

31,073

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 改善

　大都市圏における新たな移住相談体制の構築やお試し移住の開始など、社会情勢の変化等に対応した事業のスクラップ＆ビルドを

行った。

　しかしながら、東京圏一極集中の拡大傾向に対応した、更なる取組の強化が必要である。

　国の動向や社会情勢の変化等に対応した事業の見直しを行いつつ、シティプロモーションの取組や東京事務所の活動等とも連携しな

がら、各種取組を展開する。

　また、周辺市町と連携した移住相談会やイベントを拡充するなど、他市町と連携した取組を積極的に実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

定住の促進

定住促進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1-

　県外の大学等に進学した学生のＵターン就職を促進するため、奨学金返還支援による経済的な負担の軽減を行うほ
か、移住者同士の親睦交流を深めるなど、若年層が本市での居住や就業を検討し、継続しやくなる環境づくりに取り
組む。

年度7

①高松市奨学金返還支援
②関西圏進学者を中心としたＵターン就職による定住促進
③わがまち未来会議の実施

　県外進学した学生、本市に移住した人

　奨学金返還支援の実施により、県外に進学した学生の ターン就職を促進し、若年層の流出を抑制するとU
ともに、移住者同士の交流を促進することで、本市定着を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

高松市奨学金返還支援制度の周知件数 件 0 0 12 12 12

移住者交流会開催回数 回 0 0 1 1 1

高松市奨学金返還支援事業補助金交付決定件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 3

　インターネット広告を実施したほか、広報高松や公式ＳＮＳ
を活用した広報、県内外の大学、県内の経済団体に対する制度
周知を行ったが、補助金交付決定件数は３件にとどまった。 6.0%

点2

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 3

0 0 50 50 50 50
0 0 3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 7,172 13,897

0 0 996 7,721

0 0 6,176 6,176

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

奨学金返還支援インターネット広告での制度周知

①高松市奨学金返還支援
②関西圏進学者を中心としたＵターン就職による定住促進
③わがまち未来会議の実施

９９５千円

①　１，０００千円
②　６，０６１千円
③　　　６６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

996

0

0

0

0

996

7,721

0

0

0

0

7,721

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ｃ 26 100
26 改善

　まちなかの子育て支援施設で移住者交流会を開催し、移住者同士の親睦交流を図ったほか、インターネット広告や本市の広報媒体で

奨学金返還支援制度を周知したものの、奨学金返還支援の交付決定は３件にとどまったことから、令和７年度からは、県内の中小企

業、医療法人、社会福祉法人、学校法人等に就業先要件を緩和したが、今後、採用担当者に直接、奨学金返還支援制度を周知するとと

もに、県外に進学した学生に対しては、Ｕターン就職の利点をアピールする機会を創出することが必要である。

　引き続き、移住者交流会を開催して、移住者の定着を図るとともに、県内企業や社会福祉法人等の採用担当者に直接、奨学金返還支

援制度を周知し、採用活動への活用を働き掛けるほか、関西圏に進学した学生を中心に、就職活動前の早い段階から地元企業の情報

や、地元で実現できる多様なライフスタイル、奨学金返還支援制度をアピールすることで、Ｕターン就職の促進に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

離島の振興

多様な交流の促進

大島振興方策推進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 離島振興法、ハンセン病問題基本法

　大島におけるこれまでのハンセン病療養所としての歴史等を後世に伝えていくとともに、瀬戸内国際芸術祭を契機
として育まれた、芸術関係者を始めとする島外の人々との交流を更に活性化するなど、大島の振興を図るため、「大
島振興方策」に掲げる具体的施策・事業を実施する。

年度7

①大島МＡＰこども版（仮）の作成
②入所自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

　市民等（住民、島への渡航者）

　ハンセン病療養所としての歴史の伝承、住民と島外の人々との交流の活性化

R4 R5 R6 R7
R8

市内小中学校等の大島学習への支援 回 0 0 2 2 2

大島交流イベント参加者数（年間総数） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,700 2,700 2,700
0 0 3,144

　大島交流イベント参加者数は、目標値２，７００人のとこ
ろ、実績値３，１４４人となり、目標値を上回った。

116.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2700 2700 2700 2700
0 0 3144

0 0 2700 2700 2700 2700
0 0 3144

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,742 9,785 6,176 7,497

0 0 0 1,321

3,742 9,785 6,176 6,176

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①市内小学校による大島学習実施の支援
②入所者自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

①大島МＡＰこども版（仮）の作成
②入所自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

①　０円
②　０円

①１，０００千円
②　　３２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

821

0

0

0

500

1,321

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 拡充

　庵治支所ギャラリーでの大島学習の展示や、ハンセン病を正しく理解するパネル・作品展に合わせた大島学習の提案など、市内小学

校による大島学習を支援するとともに、策定から１０年が経過し、大島を取り巻く環境が大きく変化した状況を踏まえ、入所者自治会

等の関係団体と連携しながら、大島振興方策の見直しに着手することを決定した。

　入所者自治会の心情に寄り添い、その意向を何よりも尊重しながら、方策の見直しに取り組んでいく必要がある。

　若年層の大島やハンセン病に対する関心を高め、大島への交流人口や関係人口の拡大を図るため、教育委員会と連携しながら、手に

取り、理解しやすい大島マップこども版（仮）を作成し、市内小中学校等に対して、人権学習等での活用を働き掛ける。

　また、大島振興方策の見直しに当たっては、入所者自治会や国等の関係機関と緊密に連携を図りながら、療養所施設の歴史的建造物

の保存活用や、大島青松園の今後の在り方も含めて、有識者を交えた協議を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

シティプロモーション推進事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

本市の認知度向上とシビックプライドの醸成を図るため、「高松市シティプロモーション推進ビジョン」に基づく、
新しいロゴマーク「ＴＫＭＴ」を活用したＰＲや本市の魅力の発信のほか、映像コンテンツの活用や、東京圏を始め
とした大都市圏でのプロモーション活動、官民連携による情報発信などを行う。

年度7

①シティプロモーション推進ビジョン、ロゴマークのＰＲ等
②シティプロモーション動画等のＰＲ
③大都市圏でのプロモーション・情報収集活動
④シティプロモーションプロデューサーの委嘱
⑤万博への出展

市民、本市を認知していない人や事業者

市外、特に東京圏での本市の認知度向上と、市民の本市に対する誇りと愛着（シビックプライド）の醸成を
図る。

R4 R5 R6 R7
R8

大都市圏でのプロモーション・情報収集活動回数 回 0 0 1,003 1,000 1,000

市公式ホームページ、市公式観光サイトへの
アクセス数 千件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 34,800 34,900 35,000
0 0 33,920

市公式ホームページ及び市公式観光サイトへのアクセス合計数
は　 件であり、目標件数を下回った。33,920,550

97.5%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 34800 34900 35000 36100
0 0 33920

0 0 34800 34900 35000 36100
0 0 33920

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 11,517 80,574 69,348

0 3,990 46,606 35,380

0 7,527 33,968 33,968

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①シティプロモーション推進ビジョン、ロゴマーク策定Ｐ
Ｒ
②動画制作ＰＲ
③シティプロモーションプロデューサーの委嘱
④大都市圏でのプロモーション・情報収集活動
⑤ＰＲイベントのグッズ制作
⑥照明演出によるシティプロモーション
⑦人的ネットワークの運営

①シティプロモーション推進ビジョン、ロゴマークのＰＲ
等
②シティプロモーション動画等のＰＲ
③大都市圏でのプロモーション・情報収集活動
④シティプロモーションプロデューサーの委嘱
⑤万博への出展
⑥ＴＧＣへの参加
⑦人的ネットワークの運営

①１４，６７４千円
②２０，０００千円
③１，５７５千円
④１，５９５千円
⑤１，０５３千円
⑥４，７０６千円
⑦３，００３千円

①６，４７３千円
②８８０千円
③１，７９２千円
④１，９８０千円
⑤５，２５３千円
⑥１６，０００千円
⑦３，００２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

46,606

0

0

0

0

46,606

35,380

0

0

0

0

35,380

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 拡充

　昨年度に引き続き、高松市シティプロモーションプロデューサーの委嘱を行うとともに、「高松市シティプロモーション推進ビジョ

ン」及び新しいロゴマークである「ＴＫＭＴ」を策定したほか、「シティプロモーション」と「まちづくり」に関する２つの動画を制

作した。シビックプライドを醸成し、本市の魅力を発信する人材を育成するため、市民参画の一環として今年度も人的ネットワークの

運営を行った。ビジョン、ロゴマーク、動画について、次年度以降、効果的に活用していく必要がある。

「高松市シティプロモーション推進ビジョン」に基づき、新しいロゴマーク「ＴＫＭＴ」を活用した魅力発信について、市民参画や企

業との連携を図りながら、積極的に推進していく。また、本市としても「ＴＫＭＴ」の活用方法について、シティプロモーションプロ

デューサーからの助言に加え、アドバイザリー業務委託を行い、効果的な周知・ＰＲを行う。昨年度、制作した２つの動画について

も、ＳＮＳ等の各種媒体を活用し、市内外へ効果的な発信ができるように取り組んでいく。更に、関係部署との組織横断的な連携を目

的に開催しているシティプロミーティングを活用しながら、新たなシティプロモーション施策についても検討していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

吹奏楽団事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度13

・楽団の演奏活動を通じて親しまれる市役所とともに、市民との協力関係の強化を目指す。
・市民主体のまちづくりのために、地域のイベントや小学校への訪問演奏などを行い、音楽を通じて地域の活性化や
一体感の醸成に取り組む。

年度7

吹奏楽団事業
　定期演奏会（年１回）を始め、市民の依頼や楽団企画による演奏会実施

市民

吹奏楽団の広報活動によって、親しまれる市役所を目指すとともに、市民の市政への理解を深め、市政への
参画を促す。

R4 R5 R6 R7
R8

市民からの依頼や楽団企画に基づく活動回数（年間） 回 0 0 26 21 22

聴衆者数（参加者数） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10,000 10,000 10,100
0 0 11,010

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のためのイベント開
催制限は緩和され、コロナ禍前の令和元年度と同程度の聴衆者
数となった。
◎聴衆者数（参加者数）実績１１，０１０人
（目標１０，０００人）

110.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10000 10000 10100 10100
0 0 11010

0 0 10000 10000 10100 10100
0 0 11010

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,170 6,914 6,371 7,243

1,428 1,645 1,675 2,547

3,742 5,269 4,696 4,696

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

吹奏楽団事業
　定期演奏会（年１回）を始め、市民の依頼や楽団企画に
よる演奏会の実施

吹奏楽団事業
　定期演奏会（年１回）を始め、市民の依頼や楽団企画に
よる演奏会実施

楽団嘱託員報酬
　５６５千円
定期演奏会
　５１７千円
楽器等購入・修繕
　２９９千円
事務費等
　２９５千円

楽団嘱託員報酬
　９５８千円
定期演奏会
　６１０千円
楽器等購入・修繕
　６９９千円
事務費等
　２８０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,675

0

0

0

282

1,393

2,250

297

0

0

0

2,547

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大期以前並みに、出張演奏機会が増加した。

　定期演奏会についても、コロナ禍以前並みの聴衆者を迎えて、開催することができた。

　今後、更に演奏機会の増加が見込まれる。

　地域でのイベントや学校への訪問演奏などを通じて、市民との交流に努め、親しまれる市役所を目指すとともに、地域の活性化や一

体感の醸成など、市政への理解や参画を推進するため、事業を継続して実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

テレビ放送等広報事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度13

市政に対する関心と理解を深めるため、市政の重要施策や制度など市民生活に関わりの深い事業やイベント、ニュー
ス、市民の多彩な活動の様子などを、市民に分かりやすく伝える番組を作成し、民放テレビやケーブルテレビ、動画
配信サイト「高松ムービーチャンネル」、ＦＭラジオ放送などの広報媒体を活用して効果的に伝える。

年度7

・民放テレビ放送　年１５回
・ケーブルテレビ　年２４回
・ＦＭラジオ（市政情報）　週７回
・シティプロモーション広報動画　年７回

市民及び周辺住民

市政情報や市の魅力を発信し、市政への理解を促すとともにシビックプライドの醸成を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

民放テレビ広報番組制作数 本 0 0 35 15 15

民放テレビ広報番組視聴率（年平均） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4.3 4.3 4.3
0 0 3.2

市政番組（３分）の年間平均視聴率は３．２％と目標値を下回
ったものの、放送回によっては最高視聴率が５．５％となって
いる。今後とも市民生活に役立つ情報を効果的に発信する 74.4%

点26

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4.3 4.3 4.3 4.3
0 0 3.2

0 0 4.3 4.3 4.3 4.3
0 0 3.2

ＣＡＴＶ市政広報番組視聴率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7.2 7.4 7.4
0 0 7.4

３年ごとに実施している広報アンケートにおいて、ＣＡＴＶ市
政情報番組を「よく見ている」「ときどき見ている」と回答し
た人の割合は、全体の７．４％であった。今後とも、幅広い年
齢層の視聴者に番組を継続して視聴してもらえるよう内容の充
実を図る。

102.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

31,220 28,947 24,005 22,197

14,007 13,140 12,425 10,617

17,213 15,807 11,580 11,580

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

・民放テレビ放送　年３４回
・ケーブルテレビ　年２４回
・ＦＭラジオ（市政情報）　週７回
・シティプロモーション広報動画　年８回

・民放テレビ放送　年１５回
・ケーブルテレビ　年２４回
・ＦＭラジオ（市政情報）　週７回
・シティプロモーション広報動画　年７回

民法テレビ放送広報
　５，３２９千円
ケーブルテレビ広報
２，３２２千円

ラジオ放送等広報
２，０５４千円

広報動画
　２，５７４千円
有線放送
　１４７千円

民放テレビ放送広報
　４，０７９千円
ケーブルテレビ広報
２，３２２千円

ラジオ放送等広報
１，７１１千円

広報動画
　２，３６０千円
有線放送
　１４７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,425

0

0

0

0

12,425

10,617

0

0

0

0

10,617

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 81 100
81 改善

　親しみやすい広報番組を目指し、民放・ケーブルテレビにおいて、広報番組を制作・放映した。また、市の魅力を発信する広報動画

を制作し配信することで、市民のシビックプライド醸成に取り組んだ。一方、情報媒体が多様化する中、情報収集の方法は、世代によ

って異なるとともに変化していることから、必要な情報を必要な人に届けるため、対象となるターゲットや発信内容に応じて各媒体の

特性をいかした情報提供が必要である。

テレビやラジオなどの広報媒体を活用し、市政情報や市の歴史・文化など、市の魅力を効果的に発信することで、市政への理解と

シビックプライドの醸成を図る。

また、広報高松とＳＮＳなどを連携させるメディアミックスを活用し、より効果的な情報発信を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

ホームページ等管理運営事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度13

本市の広報媒体の中で、速報性が高く、より広範囲に情報を発信できるホームページ通じて、本市の施策や取組、観
光情報などの市政情報を、タイムリーに発信するとともに、民間ソーシャルメディアを活用した動画配信サイトを開
設し、写真や文字だけでは伝えることができなかった情報を映像で効果的に発信していく。

年度7

・ホームページ管理運営
・ＳＮＳによる情報発信
（Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ）
・広報動画配信サイト管理運営
・公式ＬＩＮＥ管理運営等

市民

市からの各事業のお知らせや地域の身近な情報を配信し、市民の市政への理解・協力を深めてもらうととも
に、行政と市民との協働の強化、市政への参画を促す。また、本市の持つ様々な魅力ある資源や情報を積極
的に国内外へ発信し、市のＰＲを行う。

R4 R5 R6 R7
R8

情報更新件数（新着件数／年） 件 0 0 4,404 4,500 4,500

インターネット広報動画配信件数 本 0 0 178 180 180

インターネット広報動画再生件数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 17,100 130,000 130,000
0 0 652,318

シティプロモーション動画「高松からうどんが消えた」が、約
３０万回再生され、また市長が自ら本市の魅力をＰＲする動画
「高松市長　大西ひでとでございます」の再生回数が伸びてい
ること等から、動画再生回数が前年度の５倍以上となり目標数
を大きく上回っている。

3814.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 17100 130000 130000 130000
0 0 652318

0 0 17100 130000 130000 130000
0 0 652318

市ホームページ（サイト全体）へのアクセス
数 千件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 15,000 15,001 15,002
0 0 32,769

様々な市政情報をタイムリーに掲載したことで、ホームページ
全体のアクセス数は、目標を大きく上回っている。

218.5%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,777 20,273 17,492 16,820

5,796 9,735 11,316 9,100

8,981 10,538 6,176 7,720

５

５

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

・ホームページ管理運営
・ＳＮＳによる情報発信
（Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ）
・広報動画配信サイト管理運営
・公式ＬＩＮＥ管理運営等

・ホームページ管理運営
・ＳＮＳによる情報発信
（Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ）
・広報動画配信サイト管理運営
・公式ＬＩＮＥ管理運営等

ホームページ管理運営
９，７３５千円

インターネット動画広報
２１９千円

公式ＬＩＮＥ管理運営
　１，２４５千円

ホームページ管理運営
６，６４６千円

インターネット動画広報
２１９千円

公式ＬＩＮＥ管理運営等
　２，２３５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

11,316

0

0

0

1,000

10,316

7,869

1,231

0

0

0

9,100

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 改善

スマートフォンの普及に伴い、ホームページやＳＮＳなどのデジタルツールを活用した情報発信の重要性は、ますます高まっている

。

　また、令和２年度に導入した公開用サーバーのＯＳ（ＣｅｎｔＯＳ７）のサポート修了に伴い、公開用サーバーのＯＳ（Ｒｅｄｈａ

ｔ８）に更新を行った。

ホームページは、即時性に優れ、情報量が多く、広範囲に情報発信でき、今後さらに、利用者の増加が予想され、「広報高松」と並

び本市の中心的な広報媒体である。今後は、市公式ＬＩＮＥやⅩなどの各広報媒体の特性をいかしながら、ターゲットや発信する内容

に応じて、最も効果的な広報媒体で情報提供を行う。また、令和９年度のホームページリニューアルに向けて取り組むともに、広報動

画とＳＮＳを連携するメディアミックスや広報高松から市ホームページへ誘導するクロスコミュニケーションといった手法を一層活用

し、より効果的な情報発信を図れるよう取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

広報高松等発行事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度13

本市の制度や取組など、様々な市政情報を市民に分かりやすく提供することにより、市民生活の利便性を向上させる
とともに、市政に対する関心と理解を深め、情報の共有化を進める。

年度7

・広報高松発行（毎月１日発行、年１２回）
・点字等広報発行（毎月１０日発行、年１２回）
・声の広報発行（毎月１日発行、年１２回）

市内全世帯

市民に対し、市の施策・事業の目的を始め、市民が利用できる行政サービスや参加できる行事等の情報を提
供し、市政についての理解や協力を得るとともに、市民の市政（まちづくり）への積極的な参画を促す。

R4 R5 R6 R7
R8

広報高松発行部数 千部 0 0 2,408 2,400 2,400

広報高松配布部数 千部 0 0 2,359 2,358 2,358

広報高松を読んでいる人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 86.8 86.8 86.8
0 0 76.8

３年ごとに実施する「広報アンケート」において「広報高松」
を「全ページ読む」、「必要な記事を読む」と答えた人の割合
が７６．８％であった。今後とも、若者から高齢者までより幅
広い年齢層の市民に親しまれる紙面づくりに努める。

88.5%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 86.8 86.8 86.8 86.8
0 0 76.8

0 0 86.8 86.8 86.8 86.8
0 0 76.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

108,007 100,175 98,443 140,210

89,297 88,132 86,863 120,138

18,710 12,043 11,580 20,072

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

・広報高松発行（毎月１日発行、年１２回）
・点字等広報発行（毎月１０日発行、年１２回）
・声の広報発行（毎月１日発行、年１２回）

・広報高松発行（毎月１日発行、年１２回）
・点字等広報発行（毎月１０日発行、年１２回）
・声の広報発行（毎月１日発行、年１２回）

広報高松発行費等
　８５，６０７千円
点字広報発行費等
　１，２５６千円

広報高松発行費等
　１１８，５４１千円　　
点字広報発行費等
　１，５９７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

86,863

360

177

0

3,871

82,455

115,072

3,871

0

398

797

120,138

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

　市民により読んでもらえるよう、特集記事の拡充など内容や構成等の見直しを行った。

　広報高松は、市政情報を発信する上での基幹媒体であり、市民に役立つ市の施策や制度・イベント情報等を発信するとともに、歴史

や文化、特色ある地域資源などの市の魅力を伝える情報を発信することでシビックプライドの醸成を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

市民相談事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2111

令和 年度～6 令和 年度13

メールや電話・来訪等で寄せられる市民の意見・相談・苦情・要望など、広聴広報・シティプロモーション課市民相
談コーナー（市役所１階）で受け付けるもので、問題の内容によって関係機関と検討の上、早期解決に努めている。
相談業務としては、市政相談、一般相談、専門相談を、広聴業務としては、市長への提言、市政出前ふれあいトー
ク、市長まちかどトーク事業などを実施している。

年度7

相談業務実施予定
①専門相談（弁護士相談９６回、司法書士相談２４回）
②市政相談、一般相談　通年
広聴業務実施予定
③市長への提言等　通年、市政出前ふれあいトーク３００回、市長まちかどトーク５回

市民及び周辺住民

相談業務を通して、市政に対する意見・苦情を始め、住民が抱えている疑問などを把握し、問題解決等を図
る。

R4 R5 R6 R7
R8

市民相談コーナーでの市政・一般・専門相談件数 件 0 0 5,924 5,000 5,000

法律相談利用者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 85 85 85
0 0 83

法律相談アンケートの回答では、「満足」「やや満足」は
８３％となり、前年度に比べ２ポイント減少した。「不満」「
やや不満」は、前年度と同じく５％で、理由としては時間が短
いなどであった。

97.6%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 85 85 85 85
0 0 83

0 0 85 85 85 85
0 0 83

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

36,785 33,651 31,211 31,474

11,339 12,049 14,227 14,490

25,446 21,602 16,984 16,984

５

３

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

相談業務
①専門相談（弁護士相談９４回、司法書士相談２４回）
②市政相談、一般相談　通年
広聴業務
③市長への提言等３１８件、市政出前ふれあいトーク３３
７回、市長まちかどトーク２回

相談業務実施予定
①専門相談（弁護士相談９６回、司法書士相談２４回）
②市政相談、一般相談　通年
広聴業務実施予定
③市長への提言等　通年、市政出前ふれあいトーク３００
回、市長まちかどトーク５回

① ３，８７２千円
②・③　１０，３５５千円

① ３，９２５千円
②・③　１０，５６５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,227

0

0

0

0

14,227

14,490

0

0

0

0

14,490

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　市民の声を市政に反映させるとともに、日常生活における様々な問題を解決するため、各種相談事業を実施してきた。

　市民満足度の向上と市民の市政参画の推進を図るため、今後とも、より相談体制の充実に努めながら継続して事業を実施する必要が

ある。

　市民の声を市政に反映して、市民サービスの向上を図るとともに、日常生活における様々な問題を解決するため、各種相談事業を実

施している。

　今後とも、市民満足度の向上と市民の市政参画の推進を図るため、より相談体制の充実に努めながら継続して事業を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民参画の推進

ＳＮＳを活用した魅力発信事業

政策局

広聴広報・シティプロモーション課

087-839-2161

令和 年度～6 令和 年度6

重点取組

スマートフォンの普及などにより、手軽に利用できる生活に身近な情報ツールとなっている、ＬＩＮＥやＸなどの市
公式ＳＮＳを有効に活用し、幅広く効果的な情報発信を推進する。

年度7

市民及び周辺住民

スマートフォンの普及などにより、手軽に利用できる生活に身近な情報ツールとなっている、ＬＩＮＥやＸ
などの市公式ＳＮＳを有効に活用し、幅広く効果的な情報発信を推進し、シビックプライドの醸成やシティ
プロモーションの強化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

市公式ＬＩＮＥによる情報発信件数 件 0 0 2,353 1,550 1,575

市公式Ｘによる情報発信件数 件 0 0 145 380 400

市公式Ｘの登録者数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10,800 10,850 10,900
0 0 11,500

令和５年度の登録者実績は、約１１，０００名であることから
約５００名の登録者の増加が図られた。

106.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10800 10850 10900 10950
0 0 11500

0 0 10800 10850 10900 10950
0 0 11500

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 1,354 0

0 0 582 0

0 0 772 0

３

５

３

５

５

３

令
和

6

令
和

7

・市公式ＬＩＮＥ周知用ちらし、ＰＯＰの作成
・市公式ＬＩＮＥ機能拡充

市公式ＬＩＮＥ周知用ちらし
ＰＯＰの作成
　８８千円
市公式ＬＩＮＥ機能拡充
　４９５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

582

0

0

0

0

582

0

0

0

0

0

0

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 完了

　市公式ＬＩＮＥ「たかまつホッとＬＩＮＥ」をリニューアルし「観光」、「シティプロモーション」に特化したタブ「まちの魅力」

を新たに作成した。

　市公式ＬＩＮＥの周知用ちらし・ＰＯＰの制作を行った。

　事務事業としては、令和６年度で完了となるが、今後もホームページ管理運営事業の一環として継続し、市公式ＬＩＮＥの更なる利

便性向上とともに、市公式ＳＮＳ登録者数の増加のための周知啓発を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動の支援の充実

コミュニティ推進事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

高松市補助金等交付規則

　一般社団法人高松市コミュニティ連合会への運営補助金の交付、地域コミュニティに携わる人材育成を目的とした
人材養成事業の実施、コミュニティ活動備品の整備などを行い、地域コミュニティの自立と活性化を図るもの。

年度7

①一般社団法人高松市コミュニティ連合会の活動支援等
②地域コミュニティ人材育成研修等の開催
③コミュニティ活動備品の整備等

　一般社団法人高松市コミュニティ連合会、各地域コミュニティ協議会、地域コミュニティ関係者

　地域コミュニティ協議会及びその連合体である一般社団法人高松市コミュニティ連合会の組織を強化し、
地域コミュニティの自立と活性を図るほか、一般社団法人高松市コミュニティ連合会と連携し、地域コミュ
ニティの人材育成に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

地域コミュニティ関係者を対象とした研修等の参加人数 人 0 0 686 490 530

参加者の研修等への満足度 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4.1 4.1 4.2
0 0 4.18

　令和４年度より、コミュニティ連合会と連携し、地域コミュ
ニティの人材育成を目的に、役職別研修や協議会事務に係る研
修などを実施し、３年目となり概ね目標値を達成することがで
きた。

102.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4.1 4.1 4.2 4.2
0 0 4.18

0 0 4.1 4.1 4.2 4.2
0 0 4.18

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

46,714 52,529 49,874 59,839

33,991 39,733 36,750 46,715

12,723 12,796 13,124 13,124

５

３

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①一般社団法人高松市コミュニティ連合会の活動支援等
②人材育成研修等の開催
③コミュニティ活動備品の整備等

①一般社団法人高松市コミュニティ連合会の活動支援等
②地域コミュニティ人材育成研修等の開催
③コミュニティ活動備品の整備等

①コミュニティ連合会運営補
助等２７，６５１千円
②人材育成研修開催経費
１３８千円
③コミュニティ助成事業
９，１００千円

①コミュニティ連合会運営補
助等２６，９８１千円
②人材育成研修開催経費
２３４千円
③コミュニティ助成事業
１９，５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

36,750

0

0

0

9,432

27,318

26,784

19,931

0

0

0

46,715

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 改善

　令和４年度から、一般社団法人コミュニティ連合会と連携し、地域コミュニティの人材育成を目的とした各種研修を実施した。初め

ての研修メニューも多かったが、想定以上の参加者数であった。研修参加者からの意見を参考に、今後も継続して実施していく。

　昨年度に引き続き、一般社団法人高松市コミュニティ連合会と協議しながら、地域コミュニティ人材育成研修の企画・実施を行って

いく。

　また、協働推進員制度や市政出前ふれあいトークなどを利用して、地域コミュニティの理解促進や地域へのサポート体制強化を図っ

ていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動の支援の充実

自治会再生支援事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ①3-

　地域コミュニティの中心的役割を担う自治会の活動を支援することで、地域の連帯感を取り戻し、地域みずからの
まちづくりを目指す。
　自治会の在り方等検討プロジェクトチームで検討された自治会支援策を踏まえて、地域と行政とで共に自治会再生
に向けた新たな取組を実施し、自治会のみならず、地域コミュニティの再生を目指す。

年度7

①自治会に関する研修や自治会ＰＲ、企業表彰　
②マイタウン・サポートリーダー事業　　
③自治会チャレンジ事業　
④マンション事業者等と自治会加入促進に関する協定の締結　
⑤自治会の新しい在り方検討事業に係る伴走支援

　各地区（校区）連合自治会及び単位自治会、各地域コミュニティ協議会、高松市コミュニティ連合会

　単位自治会の再生、各地区（校区）連合自治会及び単位自治会の活性化

R4 R5 R6 R7
R8

地縁力向上のための新たな取組を実施する協議会数 協議会 0 0 0 1 2

新たな取組を実施する協議会の自治会加入率
の上昇率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 10 15
0 0 0

　新たな取組を実施する協議会を支援する「自治会の新しい在
り方検討事業に係る伴走支援」は令和６年度に制度設計を行い
事業実施には至っていないため、令和６年度の目標値は設定で
きない。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 10 15 18
0 0 0

0 0 0 10 15 18
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,275 18,951 11,320 826

1,313 886 126 826

17,962 18,065 11,194 0

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①研修
②ＰＲ
③企業表彰
④マイタウン・サポートリーダー
⑤自治会実態把握調査【Ｒ４・Ｒ５のみ】
⑥その他使用料等（印刷費）

①自治会に関する研修や自治会ＰＲ、企業表彰　
②マイタウン・サポートリーダー事業　　
③自治会チャレンジ事業　
④マンション事業者等と自治会加入促進に関する協定の締
結　
⑤自治会の新しい在り方検討事業に係る伴走支援

①　　　　　０千円
②　　　　　０千円
③　　　　　０千円
④　　　１２１千円
⑤　　　　　０千円
⑥　　　　　５千円

①　　　　　０千円
②　　　２７６千円
③　　　５００千円
④　　　　　０千円
⑤　　　　　０千円
⑥その他　５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

126

0

0

0

0

126

826

0

0

0

0

826

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 28 30
93 拡充

　自治会の在り方等検討プロジェクトチームにおいて取りまとめられた最終報告書に基づく新たな自治会再生支援施策として、マイタ

ウンサポートリーダー事業を実施した。今後は支援施策を実施する地域を増やし、自治会加入率の増加に向けた新しい取組みについ

て、地域と行政が協働で検討していく必要がある。

　地域での防犯・防災対策や高齢者・子どもの見守り活動など、自治会の必要性を周知するなど、自治会加入を啓発するとともに、従

来の自治会に対しては、現状に沿った運営に見直すよう周知を行う。また、モデル地域に対し伴走支援をしながら、地域の特性に合っ

た自治会の在り方を考え、実施できるよう進めていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動の支援の充実

地域まちづくり活性化支援事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市地域まちづくり交付金交付要綱

　地域コミュニティ協議会が主体的に行うまちづくり活動を支援し、住民自治及び市民と行政との協働による地域自
らのまちづくりを推進するため、地域コミュニティ協議会に対して、地域の各種事業・団体に交付される補助金を一
元化して交付する。主体的・積極的なまちづくりの促進とコミュニティ活動を担保するための新たな財源とし、使途
について地域に裁量権を付与することで、「地域自らのまちづくり」の機運を醸成し、地域の自立を促進するもので
ある。平成２６年度には、交付算定基準を変更するとともに、敬老会事業の在宅者分事業費を一元化した。２９年度
には、課題解決応援加算を創設した。令和６年度から、事務局体制支援事業補助金を統合した。

年度7

　均等割、人口割、面積割等、地域まちづくり交付金交付要綱に基づく地域まちづくり交付金を交付 地域コミュニ
ティ協議会事務局に係る人件費を補助

　市内全域の４４地域コミュニティ協議会

　一元化した交付金を地域コミュニティ協議会に交付することによって、地域コミュニティ協議会の裁量で
交付金配分し、主体的に地域の課題に取り組むことができる。 からは事務局事務が円滑かつ継続的に行えR6
る体制を整えるための事務局人件費についても対象経費とする。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付地域コミュニティ協議会数 協議会 0 0 44 44 44

コミュニティプランの見直し率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 88.6

　各地域コミュニティ協議会における課題や特性に合った事業
が実施できるよう、コミュニティプラン見直しの支援に努め、
見直しの実施を行った地域があったが、会議等を開催できない
地域もあったことから、見直しが進まない地域もあり、目標達
成に至らなかった。

88.6%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 88.6

0 0 100 100 100 100
0 0 88.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 754,565 766,293

0 0 743,757 755,485

0 0 10,808 10,808

３

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

　均等割、人口割、面積割等、地域まちづくり交付金交付
要綱に基づく地域まちづくり交付金を交付 地域コミュニ
ティ協議会事務局に係る人件費を補助

　均等割、人口割、面積割等、地域まちづくり交付金交付
要綱に基づく地域まちづくり交付金を交付 地域コミュニ
ティ協議会事務局に係る人件費を補助

７４３，７５８千円

７５５，４８５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

743,757

0

0

4,500

120,000

619,257

623,485

127,000

5,000

0

0

755,485

一部結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 80 100
80 継続

　今後、地域にとってより使いやすい交付金制度によるよう、地域コミュニティ協議会や関係各所の意見を踏まえながら検討していく

とともに、令和５年度事務局体制強化支援事業補助金を見直し、同交付金に統合することで常勤職員人件費を一元化したこともあり、

引き続き、各地域の事業の実施状況などを共有する機会を設けていく。また、会計処理や事業内容について、今後も市が行う検査や指

導を通して適切な支援を継続して行っていく。

　今後、地域コミュニティ協議会や関係各所の意見を踏まえつつ、地域側の成熟度の向上を見据え、地域にとってより使いやすい、地

域が住民に説明責任を果たせる交付金制度を検討していく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動拠点の充実

コミュニティセンター整備事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

④3-

　地域住民によるまちづくり活動の拠点として、また、生涯学習及び地域福祉の推進に資するため、中期整備指針等
に基づき施設ごとに整備の方向性をまとめた上で、コミュニティセンターの整備を行う。

年度7

①花園コミセン整備
②旧総合福祉会館解体
③多肥コミセン整備
④女木コミセン整備

　新コミュニティセンター整備計画等に該当するコミュニティセンター計２３館（昭和５６年以前に建設さ
れた旧耐震基準に基づく施設）

　施設の改築等を行い、コミュニティセンターの安全性の確保と環境改善を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

コミュニティセンター中期整備指針に基づく整備箇所数 館 0 0 14 14 14

施設整備進捗割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60.8 60.8 60.8
0 0 60.8

　施設を改修あるいは改築することで、コミュニティセンター
の安全性の確保と利用環境の改善を図ることができ、目標を達
成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60.8 60.8 60.8 60.8
0 0 60.8

0 0 60.8 60.8 60.8 60.8
0 0 60.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

803,329 138,002 20,719 33,767

780,877 128,217 11,301 24,349

22,452 9,785 9,418 9,418

５

５

５

５

５

３

令
和

6

令
和

7

旧高松市総合福祉会館解体実施設計等

①花園コミセン整備
②旧総合福祉会館解体
③多肥コミセン整備
④女木コミセン整備

１１，３０１千円

①　　１８，３８３千円
②　　　２，５５２千円
③　　　３，３７９千円
④　　　　　　３５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

11,301

0

0

0

5,000

6,301

449

18,000

5,900

0

0

24,349

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 98 100
98 継続

　新コミュニティセンター整備計画等に基づき、花園コミュニティセン

ターの整備に向け、旧高松市総合福祉会館解体実施設計等を実施し、地域のまちづくり拠点づくりに努めた。

　施設の老朽化に伴い、雨漏り等の修繕が年々増加していることから、①改築、②改築まで健全な状態で施設利用を可能とするため長

寿命化の観点に基づいた計画的な保全、これらを２本の柱とした整備計画について、施設整備を行う。

　そのほか、事業費の適正化・縮減とともに、財源確保にも努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動拠点の充実

自治会集会所整備支援事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

高松市自治会集会所改修等補助規程等

　地域のコミュニティ活動の場となっている自治会集会所の改修等を行う場合に、必要な経費の一部を補助すること
によって、自治会活動、コミュニティ活動を促進するものである。

年度7

自治会集会所改修等補助金

　自治会（認可地縁団体）

　集会所の改修等を促進し、地域住民の福祉の向上を図ることを目的とする。

R4 R5 R6 R7
R8

補助件数 件 0 0 8 8 8

自治会集会所改修率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 67.6 68.7 69.7
0 0 67.6

　自治会集会所の改修について、地域からの要望に応じた補助
件数を実施することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 67.6 68.7 69.7 70.8
0 0 67.6

0 0 67.6 68.7 69.7 70.8
0 0 67.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

16,666 12,916 15,596 4,620

7,685 3,884 4,402 4,620

8,981 9,032 11,194 0

５

３

３

５

５

５

令
和

6

令
和

7

自治会集会所改修等補助金

自治会集会所改修等補助金

４，４０２千円
※補助対象事業費の５０パー
セント以内を補助

４，６２０千円
※補助対象事業費の５０パー
セント以内を補助

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,402

0

0

0

11

4,391

4,607

13

0

0

0

4,620

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 拡充

　自治会集会所の改修を希望する自治会に対し補助することができた。自治会活動の拠点となる集会所は、災害時の一時避難所として

も活用されており、今後も継続的な支援が必要である。

　自治会集会所の耐震性を確保するため、耐震診断に係る補助制度を創設するなど、集会所改修等の更なる推進に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民との協働の推進

市民活動センター管理運営事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

高松市市民活動センター条例

　中間支援組織として、市民と行政が共に考え、共に活動する協働の場として設置している市民活動センターを管理
運営し、センター事業を実施する。

年度7

市民活動センター管理運営事業実施

　高松市民及び市民活動団体、地域コミュニティ協議会など

　中間支援組織である市民活動センターとしての事業を実施することにより、市民と行政のパイプ役として
の協働推進機能を充実し、市民活動団体等の活動の支援強化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

市民活動センター講座等数 回 0 0 41 36 36

市民活動センター総利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 17,000 18,000 19,000
0 0 16,681

　昨年度実績からの上昇がみられたものの、利用者数は
１６，６８１人にとどまり、目標を達成できなかった。

98.1%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 17000 18000 19000 20000
0 0 16681

0 0 17000 18000 19000 20000
0 0 16681

活動支援講座参加者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 93 94 95
0 0 89.2

　満足度はほぼ９割に達したものの、未回答者も複数いたた
め、目標を達成できなかった。

95.9%

点34



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

29,899 30,947 44,724 26,349

19,796 20,786 25,810 26,349

10,103 10,161 18,914 0

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

市民活動センター管理運営事業実施

市民活動センター管理運営事業実施

報酬等　　２１，６６９千円
報償費　　　　　　６８千円
需用費　　　　　６０９千円
委託料　　　１，８６６千円
使用料及び賃借料９３５千円
その他　　　　　６６３千円

報酬等　　　　　　　０千円
報償費　　　　　　　０千円
需用費　　　　　　１０千円
委託料　　２５，４００千円
使用料及び賃借料９０７千円
その他　　　　　　３２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

25,810

0

0

0

2,096

23,714

25,872

477

0

0

0

26,349

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 改善

　市民活動センター総利用者数は、増加傾向にはあるが、目標値に届かなかった。今後も継続して、事業の周知啓発の充実を図り、市

民活動を促進するとともに、指定管理者制度の導入に伴い、中間支援組織としての機能の充実を図ることが求められる。

　地域課題が多種多様化する中、市民活動団体等が担う社会的役割は大きくなっていることから、多様化するニーズへの対応、多様な

主体とのコーディネート力等、市民活動の中間支援組織としての機能を高めるため、令和７年度から指定管理者制度を導入する。今後

も、センター事業の充実や効果的な情報発信を行い、市民活動団体の活動の促進とセンターの利用促進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

参画・協働の推進

市民との協働の推進

ボランティア・市民活動推進事業

市民局

協働コミュニティ推進課

087-839-2277

令和 年度～6 令和 年度13

　本市における市民活動の促進と協働の推進を図るため、高松市協働づくり懇談会による協働推進施策・コミュニ
ティ施策についての意見聴取や、協働推進員への人材養成研修を行うなど、多様なパートナーシップによるまちづく
りを推進する。

年度7

①特定非営利活動法人認証等事務
②高松市協働づくり懇談会等開催
③所属担当・地域担当協働推進員研修等開催
④市民活動保険
⑤市職員協働研修開催

　高松市職員、市内に主たる活動拠点がある市民活動団体等

　市民活動の促進と協働の推進を図る。また、研修を通して、地域コミュニティ活動に関わる職員の協働へ
の意識改革を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

協働に関する研修の参加者数 回 0 0 475 426 426

参加者の研修理解度 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4.1 4.1 4.2
0 0 4.2

　市職員に対し、外部講師を招いて協働の基礎的な内容の研修
を行い、同研修動画を活用して、協働推進員にも自席で配信に
よる研修を行うなど、研修方法を工夫することにより目標を達
成した。

102.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4.1 4.1 4.2 4.2
0 0 4.2

0 0 4.1 4.1 4.2 4.2
0 0 4.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,245 5,274 20,150 7,315

6 5 1,236 7,315

5,239 5,269 18,914 0

５

５

５

５

５

３

令
和

6

令
和

7

①特定非営利活動法人認証等事務
②高松市協働づくり懇談会等開催
③所属担当・地域担当協働推進員研修等開催
④市民活動保険
⑤市職員協働研修開催
⑥自治と協働の基本指針（アンケート調査）

①特定非営利活動法人認証等事務
②高松市協働づくり懇談会等開催
③所属担当・地域担当協働推進員研修等開催
④市民活動保険
⑤市職員協働研修開催

①需用費　　　１４９千円
　役務費　　　　　５千円
②報償費　　　１４０千円
③日額旅費　　　　２千円
　講師謝金　　　　０千円
④保険料　　　８７４千円
⑤講師謝金　　　４０千円
⑥通信運搬費　　２６千円

①需用費　　　１３０千円
　役務費　　　　　９千円
②報償費　　　１４７千円
③日額旅費　　　３２千円
　講師謝金　　　　６千円
④保険料　６，９３０千円
⑤講師謝金　　　５５千円
　講師旅費　　　　６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,236

0

154

0

0

1,082

3,925

3,390

0

0

0

7,315

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 98 100
98 継続

　行政との協働事業の経験が豊富な市民活動団体の代表者を講師に招き、協働とは何かという基礎的な研修を実施し、市職員の協働に

対する意識の向上に寄与した。次年度以降も更なる意識の向上を目指し研修等を進めていく。

　協働推進員の人材養成研修の実効性を高めることで、市民活動団体等と多様なパートナーシップを構築できるよう能力を養成し、協

働を推進するとともに、協働推進員以外の市職員に対しても研修を実施することで、協働意識のボトムアップを図る。また、市民活動

団体等や地域の人たちにも、協働に対する理解を深めてもらう機会をつくり、協働意識の向上を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

交通安全対策の推進

交通安全教育等推進事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2555

令和 年度～6 令和 年度13

⑦4-

　幼稚園、保育所、こども園、小学校、支援学校等において、歩行教室や自転車安全運転教室などの交通安全教室を
開催するほか、高齢者等を対象とした反射材教室、高齢者教室などの交通安全教室を開催する。また、交通安全意識
の向上を図るため、関係機関・団体等と連携して、交通安全運動の展開や街頭キャンペーンなど交通安全の啓発活動
を実施する。

年度7

①交通指導員、事務員人件費
②交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協議会ほか１団体　補助金
③香川県高速道路交通安全協議会　負担金
④交通安全教育費（幼、保、こ、小・支援学校等交通安全教室、高齢者等交通安全教室の開催など）
⑤その他事務費

幼稚園、保育所、こども園、小学校、支援学校等の幼児、児童、生徒
地域の交通安全指導者

幼児、児童、生徒に交通安全の基礎知識を身に付けてもらう。
地域の交通安全指導者に交通安全や街頭指導の知識を習得してもらい、指導者を通じて地域へ波及させる。
高齢者に交通安全の知識を身に付けてもらう。

R4 R5 R6 R7
R8

市内幼保、小学校、支援学校等の交通安全教室開催数 回 0 0 234 250 250

高齢者交通安全教室等の開催数 回 0 0 447 450 450

市内幼保、小学校、支援学校等の交通安全教
室参加人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 15,000 15,000 15,000
0 0 15,250

　市内幼保、小学校、支援学校等の交通安全教室を実施し、学
校と協働で交通安全啓発活動を積極的に行った結果、目標値を
達成することができた。 101.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 15000 15000 15000 15000
0 0 15250

0 0 15000 15000 15000 15000
0 0 15250

高齢者交通安全教室等参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 1,119

　市政出前ふれあいトークや、企業との協働による高齢者向け
の交通安全啓発活動を積極的に行った結果、目標値を達成する
ことができた。 111.9%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

40,841 46,440 53,516 42,702

22,131 27,622 34,216 33,438

18,710 18,818 19,300 9,264

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①交通指導員、事務員人件費
②交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協
議会ほか１団体　補助金
③その他（幼、保、こ、小・中交通安全教室、高齢者等交
通安全教室の開催など）

①交通指導員、事務員人件費
②交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協
議会ほか１団体　補助金
③香川県高速道路交通安全協議会　負担金
④交通安全教育費（幼、保、こ、小・支援学校等交通安全
教室、高齢者等交通安全教室の開催など）
⑤その他事務費

　　　　①２７，６４５千円
　　　　　②４，８８２千円
　　　　　③１，６８９千円

　　　　①２７，６３４千円
　　　　　②４，７９５千円
　　　　　　　　③２０千円
　　　　　　　④８１５千円
　　　　　　　⑤１７４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,216

0

0

0

0

34,216

33,438

0

0

0

0

33,438

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　昨年度は、企業等と協働で、子どもから高齢者等に対して、様々な交通安全啓発事業を行い、大変好評だったので、今後も継続して

いく予定である。

　今後も引き続き、企業等と協働で、子どもから高齢者等に対して様々な交通安全啓発活動を行っていく。

　また、本市交通指導員が実施している交通安全教室の内容を充実させるため、企業等との連携について検討していく予定である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

交通安全対策の推進

交通安全啓発推進事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2555

令和 年度～6 令和 年度13

⑦4-

　企業等との交通安全イベントの開催や交通事故死ゼロを目指す日一斉キャンペーンなど、市内統一街頭キャンペー
ンを開催することで、交通安全に対する意識向上を図り、交通事故防止を促進する。

年度7

①交通指導員、事務員人件費
②交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協議会ほか１団体　補助金
③香川県高速道路交通安全協議会　負担金
④交通安全教育費（幼、保、こ、小・支援学校等交通安全教室、高齢者等交通安全教室の開催など）
⑤その他事務費

高松市民

交通安全意識や交通ルール、マナーを守る意識を広める。

R4 R5 R6 R7
R8

企業等との交通安全イベントの開催数 回 0 0 7 1 1

県主催統一街頭キャンペーン実施回数 回 0 0 3 3 3

統一街頭キャンペーン参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,000 6,000 6,000
0 0 6,318

目標どおり、３回の街頭キャンペーンを実施し、参加人数につ
いても、目標値を達成することができた。

105.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6000 6000 6000 6000
0 0 6318

0 0 6000 6000 6000 6000
0 0 6318

企業等との交通安全イベントの参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 1,592

企業等と協働で、ことでん電車まつりや交通安全啓発の研修会
等を実施した結果、目標値を達成することができた。

1592.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,626 10,947 10,911 42,702

148 409 103 33,438

10,478 10,538 10,808 9,264

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

一般管理経費

①交通指導員、事務員人件費
②交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協
議会ほか１団体　補助金
③香川県高速道路交通安全協議会　負担金
④交通安全教育費（幼、保、こ、小・支援学校等交通安全
教室、高齢者等交通安全教室の開催など）
⑤その他事務費

　　　　　　　　１０３千円

　　　　①２７ ６３４千円,
　　　　　②４ ７９５千円,
　　　　　　　　③２０千円
　　　　　　　④８１５千円
　　　　　　　⑤１７４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

103

0

0

0

0

103

33,438

0

0

0

0

33,438

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　令和５年度まで実施していた交通安全フェアから、企業等と協働で実施する交通安全イベントへ移行したことで、費用削減、職員の

負担軽減、対象である高齢者の集客に繋げることができた。

　また、交通安全統一キャンペーンは、広く市民に認知され参加者も多く、交通安全事業としての意義が大きい。

　今後も引き続き、企業等と協働で交通安全イベントを実施し、イベントの内容をより充実させるために企業等と検討していく予定で

ある。また、交通安全統一キャンペーンについても、交通安全事業としての意義が大きいことから、継続実施することが妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

交通安全対策の推進

高齢者等交通安全啓発推進事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2555

令和 年度～6 令和 年度13

⑦4- 交通安全対策基本法、高松市交通安全計画

　高齢者の自主的な運転免許証返納の促進策として、関係機関へ自主返納に関する啓発チラシの発送やＩＣカード乗
車券を交付することにより、高齢者が関係する交通事故の減少を図る。

年度7

高齢者運転免許証返納促進事業
　ことでんイルカカード、ＪＲイコカカード、タクシー現金チケット（１万円×１，１８４件）など

高松市の高齢者（６５歳以上）

運転免許証の自主返納により、高齢者が当事者となる交通事故が減少する。

R4 R5 R6 R7
R8

プラチナ世代への啓発チラシ発送件数 件 0 0 380 400 400

６５歳以上の運転免許証自主返納者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,040 2,040 2,040
0 0 1,750

　令和６年度の運転免許証自主返納者数は、目標値の約８６％
に留まった。

85.8%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2040 2040 2040 2040
0 0 1750

0 0 2040 2040 2040 2040
0 0 1750

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,642 18,616 17,499 11,220

14,900 14,852 13,639 1,184

3,742 3,764 3,860 10,036

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①高齢者運転免許証返納促進事業
　ことでんイルカカード、ＪＲイコカカード、タクシー現
金チケット（１万円×１，２６１件）など
②備品購入（信号機）
③高齢者等交通安全教室

高齢者運転免許証返納促進事業
　ことでんイルカカード、ＪＲイコカカード、タクシー現
金チケット（１万円×１，１８４件）など

　　　　①１２，６１０千円
　　　　　　　②９４６千円
　　　　　　　　③８３千円

　　　　　１１，８４０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

13,639

0

0

0

0

13,639

1,184

0

0

0

0

1,184

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

　自主返納の普及チラシを窓口や関係団体等へ配布した。

　高齢者の運転免許証の自主返納を更に促すため、長寿福祉課と連携して、関係団体へ啓発チラシを配布するなど効果的な周知啓発に

努めた。

　今後も高齢者の運転免許証の自主返納を促すため、長寿福祉課と連携して、関係団体へ啓発チラシを配布するなど効果的な周知啓発

に努めるほか、他機関との連携を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

防犯対策の充実

防犯組織・環境整備事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2555

令和 年度～6 令和 年度13

高松市防犯灯新設等助成金交付規程、高松市

夜間における犯罪の防止と通行の安全を図るため、地域の単位自治会が所有する防犯灯の新設、移設及び補修並びに
電気料金の助成を一般社団法人高松市コミュニティ連合会に対して行っている。また、防犯協会の行う防犯活動事業
に対する助成を行うとともに、公益財団法人香川県暴力追放運動推進センター・公益社団法人かがわ被害者支援セン
ターへの負担金を支出している。

年度7

①防犯灯新設等助成金
②各地区防犯協会補助金
③犯罪被害者支援負担金
④香川県暴力追放センター負担金
⑤その他事務費

全市民

防犯灯の維持管理が適切に行われることで、市民の夜間通行の安全を確保する。

R4 R5 R6 R7
R8

防犯灯新規設置費補助灯数 灯 0 0 94 50 50

総防犯灯数 灯

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 30,000 30,000 30,000
0 0 30,191

防犯灯数は、環境の変化により不要となった防犯灯を撤去する
必要性もあり、総合的に判断する必要がある。令和６年度につ
いては、助成制度の活用により、目標値を達成することができ
た。

100.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 30000 30000 30000 30000
0 0 30191

0 0 30000 30000 30000 30000
0 0 30191

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

84,524 85,917 91,015 95,310

80,782 82,153 87,155 86,818

3,742 3,764 3,860 8,492

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①防犯灯新設等助成金
②防犯灯撤去
③各地区防犯協会補助金
④香川県暴力追放センター負担金・犯罪被害者支援負担金
⑤その他事務費

①防犯灯新設等助成金
②各地区防犯協会補助金
③犯罪被害者支援負担金
④香川県暴力追放センター負担金
⑤その他事務費

　　　　①７２，７８７千円
　　　　　　　　　②０千円
　　　　③１０，０９１千円
　　　　　　　④９４９千円
　　　　　⑤３，３２８千円

　　　　①７２，４２４千円
　　　　②１０ ０９３千円,
　　　　　　　③５４０千円
　　　　　　　④４１０千円
　　　　　⑤３，３５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

87,155

0

0

0

0

87,155

86,818

0

0

0

0

86,818

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

全ての防犯灯新設の要望に対応することはできなかったが、助成制度の活用により、９４灯の防犯灯が新設された。

また、防犯灯の助成に係る自治会の費用負担の見直しを図り、令和７年度から、更新の費用負担を廃止するほか、既存の防犯灯の適正

配置を促進するため、移設の費用負担を廃止し、新設については、工事費の２分の１相当額の費用負担を設けることとなった。併せて

、自治会未加入エリアにおいては、一定の要件を満たした場合、電気料金の助成を行うこととなった。

防犯灯の助成に係る自治会の費用負担の見直しによる効果を検証していく中で、防犯灯の設置・管理の適正化に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

防犯対策の充実

防犯活動推進事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2555

令和 年度～6 令和 年度13

高松市安全で安心なまちづくりに関する条例

地域コミュニティ協議会等が実施する防犯活動に要する費用の一部を助成するなど、犯罪の未然防止や犯罪をさせな
い安全で安心なまちづくりを推進する。また、高松市犯罪被害者等支援条例に基づき、犯罪被害者等への経済的支援
等を図る。

年度7

①安全で安心なまちづくり推進協議会開催
②犯罪被害者等支援事業　　
③防犯カメラ設置費等補助事業

全ての地域コミュニティ協議会及び連合自治会

地域における防犯活動の促進及び防犯意識の向上。

R4 R5 R6 R7
R8

防犯カメラ設置費補助件数 件 0 0 10 9 9

防犯カメラ設置箇所数（総数） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 140 140 140
0 0 165

防犯カメラの設置補助もあり、年々防犯カメラの設置は増加し
ている。

117.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 140 140 140 140
0 0 165

0 0 140 140 140 140
0 0 165

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,299 4,227 5,698 12,666

3,054 1,969 3,382 3,402

2,245 2,258 2,316 9,264

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①安全で安心なまちづくり推進協議会開催
②公用車購入費等　　
③防犯カメラ設置費等補助事業

①安全で安心なまちづくり推進協議会開催
②犯罪被害者等支援事業　　
③防犯カメラ設置費等補助事業

　　　　　　　　①６５千円
　　　　　②１，２６４千円
　　　　　③２ ０５３千円,

　　　　　　　　①８０千円
　　　　　②１，１５７千円
　　　　　③２，１６５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,382

0

0

0

1,200

2,182

3,402

0

0

0

0

3,402

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

１０団体に対し、防犯カメラの設置費に対する補助を実施し、犯罪の未然防止を図った。

防犯カメラ設置費等補助事業の活用を促すことにより、地域の防犯活動をより一層推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

消費生活の安定と向上

消費者団体支援事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2067

令和 年度～6 令和 年度13

消費者基本法

　市民の消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓発活動を推進するとともに、市民の消費生活の安定と向上
及び加入団体相互の交流を図るため、消費者団体への支援を行う。

年度7

　市民の消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓発活動を推進するとともに、市民の消費生活の安定、向上
及び加入団体相互の交流を図るため、消費者団体への支援を行う。

　消費者の地域リーダー的役割をもつ高松市消費者団体連絡協議会構成団体

　消費者団体を支援・育成し、消費者の地域リーダー的役割を果たす消費者を増やす。

R4 R5 R6 R7
R8

高松市消費者団体連絡協議会主催事業の開催回数 回 0 0 25 12 12

高松市消費者団体連絡協議会主催事業の参加
者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 210 210 210
0 0 363

　積極的に消費者問題の研究を行うとともに、学校や団体等に
資源の活用やくらしの情報を伝える活動を実施したことにより
目標を上回った。 172.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 210 210 210 210
0 0 363

0 0 210 210 210 210
0 0 363

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,609 2,643 3,030 4,905

738 761 1,100 1,045

1,871 1,882 1,930 3,860

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

　市民の消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓
発活動を推進するとともに、市民の消費生活の安定、向上
及び加入団体相互の交流を図るため、消費者団体への支援
を行う。

　市民の消費生活に関する各種の調査・研究の諸活動や啓
発活動を推進するとともに、市民の消費生活の安定、向上
及び加入団体相互の交流を図るため、消費者団体への支援
を行う。

高松市消費者団体連絡協議会
運営補助金　１，１００千円

高松市消費者団体連絡協議会
運営補助金　１，０４５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,100

0

0

0

0

1,100

1,045

0

0

0

0

1,045

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

新たな議題研究に取り組むなど精力的に活動しているが、消費者団体の会員が高齢化しており、担い手が不足している。

　消費者団体の会員が高齢化していく中、団体自らの手で消費者の地域リーダー的役割を果たす人材を育てられるようにするため、団

体の意見を聞きつつ、適切な助言・指導をしていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

消費生活の安定と向上

消費者啓発事業

市民局

くらし安全安心課

087-839-2067

令和 年度～6 令和 年度13

消費者基本法

　賢い消費者の育成とともに、質の高い消費生活の実現や消費生活の安定・向上を図るため、消費者月間事業、消費
生活啓発パネル展などを開催し、環境、食生活、省資源、省エネルギーなど暮らしの問題について、消費者が考える
機会を提供する。

年度7

・第４１回消費者ウイーク・第４６回暮らしをみなおす市民のつどい（５／下旬）
・夏休み親子消費者教室（８／初旬）
・消費生活出前講座（一般）開催　１０件
・消費生活教育出前講座（小学校５・６年生、中学生及び高校生）開催　１０件
・啓発用冊子等作成

　高松市民

　自立した賢い消費者として、自覚と責任を持って健全な消費生活を営むことができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

消費者啓発事業の開催回数 回 0 0 23 20 20

消費者月間事業の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 92.3

　高松市と高松市消費者団体連絡協議会との啓発行事で、アン
ケートを取っておりそれに基づいている。

115.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 92.3

0 0 80 80 80 80
0 0 92.3

消費者啓発講座の参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 350 350 350
0 0 931

　例年実施している小学校での消費生活教育出前講座に加え、
成年年齢の引き下げにより対象とした高校や中学校からの依頼
があり参加者数が増加した。 266.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,042 4,732 4,997 6,529

1,300 968 1,137 739

3,742 3,764 3,860 5,790

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

・第４０回消費者ウイーク・第４５回暮らしをみなおす市
民のつどい（５ １８～１９）/
・エシカル消費マイバッグデザインコンテスト（７～１２
月）
・夏休み親子消費者教室（８／５～６）
・消費生活出前講座（一般）開催　７件
・消費生活教育出前講座（小学校５・６年生、中学生及び
高校生）開催　１１件
・啓発用冊子等作成

・第４１回消費者ウイーク・第４６回暮らしをみなおす市
民のつどい（５／下旬）
・夏休み親子消費者教室（８／初旬）
・消費生活出前講座（一般）開催　１０件
・消費生活教育出前講座（小学校５・６年生、中学生及び
高校生）開催　１０件
・啓発用冊子等作成

つどい負担金　６２４千円
エシカル消費マイバッグデザ
インコンテスト　２７３千円
啓発用冊子等作成事務経費
２４０千円

つどい負担金　４９７千円
啓発用冊子等作成事務経費
２４２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,137

0

136

0

0

1,001

739

0

0

0

0

739

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　相談件数は２９年度をピークに減少傾向であったが、ＡＩ等のデジタル技術の急速な進展による取引やサービスの多様化から増加に

転じている。詐欺等の被害を防ぐためには、今後も出前講座や啓発事業を継続する必要がある。

　インターネット等を利用した消費者トラブルの増加や、民法改正による成年年齢引き下げなど、消費者行政を取り巻く環境の多様化

・深刻化に対応するため、関係機関等との連携強化や、ＳＮＳなど新たなツールを活用した相談体制の構築など、消費者支援の充実強

化を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

スマートシティの推進

自治体デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

社会保障・税番号制度推進事業

市民局

市民課

087-839-2287

令和 年度～6 令和 年度13

番号法

　社会保障・税番号制度を効率的かつ円滑に推進し、行政の効率化や市民の利便性向上を図るため、その基盤となる
マイナンバーカードの普及促進を行う。

年度7

①　会計年度任用職員人件費
②　マイナンバーカード交付・更新関係

高松市民

　個人番号制度の円滑な導入・推進を図り、デジタル社会の実現と効率的な行政運営をめざすため、その基
盤となるマイナンバーカードの普及促進を図るとともに、市民の利便性を向上させる。

R4 R5 R6 R7
R8

普及促進キャンペーン年間実施回数 回 0 0 2 11 11

マイナンバーカード交付率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 82.5 85
0 0 86.8

　企業や団体等に対して、マイナンバーカードの出張申請を積
極的に行ったほか、県と連携し商業施設において出張申請受付
を実施したことにより、申請者数が増加し、交付率が８６．８
％となり目標値を達成した。

108.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 82.5 85 87.5
0 0 86.8

0 0 80 82.5 85 87.5
0 0 86.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

92,488 126,008 176,949 202,164

40,100 73,319 122,909 148,124

52,388 52,689 54,040 54,040

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①　会計年度任用職員人件費
②　マイナンバーカード交付・更新関係

①　会計年度任用職員人件費
②　マイナンバーカード交付・更新関係

①　８７，５３１千円
②　３５，３７８千円

①　１３１，９９１千円
②　　１６，１３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

122,909

121,100

0

0

0

1,809

1,402

0

0

0

146,722

148,124

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　昨年度は、介護施設や企業への出張申請及び県と連携した商業施設での出張申請受付を実施するなど、マイナンバーカードの普及促

進に努めた。今後は、マイナンバーカード及び電子証明書の更新に伴う申請者増加を見据え、マイナンバーカード交付及び電子証明書

の更新手続を円滑に行えるよう交付体制等を強化する必要がある。

　マイナンバーカードの普及促進を図るため、引き続き、広報誌等において取得促進の呼び掛けを実施するとともに、企業や団体に出

向く出張申請受付を継続する。

　今後については、マイナンバーカード及び電子証明書の更新等を求める来庁者に対し、円滑に手続きが行えるよう窓口機能の充実や

交付体制等の強化を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権啓発の推進

人権啓発推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、

　基本的人権を尊重する社会を確立するため、同和問題を始めとする様々な人権問題の解決に向け、研修講座や講演
会の開催など、各種啓発事業を行う。

年度7

①人権啓発推進員（コミュニティ協議会選出）の支援
②人権・同和問題指導者研修講座の開催等
③ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品展の開催
④人権フェスティバルの開催
⑤民間と連携した啓発活動、企業等への啓発

高松市民

市民のあらゆる人権問題に関する啓発を行い、市民の人権に対する理解を深める。

R4 R5 R6 R7
R8

講演会等の開催回数 回 0 0 5 5 5

参加人数（人権啓発推進員による啓発事業、
講演会等） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,500 1,500 1,500
0 0 1,466

人権啓発推進員の工夫により様々な形態での啓発事業を実施し
、広く市民の人権意識の普及・高揚に努めているが、目標値の
達成には至らなかった。 97.7%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1500 1500 1500 1500
0 0 1466

0 0 1500 1500 1500 1500
0 0 1466

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

60,435 61,156 64,730 66,444

37,983 38,575 41,570 43,284

22,452 22,581 23,160 23,160

５

３

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

①人権啓発推進員（コミュニティ協議会選出）の支援
②人権・同和問題指導者研修講座の開催等
③ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品展の
開催
④人権フェスティバルの開催
⑤民間と連携した啓発活動、企業等への啓発

①人権啓発推進員（コミュニティ協議会選出）の支援
②人権・同和問題指導者研修講座の開催等
③ハンセン病を正しく理解する講演会、パネル・作品展の
開催
④人権フェスティバルの開催
⑤民間と連携した啓発活動、企業等への啓発

①　　１，４１５千円
②　　　　６３６千円
③　　　　６５８千円
④　　　　８１７千円
⑤　３８，０４２千円

①　　１，４１５千円
②　　１，３４８千円
③　　１，５９９千円
④　　１，６２２千円
⑤　３７，３００円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

41,570

636

1,506

0

158

39,270

38,547

759

0

2,631

1,347

43,284

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 継続

　開催回数を重ねることで着実に事業が定着している。新型コロナウイルス感染症の流行による中止を経て、オンラインによる開催な

ど、啓発方法を工夫しながら啓発活動を実施することで、人権意識の普及・高揚に努めた。今後も啓発活動を継続し、更なる啓発に努

める。

人権尊重都市たかまつ市民会議との連携強化に努める。

高松市人権施策推進懇談会の意見を聴取し、各種啓発事業に反映する。

デジタル行政の推進に伴い、県事業と重複する事業は統合を検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権啓発の推進

隣保館・児童館管理運営事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

社会福祉法，児童福祉法

　文化センター・児童館は、地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニ
ティセンターとして、生活上の各種相談事業や人権問題の解決のための各種事業を行うとともに、健全な遊び等を通
して、児童の健康を増進するなど、児童の健全育成を図る。

年度7

①文化センター・児童館の管理、運営等
②文化祭及び交流事業等
③各種研修会への参加等

地域住民

１　文化センターが、地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となるよう各種事業を
総合的に行う。
２　児童の健康を増進し、情操を豊かにする。

R4 R5 R6 R7
R8

各種事業実施回数 回 0 0 3,563 3,000 3,000

児童館開館日数 日 0 0 1,468 1,476 1,476

隣保館利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55,000 55,000 55,000
0 0 49,735

コロナ禍前の水準に近づくよう、教養・文化活動の各種講座を
行ったが、目標値を下回った。

90.4%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55000 55000 55000 55000
0 0 49735

0 0 55000 55000 55000 55000
0 0 49735

児童館利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 32,000 32,000 32,000
0 0 26,632

コロナ禍前の水準に近づくよう児童館事業を開催したが、利用
者数は目標値を上回った。

83.2%

点29



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

187,652 190,329 200,786 202,173

39,469 41,294 47,930 49,317

148,183 149,035 152,856 152,856

５

３

５

５

５

３

令
和

6

令
和

7

①文化センター・児童館の管理、運営等
②文化祭及び交流事業等
③各種研修会への参加等

①文化センター・児童館の管理、運営等
②文化祭及び交流事業等
③各種研修会への参加等

①　４５，１８０千円
②　　６，６８９千円
③　　１，７９２千円

①　４４，０１１千円
②　　１，４０９千円
③　　２，２２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

47,930

6,689

0

0

1,606

39,635

16,815

51

0

0

32,451

49,317

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 87 100
87 継続

新型コロナ前の水準に近づくよう教養・文化活動などの各種講座の開催、利用者からの相談等には随時適切に対応した。

さらに多くの人に来館してもらえるよう、各種事業の見直しなどを行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権啓発の推進

ＬＧＢＴ啓発等推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

⑨5- ＬＧＢＴ理解増進法

　ＬＧＢＴ啓発講演会等を実施するとともに、ポスター・パンフレットを作成し、市民に対してＬＧＢＴへの認知度
の向上と理解の促進を図ることにより、当事者を含め全ての人が暮らしやすい環境を整備する。

年度7

①啓発講演会
②研修会の開催
③ 展の開催LGBT
④啓発パンフレット作成

高松市民

　一人一人の多様性が尊重される社会の実現を目指し、ＬＧＢＴに対する差別や偏見が解消される取組を進
めていく。

R4 R5 R6 R7
R8

講演会等の開催回数 回 0 0 3 2 2

講演会等で理解が深まった人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 96.2

　当事者を講師として招へいし、講演会や研修を実施すること
で、市民や市職員のＬＧＢＴに対する関心の高まりも見られ、
目標を達成することができた。 101.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 96.2

0 0 95 95 95 95
0 0 96.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,574 7,954 8,739 8,995

90 427 247 503

7,484 7,527 8,492 8,492

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①啓発講演会
②研修会の開催
③ 展の開催LGBT
③啓発ポスター作成

①啓発講演会
②研修会の開催
③ 展の開催LGBT
④啓発パンフレット作成

①　　　１１５千円
②　　　　５０千円
③　　　　４８千円
④　　　　３６千円

①　　　２３８千円
②　　　　５０千円
③　　　　５０千円
④　　　１６５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

247

0

197

0

0

50

50

0

0

453

0

503

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

　講演会等を実施することで、職員を始め市民のＬＧＢＴなど性的少数者に対する正しい知識や対応についての理解が深まるよう周知

啓発に努めた。また、啓発ポスターを作成し、市内の保育所、幼稚園、小中学校や市所有施設等配布し、掲示依頼をした。今後も、Ｌ

ＧＢＴに対する正しい理解の促進等に向け、継続的に周知啓発を行っていくことが必要である。

　ＬＧＢＴなど性的少数者に関する市民の認知度は、高まっているものの、まだまだ、正しい理解がされていないことから、いじめや

差別に苦しむ当事者が少なくないのが現状であり、ＬＧＢＴ当事者の声にも耳を傾けながら、当事者の人を含め、全ての人がともに安

心して自分らしく生きることができ、活躍できる社会づくりに向けて、より積極的に周知啓発に取り組んでいく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権啓発の推進

文化センター・児童館整備事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

文化センター・児童館改修計画

　地域における福祉の向上や人権啓発のための「住民交流の拠点」である文化センターと、健康増進や情操教育など
、児童の健全育成を図るための児童館の適切な管理運営のため、「文化センター・児童館改修計画」に基づき、施設
の計画的な修繕・改修等を行う。

年度7

①上天神文化センター改修再積算
②上天神文化センター仮設施設賃借等

文化センター・児童館の各施設

地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となっている文化センター及び児童の健康を
増進し、情操を豊かにする児童館の修繕、改修を行うことで、各種事業の円滑な実施を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

文化センター・児童館改修計画に基づく改修施設数 館 0 0 0 0 1

文化センター・児童館改修進捗率（事業費） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80.13 84.1 100
0 0 80.87

上天神文化センター改修については、計画に基づき設計等をを
実施しており、進捗率は達成できた。

100.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80.13 84.1 100 100
0 0 80.87

0 0 80.13 84.1 100 100
0 0 80.87

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

108,826 132,165 44,825 30,199

93,858 117,111 29,385 14,759

14,968 15,054 15,440 15,440

５

３

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①吉光児童館解体工事
②上天神文化センター実施設計

①上天神文化センター改修再積算
②上天神文化センター仮設施設賃借等

①　２３，４０４千円
②　　５，９７１千円

①　　１，４５０千円
②　１３，３０９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

29,385

0

0

27,500

1,000

885

14,759

0

0

0

0

14,759

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

改修計画に基づき、地元との協議を適宜実施し、計画通り進めた。

各施設の地元関係者との協議を適宜実施し、計画年度内の完了を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

平和意識の普及啓発

平和啓発推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-833-2211

令和 年度～6 令和 年度13

　戦争の悲惨さと平和の尊さを訴えるとともに、平和意識の啓発・普及を図るため、「平和を語るつどい・憲法記念
平和映画祭」、「高松市戦争遺品展」、「教職員のための平和教育講演会」等の行事を開催する。また、子どもたち
が戦争を知り、自ら平和について考える場を提供するため、こども未来館学習と連携して、市内の小学校４年生など
を対象に平和学習を実施する。
　なお、平和記念室の閉館に伴い、平成２４年３月から収蔵品等の常設展示は休止していたが、２８年１１月の平和
記念館開館により再開している。

年度7

①平和記念館の維持管理と平和意識の啓発・普及事業の開催、平和記念館常設展示、平和記念だよりの発行、平和学
習の実施（小学校４年生など）
②平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭、小中学生のための平和講演会、高松空襲展、高松市戦争遺品展、原爆パ
ネル展、教職員のための平和教育講演会、収蔵品巡回展などの開催

　市民

　平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭などの開催、小学校４年生などを対象とした平和学習の実施によ
り、市民に戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え、平和意識の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

平和意識の啓発事業の回数 回 0 0 8 8 8

平和意識の啓発事業の参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 8,250 8,250 8,250
0 0 8,107

　高松市平和を願う市民団体協議会との共催による原爆パネル
展の開催及び小中学校での平和講演会を開催した結果、参加者
数が前年度に比べ増加したものの、目標値を達成できなかった
。

98.3%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 8250 8250 8250 8250
0 0 8107

0 0 8250 8250 8250 8250
0 0 8107

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

20,500 21,797 24,202 24,056

12,268 13,517 15,710 15,564

8,232 8,280 8,492 8,492

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①平和記念館の維持管理と平和意識の啓発・普及事業の開
催、平和記念館常設展示、平和記念だよりの発行、平和学
習の実施（小学校４年生など）
②平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭、小中学生のた
めの平和講演会、高松空襲展、高松市戦争遺品展、原爆パ
ネル展、教職員のための平和教育講演会、収蔵品巡回展な
どの開催

①平和記念館の維持管理と平和意識の啓発・普及事業の開
催、平和記念館常設展示、平和記念だよりの発行、平和学
習の実施（小学校４年生など）
②平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭、小中学生のた
めの平和講演会、高松空襲展、高松市戦争遺品展、原爆パ
ネル展、教職員のための平和教育講演会、収蔵品巡回展な
どの開催

①　　１４，７９３千円
②　　　　　９１７千円

①　　１４，６０２千円
②　　　　　９６２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

15,710

0

0

0

0

15,710

15,564

0

0

0

0

15,564

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

　全体の参加者数は昨年度に比べ増加した。

　事業内容等を検討し、更に多くの人が平和啓発事業に参加できるようにする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

男女共同参画の推進

女性団体育成事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

男女共同参画社会基本法

　女性の人権や社会的地位の向上を目指して、相互理解の下にネットワークを形成し、女性を取り巻く諸環境の変化
に対応した各種事業を行うことで、男女共同参画の視点から、地域社会の発展に寄与することを目的とする女性団体
を組織する団体の活動を支援する。

年度7

高松市内の女性団体を組織する団体の活動支援

高松市内の女性

女性の社会参画の促進、団体交流による地域活動の充実・活性化及び地域を支える人づくりの促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付団体数 団体 0 0 1 1 1

団体活動回数 回 0 0 19 20 20

コミュニティ協議会における正副会長のうち
女性の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 25 28 31
0 0 20.8

昨年度よりは、割合が上昇したものの、目標は達成できなかっ
た。

83.2%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25 28 31 35
0 0 20.8

0 0 25 28 31 35
0 0 20.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,237 2,245 2,224 2,224

740 740 680 680

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

高松市内の女性団体を組織する団体の活動支援

高松市内の女性団体を組織する団体の活動支援

補助金　　　　　６８０千円

補助金　　　　　６８０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

680

0

0

0

0

680

680

0

0

0

0

680

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｂ 78 100
78 継続

　補助金交付団体と連携しながら、男女共同参画を推進した。

　補助金交付団体に対し、本来の目的がより効果的に達成できるよう、引き続き協力していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

男女共同参画の推進

男女共同参画社会推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

②3- 男女共同参画社会基本法

　男女共同参画都市宣言（平成９年１２月１８日）の趣旨を踏まえ、社会のあらゆる分野に男女が共に参画し、個性
豊かで充実した人生を送ることができる男女共同参画社会づくりを目指し、関係機関や関係団体と連携・協力して各
種行事を実施するなど啓発活動を行う。

年度7

①男女共同参画週間啓発行事
②男女共同参画推進懇談会
③男女共同参画市民フェスティバル

高松市民

　男女共同参画社会に関する理解を深める。

R4 R5 R6 R7
R8

男女共同参画週間事業の開催日数 日 0 0 7 7 7

男女共同参画週間事業に対する満足度（アン
ケート等） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 94.4

　事業実施の際に行ったアンケートにおいて、「よかった」、
「とてもよかった」と回答した人の割合は、９４．４％となり
、目標を達成することができた。 118.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 94.4

0 0 80 80 80 80
0 0 94.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,456 5,393 3,961 3,947

966 877 873 859

4,490 4,516 3,088 3,088

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①男女共同参画週間啓発行事
②男女共同参画推進懇談会
③男女共同参画市民フェスティバル

①男女共同参画週間啓発行事
②男女共同参画推進懇談会
③男女共同参画市民フェスティバル

①　　　　　　　９６千円
②　　　　　　１５９千円
③　　　　　　６１８千円

①　　　　　　　７０千円
②　　　　　　１７１千円
③　　　　　　６１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

873

0

83

0

0

790

769

0

0

90

0

859

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　パネル展は、男女共同参画センターとＩＫОＤＥ瓦町の２か所で実施し、啓発グッズの配布等により周知啓発に努めた。今後も、よ

り多くの方々に男女共同参画について理解を深めていただけるよう事業内容等を検討していく必要がある。

　今後においても、市民活動団体等と連携し、男女共同参画社会づくりのため、効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

男女共同参画の推進

女性の就労相談事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

女性活躍推進法

　女性の継続就業や再就職などを支援するため、相談窓口において、キャリアプランに関する相談や働く上での不安
や悩みの相談に応じるほか、就業情報の提供や就職活動に関する具体的なアドバイス等を行う。

年度7

女性の就労相談事業

　継続就業や再就職など、就労を希望する市内の女性

　女性の就業者数を増加させることにより、女性の職業生活における活躍を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

女性の就労相談実施日数 日 0 0 152 160 160

女性の就労相談窓口利用者のうち就業につな
がった人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 35 35 35
0 0 44

　目標を達成することができた。

125.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 35 35 35 35
0 0 44

0 0 35 35 35 35
0 0 44

女性の就労相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 250 250 250
0 0 334

　目標を達成することができた。

133.6%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,720 0 0 0

2,475 0 0 0

2,245 0 0 0

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

女性の就労相談事業

女性の就労相談事業

男女共同参画センター管理運
営費に含む。

男女共同参画センター管理運
営費に含む。

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　男女共同参画センターの指定管理者に事業を委託することで、同センターで実施している他の相談事業とも連携し、効果的に事業を

行った。また、ＳＮＳ等を利用して事業の周知に努めた。今後も委託事業者と密接に連携しながら、効果的な情報発信に努めていく必

要がある。

　男女共同参画センターの指定管理者と連携し、引き続き女性の継続就業や再就職等の支援のため効果的に事業を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

男女共同参画の推進

女性の活躍促進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

女性活躍推進法

　市内企業での積極的な女性の活躍促進やワーク・ライフ・バランスの推進を図るため、企業等のトップや管理職、
女性社員、学生等を対象とした各種セミナーや講座等を開催する。

年度7

女性の活躍促進事業（各種セミナー等の開催、企業認定）

　市内の企業（主に従業員数１００人以下）、企業経営者、働く女性等

　企業経営者等を対象とした各種セミナーの開催等を行うことにより、女性の職業生活における活躍を推進
する。

R4 R5 R6 R7
R8

各種セミナー開催件数 件 0 0 3 2 2

各種セミナーに対する満足度（アンケートな
ど） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 100

　事業実施の際に各セミナー等で行ったアンケートにおいて、
満足度は１００％となった。

125.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 100

0 0 80 80 80 80
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,055 10,219 6,932 6,852

2,571 2,692 2,300 2,220

7,484 7,527 4,632 4,632

５

５

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①女性の活躍促進事業
　　各種セミナーの開催
　　企業認定
②つながりサポート相談支援事業

女性の活躍促進事業（各種セミナー等の開催、企業認定）

①　１，９９８千円
②　　　３０３千円

　２，２２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,300

998

0

0

0

1,302

1,110

0

0

0

1,110

2,220

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 96 100
96 継続

　令和６年度は、アドバイザー派遣事業に代えて、性別役割分担意識を解消する一つとして、家事シェアワークショップを新たに実施

した。今後とも、国や県の事業に注視しつつ、様々な団体と連携して女性の活躍促進を図る。

　今後とも、国や県の事業に注視しつつ、様々な団体と連携して女性の活躍促進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

ユニバーサルデザインの普及啓発

ユニバーサルデザイン推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

令和 年度～6 令和 年度13

高松市ユニバーサルデザイン基本指針

　平成２５年５月に策定した「高松市ユニバーサルデザイン基本指針」に基づき、誰もが安心して快適に生活するこ
とのできる、ユニバーサルデザイン社会の実現を目指すため、様々な主体が協働して取り組む。
　また、国が進める共生社会ホストタウンへの登録を契機として、その考え方や方向性について明らかにし、本市が
率先して実践、啓発を行うことで、市民や事業者等にもユニバーサルデザインの考え方を広め、市全体で更なるユニ
バーサルデザインのまちづくりを推進する。

年度7

①ユニバーサルデザインマップの運用保守
②心のユニバーサルデザイン啓発事業
③ユニバーサルデザイン展の開催等

高松市民（事業者、市民活動団体、市職員含む）

　ハード事業、ソフト事業の両面にユニバーサルデザインの考え方を取り入れるとともに、ユニバーサルデ
ザインについての知識と理解を持つ人材の育成を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講座実施回数 回 0 0 4 3 3

たかまつユニバーサルデザインマップの登録
件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 850 900 950
0 0 814

　登録件数は８１４件となっており、目標値に対し、９５．７
％の達成度となった。

95.8%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 850 900 950 1000
0 0 814

0 0 850 900 950 1000
0 0 814

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,437 5,218 5,326 5,334

947 702 694 702

4,490 4,516 4,632 4,632

５

３

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①ユニバーサルデザインマップの運用保守
②心のユニバーサルデザイン啓発事業
③ユニバーサルデザイン展の開催等

①ユニバーサルデザインマップの運用保守
②心のユニバーサルデザイン啓発事業
③ユニバーサルデザイン展の開催等

①　　　　５９４千円
②　　　　１００千円
③　　　　　　０千円

①　　　　５９４千円
②　　　　１００千円
③　　　　　　８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

694

0

100

0

0

594

578

24

0

100

0

702

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 継続

　昨年度は、日本財団パラスポーツサポートセンターに委託し、心のユニバーサルデザイン啓発事業を実施した。また、現在登録され

ている全施設を対象に、掲載情報の確認更新を行った。新規登録の件数が増えた一方で、施設の統廃合等により抹消した施設もあり、

結果的に増加しなかった。そのほか、専門学校の授業の一環で、ユニバーサルデザインやバリアフリーの考え方に基づいて整備されて

いる１施設を新たにマップへ掲載することができた。今後も、マップへの施設の登録件数の増加や内容の充実に取り組む必要がある。

　今後においても、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりをより一層進める必要があるため、引き続き、ユニバーサルデザイン

マップの充実や、研修等による職員の意識の醸成を図るとともに、市民等に対しても、各種事業を通してユニバーサルデザインの考え

方を継続的に啓発していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

職員力の向上

コンプライアンス推進事務

総務局

コンプライアンス推進課

087-839-2155

令和 年度～6 令和 年度13

職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関

高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関する条例に基づき、内部公益通報や不当要求行為に対応すること
などにより、職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に努める。また、「高松市職員のためのコンプライアンス推進
施策」に基づき、職員の意識改革に主眼を置いた各種取組を進めるとともに、行政執行過程で生じる諸問題に対応す
るため、行政問題法律相談を実施するなど、職員のコンプライアンス意識や法的知識の向上に努め、不祥事の撲滅と
市民の信頼確保、さらには市民サービスの向上に取り組んでいる。

年度7

・各種職員研修の実施
・行政問題法律相談の実施
・内部公益通報及び不当要求行為等への対応
・その他「高松市職員のためのコンプライアンス推進施策」に基づく各種取組の推進

全職員

市職員としてのコンプライアンスについて理解した上で、職務を遂行する。

R4 R5 R6 R7
R8

コンプライアンス推進施策における実施・着手施策数 施策 0 0 25 25 25

コンプライアンスを理解している職員の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 96.2

「高松市職員のためのコンプライアンス推進施策」に基づき、
各種研修を中心とした職員の意識改革に主眼を置いた各種取組
を進めた結果、前年度比０．５ポイント下降し、９６．２％と
なった。

101.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 96.2

0 0 95 95 95 95
0 0 96.2

懲戒処分者数の減少率（対平成２６年度比） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 44.4

平成２７年度からコンプライアンス推進の各種取組に着手した
結果、懲戒処分者数は着手前（２６年度）の９人から、令和６
年度は５人、減少率４４．４％となった。 44.4%

点16



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

21,109 21,501 22,168 23,614

6,141 6,533 6,728 8,174

14,968 14,968 15,440 15,440

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

・各種職員研修の実施
・行政問題法律相談の実施
・内部公益通報及び不当要求行為等への対応
・その他「高松市職員のためのコンプライアンス推進施策
」に基づく各種取組の推進

・各種職員研修の実施
・行政問題法律相談の実施
・内部公益通報及び不当要求行為等への対応
・その他「高松市職員のためのコンプライアンス推進施策
」に基づく各種取組の推進

【単位：千円】
公務員倫理特別研修（４回）
：４３７
行政問題法律相談：２，８９
９
公正職務審査会関係：４１６
その他研修・事務費等：２，
９７７

【単位：千円】
公務員倫理特別研修（４回）
：４３８
行政問題法律相談：３，４３
９
公正職務審査会関係：４４９
その他研修・事務費等：３，
８４８

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,728

0

0

0

0

6,728

8,174

0

0

0

0

8,174

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 81 100
81 継続

継続的に事業を推進する中、取組内容の固定化や一部の職員の意識の低下も見受けられたことから、令和２年３月にリスクマネジメン

ト会議の運営方法を中心とした見直しを行った、「高松市職員のためのコンプライアンス推進施策」の取組を推進し、改善を図った。

しかしながら、懲戒処分者が５人と、職員の意識低下が懸念されることから、今後は、コンプライアンスに対する理解向上に加え、職

員の意識と行動につなげる取組が課題である。

職員一人一人のコンプライアンスについての理解、意識、行動につながるよう、当課主導の公務員倫理特別研修と各局における公務員

倫理研修の研修効果を高められるよう最適な手法を検討する。あわせて、令和元年度に運営方法を見直したリスクマネジメント会議を

定着させ、実効性を高めるなど、所属における取組を強化し、組織として不祥事を未然に防ぐ職場風土の醸成を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

防災・危機管理体制の充実

災害時緊急物資備蓄事業

総務局

危機管理課

087-839-2184

令和 年度～6 令和 年度13

高松市災害時緊急物資備蓄計画

災害時に必要な緊急物資を備蓄する事業

年度7

①消耗品　緊急物資（定期更新分）
②手数料　毛布クリーニング

高松市民

災害時に必要な備蓄物資を市民に配布する必要があることから、備蓄計画に基づき滞りなく備蓄を行い、賞
味期限のある備蓄物資についても、期限が切れる１年前に入替えを行い、大規模災害に備える。

R4 R5 R6 R7
R8

賞味期限切れ前備蓄物資の入替率 ％ 0 0 100 100 100

備蓄計画に対して確保している物資数の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

賞味期限切れの備蓄について全て入れ替えることができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,293 10,777 28,327 18,870

5,823 8,293 16,747 7,290

2,470 2,484 11,580 11,580

５

５

３

３

３

１

令
和

6

令
和

7

①消耗品　緊急物資（定期更新分・令和６年能登半島地震
を踏まえた増量）
②手数料　毛布クリーニング
③日額旅費　離島への船賃

①消耗品　緊急物資（定期更新分）
②手数料　毛布クリーニング

①２１，７５８千円
②０千円
③６３千円

①７，２７０千円
②２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

16,747

0

4

0

0

16,743

7,290

0

0

0

0

7,290

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

検討の余地がある

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　今後も滞りなく備蓄物資の入替えを行うことにより、災害時の備えを万全にする必要がある。

今後も滞りなく備蓄物資の入替えを行うことにより、災害時の備えを万全にする必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

地域防災力の向上

市民防災力向上推進事業

総務局

危機管理課

087-839-2184

令和 年度～6 令和 年度13

高松市地域防災計画

高松防災合同庁舎（危機管理）センター１階たかまつ防災プラザ等を拠点に、防災の情報を効果的に発信するととも
に、地元ラジオ局での防災啓発番組において防災の情報を効果的に発信し、市民の防災意識の向上を図る。

年度7

定期的な「ぼうさいまちカフェ」の開催やパネル展示など、防災情報の発信
①講師謝金
②防災プラザ等消耗品
③防災啓発ラジオ番組制作委託業務
④講演会場使用料

高松市民

高松市防災合同庁舎（危機管理センター）１階「たかまつ防災プラザ」等を拠点に、香川大学の協力のもと
「ぼうさいまちカフェ」の定期的な開催、パネル展示や大型モニターによる動画放送を行うとともに、地元
ラジオ局での防災啓発番組により防災の情報を効果的に発信し、市民の防災力の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

ぼうさいまちカフェ年間実施回数 回 0 0 11 12 12

防災啓発ラジオ番組作成・放送数 回 0 0 12 12 12

ぼうさいまちカフェ年間参加人数（Ｗｅｂ視
聴含む） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 180 180 180
0 0 374

講師の体調不良により１回開催ができなかったものの、年間の
参加者は延べ３７４人となり、目標を上回った。

207.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 180 180 180 180
0 0 374

0 0 180 180 180 180
0 0 374

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,251 2,473 8,417 8,462

2,026 2,247 2,241 2,286

225 226 6,176 6,176

５

５

５

３

３

０

令
和

6

令
和

7

定期的な「ぼうさいまちカフェ」の開催やパネル展示など
、防災情報の発信
①講師謝金
②防災プラザ等消耗品
③防災啓発ラジオ番組制作委託業務
④講演会場使用料

定期的な「ぼうさいまちカフェ」の開催やパネル展示など
、防災情報の発信
①講師謝金
②防災プラザ等消耗品
③防災啓発ラジオ番組制作委託業務
④講演会場使用料

①８１千円
②９千円
③２，１３９千円
④１３千円

①８９千円
②３０千円
③２，１３９千円
④２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,241

0

746

0

0

1,495

1,526

0

0

760

0

2,286

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

業

Ａ 91 100
91 継続

　香川大学と連携しながら、市民の興味関心の高いテーマで実施するとともに、夏休み期間中には、仏生山交流センターで出張まちカ

フェを実施し、テーマも親子が親しみやすいものにすることで、幅広い年代に御参加いただいた。

ぼうさいまちカフェや防災啓発ラジオ番組は、南海トラフ地震などの大規模災害に対する備えや、水害時の避難の在り方など、市民の

防災力を向上させるために必要な情報発信ツールであり、より広い世代に興味を持ってもらえるような工夫を検討しながら、引き続き

積極的に情報発信し、より一層の防災力の向上を推進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

地域防災力の向上

地域防災対策事業

総務局

危機管理課

087-839-2184

令和 年度～6 令和 年度13

⑤4- 高松市地域防災計画

　高松市地域防災計画に基づき、防災活動の習熟及び防災関係機関との連携強化、市民の防災意識の高揚等を図るた
め、総合防災訓練を隔年で実施し、地域の防災力の向上を目的に、毎年、市民向けの防災講演会の実施や、防災士の
資格取得に係る補助や家具類転倒防止器具の購入・設置に係る補助を実施している。

年度7

①市民防災講演会講師謝金等
②総合防災訓練
③たかまつ防災マップ増刷
④ＣＭＳ災害用監視カメラ
⑤避難所停電監視システム保守

高松市民

本市地域防災計画に基づき、総合防災訓練を実施し、災害対策活動の習熟及び防災関係機関との連携強化、
市民の防災意識の高揚等を図る。地域防災力の向上を図るため、防災士の資格取得助成や研修会等を実施し
、各地域において防災リーダーを養成する。

R4 R5 R6 R7
R8

防災士助成申込数 人 0 0 19 20 20

高松市民防災講演会開催回数 回 0 0 1 1 1

高松市民防災講演会参加人数（Ｗｅｂ視聴含
む） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 111

高松市民防災講演会は各地域コミュニティ協議会からの代表者
、県防災士会及び一般市民に対して行いＷＥＢ会議システムも
併用し、参加人数の目標を達することができた。 111.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 111

0 0 100 100 100 100
0 0 111

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,127 11,603 38,048 14,358

1,146 2,571 27,240 3,550

8,981 9,032 10,808 10,808

５

５

５

０

３

５

令
和

6

令
和

7

①市民防災講演会講師謝金等
②総合防災訓練
③たかまつ防災マップ増刷
④ＣＭＳ災害用監視カメラ
⑤たかまつ防災マップ作成
⑥防災士資格取得助成制度
⑦家具類転倒防止対策事業補助
⑧避難所停電監視システム保守

①市民防災講演会講師謝金等
②総合防災訓練
③たかまつ防災マップ増刷
④ＣＭＳ災害用監視カメラ
⑤避難所停電監視システム保守
⑥防災士資格取得助成制度
⑦家具類転倒防止対策事業補助

①０千円
②０千円
③０千円
④１０千円
⑤２５，７９５円
⑥３４２千円
⑦５１１千円
⑧５８４千円

①１５千円
②１，７７９千円
③０千円
④１２千円
⑤５８４千円
⑥３６０千円
⑦８００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

27,240

12,898

426

0

800

13,116

2,568

0

0

982

0

3,550

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献していない

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 93 100
93 継続

　いわき語り部の会から講師を迎え、市民防災講演会を開催した。会場とＷｅｂのハイブリッド開催とし、出席者は前年を上回った。

訓練内容について、定例的なものではなく、よりリアリティのある訓練となるよう防災力向上に努める。

また、防災士のスキルアップを図ることで、地域の防災リーダーを養成し、自助・共助を促進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

地域防災力の向上

自主防災組織等育成事業

総務局

危機管理課

087-861-1504

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④4- 災害対策基本法

　大規模災害時等の被害を少しでも防ぐために「自分たちの地域は、自分たちで守る。」という自助・共助の意識の
醸成と高揚を図るとともに、結成された自主防災組織の活動を推進するための防災訓練を支援する等の育成指導を行
い、地域防災力の向上を図る。

年度7

①防災訓練に係る非常食品の助成事業
②自主防災組織連絡協議会補助金
③コミュニティ助成事業

　地域コミュニティ、自主防災組織

　防災訓練等の実施を呼びかけ支援することにより、自主防災組織の活動を強化して、地域防災力の向上を
図る。

R4 R5 R6 R7
R8

非常食品助成率 ％ 0 0 68 70 80

周知ポスター等の掲載媒体数 件 0 0 1 6 6

地域における住民参加型の防災訓練の実施率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 88

包括的自主防災組織に対し、地域防災訓練連絡会の開催、資機
材の貸し出し、災害時指定職員の派遣、香川大学との連携、訓
練内容の相談を行ったことにより、３９地区において住民参加
型訓練が実施された。なお、地域における防災訓練自体は４２
地区で実施されている。

88.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 88

0 0 100 100 100 100
0 0 88

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

27,455 25,333 12,304 11,476

5,003 2,752 2,268 1,440

22,452 22,581 10,036 10,036

３

３

５

３

５

１

令
和

6

令
和

7

①防災訓練に係る非常食品の助成事業
②自主防災組織連絡協議会補助金
③コミュニティ助成事業
④自主防災組織啓発用ポスター

①防災訓練に係る非常食品の助成事業
②自主防災組織連絡協議会補助金
③コミュニティ助成事業

①１，３０５千円
②１２０千円
③８００千円
④４４千円

①１，３２０千円
②１２０千円
③０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,268

0

449

0

0

1,819

1,000

0

0

440

0

1,440

一部結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

検討の余地がある

業

Ａ 82 100
82 継続

　地域防災訓練連絡会等で訓練実施を促した結果、訓練実施率は増加傾向にあるものの、訓練が中止されている地域もあり、住民の防

災意識の低下が懸念される。危機管理課と消防局で、積極的に自主防災組織に指針を示し、サポートできる制度が望まれる。

　各消防署において、管内の自主防災組織の会長に対して、訓練方針を示し、各地域で防災訓練、避難所運営訓練が実施されるようサ

ポートする体制を整える。また、危機管理課から訓練に係る資機材を貸し出すとともに、災害時指定職員を派遣するなどして訓練内容

の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0
20
40
60
80
100
120
140
160

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

スマートシティの推進

自治体デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

自治体ＤＸ推進事業（情報マネジメント課分）

総務局

情報マネジメント課

087-839-2170

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑥6-

　市民の利便性の向上や庁内業務の効率化を図るため、行政手続のデジタル化やデジタル人材の育成等に取り組む。

年度7

①ＣｈａｔＧＰＴの運用
②ＲＰＡの運用
③ＡＩ－ＯＣＲの運用
④ＡＩ議事録の運用

　庁内手続

　本市における行政手続に関する市民の利便性向上及び庁内の業務効率化を進める。

R4 R5 R6 R7
R8

デジタル人材育成のための研修等開催回数 回 0 0 9 5 5

行政手続のデジタル化実施件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 130 140 150
0 0 130

　デジタル人材育成のための研修等の実施や、庁内各課からの
各種ツールの利用に関する問合せに対する継続的な支援によっ
て、汎用電子申請フォームやぴったりサービスの活用が図られ
ることにより、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 130 140 150 150
0 0 130

0 0 130 140 150 150
0 0 130

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,370 17,658 14,540 15,207

6,886 10,131 6,820 7,487

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①ＣｈａｔＧＰＴの運用
②ＲＰＡの運用
③ＡＩ－ＯＣＲの運用
④ＡＩ議事録の運用

①ＣｈａｔＧＰＴの運用
②ＲＰＡの運用
③ＡＩ－ＯＣＲの運用
④ＡＩ議事録の運用

①　　９２４千円
②２，９７０千円
③１，８７０千円
④１，０５６千円

①　　９２４千円
②３，２４５千円
③２，２６２千円
④１，０５６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,820

0

0

0

0

6,820

7,428

59

0

0

0

7,487

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 96 100
96 継続

　デジタル戦略課と連携し、デジタル技術やデータを活用するなど、事業の実施により、全庁における業務時間の削減に一定の効果が

得られた。さらに自治体ＤＸを推進するためには、業務フローの見直しや職員一人一人のＩＴスキルの底上げを図る必要がある。

　デジタル戦略課と連携し、デジタル技術やデータを活用して、市民の利便性や行政サービスの向上、業務の効率化・最適化を図り、

行政サービスの更なる向上に繋げていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

スマートシティの推進

地域デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

スマートシティたかまつ推進事業

総務局

デジタル戦略課

087-839-2172

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑤6- デジタル社会形成基本法、　官民データ活用

　産学民官の多様な主体が参画する「スマートシティたかまつ推進協議会」と連携しながら、ＩＣＴやデータを活用
し、本市が抱える様々な分野での地域課題の解決を図る。

年度7

①Ｉ Ｔ共通プラットフォーム運用・保守o
②スマートシティたかまつ推進協議会の運営（ワーキンググループ含む）
③たかまつＫＩＤＳプログラミングコンテストの開催
④デジタルデバイド対策
⑤かがわＤＸＬａｂ負担金

高松市民等

多様な主体と連携しながらデジタル技術やデータを活用し、地域課題を解決する

R4 R5 R6 R7
R8

スマートシティ推進協議会・ＷＧ等の開催件数 件 0 0 11 15 15

デジタルデバイド対策事業実施地区数 地区 0 0 4 4 4

デジタル活用により解決に向け取り組んだ課
題数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 20 21 22
0 0 20

こどもの学びを地域で支える地域学習プラットフォームを構築
し、シビックプライドの醸成等に寄与した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 20 21 22 23
0 0 20

0 0 20 21 22 23
0 0 20

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

702,568 109,064 93,503 83,129

687,600 81,967 56,447 53,021

14,968 27,097 37,056 30,108

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①Ｉ Ｔ共通プラットフォーム運用・保守o
②スマートシティたかまつ推進協議会の運営（ワーキング
グループ含む）
③たかまつＫＩＤＳプログラミングコンテストの開催
④デジタルデバイド対策
⑤かがわＤＸＬａｂ負担金
⑥次期プラン策定
⑦デジタル田園都市国家構想推進事業
⑧オープンデータサイト運用・保守
⑨旅費

①Ｉ Ｔ共通プラットフォーム運用・保守o
②スマートシティたかまつ推進協議会の運営（ワーキング
グループ含む）
③たかまつＫＩＤＳプログラミングコンテストの開催
④デジタルデバイド対策
⑤かがわＤＸＬａｂ負担金
⑥デジタル田園都市国家構想推進事業
⑦オープンデータサイト運用・保守
⑧旅費

①、⑧１７，９３２千円
②　　　１，０００千円
③　　　　　１２７千円
④　　　３，０００千円
⑤ 　　１，２０４千円
⑥　　　３，０００千円
⑦　　２９，９２０千円
⑨　　　　　２６４千円

①　　１７，１１６千円
②　　　１，０００千円
③　　　　　１５９千円
④　　　３，０００千円
⑤　　　１，４２２千円
⑥　　２８，３８０千円
⑦　　　１，６５０千円　　
⑧　　　　　２９４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

56,447

14,960

0

0

324

41,163

27,155

11,676

0

0

14,190

53,021

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　スマートシティたかまつ推進協議会と連携し、たかまつＫＩＤＳプログラミングコンテスト等の「スマートシティたかまつ」の実現

に寄与する事業を行った。　

　また、国のデジタル田園都市国家構想交付金（地方創生タイプ）の採択を受け、放課後 事業を実施した。FACT-ory

　引き続き、産学民官の多様な主体で構成するスマートシティたかまつ推進協議会と連携しながら、地域課題の解決に繋がる取組を着

実に推進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

スマートシティの推進

自治体デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

自治体ＤＸ推進事業（デジタル戦略課分）

総務局

デジタル戦略課

087-839-2172

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑥6-

　市民の利便性の向上や庁内業務の効率化を図るため、行政手続のデジタル化やデジタル人材の育成等に取り組む。

年度7

①ＤＸ推進にかかる人材育成
②行政手続デジタル化促進
③ぴったりサービス接続環境整備
④汎用電子申請フォームの運用
⑤その他（窓口 の推進、協議会会費等）DX

庁内手続

本市における行政手続に関する市民の利便性向上及び庁内の業務効率化を進める。

R4 R5 R6 R7
R8

デジタル人材育成のための研修等開催回数 回 0 0 9 5 5

窓口ＢＰＲに取り組んでいる所属数 件数 0 0 1 1 1

行政手続のデジタル化実施件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 130 140 150
0 0 130

　デジタル人材育成のための研修等の実施や、庁内各課からの
各種ツールの利用に関する問合せに対する継続的な支援によっ
て、汎用電子申請フォームやぴったりサービスの活用が図られ
ることにより、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 130 140 150 150
0 0 130

0 0 130 140 150 150
0 0 130

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,462 18,154 56,604 62,480

2,972 3,100 19,548 16,932

4,490 15,054 37,056 45,548

５

５

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①ＤＸ推進にかかる人材育成
②行政手続デジタル化促進
③キャッシュレス決済の導入検討
④ぴったりサービス接続環境整備
⑤その他（窓口 の推進、システム使用料、協議会会費等DX
）

①ＤＸ推進にかかる人材育成
②行政手続デジタル化促進
③ぴったりサービス接続環境整備
④汎用電子申請フォームの運用
⑤その他（窓口 の推進、協議会会費等）DX

①　１，８９１千円
②　　　１１６千円
④１３，０５７千円
⑤　４，４８４千円

①　１，６９３千円
②　　　　６２千円
③１１，０４８千円
④　４，１１９千円
⑤　　　　１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

19,548

0

0

0

0

19,548

16,932

0

0

0

0

16,932

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 96 100
96 継続

　課長補佐級を対象としたマインド研修、ＥｘｃｅｌやＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔのツール研修、汎用電子申請フォームの実務研修を実施

することにより、職員のデジタルリテラシーとスキルセットの向上を図ることができた。

　また、市民課において、業務端末や作業机のレイアウト変更を実施するなど、窓口ＢＰＲに取り組み、業務効率化を図ることができ

た。

　デジタル人材育成研修を継続的に実施し、職員自らが業務をより良いものに変革していくスキルセットの習得を目指す。また、市民

課を始めとした窓口部門において、ＢＰＲを継続して実施することで、業務フロー等の顕在化した課題を分析し、課題に対応した適切

なソリューションの導入を検討し、窓口ＤＸを推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

再生可能エネルギーの導入拡大

低排出ガス・低公害車・省エネルギー車公用車導入事業

財政局

財産経営課

087-839-2255

令和 年度～6 令和 年度13

国等による環境物品等の調達の推進等に関す

環境基本計画に基づき、市域における温室効果ガスの排出を抑制し、環境負荷の低減を図るため、本市が定める車両
更新基準による公用自動車の更新に際しては、積極的に低排出ガス車を選定し、環境性能に優れた車両の導入を図る
。

年度7

公用自動車の更新に際しては、低排出ガス車の導入を優先して検討する。また、車両の導入に当たっては必要最小限
の台数とするとともに、各省庁の補助金などを活用しながら、リース契約を含め、初期投資を抑えて経費の平準化を
図る。

公用自動車（病院局・消防局・下水道部を除く）

更新を迎える車両については、用途を考慮する中で普通車から軽自動車への変更等を検討するとともに、低
公害車等への切り替えを行う。

R4 R5 R6 R7
R8

低公害車等導入台数 台 0 0 33 23 18

低公害車等占有率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 65 65
0 0 64.25

令和６年度については、厳しい財政状況の下、新たに３３台の
低公害車を導入することができたが、低公害車等占有率につい
ては、廃止予定の車両を車検満了日までは保有しているため、
車両総数が一時的に増加しており、目標を達成することができ
なかった。

98.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 65 65 65
0 0 64.25

0 0 65 65 65 65
0 0 64.25

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,836 8,032 6,868 10,842

3,591 5,774 4,552 8,526

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

５

１

３

３

令
和

6

令
和

7

公用自動車の更新に際しては、低排出ガス車の導入を優先
して検討した。また、車両の導入に当たっては必要最小限
の台数とするとともに、各省庁の補助金などを活用しなが
ら、リース契約を含め、初期投資を抑えて経費の平準化を
図った。

公用自動車の更新に際しては、低排出ガス車の導入を優先
して検討する。また、車両の導入に当たっては必要最小限
の台数とするとともに、各省庁の補助金などを活用しなが
ら、リース契約を含め、初期投資を抑えて経費の平準化を
図る。

使用料及び賃借料
　　　　　　１，０６７千円
備品購入費　３，４８５千円

使用料及び賃借料
　１，５７６千円
備品購入費
　６，１００千円
充電設備設置工事
　　　８５０千円※
※自動車管理債　７００千円
　脱炭素化推進事業債　充当
率９０％（交付税措置３０％
）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,552

0

0

0

0

4,552

7,826

0

700

0

0

8,526

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

環境基本計画を踏まえ、低公害車両を優先的に導入してきた。引き続き、環境負荷の低減を目指し、次年度以降も積極的に低公害車両

の導入を進めていく。

財政的に厳しい状況において、必要最小限の台数を確保した上で、リースを含めて経費の削減・平準化を行い、低公害車の導入を図っ

ていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

効率的・効果的な行政運営の推進

ファシリティマネジメント推進事業

財政局

ファシリティマネジメント推進室

087-839-2262

令和 年度～6 令和 年度13

⑤2-

本市の公共施設・公用施設は、老朽化が急速に進展しているが、今後の財政状況を考慮すると、全ての施設を現状の
まま維持・更新することはできず、施設の保有総量を削減するなど、施設に係る経費の削減に取り組む。また、公共
施設サービスの維持を図るため、ファシリティマネジメントの考え方を取り入れ、経営的な観点から、施設の用途転
用や共用化による有効活用の促進、配置の見直し、複合化、未利用スペースの貸出しなどに取り組む。

年度7

公の施設指定管理者選定委員会委員報酬
非常勤嘱託職員報酬及び社会保険料
ＦＭ推進支援専門員報償費及び旅費
システム委託料
その他

市が保有する全ての公共施設（ＦＭ推進基本方針で対象外としている施設は除く。）を対象とする。

中長期保全計画等の策定を行い、効率的・効果的な維持保全や長寿命化対策により、適切な維持管理を行う
ことで、財政負担の軽減や平準化に努めるとともに、市有施設の保有総量（延床面積）の最適化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

庁内プロジェクトチーム開催回数 回 0 0 1 2 2

再編整備実施計画策定済みの施設数 施設

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 41 48 55
0 0 37

施設所管課との情報共有・情報提供を更に進めながら、再編整
備実施計画の早期策定に向けた支援を行う。

90.2%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 41 48 55 55
0 0 37

0 0 41 48 55 55
0 0 37

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

56,466 57,382 55,457 62,179

4,078 4,693 9,137 15,859

52,388 52,689 46,320 46,320

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

公の施設指定管理者選定委員会委員報酬
非常勤嘱託職員報酬及び社会保険料
ＦＭ推進支援専門員報償費及び旅費
システム委託料
その他

公の施設指定管理者選定委員会委員報酬
非常勤嘱託職員報酬及び社会保険料
ＦＭ推進支援専門員報償費及び旅費
システム委託料
その他

２０８千円
　７，３７８千円

０千円
８３３千円
７４１千円

３６３千円
１３，２７８千円

５１７千円
８３４千円
８６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,137

0

0

0

0

9,137

15,859

0

0

0

0

15,859

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 88 100
88 継続

３施設において「高松市公共施設再編整備実施計画」が策定され、合計３７施設となったが、残りの３２施設の施設所管課は、今後の

利活用の検討や関係機関（者）との調整に時間を要している。

施設の維持・更新に係る経費の縮減と平準化を図ることで、財政負担の軽減を目指すため、「高松市公共施設再編整備計画」において

廃止等の方向性にある施設は、「高松市公共施設再編整備実施計画」の早期策定に向け、助言等の支援を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

健全な財政運営の推進

ふるさと高松応援寄附促進事業

財政局

納税課

087-839-2224

令和 年度～6 令和 年度13

ふるさと高松応援寄附条例

ふるさと納税制度の趣旨を踏まえ、ふるさと高松応援寄附制度を魅力あるものとし、より多くの方々から応援・寄附
していただけるよう努める。

年度7

・寄附申込サイト、返礼品配送管理運営業務委託
・寄附受領証明書発行、ワンストップ処理事務委託
・広告業務委託等

ふるさと納税制度を活用し、高松市に対して寄附をした人

高松市が取り組んでいくまちづくりを応援していただけるよう、寄附金対象事業を積極的にＰＲすることで
、寄附者を増やしていく。

R4 R5 R6 R7
R8

ふるさと高松応援寄附金受付専用ポータルサイト採用数 件 0 0 17 16 16

ふるさと納税寄附件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 63,000 67,000 69,000
0 0 55,378

　令和５年度の制度改正に伴う寄附金額の引き上げにより、前
年度より寄附者数が減少したため、目標値には達しなかった。

87.9%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 63000 67000 69000 72000
0 0 55378

0 0 63000 67000 69000 72000
0 0 55378

ふるさと納税寄附金額 百万円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,130 1,200 1,250
0 0 1,012

　令和５年度の制度改正に伴う寄附金額の引き上げにより、前
年度より寄附者数及び寄附金額が減少したため、目標値には達
しなかった。 89.6%

点31



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

541,649 612,570 486,940 647,726

519,197 589,989 462,545 624,566

22,452 22,581 24,395 23,160

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

・寄附申込サイト、返礼品配送管理運営業務委託
・寄附受領証明書発行、ワンストップ処理事務委託
・広告業務委託等

・寄附申込サイト、返礼品配送管理運営業務委託
・寄附受領証明書発行、ワンストップ処理事務委託
・広告業務委託等

ふるさと高松応援促進費
旅　費　　　　　２９１千円
需用費　　　　　　５３千円
役務費　　　１，６０３千円
委託料　４６０，５９９千円

ふるさと高松応援促進費
旅　費　　　　　３２０千円
需用費　　　　　４８７千円
役務費　　　２，７８０千円
委託料　６２０，９７９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

462,545

0

0

0

0

462,545

624,566

0

0

0

0

624,566

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

　前年度に比べて寄附金額は減となったが、今後も新規返礼品の開発やイベントへの出展に積極的に取り組んでいく。

　制度改正に伴う寄附金額の引き上げによる影響を受けていることから、寄附件数が大きく減っているものについて、金額や内容量の

見直しを行い、寄附金額が落ち込まないよう対応していく必要がある。

　ふるさと納税制度の趣旨を踏まえた上で、返礼品の見直しや新たな返礼品の開拓等を行い、ふるさと高松応援寄附事業を魅力あるも

のとしていく。また、より多くの人に情報を発信するために、広報やイベントへの出展などのプロモーション活動を強化するとともに

、新たなふるさと納税ポータルサイトへの掲載について検討を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

包括的な支援体制の充実

ほっとかんまち高松づくり事業（高松型地域共生社会構築事業）

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②5- ・社会福祉法

　子ども・高齢者・障がい者など全ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合うことができる「地域共
生社会」の実現のため、まるごと福祉相談員を配置し、地域の拠点や複合的課題を抱えた世帯等を訪問し、支援につ
なぐとともに、総合センター等につながる福祉相談窓口を設置し、分野別の「縦割り」を超えた相談支援を実施し、
「参加支援事業」により、社会とのつながりを必要とする方への支援も行う。

年度7

①「まるごと福祉相談員」による支援等
②社会とのつながり回復への支援
③制度の周知啓発等

　高松市内在住の複合的課題を抱える高齢者・子ども・障がい者など支援を要する方・関係行政機関・団体
、市域の企業、ＮＰО、自治会その他の関係者など

　高齢者・子ども・障がい者等の分野に関わらず、多くの地域生活課題について「まるごと福祉相談員」や
地域の身近な拠点である総合センター等で福祉の相談を受け付け、支援をコーディネートすることでワンス
トップサービスの向上を目指すとともに、住民が主体的に地域課題を把握して解決を試みる活動を推進する

R4 R5 R6 R7
R8

まるごと福祉相談員の配置 人 0 0 5 5 5

相談対応人数（参加支援、アウトリーチ、多機関） 人 0 0 720 1,233 1,278

アウトリーチ（地域での情報収集・戸別訪問
等）件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 17,972 18,844 19,172
0 0 13,678

　潜在的な相談者を見つけ、つながりの形成に向けた支援を行
うために積極的に地域に出向いたが、目標達成には至らなかっ
た。 76.1%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 17972 18844 19172 19302
0 0 13678

0 0 17972 18844 19172 19302
0 0 13678

支援プラン策定数（参加支援、アウトリーチ
、多機関） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 74 89 99
0 0 62

　対象者から事業利用の同意が得られるまでに相当の時間を要
することなどから、目標達成には至らなかった。

83.8%

点29



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

77,544 126,665 67,832 75,706

44,016 96,331 45,444 51,774

33,528 30,334 22,388 23,932

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①まるごと福祉相談員の配置等
②参加支援事業の委託
③事業周知啓発チラシの作成
④消耗品購入等
⑤重層交付金（国費）令和４・５年度事業分返還金
⑥重層交付金（県費）令和４・５年度事業分返還金

①「まるごと福祉相談員」による支援等
②社会とのつながり回復への支援
③制度の周知啓発等

①　３１，１３５千円
②　１３，９００千円
③　　　　２６６千円
④　　　　１４３千円
⑤　２６，４４７千円
⑥　１２，９００千円

①　３１，２７９千円
②　２０，１２８千円
③　　　　３６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

45,444

22,721

11,360

0

0

11,363

12,944

0

0

12,943

25,887

51,774

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 84 100
84 改善

　引き続き、国の「重層的支援体制整備事業」を活用し、高松型地域共生社会構築事業を実施した。

　事業について、市職員や関係機関等に認識してもらい、実践していく必要があり、複合化・複雑化する課題に対する支援策や、新た

な課題についての支援検討などが考えられ、関係機関等と連携しながら対応していく。

　福祉施策の縦割りの壁を超え、包括的な形で、市民・行政・関係機関が助け合う人的ネットワークを確立して、高松型の地域共生社

会を構築する。

　今後も、国の動向を注視しながら、事業内容の見直しを継続して行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

地域福祉を支える環境の充実

小規模法人のネットワーク化による協働推進事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

同事業実施要綱

　社会福祉法において、社会福祉法人が実施することが責務化されている「地域における公益的な取組」について、
職員体制の脆弱性等から、単独で実施することが困難な小規模法人が、複数参画し、ネットワークを構築するととも
に、各法人それぞれの強みを活かした地域貢献のための協働事業を実施するもの。

年度7

複数の小規模法人等の連携による地域貢献のための協働事業の立ち上げに係る取組（２事業）

小規模法人（１の法人において１の施設又は事業所のみを運営しているような法人）

小規模な法人を含め、地域の様々な福祉サービス提供機関が連携し、地域貢献のための取組が促進されるよ
う、その環境整備を図ることを通じて、地域における福祉サービスの充実とともに、重層的な支援体制の構
築を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

参画小規模法人数 法人 0 0 51 58 58

ネットワークにおいて実施した事業数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2 2 2
0 0 2

　災害時において福祉避難所が円滑に機能するよう、関係法人
等で構成するネットワークを構築し、福祉避難所の役割や在り
方などを整理・検討するなど、体制整備の支援を行った。また
、社会福祉法人等の施設・事業所職員を対象として、福祉・介
護人材のスキルアップ等を図るための合同研修会等を行った。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2 2 2 2
0 0 2

0 0 2 2 2 2
0 0 2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,871 14,022 14,176 14,176

8,000 8,000 8,000 8,000

1,871 6,022 6,176 6,176

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①協定福祉避難所体制整備支援事業
②職員のスキルアップ等のための合同研修会

複数の小規模法人等の連携による地域貢献のための協働事
業の立ち上げに係る取組（２事業）

委託料　８，０００千円
（４，０００千円×２事業）

委託料　８，０００千円
（４，０００千円×２事業）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,000

8,000

0

0

0

0

0

0

0

0

8,000

8,000

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　災害時に協定福祉避難所が円滑に機能するよう、役割や在り方を整理・検討した上で、実地訓練を行うなど、体制整備の支援を行っ

た。

　また、社会福祉法人等の施設・事業所職員を対象として、福祉・介護人材のスキルアップ等を図るための合同研修会等を行った。

　今後においても、地域における福祉サービスを充実させるため、小規模法人等の連携を推進する。

　社会環境等の変化により、地域の福祉ニーズが多様化する中、今後の福祉サービスのさらなる充実を図るため、引き続き、複数の小

規模法人等が連携し、参画するネットワークの構築を支援する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

地域福祉を支える環境の充実

共助の基盤づくり事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②5- 重層的支援体制整備事業交付金交付要綱

重層的支援体制整備事業の柱となる「共助の基盤づくり事業」として、地域サービスの担い手を確保し、インフォー
マル活動の活性化を図る事業を実施する。地域サービスの担い手により運営できる世代や属性にとらわれない、新た
な地域の交流・集いの場を創出する。

年度7

地区社会福祉協議会が主体となり、多方面のボランティアが、交流・イベント・会食等の様々な活動を行う、共助の
基盤づくり事業を各地区で実施する。また、地域のボランティア活動を発展させるため、高松市社会福祉協議会に地
域の担い手養成業務を委託する。

地域ボランティア等と地域の住民

地域サービスを支える基盤となる組織を育成する観点から、地域づくりや地域サービスに欠かせない、地域
ボランティアの確保・育成支援に取り組むことにより、福祉の向上や地域住民の支え合いによる、共助の基
盤づくりに努める。

R4 R5 R6 R7
R8

事業実施回数 回 0 0 252 240 245

共助の基盤づくり事業実施箇所数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 34 35 36
0 0 35

活動実施箇所が増加し、目標を達成できた。

102.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 34 35 36 37
0 0 35

0 0 34 35 36 37
0 0 35

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,047 15,949 10,817 13,491

4,318 6,164 6,725 9,399

9,729 9,785 4,092 4,092

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

地区社会福祉協議会が主体となり、多方面のボランティア
が、交流・イベント・会食等の様々な活動を行う、共助の
基盤づくり事業を各地区で実施する。また、地域のボラン
ティア活動を発展させるため、高松市社会福祉協議会に地
域の担い手養成業務を委託する。

地区社会福祉協議会が主体となり、多方面のボランティア
が、交流・イベント・会食等の様々な活動を行う、共助の
基盤づくり事業を各地区で実施する。また、地域のボラン
ティア活動を発展させるため、高松市社会福祉協議会に地
域の担い手養成業務を委託する。

担い手養成業務　７９４千円
活動運営助成金　　　
　　　　　　５，９３１千円
旅費　　　　　　　　０千円

担い手養成業務　７９５千円
活動運営助成金　　　
　　　　　　８，６００千円
旅費　　　　　　　　４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,725

3,362

0

0

0

3,363

4,700

0

0

0

4,699

9,399

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

地域に応じた事業を円滑に進められるよう、高松市社会福祉協議会と連携を図りながら指導・助言を行うことにより、地域におけるボ

ランティア活動の継続・活性化を図る。

各実施団体の活動内容等を情報共有することにより、幅広い活動につなげられるよう検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

地域福祉を支える環境の充実

社会福祉団体活動助成事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

社会福祉法、高松市社会福祉法人助成条例、

高松市社会福祉協議会及び社会福祉諸団体に対し、行政では対応し難い福祉需要への多様な取組に対し、社会福祉法
に基づく財政支援を行い、地域福祉の推進を図る。

年度7

社会福祉の向上を図るため、高松市社会福祉協議会及び社会福祉諸団体（３団体）の事業に対し、補助金を交付する
とともに、たすけ合い金庫資金を貸し付ける。

高松市民

地域住民の日常生活上の諸問題の解消、軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付団体数 団体 0 0 4 4 4

法人成年後見事業受任件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 59 64 69
0 0 59

令和６年度は目標値を達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 59 64 69 74
0 0 59

0 0 59 64 69 74
0 0 59

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

130,906 132,492 130,413 125,641

127,164 127,976 125,781 121,009

3,742 4,516 4,632 4,632

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

社会福祉の向上を図るため、高松市社会福祉協議会及び社
会福祉諸団体（３団体）の事業に対し、補助金を交付する
とともに、たすけ合い金庫資金を貸し付ける。

社会福祉の向上を図るため、高松市社会福祉協議会及び社
会福祉諸団体（３団体）の事業に対し、補助金を交付する
とともに、たすけ合い金庫資金を貸し付ける。

高松市社会福祉協議会事業交
付金等
　　　　１１２，７８７千円
社会福祉諸団体事業補助金
　　　　　　４，４９４千円
高松市たすけ合い金庫資金貸
付金
　　　　　　８，５００千円

高松市社会福祉協議会事業交
付金等
　　　　１０８，０１５千円
社会福祉諸団体事業補助金
　　　　　　４，４９４千円
高松市たすけ合い金庫資金貸
付金
　　　　　　８，５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

125,781

0

0

0

8,500

117,281

112,509

8,500

0

0

0

121,009

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　地域福祉推進のための事業を実施する高松市社会福祉協議会に対して補助金を交付することにより、地域福祉活動の充実に寄与した

。

　また、社会福祉団体に補助金を交付することにより、地域福祉を支える基盤づくりに寄与した。

　厳しい財政事情を踏まえ、補助金の削減について各団体と検討していく。高松市社会福祉協議会については、平成３０年度から経営

赤字に対する人件費の強化分を増額していた。令和２年度には補助金の支出方策自体について見直しを行い、見直し点については「市

社協全体の収支について赤字補てんするのではなく、総務・地域福祉部門の補助割合を見直し、今後、一定割合での補助を行うことと

した。ただし、この定率補助については、令和６年度までの４年間とし、その後については、経営状況等を勘案し、再度判断するもの

」としており、７年度予算はマイナスシーリング方針により所要経費の９５％に抑制した。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

地域福祉を支える環境の充実

災害援護事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

災害対策基本法

　災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい者など避難行動要支援者に対して災害情報の提供や避難等の
手助けが地域の中で素早く安全に行われる体制づくりの推進及び災害が生じた場合の支援等の援護事業

年度7

① 災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい者など避難行動要支援者に対して、災害情報の提供や避難
等の手助けが地域の中で素早く安全に行われる体制づくりの推進及び災害が生じた場合の支援等の援護事業
② 災害発生時に必要となる要配慮者のための段ボールベッド等の備品整備事業

　要介護認定３～５の人など災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい者の方などの避難行動要
支援者。

　災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい者の人など（避難行動要支援者）に対して、災害情
報の提供や避難等の手助けが地域の中で素早く、安全に行われる体制づくりを推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

避難行動要支援者名簿登録者数 人 0 0 7,072 7,500 7,500

個別避難計画作成者数 人 0 0 4,684 5,600 6,000

個別避難計画作成率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70 75 80
0 0 66.2

　地区コミュニティ協議会等の地域支援組織と連携し、計画作
成率の向上に努めた結果、概ね目標を達成することができた。

94.6%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 70 75 80 83
0 0 66.2

0 0 70 75 80 83
0 0 66.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,533 16,040 23,600 40,349

3,313 3,244 8,932 25,681

14,220 12,796 14,668 14,668

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

① 災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい
者など避難行動要支援者に対して、災害情報の提供や避難
等の手助けが地域の中で素早く安全に行われる体制づくり
の推進及び災害が生じた場合の支援等の援護事業
② 災害発生時に必要となる要配慮者のための段ボールベ
ッド等の備品整備事業

① 災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障がい
者など避難行動要支援者に対して、災害情報の提供や避難
等の手助けが地域の中で素早く安全に行われる体制づくり
の推進及び災害が生じた場合の支援等の援護事業
② 災害発生時に必要となる要配慮者のための段ボールベ
ッド等の備品整備事業

援護資金貸付金　　　９千円
小規模災害援護費　　　　　
　　　　　　　　６１０千円
避難行動要支援者名簿整備費
　　　　　　３，１３１千円
避難支援者に対する保険加入
費　　　　　　　７７５千円
段ボールベッド等の備品整備
費　　　　　４，４０７千円

援護資金貸付金
　　　　　　１，５１３千円
小規模災害援護費　　　　　
　　　　　　　　５７０千円
避難行動要支援者名簿整備費
　　　　　　４，６２７千円
避難支援者に対する保険加入
費　　　　　　　９７１千円
段ボールベッド等の備品整備
費　　　　１８，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,932

0

799

0

0

8,133

23,069

0

1,500

1,112

0

25,681

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

　６年度は新規対象者に送付する調査票の印刷・発送業務を委託予定であった業者がサイバー攻撃を受け、委託を中止したことから、

送付対象を一部に縮小して調査票送付を行ったため、計画策定業務が予定どおり実施できなかった。今後、作成率の一層の向上を目指

して取り組む。なお、個別避難計画に記載の「避難支援者」が避難支援中にけがをした場合等に備え、６年度に新たに市が損害保険に

加入し、広報等で保険加入や請求方法等について市民に周知した。

　引き続き地域コミュニティ協議会など、地域支援組織と連携しながら、避難行動要支援者名簿の情報更新と併せて、個別避難計画策

定に向けての取り組みを強化していきたい。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

地域共生社会の構築

地域福祉を支える環境の充実

若者育成支援推進事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

子ども・若者育成支援推進法

　社会生活を円滑に営む上での困難を有する若者を支援するため、高松市若者支援協議会を設置し、協議会を構成す
る関係機関の情報交換を行うとともに、相互に協力・連携することで、若者それぞれの置かれた状況等にきめ細やか
に対応できる支援体制を構築する。

年度7

協議会の開催　　　　　　　
　代表者会議　１回／年
　実務者会議　１回／年

　社会生活を円滑に営む上で、ひきこもり・ニート・貧困等の困難を有する、おおむね１５歳以上４０歳未
満の若者及びその家族

　ひきこもり・ニート・貧困等の困難を有する若者が、健やかに成長し、持てる能力を生かし自立・活躍す
ることができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

協議会等の開催回数 回 0 0 1 2 2

協議会の構成団体数 団体

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 24 24 24
0 0 24

　高松市若者支援協議会代表者・実務者全体会議において、６
つの分野の２４団体に関係機関として協議会に参加いただき、
若者支援に係るネットワークを強化した。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 24 24 24 24
0 0 24

0 0 24 24 24 24
0 0 24

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,084 11,074 4,794 11,014

280 85 85 129

9,804 10,989 4,709 10,885

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

協議会の開催　　　　　　　
　代表者・実務者全体会議　１回／年

協議会の開催　　　　　　　
　代表者会議　１回／年
　実務者会議　１回／年

会議開催経費
　報償金　　　　８５千円

会議開催経費
　報償金　　　１２９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

85

0

0

0

0

85

129

0

0

0

0

129

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　協議会の協議対象者を「中学・高校・大学の新卒者、中退者で、所属を失い支援が途切れた、社会生活上の困難を有する者」とし、

それらの者がひきこもり状態になる前、若しくは、ひきこもり状態になった後の早期の支援について協議することとした。

　困難を有する若者とその家族のニーズを把握するとともに、特にひきこもり支援を中心に、支援機関の意見等も聴きながら、より効

果的な支援施策を検討していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

生活支援・介護予防サービス提供体制構築事業

健康福祉局

地域共生社会推進課

087-839-2372

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

　支援が必要な高齢者のニーズに対応するため、国のガイドラインに基づき、サービスの提供体制の構築に向けたコ
ーディネート機能を果たす「生活支援コーディネーター」の設置やコーディネーターとサービス提供主体が参画する
「協議体」での情報共有・連携強化等を通じて、多様な主体による様々なサービスの提供体制を構築する。
　また、市民等への周知・広報を行う。

年度7

①協議体開催（２回）
②第２層生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）配置
③市民等への周知・広報

　高松市内在住高齢者

　多様な主体による様々なサービスが提供される体制を構築し、高齢者が、介護や支援が必要な状態になっ
ても、住み慣れた地域社会で安心して安全に暮らすことができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

地域福祉ネットワーク会議開催回数 回 0 0 200 260 260

住民主体によるサービスを提供している地区
数 地区

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 32 36 40
0 0 28

　住民主体によるサービスの提供は、平成２８年１０月から実
施し、令和６年度には合計で２８地区（訪問２６地区、通所６
地区）で実施されている。 87.5%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 32 36 40 44
0 0 28

0 0 32 36 40 44
0 0 28

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

67,925 68,305 68,115 68,562

56,998 57,316 58,774 59,221

10,927 10,989 9,341 9,341

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①協議体開催（１回）
②第２層生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員
）配置
③市民等への周知・広報

①協議体開催（２回）
②第２層生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員
）配置
③市民等への周知・広報

①報償費　　　　１３４千円
②③委託料等
　　　　　５８，６４０千円

①報償費　　　　２２０千円
②③委託料等
　　　　　５９，００１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

58,774

21,500

10,749

0

13,517

13,008

11,403

13,620

0

11,399

22,799

59,221

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　地域における住民主体サービスの提供者が高齢化することに伴い、担い手の養成・発掘が必要となっており、また、地域課題の解決

に向けた検討とサービスの提供は、これからという地域も多く、地域に寄り添った運営支援を行っていく。

　多様な主体により提供されるサービスの提供事業者が不足していることから、その参入の促進策を検討する。

　また、多様な主体により提供されるサービスの利用促進を図るとともに、住民主体サービスの提供団体を増やし、地域で高齢者を支

える体制づくりを促進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

介護保険補助金等事業

健康福祉局

介護保険課

087-839-2326

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険事業費補助金交付要綱など

　介護サービスを利用する（している）高齢者の安心や安全を確保するため、利用者及び介護サービス事業者に対し
助成事業を行う。

年度7

①介護保険利用者負担軽減事業費
②地域密着型サービス施設等整備事業費補助金

介護サービスの利用者及び介護サービス事業者

介護サービス利用者が安心・安全に暮らせるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

離島介護サービス提供促進事業補助金交付件数／人 件 0 0 9.5 10 10

離島への介護サービス提供事業所数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 14 14 14
0 0 17

引き続き、対象事業所に対し協力依頼を行った結果、制度への
理解が行き届き、目標を達成することができた。

121.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 14 14 14 14
0 0 17

0 0 14 14 14 14
0 0 17

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,298 69,570 4,280 83,421

6,814 54,516 4,280 83,421

7,484 15,054 0 0

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①介護保険利用者負担軽減事業費
②地域密着型サービス施設等整備事業費補助金

①介護保険利用者負担軽減事業費
②地域密着型サービス施設等整備事業費補助金

①　４，２８０千円
②　　　　　０千円

①　８，３４８千円
②７５，０７３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,280

0

864

0

0

3,416

5,775

0

0

77,646

0

83,421

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき施設整備事業を実施した。また、離島での介護サービス提供事業者に補助金を交付したほか

、社会福祉法人等における介護サービス利用者のうち、生活困難者に対して利用額を軽減することにより、介護サービスを利用する高

齢者の安心と安全を確保することができた。

引き続き、助成の対象と成り得るもの、又は希望するものには、本市から直接若しくは介護サービス事業者を通じて周知を図り適正に

事業を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

介護サービス相談員派遣事業

健康福祉局

介護保険課

087-839-2326

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

一定の研修を受けた登録相談員を介護サービス事業所等に派遣して、利用者等の話を聞き、相談に応じるなどにより
、利用者の疑問や不満、不安の解消を図るとともに、派遣を受けた事業所における介護サービスの質的な向上を図る
もの。

年度7

相談員派遣　１１人・２０施設
連絡会議の開催（月１回）

介護サービス相談員の派遣を希望する介護保険サービス事業所

介護サービス利用者の日常的な不平、不満又は疑問に対応して、苦情に至る事態を未然に防止するとともに
、派遣を受けた事業所における介護サービスの質的な向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

介護サービス相談員派遣受入事業所数 箇所 0 0 18 20 22

介護サービス相談員が受けた相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 120 144 168
0 0 148

介護サービス事業所に対する介護サービス相談員の派遣を実施
し、当初の目標値を達成することができた。

123.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 120 144 168 192
0 0 148

0 0 120 144 168 192
0 0 148

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,839 7,980 1,573 2,879

355 453 1,573 2,879

7,484 7,527 0 0

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

相談員派遣　１２人・１８施設
連絡会議の開催（月１回）

相談員派遣　１１人・２０施設
連絡会議の開催（月１回）

報償費　１，１３０千円
その他　　　４４３千円

報償費　２，２２４千円
その他　　　６５５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,573

606

303

0

361

303

554

663

0

554

1,108

2,879

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

介護サービス相談員が１８事業所を訪問し、利用者の疑問や相談等に応じた。また、事業所職員と意見交換を行うことにより、介護サ

ービスの質的な向上に寄与した。

相談員及び受入事業所数の増加に向けて、引き続き事業内容の周知啓発に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

生活におけるセーフティネットの確保

公的保険制度の適正な運営

国民健康保険保健事業

健康福祉局

国保・高齢者医療課

087-839-2371

令和 年度～6 令和 年度13

国民健康保険法・高齢者の医療の確保に関す

第３期高松市データヘルス計画（第４期高松市国民健康保険及び介護保険の保険給付費適正化計画）に基づき保健事
業を実施する。
①生活習慣病の早期発見、重症化予防及び健康保持・増進を図ることを目的として、特定健康診査、特定保健指導、
糖尿病重症化予防等の事業を実施する。
②医療費通知、後発医薬品使用促進、重複・頻回受診対策等を実施し、医療の効率的な提供の推進を図る。

年度7

保険者努力支援制度関連事業である特定健康診査受診率向上事業、後発医薬品使用促進事業、糖尿病性腎症重症化予
防事業をはじめ、重複・頻回受診者対策事業及び人間ドック助成事業など、保健事業に積極的に取り組み、生活習慣
病の早期発見、重症化予防及び、保険給付費の適正化を図る。

国民健康保険の被保険者

保健事業にこれまで以上に積極的に取り組み、被保険者の健康保持・増進を図ることで、保険給付費の抑制
に寄与する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

特定健診対象者への受診票送付率 ％ 0 0 100 100 100

特定保健指導対象者に対する参加勧奨通知の送付率 ％ 0 0 100 100 100

特定健診受診者のうち、メタボ該当者及び予
備群の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 32.5 32 31.5
0 0 33.4

　特定健康診査等の受診率の向上、重症化予防対策事業等、保
健事業に積極的に取り組み、保険給付費の上昇抑制を図った結
果、目標を達成することができた。

34点

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 32.5 32 31.5 31
0 0 33.4

0 0 32.5 32 31.5 31
0 0 33.4

R4 R5 R6 R7
R8

97.2%



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0 % 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

434,956 425,468 389,630 411,875

402,475 384,295 389,630 411,875

32,481 41,173 0 0

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

保険者努力支援制度関連事業である特定健康診査受診率向
上事業、後発医薬品使用促進事業、糖尿病性腎症重症化予
防事業をはじめ、重複・頻回受診者対策事業及び人間ドッ
ク助成事業など、保健事業に積極的に取組み、生活習慣病
の早期発見、重症化予防及び、保険給付費の適正化を図る
。

保険者努力支援制度関連事業である特定健康診査受診率向
上事業、後発医薬品使用促進事業、糖尿病性腎症重症化予
防事業をはじめ、重複・頻回受診者対策事業及び人間ドッ
ク助成事業など、保健事業に積極的に取り組み、生活習慣
病の早期発見、重症化予防及び、保険給付費の適正化を図
る。

健康推進費９３，１１４千円
、国民健康保険運営安定化事
業費２，２５２千円、特定健
診事業費２５１，６４１千円
、特定保健指導事業費４２，
６２３千円

健康推進費１１０，４１０千
円、国民健康保険運営安定化
事業費１２３千円、特定健診
事業費２５６，６４５千円、
特定保健指導事業費４４，６
９７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

389,630

0

388,993

0

637

0

105,696

135,540

0

170,639

0

411,875

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 継続

生活習慣病予防のため、特定健康診査受診率及び特定保健指導実施率の向上を図る。

生活習慣病予防のため、特定保健指導対象者への未受診者勧奨通知を行うほか、若いうちからの健診受診や健康への意識づけが重要で

あるため、引き続き、若年層対策健康診査を実施するとともに、特定健康診査受診率向上のため、ＳＭＳを利用した受診勧奨など、さ

らなる保健事業の推進を図り、被保険者の健康保持・増進、保険給付費の抑制に努める。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障がい者地域生活支援推進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、障がい福祉
サービス事業所と連携ネットワークを構築するなど、地域支援のための機能（相談、体験の機会・場、緊急時の受入
れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を強化し、様々な支援を切れ目なく提供する。

年度7

中核拠点・地域拠点委託料
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

　障がい者

　障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、様々な支援を切れ目なく提供できるサービス
を提供し、また、合理的配慮の提供に要する費用の一部を助成することで、障がい者の地域生活への移行や
定着を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

基幹相談支援センター相談件数（中核拠点） 件 0 0 1,206 1,340 1,360

障害福祉サービス利用数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,703 4,911 5,119
0 0 5,496

　相談支援を通じて適切な障害福祉サービスの利用につなげた
ことで、福祉サービス利用者数は増加し、目標を達成できた。

116.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4703 4911 5119 5340
0 0 5496

0 0 4703 4911 5119 5340
0 0 5496

基幹相談支援センター相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,989 4,109 4,109
0 0 3,722

　地域における相談支援体制の中核的な役割を果たす機関とし
て機能しているものの、目標を達成しなかった。

93.3%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

118,182 154,145 125,454 126,064

110,698 146,618 117,734 118,344

7,484 7,527 7,720 7,720

３

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

中核拠点・地域拠点委託料
過年度補償金
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

中核拠点・地域拠点委託料
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

　　　７８，０８４千円
　　　　　　４０１千円
　　　　１，０４４千円
　　　　　　　５８千円
　　　１２，２２９千円
　　　２５，９１８千円

　　　７８，０８４千円
　　　　１，０４４千円
　　　　１，０００千円
　　　１２，２９８千円
　　　２５，９１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

117,734

24,721

12,360

0

226

80,427

59,552

229

0

19,521

39,042

118,344

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　重層的支援体制整備事業（令和４年度～）の趣旨を踏まえ、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活へ

の移行や定着を支援するため、基幹相談支援センター（中核拠点及び地域拠点）及びコスモス園の効率的な運営を行っている。

　民間事業者に対する合理的配慮提供の義務化に伴い、助成事業を含めた周知啓発に努めている。

　引き続き、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、基幹相談支援セン

ター（中核拠点及び地域拠点）及びコスモス園の効率的な運営を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

10

20

30

40

50
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障がい者就労支援促進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

　障がいのある方の就労促進と社会的・経済的な自立促進を図るため、中央商店街の空き店舗で障がい者を雇用し事
業を行う事業者等への支援を行うほか、市役所１階の元喫茶スペースにおいて、障害福祉サービス事業所が授産品や
飲料等の販売を行う「障がい者就労の場」を提供するなど、知的障がい者・精神障がい者等の一般就労へ向けた支援
を行う。

年度7

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業者等への支援（７年度事業廃止予定）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓練参加事業所５）

　一般就労を目指す障がい者

　一般就労を目指す障がい者の雇用を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

「障がい者就労の場」店舗数 店舗 0 0 1 0 0

雇用契約をした障がい者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 0 0
0 0 3

　既存の事業者においては、年間を通して継続的な雇用ができ
たことで、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 0 0 0
0 0 3

0 0 3 0 0 0
0 0 3

「障がい者就労訓練の場」における訓練者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 36 38 40
0 0 33

　就労訓練生の受入れについては、継続的に実施することがで
きたが、目標を達成しなかった。

91.7%

点32



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,642 12,685 12,878 12,878

5,158 5,158 5,158 5,158

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業
者等への支援（継続店舗１）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓
練参加事業所５）

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業
者等への支援（７年度事業廃止予定）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓
練参加事業所５）

　　　　　　３，２４０千円
　　　　　　１，９１８千円

　　　　　　３，２４０千円
　　　　　　１，９１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,158

0

0

0

0

5,158

5,158

0

0

0

0

5,158

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 95 100
95 継続

　「たかまつ障がい者プラン」において本事業を位置付けて実施しているが、商店街における新たな店舗開設は難しい状況となってい

る。

　市役所内における「就労訓練の場」提供事業は、引き続き、障がい者の社会就労支援に詳しいＮＰＯ法人に事業を委託することによ

り、効率的に実施した。

　今後も障がいのある方の就労促進と社会的・経済的な自立促進を図るため、市役所内における「就労訓練の場」提供事業は、引き続

き実施する。空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業者への支援については、事業者による障がい者の安定した雇用

や持続可能な事業経営が困難であり、事業効果が少ないこと等から、７年度中に廃止を予定している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

補装具費・日常生活用具支給等事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者（児）の自立した生活や社会参加を促進するため、障がいにより失われた身体部位や損なわれた身体機能
を代償・補完するための補装具を支給する。

年度7

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給

　日常生活用具及び補装具を必要とする身体障がい者（児）

　失われた身体部位、損なわれた身体機能を代償、補完、及び日常生活の利便性を向上する。

R4 R5 R6 R7
R8

補装具支給申請受付人数 人 0 0 925 1,000 1,000

補装具給付件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 902

　必要とする身体障がい者に対し、障がいにより失われた身体
部位や損なわれた身体機能を代償・補完するための補装具を支
給したものの、目標を達成しなかった。 90.2%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 902

0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 902

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

221,702 257,879 266,995 440,660

217,960 236,803 245,379 419,044

3,742 21,076 21,616 21,616

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給
福祉電話等貸与

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給
福祉電話等貸与

　９４，３２３千円
　　　　　　０千円
１２７，１８２千円　
　　５，２２５千円
　１７，９７１千円　
　　　　６７８千円

１０８，７１９千円
　　　　１２５千円
１２４，１４２千円
　　７，４８４千円
１７８，２２６千円
　　　　１２５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

245,379

78,411

39,562

0

0

127,406

240,043

0

0

59,778

119,223

419,044

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　用具・装具の助成は日常生活を営む上で不可欠な事業である。

　日常生活用具に係る選定や耐用年数の設定等について、調査及び研究を行い、市民の要望及び時代に合った制度に整えていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者相談支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者及びその家族等の不安を解消し、生活の利便を図るため、福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関
して相談員が相談に乗り、その解決に向けて支援を行う相談支援体制を整備する。
・障害者相談員設置事業
・障害者相談支援事業
・相談支援・充実強化事業

年度7

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

　生活の支援を必要とする身体障害者、知的障害者、精神障害者及びこれらの家族で、市内に住所を有する
方

　福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関して相談員が相談に乗り、その解決に向けて支援すること
により障がい者及びその家族等の不安解消、生活の利便を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

障害者相談支援事業所開所日数 日 0 0 3,094 3,100 3,100

障害者相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 901

　障がい者及びその家族等に対し、福祉サービスの手続きやそ
の他の困りごとに関して相談員が相談に乗り、その解決に向け
て支援を行ったものの、目標を達成しなかった。 90.1%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 901

0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 901

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

93,829 133,849 103,523 103,526

85,597 124,817 94,259 94,262

8,232 9,032 9,264 9,264

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

　　１，６５０千円
　９１，６０９千円

　　１，０００千円

　　１，６５２千円
　９１，６１０千円

　　１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

94,259

165

82

0

31,226

62,786

62,647

31,147

0

156

312

94,262

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　障がいに係る専門的な相談窓口は需要は多く、今後も必要な事業である。

　今後、さらに相談支援を充実させる必要があるため、当面の間は、事業者等と協議しながら、より効果の高い相談体制の構築に努め

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者権利擁護事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市成年後見制度における市長が行う審判

　判断能力が不十分な障がい者等の権利擁護を推進するため、法定後見制度である市長による後見等開始審判請求が
妥当であるものについて家庭裁判所に審判請求を行うとともに、必要な費用を負担し、後見人等が行った援助活動等
に対しての報酬支払いができない者に助成を行う。
　また、障がい者の権利擁護のため、障がい者虐待の防止や養護者に対する支援等を行う。

年度7

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

　市内在住の障がい者等で判断能力が不十分な方

　市内在住の障がい者等で、判断能力が不十分な人について、障害者虐待防止法に基づく措置や、成年後見
人制度の利用促進を図る等により、権利擁護を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

成年後見市長申立件数 件 0 0 7 7 7

成年後見人申立決定人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7 7 7
0 0 5

　成年後見制度の認知拡大に伴い問合せは増加し、市長申立件
数は目標を達成できたが、決定人数は目標を達成しなかった。

71.4%

点25

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7 7 7 7
0 0 5

0 0 7 7 7 7
0 0 5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

16,436 18,649 18,916 20,245

3,713 5,853 5,792 7,121

12,723 12,796 13,124 13,124

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

　　　　　　５，５２６千円
　　　　　　　　１８９千円
　　　　　　　　　７７千円

　　　　　　６，８１７千円
　　　　　　　　１９０千円
　　　　　　　　１１４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,792

2,036

1,019

0

14

2,723

1,990

0

0

1,710

3,421

7,121

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 78 100
78 継続

　成年後見制度の利用、障がい者の虐待案件に対する支援等を行ったことにより、障がい者の権利擁護の促進に寄与した。

　成年後見制度の認知拡大に伴い、問合せが増加し、市長申立件数は目標を達成できたが、決定人数は目標を達成しなかった。

　引き続き、法令・要綱に基づき適正に事務を行うとともに、虐待防止・差別解消・成年後見制度の利用促進に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者手帳交付事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

身体障害者福祉法、精神保健及び精神障害者

　障害福祉サービス等を提供することにより、自立支援を図るため、障がいのある方からの手帳交付申請に基づき、
適正な障害認定を行い、障害者手帳の交付を行う。
　身体的、地理的条件等により通院することができない在宅の重度の身体障がいを有する市民に対し、身体障害者手
帳交付申請時に必要な審査を行うため、医師の派遣を行う。

年度7

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

　住民票が高松市内にあり、身体や精神に障がいがある方

　身体や精神に障がいを持つ市民に対し、障害者手帳を発行することにより、内容に応じた福祉サービスを
受けてもらうことで、障がい者福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

身体障害者手帳交付件数 件 0 0 2,001 2,200 2,200

サービス提供による決算額 千円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 132,603 132,603 132,603
0 0 111,700

　制度の改善、市民への周知、事務の円滑な執行等により障が
い者福祉の向上を図ったが、目標を達成しなかった。

84.2%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 132603 132603 132603 132603
0 0 111700

0 0 132603 132603 132603 132603
0 0 111700

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

165,851 221,257 165,372 153,927

147,889 203,192 139,124 127,679

17,962 18,065 26,248 26,248

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

　　　　５，４０９千円
　　　１１，４６９千円
　　　　　　　５２千円
　　　９４，７７０千円

　　　２３，８３４千円
　　　１０，４７１千円
　　　　　　　６７千円
　　　９３，３０７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

139,124

0

1,949

0

26,985

110,190

126,076

0

0

1,603

0

127,679

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 86 100
86 継続

　身体障害者福祉法等に基づいて適正に事務を行った結果、概ね目標どおりであった。

　引き続き、身体障害者福祉法等に基づいて市が実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者医療費助成事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市医療費助成条例

　障がい者の医療費に係る経済的な負担を軽減し、障がい者の保健の向上や福祉の増進を図るため、障がい者の医療
費（保険診療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））の全部又は一
部を助成する。

年度7

障害者医療費助成事業

　高松市に住所があり、身体障害者手帳（１～４級）・療育手帳・戦傷病者手帳（特別～第７項症）のいず
れかの手帳を所持し、健康保険証に記載され、生活保護を受けていない方（年齢制限・所得制限あり）

　障がい者の医療費に係る経済的な負担の軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

助成件数 件 0 0 208,131 280,444 273,433

受診率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 237 236.7 236.4
0 0 248.97

　おおむね目標を達成した。

105.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 237 236.7 236.4 236
0 0 248.97

0 0 237 236.7 236.4 236
0 0 248.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,525,166 1,515,467 1,487,843 1,467,675

1,495,230 1,485,359 1,456,963 1,436,795

29,936 30,108 30,880 30,880

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

障害者医療費助成事業

障害者医療費助成事業

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,456,963

0

495,075

0

13,035

948,853

933,116

14,412

0

489,267

0

1,436,795

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　おおむね目標値どおりとなった。

　障がい者の医療費は、より高額になる傾向にあるため、障がい者の負担軽減を目的に、事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害児放課後支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

放課後子どもプラン推進事業

　障がい児の健全な育成を図るため、特別支援学校に通う児童のうち、放課後帰宅しても就労等により保護者の監護
を受けられない児童に対して、放課後児童会を開設し、監護及び遊びの場を提供する。

年度7

放課後児童会の開設（２箇所）

　特別支援学校に通う児童

　帰宅しても保護者の就労等のため、その監護を受けられない障害児に対して、適切な遊び及び生活の場を
提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

放課後児童会開設場所 数 0 0 2 2 2

放課後支援事業利用日数 日

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 281 281 281
0 0 281

　利用日数目標２８１日に対し、２８１日であり目標を達成で
きた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 281 281 281 281
0 0 281

0 0 281 281 281 281
0 0 281

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,182 16,724 17,791 19,846

18,434 15,971 17,019 19,074

748 753 772 772

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

放課後児童会の開設（２箇所）

放課後児童会の開設（２箇所）

１７，０１９千円

１９，０７４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

17,019

5,388

5,388

0

855

5,388

5,898

1,020

0

6,078

6,078

19,074

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　身体障害児及び知的障害児に対する放課後児童クラブを運営し、保護者と児童の日常生活の向上に大きく貢献した。

　近年、民間の支援サービスも充実してきており、選択肢の一つとして利用者の利便性に合致した柔軟な対応に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

発達障害者サポート事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

発達障害者支援法，障害者総合支援法

　発達障がい者については、これまで、乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の
整備を図ってきたが、人材育成の観点から、発達障害者サポーター養成講座、ペアレントトレーニング等を加え、事
業拡充を図っている。
【事業】・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談・サポート委員会の運営・個別支援計画の作成・発
達障がいの理解のための啓発活動及び研修等の実施・発達障害者サポーター養成講座の実施・ペアレントトレーニン
グ、ペアレントメンターの実施

年度7

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営

　発達障がい児者

　乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の整備をさらに図る。

R4 R5 R6 R7
R8

各種相談受付件数 件 0 0 22 650 650

研修等開催回数 回 0 0 5 5 5

障害児通所サービス受給者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,469 1,601 1,733
0 0 1,843

　発達障がい児の早期発見、早期支援に伴い、障害児通所サー
ビス受給者数が見込みを大きく上回り、目標を達成できた。

125.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1469 1601 1733 1876
0 0 1843

0 0 1469 1601 1733 1876
0 0 1843

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,953 9,613 9,312 9,312

6,456 8,108 5,452 5,452

1,497 1,505 3,860 3,860

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営
　・個別支援計画表の作成
　・発達障がいの理解のための啓発活動および研修の実施
　・発達障害者サポーター養成講座の実施
　・ペアレントトレーニング、ペアレントメンターの実施

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営
　・個別支援計画表の作成
　・発達障がいの理解のための啓発活動および研修の実施
　・発達障害者サポーター養成講座の実施
　・ペアレントトレーニング、ペアレントメンターの実施

委託料　　　５，４５２千円

委託料　　　５，４５２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,452

1,686

842

0

0

2,924

2,558

0

0

964

1,930

5,452

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　研修会については、会場受講だけでなくオンライン受講やその他の方法により受講できるようにしたことにより、コロナ禍ではあっ

たが受講できる方の数を増やすことができた。

　障害児通所サービス受給者数についても、高止まりしている状況であり、当事者への支援と周囲への理解を広げる活動を継続してい

きたい。

　発達障がい児者の早期発見、早期支援のため、今後も事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障がい者アートリンク事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

②7- 障害者による文化芸術活動の推進に関する法

　芸術活動を通じて障がい者の感性・創造力を育み、障がい者の社会参加の促進を図るため、希望する障害福祉サー
ビス事業所等へアーティストを派遣し、創造性の芽を持つ障がい者とアーティストが、長期継続的に関わることで生
まれる新しい概念をかたちにする創作活動を支援する。

年度7

派遣先事業所　１７か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

　障がい者（児）

　芸術活動を通じて障がい者の感性・想像力を育み、障がい者の社会参加の促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

アートリンク実施事業所数 事業所 0 0 16 17 17

アートリンクに参加した障がい者（児）延べ
人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,400 3,500 3,600
0 0 4,268

　参加延べ人数は、前年度より増加し、目標を達成できた。

125.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3400 3500 3600 3700
0 0 4268

0 0 3400 3500 3600 3700
0 0 4268

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,484 17,527 17,720 17,720

10,000 10,000 10,000 10,000

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

派遣先事業所　１６か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

派遣先事業所　１７か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

　　　　　１０，０００千円

　　　　　１０，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,000

2,644

1,323

0

0

6,033

2,500

0

0

2,500

5,000

10,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　実施事業所数及び参加延べ人数は、共に目標値を達成できた。

　情報発信の強化、アーティストの派遣先である事業所の入替えや、新規事業者の参入を図るなど、より効果的に事業を促進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

手話言語・障がい者コミュニケーション手段の普及促進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

⑩5- 高松市手話言語及び障害のある人のコミュニ

　言語としての手話に対する理解の増進と、障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及及び利用の
促進のため、必要な施策を策定し、及び実施する。

年度7

手話研修講師等謝金
トークアプリ及びタブレット通信費UD

手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がいのある方のための災害対応のてびき作成

　市民

　言語としての手話に対する理解の増進並びに障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及
及び利用の促進により、障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、お互いに人格と個性を尊重し
合いながら、笑顔で暮らすことのできる、障壁のない地域共生社会の実現に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

手話通訳者等育成研修（職員向を含む）開催回数 回 0 0 12 12 12

手話通訳者育成に向けた研修参加者数（累計
） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 710 870 1,030
0 0 756

予定通り実施し、目標を達成することができた。

106.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 710 870 1030 1190
0 0 756

0 0 710 870 1030 1190
0 0 756

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,882 8,073 7,228 6,819

3,140 4,309 3,368 2,959

3,742 3,764 3,860 3,860

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

手話研修講師等謝金
ＵＤトークアプリ及びタブレット通信費
手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がい者をサポートする時の災害対応のてびき作成
ヘルプマーク作成

手話研修講師等謝金
トークアプリ及びタブレット通信費UD
手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がいのある方のための災害対応のてびき作成
ヘルプカード作成

　　　　　　１９千円
　　　２，１７４千円
　　　　　１１５千円
　　　　　４００千円
　　　　　１９６千円
　　　　　４６５千円

　　　　　　３７千円
　　　２，１６３千円
　　　　　１１５千円
　　　　　４００千円
　　　　　２１６千円
　　　　　　２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,368

57

0

0

0

3,311

2,902

0

0

0

57

2,959

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

　災害時に障がいがある方を地域で支援するために、障がいのある方をサポートするときの災害対応の手引きを作成したほか、援助や

配慮を必要としていることを周囲へ知らせるためのヘルプマークを追加作成し、希望者に配付した。　

　新たに視覚障がいに関する出前講座を高松市視覚障害者福祉協会に委託し実施した。

　手話学習の出前講座等は、予定どおり実施することができた。

　市民や事業所を含め市全体に条例の趣旨の理解が深まるよう努めることが、市の責務として求められることから、特に周知啓発に軸

足を置いた事業を展開する。

　また、言語としての手話に対する理解の増進と、障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及及び利用の促進のため

に、障壁のない地域共生社会の実現に寄与する施策を引き続き実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者地域活動支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者の地域活動を促進するため、雇用されることが困難な障がい者への創作的活動及び生産活動の機会の提供
や、意思疎通支援者の派遣などの事業を実施する。
・地域活動支援センター事業
・意思疎通支援事業（意思疎通支援者派遣及び養成事業等）

年度7

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

　高松市在住の障がい者

　障がい者の自立した日常生活又は社会生活を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

地域活動支援センターⅠ型事業所の開所日数 日 0 0 926 930 930

地域活動支援センターⅠ型事業所の利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18,000 18,000 18,000
0 0 15,202

　障がい者に対し、創作的活動又は生産活動の機会の提供や社
会との交流促進に取り組んだものの、目標を達成しなかった。

84.5%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18000 18000 18000 18000
0 0 15202

0 0 18000 18000 18000 18000
0 0 15202

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

115,842 114,594 109,078 116,793

108,358 107,067 101,358 109,073

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

８６，３３７千円
１５，０２１千円

８８，５４２千円
２０，５３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

101,358

14,285

6,862

0

10,103

70,108

58,458

9,500

0

13,392

27,723

109,073

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 86 100
86 継続

　精神障がい者の自己表現の場として大きく貢献している。

　あらゆる分野と機会を積極的に活用し、障がい者の社会参加に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者福祉タクシー事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市障害者福祉タクシー助成事業実施要綱

　障がい者の社会活動の範囲を広げ、社会参加を促進するため、タクシー料金の一部助成を行う。

年度7

障害者福祉タクシー助成券の交付

　身体障害者・療育・精神障害者保健福祉手帳の重度・最重度等級所持者、身体障害者手帳を所持する、補
装具等による車いす・電動車いす利用者（１８歳以上の場合は、本人と配偶者が市民税非課税であること）

　障がい者の社会活動の範囲を広げ、もって障害者の福祉の増進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

タクシー助成券交付者数 人 0 0 2,895 4,000 4,000

タクシー助成券使用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 30.419

　身体障害者等の助成対象者に対し、本市ホームページや広報
高松などを活用して、本事業について、広く周知したものの、
目標を達成しなかった。 60.8%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 30.419

0 0 50 50 50 50
0 0 30.419

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

34,652 35,839 34,564 35,073

27,168 28,312 26,844 27,353

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障害者福祉タクシー助成券の交付

障害者福祉タクシー助成券の交付

２６，８４４千円

２７，３５３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,844

0

0

0

0

26,844

27,353

0

0

0

0

27,353

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 68 100
68 継続

　障がい者の外出機会の創出等、日常生活の向上に大きく貢献している。

　利用者にとってより分かりやすく利用しやすい制度となるよう制度の整理を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者社会活動支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市補助金等交付規則

　障がい者（児）の社会参加を促進し、交流や親睦を深めることで福祉の向上を図るため、障がい者（児）団体等に
対し支援を行い、スポーツ大会の開催などの事業を実施する。

年度7

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進（身体障害者スポーツ大会の開催等）

　高松市在住の障がい者

　障がい者（児）の社会参加を促し、交流や親睦を深める事で福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 7 9 9

障害者社会参加促進事業における参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55 60 65
0 0 50

　障害者が、機能の回復と、体力の維持のための競技を行う身
体障害者スポーツ大会（ボール送り競技、魚つり競技、ビーン
バッグ投げ競技、玉入れ競技等）を実施したものの、目標を達
成しなかった。

90.9%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55 60 65 70
0 0 50

0 0 55 60 65 70
0 0 50

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,179 12,212 14,103 14,238

2,450 2,427 4,067 4,202

9,729 9,785 10,036 10,036

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進
高松市障害者を守る会への支援

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進（身体障害者スポーツ大会の
開催等）

２，１０７千円
　　　２０千円
１，８７６千円
　　　６４千円

２，１８３千円
　　　２０千円
１，９９９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,067

434

181

0

0

3,452

3,304

0

0

299

599

4,202

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 改善

　障がい者の社会活動への参加につながるため、継続実施する。

　高松市障害者を守る会と協議の上、今後の事業方針を含め、障がいに対する理解を深める機会を増やし、共生社会の形成に向けた環

境整備を推進する取組について検討を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

福祉のまちづくり推進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

香川県福祉のまちづくり条例

　障がい者の社会活動への参加を促進するため、香川県福祉のまちづくり条例に基づき、市民の誰もが安全かつ円滑
に利用できるよう、公共的建築物等の福祉的環境整備を行う。

年度7

特定施設新築等届出書の受付審査

　市内に特定施設を整備する方

　公共的建築物等の福祉環境の整備を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

特定施設新築等届出書等の審査件数 件 0 0 47 60 65

特定施設整備主に対する指導及び助言数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 40

　届出があった施設の特定施設整備主に対し、香川県福祉のま
ちづくり条例の整備基準に基づく必要な指導及び助言を行った
ものの、目標を達成しなかった。 50.0%

点18

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 40

0 0 80 80 80 80
0 0 40

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

768 761 792 793

20 8 20 21

748 753 772 772

５

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

特定施設新築等届出書の受付審査

特定施設新築等届出書の受付審査

２０千円

２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

20

0

20

0

0

0

0

0

0

21

0

21

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 60 100
60 継続

　障がい者の住みやすいまちづくりに大きく貢献している。

　制度の更なる周知を行うなど、条例の趣旨について継続して啓発に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

20

40

60

80

100

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

介護予防の推進

６５歳からのプラチナ世代元気応援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

高齢者のフレイル予防のために、瓦町ＦＬＡＧにおいて実施している貯筋運動教室について、より多くの方が参加で
きる環境を整えるため、地域の身近な場所でその開催をする団体に対し、開催に要する費用の一部を助成して支援す
る。

年度7

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体等への支援

６５歳以上の高齢者

高齢者が自主的に介護予防に取り組むことができるようになる。また、自宅にいても孤立することなく、介
護予防に取り組むことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

貯筋運動教室新規開設数 箇所 0 0 3 10 10

教室参加前後で、下肢筋力が改善した者の割
合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 65.6

目標値には届かなかったものの、貯筋運動教室で立ち座りや歩
くといった日常の基本動作に必要な下半身の筋肉の運動を継続
的に行った結果、参加者の６割以上で下肢筋力が改善した。 82.0%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 65.6

0 0 80 80 80 80
0 0 65.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,135 9,539 9,328 11,701

3,651 2,012 1,608 3,981

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体
等への支援

貯筋運動を普及するための教室の開設及び運営を行う団体
等への支援

貯金運動普及事業補助金　
　　　　　　１，２６０千円
その他　　　　　３４９千円

貯筋運動普及事業補助金　
　　　　　　３，８３０千円
その他　　　　　１５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,608

1,608

0

0

0

0

0

0

0

0

3,981

3,981

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 82 100
82 継続

　貯筋運動教室新規開設数が３箇所であったため、事業について広く情報発信し、認知度を向上させる必要がある。

　ホームページや広報高松による情報発信のみならず、介護予防に関心を持つ事業者に対して、事業を積極的に周知し、貯筋運動教室

新規開設数の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

介護予防の推進

介護予防推進等事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法

健康寿命の延伸を図るため、介護予防教室・講座を開催する。また、地域で健康づくりや介護予防の自主的な活動の
定着を図るため、介護予防ボランティア「元気を広げる人」などを養成し、介護予防の取組を広げる。

年度7

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座の開催等

一般介護予防事業対象者

身近な場所で介護予防教室・講座を開催することにより、高齢者が自主的に介護予防に取り組めるようにな
る。

R4 R5 R6 R7
R8

元気アップ教室参加者数 人 0 0 350 380 420

教室参加者のうち週に１回以上運動をしてい
る者の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 66 67
0 0 71.1

元気アップ教室に参加することにより、参加前と比較して継続
的に運動している者が増加し、目標を達成することができた。

109.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 66 67 68
0 0 71.1

0 0 65 66 67 68
0 0 71.1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

43,173 36,722 34,392 38,048

16,979 17,904 34,392 38,048

26,194 18,818 0 0

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座
の開催等

介護予防教室・講座の開催、「元気を広げる人」養成講座
の開催等

介護予防把握事業費　
　　　６，２９５千円
介護予防普及啓発事業費
　　２３，３０１千円
地域介護予防活動支援事業費
　　　　　２６３千円
地域リハビリテーション活動
支援事業費　　０千円
一般介護予防事業評価事業費
　　　４，５３３千円

介護予防把握事業費　
　　　６，５２６千円
地域介護予防活動支援事業費
　　　　　４３３千円
介護予防普及啓発事業費
　　２５，８６４千円
地域リハビリテーション活動
支援事業費１７７千円
一般介護予防事業評価事業費
　　　５，０４８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,392

8,662

4,297

0

17,125

4,308

4,759

19,108

0

4,755

9,426

38,048

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　成果指標の実績値が目標値を上回っており、介護予防の取組に効果を上げているが、引き続き、参加者の増加を図り、高齢者の健康

寿命の延伸を図る必要がある。

　介護予防教室・講座を開催し、介護予防の推進に取り組む。また、介護予防ボランティア「元気を広げる人」の養成・支援を継続し

て実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者居場所づくり事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑧5- 介護保険法、老人福祉法、社会福祉法

高齢者が生きがいを持って地域で元気に暮らせる環境を整備するため、高齢者が気軽に集い、介護予防や健康づくり
のほか、子どもたちを交えた世代間交流ができる居場所づくりを支援する。

年度7

高齢者の居場所に対する運営支援

おおむね６５歳以上の高齢者

高齢者が心身機能の衰えに伴い閉じこもりがちとなり、社会との接点をなくして孤立することなどを防ぐた
め、高齢者等が気軽に集える居場所の開設・運営を行う個人又は団体に助成金を交付することにより、高齢
者の介護予防と健康増進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

高齢者居場所数 箇所 0 0 185 220 230

主観的健康感の維持向上率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 92.6 92.7 92.8
0 0 92.3

医師・歯科医師、医療系大学等の学生、民間事業者などが居場
所に出向いて健康教育を実施した結果、ほぼ目標を達成するこ
とができた。 99.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 92.6 92.7 92.8 92.9
0 0 92.3

0 0 92.6 92.7 92.8 92.9
0 0 92.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,758 20,166 24,157 24,932

9,280 9,628 9,489 10,264

10,478 10,538 14,668 14,668

５

５

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

高齢者の居場所に対する運営支援

高齢者の居場所に対する運営支援

運営助成金　７，５２８千円
子どもとのふれあい活動加算
　　　　　　　　　７９千円
その他　　　１，８８２千円

運営助成金　８，２２６千円
子どもとのふれあい活動加算
　　　　　　　　　９４千円
その他　　　１，９４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,489

2,370

1,186

0

4,744

1,189

1,307

5,131

0

1,283

2,543

10,264

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　参加者の高齢化等に伴い、居場所の開設数が減少傾向にあるため、これまで居場所に参加したことがない高齢者へのアプローチと活

動の継続支援が必要である。

　より多くの高齢者に居場所活動に参加してもらえるよう、介護予防教室の案内の際にチラシを同封するとともに、ホームページや広

報高松などを活用し、高齢者居場所づくり事業について積極的に周知する。

　また、高松市内３医師会連合会、高松市歯科医師会、医療系大学及び民間事業者との連携事業により、活動内容の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

在宅医療・介護連携推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑥5- 介護保険法

　医療と介護の両方を必要とする高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進するため、在宅医療従事者等で構成す
る在宅医療介護連携推進会議を開催し、在宅医療と介護サービスを一体的に提供できるよう、情報の共有と連携の強
化に向けた地域の実情に応じたネットワークづくりを推進する。

年度7

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

６５歳以上の高齢者

医療と介護が連携することで、安心して在宅で生活できる。

R4 R5 R6 R7
R8

在宅医療介護連携推進会議の開催数 回 0 0 6 6 6

多職種連携構築度評価平均得点 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7 7 7
0 0 6.3

　情報共有や交流が出来る機会を創出するため医療や介護等、
多職種の専門職が参加する研修会等を開催したが、参加者によ
るアンケート結果において、多職種連携構築度の評価平均点は
６．３となり、目標を達成することができなかった。

90.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7 7 7 7
0 0 6.3

0 0 7 7 7 7
0 0 6.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

21,651 30,687 33,058 33,104

11,398 12,848 14,762 14,808

10,253 17,839 18,296 18,296

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析
・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者
や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析
・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者
や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

委託料　７，６２３千円
在宅医療支援センター運営費
７，１３９千円

委託料　７，３７４千円
在宅医療支援センター運営費
７，４３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,762

5,683

2,842

0

3,395

2,842

2,850

3,407

0

2,850

5,701

14,808

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

　介護保険法に基づいて、地域包括ケアシステムの実現に向け、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築のため、ＰＤＣＡサイ

クルに沿った取組を推進していくに当たり、在宅医療コーディネーターの効果的な活用や将来的なＩＣＴの活用のための情報収集な

ど、国や県等の動向を窺いながら検討を行う必要がある。

　地域包括ケアシステムの構築の推進に当たり、在宅医療・介護連携推進事業は重要な施策の一つであり、在宅医療サービス

と介護サービスを一体的に提供するための、さらなる連携体制が必要である。

　このため、高松市在宅医療介護連携推進会議において課題を検討しながら、医療・介護関係者間の顔の見える関係づくりを推進する

研修会の開催や、現場で活動する在宅医療コーディネーターの質を確保するための方策を実施するなど、引き続き在宅医療・介護連携

推進事業に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者見守り事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

⑦5- 老人福祉法　介護保険法

高齢者が地域で安心して暮らし続けられる環境を整備するため、定期的な訪問・配食サービスによる安否確認や、日
常生活の不安を相談できる専用ダイヤルの開設などを行う。また、認知症等行方不明高齢者等の早期発見につなげる
ため、警察や民生委員等で構成する高松市認知症等行方不明高齢者保護ネットワークを活用し、電子メール配信シス
テムの運用により、関係機関や捜索協力員への迅速な情報提供を行う。

年度7

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安否確認等を行う。

６５歳以上高齢者

高齢者の在宅における日常生活を支援するとともに、事故の未然防止や早期対応を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

見守り協定に基づく通報件数 件 0 0 72 65 70

配食見守り事業利用者数 人 0 0 1,015 1,000 1,000

見守り協定締結事業者数 事業者

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 101 102
0 0 101

協定事業者数は、事業者の理解もあり増加した。地域の事業所
協力員が熱心に取り組んでおり、民生委員児童委員連盟とも連
携し、見守り体制を充実させた。 101.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 101 102 103
0 0 101

0 0 100 101 102 103
0 0 101

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

64,943 61,808 59,285 61,181

54,465 51,270 51,565 53,461

10,478 10,538 13,113 12,637

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう
見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高
齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん
通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安
否確認等を行う。

【見守り事業】特別あんしん見守り事業、地域で支えあう
見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業を推進し、地
域における見守り体制を強化する。【認知症等行方不明高
齢者家族支援事業】ＧＰＳを普及し電子メール配信等によ
り行方不明高齢者の早期発見・保護に努める。【あんしん
通報サービス事業】２４時間３６５日相談できる窓口を開
設する。【配食見守りサービス事業】配食にあわせて、安
否確認等を行う。

見守り事業費
　　　　　　６，１０１千円
認知症等行方不明高齢者家族
支援事業費
　　　　　　　　４５３千円
あんしん通報サービス事業費
　　　　　３２，３５７千円
配食見守りサービス事業費
　　　　　１２，６５４千円

見守り事業費
　　　　　　７，４６０千円
認知症等行方不明高齢者家族
支援事業費
　　　　　　　　９９０千円
あんしん通報サービス事業費
　　　　　３１，８４４千円
配食見守りサービス事業費
　　　　　１３，１６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

51,565

17,399

8,699

0

10,399

15,068

15,654

10,776

0

9,009

18,022

53,461

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 改善

特別あんしん見守り事業では、老人介護支援センター等の見守り訪問員により、効果的な安否確認や相談等ができている。あんしん通

報サービス事業は、施設入所等により利用者が減少、配食見守り事業については、利用者数が増加した。

複合的に事業に取り組むことで、見守り体制の充実に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者住宅等安心確保事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者住宅等安心確保事業実施要綱

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い，高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携および各種資源を活用することにより，高齢者の安心を確保する。また、毎
年１回、高齢者住宅等安心確保連絡協議会を開催し、生活援助員の質の向上に努めている。

年度7

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づくりを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活用することにより、高齢者の安心を確保する。

シルバーハウジングの入居者

シルバーハウジングの入居者が、自立して安全かつ快適な生活を営むことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

生活援助員勤務日数 日 0 0 896 904 896

生活援助員への相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,500 6,500 6,500
0 0 6,002

生活援助員による入居者への生活相談等を実施することにより
、入居高齢者の安心を確保することができた。

92.3%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6500 6500 6500 6500
0 0 6002

0 0 6500 6500 6500 6500
0 0 6002

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

20,346 20,524 19,237 19,516

8,372 8,481 6,885 7,164

11,974 12,043 12,352 12,352

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づく
りを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活
用することにより、高齢者の安心を確保する。

高齢者の安否確認や生活相談等を実施するための計画づく
りを行い、高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）への
生活援助員の派遣や関係機関等との連携及び各種資源を活
用することにより、高齢者の安心を確保する。

・高齢者住宅等安心確保事業
委託料
　生活援助員常駐（平日の日
中）：社会福祉法人
　緊急通報装置対応：警備保
障会社
・通信費（切手代）

・高齢者住宅等安心確保事業
委託料
　生活援助員常駐（平日の日
中）：社会福祉法人 ※令和
６年度から時間を短縮（８Ｈ
６Ｈ）→

　緊急通報装置対応：警備保
障会社
・通信費（切手代）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,885

2,560

1,280

0

1,765

1,280

1,594

1,571

0

1,333

2,666

7,164

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 88 100
88 継続

高齢者世話付住宅へ生活援助員を派遣し、日常生活の相談・指導、安否確認、緊急時の対応等のサービスを入居者に提供することによ

り、高齢の入居者が自立して安全かつ快適に生活できる場を確保することができた。

地域包括ケアの観点から、高齢者の住宅を確保し、生活を支援する必要があるため、今後とも効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

軽費老人ホーム事務費補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

軽費老人ホームの利用料等に係る取扱指針に

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等の一部を補助する。

年度7

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

軽費老人ホームの入所者及び入所希望者

自立した日常生活を営むことについて不安を抱える高齢者が、収入に応じた低額な料金で、施設を利用でき
るようにすること。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金を交付した施設数 施設 0 0 12 12 12

入所者実数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 536 536 536
0 0 512

軽費老人ホームを運営している全施設に対して補助金を交付す
ることにより、入所者が収入に応じた低額な料金で施設を利用
できたことなどから、目標を概ね達成できた。 95.5%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 536 536 536 536
0 0 512

0 0 536 536 536 536
0 0 512

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

211,329 211,720 216,094 217,637

199,355 199,677 202,970 204,513

11,974 12,043 13,124 13,124

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必
要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

社会福祉法人に対し、軽費老人ホームを運営するために必
要な職員の給料、修繕費、委託料等を対象経費の一部を補
助する。

補助額＝サービスに提供に要
する費用－本人からの徴収

補助額＝サービスに提供に要
する費用－本人からの徴収

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

202,970

0

0

0

0

202,970

204,513

0

0

0

0

204,513

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 88 100
88 継続

軽費老人ホームの運営に要する経費の一部を補助することで、自立した生活を営むことに不安のある高齢者が、収入に応じた低額な料

金で利用できる施設を確保することができた。

運営補助については、他自治体の動向等を勘案しながら適切な水準を維持し、効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

老人福祉施設整備支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市社会福祉法人助成条例　高松市社会福

（１）社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、高
松市社会福祉法人助成条例に基づいた利率にて算出された額を同法人へ補助する。
（２）老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助す
る。

年度7

老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助する。

老人福祉施設を設置する社会福祉法人

老人福祉施設の整備を促進し、入所者の生活環境の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

施設整備の募集・補助金の希望調査を行った回数 回 0 0 3 1 2

補助金により整備・改修が行われた老人福祉
施設数 施設

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 1 2
0 0 2

各補助事業について希望調査を通じて周知を図ったが、制度を
活用して整備回収を希望する施設はなく、目標を達成すること
はできなかった。 66.7%

点23

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 1 2 1
0 0 2

0 0 3 1 2 1
0 0 2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,862 222,238 13,481 13,237

2,139 209,442 357 113

12,723 12,796 13,124 13,124

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）社会福祉法人が、老人福祉施設整備のため独立行政
法人福祉医療機構から借入した償還に伴う利子に対し、高
松市社会福祉法人助成条例に基づいた利率にて算出された
額を同法人へ補助する。令和６年度をもって補助廃止。
（２）老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施
設整備費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助す
る。

老人福祉施設の整備等に対して、高松市老人福祉施設整備
費補助金交付要綱等に基づき算出された額を補助する。

（１）年２％以内の利率。合
併町分については、合併町が
行っていた利子補給率（金額
）を適用する。令和６年度を
もって補助廃止
（２）高松市老人福祉施設整
備費補助金交付要綱等に定め
る額

高松市老人福祉施設整備費補
助金交付要綱等に定める額

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

357

0

0

0

0

357

113

0

0

0

0

113

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 70 100
70 継続

老人福祉施設整備に要する費用について、社会福祉法人に対し、補助金及び利子補給金を交付することにより、老人福祉施設の整備が

促進され、入所者の生活の場を確保する効果があった。

（１）平成１５年４月１日に社会福祉法人助成条例施行規則を改正し、新規事業分については廃止しており、令和６年度をもって償還

が終了したため、本事業のうち利子に対する補助は廃止となった。

（２）高齢者保健福祉計画に沿った施設整備を進めるため、今後とも効果的な事業の実施に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

瓦町健康ステーション事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市瓦町健康ステーションにおいて、市民の「健康づくり」や「生きがいづくり」の事業を推進し、福祉の増進を
図る。

年度7

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦町健康ステーションの運営を行う。

高松市に居住する人

市民の健康づくりの場として、誰もが利用しやすい環境を整える。

R4 R5 R6 R7
R8

瓦町健康ステーションの開館日数 日 0 0 358 358 358

瓦町健康ステーションの年間来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50,000 51,000 52,000
0 0 30,199

周辺施設のリニューアルや各年行事の開催がなかったことによ
り年間利用者数は減少し、目標達成できなかった。

60.4%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50000 51000 52000 53000
0 0 30199

0 0 50000 51000 52000 53000
0 0 30199

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

29,222 31,205 36,822 37,755

26,228 28,194 33,734 34,667

2,994 3,011 3,088 3,088

５

３

３

３

１

１

令
和

6

令
和

7

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦
町健康ステーションの運営を行う。

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦
町健康ステーションの運営を行う。

人件費　２６，２６０千円
報償費　　　　５１０千円
委託料　　２，５４０千円
使用料　　　　７０４千円
その他　　３，７２１千円

人件費　２６，９７１千円
報償費　　　　５４８千円
委託料　　２，６１４千円
使用料　　　　７９０千円
その他　　３，７４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33,734

6,211

3,122

0

13,132

11,269

11,241

13,841

0

3,213

6,372

34,667

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

検討の余地がある

業

業

Ｃ 58 100
58 改善

利用者数が減少傾向にあることから、減少理由の分析を行うとともに、引き続き、各種講座等健康ステーション事業を実施する必要が

ある。

今後も、公共交通機関の結節点の機能を生かしながら、健康づくりのための講座などを充実させていくことで、利用者の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

敬老事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

老人福祉法

敬老の日前後に、各地域で長寿をお祝いする催しを開催する。１００歳及び市内男女最高齢の方へ祝品、８８歳の方
へ祝品と市長直筆のメッセージカードを贈呈する。

年度7

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

高齢者等

敬老祝品を贈呈することにより、高齢者の長寿と健康を祝うとともに、高齢者に対する敬意の意を表す。

R4 R5 R6 R7
R8

敬老祝品贈呈件数 件 0 0 2,693 2,602 2,800

４４地域のうち敬老事業を実施した地域の割
合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

全地域で記念品等を配布しており、目標を達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,274 18,045 20,960 19,114

9,790 10,518 11,696 9,850

7,484 7,527 9,264 9,264

５

３

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

８８歳、１００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

祝品　　１１，６１０千円
敬老会　　　　　８６千円

祝品　　　９，７６３千円
敬老会　　　　　８７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

11,696

0

0

0

0

11,696

9,850

0

0

0

0

9,850

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

令和２年度より８８歳、９９歳への敬老祝金を廃止し、１００歳及び市内男女最高齢の方へ祝品を、８８歳の方に祝品と市長直筆のメ

ッセージカードを贈呈した。また、各地域で実施の敬老事業対象者は、増加傾向となった。対象者の増加により経費の増加や、支援者

不足が課題である。

高齢者の増加に伴う事業費の増加及び平均寿命の延長を踏まえ、将来的に敬老事業の在り方をを検討する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

在宅高齢者家族支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者短期入所事業実施要綱、高松市

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業・介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

年度7

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

介護保険要介護認定者

高齢者の保健衛生の向上と家族の介護の軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

在宅寝たきり高齢者等介護見舞金支給人数 人 0 0 724 744 760

在宅認定者率（要介護４、５） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55 55 55
0 0 56.9

介護者に対する日常生活の負担軽減を図り、在宅での生活を支
援したため、目標を概ね達成できた。

103.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55 55 55 55
0 0 56.9

0 0 55 55 55 55
0 0 56.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

60,245 59,815 59,914 59,999

45,277 44,761 42,930 44,559

14,968 15,054 16,984 15,440

５

３

５

５

１

５

令
和

6

令
和

7

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短
期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短
期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の
住み慣れた在宅での生活を支援する。

短期入所　　　　
　　　　　　４，３４４千円
介護見舞金　
　　　　　３８，５８６千円

短期入所　　　
　　　　　　４，３８３千円
介護見舞金　
　　　　　４０，１７６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

42,930

0

0

0

0

42,930

44,559

0

0

0

0

44,559

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

現状が望ましい

Ａ 94 100
94 継続

老人短期入所事業、介護見舞金支給事業ともに要件を的確につかみ、適正な実施に努めた。

在宅寝たきり高齢者等介護見舞金については、必要に応じて改善案を検討する必要がある。短期入所事業については、利用日数期間内

に在宅支援準備を整えられるよう支援体制を検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

寝たきり高齢者等支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市寝たきり高齢者等紙おむつ給付事業実

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象者宅に配布する。

年度7

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象者宅に配布する。

寝たきり等の高齢者

日常生活上の不安を和らげ、在宅での生活を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

紙おむつ給付登録者数 人 0 0 2,212 1,977 1,997

紙おむつ給付延べ件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 23,763 24,925 26,047
0 0 23,232

紙おむつの給付により、在宅高齢者の日常生活を支援したため
、概ね目標を達成できた。

97.8%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 23763 24925 26047 27219
0 0 23232

0 0 23763 24925 26047 27219
0 0 23232

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

96,565 106,015 111,754 134,095

89,081 98,488 102,490 124,831

7,484 7,527 9,264 9,264

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象
者宅に配布する。

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを定期的に対象
者宅に配布する。

紙おむつ　
　　　　１０２，４９０千円

紙おむつ　
　　　　１２４，８３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

102,490

0

0

0

102,490

0

0

124,831

0

0

0

124,831

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 継続

紙おむつ給付事業について、運送業界のドライバー不足に対応するため、配達方法の見直しを行い、迅速で正確な配達を継続した。年

々紙おむつの給付対象者が増加しており、新たな給付内容の見直しを検討する。

紙おむつの給付対象者が増加すると供に事業費も年々増加しており、新たな給付内容の見直しを検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

軽度生活援助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市軽度生活援助事業実施要綱

在宅の一人暮らし高齢者等に対し生活を支援する者を派遣し、軽易な日常生活上の援助を行うことにより、自立した
生活の継続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。事業は、公益社団法人高松市
シルバー人材センターに委託して実施する。

年度7

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー人材センターに支払う。

６５歳以上の一人暮らしの高齢者等

自立した生活の継続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。

R4 R5 R6 R7
R8

軽度生活援助事業登録者数 件 0 0 1,525 1,600 1,600

軽度生活援助利用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18 19 20
0 0 17.5

委託先の援助員数の減少等により、一部で利用までに待機者が
発生しており、利用率が減少傾向にある。

97.2%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18 19 20 20
0 0 17.5

0 0 18 19 20 20
0 0 17.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,106 23,250 22,396 25,600

19,112 20,239 19,308 22,512

2,994 3,011 3,088 3,088

５

３

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高
齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー
人材センターに支払う。

シルバー人材センターに委託し６５歳以上の一人暮らし高
齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用
時間に基づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー
人材センターに支払う。

１人当たり月２回で１回につ
き３時間まで又は月３回で１
回につき２時間まで。
委託料１時間当たり、
生活保護世帯１，１０４円
その他の世帯　　７５４円

１人当たり月２回で１回につ
き３時間まで又は月３回で１
回につき２時間まで。
委託料１時間当たり、
生活保護世帯１，１６４円
その他の世帯　　８１４円
振込手数料相当額　１件当た
り　１７１円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

19,308

0

0

0

0

19,308

22,512

0

0

0

0

22,512

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 改善

自立した生活の継続を可能とするとともに要介護状態への進行を予防している。

高齢者が経験と知識を生かし、生きがいを持って就業できるため、シルバー人材センターに委託しているが、今後、総合事業への移行

や、利用者の利便性、受益者負担を考慮しながらサービス内容や利用料などの検討が必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

10

20

30

40

50

60

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者福祉タクシー助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

高松市高齢者福祉タクシー助成事業要綱

　外出することが難しい在宅の高齢者からの申請により、年度内有効のタクシー助成券１５枚を交付することにより
、外出支援を図ることを目的とする。

年度7

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付する。

外出することが難しい在宅で生活している高齢者で、要介護１～５の認定を受けている・本人及び配偶者の
市民税が非課税である・一人暮らしまたは高齢者のみの世帯である等の要件を満たす者

外出することが難しい、在宅で生活している高齢者の外出を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

タクシー助成券交付者数 人 0 0 2,183 2,124 2,130

タクシー助成券利用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 44.5

制度利用の周知を図ることで、概ね目標を達成することができ
た。

89.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 44.5

0 0 50 50 50 50
0 0 44.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,707 14,421 18,496 19,219

8,965 10,657 10,776 11,499

3,742 3,764 7,720 7,720

５

５

５

５

１

５

令
和

6

令
和

7

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付す
る。

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付す
る。

扶助費　　１０，６２６千円
その他　　　　　１５０千円

扶助費　　１１，２６６千円
その他　　　　　２３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,776

0

0

0

0

10,776

11,499

0

0

0

0

11,499

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

高齢者の外出支援に、タクシー助成券は一定の役割を果たしている。昨年度に比べ利用人数は増加している。

引き続き、高齢者の外出支援、移動支援を公共交通の状況や、各地区の状況を踏まえ支援、検討をしていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

老人クラブ活動助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

老人福祉法

老人クラブが行う活動事業を補助する。

年度7

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認められ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

市内居住６０歳以上の高齢者

高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮らせるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数（単位クラブ） 件 0 0 216 225 225

老人クラブ会員数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 11,200 11,200 11,200
0 0 10,457

後継者不足等により、一部の老人クラブが解散したため、単位
クラブ数、会員数は減少した。今後、地域の未加入高齢者に対
して、老人クラブの活動内容を周知し、より一層、会員数の増
加促進を行っていく必要がある。

93.4%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 11200 11200 11200 11200
0 0 10457

0 0 11200 11200 11200 11200
0 0 10457

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

30,811 29,825 28,815 30,224

25,572 24,556 23,411 24,820

5,239 5,269 5,404 5,404

５

３

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認めら
れ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位
老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認めら
れ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対し
て、感謝状等を贈呈する。
高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単位
老人クラブをサポート等する高松市老人クラブ連合会事務
局の運営費及び活動費の一部を補助する。

功労者記念品購入費　５千円
功労者丸筒等購入費　２千円
功労者感謝状筆耕料１８千円
単位老人クラブ活動助成金等
　　　　　２３，３８８千円

功労者記念品購入費１０千円
功労者丸筒等購入費　３千円
功労者感謝状筆耕料３６千円
単位老人クラブ活動助成金等
　　　　　２４，７７１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

23,411

6,282

0

0

0

17,129

18,253

0

0

0

6,567

24,820

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 継続

後継者不足等により、単位クラブが解散するなど、クラブ数、会員数ともに減少したため、再度単位クラブの立ち上げを促すなど、働

きかけが必要である。

高松市老人クラブ連合会とも連携しながら、老人クラブの活性化に向けた支援に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

シルバー人材センター運営補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

シルバー人材センター運営補助金交付要綱

市内に居住する６０歳以上の正会員と学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢者
の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

年度7

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

市内に居住する６０歳以上の高齢者

高齢者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 1 1 1

シルバー人材センター会員数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,340 1,340 1,340
0 0 1,325

継続雇用制度の浸透や会員の高齢化などにより会員数が減少し
たため、目標を達成できなかった。

98.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1340 1340 1340 1340
0 0 1325

0 0 1340 1340 1340 1340
0 0 1325

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,117 19,137 19,188 19,288

16,872 16,879 16,872 16,972

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特
別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への
参加を促進する。

市内に居住する６０歳以上の正会員と、学識経験者等の特
別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢
者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への
参加を促進する。

施設修繕料　０千円
香川県シルバー人材センター
連合会賛助会員会費　
３口×１０千円
全国シルバー人材センター事
業協会賛助会員会費
５口×１０千円
シルバー人材センター運営補
助金１６，７９２千円

施設修繕料　１００千円
香川県シルバー人材センター
連合会賛助会員会費　
３口×１０千円
全国シルバー人材センター事
業協会賛助会員会費
５口×１０千円
シルバー人材センター運営補
助金１６，７９２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

16,872

0

0

0

0

16,872

16,972

0

0

0

0

16,972

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

シルバー人材センターについての事業内容をより広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。高齢者の生きがいづくりや就労機会が

多様化していることもあり、会員数の減少が続いている。

引き続き、シルバー人材センターについての事業内容を、より広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。また、実績報告等を精査

し、補助金の適正執行に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

高齢者福祉施策推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

令和 年度～6 令和 年度13

社会福祉法・高松市社会福祉審議会条例・老

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知する。

年度7

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。
　さらに次期計画策定のための基礎調査を行う。

６５歳以上の高齢者

高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送ることができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

高齢者向けガイドブック発行部数 部 0 0 30,000 30,000 30,000

高齢者向けガイドブック配布部数 部

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 28,500 29,000 29,500
0 0 29,209

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとと
もに高齢者福祉サービスについて広く周知し、目標を達成でき
た。 102.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 28500 29000 29500 30000
0 0 29209

0 0 28500 29000 29500 30000
0 0 29209

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

58,255 54,278 60,790 65,674

34,306 30,192 36,086 40,970

23,949 24,086 24,704 24,704

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を
実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を
実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知
す
る。
　さらに次期計画策定のための基礎調査を行う。

通信運搬費、運営協議会委員
報酬費、事務費全般

通信運搬費、運営協議会委員
報酬費、委託料、事務費全般

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

36,086

0

0

0

144

35,942

39,665

1,305

0

0

0

40,970

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 94 100
94 継続

　第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、高齢者福祉サービスについて広く周知した。

　令和７年度は、第９期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施するとともに、次期計画策定のための基礎調査を行う。

　また、市政出前ふれあいトークや高齢者のためのあんしんガイドブックの配布、高齢者の居場所づくり事業などの様々な機会を活用

し、市民への周知も継続して行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

子育て支援対策推進事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

⑧1- 高松市子ども・子育て支援推進計画

子育て支援総合情報発信事業、こども未来ネットワーク会議、子ども・子育て支援推進計画進捗管理・最終評価、こ
ども計画の指標設定、子ども・子育て支援会議（計画に関する審議）、動物とのふれあい事業を実施し、子ども・子
育て家庭への切れ目ない支援を総合的・計画的に推進します。

年度7

①子育て支援総合情報発信事業委託（子育てに関する様々な情報提供）
②こども未来ネットワーク会議の開催（子育て支援団体のネットワーク化）
③子ども・子育て支援推進計画進捗管理・最終評価、こども計画の指標設定
④子ども・子育て支援会議の開催
⑤動物とのふれあい事業

子どもと子育て家庭

家庭や地域における子育て支援体制を整備する。

R4 R5 R6 R7
R8

こども未来ネットワーク会議開催回数 回 0 0 4 4 4

ネットワーク会議参加者総数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 130 130 130
0 0 76

防災対策に関する研修会を実施するなど、新しい内容での開催
に努めたが、目標を達成できなかった。

58.5%

点20

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 130 130 130 130
0 0 76

0 0 130 130 130 130
0 0 76

らっこネットアクセス件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70,000 70,000 70,000
0 0 56,806

子育て家庭の情報収集方法が 等に移行していることに伴いSNS
、アクセス件数が減少し、目標を達成できなかった。

81.2%

点28



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,983 21,388 26,467 13,877

3,832 10,173 18,747 6,157

11,151 11,215 7,720 7,720

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①子育て支援総合情報発信事業委託
②こども未来ネットワーク会議の開催
③子ども・子育て支援推進計画進捗管理、こども計画策定
支援業務委託
④子ども・子育て支援会議の開催
⑤動物とのふれあい事業

①子育て支援総合情報発信事業委託（子育てに関する様々
な情報提供）
②こども未来ネットワーク会議の開催（子育て支援団体の
ネットワーク化）
③子ども・子育て支援推進計画進捗管理・最終評価、こど
も計画の指標設定
④子ども・子育て支援会議の開催
⑤動物とのふれあい事業

①　　１，１１３千円
②　　　　　　７千円
③④１６，６２７千円
⑤　　１，０００千円

総計　１８，７４７千円

①　　１，０８９千円
②　　　　　２１千円
③④　４，０９７千円
⑤　　　　９５０千円

総計　　６，１５７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

18,747

0

0

0

2,010

16,737

6,157

0

0

0

0

6,157

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ｂ 70 100
70 継続

こども未来ネットワーク会議を開催し、関係機関と情報交換・共有ができたほか、子ども・子育て支援会議を開催し、各種取組や計画

策定について検討することができた。

らっこネットのアクセス件数が低下しているため、効果的な情報発信の方法を検討する必要がある。

こども未来ネットワーク会議を開催し、関係機関と情報交換・共有する。

タイムリーに情報を随時更新できるネットの特性を生かし、子育て世帯に必要な情報が行き届くよう様々な機会で周知を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

地域子育て支援拠点事業（子育て支援課分）

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法第２１条の９

常設の地域子育て支援拠点を開設し、主として概ね３歳未満の児童及びその保護者を対象として、子育て親子の交流
の場の提供のほか、交流の促進・子育て等に関する相談、援助・地域の子育て関連情報の提供等を実施し、地域の子
育て支援機能の充実を図るとともに、子どもの健やかな育ちを促進する。
併せて、子どもとその保護者等が教育・保育施設や地域の子育て支援事業等を円滑に利用できるよう、地域子育てコ
ーディネート事業を３か所で実施する。

年度7

・委託継続１１か所（ＮＰＯ法人、医療機関、社会福祉法人、子育て支援団体）※利用者支援事業３か所含む。
・直営２か所（各キッズセンター）

乳幼児及びその保護者

子育て家庭の育児への負担感の緩和を図り、安心して子育て・子育ちができる環境を整備し、地域の子育て
支援機能の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

地域子育て支援拠点事業の開催日数 日 0 0 3,344 3,300 3,300

利用者数（子ども） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 34,548 35,035 36,077
0 0 37,935

感染症予防に留意して事業を実施することで、利用者が増加し
、目標値を達成した。

109.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 34548 35035 36077 37711
0 0 37935

0 0 34548 35035 36077 37711
0 0 37935

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

152,184 159,571 163,944 168,984

134,222 141,506 152,364 157,404

17,962 18,065 11,580 11,580

５

５

５

５

５

３

令
和

6

令
和

7

・委託継続１１か所（ＮＰＯ法人、医療機関、社会福祉法
人、子育て支援団体）※利用者支援事業３か所含む。
・直営２か所（各キッズセンター）

・委託継続１１か所（ＮＰＯ法人、医療機関、社会福祉法
人、子育て支援団体）※利用者支援事業３か所含む。
・直営２か所（各キッズセンター）

委　託）１３９，３５８千円
直　営）　１３，００６千円
合計　　１５２，３６４千円

委　託）１４４，１７９千円
直　営）　１３，２２５千円
合計　　１５７，４０４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

152,364

59,399

46,148

0

0

46,817

47,909

0

0

47,896

61,599

157,404

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 98 100
98 継続

感染症予防に留意し、安全性を確保しながら実施したことにより、前年度と比べて利用者数が増加した。

・感染症予防に留意し、利用者の安全性の確保に努め、地域子育て支援拠点事業を実施することにより、子育て支援機能の充実を目指

す。

・施設間で利用人数や活動内容に差が生じているため、ネットワーク会議等による積極的な情報共有や、市職員の定期的な訪問による

助言・指導を実施し、改善を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

病児保育事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法第２１条の９

児童が、病気回復期（病後児）又は病気の回復期には至らないが当面症状の急変が認められない場合で、まだ集団保
育ができず、保護者も仕事等の理由により家庭で育児ができない場合に、医院等に付設された専用スペースで一時的
に預かることにより、保護者の子育てと仕事の両立、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進を図り
、安心して子育てができる環境を整備する。
また、予約システムの導入により、利用者や施設の負担軽減、利便性の向上に努める。

年度7

委託施設（医療機関７か所）（病児対応型）
トビウメ小児科・西岡医院・小林内科小児科医院・へいわこどもクリニック・しぶや小児科・わき外科内科・新規施
設（令和８年１月運用開始）
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

小学校６年生までの児童とその保護者

子育てと仕事の両立、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の推進を図り、安心して子育てができる
環境を整備する。

R4 R5 R6 R7
R8

開設延べ日数 日 0 0 1,530 1,650 1,750

病児・病後児保育事業利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9,141 9,094 9,029
0 0 7,479

感染症の流行が落ち着いていたため、利用者数が減少し、目標
を達成できなかった。

81.8%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 9141 9094 9029 8959
0 0 7479

0 0 9141 9094 9029 8959
0 0 7479

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

111,912 140,580 140,920 153,943

105,925 134,558 138,218 151,241

5,987 6,022 2,702 2,702

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

委託施設（医療機関６か所）（病児対応型）
トビウメ小児科・西岡医院・小林内科小児科医院・へいわ
こどもクリニック・しぶや小児科・わき外科内科
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

委託施設（医療機関７か所）（病児対応型）
トビウメ小児科・西岡医院・小林内科小児科医院・へいわ
こどもクリニック・しぶや小児科・わき外科内科・新規施
設（令和８年１月運用開始）
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

病児保育事業：
１３８，２１９千円
幼児教育無償化給費等：
実績なし

病児保育事業：
１５１，２３３千円
幼児教育無償化給費等：
８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

138,218

43,768

49,206

0

0

45,244

49,935

0

0

54,822

46,484

151,241

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

令和６年度は感染症等の流行が落ち着いていたため、利用者数が減少したが、今後においても、ニーズ量に応じた受入れ体制を確保し

ていく必要がある。

・感染症予防に留意しながら、必要な家庭が利用できるよう、受入れ体制を整える。

・予約システムの運用など、利用者や施設の負担軽減、利便性の向上に努める。

・利用料免除制度により、生活困窮世帯の経済的負担を軽減する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

放課後児童クラブ事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

⑥1- 児童福祉法、放課後児童健全育成事業の設備

保護者が就労等により昼間家庭に居ない、小学校に就学している児童に対して、授業の終了後等に、小学校の余裕教
室、児童館等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図るとともに、運営の一部を民間委託
した公設民営の事業を補完するため、学童保育を実施する社会福祉法人等に対して補助金を交付し、事業運営を支援
する。

年度7

①公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の一部民間委託に要する経費　
②公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の直営実施に要する経費
③放課後児童健全育成事業補助金（民間放課後児童クラブへの運営補助）　４１教室

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童

児童にとっての安全な居場所を確保するとともに、遊びを通して自主性、社会性、創造性を向上させ、児童
の健全育成を推進する。また、これによって保護者にとって安心して就労できる環境を整える。

R4 R5 R6 R7
R8

受入可能児童数 人 0 0 5,588 5,895 6,067

放課後児童クラブ入会率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 98.6 98.9 99
0 0 97.6

民間放課後児童クラブ７教室を増室したことにより、受入可能
児童数が増加したが、それを上回る利用希望があったため、目
標を達成できなかった。 99.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 98.6 98.9 99 99.5
0 0 97.6

0 0 98.6 98.9 99 99.5
0 0 97.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,118,104 1,166,535 1,495,671 1,613,240

1,073,200 1,121,373 1,453,211 1,570,780

44,904 45,162 42,460 42,460

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

①公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の一部民間委
託に要する経費
②公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の直営実施に
要する経費
③放課後児童健全育成事業補助金（３５教室）
④公立クラブにおける空調設備改修工事実施設計

①公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の一部民間委
託に要する経費　
②公立放課後児童クラブ（１０５教室）運営の直営実施に
要する経費
③放課後児童健全育成事業補助金（民間放課後児童クラブ
への運営補助）　４１教室

①９３８，１５４千円
②　４１，３６０千円
③４６７，１１９千円
④　　３，８１７千円

①９３９，５９４千円
②　５６，０２７千円
③５７５，１５９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,453,211

405,009

392,834

0

239,740

415,628

447,949

238,780

0

441,479

442,572

1,570,780

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 拡充

公立クラブにおける放課後児童支援員の人材不足の解消を要請したほか、学校施設の活用による公立クラブの増室を進めるとともに、

複数校区の児童の受入れが可能な民間事業者の参入を促進しているものの、令和７年５月 日現在において、待機児童の解消には至っ1

ていない。

令和６年度からの公立クラブの民間委託化により、公立クラブの更なる増室に対応できるよう、受託者に対して安定的な職員体制の確

保を要請するほか、校区ごとの量の見込みの増加に対応するため、公立クラブの整備に当たっては、学校施設の活用による整備を基本

としつつ、学校施設外での整備手法も含めて、具体的な確保方策を検討する。公設での対応が難しい地域については、民間事業者によ

る整備を推進するなど、必要とする教室数を確保することにより、引き続き、待機児童の解消を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

ファミリー・サポート・センター事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法第２１条の９

仕事と育児の両立を支援するため、地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、育児について
相互に助け合う会員（有償ボランティア）組織をつくり、その拠点となる「たかまつファミリー・サポート・センタ
ー」を設置し、会員組織の運営管理や相互援助活動の調整・支援などを行う。援助活動内容としては、保育施設への
送迎、保育時間前後の子どもの預かり、保護者の病気や急用時、冠婚葬祭、上の子どもの学校行事など外出時の子ど
もの預かりなどがある。事業運営は、公募により、開設当初から特定非営利活動法人に委託して実施している。

年度7

登録会員数見込：２，５００人（依頼会員１，８５０人、提供会員５８０人、両方会員７０人）
援助活動件数見込：１０，３０３件
会員養成講座：年３回、会員スキルアップ講座：年２回、会員交流会：年２回開催
ファミサポ通信：３８・３９号発行
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

育児などの援助を必要とする人と援助を行いたい人

子育て家庭が仕事等と育児を両立できる環境を整備し、地域ぐるみの子育て支援・児童健全育成を推進する
。

R4 R5 R6 R7
R8

マッチング件数 件 0 0 137 150 150

ファミリー・サポート・センター事業利用件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10,102 10,303 10,469
0 0 8,095

広報誌の発行や交流会の開催など、制度の周知に努めたが、目
標には達しなかった。

80.1%

点28

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10102 10303 10469 10615
0 0 8095

0 0 10102 10303 10469 10615
0 0 8095

ファミリー・サポート・センター登録会員数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,500 2,500 2,500
0 0 2,619

広報誌の発行や登録会の開催など、制度の周知に努め、目標を
達成した。

104.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,971 18,891 13,647 13,764

12,984 12,869 12,875 12,992

5,987 6,022 772 772

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

登録会員数：２，６１９人（依頼会員１，９５６人、提供
会員５８９人、両方会員７４人）
援助活動件数：８，０９５件
会員養成講座：年３回、会員スキルアップ講座：年２回、
会員交流会：年２回開催
ファミサポ通信：３６・３７号発行
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

登録会員数見込：２，５００人（依頼会員１，８５０人、
提供会員５８０人、両方会員７０人）
援助活動件数見込：１０，３０３件
会員養成講座：年３回、会員スキルアップ講座：年２回、
会員交流会：年２回開催
ファミサポ通信：３８・３９号発行
利用者への給付（幼児教育・保育の無償化の一環）

委託料　１２，８０７千円
給付費　　　　　６９千円　
　　　　　
※三木町・綾川町負担金収入
　４３３千円

委託料　１２，９１２千円
給付費　　　　　８０千円　
　　　　　
※三木町・綾川町負担金収入
　４３５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,875

4,302

4,286

0

433

3,854

3,889

435

0

4,324

4,344

12,992

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 89 100
89 継続

前年度と比べ依頼会員数は増加傾向にあるが、提供会員数は減少している。また、登録会員数の増加に反し、利用件数は減少している

。

今後も提供会員の確保に努めるとともに、講習会及び交流会を定期的に開催し、提供会員の質の向上を図り、必要とする時に支援を受

けられる安定したサービスの提供に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

年長児童の赤ちゃん出会い・ふれあい交流事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

高松市子ども・子育て支援推進計画

家庭での親子のふれあいや地域における様々な人との出会い・コミュニケーションを活性化し、児童の健全な育成及
び次代の親づくりを促進するため、中学生を対象に、乳幼児やその保護者と出会い・ふれあい・交流する場を提供し
、赤ちゃんとのかかわり方の学習及び安全な抱き方・遊び方などの体験学習を行う。

年度7

中学生を対象に乳幼児やその保護者と出会い・ふれあい・交流する場を提供し、赤ちゃんとのかかわり方の学習及び
安全な抱き方、遊び方などの体験学習を行う。
対象校：中学校２０校
各校の１学年の全クラスで事業開催
（事前授業１時間、ふれあい授業１時間）

中学生

家庭での親子のふれあいや地域における様々な人との出会い・コミュニケーションを活性化し、児童の健全
な育成及び次代の親づくりを促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

ふれあい体験参加生徒数 人 0 0 2,793 2,600 2,600

ライフデザインを考えるきっかけとなった生
徒の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 85

目標達成には至らなかったが、約８割の生徒が、結婚や子育て
に対する理解が深まった。

85.0%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 85

0 0 100 100 100 100
0 0 85

乳幼児に関心を持つようになった生徒の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 91

目標達成には至らなかったが、約９割の生徒が乳幼児に関心を
持つようになった。

91.0%

点32



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,355 4,771 4,674 4,870

2,110 2,513 2,744 2,940

2,245 2,258 1,930 1,930

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

中学生を対象に乳幼児やその保護者と出会い・ふれあい・
交流する場を提供し、赤ちゃんとのかかわり方の学習及び
安全な抱き方、遊び方などの体験学習を行う。
対象校：中学校１９校
各校の１学年の全クラスで事業開催
（事前授業１時間、ふれあい授業１時間）

中学生を対象に乳幼児やその保護者と出会い・ふれあい・
交流する場を提供し、赤ちゃんとのかかわり方の学習及び
安全な抱き方、遊び方などの体験学習を行う。
対象校：中学校２０校
各校の１学年の全クラスで事業開催
（事前授業１時間、ふれあい授業１時間）

委託料　
　２，７４４千円
　（１９校９２クラス）

委託料　
　２，９４０千円
　（２０校９４クラス）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,744

0

1,829

0

0

915

735

0

0

2,205

0

2,940

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

１９校の中学校がふれあい体験事業を実施した。

参加希望校は年々増加している。

事業を実施する学校及び委託団体の意向を尊重した上で、実施方法を検討し、事業を継続する。

また、新たに事業を実施する学校及び委託団体を募集し、事業の拡充に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

放課後子ども教室事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

高松市放課後子ども教室実施要綱

　放課後等に子どもたちの安心安全な活動場所を確保するため、地域の協力を得ながら、各校区に、コーディネータ
ー、教育活動推進員、教育活動サポーターなどを配置し、学び、スポーツ、文化活動、地域の方々との交流活動等を
行う。
　対　　象：小学校１年生～６年生
　実施場所：小学校の余裕教室、体育館、運動場、図書室、コミュニティセンター等
　実施時間：平日　放課後～午後５時、土曜日・日曜日等　午前９時～正午

年度7

放課後子ども教室事業の実施　　３７校区／４６校区
　　継続　　３５校区
　　新規　　　２校区
放課後子ども総合プラン運営委員会開催　１回
子どもの居場所づくり指導者養成事業（研修会）開催　５回

小学校の１年生から６年生の児童

子ども達が地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

開設延べ日数（放課後子ども教室） 日 0 0 1,391 1,450 1,525

放課後子ども教室実施校区数 校 0 0 35 37 40

参加児童数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 31,600 33,600 35,600
0 0 32,105

コミュニティ協議会の会長等が集まる総会において、事業の連
携等について説明を行うなど、実施校区数の増加に努めた結果
、新規開設に繋がったことや、子ども教室のプログラムに複数
回参加する児童が増えたことで、目標を達成することができた
。

101.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 31600 33600 35600 37600
0 0 32105

0 0 31600 33600 35600 37600
0 0 32105

登録児童数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,700 2,900 3,200
0 0 2,566

コミュニティ協議会の会長等が集まる総会において、事業の連
携等について説明を行うなど、実施校区数の増加に努めた結果
、新規開設に繋がったが、目標には達しなかった。 95.0%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

23,995 24,261 23,081 27,394

16,511 16,734 17,291 21,604

7,484 7,527 5,790 5,790

５

３

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

放課後子ども教室事業の実施　　３５校区／４６校区
　　継続　　３４校区
　　新規　　　１校区
放課後子ども総合プラン運営委員会開催　１回
子どもの居場所づくり指導者養成事業（研修会）開催　５
回

放課後子ども教室事業の実施　　３７校区／４６校区
　　継続　　３５校区
　　新規　　　２校区
放課後子ども総合プラン運営委員会開催　１回
子どもの居場所づくり指導者養成事業（研修会）開催　５
回

実施委託料等
　１７，２１０千円
委員会・研修会開催経費
　　　　　８２千円

実施委託料等
　２１，４２６千円
新規開設校区備品購入費
　　　　　７０千円
委員会・研修会開催経費
　　　　１０８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

17,291

5,752

0

0

0

11,539

14,403

0

0

0

7,201

21,604

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 88 100
88 拡充

実践的かつ多様な研修を実施することにより人材の育成を図り、事業の充実に努めた。

目標達成に向け、引き続き、新規開設校区の増加に取り組む必要がある。

実践的かつ多様な研修を実施し、人材を育成することにより、事業の充実を図るとともに、未実施校区の現状の把握に努めながら、関

係団体に対し、独自財源で実施している類似事業を放課後子ども教室として実施することを提案するなど、教室開設の働き掛けを継続

し、新規開設校区の増加を図る。また、地域の現状や課題を踏まえ、連携型の増加を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

子ども食堂等支援事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

令和 年度～6 令和 年度13

④1- こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関

　核家族や共働き、ひとり親家庭などの増加に伴い、一人で食事をする「孤食」となる子どもが増えている中、子ど
もの孤食を防止するほか、安らげる場所を確保するため、子どもたちに無料又は安価で温かく栄養バランスの取れた
食事を提供するとともに、地域住民とのつながりの強化や生活環境等についての相談支援、学習・生活習慣について
の支援も行う「子ども食堂」の開設や運営に係る費用の一部を補助する。
　また、子ども食堂実施団体の基盤・体制の強化を図るため、「たかまつ子ども食堂ネットワーク」と連携を図りな
がら、企業・個人等とのマッチングや寄附・食材提供等の受け入れなどを促進する。

年度7

・子ども食堂運営補助等（初期経費、運営補助、学習支援加算、相談支援加算）
・子ども食堂ネットワーク事業委託（１団体）

高松市内の全ての子どもや地域住民など

子ども食堂の開設及び継続的・安定的な運営の確保を促進することで孤食の防止や安心できる居場所を提供
する。また、フードパントリーの実施を通じて、生活環境が厳しい子育て家庭などと支援を結びつけるつな
がりの場を提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

子ども食堂助成箇所数 箇所 0 0 26 27 30

子ども食堂箇所数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 35 38 41
0 0 36

子ども食堂の開設や運営に係る費用の一部を助成することで、
子ども食堂の新規開設を促し、目標を達成した。

102.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 35 38 41 44
0 0 36

0 0 35 38 41 44
0 0 36

たかまつ子ども食堂ネットワーク参加団体数 団体数

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 26 29 32
0 0 23

新規開設団体等に参加を促進し、参加団体数は増加しているも
のの、目標には達しなかった。

88.5%

点31



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,406 10,739 16,803 19,351

5,658 9,986 12,943 15,491

748 753 3,860 3,860

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

・子ども食堂運営補助等（初期経費、運営補助、学習支援
加算、相談支援加算）
・フードパントリー事業委託（１団体）
・子ども食堂ネットワーク事業委託（１団体）

・子ども食堂運営補助等（初期経費、運営補助、学習支援
加算、相談支援加算）
・子ども食堂ネットワーク事業委託（１団体）

【子ども食堂】
開設支援：２か所
運営支援：２６か所

【子ども食堂】
開設支援：３か所
運営支援：２８か所

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,943

8,621

0

0

0

4,322

5,171

0

0

0

10,320

15,491

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 94 100
94 継続

子ども食堂が、子どもの孤食を防止し、地域住民の繋がりの場や学習支援の場となる意義を有することを、引き続き周知・啓発するこ

とで、地域住民、福祉関係者や教育関係者等の理解と協力を促す必要がある。

また、子ども食堂実施団体の基盤・体制の強化を図り、継続的・安定的な運営を支援するため、「たかまつ子ども食堂ネットワーク」

と連携を図りながら、企業・個人等とのマッチングや寄附・食材提供等の受入れなどを促進する。

子ども食堂ネットワークへの加入を促進し、加入団体と連携しながら、安定的・継続的運営を支援し、各実施団体の基盤・体制の強化

を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

子ども医療費助成事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

①1- 高松市医療費助成条例

１８歳年度末までの子どもを対象に保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を県内現物、県外償還で助成。
県費補助対象額の１／２

年度7

１８歳年度末までの子どもを対象に保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を県内現物、県外償還で助成。
県費補助対象額の１／２

０歳から１８歳までの子ども

医療費に係る経済的な負担の軽減を図る

R4 R5 R6 R7
R8

支払件数 千件 0 0 960 1,033 1,033

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

保険診療の自己負担分を助成する事業であるため、成果指標の
設定は困難である。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,819,432 2,333,055 2,401,278 2,454,924

1,800,722 2,314,237 2,381,978 2,435,624

18,710 18,818 19,300 19,300

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

１８歳年度末までの子どもを対象に保険診療に係る高額療
養費までの自己負担分を県内現物、県外償還で助成。
県費補助対象額の１／２

１８歳年度末までの子どもを対象に保険診療に係る高額療
養費までの自己負担分を県内現物、県外償還で助成。
県費補助対象額の１／２

医療費助成金
　　　２，３０１，２３５千
円
医療機関手数料　
　　　　　　６２，０２８千
円
その他　　　１８，７１５千
円

医療費助成金
　　　２，３４９，４２５千
円
医療機関手数料　
　　　　　　６６，３５４千
円
その他　　　１９，８４５千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,381,978

0

627,761

0

1,295

1,752,922

1,769,234

0

0

666,390

0

2,435,624

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 26 30
87 継続

幼児教育の無償化に対する国からの財政措置により、確保できる財源を活用し、１８歳年度末までの子どもの保険診療にかかる高額療

養費までの入院・通院医療費無償化の実施。

財政的に厳しい状況の中、令和５年度８月から拡充した制度内容での継続が妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

ひとり親家庭等医療費助成事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

高松市医療費助成条例

母子家庭の母と子、父子家庭の父と子、両親のいない子及び両親のいない子（子は原則１８歳年度末まで）を扶養す
る配偶者のない兄・姉等を対象に県内現物、県外償還で保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を助成
県費補助対象額の１／２（県制度は自己負担有）

年度7

母子家庭の母と子、父子家庭の父と子、両親のいない子及び両親のいない子を扶養する配偶者のない兄・姉等を対象
に県内現物、県外償還で保険診療に係る高額療養費までの自己負担分を助成
県費補助対象額の１／２（県制度は自己負担有）

高松市内在住で保険証を持っている方で母子家庭の母と子、父子家庭の父と子、両親のいない子、両親のい
ない子を扶養する配偶者のいない兄・姉等

医療費に係る経済的な負担の軽減を図る

R4 R5 R6 R7
R8

支払件数 千件 0 0 138 134 134

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

保険診療の自己負担分を助成する事業であるため、成果指標の
設定は困難である。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

448,783 458,160 451,247 455,800

430,073 439,342 431,947 436,500

18,710 18,818 19,300 19,300

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

母子家庭の母と子、父子家庭の父と子、両親のいない子及
び両親のいない子を扶養する配偶者のない兄・姉等を対象
に県内現物、県外償還で保険診療に係る高額療養費までの
自己負担分を助成
県費補助対象額の１／２（県制度は自己負担有）

母子家庭の母と子、父子家庭の父と子、両親のいない子及
び両親のいない子を扶養する配偶者のない兄・姉等を対象
に県内現物、県外償還で保険診療に係る高額療養費までの
自己負担分を助成
県費補助対象額の１／２（県制度は自己負担有）

医療費助成金
　　　　　４２１，０４２千
円
医療機関手数料　
　　　　　　　９，０１７千
円
その他　　　　１，８８８千
円

医療費助成金
　　　　　４２４，６３８千
円
医療機関手数料　
　　　　　　　９，４５６千
円
その他　　　　２，４０６千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

431,947

0

194,384

0

968

236,595

240,254

0

0

196,246

0

436,500

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 26 30
87 継続

本事業の実施により、ひとり親等の医療費に係る経済的な負担を軽減している。

所得制限も実施されており、財政的に厳しい状況の中、現状維持が妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

ひとり親家庭自立支援事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

母子及び父子並びに寡婦福祉法

ひとり親家庭等の相談に応じ、その自立に必要な情報提供及び指導を行うため、自立支援相談事業として、母子・父
子自立支援員を配置する。
また、ひとり親家庭の総合的支援のため、窓口強化事業として「たかまつひとり親家庭サポートブック」を作成し、
関係各所に設置すると共に、「ひとり親家庭ウェブサイト」の運営委託事業を行う。

年度7

母子・父子自立支援員（会計年度任用職員）３人により自立支援相談を行う。

ひとり親家庭の親、離婚予定の親等

ひとり親家庭等の親からの相談に応じ、必要な情報提供及び指導を行い、ひとり親家庭の自立を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

母子自立支援相談件数 件 0 0 1,269 1,000 1,000

母子自立支援相談解決件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 900 900 900
0 0 881

令和４年度から養育費確保支援事業を開始し、債務名義取得促
進事業における問い合わせが一定数あると考えられる。母子福
祉資金等貸付金償還業務の外部委託により、納付相談の回数は
以前に比べ減少しているが、新たに償還を開始する人等への、
きめ細やかな対応を行っている。

97.9%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 900 900 900 1000
0 0 881

0 0 900 900 900 1000
0 0 881

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,847 15,815 19,100 19,495

10,602 12,051 15,240 15,635

2,245 3,764 3,860 3,860

５

３

５

５

５

１

令
和

6

令
和

7

母子・父子自立支援員（会計年度任用職員）３人により自
立支援相談（離婚手続き、養育費、他機関の制度周知等）
を行う。

母子・父子自立支援員（会計年度任用職員）３人により自
立支援相談を行う。

給料７，６３５千円
職員手当等３，８７３千円
共済費１，９８３千円
旅費２９千円
役務費６０千円
委託料１，６５８千円
負担金２千円

給料７，６３６千円
職員手当等３，７２９千円
共済費２，４５６千円
旅費１０４千円
役務費６１千円
委託料１，６４７千円
負担金２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

15,240

872

0

0

0

14,368

14,731

0

0

0

904

15,635

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

相談者の相談内容が複合的であることが多いので、関係課との連携が必要となっている。

・母子父子自立支援員は、県やその他機関の実施する研修に参加し、担当課以外の知識を深め、スキルアップを図り、関係課との情報

共有に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

母子家庭等就業・自立支援事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

・「母子家庭等就業・自立支援センター事業」では、ＮＰＯ法人に業務委託し、離れて暮らす親と子どもの面会交流
のための連絡・調整、子どもの受け渡し、付き添い、見守りを行う支援を実施する。
・「ひとり親家庭等日常生活支援事業」では、就職活動や疾病等の事由に対し、家庭生活支援員を派遣し、短期間を
限度として一時的な家事・介護等のサービス提供事業を、母子・父子福祉団体等に委託する。
・「養育費確保支援事業」は、公正証書等の債務名義取得をした方への費用補助を行う事業等を実施している。

年度7

①親子（面会）交流支援事業　（委託先　ＮＰＯ法人面会交流支援センター香川）
②ひとり親家庭等日常生活支援事業　（委託先　高松市社会福祉協議会）
③養育費等支援事業（弁護士個別相談）　④養育費等支援事業（債務名義取得）
⑤養育費等支援事業（保証契約）⑥就労支援に関するイベントの開催

ひとり親家庭の親

ひとり親家庭の親の自立支援を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

養育費に関する相談件数 件 0 0 131 130 130

日常生活支援事業に関する相談件数 件 0 0 16 10 10

債務名義取得促進事業補助件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 82 51 75
0 0 36

離婚前相談等で養育費に関する相談を受け付けた際に、補助事
業があることを伝え、債務名義を取得しやすくなるよう支援を
行っている。事業開始後、制度の周知が進み、補助対象者の増
加につながるかと予想していたが、目標に対して半分以下であ
った。

43.9%

点15

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 82 51 75 75
0 0 0 0 36

0 0 0 0 82 51 75 75
0 0 0 0 36

家庭生活支援員派遣回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 218 216 216
0 0 85

計画の４割以下の実績であった。利用登録していても実際に利
用していない人がいたり、相談実績はあるが、登録自体をしな
かったりしたケースもある。 39.0%

点14



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,423 6,579 6,411 4,926

1,933 2,089 2,551 4,926

4,490 4,490 3,860 0

５

３

５

５

５

１

令
和

6

令
和

7

①親子（面会）交流支援事業　（委託先　ＮＰＯ法人面会
交流支援センター香川）
②ひとり親家庭等日常生活支援事業　（委託先　高松市社
会福祉協議会）
③養育費等支援事業（弁護士個別相談）④養育費等支援事
業（債務名義取得）　
⑤養育費等支援事業（保証契約）⑥就労支援に関するイベ
ントの開催

①親子（面会）交流支援事業　（委託先　ＮＰＯ法人面会
交流支援センター香川）
②ひとり親家庭等日常生活支援事業　（委託先　高松市社
会福祉協議会）
③養育費等支援事業（弁護士個別相談）　④養育費等支援
事業（債務名義取得）
⑤養育費等支援事業（保証契約）⑥就労支援に関するイベ
ントの開催

①委託料　１，０７４千円　
②委託料　４１１千円　③委
託料　０千円　④補助及び交
付金　８４７千円　⑤補助及
び交付金　０千円　⑥報償費
、需用費、役務費　２１９千
円

①委託料　１，５１８千円　
②委託料　１，５２６千円　
③委託料　３２千円 １０．(
６千円×３件 　④補助及び)
交付金　１，５３０千円 ３(
０千円×５１件 　⑤補助及)
び交付金　５０千円 ５０千(
円×１件 　⑥報償費、需用)
費、役務費　２７０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,551

1,267

0

0

14

1,270

2,458

13

0

0

2,455

4,926

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

検討の余地がある

Ｃ 53 100
53 改善

令和４年度から、養育費確保支援事業を実施している。養育費の確保に関する３つのメニューのうち、令和６年度は「債務名義取得促

進事業」は実績が令和５年度より増加したものの、「弁護士相談」と「保証契約の補助」は実績がなかった。

・養育費確保支援事業は、事業の周知を行う関係機関を拡大し、周知啓発を行うと共に、将来的には他の事業との統合・連携ができな

いかの検討を行う必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

ひとり親家庭無料職業紹介事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

母子自立支援プログラム策定事業実施要綱（

・自立支援プログラム策定事業
　ひとり親家庭 離婚前を含む の父母の個々の状況等に対応した自立支援プログラムを策定し、これに基づき、決め( )
細やかで継続的な就労支援を実施する。
・ひとり親家庭無料職業紹介事業
　こども家庭課内に、職業安定法第３３条の４第１項の規定による無料職業紹介所を開設し、児童扶養手当資格者に
対し、職業紹介や求人情報の提供などを行う。

年度7

母子・父子自立支援プログラム策定員兼就業支援専門員２人（会計年度任用職員）を配置し、ひとり親家庭 離婚前(
を含む の父母を対象に就労に係るプログラム策定を行う。)
また、サポーター企業からの求人を紹介、斡旋するひとり親家庭無料職業紹介を行う。

ひとり親家庭の親、離婚予定の親等

就職が困難なひとり親家庭の生活の安定と福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

就労相談件数 件 0 0 738 750 750

自立支援プログラム策定件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70 60 60
0 0 27

労働市場が売り手市場であり、支援対象数が減少していること
や、スマートフォン等で、手軽に職探しができる環境が整って
きているため、目標値に達しなかった。 38.6%

点14

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 70 60 60 60
0 0 27

0 0 70 60 60 60
0 0 27

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,083 6,826 9,147 11,159

4,586 5,321 7,603 9,615

1,497 1,505 1,544 1,544

５

１

５

５

５

１

令
和

6

令
和

7

母子・父子自立支援プログラム策定員兼就業支援専門員２
人（会計年度任用職員）を配置し、ひとり親家庭 離婚前(
を含む の父母を対象に就労に係るプログラム策定を行う)
。
また、サポーター企業からの求人を紹介、斡旋するひとり
親家庭無料職業紹介を行う。

母子・父子自立支援プログラム策定員兼就業支援専門員２
人（会計年度任用職員）を配置し、ひとり親家庭 離婚前(
を含む の父母を対象に就労に係るプログラム策定を行う)
。
また、サポーター企業からの求人を紹介、斡旋するひとり
親家庭無料職業紹介を行う。

給料４，４２８千円
職員手当等１，７８５千円
共済費１，０６５千円
需用費３２４千円
役務費１千円

給料５，０９１千円
職員手当等２，４８６千円
共済費１，５３９千円
需用費４６９千円
役務費１７千円
負担金１３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,603

902

0

0

0

6,701

7,752

0

0

0

1,863

9,615

結びつく

低下している

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

検討の余地がある

Ｃ 50 100
50 改善

　就労相談件数としては、令和５年度実績７６６件に対し、７３８件と微減した。プログラム策定件数が減少したのは、労働市場が売

り手市場であり、支援の必要なく希望者が就労できていること、また、離職時及び離婚時に既に就労していて、就職活動する必要がな

い人が増加したことなどが考えられる。

売り手市場であったとしても、就労においては不利になる可能性があるひとり親家庭の親の就労支援については一定の需要があるため

、事業継続は必要である。人員配置の見直しなど、コスト削減に向けた取組を検討する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

ひとり親家庭子育て支援事業

健康福祉局

こども家庭課

087-839-2353

令和 年度～6 令和 年度13

高松市ひとり親家庭子育て支援事業補助金交

①ひとり親家庭子育て支援事業
生後６か月から小学校６年生までの子どもを養育するひとり親家庭を対象に、たかまつファミリー・サポート・セン
ターの利用料金の一部を助成する。
②ひとり親家庭福祉増進事業
ひとり親家庭の心身の健全な発達に寄与する事業を支援する団体に対して補助金を交付する。

年度7

①たかまつファミリー・サポート・センターの利用会員のうち、ひとり親家庭を対象に利用料金（１時間７００円）
の一部を助成する。
助成額　１時間当たり４００円（子ども２人目以降は１時間当たり２００円。１か月８，０００円を上限に助成。）
②市内に事業所又は拠点をもち、ひとり親家庭の心身の健全な発達の向上に寄与する自主的な団体への支援を行う。

ひとり親家庭の親

①ひとり親家庭子育て支援事業　　ひとり親及び養育者の就労の支援及び育児の負担の軽減を図る。
②ひとり親家庭福祉増進事業　　　民間団体が実施するひとり親家庭の子どもの心身の健全な発達に寄与す
る事業を支援することにより、ひとり親家庭の福祉の増進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

利用登録者数 人 0 0 57 62 62

利用時間数 時間

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,756 1,177 1,177
0 0 1,206

本事業の登録者数はあまり変化がみられないが、総利用時間数
が減少している。その結果、目標値から５００時間以上下回っ
た。 68.7%

点24

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1756 1177 1177 1177
0 0 1206

0 0 1756 1177 1177 1177
0 0 1206

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,483 4,733 4,664 5,002

741 969 804 1,142

3,742 3,764 3,860 3,860

５

３

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①たかまつファミリー・サポート・センターの利用会員の
うち、ひとり親家庭を対象に利用料金（１時間７００円）
の一部を助成する。
助成額１時間当たり４００円（子ども２人目以降は１時間
当たり２００円。１か月８，０００円を上限に助成。）
②市内に事業所又は拠点をもち、ひとり親家庭の心身の健
全な発達の向上に寄与する自主的な団体への支援を行う。

①たかまつファミリー・サポート・センターの利用会員の
うち、ひとり親家庭を対象に利用料金（１時間７００円）
の一部を助成する。
助成額　１時間当たり４００円（子ども２人目以降は１時
間当たり２００円。１か月８，０００円を上限に助成。）
②市内に事業所又は拠点をもち、ひとり親家庭の心身の健
全な発達の向上に寄与する自主的な団体への支援を行う。

①５１１千円
１，２０６時間×４００円
　　１４５時間×２００円

②２団体に補助金を支出
２９３千円

①５４２千円
１，１７７時間×４００円
３５１．２時間×２００円

②３団体に補助金を支出
６００千円（２００千円×３
団体）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

804

0

0

0

293

511

542

600

0

0

0

1,142

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ｂ 76 100
76 継続

・ひとり親家庭子育て支援事業は、市単独の事業で実施しており、ロゴフォームを利用しての登録（継続）申請の受付を開始すること

で、来課する手間を省き、より利用しやすい体制を整えた。当該事業の登録者及び利用者が減少していることが課題である。

・ひとり親家庭福祉増進事業は、３団体への補助を予定していたところ、２団体へ補助金を交付した。補助団体数は令和５年度と比べ

横ばいではあるものの、民間団体の自主的な活動に対する支援であるので、いかに現状を維持するかが課題である。

・ひとり親家庭子育て支援事業は、補助事業の利用者数が増加するよう窓口、関係機関に周知を行う。

・ひとり親家庭福祉増進事業は、補助団体が実施する事業に参加する市民が増加するよう内容を広報するなど、実施団体の活動が継続

できるよう支援する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

多子世帯保育料等減免事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

　人口減少・少子化の流れを食い止め、若い世代が２人目、３人目の子どもを持ちたいと思えるような施策を推進す
るため、市独自の幼稚園・保育所等の利用料の第２子以降の多子世帯への上乗せ減免等を実施する。

年度7

○保育所・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業
　０歳～２歳児の子どもが同時に在園する第２子及び１８歳未満の第３子以降の無料化を実施

①保育所等に同時に在園する第２子及び１８歳未満の第３子以降（無料）

　子育て世帯の経済的負担を軽減することで、２人目、３人目の子どもを持ちたいと思えるような子育て環
境を整備し、出生率の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

減免者数（３月３１日時点） 人 0 0 7,843 8,295 8,295

入所者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9,978 9,978 9,978
0 0 9,860

出生率低下に伴い、入園児童数も低下している。

98.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 9978 9978 9978 9978
0 0 9860

0 0 9978 9978 9978 9978
0 0 9860

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

○保育所・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業
　０歳～２歳児の子どもが同時に在園する第２子及び１８
歳未満の第３子以降の無料化を実施

○保育所・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業
　０歳～２歳児の子どもが同時に在園する第２子及び１８
歳未満の第３子以降の無料化を実施

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　継続して、保育所等の利用料の減免を実施する。

　継続して、保育所等の利用料の減免を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

地域子育て支援拠点事業（こども保育教育課分）

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法、子ども・子育て支援法、地域子

　常設の地域子育て支援拠点を開設し、主としておおむね３歳未満の児童及びその保護者を対象として、子育て親子
の交流の場の提供のほか、交流の促進・子育て等に関する相談、援助・地域の子育て関連情報の提供等を実施し、地
域の子育て支援機能の充実を図るとともに、子どもの健やかな育ちを促進する。
　併せて、子どもとその保護者等が教育・保育施設や地域の子育て支援事業等を円滑に利用できるよう、地域子育て
コーディネート事業を実施する。

年度7

地域子育て支援拠点事業実施施設　１６か所
　　センター５日型　　　１３か所
　　センター６～７日型　　１か所
　　小規模型　　　　　　　１か所
　　利用者支援併設型　　　１か所

乳幼児及びその保護者

子育て家庭の育児への負担感の緩和を図り、安心して子育て・子育ちができる環境を整備し、地域の子育て
支援機能の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

地域子育て支援拠点事業の開催日数 日 0 0 3,851 3,900 3,900

利用者数（子ども） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 22,827 23,148 23,836
0 0 20,288

感染症等に留意して実施することで、コロナ禍後、緩やかに利
用者数は回復しているものの、目標達成には至っていない。

人、 人、 人、 人、R1:29,069 R2:18,823 R3:13,904 R4:17,538 R5:2
人1,831

88.9%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 22827 23148 23836 24916
0 0 20288

0 0 22827 23148 23836 24916
0 0 20288

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

157,023 160,591 159,242 173,316

156,275 159,838 157,698 171,772

748 753 1,544 1,544

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

地域子育て支援拠点事業実施施設　１７か所
　　センター５日型　　　　１３か所
　　センター６～７日型　　　１か所
　　小規模型　　　　　　　　１か所
　　利用者支援事業併設型　　１か所

地域子育て支援拠点事業実施施設　１６か所
　　センター５日型　　　１３か所
　　センター６～７日型　　１か所
　　小規模型　　　　　　　１か所
　　利用者支援併設型　　　１か所

地域子育て支援拠点事業　　
１４８，８６３千円
利用者支援事業　　　　　　
　８，８３５千円

地域子育て支援拠点事業　　
１６２，６３７千円
利用者支援事業　　　　　　
　９，１３５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

157,698

55,511

51,093

0

0

51,094

55,736

0

0

55,734

60,302

171,772

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

成果目標である利用者数（子ども）は、前年度の２１，８３１人から１，５４３人減少している。

今後も当該施策の状況を注視し、より効果のある事業となるよう取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

保育士確保対策事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 保育人材確保事業の実施について（雇児発０

　待機児童解消に向けて、公募による認定こども園への移行等を進めているところであるが、一方で保育士の不足に
より、定員まで児童を受入できない保育所等もある。特に保育士不足傾向にある私立保育所等において、保育士の確
保が図られることが喫緊の課題となっていることから、本市独自の保育士確保対策を実施する。

年度7

①潜在保育士就職一時金支給事業
②保育士宿舎借上げ支援事業
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）
③ 化推進等事業補助金ICT
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）

保育所等利用待機児童

保育士確保が図られることにより、待機児童の確実な解消につなげることができる。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付人数 人 0 0 7 13 13

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね、目標を達成できた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

16,206 8,762 59,224 33,957

15,458 8,009 58,452 33,185

748 753 772 772

５

５

３

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①保育士就職一時金支給事業
②保育士宿舎借上げ支援事業
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）
③ 化推進等事業補助金ICT
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）
④市立保育所等における の推進DX

①潜在保育士就職一時金支給事業
②保育士宿舎借上げ支援事業
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）
③ 化推進等事業補助金ICT
（国庫補助　１／２、事業主負担　１／４）
④市立保育所等における の推進DX

①補助金 　　　７００千円
②補助金 　２，６０６千円
③補助金 　５，３６８千円
④事業費　４９ ７７８千円,

①補助金　 ２，０００千円
②補助金　 ３，８０４千円
③補助金　 ４，８７５千円
④事業費　２２ ５０６千円,

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

58,452

21,827

6,715

0

700

29,210

22,620

0

0

0

10,565

33,185

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 98 100
98 継続

　成果目標である待機児童とならなかつた人の割合は、 となっており、待機児童減少に繋がっている。99.97%

今後も事業について関係機関等に周知し、申請者の増加を図り、保育士確保に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

20

40

60

80

100

120

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

私立保育所運営支援事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法、子ども・子育て支援法、香川県

　私立保育所等に対し、公定価格に見込まれていない費用等を補助することにより、運営を支援する。

年度7

主な事業内容
１　報償費（事務謝金）
２　補助金（保育体制強化事業、使用済み紙おむつ処分費補助）
３　補助金（市単独）

私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所

私立保育所等に対する補助によって保育水準及び入所児童の福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

保育体制強化事業及び使用済み紙おむつ処分費補助金 件 0 0 130 160 160

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,445,048 4,495,813 110,725 120,196

4,439,061 4,489,791 103,005 112,476

5,987 6,022 7,720 7,720

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

主な事業内容
１　報償費（事務謝金）
２　補助金（保育体制強化事業、使用済み紙おむつ処分費
補助）
３　補助金（市単独）
４　補助金（繰越事業）

主な事業内容
１　報償費（事務謝金）
２　補助金（保育体制強化事業、使用済み紙おむつ処分費
補助）
３　補助金（市単独）

報償費　　　　３９，０２１
千円
補助金　　　　６０，０００
千円
補助金（繰越）　３，９８５
千円

報償費　３９，２０３千円
補助金　７３，２７３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

103,005

2,649

34,392

0

0

65,964

71,041

0

0

41,435

0

112,476

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

保育体制強化事業の申請件数は、令和５年度の３４施設から２施設増加した。

私立保育施設等の状況把握に努め、保育士の負担軽減や保育環境の改善により、保育水準及び入所児童の福祉の向上に取り組んでいく

。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

認可外保育施設支援事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

　認可外保育施設に入所している児童の福祉向上を図るとともに、保護者の子育てに係る経済的負担の軽減を図るた
め、施設に入所している第２子以降の児童の保護者に対して補助する。
　また、一定の基準を満たす認可外保育施設を「高松市すこやか認定保育所」として認定し、補助することにより、
認可外保育施設の保育水準及び入所児童の福祉の向上を図る。
　このほか、幼児教育・保育の無償化に伴い、施設等利用費の償還払いを行うことで、保護者の子育てに係る経済的
負担の軽減を図る。

年度7

　認可外保育施設に入所している児童の福祉向上を図るとともに、保護者の子育てに係る経済的負担の軽減を図るた
め、施設に入所している第２子以降の児童の保護者に対して補助する。
　また、一定の基準を満たす認可外保育施設を「高松市すこやか認定保育所」として認定し、補助することにより、
認可外保育施設の保育水準及び入所児童の福祉の向上を図る。

認可外保育施設

認可外保育施設に対する補助によって、保育水準及び入所児童の福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

認可外保育施設補助金交付件数 件 0 0 8 8 8

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

100,506 119,451 59,617 60,533

94,519 113,429 51,897 52,813

5,987 6,022 7,720 7,720

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

認可外保育施設に対し補助することにより、認可外保育施
設に入所している児童の福祉向上を図るとともに、保護者
の子育てに係る経済的負担の軽減を図るため、施設に入所
している第２子以降の児童の保護者に対して補助する。
また、一定の基準を満たす認可外保育施設を高松市すこや
か認定保育所として認定し補助することにより、認可外保
育施設の保育水準及び入所児童の福祉の向上を図る。

　認可外保育施設に入所している児童の福祉向上を図ると
ともに、保護者の子育てに係る経済的負担の軽減を図るた
め、施設に入所している第２子以降の児童の保護者に対し
て補助する。
　また、一定の基準を満たす認可外保育施設を「高松市す
こやか認定保育所」として認定し、補助することにより、
認可外保育施設の保育水準及び入所児童の福祉の向上を図
る。

認可外保育施設助成（６施設
）　４，８０１千円／すこや
か認定保育所助成（２施設）
６，３６９千円／第２子等保
育料助成金　４０，４１０千
円／その他　３１７千円

認可外保育施設助成（６施設
）　４，６４８千円／すこや
か認定保育所助成（２施設）
８，１０９千円／第２子等保
育料助成金　３９，４５６千
円／その他
６００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

51,897

0

0

0

0

51,897

52,813

0

0

0

0

52,813

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

すこやか認定保育所が２施設減ったことで、認可外保育施設に対する補助の事業費は、令和５年度から３，６１１千円減少している。

また、認可外保育施設入所第２子等保育料助成金は、令和５年度の下半期分から拡充していることから、令和６年度の事業費は増加し

ている。

今後も当該施策の状況を注視し、より効果的な事業となるよう取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

私立幼稚園施設型給付事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

子ども・子育て支援法ほか

　子ども・子育て支援法第２７条第１項に基づき、教育・保育給付認定子どもが私立幼稚園（施設型給付費）で特定
教育・保育を受けるために要した費用について、施設型給付費を支給するもの。

年度7

私立幼稚園施設型給付費（特別保育事業を含む）　１１施設

私立幼稚園（施設型給付費）

私立幼稚園（施設型給付費）が、子ども・子育て支援法に定める最低基準を維持しつつ、安定的な教育が実
施できるよう運営支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

施設への給付件数 件 0 0 11 11 11

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

674,987 870,234 900,268 1,269,031

674,239 869,481 895,636 1,264,399

748 753 4,632 4,632

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

私立幼稚園施設型給付費（特別保育事業を含む）１１施設

私立幼稚園施設型給付費（特別保育事業を含む）　１１施
設

給付費　　　８４９，８０４
千円
特別保育事業　４５，８３２
千円

給付費　１，２１０，２７５
千円
特別保育事業　５４，１２４
千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

895,636

343,430

289,323

0

0

262,883

396,557

0

0

396,554

471,288

1,264,399

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

人事院勧告に準じて公定価格に含まれる人件費が引き上げられたことから、事業費は増加している。

各幼稚園における子どもの利用状況や国・県等の動向の把握等に努め、幼稚園が安定的な教育・保育を実施できるよう取り組んでいく

。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

特別保育事業

健康福祉局

こども保育教育課

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法、子ども・子育て支援法　ほか

私立保育施設等の子育て支援事業の充実と、未就学児の保護者の子育てと仕事の両立を図るため、障がい児等の特別
な支援を必要とする児童の受入れや、延長保育、一時預かり等の特別保育を実施する。

年度7

①特別支援保育支援
②病児保育事業
③延長保育事業
④一時預かり事業（一般型・余裕活用型）
⑤一時預かり事業（幼稚園型）

私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所

子育てと仕事の両立や私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所における子育て支援事業の充実
を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

特別保育の実施箇所数 箇所 0 0 76 79 79

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、待機児童は減少してきている。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 287,282 348,309

0 0 274,158 335,185

0 0 13,124 13,124

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①特別支援保育支援
②病児保育事業
③延長保育事業
④一時預かり事業（一般型・余裕活用型）
⑤一時預かり事業（幼稚園型）
⑥保育所等地域活動事業
⑦地域子育て支援事業

①特別支援保育支援
②病児保育事業
③延長保育事業
④一時預かり事業（一般型・余裕活用型）
⑤一時預かり事業（幼稚園型）
⑥保育所等地域活動事業
⑦地域子育て支援事業
⑧保育環境充実支援事業

①１０４，７１３千円
②　　９，１４６千円
③　７１，１０１千円
④　４３，７５９千円
⑤　３１，１１４千円
⑥　　９，４２３千円
⑦　　４，９０２千円

①７７，１７５千円
②　９，１４６千円
③８２，７０１千円
④４７，１３２千円
⑤４０，４３１千円
⑥２０，７００千円
⑦１３，５００千円
⑧４４，４００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

274,158

46,813

46,813

0

0

180,532

206,531

0

0

75,427

53,227

335,185

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

　一時預かり（幼稚園型）の実施施設が令和５年度から２施設増加した。

私立保育所等の状況や、未就学児の保護者のニーズ等を正確に把握することに努め、引き続き、子育て支援事業の充実と子育てと仕事

の両立に取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

施設等利用給付事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

こども園及び幼稚園に通園する園児の保護者に対する経済的負担の軽減を図る。

年度7

①市立こども園における預かり保育の無償化
②私立こども園における預かり保育の無償化
③市立幼稚園における預かり保育の無償化
④私立幼稚園における授業料及び預かり保育の無償化

施設等利用給付認定の認定を受けた者

子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

年間の利用延べ人数 人 0 0 29,487 27,100 27,100

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 515,715 419,495

0 0 500,275 404,055

0 0 15,440 15,440

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①市立こども園における預かり保育の無償化
②私立こども園における預かり保育の無償化
③市立幼稚園における預かり保育の無償化
④私立幼稚園における授業料及び預かり保育の無償化

①市立こども園における預かり保育の無償化
②私立こども園における預かり保育の無償化
③市立幼稚園における預かり保育の無償化
④私立幼稚園における授業料及び預かり保育の無償化

① 千円140
② 千円69,641
③ 千円866
④ 千円429,628

① 千円121
② 千円67,932
③ 千円622
④ 千円335,380

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

500,275

251,862

123,632

0

0

124,781

99,848

0

0

99,835

204,372

404,055

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　幼児教育・保育の無償化による保育料、一時預かり事業の無償化を行った。

継続して、保育料及び預かり保育に対する給付を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

子どものための教育・保育給付事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法、子ども・子育て支援法　ほか

子ども・子育て支援法第２７条第１項に基づき、教育・保育給付認定子どもが私立保育所、私立認定こども園及び地
域型保育事業所で特定教育・保育を受けるに要した費用について施設型給付費を支給するもの。

年度7

私立保育所（３２施設）
私立認定こども園（２８施設）
地域型保育事業（２１施設）

私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所

　私立保育所、私立認定こども園及び地域型保育事業所が安定的な教育・保育が実施できるよう運営支援を
行う。

R4 R5 R6 R7
R8

施設への給付件数 件 0 0 81 81 81

待機児童とならなかった人の割合（４月１日
現在） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.97

「第２期高松市子ども・子育て支援推進計画」に基づき、保育
所の創設等による受け皿の整備や保育士確保に係る支援策に取
り組むことで、おおむね目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

0 0 100 100 100 100
0 0 99.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 10,061,651 10,460,468

0 0 10,038,491 10,437,308

0 0 23,160 23,160

５

３

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

私立保育所（３２施設）
私立認定こども園（２８施設）
地域型保育事業（２１施設）

私立保育所（３２施設）
私立認定こども園（２８施設）
地域型保育事業（２１施設）

私立保育所　　　　　　　　
４，３１５，８５６千円
私立認定こども園　　　　　
４，６９１，５７２千円
地域型保育事業　　　　　　
１，０３１，０６３千円

私立保育所　　　　　　　　
４，５０３，２９９千円
私立認定こども園　　　　　
４，８７２，２６４千円
地域型保育事業　　　　　　
１，０６１，７４５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,038,491

5,056,841

2,171,133

0

394,892

2,415,625

2,596,498

413,208

0

2,253,878

5,173,724

10,437,308

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

人事院勧告に準じ、公定価格上の人件費が引き上げられたことで、事業費が増加した。

各保育施設等における子どもの利用状況や国・県等の動向の把握等に努め、安定的な教育・保育を実施できるよう取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

保育所・幼稚園等への芸術士派遣事業

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

　子どもの創造性を育む指導や援助の在り方についての取組を進めるため、絵画や造形などの専門家である芸術士を
保育所・こども園・幼稚園へ派遣し、それぞれの芸術分野をいかしながら、子どもが持っている感性や創造力を伸ば
していけるよう導く事業を実施します。

　実事業期間　平成２１年度～

年度7

芸術士の保育所、幼稚園等への派遣
（派遣先施設　　１０１か所）
　内訳　公立保育所等４０か所
　　　　私立保育所等３７か所
　　　　公立幼稚園　８か所　私立幼稚園等１６か所

高松市内公私立保育所・こども園・幼稚園

　子どもの持つ豊かな感性や創造力を引き出す派遣事業に対して、保育所・こども園・幼稚園がその意義に
対する認識を深め、日々の保育にいかせるようになる。

R4 R5 R6 R7
R8

芸術士派遣施設数 施設 0 0 98 100 100

芸術士派遣事業実施施設の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 96.938

施設における満足度は高く、概ね達成できた。

96.9%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 96.938

0 0 100 100 100 100
0 0 96.938

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

36,374 36,354 36,421 4,858

34,877 34,849 34,877 3,314

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

芸術士の保育所、幼稚園等への派遣
（派遣先施設　　　９８か所）
　内訳　公立保育所等３２か所
　　　　私立保育所等４１か所
　　　　公立幼稚園　１６か所　私立幼稚園等９か所
芸術士・保育士等懇談会　年２回

芸術士の保育所、幼稚園等への派遣
（派遣先施設　　１０１か所）
　内訳　公立保育所等４０か所
　　　　私立保育所等３７か所
　　　　公立幼稚園　８か所　私立幼稚園等１６か所
芸術士・保育士等懇談会　年２回

委託料　３４，８７７千円

委託料　３３，１３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,877

0

0

0

0

34,877

3,314

0

0

0

0

3,314

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

児童が持っている感性や創造力を伸ばすことができるよう、取り組んだ。

事業の成果を広く周知するとともに、創造性豊かな本市の特徴と、子ども・子育てが融合した取り組みにより、未来を担う子ども達の

無限の可能性を引き出していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

配慮を要する子どもへの支援

発達障がい児等支援事業（こども保育教育課分）

健康福祉局

こども保育教育課

087-839-2358

令和 年度～6 令和 年度13

　発達障がい等のあるケースに適切に対応するため、私立保育所等に対して、要支援児童を保育するための必要な経
費の一部を支弁する。

年度7

支弁対象施設４１施設に１０７人

市内の私立保育園、認定こども園及び小規模保育事業所に在園する支援を必要とする乳幼児

主に、支援の必要性のある乳幼児を対象として、早期に対応し、生活上の介助や活動上の支援等を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

発達障がい児等受入施設数 箇所 0 0 46 41 41

発達障がい児等受入率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

市内の発達障がい児受入可能な私立保育所、私立認定こども園
及び私立小規模保育事業所において、当該施設に入所を希望す
る発達障がい児を受け入れできている。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

26,741 21,584 24,952 24,434

25,993 20,831 24,180 23,662

748 753 772 772

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

支弁対象施設４６施設に１１１人

支弁対象施設４１施設に１０７人

事業費　２４，１８０千円

事業費　２３，６６２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

24,180

0

0

0

0

24,180

23,662

0

0

0

0

23,662

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

受入れ施設数は、前年度の３８施設から８施設増加した。

今後も当該施策の状況を注視し、より効率的な事業となるよう取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

子育て環境の充実

保育所・幼稚園等施設整備事業

健康福祉局

施設対策室

087-839-2359

令和 年度～6 令和 年度13

児童福祉法、学校教育法、子ども・子育て支

　子どもが健やかに育つ環境をつくるため、施設の老朽化の状況を踏まえ、認定こども園への移行に向けた、公立保
育所・幼稚園の施設整備を実施する。
　待機児童の解消を図るため、幼稚園等から認定こども園への移行、私立保育所等の創設等の施設整備に対して支援
を行う。
　また、保育環境の改善、保育施設の保持等を図るため、私立保育所が実施する大規模修繕等の施設整備に対して支
援を行う。

年度7

①田井・大町地区幼保一体化
②弦打地区幼保一体化
③大規模改修工事及び設計業務委託
④旧浅野幼稚園解体工事
⑤電気工作物改修

・公立保育所・幼稚園・認定こども園施設
・施設整備を実施する私立保育所等

教育・保育環境の改善及び施設の保持等を図るため

R4 R5 R6 R7
R8

認定こども園整備施設数 施設 0 0 5 6 7

大規模修繕等実施施設数 施設 0 0 12 14 17

認定こども園対象児童数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,233 1,328 1,493
0 0 1,233

　幼稚園と保育所の機能や特徴を併せ持つ施設を整備すること
で、地域の子育て支援が提供できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1233 1328 1493 1493
0 0 1233

0 0 1233 1328 1493 1493
0 0 1233

大規模修繕実施施設対象児童数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,484 1,624 1,764
0 0 1,484

　教育・保育環境の改善により、児童に安心安全な環境を提供
できるように努めた。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

235,399 537,171 570,991 1,111,737

220,431 523,622 557,095 1,097,841

14,968 13,549 13,896 13,896

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①大規模改修工事及び設計業務委託
②計画修繕工事等
③遊具改修
④田井・大町地区幼保一体化
⑤電気工作物改修
⑥トイレ改修
⑦児童福祉施設整備事業利子補給費
⑧その他（消耗品等）

①田井・大町地区幼保一体化
②弦打地区幼保一体化
③大規模改修工事及び設計業務委託
④旧浅野幼稚園解体工事
⑤電気工作物改修
⑥計画修繕工事等
⑦遊具改修
⑧トイレ改修
⑨児童福祉施設整備事業利子補給費

①６４，５７５千円
②５７，５３３千円
③９，８１１千円
④４０４，１３３千円
⑤１０，５６８千円
⑥８，９９２千円
⑦１，０９２千円
⑧３９１千円

①６０５，２３１千円
②１９，７０２千円
③３４０，２９９千円
④８９，６６９千円
⑤１４，０００千円
⑥８，０００千円
⑦１０，０００千円
⑧１０，０００千円
⑨９４０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

557,095

12,010

0

435,900

48,000

61,185

45,510

111,000

912,100

0

29,231

1,097,841

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

前年度の実施設計をもとに、田井・大町地区幼保一体化施設整備事業を進めた。

子ども・子育て支援新制度の施行に伴う民間施設の動向により需給調整を図りつつ、幼保連携型認定こども園への移行に伴う整備項目

を見直し、統廃合等の整備計画を進める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

スポーツ士派遣事業

健康福祉局

運営支援室

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

　保育施設等にスポーツ指導者を派遣し、就学前の子どもが遊びを通じて、体を動かす楽しさを味わいながら、体力
向上と運動習慣の定着につなげる。

年度7

スポーツ士派遣施設　２２施設
親子運動教室参加施設　１５施設
保育教育士を対象とした指導方法の実技研修　２日間実施

高松市内公私立保育所・こども園、公立幼稚園

スポーツ士を市内の保育施設に派遣し、園児との運動遊びや保育教育士等を対象とした実技指導研修、親子
運動教室の実施などに取り組むことで、より質の高い保育の提供につながり、児童の運動習慣の定着や体力
向上に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

スポーツ士派遣施設数 施設 0 0 18 22 30

児童の運動習慣の形成につながったと感じた
割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 96.2

本事業参加施設のうち回答のあった、２６施設のうち２５施設
が、「つながっている」、「ややつながっている」と回答して
おり、おおむね目標を達成した。 96.2%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 96.2

0 0 100 100 100 100
0 0 96.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 2,025 2,234

0 0 481 690

0 0 1,544 1,544

５

５

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

スポーツ士派遣施設　１８施設
親子運動教室参加施設　１０施設
保育教育士を対象とした指導方法の実技研修　２日間実施

スポーツ士派遣施設　２２施設
親子運動教室参加施設　１５施設
保育教育士を対象とした指導方法の実技研修　２日間実施

事業費　４８１千円
内訳
　民生費　３６４千円
　教育費　１１７千円

事業費　６９０千円
内訳
　民生費　５５２千円
　教育費　１３８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

481

0

0

0

0

481

690

0

0

0

0

690

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

市全体の幼児に向け派遣施設の拡充や保育所等において幼児を指導できるスポーツ士の育成などが課題である。

スポーツの指導者不足から、スポーツ士の派遣を希望する全ての施設に派遣することができていないことから、関係団体とも情報共有

を図りながら、新たな取り組みについても検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

配慮を要する子どもへの支援

発達障がい児等支援事業（運営支援室分）

健康福祉局

運営支援室

087-839-2368

令和 年度～6 令和 年度13

　発達障がい等のあるケースに適切に対応するため、市内の公立保育所・こども園及び公立幼稚園に発達障がい児等
支援員を配置し、早期に専門的な保育・教育支援や親子支援を行うとともに、専門家による継続した訪問支援を行い
、具体的な指導を行うなど、関係機関と連携しながら適切な支援体制を整備する。

年度7

・公立保育所及びこども園３５か所に７４人、公立幼稚園１７か所に２１人、支援員を配置
・発達障害児等支援体制構築事業
　巡回支援員（専任）５０施設　１５０回訪問　報告会の開催（４回）教職員研修の実施

市内の公立保育所・こども園及び公立幼稚園に在園する乳幼児

主に、支援の必要性や緊急性の高い乳幼児を対象として、早期に対応し、生活上の介助や活動上の支援等を
行う。

R4 R5 R6 R7
R8

発達障がい児等支援員配置施設数 箇所 0 0 54 53 52

発達障がい児等支援員配置率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

　市内の公立保育所・こども園及び公立幼稚園において、すべ
ての施設について支援員を配置できている。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

145,146 202,473 325,437 360,563

143,649 200,968 323,893 359,019

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

・公立保育所及びこども園３５か所に７４人、公立幼稚園
１８か所に２１人、支援員を配置
・発達障害児等支援体制構築事業
　巡回支援員（専任）４５施設　１２９回訪問　報告会の
開催（４回）教職員研修の実施

・公立保育所及びこども園３５か所に７４人、公立幼稚園
１７か所に２１人、支援員を配置
・発達障害児等支援体制構築事業
　巡回支援員（専任）５０施設　１５０回訪問　報告会の
開催（４回）教職員研修の実施

事業費　３２３，８９３千円
内訳
　民生費　２２６，０００千
円
　教育費　　９７，８９３千
円

事業費　３５９，０１９千円
内訳
　民生費　２５３，１８７千
円
　教育費　１０５，８３２千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

323,893

2,540

1,270

0

36,141

283,942

325,732

29,477

0

1,270

2,540

359,019

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　各施設に支援員を配置し、関係機関等と連携を図りながら、早期に対応することで、支援を必要とする乳幼児一人ひとりのニーズに

応じた教育・保育環境を提供することができた。

　当該事業のうち特に平成２６年度から実施することになった発達障がい児等支援体制構築事業等の効果を分析し、より効率的な事業

運営となるよう取り組みたい。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

こども未来館わくわく体験事業

健康福祉局

こども未来館

087-839-2571

令和 年度～6 令和 年度13

⑦1-

子どもを中心とした幅広い世代の人々の交流、子育てに係る支援並びに学習及び体験活動の場として、子どもの夢や
想像力を育むとともに、健やかな成長に資するため、遊びや科学、アートなどの体験活動を提供するイベントプログ
ラムや親子で参加できる体験イベント等の様々な魅力ある事業を提供し、継続的な利用を促進する。

年度7

公募プログラム等：６日
こども未来館まつり等
・開館記念日（１１月２３日）イベント：１日
・遊び体験プログラム（通年）：１６日

子どもを中心とした幅広い世代の人々

魅力あるイベントプログラムを提供することにより、子どもを中心とした幅広い世代の人々の来館を促すと
ともに、継続的な利用を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

わくわく体験事業開催日数 日 0 0 22 18 18

わくわく体験事業参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,100 4,100 4,100
0 0 8,750

わくわく体験事業及び遊び体験プログラムを実施し、目標の２
．１倍を超える人が参加した。

213.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4100 4100 4100 4100
0 0 8750

0 0 4100 4100 4100 4100
0 0 8750

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,224 13,177 13,598 13,504

1,869 1,886 2,018 1,924

9,355 11,291 11,580 11,580

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

公募プログラム等：６日
こども未来館まつり等
・開館記念日（１１月２３日）イベント：１日
・遊び体験プログラム等（通年）：１５日

公募プログラム等：６日
こども未来館まつり等
・開館記念日（１１月２３日）イベント：１日
・遊び体験プログラム（通年）：１６日

公募プログラム等：１，３５
０千円
こども未来館まつり等：６６
８千円

公募プログラム等：１，２８
３千円
こども未来館まつり等：６４
１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,018

0

0

0

200

1,818

1,924

0

0

0

0

1,924

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

公募プログラム「なりきり車掌体験」では、ＨＯゲージ操縦体験や段ボールクラフト工作などを実施し、子どもたちの好評を得た。こ

ども未来館まつりでは、バーチャル宇宙飛行士選抜試験や宇宙プログラマー体験など、デジタル技術を活用した宇宙体験ができるイベ

ントを実施した。

今後も公募プログラムやこども未来館まつり等、魅力ある体験型イベントを開催する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

子ども・子育て支援事業

健康福祉局

こども未来館

087-839-2571

令和 年度～6 令和 年度13

⑦1-

みんなのひろばとプレイルームを子どもと保護者の居場所として提供するとともに、子ども・子育ての相談に対応す
る。また、専門相談が必要な場合は、適切な機関に取次ぎを行う。

年度7

●子ども・子育て支援事業
　・子育てに関する相談・事後対応
　・子どもと保護者の居場所提供事業

小学校２年生までの子どもと保護者

みんなのひろばとプレイルームを子どもと保護者の居場所として提供し、子どもと親がともに育ち合う子育
て支援機能とふれあい・交流による多世代交流機能を果たすことを目的としている。

R4 R5 R6 R7
R8

みんなのひろば・プレイルームの開室日数 日 0 0 308 308 308

みんなのひろば・プレイルーム利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 75,000 75,000 75,000
0 0 108,278

タイムスケジュールや定員の変更を行い運営したことにより、
みんなのひろば・プレイルーム利用者数は目標の１．４倍に達
した。 144.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 75000 75000 75000 75000
0 0 108278

0 0 75000 75000 75000 75000
0 0 108278

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

32,764 32,581 44,901 40,488

20,415 21,290 33,321 28,908

12,349 11,291 11,580 11,580

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

●子ども・子育て支援事業
　・子育てに関する相談・事後対応
　・子どもと保護者の居場所提供事業

●子ども・子育て支援事業
　・子育てに関する相談・事後対応
　・子どもと保護者の居場所提供事業

月額・時給パートタイム報酬
等２７，５２１千円、遊具等
保守点検委託料等４，９４９
千円、その他需用費等８５１
千円

月額・時給パートタイム報酬
等２７，９１８千円、遊具等
保守点検委託料等４１３千円
、その他需用費等５７７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33,321

0

0

4,000

0

29,321

28,908

0

0

0

0

28,908

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

タイムスケジュールや利用定員の拡大により運営している。今後、更に利用者が増えた場合、子どもの安全確保のため、状況に応じて

入室制限を見直す必要がある。

引き続き、子どもと保護者が気軽にかつ自由に交流できる場として多くの人に利用される施設を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

こども未来館学習体験事業

健康福祉局

こども未来館

087-839-2571

令和 年度～6 令和 年度13

⑦1-

子どもたちの想像力と探究心を育むことで、健やかな成長に資することを目的として、こども未来館の施設を利用し
た体験的な学習活動を実施する。また、こども教室の開催やプラネタリウムの投影など、楽しく学べる場所を提供す
る。

年度7

●学修事業
　・こども未来館学習の実施
　・こども教室の実施
●体験事業
　・不要品を使ったアート体験プログラムの実施

高松市内の小学校４年生、ただし、学校の状況により５年生以上、学校の希望により中学校を対象に実施で
きる。瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の小・中学生も受け入れ可能。こども教室は小学生以下を対象。

こども未来館の施設を活用した体験的な学習活動を通して、子どもたちの想像力と探究心を育むことで、健
やかな成長に資することを目的とする。

R4 R5 R6 R7
R8

こども未来館学習実施学校数 校 0 0 64 63 63

こども未来館学習実施延べ人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,000 4,000 4,000
0 0 4,853

６４校（瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の小学校１１校と市内
中学校５校を含む）がこども未来館学習を実施し、目標の１．
２倍を超える人が学習体験を行った。 121.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4000 4000 4000 4000
0 0 4853

0 0 4000 4000 4000 4000
0 0 4853

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

49,733 49,087 53,254 51,400

36,636 37,796 41,674 39,820

13,097 11,291 11,580 11,580

５

３

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

●学習事業
　・こども未来館学習の実施
　・こども教室の実施
●体験事業
　・不用品を使ったアート体験プログラムの実施
　・科学体験プログラムの実施
　・ブラネタリウム投影

●学修事業
　・こども未来館学習の実施
　・こども教室の実施
●体験事業
　・不要品を使ったアート体験プログラムの実施
　・科学体験プログラムの実施
　・プラネタリム投影

月額パートタイム報酬等２０
，２５２千円、未来館学習関
係３，９２４千円、こども教
室関係１１０千円、プラネタ
リウム関係１３，５８８千円
、体験プログラム（アート、
科学体験等）２，５０８千円
、展示品等保守点検等１，２
９２千円

月額パートタイム報酬等２０
，６５０千円、未来館学習関
係３，８９２千円、こども教
室関係１２０千円、プラネタ
リウム関係１１，４７６千円
、体験プログラム（アート、
科学体験等）２，５００千円
、展示品等保守点検等１，１
８２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

41,674

0

0

0

3,434

38,240

36,081

3,739

0

0

0

39,820

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

こども未来館学習については、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の小学校からの参加もあり、好評を得ている。実施した学校からの意見

等を検討し、より良いものになるよう見直しを図る必要がある。

こども未来館学習を実施した学校からの意見等を踏まえて、更により良いものになるよう見直しを図りたい。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

配慮を要する子どもへの支援

ヤングケアラー支援事業

健康福祉局

こども女性相談課

087-839-2384

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④5- 子ども・若者育成支援推進法 ヤングケアラ
 


「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者（ヤングケアラー）」のうち
、学業や交友関係への支障、進路への影響、体力・健康に不安が生じている者を把握し、必要な支援を行う。

年度7

①ヤングケアラー・コーディネーターの配置
②訪問支援サービス（家事・育児・同行支援）③小中高校生へのリーフレット配布
④関係機関への研修による周知啓発⑤配食見守り事業

家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者（ヤングケアラー）

ケアが必要な家族がいる状況においても、子どもらしく生活できるよう、ヤングケアラーを早期に把握し支
援につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

周知啓発活動の回数 回 0 0 100 90 90

研修会等の参加数 人 0 0 665 300 300

ヤングケアラー対応率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

成果指標の目標値を達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

訪問支援延べ回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 400 900 1,400
0 0 403

成果指標の目標値を達成できた。

100.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 9,027 11,610 14,451

0 5,263 7,750 10,591

0 3,764 3,860 3,860

５

５

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

①ヤングケアラー・コーディネーターの配置
②訪問支援サービス（家事支援・同行支援）　　　　　　
　　　　　
③小・中・高校生へのリーフレット配布
④関係機関への研修による周知啓発

①ヤングケアラー・コーディネーターの配置
②訪問支援サービス（家事・育児・同行支援）③小中高校
生へのリーフレット配布
④関係機関への研修による周知啓発⑤配食見守り事業

①５，５１２千円
②２，００７千円
③２３１千円

①５，６７３千円
②２，８４０千円
③２１８千円
④４０千円
⑤１，８２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,750

4,427

599

0

0

2,724

3,717

0

0

855

6,019

10,591

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 拡充

ヤングケアラーのさらなる周知・啓発

ヤングケアラーの実態把握

・周知啓発活動の継続と対象拡大

・ヤングケラー把握のための調査の実施

・ヤングケアラーと思われる子のいる家庭への支援の充実

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

生活衛生の向上

生活衛生対策の推進

害虫駆除事業

健康福祉局

生活衛生課

087-839-2865

令和 年度～6 令和 年度13

伝染病予防法（全廃）・感染症の予防及び感

・業務委託による駆除業務（５月中旬～９月末・車両３台　作業員８名）
・分室（直営）による駆除業務（通年・車両２台　作業員６名）
・男木島は分室（直営）による駆除業務（５月～９月）
・女木島は地元コミュニティ協議会に駆除を依頼（５月～９月）
・蚊等衛生害虫に悩まされている市民からの相談（電話・来訪）対応

年度7

・業務委託による駆除業務（５月中旬～９月末・車両３台　作業員８名）
・分室（直営）による駆除業務（通年・車両２台　作業員６名）
・男木島は分室（直営）による駆除業務（５月～９月）
・女木島は地元コミュニティ協議会に駆除を依頼（５月～９月）
・蚊等衛生害虫に悩まされている市民からの相談（電話・来訪）対応

市民

・感染症の原因となる蚊の駆除を行うことにより、感染症の蔓延を未然に防止する。

R4 R5 R6 R7
R8

委託業者作業箇所数 箇所 0 0 22,157 13,000 13,000

衛生害虫媒介感染症罹患者数（海外渡航後発
症者除く） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

　必要とする用水路等に効率よく作業を行うことにより、感染
症患者発生の防ぎ、目標を達成することが出来た。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8

100.0%

35点



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
(94  % )  

35,275 37,139 41,660 43,823

32,281 33,375 37,800 39,963

2,994 3,764 3,860 3,860

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・業務委託による駆除業務（５月中旬～９月末・車両３台
作業員８名）

・分室（直営）による駆除業務（通年・車両２台　作業員
６名）
・男木島は分室（直営）による駆除業務（５月～９月）
・女木島は地元コミュニティ協議会に駆除を依頼（５月～
９月）
・蚊等衛生害虫に悩まされている市民からの相談（電話・
来訪）対応

・業務委託による駆除業務（５月中旬～９月末・車両３台
作業員８名）

・分室（直営）による駆除業務（通年・車両２台　作業員
６名）
・男木島は分室（直営）による駆除業務（５月～９月）
・女木島は地元コミュニティ協議会に駆除を依頼（５月～
９月）
・蚊等衛生害虫に悩まされている市民からの相談（電話・
来訪）対応

・衛生害虫駆除業務委託料
１６，７０９千円

・その他薬剤等
１，０８１千円

・報酬等
２０，０１０千円

・衛生害虫駆除業務委託料
１７，４２３千円

・その他薬剤等
１，０６５千円

・報酬等
２１，４７５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

37,800

17,136

0

0

0

20,664

21,808

0

0

0

18,155

39,963

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 継続

　感染症の蔓延を防止し、市民の快適な生活環境を維持できている。駆除の必要性の再検討や駆除箇所の精査等により、コストの削減

及び事業規模の縮小化を図る。

　市民が安全で安心して快適な生活環境を維持できるよう、今後も引き続き事業を継続して実施することとし、実施体制については、

委託業者の作業箇所数を精査するなど、コストの削減及び事業規模の縮小化を検討していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4

94 100
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

生活衛生の向上

生活衛生対策の推進

公衆浴場施設改善事業等助成事業

健康福祉局

生活衛生課

087-839-2865

令和 年度～6 令和 年度13

公衆浴場の確保のための特別措置に関する法

　風呂のない家庭にとって、公衆浴場は日常生活で欠くことのできない施設であるが、その数は段々と減少している
ため、経営の安定化を図るなどの必要な助成を実施することにより、公衆衛生の向上や増進、住民の福祉の向上を図
る。

年度7

・公衆浴場業者への水道料金助成
・公衆浴場活性化事業等補助
・公衆浴場施設改善事業補助

香川県知事が指定する物価統制令により入浴料金が統制されている公衆浴場業者及び高松公衆浴場組合

・公衆浴場業者の経営の安定化を図り、転廃業を防止する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 1 2 2

一般公衆浴場数（銭湯） 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 6 6
0 0 5

　施設の老朽化が進んでいるが、補助を行うことにより、計画
的に施設改善に取り組めている。ただし、一般公衆浴場につい
ては、経営者の高齢化に伴い、休止している施設があるため、
目標の達成には至らなかった。

83.3%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6 6 6 6
0 0 5

0 0 6 6 6 6
0 0 5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

20,041 12,737 8,831 8,622

17,796 10,479 6,515 6,306

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・公衆浴場業者への水道料金助成
・公衆浴場活性化事業等補助
・公衆浴場施設改善事業補助
・一般公衆浴場施設緊急支援事業

・公衆浴場業者への水道料金助成
・公衆浴場活性化事業等補助
・公衆浴場施設改善事業補助

・公衆浴場業者への水道料金
助成　　　　４，１１５千円
・公衆浴場活性化事業等補助
金　　　　　１，３００千円
・公衆浴場施設改善事業補助
金　　　　　１，１００千円

・公衆浴場業者への水道料金
助成　　　　４，２００千円
・公衆浴場活性化事業等補助
金　　　　　１，３００千円
・公衆浴場施設改善事業補助
金　　　　　　　８０６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,515

0

550

0

0

5,965

5,903

0

0

403

0

6,306

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 82 100
82 継続

　一人でも多くの市民に公衆浴場を利用してもらえるよう毎月イベント事業を実施することで、活性化に取り組んでいる。しかし、経

営者の高齢化に加え、燃料費等の高騰により、安定した収入が見込めない上に、後継者不足等により浴場数が減少傾向にあることが、

今後の課題としてあげられる。

　市民の公衆浴場の利用機会の確保のためには、利用しやすい入浴料金を設定しなければならない。また、物価統制令により入浴料金

が統制されているため、値上げによる対応は困難であり、引き続き市の助成は必要である。一方、公衆浴場数の維持のためには、利用

者の確保が必要であり、自家用風呂の保有者による利用を促すなど、さらなる利用者の拡大に向けて、公衆浴場組合による銭湯のイベ

ント等において魅力ある事業を展開していく必要がある。今後は、公衆浴場施設経営者の意見や市民のニーズの把握などに努め、助成

対象事業の内容を精査するなど、より効果的な事業を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

生活衛生の向上

動物愛護管理の推進

犬猫一時保管施設整備事業

健康福祉局

生活衛生課

087-839-2865

令和 年度～6 令和 年度7

重点取組 ⑪5-

　犬・猫の殺処分数が全国ワーストである本市の現状を踏まえ、人と動物が共生できるまちづくりを推進するため、
香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センター「しっぽの森」を中心に、動物愛護の精神の普及啓発を図るととも
に、犬・猫の殺処分数の減少に取り組めるように、犬・猫の一時保管施設を早急に整備する。

年度7

　犬・猫の殺処分数が全国ワーストである本市の現状を踏まえ、人と動物が共生できるまちづくりを推進するため、
香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センター「しっぽの森」を中心に、動物愛護の精神の普及啓発を図るととも
に、犬・猫の殺処分数の減少に取り組めるように、犬・猫の一時保管施設を早急に整備する。

市民

　香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センターでの譲渡事業につなげ、殺処分数を減らすために、収容
した犬・猫の一時保管施設を早急に整備し、これら事業を着実に実施することにより、動物の命の大切さを
尊重し、理解し合う「人と動物の調和のとれた共生社会」の実現に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

犬猫一時保管施設単年度整備率 ％ 0 0 25.9 44.1 0

犬猫一時保管施設整備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55.9 100 0
0 0 55.9

　一時保管施設整備地における造成工事や排水路整備工事のほ
か、実施設計を行い、令和６年度に建設工事に着手したことに
より、目標を達成できた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55.9 100 0 0
0 0 55.9

0 0 55.9 100 0 0
0 0 55.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

32,785 47,707 209,429 284,904

23,804 38,675 200,165 275,640

8,981 9,032 9,264 9,264

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

　犬・猫の殺処分数が全国ワーストである本市の現状を踏
まえ、人と動物が共生できるまちづくりを推進するため、
香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センター「しっぽ
の森」を中心に、動物愛護の精神の普及啓発を図るととも
に、犬・猫の殺処分数の減少に取り組めるように、犬・猫
の一時保管施設を早急に整備する。

　犬・猫の殺処分数が全国ワーストである本市の現状を踏
まえ、人と動物が共生できるまちづくりを推進するため、
香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センター「しっぽ
の森」を中心に、動物愛護の精神の普及啓発を図るととも
に、犬・猫の殺処分数の減少に取り組めるように、犬・猫
の一時保管施設を早急に整備する。

①排水路整備工事委託
　　　　　　　　４００千円
②建設工事
　　　　１０４，０３０千円
⑥電気設備工事
　　　　　２６，４００千円
⑦機械設備工事
　　　　　３１，０００千円
⑧水道加入金
　　　　　　　　　６６千円

①建設設備工事監理業務委託
　　　　　　５，５４９千円
②建設工事等
　　　　２４３，８０９千円
③雑工事
　　　　　　　　１３６千円
④隣接農道舗装復旧工事
　　　　　　３，１４６千円
⑤備品購入
　　　　　２３，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

200,165

0

0

143,900

18,703

37,562

13,740

49,000

212,900

0

0

275,640

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

　一時保管施設整備地における造成工事や排水路整備工事のほか、実施設計を行い、令和６年度に建設工事に着手した。また、しゅん

工後の雑工事や備品購入の検討を行った。

　犬や猫の殺処分数が全国の中でも多い本市の現状を踏まえ、人と動物が共生できるまちづくりを推進するため、早急に一時保管施設

を整備し、香川県と共同で整備したさぬき動物愛護センター「しっぽの森」を中心に、動物愛護の精神の普及啓発に力を入れ、犬・猫

の返還・譲渡をさらに推進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

骨髄等移植ドナー支援事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

高松市骨髄等移植ドナー支援事業助成金交付

骨髄・末梢血幹細胞提供者の増加、及び骨髄等移植の推進を図ることを目的として、公益財団法人日本骨髄バンクが
実施する骨髄バンク事業において、ドナー及びドナーが勤務している事業所に対し、骨髄等の提供に要した費用の一
部に相当する額を助成する。

年度7

ドナー及びドナーが勤務している事業所への助成　

２０歳以上５５歳以下の市民

骨髄等を提供する者の増加及び多くの骨髄等移植の実現を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

ドナーへの助成件数 件 0 0 3 6 6

高松市のドナー登録者数（市と県の人口割合
にて算出） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,050 2,050 2,050
0 0 2,044

ポスター展示やリーフレットの配布等を行い、積極的に周知啓
発に取り組み、おおむね目標を達した。

99.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2050 2050 2050 2050
0 0 2044

0 0 2050 2050 2050 2050
0 0 2044

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,048 899 2,566 2,916

300 146 250 600

748 753 2,316 2,316

５

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

ドナー及びドナーが勤務している事業所への助成　

ドナー及びドナーが勤務している事業所への助成　

・ドナーへの助成　　
　　　２００千円
・ドナーが勤務している
　事務所への助成　　
　　　５０千円

・ドナーへの助成　　
　　４００千円
・ドナーが勤務している
　事務所への助成　　
　　２００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

250

0

125

0

0

125

300

0

0

300

0

600

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

ドナーに対する助成件数は２件、事業所に対する助成件数は１件であった。

今後とも、骨髄バンクドナー登録や骨髄等提供制度の普及啓発に取り組むほか、本市の骨髄等移植ドナーに係る助成制度の周知に努め

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

地域医療体制の充実

看護師養成所運営補助事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

高松市補助金等交付規則

医療人材の確保を図るため、看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護
学院）の運営費を助成する。

年度7

看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成

看護師及び准看護師の志望者

看護師等の資格取得を促進し、新たな医療人材の確保を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象施設件数 件 0 0 2 2 2

養成所卒業生の資格取得率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 97

令和６年度において、養成所卒業生のうち看護師等の資格取得
率は９７．０％で、目標値はおおむね達成できた。

97.0%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 97

0 0 100 100 100 100
0 0 97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,052 5,060 5,099 5,099

3,555 3,555 3,555 3,555

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校
、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成

看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校
、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成

高松市医師会看護学校運営事
業補助金　　２，５１８千円
木田地区医師会准看護学院運
営事業補助金１，０３７千円

高松市医師会看護学校運営事
業補助金　　２，５１８千円
木田地区医師会准看護学院運
営事業補助金１，０３７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,555

0

0

0

0

3,555

3,555

0

0

0

0

3,555

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

看護師及び准看護師の養成所（高松市医師会看護専門学校、木田地区医師会附属准看護学院）の運営費の一部を助成することにより、

看護師等の資格取得を促進した。

今後も更に看護師等を養成し、医療人材の確保に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

10

20

30

40

50

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

200

400

600

800

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

地域医療体制の充実

産科医等確保支援事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

高松市産科医等確保支援事業補助金交付要綱

産科医と助産師に分娩手当を支給する医療機関に対して助成を行うことにより、処遇改善を通した産科医等の確保を
図る。

年度7

医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対して助成

産科医・助産師

産科医や助産師の確保を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象施設件数 件 0 0 3 2 2

該当施設における産科医及び助産師の従事人
数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 46 26 27
0 0 40

対象医療機関における産科医及び助産師の確保については目標
値 人に対し実績は 人で、達成できなかった。46 40

87.0%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 46 26 27 29
0 0 40

0 0 46 26 27 29
0 0 40

助成対象分娩件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 637 410 435
0 0 513

対象医療機関における分娩件数については目標値 件に対し637
実績は 件で、達成できなかった。513

80.5%

点28



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,865 4,913 4,656 5,244

3,368 3,408 3,112 3,700

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対して助
成

医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対して助
成

産科医等支援事業補助金　　
　　　　　　３，１１２千円

産科医等支援事業補助金　　
　　　　　　３，７００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,112

0

2,334

0

0

778

925

0

0

2,775

0

3,700

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 86 100
86 継続

医療機関が産科医と助産師に支給する分娩手当に対し助成を行うことにより、処遇改善を通した産科医等の確保を行った。なお、産科

医等の高齢化などにより、人材不足は深刻であり、根本的な人材確保策を講じる必要がある。

引き続き助成を行い、処遇改善を通した産科医等の確保を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

地域医療体制の充実

災害時医療救護事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

災害時の医療救護体制を確保するため、災害時に応急救護所等で使用する医療資機材及び医薬品等を備蓄するととも
に、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会が自主事業として実施する、災害時医療救護体制の確保を目的と
した活動に対して助成する。

年度7

・災害時に避難所、応急救護所等で使用する薬品等の備蓄
・災害時の医療救護体制の確保を目的とした活動を行っている、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会に対
する助成

災害時の医療救護体制

災害時の医療救護体制を確保する。

R4 R5 R6 R7
R8

医療救護活動助成件数 件 0 0 2 2 2

備蓄医薬品のうち有効期限内である医薬品の
割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

災害時の備蓄医薬品については、計画的に更新を行うことによ
り、全て有効期限内で適切に管理することができている。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

医療救護活動の実施率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

災害時の医療救護体制の確保に係る活動の実施率については、
いずれの助成対象事業者も計画どおり実施することができた。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,131 2,242 2,246 2,305

634 737 702 761

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

・災害時に避難所、応急救護所等で使用する薬品等の備蓄
・災害時の医療救護体制の確保を目的とした活動を行って
いる、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会に対
する助成

・災害時に避難所、応急救護所等で使用する薬品等の備蓄
・災害時の医療救護体制の確保を目的とした活動を行って
いる、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会に対
する助成

備蓄医療資機材等
　　　　　　　　５０２千円
災害時医療救護活動事業補助
金
　　　　　　　　２００千円

備蓄医療資機材等
　　　　　　　　５００千円
災害時医療救護活動事業補助
金
　　　　　　　　２００千円
対策会議委員報償費
　　　　　　　　　６１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

702

0

0

0

0

702

761

0

0

0

0

761

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

災害時の医療救護体制の確保を目的として活動を行っている、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医師会に対して助成を行った。

また、災害時に応急救護所で使う医薬品等を備蓄し、随時更新を行い、適切な管理を行っている。

なお、医療救護活動や医薬品の備蓄について、具体的な運用方法を検討する必要がある。

今後とも、災害時に応急救護所等で使用する医療資機材及び医薬品等を備蓄するとともに、高松市内３医師会連合会及び高松市歯科医

師会が自主事業として実施する、災害時の医療救護体制の確保に係る活動に対して助成し、災害時の医療救護班の派遣体制を確保す　

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

地域医療体制の充実

医療安全推進事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

医療法

　医療における安全や信頼の確保に加え、医療の質の向上を図るため、医療法に基づき、医療安全支援センターを設
置し、医療相談の対応や医療安全推進会議を開催するほか、病院、診療所等の医療監視等を実施する。

年度7

医療法に基づく医療安全支援センターの運営、医療相談の対応、医療安全推進会議の開催、医療機関への医療監視の
実施、医療機関等からの許可申請への対応及び衛生検査所への立ち入り、医療職等の免許交付

医療を受ける市民、市内の医療機関

市民の医療への安全の意識及び医療への信頼を高める。
医療機関が法令を遵守した良質な医療を提供できるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

医療相談受付件数 件 0 0 212 250 250

相談者の納得度「納得した」の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60 60 60
0 0 62

医療相談に適切に対応した結果、その対応に納得した相談者の
割合は、目標を達成した。

103.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60 60 60 60
0 0 62

0 0 60 60 60 60
0 0 62

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

15,195 22,937 23,580 23,563

227 356 420 403

14,968 22,581 23,160 23,160

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

医療法に基づく医療安全支援センターの運営、医療相談の
対応、医療安全推進会議の開催、医療機関への医療監視の
実施、医療機関等からの許可申請への対応及び衛生検査所
への立ち入り、医療職等の免許交付

医療法に基づく医療安全支援センターの運営、医療相談の
対応、医療安全推進会議の開催、医療機関への医療監視の
実施、医療機関等からの許可申請への対応及び衛生検査所
への立ち入り、医療職等の免許交付

医療安全支援センター運営費
１７１千円
医療監視立入検査事務　　　
４０千円
医療職等への免許交付等　　
２０９千円　

医療安全支援センター運営費
１６３千円
医療監視立入検査事務　　　
３２千円
医療職等への免許交付等　　
２０８千円　

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

420

0

420

0

0

0

0

53

0

350

0

403

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 94 100
94 継続

医療相談の相談件数は、令和２年度をピークに以降は減少傾向であるが、今後も、相談者が納得できるよう、医療相談に対応する職員

の研修等により、職員の相談スキル向上が必要である。

引き続き、担当職員の研修などにより、相談スキルの向上に努めるとともに、医療監視を実施することで、医療の安全や信頼を確保す

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

救急医療体制の充実

病院群輪番制病院設備整備費補助事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

病院群輪番制病院設備整備費補助金交付要綱

二次救急医療体制の充実を図るため、輪番病院が行う施設・設備の整備に対して助成する。

年度7

輪番病院が行う施設・設備の整備に対する助成

市内の輪番病院（香川県立中央病院を除く７病院）

診療に必要な医療機器等の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象病院件数 件 0 0 1 1 1

夜間における輪番病院の開設稼働率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

夜間において、輪番病院が開設されたことから、当初の計画ど
おり目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,877 7,911 7,871 23,544

16,380 6,406 6,327 22,000

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

輪番病院が行う施設・設備の整備に対する助成

輪番病院が行う施設・設備の整備に対する助成

設備整備費補助金
　　　　　　６，３２７千円

設備整備費補助金
　　　　　２２，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,327

0

4,218

0

127

1,982

6,896

438

0

14,666

0

22,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

輪番病院が行う施設・設備整備に対して助成を行うことにより、二次救急医療体制の充実を図った。

今後も、国及び県の補助要綱に基づき、輪番病院が診療に必要とする施設・設備整備に対して助成を行うことにより、二次救急医療体

制の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

救急医療体制の充実

在宅当番医制等事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

地区医師会（高松市医師会、木田地区医師会、綾歌地区医師会）に委託し、休日（日曜、祝日）に診療を行う医療機
関を当番制により確保する。

年度7

休日（日曜、祝日）に診療を行う医療機関を当番制により確保する。

休日における急病患者

休日において適切な医療を提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

在宅当番医の診療日数 日 0 0 71 71 71

休日における休日当番医の開設稼働率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

全ての休日において休日当番医を確保したことから、当初の計
画どおり目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,556 25,347 25,063 25,791

21,059 23,842 23,519 24,247

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

休日（日曜、祝日）に診療を行う医療機関を当番制により
確保する。

休日（日曜、祝日）に診療を行う医療機関を当番制により
確保する。

在宅当番医制事業委託料
　　　　　１１，００７千円
在宅当番医制事業負担金
　　　　　　１，１２７千円
検診等保健医療事業推進補助
金
　　　　　１１，１０２千円
在宅医療連絡協議会事業補助
金
　　　　　　　　２８３千円

在宅当番医制事業委託料
　　　　　１１，００７千円
在宅当番医制事業負担金
　　　　　　１，２００千円
検診等保健医療事業推進補助
金
　　　　　１１，１０２千円
在宅医療連絡協議会事業補助
金
　　　　　　　　９３８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

23,519

0

141

0

1,589

21,789

22,189

1,589

0

469

0

24,247

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

地区医師会（高松市医師会、木田地区医師会、綾歌地区医師会）に委託し、休日（日曜・祝日）診療を行う医療機関を当番制により確

保した。

休日における初期救急医療体制の確保に努めるとともに、休日における安易な受診を抑制するため、かかりつけ医の普及や患者の受診

マナーの向上に向けて周知・啓発を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
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担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

救急医療体制の充実

歯科救急医療センター休日・夜間救急歯科診療事業運営補助事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

高松市休日・夜間救急歯科診療事業補助金交

歯科診療の救急体制を確保するため、休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療を行う高松市歯科医師
会に対して助成する。

年度7

休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療を行う高松市歯科医師会に対して、運営費の一部を助成

休日・夜間の歯科救急患者

休日・夜間において適切な医療を提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象施設件数 件 0 0 1 1 1

休日・夜間における救急歯科診療の開設稼働
率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

休日（日曜日・祝日）及び夜間（日曜日、祝日、年末年始を除
く。）において、歯科救急医療センターが開設されたことか　
ら、当初の計画どおり目標を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

休日・夜間における救急歯科診療の延べ患者
数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,050 2,100 2,200
0 0 2,219

夜間・休日における救急歯科診療延べ患者数は、 人で目2,219
標を達成することができた。（休日歯科診療： 人、夜間1,331
歯科診療： 人）888 108.2%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

13,497 13,505 18,144 13,544

12,000 12,000 16,600 12,000

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

・休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療
を行う高松市歯科医師会に対して、運営費の一部を助成
・センターにおける設備（ 及び空調）老朽化に伴う設備EV
更新費用の一部を助成

休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療を
行う高松市歯科医師会に対して、運営費の一部を助成

休日・夜間救急歯科診療事業
補助金　　
１２，０００千円
歯科救急医療センター 及びEV
空調設備更新補助金　
４ ６００千円,

休日・夜間救急歯科診療事業
補助金　　　　
１２，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

16,600

0

0

3,400

0

13,200

12,000

0

0

0

0

12,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

休日及び夜間に歯科救急医療センターにおいて歯科診療を行う高松市歯科医師会に対して助成した。

なお、患者数は増加傾向にあるものの、休日当番医ほど認知度が高いとは言えない状況であることから、今後、更なる周知・啓発を行

う必要がある。

今後も、休日・夜間における歯科救急医療体制の確保を図るため、歯科医師会の運営費の一部を助成するとともに、市民の認知度が高

まるよう同事業に対する周知・啓発を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

救急医療体制の充実

病院群輪番制運営補助事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

高松市病院群輪番制病院運営・調整事業補助

夜間における重症患者の受入体制を確保するため、輪番病院の運営・調整に係る費用に対して助成を行う。

年度7

夕方から翌朝８時まで重症患者の受入れを行う輪番病院（補助対象病院は８病院。診療科目は内科及び小児科。）の
運営・調整に係る費用の一部を助成

夜間の入院治療が必要な重症患者

夜間において適切な入院治療を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象病院の稼働日数 日 0 0 305 305 305

夜間における輪番病院の開設稼働率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

夜間において、輪番病院が確保されたことから、当初の計画ど
おり目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

65,907 65,275 65,208 67,446

64,410 63,770 63,664 65,902

1,497 1,505 1,544 1,544

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

夕方から翌朝８時まで重症患者の受入れを行う輪番病院（
補助対象病院は８病院。診療科目は内科及び小児科。）の
運営・調整に係る費用の一部を助成

夕方から翌朝８時まで重症患者の受入れを行う輪番病院（
補助対象病院は８病院。診療科目は内科及び小児科。）の
運営・調整に係る費用の一部を助成

輪番運営事業補助金　　　　
　　　　　６２，７６４千円
調整事業補助金　９００千円

輪番運営事業補助金　　　　
　　　　　６５，００２千円
調整事業補助金　９００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

63,664

0

0

0

4,155

59,509

61,599

4,303

0

0

0

65,902

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

夜間における重症患者の受入体制の確保のための病院群輪番制病院の運営・調整事業に対して助成を行った。

また、救急医療の適正利用やかかりつけ医の推奨、子供の救急医療についての周知・啓発を行った。

引き続き、輪番病院の負担軽減が図られるよう、周知・啓発に努める必要がある。

夜間における二次救急医療体制の確保を図るため、輪番制病院の運営・調整事業の費用の一部助成を継続するとともに、かかりつけ医

の推奨や救急医療の適正利用につなげるため、更なる周知・啓発に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

市立病院の充実

寄附講座開設事業

健康福祉局

保健医療政策課

087-839-2860

令和 年度～6 令和 年度13

大学に寄附講座を設置し、高松市立病院において、フィールドワークとして専門性の高い消化器内科・総合内科、循
環器内科及び呼吸器・血液・代謝内科診療を行いつつ、医学生及び専門的診療能力を有する医師等の人材育成を行　
い、高松地域における医療レベルの向上を図る。また、大学においては、各種疾患の病態解明・治療に関わる研究開
発を推進する。

年度7

消化器内科・総合内科、循環器内科及び呼吸器・血液・代謝内科診療の実施、医学生・研修医及び専門的診療能力を
有する医師の人材育成、消化器病・循環器病・呼吸器病疾患の病態解明・治療に関わる研究開発を推進する。

医療を必要とする人

地域医療を実践する専門医を育成・確保するとともに、保健・福祉等の関係機関と連携した地域医療提供体
制の確立に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

大学からの派遣医師数 人 0 0 6 6 6

地域医療に関する講演会開催数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 5 5 5
0 0 6

講演会開催数は目標を達成することが出来た。

120.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 5 5 5 5
0 0 6

0 0 5 5 5 5
0 0 6

大学からの医学生受入数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 30 30 30
0 0 19

大学からの医学生受入数は目標を達成することが出来なかっ　
た。

63.3%

点22



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

71,997 72,005 65,844 72,044

70,500 70,500 64,300 70,500

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

消化器内科・総合内科、循環器内科及び呼吸器・血液・代
謝内科診療の実施、医学生・研修医及び専門的診療能力を
有する医師の人材育成、消化器病・循環器病・呼吸器病疾
患の病態解明・治療に関わる研究開発を推進する。

消化器内科・総合内科、循環器内科及び呼吸器・血液・代
謝内科診療の実施、医学生・研修医及び専門的診療能力を
有する医師の人材育成、消化器病・循環器病・呼吸器病疾
患の病態解明・治療に関わる研究開発を推進する。

【地域消化器・総合内科学分
野】２３ ５００千円,
【地域循環器内科学分野】　
　　１７ ３００千円,
【地域呼吸器・血液・代謝内
科学分野】２３ ５００千円,

【地域消化器・総合内科学分
野】２３ ５００千円,
【地域循環器内科学分野】　
　　２３ ５００千円,
【地域呼吸器・血液・代謝内
科学分野】２３ ５００千円,

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

64,300

0

0

0

0

64,300

70,500

0

0

0

0

70,500

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 83 100
83 継続

大学に寄附講座を開設したことで、高松市立みんなの病院において、高松地域における医療提供体制の維持や医療レベルの向上のため

、専門性の高い診療や医学生等の人材育成を実施した。

高松地域の医療提供体制の確立に向け、引き続き寄附講座を開設する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

不妊治療支援事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ③1- 高松市こうのとり応援事業実施要綱等

令和４年４月からの不妊治療への保険適用開始後も、治療内容によっては従来より自己負担が増える場合がある等の
課題を受け、令和４年８月から、保険適用開始後に受けた体外受精・顕微授精（生殖補助医療）の治療及び男性不妊
治療に対し、本市独自の新たな助成事業「高松市こうのとり応援事業」を実施する。
また、不育症検査及び治療費用に対する助成を実施する。

年度7

妻の年齢が４２歳以下である夫婦が、保険適用開始後に受けた体外受精・顕微授精（生殖補助医療）の治療及び男性
不妊治療について、治療費の一部を助成する。
また、不育症検査及び治療を受けた人に対し、費用の一部を助成する。

令和４年度からの不妊治療への保険適用開始に伴い、保険適用開始後に体外受精・顕微授精（生殖補助医療
）の治療及び男性不妊治療を受けた、妻の年齢が４２歳以下の夫婦。不育症の検査及び治療を受けた人。

子どもを望む夫婦が、保険適用開始後に体外受精・顕微授精（生殖補助医療）等の治療を受けた場合、治療
費の一部を助成することにより、また、不育症検査及び治療を受けた人に対し費用の一部を助成することに
より、その経済的負担を軽減する。

R4 R5 R6 R7
R8

各助成事業の助成件数 件 0 0 358 480 480

申請者アンケートで経済負担が減り助かると
答えた割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 71.5 72 72.5
0 0 55

　アンケート回答者のうち５５％の方が、経済的負担が軽減し
たと回答しており、目標の達成には至らなかった。

76.9%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 71.5 72 72.5 73
0 0 55

0 0 71.5 72 72.5 73
0 0 55

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

83,198 36,620 34,821 35,446

74,966 28,340 26,329 26,954

8,232 8,280 8,492 8,492

５

３

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

妻の年齢が４２歳以下の夫婦が保険適用開始後に受けた体
外受精・顕微授精（生殖補助医療）の治療及び男性不妊治
療に対して助成を行う「高松市こうのとり応援事業」を実
施。
また、不育症検査及び治療を受けた夫婦に対し、費用の一
部を助成する。

妻の年齢が４２歳以下である夫婦が、保険適用開始後に受
けた体外受精・顕微授精（生殖補助医療）の治療及び男性
不妊治療について、治療費の一部を助成する。
また、不育症検査及び治療を受けた人に対し、費用の一部
を助成する。

生殖補助医療費への助成
　　　　　　２６，２４４千
円
不育症治療費等への助成
　　　　　　８５千円

生殖補助医療費への助成
　　　　　　２６，８４４千
円
不育症検査への助成
　　　　　　６０千円
不育症治療費等への助成
　　　　　　５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,329

0

2,225

0

17,972

6,132

12,197

12,525

0

2,202

30

26,954

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ｂ 78 100
78 継続

　不妊治療への保険適用に伴い、かえってこれまでより医療費の自己負担額が増えてしまうケース等への支援のため、本市独自の助成

事業「高松市こうのとり応援事業」を実施した。また、新たに保険適用外の不育症治療費や検査費への助成事業を開始した。今後も申

請者からのアンケート等によりニーズの把握に努め、施策の充実を図っていく。

不妊や不育症で悩む方のニーズ等を捉えて市の施策に反映するよう努める。今後とも、国における制度改正等に適切に対応しつつ、引

き続き、子どもを望む夫婦への支援の充実を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

妊娠期からの子育て世代包括支援事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②1- 子ども・子育て支援法

　子育て期にある若い世代が安心して妊娠、出産、子育てができる環境の実現を目指し、妊娠期から子育て期にわた
る様々なニーズの支援のために、総合的相談支援を提供するワンストップ拠点（こども家庭センター）を整備し、母
子保健コーディネーターによる切れ目ない支援を実施する。
　また、産後ケア事業、産婦健康診査、多胎妊産婦支援事業、出産・子育て応援給付金事業の実施及び電子母子健康
手帳の運用を行う。

年度7

①こども家庭センターの運営
②産後ケア事業
③産婦健康診査
④電子母子健康手帳運用
⑤多胎妊産婦支援事業

妊娠期から子育て期にある子育て世代

妊娠・出産・子育て期の切れ目ない支援を実施する。

R4 R5 R6 R7
R8

母子保健相談件数 件 0 0 20,739 20,000 20,000

母子保健コーディネート件数 件 0 0 9,647 8,700 8,700

ハイリスク妊婦支援率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 79.2

　支援が必要な妊婦の増加に伴い、連絡がつきにくい対象者や
転出ケースが増え、目標値に届かなかった。

88.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 79.2

0 0 90 90 90 90
0 0 79.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

394,106 444,952 252,750 560,173

326,750 377,209 183,270 490,693

67,356 67,743 69,480 69,480

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①こども家庭センターの運営
・総合的相談支援の実施、関係機関との連絡、調整
・要支援妊婦における支援プランの作成及び実施
・子育て世代包括支援ネットワーク会議の開催
②産後ケア事業
③産婦健康診査
④電子母子健康手帳運用
⑤多胎妊産婦支援事業
⑥出産・子育て応援給付金事業
⑦初回産科受診料助成事業

①こども家庭センターの運営
②産後ケア事業
③産婦健康診査
④電子母子健康手帳運用
⑤多胎妊産婦支援事業
⑥出産・子育て応援給付金事業
⑦妊婦のための支援給付
⑧初回産科受診料助成事業

①３２７千円
②２７，０２２千円
③２４，６９５千円
④６６０千円
⑤３９０千円
⑥１３０，１５１千円
⑦２５千円

①１５９千円
②３０，７２８千円
③２６，０３１千円
④６６０千円
⑤４７６千円
⑥１５４，６００千円
⑦２７８，０１９千円
⑧２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

183,270

107,160

25,633

0

1,540

48,937

49,156

228

0

36,109

405,200

490,693

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 拡充

　今後の課題：こども家庭センターの設置により関係機関との更なる連携強化、産後ケア事業、妊婦のための支援給付、多胎妊産婦支

援事業等の円滑な実施

　事業方針：ニーズの把握に努め、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援を目指す。

　こども家庭センターの設置により、母子保健コーデイネーターと関係機関とが顔の見える関係を築き、お互いに情報共有しながら更

なる連携強化に努め、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない相談支援を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

各種医療給付事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

母子保健法、児童福祉法、総合支援法

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付事業、未熟児養育医療給付事業：各事業の対象疾患又は障
害等により療養を必要とする児童の健全な育成を図るため、その治療に係る費用の一部を助成する。
妊娠高血圧症候群医療給付事業：母体保護と経済的負担を軽減するため、その治療に係る費用の一部を助成する。

年度7

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付事業、未熟児養育医療給付事業：対象者からの申請に基づ
き、申請書類等の内容を審査の上、医療受診券を交付し、現物給付を行う。
妊娠高血圧症候群医療給付：対象者からの申請に基づき、申請書類等の内容を審査の上、現物支給を行う。

各医療給付事業の条件を満たす者。

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付事業、未熟児養育医療給付事業：各事業の対象疾
患又は障害等による療養に必要な費用の一部を助成し、経済的負担を軽減する。
妊娠高血圧症候群医療給付事業：母体保護と経済的負担を軽減する。

R4 R5 R6 R7
R8

各事業の給付件数 件 0 0 4,018 4,900 4,900

各事業の支給認定（決定）件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 510 510 510
0 0 424

市ホームページ等により制度の周知を行っているが、目標の達
成には至らなかった。

83.1%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 510 510 510 510
0 0 424

0 0 510 510 510 510
0 0 424

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

126,937 122,120 139,776 125,651

112,717 107,819 125,108 110,983

14,220 14,301 14,668 14,668

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付
事業、未熟児養育医療給付事業：対象者からの申請に基づ
き、申請書類等の内容を審査の上、医療受診券を交付し、
現物給付を行う。
妊娠高血圧症候群医療給付：対象者からの申請に基づき、
申請書類等の内容を審査の上、現物支給を行う。

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付
事業、未熟児養育医療給付事業：対象者からの申請に基づ
き、申請書類等の内容を審査の上、医療受診券を交付し、
現物給付を行う。
妊娠高血圧症候群医療給付：対象者からの申請に基づき、
申請書類等の内容を審査の上、現物支給を行う。

身体障害児童育成医療等給付
費
　　　　　１４，７４４千円
未熟児養育医療給付費
　　　　　３８，０６５千円
小児慢性特定疾病医療助成費
　　　　７２，２９３千円
妊娠高血圧症候群医療給付費
　　　　　　　　　０千円

身体障害児童育成医療等給付
費
　　　　　４，８９８千円
未熟児養育医療給付費
　　　　２６，７０３千円
小児慢性特定疾病医療助成費
　　　　７９，３６０千円
妊娠高血圧症候群医療給付費
　　　　　　　　２２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

125,108

55,093

11,996

0

0

58,019

53,011

0

0

6,715

51,257

110,983

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｂ 78 100
78 継続

小児慢性特定疾病対策事業、身体障害児童育成医療等給付事業、未熟児養育医療給付事業：各事業の対象疾病又は障害等により療養を

必要とする児童の健全な育成を図るため、その治療に係る費用の一部を助成した。

国等の制度内容を踏まえ、支給要件等の再確認を行うなど、適正な支給に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

母子健康相談事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

②1- 母子保健法

　妊娠期～出産～乳幼児期を通し、適切な時期に、保健指導、健康相談、各種健康教室を実施することで、母子の健
全な育成と安心・安全に育児できる環境を整える。

年度7

　妊娠期：はじめてのパパママ教室、さくらんぼ教室（マタニティ編）
　乳幼児期：４か月児相談、乳児相談、ことば相談、のびのび教室、ひまわり個別相談、さくらんぼ教室（子育て編
）等

　妊産婦及び乳幼児

　妊産婦の育児不安感や負担等を軽減し、母子の健全育成を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

各事業開催回数 回 0 0 3,431 3,300 3,300

各事業参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9,500 9,500 9,500
0 0 13,268

新型コロナウイルス感染症による影響が落ち着き、事業開催回
数、参加者数ともに増加した。

139.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 9500 9500 9500 9500
0 0 13268

0 0 9500 9500 9500 9500
0 0 13268

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

53,762 54,876 56,176 57,790

9,606 10,467 10,628 12,242

44,156 44,409 45,548 45,548

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

　妊娠期：はじめてのパパママ教室、さくらんぼ教室（マ
タニティ編）
　乳幼児期：４か月児相談、乳児相談、ことば相談、のび
のび教室、ひまわり個別相談、さくらんぼ教室（子育て編
）等

　妊娠期：はじめてのパパママ教室、さくらんぼ教室（マ
タニティ編）
　乳幼児期：４か月児相談、乳児相談、ことば相談、のび
のび教室、ひまわり個別相談、さくらんぼ教室（子育て編
）等

母子健康教育費
　　２６３千円
母子相談指導費
７，９９０千円
母子栄養健康づくり費
２，３７５千円

母子健康教育費
　　２８９千円
母子相談指導費
９，５８８千円
母子栄養健康づくり費
２，３６５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,628

0

0

0

0

10,628

12,242

0

0

0

0

12,242

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着き、参加者数が増加しているが、今後も事業内容や方法について、対象者のニーズを取り

入れながら検討し、継続支援していく必要がある。

　事業内容や方法について、対象者のニーズを取り入れながら検討し、継続支援していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子育て支援の充実

妊娠期からの子育て支援

こんにちは赤ちゃん事業（新生児訪問指導）

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

②1- 母子保健法、児童福祉法

　乳児の健全な育成環境の確保を図るため、生後間もない乳児（生後４か月未満）がいる家庭を助産師や保健師など
が家庭訪問し、専門的な立場から様々な悩みを聞き、子育て支援に関する情報の提供、母子の養育環境等の把握や助
言を行うとともに、支援が必要な家庭に対し適切なサービスの提供につなげる。

年度7

　妊産婦及び新生児等のいる全家庭約２，８００件を訪問し、地域の育児支援情報の提供等により育児不安等を軽減
し、育児支援を実施する。

　高松市内の新生児と産婦

　産婦の悩みを聞いたり、子育て支援に関する情報の提供、母子の養育環境等の把握や助言、支援を行うと
ともに適切なサービスの提供につなげ、子どもが健やかに生まれ育つ環境を整える。

R4 R5 R6 R7
R8

産婦訪問数 人 0 0 2,649 2,520 2,410

新生児訪問数 人 0 0 2,485 2,520 2,410

母子の状況把握率 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 99.9

　電話や訪問等での状況把握に努め、目標をほぼ達成できた。

99.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 99.9

0 0 100 100 100 100
0 0 99.9

訪問実施率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 96.5

　母子健康手帳の交付時から事業の周知に努め、目標値に近い
形で支援できた。

96.5%

点34



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

37,088 37,315 40,366 41,661

24,365 24,519 27,242 28,537

12,723 12,796 13,124 13,124

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

　妊産婦及び新生児等のいる全家庭約３，０００件を訪問
し、地域の育児支援情報の提供等により育児不安等を軽減
し、育児支援を実施する。

　妊産婦及び新生児等のいる全家庭約２，８００件を訪問
し、地域の育児支援情報の提供等により育児不安等を軽減
し、育児支援を実施する。

助産師会委託料
９，２０８千円
嘱託保健師（報酬）
１７，７４３千円
通信運搬費その他
　　　２９１千円

助産師会委託料
１０，２３８千円
嘱託保健師（報酬）
１８，０２２千円
通信運搬費その他
　　　２７７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

27,242

6,625

6,625

0

0

13,992

13,605

0

0

7,466

7,466

28,537

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 95 100
95 継続

　費用対効果、貢献度共に変わりない。引き続き、訪問実施率１００％を目指す。

　子どもが健やかに生まれ育つ環境づくりに有効な事業であるため、継続実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

自殺対策推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

自殺対策基本法、生活困窮者自立支援法

自殺者数は減少傾向にあるが、依然として高い水準にあるため、自殺予防対策として、自殺の背景や原因の多くを占
める健康問題、特にうつ病の理解のため、自殺予防の講演会などの開催や自殺予防についてリーフレットを配布する
など広く市民に啓発を行う。また、庁内連絡会の開催や職員研修の実施及び相談業務に従事する保健師等の人材育成
を図るため、研修会を実施し、相談技術のスキルアップを図る。
ひきこもり対策を推進するため、ひきこもり状態の方及び家族等の福祉の増進を図ることを目的にひきこもりサポー
ター派遣事業を実施する。

年度7

・若者支援事業
・自殺予防相談支援事業、自殺対策職員養成研修
・ひきこもり関連事業
・うつ病家族教室
・地域・職域啓発事業

高松市民

市民の心の健康や自殺についての関心を高め、心の不調に気づき、ゲートキーパーの役割が担える人を増や
す。また、生活習慣と抑うつ度の関係について、特に関係の深い休養やアルコールなどについて啓発を行う
。

R4 R5 R6 R7
R8

啓発活動の実施回数 回 0 0 329 230 230

ひきこもりサポーター派遣回数 回 0 0 30 30 30

健康教育の参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,000 2,000 2,000
0 0 5,298

こころの健康・休養・睡眠・飲酒及びゲートキーパーについて
、各エリアでの実施や 視聴による周知が増えたことでYoutube
、参加人数は大幅に増加した。 264.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2000 2000 2000 2000
0 0 5298

0 0 2000 2000 2000 2000
0 0 5298

ひきこもりサポーターが訪問支援した人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 6 6
0 0 5

昨年度から引き続きのケース５人に派遣することができた。目
標には達しなかったが、派遣につながる可能性があるケースに
は積極的に情報提供し支援につなげていきたい。 83.3%

点29



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

25,606 26,322 27,597 27,948

4,651 5,246 5,981 6,332

20,955 24,188 21,616 21,616

３

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

・若者支援事業
・自殺予防相談支援事業、自殺対策職員養成研修
・ひきこもり関連事業
・うつ病家族教室
・地域・職域啓発事業
・自殺対策強化月間等啓発事業
・ひきこもりサポーター派遣事業、委託事業

・若者支援事業
・自殺予防相談支援事業、自殺対策職員養成研修
・ひきこもり関連事業
・うつ病家族教室
・地域・職域啓発事業
・自殺対策強化月間等啓発事業
・ひきこもりサポーター派遣事業、委託事業

自殺対策強化事業　　　　
５，０３８千円
ひきこもり対策事業　　　
９４３千円

自殺対策強化事業　
５，１４７千円
ひきこもり対策事業　
１，１８５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,981

471

2,573

0

0

2,937

3,201

0

0

2,539

592

6,332

一部結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

　第２期高松市自殺対策計画に基づき、庁内各課をはじめ関係機関・団体と連携し、自殺対策を推進していく。

令和６年３月に「第２期高松市自殺対策計画」が策定され、高松市をはじめ関係機関・団体と協働し自殺対策を推進していく。健康づ

くり推進課ではゲートキーパー、睡眠、アルコール・ゲーム・ギャンブル依存症についての啓発や若年層への啓発を重点的に行う。ま

た、ひきこもりへの支援においては、関係機関との連携を図るとともに、「ひきこもり相談窓口」「ひきこもり当事者のための居場所

」を事業委託し、ひきこもりサポーターを活用しながら実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

地域保健推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

地域保健法

地区組織の高松市保健委員会連絡協議会に対し、運営助成を行うなど、密接に連携を図りながら、地域に密着したき
め細やかな保健活動を推進する。「高松市民健康の日」に健康都市推進ビジョンの啓発を行い、健康づくりの意識啓
発を行う。また、市民献血の推進と献血思想の普及啓発を行う。
また、地域及び企業等に健康運動指導士等を派遣して運動教室を開催する。

年度7

保健委員会連絡協議会に対し補助金を交付し、研修会・ブロック会の開催、保健委員会だよりを発行し、健康づくり
を主体的に取り組んでいくよう支援する。健康都市推進のため、組織を通じて健康づくりを支援する。
また、地域及び企業等に健康運動指導士を派遣して運動教室を開催する。

市内の地区保健委員
市民

地域保健組織の活性化を図り、地域での主体的な健康づくりを推進する。
市民に献血思想を普及する。

R4 R5 R6 R7
R8

研修会・ブロック会等開催回数 回 0 0 274 280 290

研修会等参加者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 92.6

アンケートを実施した研修会等参加者の満足度を平均すると９
２．６％でおおむね目標を達成した。保健事業の一つであるＷ
ｅｂエクササイズの満足度は８６．７％であるが、他の運動教
室の満足度は９５％を超えており、満足度が高かった。

97.5%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 92.6

0 0 95 95 95 95
0 0 92.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,507 7,696 8,030 8,171

1,520 1,674 1,854 1,995

5,987 6,022 6,176 6,176

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

保健委員会連絡協議会に対し補助金を交付し、研修会・ブ
ロック会の開催、保健委員会だよりを発行し、健康づくり
を主体的に取り組んでいくよう支援する。健康都市推進の
ため、組織を通じて健康づくりを支援する。
また、地域及び企業等に健康運動指導士を派遣して運動教
室を開催する。

保健委員会連絡協議会に対し補助金を交付し、研修会・ブ
ロック会の開催、保健委員会だよりを発行し、健康づくり
を主体的に取り組んでいくよう支援する。健康都市推進の
ため、組織を通じて健康づくりを支援する。
また、地域及び企業等に健康運動指導士を派遣して運動教
室を開催する。

健康都市推進ビジョン推進事
業　　９０千円
市長感謝状　　１０千円
保健委員会連絡協議会補助金
　　１，０００千円
運動教室（派遣）　　７５４
千円

健康都市推進ビジョン推進事
業　　１３７千円
市長感謝状　　６千円
保健委員会連絡協議会補助金
　　１，０００千円
運動教室（派遣）　　８５２
千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,854

0

0

0

754

1,100

1,160

835

0

0

0

1,995

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 継続

地域及び企業・事業所等の職域に対して健康運動指導士等を派遣する運動教室や、保健委員に向けた研修会等を２７４回実施した。参

加者の満足度は高く好評を得た。

保健委員会組織に対して、地域で、より主体的な事業展開ができるように働きかけていく。また、地域や企業等に健康運動指導士等を

派遣し、運動教室を開催することにより、運動するきっかけを作り健康づくりを推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

保健活動事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

地域保健法

市民の健康づくりのため、保健師等が訪問指導・健康相談・事務所相談・健康診査・健康教育・地区組織活動などを
実施する。

年度7

保健師等が訪問指導・健康相談・事務所相談・健康診査・健康教育・地区組織活動などを実施する。

高松市民

生涯を通じた市民の主体的な健康づくりを促す
健康寿命の延伸

R4 R5 R6 R7
R8

保健師活動時間 時間 0 0 103,204 100,000 100,000

参加者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 92.6

アンケートを実施した保健事業の参加者の満足度を平均すると
９２．６％でおおむね目標を達成した。保健事業の一つである
Ｗｅｂエクササイズの満足度は８６．７％であるが、他の運動
教室の満足度は９５％を超えており、満足度が高かった。

97.5%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 92.6

0 0 95 95 95 95
0 0 92.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

160,504 163,659 230,179 220,866

20,553 22,904 85,815 76,502

139,951 140,755 144,364 144,364

５

３

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

保健師等が訪問指導・健康相談・事務所相談・健康診査・
健康教育・地区組織活動などを実施する。

保健師等が訪問指導・健康相談・事務所相談・健康診査・
健康教育・地区組織活動などを実施する。

保健師活動費　　２６，４４
７千円
保健活動事務費　５９，３６
８千円

保健師活動費　　２７，３６
３千円
保健活動事務費　４９，１３
９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

85,815

83

405

0

33,344

51,983

39,777

36,258

0

425

42

76,502

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 継続

保健師の活動時間の８４．９％は家庭訪問及び健康相談等の現場業務であった。年度内において、保健師として稼働できる人員が減少

しており（産休・育休等のため）、代替保健師の確保が難しい現状もある。サービス低下にならないよう状況に応じた対応が必要であ

る。

地域コミュニティ協議会及び地区保健委員会と協働して事業を実施し、より効果的な活動体制を検討する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

精神保健福祉普及啓発・相談事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

精神保健福祉法

ストレスの多い現代に、こころの病気や治療などについて、こころの健康の正しい知識と理解、対応が求められてい
るため、広く市民に啓発を行うとともに相談事業を実施する。

年度7

こころの健康についての啓発として、「こころの健康セミナー」（統合失調症・うつ病・不登校・発達障害・女性の
アルコール依存症等）を開催する。家族教室としては「統合失調症家族教室」を実施する。また、こころの病気、ア
ルコール・薬物、ひきこもり等の健康相談に電話及び来所、家庭訪問で応じる。

高松市民

市民に対して、心の健康についての正しい知識や理解、対応を学んでもらうために啓発事業を実施する。
家族教室として、統合失調症の方を持つ家族の方々が正しい知識と対応を学ぶために実施する。
こころの健康相談を実施し、相談者の支援を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

精神保健相談件数 件 0 0 7,602 8,000 8,000

精神保健相談のうち新規相談件数割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 30 30 30
0 0 29.4

新規相談件数割合は増加傾向にあり、より多くの人に対して相
談対応を実施し、目標に対して ％の達成度であった。98

98.0%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 30 30 30 30
0 0 29.4

0 0 30 30 30 30
0 0 29.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,799 351 4,941 5,065

347 351 309 433

22,452 0 4,632 4,632

３

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

こころの健康についての啓発として、「こころの健康セミ
ナー」（統合失調症・思春期・うつ病・境界性パーソナリ
ティー障害、ひきこもり等）を開催する。家族教室として
は「統合失調症家族教室」を実施する。また、こころの病
気、アルコール・薬物、ひきこもり等の健康相談に電話及
び来所、家庭訪問で応じる。

こころの健康についての啓発として、「こころの健康セミ
ナー」（統合失調症・うつ病・不登校・発達障害・女性の
アルコール依存症等）を開催する。家族教室としては「統
合失調症家族教室」を実施する。また、こころの病気、ア
ルコール・薬物、ひきこもり等の健康相談に電話及び来所
、家庭訪問で応じる。

こころの健康相談事業費　　
２１６千円
精神保健啓発事業費　　　　
９３千円

こころの健康相談事業費　　
３１３千円
精神保健啓発事業費　　　　
１２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

309

0

0

0

0

309

433

0

0

0

0

433

一部結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 90 100
90 継続

教室及びセミナーのテーマや内容の充実と、広報高松等を用いて市民に周知する。

こころの健康セミナーに、不登校や発達障害等の若年層への正しい理解を得るための内容であったり、睡眠やメンタルヘルス不調の方

の社会復帰について等、幅広い対象に対しての周知啓発の取組を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

精神障害者社会復帰支援事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

精神保健福祉法

地域で生活している精神障害者は、偏見や病状のため孤立しやすく、社会復帰施設の整備も十分でないため、安心し
て暮らすことが難しい現状がある。このため、デイケアや当事者のための生活スキルアップセミナーにより、社会参
加を促し、病気とのつきあい方などを学び、再発を防ぎ、安心して暮らせるスキルを身につけるためのグループ活動
を実施する。
また、障害者を支えている家族が活発に活動することで、作業所などの社会資源の開発や病気の再発防止に繋がるた
め、家族会の運営補助を行う。

年度7

デイケア及び当事者のための生活スキルアップセミナーを実施することにより、精神障害者の自立を促進する。
また、精神障害者家族会に対して、事業の補助を行い、支援する。

在宅の精神障害者で自立支援医療の受給者

地域で生活する精神障害者が、デイケアなどに参加することで地域で孤立せず、心の安定を図り、生活の幅
をひろげ社会参加を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

デイケア実施回数 回 0 0 48 45 45

デイケア参加者延べ数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 400 400 400
0 0 406

様々な講座や社会見学等を実施することで、参加者が人との交
流を通して社会性を身に付ける場となり、就労等の社会参加に
つながる人もいるなど、目標を達成できた。 101.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 400 400 400 400
0 0 406

0 0 400 400 400 400
0 0 406

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,265 8,068 9,028 9,002

2,775 3,552 4,396 4,370

4,490 7,529 4,632 4,632

３

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

デイケア及び当事者のための生活スキルアップセミナーを
実施することにより、精神障害者の自立を促進する。
また、精神障害者家族会に対して、事業の補助を行い、支
援する

デイケア及び当事者のための生活スキルアップセミナーを
実施することにより、精神障害者の自立を促進する。
また、精神障害者家族会に対して、事業の補助を行い、支
援する。

精神障害者デイケア事業費（
１０５千円）精神障害者のた
めの生活スキルアップセミナ
ー事業費（３４千円）医療関
係等事務費（３千円）精神障
害者家族会運営補助金（４０
０千円）会計年度保健師（３
８５４千円）,

精神障害者デイケア事業費（
１０７千円）精神障害者のた
めの生活スキルアップセミナ
ー事業費（３６千円）医療関
係等事務費（１７千円）精神
障害者家族会運営補助金（３
５０千円）会計年度保健師（
３，８６０千円）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,396

0

48

0

0

4,348

4,305

0

0

65

0

4,370

一部結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

　引き続き、デイケア及び当事者のための生活スキルアップセミナーを実施し、精神障害者の自立を促進できるような関わりや取組を

行う。

デイケアは、当事者の社会参加促進のため、様々なプログラムを体験できるよう働きかける。疾患についての講義や就労、生活に関す

る内容と交流会を行い、社会的自立に向けて取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

難病患者地域支援ネットワーク事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

難病特別対策推進事業実施要綱

病気の原因が不明で治療法が確立していない難病患者やその家族に対して、関係機関との連携を図り、様々なニーズ
に応じた相談・支援を行う事で、患者・家族の生活の質の向上・精神的負担軽減を図る。

年度7

訪問依頼のある難病患者への保健師・医療機関専門職の個別相談事業
難病医療相談会・交流会の開催
難病患者を支える専門職の研修会の開催

難病患者とその家族
難病患者関係機関

適切な支援を行うことにより、安定した療養生活の確保と難病患者及びその家族の生活の質の向上を図ると
ともに、地域の医療機関等の連携により生活の場を整備する。

R4 R5 R6 R7
R8

難病訪問相談指導延べ回数 回 0 0 600 650 650

難病講演会・相談会・交流会開催回数 回 0 0 4 6 6

事業参加者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 82.8

難病医療相談事業として「多発性硬化症・視神経脊髄炎」、「
後縦靭帯骨化症」、「潰瘍性大腸炎」のテーマで実施した。相
談員育成事業として「在宅難病患者を支える患者の支援」のテ
ーマで実施した。アンケートの結果、参加者の満足度は８２．
８％であり、おおむね目標を達成した。

92.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 82.8

0 0 90 90 90 90
0 0 82.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,431 8,447 8,673 8,723

199 167 181 231

8,232 8,280 8,492 8,492

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

訪問依頼のある難病患者への保健師・医療機関専門職の個
別相談事業
難病医療相談会・交流会の開催
難病患者を支える専門職の研修会の開催

訪問依頼のある難病患者への保健師・医療機関専門職の個
別相談事業
難病医療相談会・交流会の開催
難病患者を支える専門職の研修会の開催

難病患者地域支援ネットワー
ク事業費　　　　１８２千円

難病患者地域支援ネットワー
ク事業費　　　　２３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

181

90

0

0

0

91

117

0

0

0

114

231

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 84 100
84 継続

難病患者の支援については、患者及び家族の希望や医療機関からの連絡により対応し、関係機関が連携して必要なサービス利用につな

げている。困難事例については、事例検討を開催して関係機関と連携強化を図り、支援につなげた。

難病患者及び家族のニーズを把握し、訪問相談を行うとともに、講演会や相談会、交流会を開催する。また、在宅患者を支える保健師

等支援者の研修会を開催する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

８０２０（歯科保健）推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

母子保健法、健康増進法

「生涯を通じた歯の健康づくり」を図ることを目的とした８０２０運動推進の一環として、妊娠期～乳幼児期～成人
期～老年期を通し、それぞれのライフステージに応じた歯科保健事業を実施する。

年度7

妊産婦及び成人歯科健診を市歯科医師会等と委託契約し、実施する。妊産婦歯科健康診査受診票は妊娠届出時に交付
する。また、歯の健康について啓発をする。

高松市民

「生涯を通じた歯の健康づくり」を図ることを目的として、あらゆるライフステージにおいて、継続して歯
科保健への意識を高める。
家庭での口腔管理（セルフケア）が実施できるようになる。

R4 R5 R6 R7
R8

幼児歯科健康診査受診票の送付率 ％ 0 0 100 100 100

成人歯科健康診査受診票の送付率 ％ 0 0 100 100 100

幼児歯科健康診査受診数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,853 1,781 1,710
0 0 1,711

幼児健診や相談の機会に幼児歯科健康診査の受診啓発を実施し
たが、目標値には達していない。

92.3%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1853 1781 1710 1638
0 0 1711

0 0 1853 1781 1710 1638
0 0 1711

成人歯科健康診査受診率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 17 17.2 17.4
0 0 14.2

ライフステージに応じた成人歯科健康診査の受診啓発を実施し
たが、目標値には達していない。

83.5%

点29



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

妊産婦及び成人歯科健診を市歯科医師会等と委託契約し、
実施する。妊産婦歯科健康診査受診票は妊娠届出時に交付
する。また、歯の健康について啓発をする。

妊産婦及び成人歯科健診を市歯科医師会等と委託契約し、
実施する。妊産婦歯科健康診査受診票は妊娠届出時に交付
する。また、歯の健康について啓発をする。

（再掲）
妊産婦歯科健康診査　８，１
６１千円
幼児歯科健康診査　７，２５
１千円
成人歯科健康診査２７，１４
５千円
成人歯科健康教育　１９２千
円
成人歯科健康相談　３５５千

（再掲）
妊産婦歯科健康診査　８，２
１４千円
幼児歯科健康診査　８，０５
４千円
成人歯科健康診査３１，２４
６千円
成人歯科健康教育　２４８千
円
成人歯科健康相談　５０３千

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 85 100
85 継続

ライフステージに応じた歯科保健事業を実施し、歯と口腔の健康づくりを推進することができた。

健康無関心層対策の一環としても、働く世代層をターゲットとした歯と口の健康の保持増進として、歯科医師・歯科衛生士の歯科出前

講座を事業所で実施する。成人歯科健診の受診の啓発を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

健康増進のための環境整備

地域食育推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

食育基本法、健康増進法

　近年、食を大切にする意識が希薄になり、健全な食生活が失われつつあることから、個人だけでなく地域や社会を
あげて食育に取り組み、健全な食生活を実践する人間を育てることが必要となっているため、食育の推進に取り組む
もの。
・地域で健康づくりや食育推進の活動をする高松市食生活改善推進協議会の育成、支援
・「食」の大切さを伝えるフードスタート運動の実施等

年度7

市民の野菜摂取量増加に向けた取組の実施
健全な食生活の実践を促すための食育推進事業の実施
高松市食生活改善推進協議会の支援・育成
「食」の大切さを伝えるフードスタート運動の実施等

高松市民

「食育」への関心度を高め、地域や社会をあげて食育に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

伝達講習会、健康教室の実施回数 回 0 0 133 140 150

伝達講習会、健康教室参加者数 人 0 0 2,000 1,997 2,047

食育に関心を持つ人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 82.8

　デジタルを活用した食育啓発や地区の実情にあわせた食生活
改善活動等を実施したため、昨年度より増加傾向にあり、目標
に対して９２％の達成度であった。 92.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 82.8

0 0 90 90 90 90
0 0 82.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

28,320 28,780 28,755 29,786

1,378 1,683 1,735 1,994

26,942 27,097 27,020 27,792

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

市民の野菜摂取量増加に向けた取組の実施
健全な食生活の実践を促すための食育推進事業の実施
高松市食生活改善推進協議会の支援・育成
「食」の大切さを伝えるフードスタート運動の実施等

市民の野菜摂取量増加に向けた取組の実施
健全な食生活の実践を促すための食育推進事業の実施
高松市食生活改善推進協議会の支援・育成
「食」の大切さを伝えるフードスタート運動の実施等

食育啓発事業等　４９９千円
自然に健康になれる環境整備
事業　５２千円
フードスタート運動１８千円
ヘルシーたかまつ協力店
　　　　　　　　　２２千円
研修事業　　　　　２６千円
食生活改善推進協議会
　　　　　　１，１１８千円

食育啓発事業等　４９５千円
自然に健康になれる環境整備
事業　１５９千円
フードスタート運動２０千円
ヘルシーたかまつ協力店
　　　　　　　　　２０千円
研修事業　４０千円
食生活改善推進協議会
　　　　　　１，２６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,735

0

0

0

25

1,710

1,950

44

0

0

0

1,994

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　デジタルを活用した食育啓発や地区の実情にあわせた食生活改善事業を実施する等、工夫しながら食育啓発の推進に寄与したが、更

なる取組みが必要である。

目標値の達成に向けて、啓発や周知等、より一層の効果的かつ広域的な取組を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

生活習慣病の予防対策の充実

健康づくり推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

健康増進法

４０歳以上の市民が、健やかで、こころ豊かに暮らすことができるように、生活習慣病の予防及び早期発見・早期治
療の促進，寝たきり防止等のため、自主健康管理意識の啓発を行うともに、健康教育・健康相談・健康診査の成人の
健康づくり事業を実施し、壮年期の死亡の減少、健康寿命の延伸、生活の質の向上を図る。

年度7

各地区及び保健センターにおいて、医師・歯科医師・保健師・歯科衛生士・栄養士等による健康教育・健康相談を実
施する。
４０歳以上の対象者に肝炎ウイルス検査及び健康診査、２０歳以上の対象者に成人歯科健康診査を実施する。後期高
齢者におけるＣＯＰＤ治療中断者のうち受診勧奨後も医療機関を未受診かつフレイルリスクが高い対象者に保健指導
を実施する。

４０歳以上の市民（成人歯科健康診査は、２０歳、３０歳の市民を含む）

市民一人一人が主体的に健康づくりに努め、生活習慣病の予防・早期発見に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

健康教育の開催回数 回 0 0 447 370 370

ＣＯＰＤ治療中断者への受診勧奨実施率 ％ 0 0 30 49.8 50

教室受講により健康に関する意識変容があっ
た人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 85.8

　協会けんぽと連携した企業への出前講座の実施等、健康教育
を可能な限り実施した。実施回数は目標値に届いたが、教室受
講による健康に関する意識変容の割合は目標値には届いていな
い。

95.3%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 85.8

0 0 90 90 90 90
0 0 85.8

受診勧奨を行ったＣＯＰＤ治療中断者の受診
率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 13 14 15
0 0 15.4

　ＣＯＰＤ治療中断者に対して訪問または来所で受診勧奨を実
施した。受診勧奨を行ったＣＯＰＤ治療中断者の受診割合は目
標値に届いた。 118.5%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

104,563 109,085 101,501 107,659

63,401 67,686 70,621 76,779

41,162 41,399 30,880 30,880

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

各地区及び保健センターにおいて、医師・歯科医師・保健
師・歯科衛生士・栄養士等による健康教育・健康相談を実
施する。
４０歳以上の対象者に肝炎ウイルス検査及び健康診査、２
０歳以上の対象者に成人歯科健康診査を実施する。後期高
齢者におけるＣＯＰＤ治療中断者のうち受診勧奨後も医療
機関を未受診かつフレイルリスクが高い対象者に保健指導
を実施する。

各地区及び保健センターにおいて、医師・歯科医師・保健
師・歯科衛生士・栄養士等による健康教育・健康相談を実
施する。
４０歳以上の対象者に肝炎ウイルス検査及び健康診査、２
０歳以上の対象者に成人歯科健康診査を実施する。後期高
齢者におけるＣＯＰＤ治療中断者のうち受診勧奨後も医療
機関を未受診かつフレイルリスクが高い対象者に保健指導
を実施する。

健康教育費　１０，１０２千
円
健康相談費　１１，８２８千
円
健康診査費　４８，３６６千
円
高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施事業費　３２５
千円

健康教育費　１０，３４８千
円
健康相談費　１２，１１７千
円
健康診査費　５３，９７５千
円
高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施事業費　３３９
千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

70,621

0

21,439

0

326

48,856

52,170

339

0

24,270

0

76,779

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

引き続き、住民の健康寿命の延伸に向け、健康相談・健康教育など健康づくり事業をより効果的に実施する。

協会けんぽの健康経営に取り組む企業と連携した健康づくりの推進とさらなる事業の活性化を図る。また、関係各課との共同を図り、

効果的な事業実施を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

健康づくりの推進

生活習慣病の予防対策の充実

がん対策推進事業

健康福祉局

健康づくり推進課

087-839-2363

令和 年度～6 令和 年度13

健康増進法、がん対策基本法

　がんの早期発見・早期治療のため、大腸がん・胃がん・子宮頸がん・乳がん・前立腺がん検診の個別検診及び胃が
ん・肺がん・子宮頸がん・乳がん集団検診の受診券を対象年齢の全市民に個人通知し、がん検診を受診しやすい環境
づくりを行います。
また、働き盛り世代や女性の健康週間に合わせた啓発等様々な機会を捉えてがん予防についての正しい知識の普及・
啓発を行います。

年度7

・受診券等作成・送付、・各種がん検診（胃、肺、大腸、子宮頸、乳、子宮、前立腺）実施
・前年度未受診者に対する検診の実施（ＷＥＢ予約含む）
・検診未受診者・精密検査未受診者に対する受診勧奨
・若年がん患者支援事業
・がん予防普及啓発

がん検診の対象者

がんの予防、早期発見・早期治療に努め、がんによる死亡率の減少を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

がん検診実施医療機関数 箇所 0 0 242 242 276

がん検診受診率（２０歳～６９歳） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 63.9 64.5 65.1
0 0 63.5

がん検診の積極的な受診勧奨により、各種がん検診のうち、胃
がん、肺がん、大腸がん検診は前年度受診率より増加した。

99.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 63.9 64.5 65.1 65.7
0 0 63.5

0 0 63.9 64.5 65.1 65.7
0 0 63.5

たばこを吸わない人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 87.8 88.3 88.8
0 0 87.8

たばこの害や受動喫煙防止の積極的な啓発により、たばこを吸
わない人の割合が増加した。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

511,865 546,329 393,743 404,570

470,703 504,930 362,863 373,690

41,162 41,399 30,880 30,880

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

・受診券等作成・送付・各種がん検診（胃、肺、大腸、子
宮頸、乳、子宮、前立腺）実施
・前年度未受診者に対する検診の実施（ＷＥＢ予約含む）
・検診未受診者・精密検査未受診者に対する受診勧奨
・ＰＨＲの拡大（情報標準化整備）
・がん予防普及啓発

・受診券等作成・送付、・各種がん検診（胃、肺、大腸、
子宮頸、乳、子宮、前立腺）実施
・前年度未受診者に対する検診の実施（ＷＥＢ予約含む）
・検診未受診者・精密検査未受診者に対する受診勧奨
・若年がん患者支援事業
・がん予防普及啓発

嘱託看護師等２８，９９４千
円
郵送料　　　２５，９１８千
円
委託料　　３０３，１３８千
円
若年がん患者支援２，９５３
千円
その他　　　　１，８６０千
円

嘱託看護師　３０，１９０千
円
郵送料　　　３１，５８６千
円
委託料　　３０６，９４８千
円
若年がん患者支援　２，６３
４千円
その他　　　　２，３３２千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

362,863

12,520

1,473

0

257

348,613

359,680

337

0

1,290

12,383

373,690

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

受診率は横ばいである。国のがん対策方針に合わせたがん検診体制について検討するとともに、地域職域連携を深め、働く世代の受診

率アップを図る。

市民が受診しやすい夜間・休日・セット検診及びＷＥＢ予約の拡充を図り、働く世代が受診しやすい環境整備を継続する。また、職域

と連携した啓発、ホームページやＳＮＳを活用した受診勧奨に取り組み、さらなる受診率向上を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

地域ケア会議推進事業

健康福祉局

地域包括支援センター

087-839-2811

令和 年度～6 令和 年度13

介護保険法１１５条の４８

　高齢者が介護や支援が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、介護支援専門員に対する
支援や助言を行うなど、地域の様々な機関等と連携・協力できる体制づくりを行う。
　また、高齢者の自立支援に向けた個別ケアプランの検討や、複合化した問題を抱える高齢者の支援内容を検討し、
課題解決を支援するとともに、地域課題の解決に向けた検討を行うことにより、地域包括ケアシステムの構築を図る
。

年度7

○地域ケア会議の開催
○地域ケア小会議（地域課題、個別課題の検討）の開催
○介護支援専門員を対象とした研修会・情報交換会の開催

①高齢者保健福祉・介護保険制度運営協議会委員、地域福祉ネットワーク会議構成員、高齢者を支援する地
域の関係者

① 多職種連携や地域の関係者とのネットワークを強化するとともに、個別ケースの検討によって把握・共
有した地域課題を地域づくりや政策形成につなぐ。
② 介護支援専門員の実践力向上と介護支援専門員相互のネットワークを構築する。

R4 R5 R6 R7
R8

介護支援専門員からの相談実人員 人 0 0 1,165 1,100 1,150

介護支援専門員からの相談件数 件 0 0 2,135 2,200 2,300

地域ケア小会議（個別課題）における検討件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 139 139 139
0 0 137

個別ケアプラン検討 件、個別ケース検討 件を検討し、概114 23
ね目標を達成できた。

98.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 139 139 139 139
0 0 137

0 0 139 139 139 139
0 0 137

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,193 8,160 966 8,997

709 633 966 1,277

7,484 7,527 0 7,720

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

○地域ケア会議　年１回
○地域ケア小会議（地域課題１９６回、個別課題６１回１
３７事例）
○介護支援専門員を対象とした研修会・情報交換会の開催
　７回

○地域ケア会議の開催
○地域ケア小会議（地域課題、個別課題の検討）の開催
○介護支援専門員を対象とした研修会・情報交換会の開催

地域ケア会議推進事業費
　　　　　９６６千円

地域ケア会議推進事業費
　　　　　１，２７７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

966

372

186

0

222

186

245

296

0

245

491

1,277

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

地域ケア会議や研修会、各エリアの情報交換会を実施し、自立支援に向けた介護支援専門員のスキルアップに寄与した。

引き続き、介護支援専門員の実践力向上と介護支援専門員相互のネットワーク構築を支援する。

また、個別ケースの背景にある課題の分析や、地域住民や介護支援専門員等専門職の声を拾い上げる中で地域課題を見出し、地域の関

係者と地域課題への対応等を共有・検討しながら、地域づくりの推進を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

生活支援サービスの充実と社会参加の促進

地域包括支援センター体制整備事業

健康福祉局

地域包括支援センター

087-839-2811

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 介護保険法

人口減少、少子・超高齢社会においても、地域包括支援センターのサービス水準を維持するため、１圏域（香川）に
おいて、民間活力を活用したモデル事業を実施し、運営体制の検証に取り組む。

年度7

１圏域の運営業務委託

高松市民

人口減少、少子・超高齢社会においても、民間活力を活用することにより安定的な地域包括支援センターの
運営を維持し、地域住民の心身の健康保持及び適切な支援を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

総合相談件数（対象圏域） 件 0 0 3,062 2,860 2,950

地域ケア会議における個別課題の検討件数（対象圏域） 件 0 0 16 15 15

民間委託を実施したサブセンター数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1 1 1
0 0 1

１圏域（香川）において、モデル事業として運営業務の民間委
託を実施した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1 1 1 1
0 0 1

0 0 1 1 1 1
0 0 1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

16,721 38,902 38,690 49,750

9,237 31,375 30,970 42,030

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

モデル事業業務委託

１圏域の運営業務委託

モデル事業業務委託料
　　　　　　３０，９７０千
円

運営業務委託料
　　　　　　４２，０３０千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

30,970

11,923

5,962

0

7,123

5,962

8,093

9,666

0

8,090

16,181

42,030

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 90 100
90 継続

　モデル事業の検証を行い、その内容を踏まえ、令和７年４月から５年間、地域包括支援センター香川の運営を本委託することを決定

し、公募型プロポーザルを実施し委託先法人を決定した。

委託事業のモニタリングを行うとともに、人員体制や費用対効果、委託先となる事業所の調査を行い、令和９年度以降の他の圏域の委

託の可否について検討を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

高齢者福祉の充実

認知症対策の推進

認知症ケア推進事業

健康福祉局

地域包括支援センター

839-2811

令和 年度～6 令和 年度13

⑦5- 介護保険法１１５条の４５

　認知症になっても本人の意思が尊重され、希望を持ってできる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる社
会の実現を目指し、認知症に関する正しい知識及び理解を深めるための普及啓発活動や家族の介護負担の軽減、本人
の生きがいづくり等総合的に取り組む。

年度7

認知症初期集中支援チーム運営・検討委員会　認知症地域支援推進員設置　認知症普及啓発　認知症カフェ運営　チ
ームオレンジの設置　認知症サポーター養成講座の開催 　認知症サポーターステップアップ講座の開催　認知症の
人を支える家族のつどいの開催

高松市民等

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられる社会の実現

R4 R5 R6 R7
R8

認知症地域支援推進員が受けた認知症相談件数 件 0 0 232 360 400

認知症サポーター養成講座受講者数 人 0 0 3,078 3,000 3,000

チームオレンジ登録数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 3 3
0 0 1

チームオレンジの設置数については、件数増の予定であったが
、地域の事情により令和６年度１件となった。引き続き、チー
ムオレンジの立ち上げ支援に取り組む。 33.3%

点12

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 3 3 3
0 0 1

0 0 3 3 3 3
0 0 1

認知症サポーターボランティア数（累計） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 85 105 135
0 0 91

認知症サポーター養成講座受講者の増加や認知症への関心の高
まりもあり、認知症サポーターボランティアになるためのステ
ップアップ講座受講者が増加した。 107.1%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,189 25,760 15,051 272,106

10,963 14,469 15,051 17,346

11,226 11,291 0 254,760

３

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

認知症初期集中支援チーム運営・検討委員会　認知症地域
支援推進員設置　認知症普及啓発　認知症カフェ運営　チ
ームオレンジの設置　認知症サポーター養成講座の開催
　認知症サポーターステップアップ講座の開催　認知症の
人を支える家族のつどいの開催

認知症初期集中支援チーム運営・検討委員会　認知症地域
支援推進員設置　認知症普及啓発　認知症カフェ運営　チ
ームオレンジの設置　認知症サポーター養成講座の開催
　認知症サポーターステップアップ講座の開催　認知症の
人を支える家族のつどいの開催

認知症総合支援事業費
　　　　　　８，５７６千円
認知症高齢者家族支援サービ
ス事業費
　　　　　　６，４７５千円

認知症総合支援事業費
　　　　　　９，９１９千円
認知症高齢者家族支援サービ
ス事業費
　　　　　　７，４２７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

15,051

5,749

2,874

0

3,438

2,990

3,338

3,993

0

3,338

6,677

17,346

一部結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ｂ 71 100
71 継続

　認知症地域支援推進員の各サブセンターへの設置や、認知症フェアの開催による普及啓発事業など、各種施策を実施することで認知

症本人や家族が安心して暮らしていける地域づくりに寄与した。また、認知症サポーター養成講座については、地域の団体だけではな

く、小・中学生など、幅広い年齢層が受講し、認知症に対しての市民の理解を高めることができた。

　引き続き、各種に認知症施策に取り組んでいくことで、認知症になっても、希望を持って住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ

るよう、地域づくりを推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

水の安定供給

水環境対策等推進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

持続可能な水環境の形成に関する条例　　水

　「持続可能な水環境の形成に関する条例」、「水環境基本計画」に基づき、市民や事業者、水に関する様々な主体
との連携を図りながら、本市における持続可能な水環境を未来の子どもたちに引き継いでいくために必要な施策の実
施と進行管理を行う。また、香川用水の水源である早明浦ダム周辺の高知県嶺北地域と、利水域である本市が連携
し、令和６年１月に本市、土佐町及び本山町の３自治体が出資した、「一般財団法人もりとみず基金」が設立された
ことに加え、嶺北地域と本市が、令和５年度に共同提案し、採択された国の交付金を活用した連携事業を、同財団の
事業と一体的に実施する。

年度7

①節水型街づくり推進協議会及び香川中央地域地下水利用対策協議会への負担金支出等
②水源学習・都市地域交流事業
③啓発・普及用品の作成及び配布
④もりとみず基金の運営支援負担金

　高松市民

　水に関わる関係者との連携協力により、持続可能な水利用及び管理手法が構築されることで、水の循環利
用と節水の推進が図られる。

R4 R5 R6 R7
R8

水源域交流イベントの開催回数 回 0 0 1 1 1

水源域交流イベント参加団体等件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 4 5
0 0 3

　昨年度は、同財団との共催により、内容を充実・拡大して、
水源地域交流物産展を開催した。また、本市塩江地域で活動す
る一般社団法人トピカや嶺北地域の自治体とも連携協力し、水
源地域の物産販売のほか、財団や水源地域に関する啓発情報の
展示を行った結果、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 4 5 6
0 0 3

0 0 3 4 5 6
0 0 3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,994 3,024 6,628 12,772

0 13 452 6,596

2,994 3,011 6,176 6,176

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①節水型街づくり推進協議会及び香川中央地域地下水利用
対策協議会への負担金支出等
②水源地域交流物産展開催

①節水型街づくり推進協議会及び香川中央地域地下水利用
対策協議会への負担金支出等
②水源学習・都市地域交流事業
③啓発・普及用品の作成及び配布
④もりとみず基金の運営支援負担金

①　　　　３９３千円
②　　　　　５９千円

①　　　　３９６千円
②　　３，０００千円
③　　　　５００千円
④　　２，７００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

452

29

0

0

0

423

3,496

0

0

0

3,100

6,596

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　一般財団法人もりとみず基金や水源地域の自治体等と連携し、本市ＨＰでの周知啓発や交流物産展を開催した。今後も関係機関と連

携し、事業効果を高めていく必要がある。

　令和７年度からは、大豊町及び大川村も一般財団法人もりとみず基金に参画し、本市と嶺北４町村の構成となり、本格的に事業展開

していくこととなる。同財団事務局及び同財団が委託している本市域内での活動者の双方と、随時、連携・情報共有しながら、事業を

推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

水の安定供給

生活用水等確保対策事業補助事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

高松市生活用水確保対策事業補助金交付要綱

　香川県広域水道企業団が実施する水道事業の給水対象外の区域に居住する人に対し、飲用水の安定的な確保を図る
ため、井戸など自家用給水装置の新設・改修に要する費用や、給水ホース・貯水用タンクの購入費用の一部を補助
し、水の安定供給や公衆衛生の向上を図る。
〇生活用水確保対策事業　給水装置の新設・改修：対象事業の２分の１以内の額、３０万円を上限
〇飲用水給水ホース等購入補助金　①給水ホース：購入価格の９割以内の額、５万円を上限　②貯水用タンク：購入
価格の２分の１以内の額、２万円を上限

年度7

　高松市内における香川県広域水道企業団水道事業の給水対象外の区域に居住する人に対し、自家用給水装置等の費
用の一部を補助し、自己の用に供する飲用水の安定的な確保を図る。

　給水対象外の区域に居住する人

　飲用水の安定的な確保を推進することで、水の安定供給や公衆衛生の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

生活用水確保対策事業補助件数 件 0 0 0 1 1

飲用水給水ホース等設置事業補助件数 件 0 0 0 1 1

生活用水確保対策事業補助累計数（２１年度
～） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 17 18 19
0 0 16

　補助金の交付申請がなかったため未達成。

94.1%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 17 18 19 20
0 0 16

0 0 17 18 19 20
0 0 16

飲用水給水ホース等設置事業補助累計数（２
１年度～） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 4 5
0 0 2

　補助金の交付申請がなかったため未達成。

66.7%

点23



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,497 1,805 1,544 1,894

0 300 0 350

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

　高松市内における香川県広域水道企業団水道事業の給水
対象外の区域に居住する人に対し、自家用給水装置等の費
用の一部を補助し、自己の用に供する飲用水の安定的な確
保を図る。

　高松市内における香川県広域水道企業団水道事業の給水
対象外の区域に居住する人に対し、自家用給水装置等の費
用の一部を補助し、自己の用に供する飲用水の安定的な確
保を図る。

生活用水確保対策事業補助金
　　　　０円
飲用水給水ホース等設置事業
補助金　０円

生活用水確保対策事業補助金
　　　３００千円
飲用水給水ホース等設置事業
補助金　５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

350

0

0

0

0

350

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ｂ 78 100
78 継続

　昨年度は、補助金の交付実績はなかった。例年、当事業に対する問い合わせはあるが、補助申請の件数は、減少傾向にある。

　引き続き、広報紙等で当事業の周知を行い、給水対象外の区域に居住する人の飲用水の安定的な確保を図るものである。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

脱炭素型ライフスタイルの普及促進

緑のカーテン事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

　「高松市地球温暖化対策実行計画」において、適応策として積極的に推進することとしている「緑のカーテン」に
ついて、緑のカーテン講座の開催や周知啓発を行うほか、コミュニティセンターや学校などの公共施設における緑の
カーテンの実施を推進する。

年度7

　夏の省エネ対策にもなる、緑のカーテン作り方講座を開催し、市民や事業者に対して積極的に地球温暖化対策に取
り組むよう促す。
　また、相乗効果を図るため、高松市脱炭素型都市推進会議による緑のカーテンコンテストを開催する。

　市内の住宅、事業所、学校、教育・保育施設、公共施設

　緑のカーテンを普及させることにより、省エネルギーの推進と温室効果ガス（二酸化炭素）の削減を図る
。

R4 R5 R6 R7
R8

緑のカーテン説明会実施回数 回 0 0 5 8 9

緑のカーテン講座受講者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 140 160 180
0 0 89

　環境ワークショップ（主催講座）や出前講座において緑の
カーテン講座を開催したが、受講者数は目標の６３．６％に留
まった。 63.6%

点22

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 140 160 180 200
0 0 89

0 0 140 160 180 200
0 0 89

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,559 1,547 1,576 1,577

62 42 32 33

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

　夏の省エネ対策にもなる、緑のカーテン作り方講座を開
催し、市民や事業者に対して積極的に地球温暖化対策に取
り組むよう促す。
　また、相乗効果を図るため、高松市脱炭素型都市推進会
議による緑のカーテンコンテストを開催する。

　夏の省エネ対策にもなる、緑のカーテン作り方講座を開
催し、市民や事業者に対して積極的に地球温暖化対策に取
り組むよう促す。
　また、相乗効果を図るため、高松市脱炭素型都市推進会
議による緑のカーテンコンテストを開催する。

緑のカーテン講座実施費用
　　　　　　　　　３２千円

緑のカーテン講座実施費用
　　　　　　　　　３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

32

0

0

0

0

32

33

0

0

0

0

33

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 68 100
68 継続

　環境ワークショップ（主催講座）や出前講座において緑のカーテン講座を開催することで、多くの市民に緑のカーテンの効果を啓発

周知できた。一方で、緑のカーテンの植付の時期が年度始めの繁忙期と重なることや期間が短いほか、ライフスタイルの変化により実

際の栽培が困難であったりと、講座の参加や開催に結び付かず、講座参加者数は減少しているため、引き続きより多くの市民や事業者

に対して認知度の向上や普及促進に取り組んでいく必要がある。

　地球温暖化対策として有効な緑のカーテンの普及啓発を図るため、引き続き、緑のカーテン講座を開催するとともに、本市ホームペ

ージなどを通じた周知啓発を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

環境保全推進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

　国が主唱する６月の環境月間に併せて環境展を開催し、環境問題を考える契機を提供するとともに、環境活動団体
との協働による環境学習の実施により、環境活動団体の支援や、より一層の市民の環境意識の向上を図る。また、本
市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施状況等を取りまとめた高松市環境白書の発行を行う。

年度7

　環境展を開催するとともに、環境学習の実施により、市民に対し環境意識の向上を図り、環境問題全般に関する啓
発を行う。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施状況等を取りまとめた高松市環境白書の発行を行う。

　高松市民

　環境活動団体や関係機関と協力して環境学習講座の充実に努めるとともに、講座の開催等について市の広
報紙やホームページ・ＳＮＳ等の活用や、教育委員会等との連携により参加者の増加に努め、市民の環境意
識の底上げを図る。

R4 R5 R6 R7
R8

環境学習講座実施回数 回 0 0 76 61 62

環境学習講座参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,820 1,850 1,880
0 0 2,298

　環境学習講座実施回数が増加したことに伴い、参加者数も大
幅に増加したことから目標値を達成しており、参加した市民を
通して環境意識の向上が図られている。 126.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1820 1850 1880 1910
0 0 2298

0 0 1820 1850 1880 1910
0 0 2298

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

21,451 21,076 23,292 25,903

6,483 6,022 7,852 10,463

14,968 15,054 15,440 15,440

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

　環境展を開催するとともに、環境学習の実施により、市
民に対し環境意識の向上を図り、環境問題全般に関する啓
発を行う。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施
状況等を取りまとめた高松市環境白書の発行を行う。

　環境展を開催するとともに、環境学習の実施により、市
民に対し環境意識の向上を図り、環境問題全般に関する啓
発を行う。
　また、本市の環境の状況や環境保全に関する施策の実施
状況等を取りまとめた高松市環境白書の発行を行う。

環境保全推進費
　　　　　７，８２７千円
環境白書発行
　　　　　　　　２５千円

環境保全推進費
　　　　　７，９１２千円
環境白書発行
　　　　　　　　２５千円
生物多様性地域戦略
　　　　　２，５２６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,852

0

0

0

0

7,852

10,463

0

0

0

0

10,463

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　学校・コミュニティセンターからの依頼が増加したことより、環境学習講座の実施回数は令和５年度より増加し、１回あたりの参加

者数も増加したことにより、参加者数は５年度より増加した。

　実施回数を増やし続けることには限界があることから、引き続き、市民に身近な環境問題をテーマに環境学習講座の充実を図り、参

加者数のみならず、満足度等の新指標の導入も検討する必要がある。

　環境問題に対する市民意識の高まりに対応するとともに、ゼロカーボンシティの実現に向けては、本市の温室効果ガスの排出量の約

６割を家庭部門及び業務その他部門が占めていることからも、市民一人一人のより一層の意識啓発を行う必要があることから、事業を

継続する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

環境美化推進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

　「高松クリーンデー たかまつきれいでー 」、「サンポート高松・中央通り等一斉清掃」及び「環境美化推進運“ ”
動功労者等表彰」等を、高松市環境美化都市推進会議と共催することにより、自治と連帯の精神に根ざした、清潔で
美しいまちづくり活動の推進を支援してきた。
　令和４年度末に高松市環境美化都市推進会議は発展的解消し、同会議が担ってきた「環境美化・緑化」に資する事
業や理念を継承しながら、脱炭素型都市の推進を目指すために令和５年度に新たに発足した「高松市脱炭素型都市推
進会議」と、これまで同様に共催事業を開催していく。

年度7

　高松市脱炭素型都市推進会議と「サンポート高松中央通り等一斉清掃」や「高松クリーンデー たかまつきれいで“
ー 」等の美化活動、緑のカーテンコンテストや環境学習支援事業等を共催し、環境美化、脱炭素型ライフスタイル”
に対する意識啓発に努める。

高松市民

　「高松クリーンデー たかまつきれいでー 」、「サンポート高松・中央通り等一斉清掃」等の環境美化“ ”
活動に参加することによって、地域愛護や環境美化の意識を培うともにポイ捨て禁止の意識啓発を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

高松クリーンデー等の清掃活動実施回数 回 0 0 15 15 16

高松クリーンデー参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 29,200 29,400 29,600
0 0 29,417

　高松クリーンデー参加者数は、企業・団体からの参加者数が
増加傾向にあり、目標値を上回る実績となった。

100.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 29200 29400 29600 29800
0 0 29417

0 0 29200 29400 29600 29800
0 0 29417

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,365 10,304 12,067 11,464

636 519 2,031 1,428

9,729 9,785 10,036 10,036

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

　高松市脱炭素型都市推進会議と「サンポート高松中央通
り等一斉清掃」や「高松クリーンデー たかまつきれいで“
ー 」等の美化活動、緑のカーテンコンテストや環境学習”
支援事業等を共催し、環境美化、脱炭素型ライフスタイル
に対する意識啓発に努める。
　また、市の設置する屋外喫煙所の灰皿について、海洋汚
染等に配慮し、消火に水を使わないタイプの灰皿に更新す
る。

　高松市脱炭素型都市推進会議と「サンポート高松中央通
り等一斉清掃」や「高松クリーンデー たかまつきれいで“
ー 」等の美化活動、緑のカーテンコンテストや環境学習”
支援事業等を共催し、環境美化、脱炭素型ライフスタイル
に対する意識啓発に努める。

環境保全推進費
　　　　　　２，０３１千円

環境保全推進費
　　　　　　１，４２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,031

0

0

0

0

2,031

1,428

0

0

0

0

1,428

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　環境美化都市宣言の精神に基づき、市民、企業、ボランティア、行政の協働による環境美化の事業を実施しており、これからも環境

美化、脱炭素型ライフスタイルの推進に向けた事業を検討、実施していく。

　産学官民が連携した市民会議「高松市脱炭素型都市推進会議」と共催事業を開催することで、環境美化や脱炭素型ライフスタイルの

推進に向けて効果的な啓発に取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

高松市環境衛生組合連合会活動推進事業

環境局

環境総務課

087-839-2388

令和 年度～6 令和 年度13

　高松市環境衛生組合連合会の運営等に対して、補助金を交付することで、地域住民の自主的な環境美化活動を支援
し、自然環境の保全・環境美化の推進を図る。
（組織概要）同連合会は、環境衛生等に関する自主的実践活動を行う地区衛生組合協議会の連合体。
（活動内容）同連合会は、各地区での清掃活動の推進、環境美化に関する啓発活動など、組合員の自主的な実践活動
を通じて、環境美化等の推進を図っている。

年度7

　高松市環境衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議会の清掃活動参加者を対象にした啓発活動について、補助
金を支出し、地域住民が主体となった環境美化活動やごみの適正排出等の活動を促進する。

　衛生組合加入世帯

　地域住民が主体となって、生活環境の改善及び環境美化推進を図り、健康で住み良いまちづくりを実現す
る。

R4 R5 R6 R7
R8

高松市環境衛生組合連合会運営に対する補助件数 件 0 0 1 1 1

河川等清掃活動を実施する地区衛生組合協議
会数 協議会

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 38 37 37
0 0 38

　各地区衛生組合協議会において、住民主体の清掃活動が実施
されており、自然環境の保全・環境美化の推進に貢献してい
る。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 38 37 37 37
0 0 38

0 0 38 37 37 37
0 0 38

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,103 7,357 7,520 7,524

2,864 2,088 2,116 2,120

5,239 5,269 5,404 5,404

５

３

３

３

３

５

令
和
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令
和
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　高松市環境衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議
会の清掃活動参加者を対象にした啓発活動について、補助
金を支出し、地域住民が主体となった環境美化活動やごみ
の適正排出等の活動を促進する。

　高松市環境衛生組合連合会の運営、各地区衛生組合協議
会の清掃活動参加者を対象にした啓発活動について、補助
金を支出し、地域住民が主体となった環境美化活動やごみ
の適正排出等の活動を促進する。

環境衛生組合連合会運営補助
金　１，７３７千円
脱炭素型まちづくり推進事業
啓発活動補助金　３７９千円

環境衛生組合連合会運営補助
金　１，７３５千円
脱炭素型まちづくり推進事業
啓発活動補助金　３７９千円
視察研修日当　６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,116

0

0

0

0

2,116

2,120

0

0

0

0

2,120

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　当事業は、環境衛生組合連合会の活動を支援するもので、同連合会は、例年と同じく地域での清掃活動の推進や環境美化の啓発活動

等を実施しており、全ての地区衛生組合協議会が住民全体の清掃活動を実施するなど、自然環境の保全・環境美化の推進に貢献してい

る。

　令和５年度に、衛生組合連合会の規約の改正があり、名称を「高松市衛生組合連合会」から「高松市環境衛生組合連合会」に変更し

た。今後においても、同団体の理念や事業内容は継承しながら、脱炭素型まちづくりの推進を図っていくことから、引き続き、同団体

を支援していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

再生可能エネルギーの導入拡大

再生可能エネルギー普及促進事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑧2- 高松市スマートハウス等普及促進補助金交付

　エネルギーの地産地消による住宅の低炭素化・脱炭素化を推進するため、家庭への太陽光発電設備や住宅の
ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）化の普及促進に取り組む。

年度7

①スマートハウス等普及促進補助
・蓄エネルギー機器（蓄電システム又は電気自動車充給電設備）：６万円・蓄エネルギー機器＋ＺＥＨ化：２１万円
・断熱リフォーム：１５万円・断熱リフォーム（窓のみ）：５万円・（加算額）居住誘導：５万円
②自家消費型家庭用太陽光電設備等設置補助
・太陽光発電設備：８万円／ｋＷ（上限４５万円）・蓄電システム：対象経費の１ ３（上限２０万円）/

太陽光発電設備等の未設置の住宅（新築を含む。）

太陽光発電設備等の設置やＺＥＨ化、断熱リフォーム等の普及により、家庭での温室効果ガスの排出削減と
再生可能エネルギーの普及を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

ＺＥＨ化補助件数（累計） 件 0 0 157 220 285

スマートハウス等普及促進補助件数（累計） 件 0 0 812 1,079 1,324

ＺＥＨ導入件数（当該年度の２年度前の実績
） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 690 750 810
0 0 640

　補助制度の実施などにより、市内の新築住宅へのＺＥＨ導入
件数は増加しているものの、令和６年度の目標値を若干下回っ
た。 92.8%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 690 750 810 870
0 0 640

0 0 690 750 810 870
0 0 640

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

36,166 45,551 47,333 72,928

20,450 31,250 31,893 60,190

15,716 14,301 15,440 12,738

５

５

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①スマートハウス等普及促進補助
・ＨＥＭＳ＋蓄エネルギー機器（蓄電システム又は電気自
動車充給電設備）：６万円・ＨＥＭＳ：２万円・断熱リフ
ォーム：１５万円・断熱リフォーム（窓のみ）：５万円・
（加算額）居住誘導：５万円、ＺＥＨ化１５万円
②自家消費型家庭用太陽光電設備等設置補助
・太陽光発電設備：８万円／ｋＷ（上限４５万円）
・蓄電システム：対象経費の１ ３の額（上限２０万円）/

①スマートハウス等普及促進補助
・蓄エネルギー機器（蓄電システム又は電気自動車充給電
設備）：６万円・蓄エネルギー機器＋ＺＥＨ化：２１万円
・断熱リフォーム：１５万円・断熱リフォーム（窓のみ）
：５万円・（加算額）居住誘導：５万円
②自家消費型家庭用太陽光電設備等設置補助
・太陽光発電設備：８万円／ｋＷ（上限４５万円）・蓄電
システム：対象経費の１ ３（上限２０万円）/

①スマートハウス等普及促進
補助
２５，３３３千円
②自家消費型家庭用太陽光電
設備等設置補助
６，５６０千円

①スマートハウス等普及促進
補助
２７，６９０千円
②自家消費型家庭用太陽光電
設備等設置補助
３２，５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

31,893

0

6,560

0

0

25,333

27,690

0

0

32,500

0

60,190

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 90 100
90 拡充

　固定価格買取制度の見直しや住宅の省エネ義務化など、再生可能エネルギーを巡る情勢が目まぐるしく変化していることから、エネ

ルギーの地産地消の考え方を含め、時代のニーズに即したより効果的な再エネ導入の在り方を検討し、継続的な事業の見直しを図って

いく。

　国、県の補助事業を活用し、市民のニーズを把握しながら、本市の課題とリンクし、地域の特色に沿った再生可能エネルギー活用の

実現化を検討、実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

再生可能エネルギーの導入拡大

ＥＶカーシェアリング導入事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

　低炭素移動手段の認知度を高め、脱炭素化を図るため、再生可能エネルギーを利用した公用車のカーシェアリング
の導入に取り組む。

年度7

情報収集
類似取組の状況確認

公用車

再生可能エネルギーを利用した公用車のカーシェアリングの導入について検討する。

R4 R5 R6 R7
R8

活動指標設定なし 件 0 0 0 0 0

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

　関係事業者との協議を行ったが、実施可能性や事業内容を検
討している段階であるため、成果指標の設定が難しい。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

５

３

３

３

０

０

令
和

6

令
和

7

関係事業者との協議

情報収集
類似取組の状況確認

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討すべきである

十分可能で、検討すべきで

業

業

ある

Ｃ 14 30
47 改善

　令和６年度は関係事業者との協議を行った。引き続き、既に着手している類似事業の取組状況も踏まえながら、事業の効果的な実施

手法について検討を行っていく。

　　引き続き、既に着手している類似事業の取組状況も踏まえながら、事業の効果的な実施手法について検討を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

脱炭素型ライフスタイルの普及促進

電気自動車等普及促進事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

　市域における温室効果ガス排出量の抑制を図るため、公用車に電気自動車（ＥＶ）を率先的に導入するとともに、
ＥＶ用充電器の設置拡大を図るなど、環境負荷の少ないＥＶの普及を促進する。

年度7

環境展等でＥＶによるＣＯ２排出量の削減効果を紹介することで市民にＥＶへの理解を深めてもらう。
また、民間活力を活用して、市内３か所にある道の駅に設置している急速充電設備の更新・運用を行うとともに、市
有施設への普通充電器の設置を行う。

市民

　環境に負荷の少ないＥＶを多くの市民に周知することにより、自動車の新規購入や買換えの際におけるＥ
Ｖ購入の意識付けを行う。また、市が設置した急速充電器の運営を行うとともに、市内の充電設備の設置を
拡充することなどにより、ＥＶの普及を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

電気自動車（公用車）の走行距離 ｋｍ 0 0 77,448 104,000 104,000

公用車における電気自動車導入数（累計） 台 0 0 16 14 14

市内における電気自動車保有台数 台

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 500 550 650
0 0 673

　民間においてＥＶ用の充電インフラが拡大しているため、目
標を達成することができた。

134.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 500 550 650 816
0 0 673

0 0 500 550 650 816
0 0 673

市内における次世代自動車保有台数 台

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 49,122 51,797 54,471
0 0 55,213

　特にハイブリッド自動車の普及が進んだため、目標を達成す
ることができた。

112.4%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,533 4,586 5,816 6,911

1,043 1,199 798 1,507

4,490 3,387 5,018 5,404

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

環境展等でＥＶによるＣＯ２排出量の削減効果を紹介する
ことで市民にＥＶへの理解を深めてもらう。
また、市が設置した市内３か所にある道の駅の急速充電設
備の運用を行う。

環境展等でＥＶによるＣＯ２排出量の削減効果を紹介する
ことで市民にＥＶへの理解を深めてもらう。
また、民間活力を活用して、市内３か所にある道の駅に設
置している急速充電設備の更新・運用を行うとともに、市
有施設への普通充電器の設置を行う。

急速充電器維持管理費
　　　　　　７９８千円

急速充電器維持管理費
　　　　　　８９３千円
急速充電器撤去費
　　　　　　６１４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

798

0

0

0

124

674

1,362

145

0

0

0

1,507

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　車体ラッピングを施した公用電気自動車を市内を走らせ、ゼロカーボンシティ展等で紹介することで市民に電気自動車への理解を深

めた。

　また、市が設置した３か所（道の駅及びその近隣地）の急速充電設備の運用を行うとともに、充電インフラの情報をＨＰ等で提供し

た。

　市内における電気自動車等保有台数は増加してきており効果は出ている。今後、公用車への電気自動車の率先導入や急速充電器の再

整備等を進め、さらなる普及拡大を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

脱炭素型ライフスタイルの普及促進

脱炭素化推進事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑦2- 地球温暖化対策の推進に関する法律

　令和２年１２月に「ゼロカーボンシティ」宣言を行い、本市の脱炭素社会の形成に資する施策を総合的・計画的に
推進するため、脱炭素社会推進本部を設置し、全庁挙げて、市民や事業者・関係機関と連携を図りながら、脱炭素型
ライフスタイルの普及促進や脱炭素化に向けた地域づくりに取り組む。

年度7

①脱炭素型ライフスタイルの普及を促進する（リーダー会議、モデル事業など）。
②市有施設の一斉ＬＥＤ化を実施する。
③運輸部門脱炭素化事業を実施する。
④中小企業の脱炭素経営支援事業を実施する。

市内の温室効果ガス

高松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の２０３０年度の温室効果ガス排出量削減目標（４６％）を
達成する。

R4 R5 R6 R7
R8

脱炭素型ライフスタイル推進リーダー延べ登録数 団体 0 0 112 310 390

本市域の温室効果ガス削減比率（２０１３年
度比） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 21.6 24.4 27.1
0 0 36.2

　啓発活動などによる市民や事業者の温暖化防止に対する意識
の高まりなどから、温室効果ガスの削減比率（２０１３年度
比）について１４．６ポイント目標値を上回った。 167.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 21.6 24.4 27.1 29.8
0 0 36.2

0 0 21.6 24.4 27.1 29.8
0 0 36.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,842 183,942 32,865 1,951,780

616 168,888 3,915 1,926,690

11,226 15,054 28,950 25,090

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①脱炭素型ライフスタイルの普及促進を促進する（リー
ダー養成講座、モデル事業など）。
②地域脱炭素化を進めるため「脱炭素先行地域」について
検討する。
③市有施設の一斉ＬＥＤ化を実施する。
④中小企業の脱炭素経営支援事業を実施する。

①脱炭素型ライフスタイルの普及を促進する（リーダー会
議、モデル事業など）。
②市有施設の一斉ＬＥＤ化を実施する。
③運輸部門脱炭素化事業を実施する。
④中小企業の脱炭素経営支援事業を実施する。

①脱炭素型ライフスタイル普
及促進　５５８千円
②検討業務委託料
３，３００千円
③市有施設ＬＥＤ化業務委託
料
（繰越明許　５０６，６９０
千円）
④中小企業向け脱炭素経営セ
ミナー負担金　５８千円

①脱炭素型ライフスタイル普
及促進　５１６千円
②業務委託料
　１，９２１，９１３千円
③業務委託料　１，２２１千
円
④中小企業向け脱炭素経営セ
ミナー負担金　４０千円、
ＳＢＴ認証取得支援補助金　
３，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,915

0

0

0

0

3,915

4,990

192,000

1,729,700

0

0

1,926,690

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 拡充

　脱炭素型ライフスタイルの普及促進を図る各種事業に取り組むとともに、市有施設ＬＥＤ化事業などを実施した。今後、温室効果ガ

スの排出割合が多い運輸部門や中小企業の脱炭素化を進めていく必要がある。

　ゼロカーボンシティの実現は、困難な課題ではあるが、市民や事業者と総力を挙げて取り組んでいく。まずは、意識啓発や市の率先

実行の取組を進めながら、事業者等との連携のあり方を模索し、今後、国の交付金や補助金の活用を視野に、市として実施すべき取組

を鋭意進めていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

プラスチックごみ対策事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑨2- 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　世界的な問題となっているプラスチックごみを削減するため、国の「プラスチック資源循環戦略」に基づき、市民
に対し、リデュース・リユースの２Ｒを中心に、市民等に積極的な情報発信や学習機会の提供を行うほか、プラス
チック資源循環促進法に基づく製品プラスチックの一括回収について、検討を進める。

年度7

①各種周知啓発
・啓発パネルの展示・海岸でのフィールドワーク活動・給水機賃貸借料・ごみ処理工場の見学会の開催
②市有施設等への常設型給水機の設置費用
③給水機設置補助金
④給水スポット協力店拡大等

市民、市内のスーパー、コンビニ、ドラッグストア等の小売店などの事業者

使い捨てプラスチック製品の使用を削減するなど、プラスチック資源循環を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

プラごみに関するフィールドワーク開催回数（累計） 件 0 0 2 4 6

プラスチック容器包装ごみの再資源化率（家
庭ごみ） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 84.5 84.8 85.1
0 0 84.4

　海ごみ清掃体験と環境学習を組み合わせたフィールドワーク
やコミュニティーセンター等での学習会など啓発事業を実施
し、意識向上を図った結果、おおむね目標を達成することがで
きた。

99.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 84.5 84.8 85.1 85.4
0 0 84.4

0 0 84.5 84.8 85.1 85.4
0 0 84.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,027 7,216 8,025 20,664

285 3,829 305 12,944

3,742 3,387 7,720 7,720

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①各種周知啓発
・啓発パネルの展示・海岸でのフィールドワーク活動・給
水機賃貸借料・ごみ処理工場の見学会の開催

①各種周知啓発
・啓発パネルの展示・海岸でのフィールドワーク活動・給
水機賃貸借料・ごみ処理工場の見学会の開催
②市有施設等への常設型給水機の設置費用
③給水機設置補助金
④給水スポット協力店拡大等

①　　　　　　　３０５千円

①　　　　　　　　６４千円
②　　　　　８，２００千円
③　　　　　２，７００千円
④　　　　　１，９８０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

305

0

0

0

305

0

7,494

0

0

0

5,450

12,944

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 拡充

　プラスチック製品由来の廃棄物については世界的な問題となっており、国において令和元年度に策定された「プラスチック資源循環

戦略」を踏まえ、海ごみ清掃体験と環境学習を組み合わせたフィールドワーク、コミュニティセンター等での学習会や啓発パネル展を

開催し、プラスチックごみ削減に向けた意識啓発を推進した。

　プラスチック排出抑制の一環として、給水スポットの設置拡大等に取り組み、市民にマイボトルの利用促進及び環境保全意識の醸成

を図る。また、製品プラスチックの一括回収については、香川県の検証を踏まえ、関係各課と必要な設備整備や収集に係る調整を行っ

た上で、実施時期等を含め、慎重に検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

食品ロス対策等推進事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

⑩2- 廃棄物の処理及び清掃に関する法律　食品ロ

　食品ロスの削減を始めとする食品廃棄物の減量・再資源化を推進するため、県と連携しながら、環境・身体・家計
にかしこいライフスタイルであるスマート・フードライフに関する市民意識の向上を図る。
　食品ロスの実態及び取組状況を把握するとともに、食品ロス削減や「３きり」に関する周知・啓発により、市民の
取組を促進するほか、事業者等とも連携した取組を推進する。

年度7

①フードドライブ用消耗品費
②地域ポイント手数料
③出前講座講師謝金
④啓発リーフレット作成委託費

食品ロスに対する市民意識及び食品廃棄物の発生量

食品ロスに対する市民意識が向上し、食品廃棄物の発生量が減少する。

R4 R5 R6 R7
R8

食品ロス実態調査の実施回数（延べ数） 回 0 0 2 3 3

アンケートで食品ロスを出していないと回答
した割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 53.5 57
0 0 46.8

　フードドライブの実施等食品ロスの周知・啓発をしたもの
の、目標を下回る結果となった。

93.6%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 53.5 57 60
0 0 46.8

0 0 50 53.5 57 60
0 0 46.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,818 3,013 3,893 4,296

76 2 33 436

3,742 3,011 3,860 3,860

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①フードドライブ用消耗品費
②地域ポイント手数料

①フードドライブ用消耗品費
②地域ポイント手数料
③出前講座講師謝金
④啓発リーフレット作成委託費

①　　　　　　　　３２千円
②　　　　　　　　　１千円

①　　　　　　　１８４千円
②　　　　　　　　１１千円
③　　　　　　　　８０千円
④　　　　　　　１６１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33

0

0

0

0

33

436

0

0

0

0

436

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

　フードドライブの実施については、事業者や関係団体と協働して実施する等、食品ロスの周知・啓発を推進した。今後も、事業者や

関係団体と協働して周知・啓発を行っていく。

　引き続き、事業者、関係団体と連携しながら、集客が見込まれるイベント等の機会を捉え、リーフレットを作成し、周知・啓発活動

を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

ごみ減量・資源化啓発事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

　ごみ分別ガイドブックの配布に加えて、ごみ分別アプリの配信等により、ごみの減量・リサイクルを推進する。
　また、家庭から出された缶・びん・ペットボトル、プラスチック、紙類等の資源ごみを、再資源化のための中間処
理を行い、プラスチック、色つきのびんについては日本容器包装リサイクル協会に引渡し、缶・びん・ペットボト
ル、紙類など有価にて売払いできるものは専門業者に売却する事業を行う。

年度7

①ごみ分別ガイドブック作成費用等
②ごみ分別アプリ配信システム利用料
③収集した資源物を再資源化する経費（委託料等）

　ごみを排出する市内の全家庭

　ごみ分別ガイドブックを配布することにより、各家庭が正しいごみの分別方法を理解し、再資源化が行わ
れるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

ごみ分別ガイドブック配布数 冊 0 0 13,581 20,000 20,000

資源ごみの再資源化率（紙・布を除く） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 75 75 75
0 0 73.3

　ガイドブックやアプリ配信等により正しい分別やリサイクル
の推進等の周知啓発を行い、市民・事業者の「ごみの減量と再
資源化」に対する意識向上を図った結果、おおむね目標を達成
することができた。

97.7%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 75 75 75 75
0 0 73.3

0 0 75 75 75 75
0 0 73.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,727 7,669 191,961 217,872

1,120 895 181,153 207,064

8,607 6,774 10,808 10,808

５

３

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

①ごみ分別ガイドブック作成費用等
②ごみ分別アプリ配信システム利用料
③収集した資源物を再資源化する経費（委託料等）

①ごみ分別ガイドブック作成費用等
②ごみ分別アプリ配信システム利用料
③収集した資源物を再資源化する経費（委託料等）

①　　　　　　　８５６千円
②　　　　　　　１５９千円
③　　　１８０，１３８千円

①　　　　　　　８０３千円
②　　　　　　　１５９千円
③　　　２０６，１０２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

181,153

0

0

0

171,014

10,139

21,264

185,800

0

0

0

207,064

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

　ごみ分別ガイドブック、ごみ収集カレンダー、ごみ分別アプリ等を活用し、市民の方へごみの減量・リサイクルを推進した。適切に

ごみの分別・再資源化が行われるよう、今後も、粘り強く周知、対応していく必要がある。

　ごみ分別アプリの多言語化を検討し、ガイドブックからアプリへの移行を促す。外国籍の在住者を含め、市民の方に幅広くアプリを

活用していただくことにより、適切にごみの分別・再資源化が行われるように取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

家庭系ごみ有料化事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

　家庭系ごみの減量・資源化、ごみ処理にかかる負担の公平化、ごみに責任をもつ社会の実現を目指し、平成１６年
１０月から、定期収集家庭ごみのうち、「燃やせるごみ」「破砕ごみ」について、大（４０Ｌ相当）・中（３０Ｌ相
当）・小（２０Ｌ相当）、特小（１０Ｌ相当）の４種類の有料指定収集袋による回収を開始した。また、平成２８年
１０月から、高齢者等ごみ排出量の少ない世帯の利便性の向上を目指し、従来の４種類に超特小（５Ｌ相当）を加え
て、５種類での運用を開始した。現在、５種類の有料指定収集袋を活用し、その製造、収納事務（スーパーなどの店
舗における一般廃棄物処理手数料収納事務）及び配送・在庫管理に関する事務を行っている。

年度7

①指定収集袋作製に係る費用
②指定収集袋配送・在庫管理委託料
③指定収集袋販売取扱委託料
④その他（納入通知発送用封筒代）

　ごみを排出する市内の全家庭

　各家庭において、有料指定収集袋を購入することにより、家庭ごみの排出量が減少する。

R4 R5 R6 R7
R8

有料指定収集袋作製枚数（特小換算） 枚 0 0 46,600 43,000 43,000

指定収集袋（小）削減枚数 千枚

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 179 269 359
0 0 264

　収集袋の作製枚数は微減であったが、ごみの減量・再資源化
等の周知啓発の結果、目標を大きく上回る結果となった。

147.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 179 269 359 449
0 0 264

0 0 179 269 359 449
0 0 264

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

182,879 165,840 170,535 178,621

176,143 160,195 163,587 171,673

6,736 5,645 6,948 6,948

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①指定収集袋作製に係る費用
②指定収集袋配送・在庫管理委託料
③指定収集袋販売取扱委託料
④その他（納入通知発送用封筒代）

①指定収集袋作製に係る費用
②指定収集袋配送・在庫管理委託料
③指定収集袋販売取扱委託料
④その他（納入通知発送用封筒代）

①　　　１０４，３８０千円
②　　　　１２，１４４千円
③　　　　４６，９９３千円
④　　　　　　　　７０千円

①　　　１１０，９８２千円
②　　　　１２，１４４千円
③　　　　４８，４２８千円
④　　　　　　　１１９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

163,587

0

0

0

352

163,235

0

171,673

0

0

0

171,673

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

　平成２８年１０月から５リットル相当の「超特小」を加えた５種類での運用により、高齢者等の家庭ごみ排出量の少ない世帯の利便

性の向上が図られたため、引き続き事業を実施した。

　平成２８年度に超特小を導入し、「大」、「中」、「小」、「特小」、「超特小」の５種類とした指定収集袋を活用した、家庭系ご

み有料化事業の円滑かつ適正な運用を継続することにより、利便性の向上も図りながら引き続き、家庭系ごみの減量・資源化を推進す

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

事業系ごみ減量推進事業

環境局

ゼロカーボンシティ推進課

087-839-2393

令和 年度～6 令和 年度13

　事業の用に供する延べ面積３，０００㎡以上の建物を有する事業者（多量排出事業者）に対し、「事業系一般廃棄
物減量等計画書」の提出を求める。また、地球にやさしいオフィス・店の登録事業者等の事業系ごみ減量推進に向け
た取組状況をホームページ上で公表し、市内事業者への事業系ごみ減量の推進を呼びかける。

年度7

①地球にやさしいオフィス・店登録関係消耗品等

　事業の用に供する延べ面積３，０００㎡以上の建物を有する事業者及び事業者が排出する事業系一般廃棄
物

　対象事業者に対し、事業系一般廃棄物減量等計画書の作成及び計画の実行に取り組んでもらい、事業系一
般廃棄物の排出量が減少する。

R4 R5 R6 R7
R8

一般廃棄物減量等計画書受付件数 件 0 0 309 352 352

多量排出事業者の廃棄物リサイクル率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 66 66 66
0 0 46.9

　多量排出事業者の廃棄物リサイクル率の中期目標を６６．０
パーセントとし、リサイクル率の増加を目指したが、リサイク
ル率は減少し、目標を下回った。 71.1%

点25

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 66 66 66 66
0 0 46.9

0 0 66 66 66 66
0 0 46.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,742 3,011 3,865 3,894

0 0 5 34

3,742 3,011 3,860 3,860

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①地球にやさしいオフィス・店登録関係消耗品等

①地球にやさしいオフィス・店登録関係消耗品等

①　　　　　　　５千円

①　　　　　　３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5

0

0

0

0

5

34

0

0

0

0

34

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 74 100
74 継続

　廃棄物減量等計画書の取りまとめ及び公表を行った。リサイクル率は低下しているため、取組内容を見直し、実効性のあるものとす

る必要がある。

　多量排出事業者の廃棄物リサイクル率の中期目標を６６．０パーセントとしており、リサイクル率の増加が図られるよう対象事業者

への働き掛けを継続しつつ、目標達成に向けた具体的な対策を検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

ごみの減量・資源化の推進

小型家電等リサイクル推進事業

環境局

環境業務課

087-834-0389

令和 年度～6 令和 年度13

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関

支所・出張所や家電販売店及び「環境展」などのイベントに回収ボックスを設置して、使用済小型家電３２品目を回
収する。また、南部・西部クリーンセンターの委託業者の協力を得て、ピックアップ回収を実施する。

年度7

小型家電リサイクル事業の普及・啓発事業のため、チラシの作成及び配布を行う。

・不要になった携帯電話、デジタルカメラ、ゲーム機等の使用済小型家電３２品目。
・家庭から出る破砕ごみから回収された使用済小型家電３２品目。

・使用済小型家電の回収を実施することにより、レアメタルを含む有用な金属のリサイクルを推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

住民説明会等の実施回数 回 0 0 8 10 10

年間回収量 トン

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 12 12 12
0 0 17.3

　令和３年４月から回収品目にパソコンなど１１品目を追加し
たことやチラシ配布等による啓発活動により、令和６年度の回
収量は約１７．３トンとなり、前年度を上回る回収量を確保す
ることが出来た。

144.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 12 12 12 12
0 0 17.3

0 0 12 12 12 12
0 0 17.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

809 815 824 830

61 62 52 58

748 753 772 772

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

小型家電リサイクル事業の普及・啓発事業のため、チラシ
の作成及び配布を行う。

小型家電リサイクル事業の普及・啓発事業のため、チラシ
の作成及び配布を行う。

小型家電等リサイクル推進事
業　５２千円

チラシ作成・配布

小型家電等リサイクル推進事
業　５８千円

チラシ作成・配布

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

52

0

0

0

0

52

58

0

0

0

0

58

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

回収品目が拡大されて４年目ではあるが、前年度を上回る回収量を確保することができた。 引き続き、地道に周知啓発を図っていき

たい。

引き続き周知啓発を図り、一層の回収量増加に取り組むとともに、更なる回収対象品目の拡大についても検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

廃棄物処理の推進

災害時し尿処理事業

環境局

環境業務課

087-839-3990

令和 年度～6 令和 年度13

高松市地域防災計画、高松市災害時緊急物資

　災害発生時に、避難所トイレが復旧するまで、緊急に使用する簡易トイレ及び携帯トイレの備蓄並びに、浸水被災
世帯の緊急し尿収集に対し、補助金の交付を行う。

年度7

保存期限を過ぎた、携帯トイレの更新を行う。
浸水被災世帯への緊急し尿収集事業補助を行う。

簡易トイレ及び携帯トイレの備蓄数（避難所・避難者用）

災害発生時に、避難所トイレが復旧するまで、緊急に使用する簡易トイレ及び携帯トイレを備蓄する。

R4 R5 R6 R7
R8

簡易トイレ備蓄数 基 0 0 100 100 100

携帯トイレ備蓄数 個 0 0 0 176,400 176,400

簡易トイレ備蓄率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

平成２９年度備蓄予定数量の配備を完了し、「高松市災害時緊
急物資備蓄計画」の目標数を達成した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

携帯トイレ備蓄率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

平成２９年度備蓄予定数量の配備を完了し、「高松市災害時緊
急物資備蓄計画」の目標数を達成した。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,043 1,274 4,209 3,901

594 822 3,205 2,897

449 452 1,004 1,004

５

３

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

保存年限を過ぎた、携帯トイレの更新を行う。
浸水被災世帯への緊急し尿収集事業補助を行う。

保存期限を過ぎた、携帯トイレの更新を行う。
浸水被災世帯への緊急し尿収集事業補助を行う。

【備蓄物資購入等】
　３，２０６千円

【備蓄物資購入】
　２，１３７千円
【浸水被災世帯補助金】
　７６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,205

0

0

0

0

3,205

2,897

0

0

0

0

2,897

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 拡充

計画的な緊急物資の配備を行った。

平成２９年度で避難所への簡易トイレ及び携帯トイレの配備が完了した。平成３０年度からは使用期限が過ぎた携帯トイレの更新を実

施しつつ、令和６年能登半島地震の状況を踏まえて、備蓄の量を拡充していく方針である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

廃棄物処理の推進

次期ごみ処理施設整備事業

環境局

環境施設対策課

087-839-2102

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪2- 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　本市の一般廃棄物の中間処理施設である西部クリーンセンターが令和１４年度末に稼働を終了するほか、南部クリ
ーンセンターも同時期に稼働後約３０年を経過することから、令和１５年度以降も安定したごみ処理運営を行うため
、次期ごみ処理施設を整備する。

年度7

　焼却・破砕施設整備に係る環境影響評価、施設基本設計、造成設計、用地取得等を行う。資源化施設の延命化工事
に係る基本設計等を行う。

　次期ごみ処理施設

　環境影響評価等を進めるとともに、令和７年度までに基本設計を完了させ、８年度から事業者選定、９年
度から造成工事に着手し、１０年度に実施設計の完了を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

次期ごみ処理施設整備事業の進捗率 ％ 0 0 12 20 23

次期ごみ処理施設整備事業の進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 12 20 23
0 0 12

　令和１４年度までの全工程中、基本設計完了で２０％、実施
設計完了で３０％、その後の工事工程については事業費で進捗
率を管理する。
　令和６年度は、令和７年度に予定している基本設計完了に向
けて、令和６年度分の基本設計や環境影響評価等を行った。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 12 20 23 26
0 0 12

0 0 12 20 23 26
0 0 12

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

39,789 43,215 153,415 484,231

24,821 28,161 122,535 453,351

14,968 15,054 30,880 30,880

５

３

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

　焼却・破砕施設整備に係る環境影響評価等を実施する。

　焼却・破砕施設整備に係る環境影響評価、施設基本設計
、造成設計、用地取得等を行う。資源化施設の延命化工事
に係る基本設計等を行う。

環境影響評価等業務委託料
　　　　　９１，１０２千円
廃棄物エネルギー利活用計画
策定業務委託料
　　　　　　５，９８７千円
公有財産購入費
　　　　　２３，５９７千円
需用費等　　１，８４９千円
（うち令和５年度からの繰越
額４１，６９６千円)

環境影響評価業務等委託料
　　　　２４１，５９７千円
関橋谷線等道路維持工事
　　　　　　７，９０１千円
公有財産購入費・物件補償費
　　　　１７５，４２２千円
地域振興事業補助金
　　　　　２７，３００千円
需用費等　　１，１３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

122,535

8,109

0

55,500

25,000

33,926

30,132

179,486

179,200

0

64,533

453,351

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

　令和６年度分の環境影響評価及び施設整備基本設計等を実施した。

　引き続き、地域に新たな価値を創出できる施設整備を目指す。

　また、事業に多額の費用を要するため、国の交付金制度を最大限活用する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

南部クリーンセンター環境学習事業

環境局

南部クリーンセンター

087-890-2190

令和 年度～6 令和 年度13

　南部クリーンセンターの施設を活用して、ごみ処理の現状と課題を学習する機会を提供する。「エコホタル」の展
示ギャラリーでは、環境パネル展や、環境に関する図書の閲覧、またパソコンによる環境クイズなどを利用して環境
問題を考える機会を提供し、地球規模での温暖化対策の必要性を啓発するとともに、学習室では紙すきや工作などを
実施して、楽しみながら、リサイクルを体験してもらい、参加者の環境意識の向上に寄与する。

年度7

利用者数（見学者・学習室利用者等）　年３，７５０人
体験学習事業
親子リサイクル工作会・施設見学会等自主企画事業　年２５回程度
施設紹介・分別収集啓発用パンフレット印刷・配付
環境啓発ＤＶＤ視聴

　市民

　ごみ問題を始めとする環境学習の場を提供して、広く市民の環境意識の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

エコホタル自主企画講座回数（見学会等を含む。） 回 0 0 23 25 25

エコホタル自主企画講座参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 550 550 600
0 0 549

　施設見学会について、昨年度は２３回実施できた。エコホタ
ル自主企画講座参加者数については、親子リサイクル工作会の
参加者数が前年よりも多くなったものの、施設見学会の参加者
数が減少したため、目標を達成できなかった。

99.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 550 550 600 600
0 0 549

0 0 550 550 600 600
0 0 549

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

15,239 15,581 15,657 15,815

271 527 217 375

14,968 15,054 15,440 15,440

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

利用者数（見学者・学習室利用者等）　年３，８９１人
体験学習事業
親子リサイクル工作会・施設見学会等自主企画事業　年２
３回
施設紹介・分別収集啓発用パンフレット印刷・配付
環境啓発ＤＶＤ視聴

利用者数（見学者・学習室利用者等）　年３，７５０人
体験学習事業
親子リサイクル工作会・施設見学会等自主企画事業　年２
５回程度
施設紹介・分別収集啓発用パンフレット印刷・配付
環境啓発ＤＶＤ視聴

各講座用消耗品関係
施設紹介・分別収集啓発用パ
ンフレット印刷関係
体験学習業務委託関係

各講座用消耗品関係
施設紹介・分別収集啓発用パ
ンフレット印刷関係
体験学習業務委託関係

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

217

0

0

0

0

217

375

0

0

0

0

375

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

施設見学会について、昨年度は２３回実施することができた。今後は、より魅力ある事業や広報についての検討が必要である。

　ＮＰＯ法人、管理運営事業者とも協働する中で、魅力ある施設見学会や、新たな自主企画事業の開催などを通じて、環境保全意識の

啓発を推進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業指導団体等育成事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業振興助成条例

　中小企業者等の経営の合理化・近代化の促進及び育成指導に努めるとともに、その構成員の文化的・経済的な改善
向上を図るため、高松市中小企業振興助成条例に基づき指定した指導団体等に対し事業費補助を行う。

年度7

中小企業指導団体等に対する助成

中小企業指導団体等

中小企業指導団体等が行う市内中小企業の振興に係る事業が円滑かつ効果的に推進される。

R4 R5 R6 R7
R8

指導団体等に関する補助金交付件数 件 0 0 11 11 11

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

指定団体等が実施する事業に対して補助する事業であるため、
成果指標の設定は困難である。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

34,048 33,345 33,996 34,751

32,327 31,614 32,220 32,975

1,721 1,731 1,776 1,776

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

中小企業指導団体等に対する助成

中小企業指導団体等に対する助成

３２，２２０千円
※ジェトロ香川については貿
易振興事業で計上

３２，９７５千円
※ジェトロ香川については貿
易振興事業で計上

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

32,220

0

0

0

0

32,220

32,975

0

0

0

0

32,975

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 24 30
80 継続

　引き続き、中小企業者等の経営の近代化・合理化及び育成指導に努める団体に対し、事業助成を行った。

　厳しい経済環境の中で、会員数が減少傾向にある団体もあるほか、物価高騰や米国の関税政策を始めとする不透明な国際情勢の影響

で中小企業者を取り巻く環境は悪化しており、地域経済の活性化のため、引き続き支援が必要である。

　中小企業の育成と振興により、商工業の振興と地域経済の活性化が求められているため、本事業を継続して実施する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業経営講習会等事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

中小企業経営の近代化・合理化の促進並びに従業員の資質及び技術水準の向上を図るため、関係団体と共催で講習会
等を実施する。

年度7

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③ＢＣＰ策定支援事業

市内中小企業

中小企業経営の近代化・合理化並びに従業員の資質等の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講習会受講参加率 ％ 0 0 55.5 70 70

講習会等の受講者満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 98

各種セミナーを通じて、事業者が抱える課題解決の糸口を発見
できたり、同様の悩みを抱える受講者同士で交流する機会が得
られるなど、多角的な視点で経営のノウハウや専門知識を習得
できることから、受講者の満足度は高くなっている。

122.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 98

0 0 80 80 80 80
0 0 98

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,302 6,874 7,047 7,059

1,635 1,635 1,643 1,655

3,667 5,239 5,404 5,404

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催
）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③経営相談事業　
④ＢＣＰ策定支援事業

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催
）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③ＢＣＰ策定支援事業

①１，６００千円
②３５千円
③８千円

①１，６００千円
②３５千円
③２０千円
令和６年度において経営相談
事業は終了したため、令和７
年度では予算減となっている

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,643

0

0

0

0

1,643

1,655

0

0

0

0

1,655

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　従業員の資質向上及び技術水準の向上のため、関係団体と共催で講習会及び研修会を実施した。今後、受講者数の一層の増加に向　

け、講習内容や周知方法の検討などが重要となる。

　受講者数の増加を図り、従業員の資質向上及び技術水準の向上につなげるため、ニーズにあった題材の検討や、従業員への積極的な

受講の推奨を勧めていく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業人材確保・就業機会拡大事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

内装等職人育成職業訓練事業補助金交付要綱

　新規学卒者及び中途求職者への就業機会の拡大を図り、厳しい雇用環境に対応するため、合同就職面接会を開催　
し、中小企業の労働力、人材確保を促し、経営の安定に寄与することを目的とする。
　合同就職面接会は、高松商工会議所、香川県、香川労働局（ハローワーク）、独立行政法人高齢・障害・求職者雇
用支援機構香川支部香川職業能力開発促進センター、学生の香川県内定着プロジェクト推進協議会との共催により開
催している。
　また、市内建設業の人材育成を目的として、技術人材育成に取り組む団体に対して補助している。

年度7

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

新規学卒者及び中途求職者、市内企業

中小企業の人材確保が困難になる中、企業と求職者のミスマッチを解消するため、関係機関と連携して合同
就職面接会等を実施することで、新規学卒者及び中途求職者への就業機会の提供と中小企業の労働力・人材
確保を促進し、中小企業の経営の安定化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

参加求職者数（延べ数） 人 0 0 115 150 150

就職面接会参加企業の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70 70 70
0 0 61.6

採用活動の手法が多様化する中、求職者と接触する好機ととら
える企業が多いものの、年々、参加企業及び求職者が減少傾向
であることから、満足度も伸び悩んでいる。 88.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 70 70 70 70
0 0 61.6

0 0 70 70 70 70
0 0 61.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

758 5,554 6,189 6,189

683 285 785 785

75 5,269 5,404 5,404

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

①２８５千円
②５００千円

①２８５千円
②５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

785

0

0

0

0

785

785

0

0

0

0

785

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

　幅広く、企業を知ることができ、企業から直接声がかかる機会もあることから参加者の満足度は高い。

一方、企業側からは参加企業に対し、参加者が少ないとの意見があり、開催時期や周知方法等の見直しを検討し、参加求職者の増加を

図る必要がある。

　中小企業の労働力、人材確保を促し、経営の安定に寄与する観点からも、引き続き、国や県、関係機関等と連携しながら、事業を継

続することは妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

貿易振興事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業振興助成条例

　地場産業を始め、関連中小企業の貿易振興に取り組む独立行政法人日本貿易振興機構香川貿易情報センター（ジェ
トロ香川）に対し助成を行う。また、高松港コンテナターミナル振興協議会において広報・宣伝、ポートセールスを
行い、コンテナターミナルの利用促進に努める。

年度7

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセールス等
③その他

高松港における取扱コンテナ

本市における貿易の振興が図られる。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金・負担金支出交付件数 件 0 0 3 3 3

高松港外貿コンテナ航路等新規利用促進助成
金の助成額 千円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,225 6,225 6,225
0 0 5,605

外貿航路の合計は速報値で前年比３．２％減の３０，６２１Ｔ
ＥＵ、国際フィーダー航路を加えた総計では、前年比３．５％
減の３７，７９４ＴＥＵとなったため、助成金の助成額が目標
を下回った。

90.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6225 6225 6225 6225
0 0 5605

0 0 6225 6225 6225 6225
0 0 5605

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,179 4,189 4,234 4,234

2,458 2,458 2,458 2,458

1,721 1,731 1,776 1,776

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセ
ールス等
③その他

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセ
ールス等
③その他

①１，１１６千円
②１，３００千円
③４２千円

①１，１１６千円
②１，３００千円
③４２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,458

0

0

0

0

2,458

2,458

0

0

0

0

2,458

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 88 100
88 継続

　流通機能の強化により、商工業の振興と地域経済の活性化に努める必要があり、継続実施が妥当である。

　地域の内需は、今後縮小することが懸念され、関係機関と連携して流通機能の強化による内需拡大や外需拡大に努める必要があるた

め、継続実施が妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業金融対策事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業融資規程

市内の中小企業者等に対し事業資金等を融資し、その育成振興を図る。

年度7

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

市内中小企業

市内中小企業の運転資金確保と設備投資等を支援することで、経営基盤の安定・強化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

融資件数 件 0 0 7 16 18

融資完済進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18 55 73
0 0 18

令和９年度までの完済予定件数のうち令和６年度の完済予定件
数である２件が予定どおり完済し、完済率の目標達成に至った
。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18 55 73 100
0 0 18

0 0 18 55 73 100
0 0 18

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

736,994 547,763 428,794 504,268

729,510 542,524 423,390 498,864

7,484 5,239 5,404 5,404

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業
者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業
者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

①３８２，５００千円
②２９，５００千円
③２千円
④１１，３８８千円

①４６３，５００千円
②２３，７１７千円
③１千円
④１１，６４７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

423,390

0

0

0

411,080

12,310

14,004

484,860

0

0

0

498,864

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　融資受付及び貸付者に対する保証料、利子の補給を実施した。中小企業を取り巻く環境の変化は激しく、その時々のニーズに合う融

資制度を検討していくことが重要である。

　本事業については、引き続き中小企業のセーフティネットとなるべく、現在の枠組みで継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

高松市中小企業等成長促進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市事業高度化等支援補助金交付要綱 


　経済団体等と連携し、市内の中小企業等の挑戦意欲を後押しするため、「需要開拓」「労働力不足・課題解決」「
環境変化への対応」に関する支援を行う。

年度7

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパスポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市事業高度化等支援補助金、⑦高松市中小企業等成長促進事業審査業務委託費（②、⑤に係るもの
）、⑧地域経済活性化に向けた経済活動分析等調査業務委託

市内中小企業者等

地元中小企業等の潜在的な成長志向を後押しし、意識変化を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助メニューの数 件 0 0 5 6 6

高松市中小企業等成長促進事業補助金申請件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 48 50 52
0 0 35

成長促進事業の実施初年度のため補助制度で認知度が低かった
こともあり、交付申請数の目標４８件に対し、実績は３５件で
あった。
（令和６年度交付申請件数内訳）
需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金１４件、需要開拓

72.9%

点26

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 48 50 52 54
0 0 35

0 0 48 50 52 54
0 0 35

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 23,966 38,347

0 0 9,298 23,679

0 0 14,668 14,668

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②
高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパス
ポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市中小企業等成長促進事業審査業務委託
費（②、⑤に係るもの）

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②
高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパス
ポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市事業高度化等支援補助金、⑦高松市中
小企業等成長促進事業審査業務委託費（②、⑤に係るもの
）、⑧地域経済活性化に向けた経済活動分析等調査業務委
託

補助額又は委託料
①４，５３１千円
②３，０００千円
③７２千円
④２３１千円
⑤１，２７５千円
⑥１８９千円

補助額又は委託料
①６，７５０千円
②６，０００千円
③３００千円
④１，４００千円
⑤３，０００千円
⑥３，０００千円
⑦２２９千円
⑧３，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,298

0

0

0

0

9,298

23,679

0

0

0

0

23,679

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 78 100
78 継続

　５件の市内中小企業者向け補助事業 内４件、令和６年度新規事業）を実施した。交付件数が採択予定件数に満たない補助事業があ(

ったことから、周知方法等を検討し、活用を促す必要がある。

　人口減少、少子・超高齢化を背景とした市場規模の縮小や労働力不足、円安や資材・原材料高騰などの複合的な要因により、中小企

業が新たな事業展開などへの挑戦に慎重になっていることから、市内の中小企業の挑戦意欲を後押し、市域・県域のＧＤＰ拡大を目指

すに当たっては、関係団体と課題や施策の方向性等の認識を共有し連携体制を高めつつ、継続的に市内中小企業等の「成長マインド」

への意識変化、自走による企業成長の促進を支援することが重要であり、事業を継続することが適当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

起業・創業支援の充実

創業支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

産業競争力強化法

　高松市創業支援等事業計画に基づき、高松商工会議所及び金融機関等と密接に連携・協力し、相談受入体制と創業
後のフォローアップ体制等を強化することで、創業相談件数及び創業者の増加を図る。また、本市における特色ある
事業の創出及び地域産業の振興に寄与するため、創業者向けの貸室である高松市創造支援センターを運営する。

年度7

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替えに伴う使用審査委員会開催

創業予定者等

本市連携窓口における創業支援等事業計画に基づく創業支援対象者数及び創業者数の増加を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

創業支援対象者数 人 0 0 85 50 50

創業支援対象者数のうち創業者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10 10 10
0 0 2

たかまつ創業サポートセンター等による本市の支援を受けた創
業者数は、目標を下回ったものの、創業支援等事業計画に参画
する連携機関の支援を受けた創業者数は、昨年度より増加する
ことができた。

20.0%

点7

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10 10 10 10
0 0 2

0 0 10 10 10 10
0 0 2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 10,633 10,014

0 0 1,060 441

0 0 9,573 9,573

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの
運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替に伴う使用審査委員会開催（２
回）

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの
運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替えに伴う使用審査委員会開催

○高松市創造支援センター設
置運営費
委員報酬　３９千円
需用費　８５８千円
委託料　１６３千円

○高松市創造支援センター設
置運営費
委員報酬　３３千円
需用費　２２０千円
委託料　１８８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,060

0

0

0

947

113

0

441

0

0

0

441

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｃ 36 100
36 改善

　高松市創業支援等事業計画に基づく支援における創業相談件数及び創業者数は増加傾向にあり、引き続き関係機関と連携し、創業相

談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターを運営することは妥当である。また、高松市創造支援センターの現使用者の使用許可期

間中は継続して運用する必要がある。一方、同センターの新規使用者募集に対し、半年以上応募がなかったことから、公募周知方法等

を検討する必要がある。

　近年、創業機運が高まっていることからも、引き続き関係機関と密接に連携しつつ、創業相談の連携窓口及びたかまつ創業サポート

センターを運営することが妥当である。一方、高松市創造支援センターについては、周辺の民間コワーキングスペースやインキュベー

タールームの増加等に伴う需要の減少に加え、現入居者の使用率も低いことから、今後の運営について、改善・検討の余地がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

就業支援の推進

就業支援推進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

　就労促進事業として、労働関係情報発信事業（たかまつ労政だよりの発行等）を実施する。
　中小企業等表彰事業として、従業員の働き方改革に積極的に取り組み、また、産業の振興や本市施策への貢献度が
高い中小企業等を表彰する。
　そのほか、勤労者福祉に関する事業を行っている団体に対して補助している。

年度7

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業費
③勤労者福祉対策事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

市内中小企業等や、勤労者福祉に関する事業を行っている団体など。

労働関係情報の発信、中小企業等の表彰、また勤労者福祉に関する事業を行っている団体への補助を実施す
ることにより、企業における労働環境の改善やワークライフバランスの推進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

中小企業等表彰事業の全部門の表彰数 社 0 0 5 5 6

中小企業等表彰事業（地域経済貢献企業表彰
）の推薦数 社

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 3 5
0 0 1

今年度の中小企業等表彰企業における産業振興部門（地域経済
貢献企業表彰）として１社を表彰した。

33.3%

点12

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 3 5 5
0 0 1

0 0 3 3 5 5
0 0 1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,499 8,448 8,258 8,841

1,763 2,087 2,082 2,665

6,736 6,361 6,176 6,176

５

５

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業
③勤労者福祉協議会事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業費
③勤労者福祉対策事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

①３２千円
②６７千円
③１，０１３千円
④９７０千円

①４１千円
②１０４千円
③１ ５５０千円,
④９７０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,082

0

0

0

0

2,082

2,665

0

0

0

0

2,665

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 44 100
44 改善

　市内の優れた事業者の表彰の実施や、労政だよりの発行のほか、勤労者福祉等に関する事業を行っている団体に補助を行ったが、補

助内容が社会情勢に則した適切なものとなるよう、事業内容や運営状況の確認を行い、補助対象事業を精査していく必要がある。

　市内企業における就業環境の向上を後押しすることや、市として市内の優良企業を積極的にＰＲすることが、企業の人材確保にもつ

ながるため、より効果的な表彰となるよう、制度の認知度向上を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

勤労者福祉の充実

中小企業勤労者支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市勤労者住宅融資資金貸付規程

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資により、住宅資金を貸し付けている。
融資限度額は６００万円、優遇措置として、融資額の０．１％（最高６千円）を１回還付する（四国労働金庫が費用
負担）。

年度7

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

市内に自ら居住するための住宅を新築、増改築又は購入する勤労者

勤労者に住宅資金の貸付け及び利子還付を行い、勤労者の持家の促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

融資額 千円 0 0 698,730 720,000 720,000

住宅資金貸付による持家取得者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 135 135 135
0 0 117

近年、ライフスタイルの変化や経済的要因等により、持ち家率
が低下していることから、目標を達成することができなかった
。 86.7%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 135 135 135 135
0 0 117

0 0 135 135 135 135
0 0 117

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

181,197 182,258 182,316 186,176

180,000 180,000 180,000 180,000

1,197 2,258 2,316 6,176

５

１

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調
融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調
融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

預託先　四国労働金庫

預託先　四国労働金庫

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

180,000

0

0

0

180,000

0

0

180,000

0

0

0

180,000

結びつく

低下している

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

　建築資材の高騰や物価高により、住宅の新築・増改築又は購入する勤労者が減少傾向にある。

　今後利用が低調になり、融資残高が減少傾向となった場合には、貸付金額の見直しを行う余地はある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

勤労者福祉の充実

中小企業勤労者福祉共済事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業勤労者福祉共済条例

　市内の中小企業で働く勤労者の福祉の増進を図り、併せて中小企業の振興に寄与することを目的とする。
　◎事業　主に福利事業、給付事業など
　・福利事業　旅行、文化・教養講座、各種講演チケット割引斡旋、スポーツ・レジャー施設、人間ドック、市内の
映画館等を割引料金で利用
　・給付事業　結婚、出産、入学、傷病見舞、退職せん別等１０種類の給付金を支給
　・貸付事業　平成２４年度末で廃止

年度7

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の加入確保対策の実施等
給付事業　４１，９６０千円
福利事業　４１，３５５千円
事務費等　２７，６３３千円

市内の従業者３００人以下の中小企業に勤める勤労者等

中小企業勤労者の余暇の充実のほか、給付金事業による経済的な支援を通じた、働きやすい環境づくりや勤
労意欲の醸成を図る。福利厚生を充実させることで、人材確保を側面から支援し、市内の中小企業の振興を
図る。

R4 R5 R6 R7
R8

加入事業所数 社 0 0 615 620 620

加入被共済者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7,800 7,800 7,800
0 0 7,784

事業所への積極的な訪問勧誘、商工会議所の広報誌への掲載、
来庁した金融機関担当者への案内等、多角的に周知活動を実施
した結果、例年と同水準の事業所が加入。
一方、事業所の統合や廃業を理由とした退会が加入事業所数を
上回り、事業所数、被共済者ともに目標を下回った。

99.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7800 7800 7800 7800
0 0 7784

0 0 7800 7800 7800 7800
0 0 7784

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

108,263 112,990 107,327 110,948

100,779 110,732 107,327 110,948

7,484 2,258 0 0

３

３

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の
加入確保対策の実施等
給付事業　３８，６６５千円
福利事業　３４，９０３千円
事務費等　３３，７５９千円

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の
加入確保対策の実施等
給付事業　４１，９６０千円
福利事業　４１，３５５千円
事務費等　２７，６３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

107,327

0

0

0

107,327

0

110,948

0

0

0

0

110,948

一部結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

事業所数６１５か所（前年度比▲３０）被共済者数７，７８４人（前年度比▲４００）

　事業所等への積極的な訪問勧誘、商工会議所の広報誌への掲載、来庁した金融機関担当者への案内等、多角的に周知活動を実施した

結果、例年と同水準の事業所が加入している。一方、事業所の統合や高齢化による廃業退会も多く、事業所数、被共済者数はともに減

少しているため、今後も、被共済者の増加（掛金収入の確保）を図る必要がある。

　地方自治法施行令の規定により事業全てを民間委託することはできないことから、今後も、市と受託業者との連携の下、勤労者福祉

の充実、中小企業における就業環境の向上による人材確保支援のため、加入事業所、被共済者の増加にも取り組みながら、条例に基づ

き、事業を継続する必要がある。なお、事務局は引き続き旧高松テルサ内に設置しているほか、福利事業の受託業者は公募型プロポー

ザル方式にて選定している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

特産品の育成・振興

特産品・伝統的ものづくりブランド化推進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市伝統的ものづくり振興条例

　盆栽・漆器・石製品を始めとする、本市伝統的ものづくり産業を振興するため「高松市伝統的ものづくり振興条例
　」（平成２６年度施行）の基本理念に基づき、伝統的ものづくり産業の普及啓発・販路拡大や、次世代への担い手
の確保・養成を図り、特産品の育成・振興とブランド化の推進及び地場産業の活性化を推進する。

年度7

①審議会、②地域一体型オープンファクトリー事業、③伝統的工芸品産業振興協会特別会員会費、④「空の駅かがわ
　」運営負担金、⑤高松市特産品・観光振興実行委員会負担金、⑥伝統的ものづくり後継者雇用・育成奨励金、⑦特
産品・伝統的ものづくり展示会等出展補助金、⑧産業発展事業補助金、⑨首都圏等の展示会販売出展

特産品・伝統的ものづくりに関する地場産業

地場産業の活性化を図る

R4 R5 R6 R7
R8

展示会等開催件数 件 0 0 13 10 11

展示会等来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 21,485 62,179 21,709
0 0 30,575

新型コロナウイルス感染症が第５類に分類され、庵治ストーン
フェアの来所者数が増加するとともに、特産品及び伝統的もの
づくりのスポット的な展示依頼が増加したため、目標値を上回
った。

142.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 21485 62179 21709 21709
0 0 30575

0 0 21485 62179 21709 21709
0 0 30575

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,592 15,481 23,441 38,369

6,285 7,126 8,773 23,701

8,307 8,355 14,668 14,668

５

５

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①審議会、②「ジャパン漆サミット」出席、③地域一体型
オープンファクトリー事業、④伝統的工芸品産業振興協会
特別会員会費、⑤「空の駅かがわ」運営負担金、⑥高松市
特産品・観光振興実行委員会負担金、⑦伝統的ものづくり
後継者雇用・育成奨励金、⑧特産品・伝統的ものづくり展
示会等出展補助金、⑨産業発展事業補助金

①審議会、②地域一体型オープンファクトリー事業、③伝
統的工芸品産業振興協会特別会員会費、④「空の駅かがわ
　」運営負担金、⑤高松市特産品・観光振興実行委員会負
担金、⑥伝統的ものづくり後継者雇用・育成奨励金、⑦特
産品・伝統的ものづくり展示会等出展補助金、⑧産業発展
事業補助金、⑨首都圏等の展示会販売出展

①３３千円
②５３千円
③１，１９２千円
④５０千円
⑤２００千円
⑥１，５４１千円
⑦４００千円
⑧５８千円
⑨５，２４６千円

①６６千円
②２，０００千円
③５０千円
④２６０千円
⑤６，８２２千円
⑥３，６００千円
⑦１，０００千円
⑧６，０００千円
⑨３，９０３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,773

0

3,430

0

0

5,343

17,796

0

0

4,000

1,905

23,701

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 98 100
98 拡充

　産業発展事業補助金では、販路拡大事業に加え、後継者育成事業に補助を行っている。また、地域一体型オープンファクトリー事業

では、本市の伝統的ものづくりの職人に興味がある方を対象に、後継者を目指すきっかけを作る事業になった。販路拡大及び後継者育

成は、積極的かつ継続的に取組を行う必要がある。

　地域経済の活性化のため、本市の重要な特産品及び伝統的ものづくり産業の後継者確保と技術・技法の伝承を図る取組が必要であ　

り、本事業を充実させることは妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

中心市街地の活性化

中央商店街の活性化

商店街等にぎわい促進支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④2- 中心市街地の活性化に関する法律等

中央商店街のにぎわい向上や商業機能の強化を図るため、空き店舗の改装費を支援する空き店舗活用補助等や商店街
共同施設の新設・改修事業等に対する経費を助成する。また、地域のニーズや外部環境の変化に対応するため、人材
育成、ノウハウの蓄積及び独自性の創出に取り組みながら、商店街ビジョンの策定及びその実現のために事業を実施
する伴走型支援に要する経費を補助し、未来を志向する高松中央商店街を後押しする。

年度7

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②商店街共同施設等整備事業（商店街共同施設改修事業等助成）
③商店街伴走型支援事業（伴走型支援補助及びにぎわいづくり推進員）

中央商店街の新規出店数

中央商店街の新規出店数の増加

R4 R5 R6 R7
R8

新規出店補助金交付件数 件 0 0 5 10 10

中央商店街の新規出店数 店舗

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 42 42 43
0 0 39

令和５年度と比較して、新規出店数が減少し、目標を下回った
。

92.9%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 42 42 43 43
0 0 39

0 0 42 42 43 43
0 0 39

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

91,533 79,900 84,813 66,499

82,178 70,491 75,163 56,849

9,355 9,409 9,650 9,650

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②地域産業活性化促進事業（にぎわいづくり推進員）
③商店街活性化促進事業（商店街共同施設改修事業等助成
）
④商店街共同施設事業（商店街共同施設改修事業等助成）
⑤商店街伴走型支援事業

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②商店街共同施設等整備事業（商店街共同施設改修事業等
助成）
③商店街伴走型支援事業（伴走型支援補助及びにぎわいづ
くり推進員）

①５，０００千円
②４，６５６千円
③１５，１０２千円
④５０，０００千円
⑤４０５千円

①７，０００千円
②４２，８１８千円
③７，０３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

75,163

0

7,550

0

0

67,613

44,034

0

0

12,815

0

56,849

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

　空き店舗活用支援事業については、制度の更なる周知に努め、活用を促すとともに、商業機能の強化につながる取組である施設整備

等の補助については、引き続き、商店街側の要望を精査し、適切に予算要求を行う。伴走型支援については、策定したビジョンに基づ

き事業実施を行ってもらうため、引き続き支援をする。

　市の活力を増進するためには、中央商店街の活性化は必要であり、出店しやすい環境を整えるとともに、より一層商店街の魅力向上

を図るため、事業を改善しながら継続することが必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

企業誘致・立地の推進

企業誘致による地域経済活性化促進事業

創造都市推進局

企業立地推進課

087-839-2412

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ①6- 高松市企業誘致条例、高松市サテライトオフ

　本市経済の活性化や雇用の確保を図るため、若い世代が魅力を感じる働く場を創出し、ＵＪＩターンによる移住の
促進にもつながるよう、企業誘致専門員を中心とした立地に向けた手続等のワンストップサービスでの支援や、東京
事務所と連携した大都市圏の企業に対する積極的な誘致活動に取り組む。
　また、市内企業の成長、定着を図るため継続的な支援を行う。

年度7

①企業誘致専門員等雇用経費
②企業誘致活動費等
③企業誘致助成制度助成金
④サテライトオフィス利用支援金
⑤香川県企業誘致推進協議会負担金

本市での立地や設備投資を検討する企業、事業所等

市内における立地や設備投資等を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

立地環境・物件紹介の回数 回 0 0 36 25 25

企業誘致助成制度指定件数（２１年度以降の
累計） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 135 145 155
0 0 148

企業誘致専門員を中心に、香川県や金融機関等と連携を図り、
企業動向等の情報収集や立地、設備投資を希望する企業への訪
問などを行い、目標を達成した。 109.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 135 145 155 165
0 0 148

0 0 135 145 155 165
0 0 148

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

205,545 530,300 369,794 184,071

171,568 493,290 335,054 149,331

33,977 37,010 34,740 34,740

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①企業誘致専門員等雇用経費
②企業誘致活動費等
③企業誘致助成制度助成金
④サテライトオフィス利用支援金
⑤香川県企業誘致推進協議会負担金

①企業誘致専門員等雇用経費
②企業誘致活動費等
③企業誘致助成制度助成金
④サテライトオフィス利用支援金
⑤香川県企業誘致推進協議会負担金

①　１２，３６３千円
②　　　　６７７千円
③３２０，３２０千円
④　　１，５９４千円
⑤　　　　１００千円

①　　４，９３７千円
②　　１，３４１千円
③１４１，１２７千円
④　　１，８２６千円
⑤　　　　１００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

335,054

0

0

0

0

335,054

149,331

0

0

0

0

149,331

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　企業誘致について、コロナ禍の終息とともに活発化した企業の経済活動は継続しており、積極的な企業誘致活動の結果、活動指標で

ある立地環境・物件紹介の回数が、前年度同数の３６件、成果指標である助成制度の指定企業数についても１６件と、堅調に推移して

いる。

　東京圏で活躍する本市出身者や関係機関等から得る企業立地情報へのスピーディーな対応に努め、企業誘致助成制度に加え、サテラ

イトオフィス利用支援金を活用するなど、東京事務所を拠点に、東京圏を中心とした大都市圏の情報通信関連企業等に対する誘致活動

を一層強化する。

　企業誘致による市内企業・事業所の増加は、雇用の確保による人口減少対策や将来的な税収増につながるため、引き続き、積極的に

取組を推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

「気持ち高まる、高松。」情報発信事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

本市多言語観光サイト「エクスペリエンス高松」やＳＮＳを活用して、話題性と先進性のあるシティプロモーション
施策を体系的に実施し、本市に対するポジティブなイメージの浸透を図り、全体的な都市ブランドの向上に取り組む
ことで、観光・ＭＩＣＥ誘致のみならず、移住・定住促進、シビックプライドの醸成につなげる。

年度7

ＷＥＢ情報発信事業

市民及び国内外からの観光客等

本市に対するポジティブなイメージの浸透を図り、本市のブランドイメージを向上させ、観光誘客を図ると
ともに、シビックプライドの醸成や移住・定住促進などにつなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

サイト内累積記事件数 件 0 0 101 107 115

エクスペリエンス高松ページビュー数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 77 132 149
0 0 115

エクスペリエンス高松への新たな記事の掲載等、継続的なサイ
ト改修をしていることに加え、国際線の新規就航・増便や国内
外に向けた観光施策等を背景に観光客数が増加した結果、ペー
ジビュー数は１１５万人となった。

149.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 77 132 149 166
0 0 115

0 0 77 132 149 166
0 0 115

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,744 11,782 11,203 10,712

5,158 5,158 4,641 4,150

6,586 6,624 6,562 6,562

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

ＷＥＢ情報発信事業

ＷＥＢ情報発信事業

委託料　　４，６４１千円

委託料　　４，１５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,641

0

0

0

0

4,641

4,150

0

0

0

0

4,150

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 改善

エクスペリエンス高松において本市の魅力を様々な角度から情報発信する記事を蓄積するとともに、旅ナカで役立つ情報の拡充を図っ

てきた。サイト内の情報が蓄積されてきており、今後サイトの認知度向上や観光客からサイトを訪問してもらう仕組みづくりを構築し

ていく必要がある。

引き続き、観光客等に向けて体験型コンテンツや旅ナカでのお役立ち情報の拡充を行う。あわせて、都市のブランドイメージの向上、

シビックプライドの醸成や移住・定住促進等に貢献するとともに、香川県観光協会等の他観光サイトとの差別化を図るため、文化振興

等をテーマにした記事制作も行い、アクセス数の増加を目指す。また、これまで以上にＳＮＳを活用することで、本市の魅力を幅広い

世代にも効果的に拡散していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

誘客促進事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

・香川県と連携し、高松空港への直行便が就航している台北、台中、上海、ソウル、香港などのアジア５路線、国内
線としてはジェットスター（成田線）を対象とし、観光キャンペーンなどを実施するほか、多言語対応可能な観光案
内所を運営する。
・香川県と連携し、大型客船が高松港への寄港した際、歓迎セレモニー及び観光案内を実施するほか、クルーズ船会
社への誘致訪問を行う。
・高松市、岡山市、広島市、松山市の４市で構成する「瀬戸内４県都市長会」で観光客誘致事業を実施する。

年度7

ビジット香川誘客重点促進事業
国内線（成田線）誘客促進事業
外国人観光客受入拠点事業
クルーズ船誘致事業
瀬戸内４県都市長会事業

本市を余暇活動で訪れる方

余暇活動として旅行を行おうとする人に対して、本市への誘客を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助対象高松空港路線数 路線 5 5 6 7 7

香川県の延べ宿泊者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 466 466 466
0 0 474

国際路線の拡大とともにインバウンドや国内旅行は順調に増え
てきており、利用者数も増え、目標値に達した。

101.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 466 466 466 466
0 0 474

0 0 466 466 466 466
0 0 474

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

94,073 165,171 205,210 231,392

80,602 151,622 200,153 226,992

13,471 13,549 5,057 4,400

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

ビジット香川誘客重点促進事業
国内線（成田線）誘客促進事業
外国人観光客受入拠点事業
クルーズ船誘致事業
瀬戸内４県都市長会事業
観光客誘致事業（ＴＣＶＢへの補助）

ビジット香川誘客重点促進事業
国内線（成田線）誘客促進事業
外国人観光客受入拠点事業
クルーズ船誘致事業
瀬戸内４県都市長会事業
観光客誘致事業（ＴＣＶＢへの補助）

１６７，６８２千円
　　３，２５５千円
　１０，４８５千円
　　７，６６１千円
　　　　９９６千円
　１０，０７４千円

１８４，６２１千円
　　３，４０７千円
　１１，２４２千円
　１６，６１８千円
　　１，０００千円
　１０，１０４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

200,153

0

0

0

0

200,153

226,992

0

0

0

0

226,992

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

事業費の大半を占めるビジット香川誘客促進事業は、既存の海外直行便の利用客数を増加させる方針である。国際線５路線（香港・台

湾・ソウル・台北・台中）の通年運航や、増便等が実現したことで空港利用客数は昨年度より増加した。引き続き、香川県と共同して

新規国際路線の開拓や誘客に取り組む。

今後更に来高者数を増加させるため、県内だけではなく、四国全域や環瀬戸内広域観光周遊ルートを形成するなど、関係自治体とも連

携して取り組んでいくほか、県と連携して、新規国際路線の開拓や誘客に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

共同観光宣伝事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

　全国の自治体の観光情報を発信する関係機関等に継続加入するための負担金を拠出するとともに、共同で効果的か
つ効率的な観光宣伝活動を展開するための旅費を計上し、広域的な観光振興を図る。

年度7

〈所属団体〉
（１）四国四市観光誘致促進協議会
（２）わがかがわ観光推進協議会
（３）その他８団体

市民及び県外からの観光客等

広域での観光資源をＰＲして、観光誘客に努め、中・四国への観光交流人口の増大及び地域の観光産業の振
興並びにエリア内への経済波及効果を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

共同キャンペーン出展件数 件 3 5 6 8 8

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 573

利用者は増加し、目標達成した。

104.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 573

0 0 547 549 551 554
0 0 573

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

15,725 19,172 15,596 17,742

5,098 8,484 10,539 13,342

10,627 10,688 5,057 4,400

５

５

５

１

３

３

令
和

6

令
和

7

〈所属団体〉
（１）四国四市観光誘致促進協議会
（２）わがかがわ観光推進協議会
（３）その他８団体

〈主な事業内容〉
・観光のネットワーク化
・広域観光ルートの研究
・共同パンフレット等の作成
・共同キャンペーンの出展及び開催

〈所属団体〉
（１）四国四市観光誘致促進協議会
（２）わがかがわ観光推進協議会
（３）その他８団体

〈主な事業内容〉
・観光のネットワーク化
・広域観光ルートの研究
・共同パンフレット等の作成
・共同キャンペーンの出展及び開催

〈負担金・会費〉※決算
（１）　　　４５０千円
（２）　３，５２２千円
（３）　　　６６０千円
―――――――――――
合計　　４，６３２千円　
〈普通旅費〉１，３１３千円
〈補助金〉　４，５９４千円

〈負担金・会費〉※予定
（１）　　　４５０千円
（２）　３，５２２千円
（３）　２，０６６千円
―――――――――――
合計　　６，０３８千円　
〈普通旅費〉１，７２４千円
〈補助金〉５，５８０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,539

0

0

0

0

10,539

13,342

0

0

0

0

13,342

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

国内を中心に積極的な観光客誘致に取り組むことができた。今年度開催される大阪・関西万博を見据えた積極的な観光客誘致に取り組

む必要がある。

今後は広域観光周遊ルートを形成する中で、より長く本市に滞在してもらえるよう、本市の観光コンテンツの一層の充実を図るなど、

更なる取組が必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

シティプロモーションの強化

観光客誘致宣伝事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

観光パンフレットやビニール袋、紙袋等の作成や観光パンフレットの県内外への発送など、観光客を誘致するため、
本市をＰＲするもの。

年度7

贈呈品の購入
観光パンフレットリニューアル等
案内看板修繕
屋島山上地区清掃事業等負担金
日額旅費、消耗品費等

国内外の観光客

本市への入込客数の増加

R4 R5 R6 R7
R8

観光パンフレット作成部数 部 50,000 15,000 89,000 100,000 100,000

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 573

パンフレットのリニューアルを行い、魅力向上を図り、目標達
成した。

104.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 573

0 0 547 549 551 554
0 0 573

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

52,423 42,320 19,881 20,316

48,980 38,858 14,824 15,916

3,443 3,462 5,057 4,400

５

５

５

１

５

３

令
和

6

令
和

7

贈呈品の購入
観光パンフレットリニューアル等
案内看板修繕
Ｗｉ－Ｆｉ利用料
屋島山上地区清掃事業等負担金
日額旅費、消耗品費等

贈呈品の購入
観光パンフレットリニューアル等
案内看板修繕
屋島山上地区清掃事業等負担金
日額旅費、消耗品費等

報償費　　　　　２０千円
需用費　　１，０１０千円
役務費　　　　４０３千円
委託料　　６，８９８千円
負担金　　　　９６０千円
工事費　　　　２６４千円
誘致宣伝事業費計９，５５５
千円
誘致宣伝事務費計５，２６９
千円

報償費　　　　　２０千円
需用費　　　　９２８千円
役務費　　　　　４８千円
委託料　　７，５０８千円
負担金　　　　９５２千円
誘致宣伝事業費計９，４５６
千円
誘致宣伝事務費計６，４６０
千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,824

0

0

0

44

14,780

15,873

43

0

0

0

15,916

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

旅行需要の回復が見込まれるため、旅の目的地に高松が選ばれるよう誘客型・着地型パンフレットのリニューアルを行った。

真に必要な情報を掲載することで、利用者の満足度を向上させる必要があるが、最新の情報の反映が困難な紙媒体としてのパンフレッ

トについては、高松観光コンベンションビューローでも作成しており、重複する部分もあるため、改めて必要性も含めて検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

高松城跡（玉藻公園）をいかした観光振興事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

重要文化財の指定を受けた披雲閣を中心として、高松城跡（玉藻公園）の観光拠点としての知名度アップと観光客の
増加を図るため、バーチャル高松城の活用や和船体験事業の実施を行う。民間事業者と連携しながら、ナイト観光コ
ンテンツの提供を図り、市民及び県外からの観光客等を増加させる。

年度7

玉藻公園ライトアップ事業
讃岐リレーションズ
高松城跡和船体験事業

市民及び県外からの観光客等

高松城跡（玉藻公園）を訪れる市民及び県外からの観光客等を増加させる。

R4 R5 R6 R7
R8

和船乗船人数 人 0 0 4,770 5,275 5,908

高松城跡（玉藻公園）入園者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 232,000 234,000 236,000
0 0 266,025

令和６年度の高松城跡（玉藻公園）入園者数は、昨年度と比べ
実績値は大幅に増加し、目標値を１５％上回る結果となった。
（参考：昨年度の達成度１０４％） 114.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 232000 234000 236000 238000
0 0 266025

0 0 232000 234000 236000 238000
0 0 266025

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,394 11,431 10,634 19,360

4,658 4,657 4,072 12,798

6,736 6,774 6,562 6,562

５

３

４

３

３

３

令
和

6

令
和

7

バーチャル高松城維持管理事業
高松城和船体験事業

玉藻公園ライトアップ事業
讃岐リレーションズ
高松城跡和船体験事業

委託料、保険料　４５４千円
補助金　　　３，６１８千円

委託料　　　８，５００千円
負担金　　　　　５００千円
補助金　　　３，７９８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,072

0

0

0

0

4,072

12,798

0

0

0

0

12,798

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 91 100
91 拡充

バーチャル高松城については、タブレット貸出数、アプリダウンロード数ともに奮わず、令和６年度末でやむなく廃止に至った。また

、昨年に引き続き「ＳＡＮＵＫＩ　ＲｅＭＩＸプロジェクト」の新企画事業に期待を寄せたが実施に至らなかった。しかしながら和船

体験については乗船客数も伸び、今後は運用面での見直しを求められている。

民間事業者と連携し、国の事業費等も活用しながら、「玉藻公園ならでは」のコンテンツを造成し、誘客につなげる。併せて、ＳＮＳ

等を利用して、既存事業の広報を積極的に行い認知度向上を図る。また、更なる経済波及効果を狙って歴史的建造物を活用したナイト

タイムコンテンツを充実させる。商店街への人流を確保し、滞在時間の増加を促すことで消費拡大につながる魅力あるイベントを継続

的に開催していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

観光イベント振興事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

　高松まつり、高松秋のまつり大名行列などの本市の代表的なまつり、及び旧合併町における地域のまつり・イベン
トに対し、事業補助を行い、魅力のある観光イベントの振興・活性化に努め、観光客の誘致を図る。

年度7

１．イベント開催補助金（１１件）
２．さぬき高松まつり負担金
３．高松秋のまつり・大名行列開催事業負担金
４．海の月間事業負担金
５．その他

訪れる市民・観光客

高松まつりなどのイベント振興に努め、多くの市民が楽しみ、観光客が訪れるよう、地域性豊かな特色のあ
る観光資源の創造を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付団体数 団体 23 13 14 15 15

まつり・イベント入込客数 千人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 810 810 810
0 0 648

多くのイベントが開催され、にぎわい創出・誘客促進が図られ
た。しかしながら、さぬき高松まつりの規模縮小もあり、目標
値には及ばなかった。 80.0%

点28

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 810 810 810 810
0 0 648

0 0 810 810 810 810
0 0 648

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

181,219 111,342 88,353 94,075

158,767 88,761 83,296 89,675

22,452 22,581 5,057 4,400

５

５

５

１

３

５

令
和

6

令
和

7

１．イベント開催補助金（１１件）
２．さぬき高松まつり負担金
３．高松秋のまつり・大名行列開催事業負担金
４．海の月間事業負担金
５．その他

１．イベント開催補助金（１１件）
２．さぬき高松まつり負担金
３．高松秋のまつり・大名行列開催事業負担金
４．海の月間事業負担金
５．その他

１．　　１９，１４１千円
２．　　５４，８７６千円（
充当した協賛金額８５１千円
を含む）
３．　　　９，０７１千円
４．　　　　　　５０千円
５．　　　　　１５８千円
――――――――――――
合計　　８３，２９６千円

１．　　２１，２２１千円
２．　　５５，０８０千円
３．　　　９，０７１千円
４．　　　　　　５０千円
５．　　　４，２５３千円
――――――――――――
合計　　８９，６７５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

83,296

0

0

0

851

82,445

89,675

0

0

0

0

89,675

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 80 100
80 改善

観光客のニーズを取り入れつつ各イベントのブラッシュアップを行うとともに、持続可能な形式に変更していくことが必要である。

今後は地域のにぎわい創出だけではなく、観光イベントとして、より誘客促進につながるものとなるよう取り組んでいく必要があるほ

か、上記課題の解決に向け、イベント内容そのものの在り方の見直しや新たな財源の確保に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

観光プロモーション事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

「持続可能な観光地域づくり」、「インバウンド回復」及び「国内交流拡大」をキーワードに、国内外に対して持続
的にプロモーションを実施することにより、本市の認知度向上を目指し、観光客・交流人口・関係人口の増加を図り
、移住やシビックプライドの形成を促すことを目的とする。また、神戸市、小豆島町及び土庄町との連携並びに、西
日本１９自治体と連携して、インバウンドの広域周遊に向けた、プロモーションや旅行商品造成を図る。

年度7

①国内Ｚ世代向け誘客観光プロモーション委託料
②２市２町連携負担金
③西のゴールデンルートアライアンス負担金
④西のゴールデンルートアライアンス大阪・関西万博出展に伴う旅費

国内外の観光客

本市の認知度向上及び入込客数の増加

R4 R5 R6 R7
R8

プロモーション事業実施件数 件 0 0 3 3 3

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 573

国内のＺ世代等に対してＳＮＳを活用した情報発信を実施した
ことや国内外に対して周辺自治体と連携したプロモーション事
業を実施したこと等を背景に、高松市内の観光関連施設等利用
者数は５７３万人を記録した。

104.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 573

0 0 547 549 551 554
0 0 573

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 28,512 17,055

0 0 21,950 10,493

0 0 6,562 6,562

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①２市２町連携負担金　
②西日本・九州ゴールデンルートアライアンス負担金　
③国内Ｚ世代向け観光プロモーション事業　
④国外向け観光プロモーション事業

①国内Ｚ世代向け誘客観光プロモーション委託料
②２市２町連携負担金
③西のゴールデンルートアライアンス負担金
④西のゴールデンルートアライアンス大阪・関西万博出展
に伴う旅費

①　１，４５０千円
②　１，０００千円
③１６，５００千円
④　３，０００千円

①　１，３４２千円
②　１，５００千円
③　７，５００千円
④　　　１５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

21,950

0

0

0

0

21,950

10,493

0

0

0

0

10,493

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 改善

国外向けのプロモーションについては単独での事業では効果が得られにくいため、引き続き広域連携の枠組みを活用して情報発信を行

う。国内向けについてはターゲットや手法について検討を行う必要がある。

引き続き、国内外に対して、本市の認知度向上に向けたプロモーションを実施する。また、プロモーションのターゲット層・手法の再

検討や密な周辺自治体との連携等を実施することで、より効果的に観光客・交流人口・関係人口の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

コンテンツツーリズム推進事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

ゲーム作品を活用した観光コンテンツの整備及び、男木島灯台資料館等（照明設備、トイレ、給湯設備）の改修
令和６年度は、ソフト面である聖地巡礼マップやガイドアプリの観光コンテンツの作成
令和７年度は、ハード面である男木島灯台資料館等の改修工事

年度7

灯台資料館等改修工事

国内外からの観光客等

本市が舞台等になっているコンテンツを積極的に活用し、本市の認知度向上及び観光客・交流人口・関係人
口の増加を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

コンテンツを活用した観光振興施策の実施件数 件 0 0 0 1 1

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 573

ソフト面である聖地巡礼マップやガイドアプリの観光コンテン
ツの作成やインバウンド観光客の増加もあり、目標値に至っ　
た。 104.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 573

0 0 547 549 551 554
0 0 573

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 23,034 33,990

0 0 17,977 29,590

0 0 5,057 4,400

５

５

５

１

５

５

令
和

6

令
和

7

コンテンツツーリズム推進業務
施設改修実施設計業務
施設改修に伴うアスベスト調査業務
ガラス製ショーケース購入

灯台資料館等改修工事

１４，５７３千円
　２，６４０千円
　　　４０７千円
　　　３５７千円

２９，５９０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

17,977

7,286

0

3,000

553

7,138

90

0

29,500

0

0

29,590

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

年度末に完成した聖地巡礼マップ・音声ガイドアプリ等をアニメツーリズム施策としていかせるよう広報し来島者数を増やす。

契約監理課発注分の施設改修を実施する。また、聖地巡礼マップ及びガイドマップアプリの運用を継続し、観光客・交流人口・関係人

口の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

おもてなし環境の充実

観光客受入環境整備事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

観光客の受入環境整備事業を行っており、主に公衆無線ＬＡＮサービスを整備している。また、今後の観光事業を検
討するために観光客の動向調査を行っている。

年度7

①Ｗｉ Ｆｉ通信費-
②観光人材育成ワークショップ等実施
③スポットＷｉ Ｆｉ機器入れ替え費等-

市民及び県外からの観光客等

本市への観光客の増加（外国人含む）及び滞在中の満足度向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

高松観光まちづくりネットワーク推進委員会の開催回数 回 0 0 2 4 4

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 573

インバウンド観光客の増加もあり、目標達成に至った。

104.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 573

0 0 547 549 551 554
0 0 573

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,362 13,789 16,866 1,548

4,626 7,015 10,304 1,548

6,736 6,774 6,562 0

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①無線ＬＡＮ環境を活用した観光情報発信事業委託
②消費動向データサービス委託事業
③ＧＳＴＣ試験費用代

①Ｗｉ Ｆｉ通信費-
②観光人材育成ワークショップ等実施
③スポットＷｉ Ｆｉ機器入れ替え費等-

①　６，２９３千円
②　４，０００千円
③　　　　１１千円

①　　　３７９千円
②　　　１００千円
③　１，０６９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,304

0

0

0

0

10,304

1,548

0

0

0

0

1,548

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 改善

　Ｗｉ Ｆｉに関して昨年度と比較すると、利用者数は減少傾向にあり、令和６年度末で事業者の提供するＷｉ Ｆｉサービスが終了す- -

ることとなったことから、更新の検討を行ったが、更新及び更新後の維持に多額の費用が発生することから、費用対効果的を踏まえ、

Ｗｉ Ｆｉの提供を終了することとなった。一部施設に設置しているＷｉ Ｆｉについても今後の継続については検討する必要がある。- -

消費動態調査に関しては収集したデータを元に、来訪者の傾向分析を行い、戦略的な事業に実施につなげていくことが重要である。

スポットＷｉ Ｆｉの継続について検討する。-

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

おもてなし環境の充実

男木島灯台資料館管理運営事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

男木島灯台資料館の管理運営、入場者数の把握、敷地内の管理を委託し、観光客の利便を図り、リピーター向上に努
める。

年度7

男木島灯台資料館の管理運営、入場者数の把握、敷地内の管理を委託する。

男木島への来島者数

来島客の満足度の向上を図り、リピーターの確保を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

男木島灯台資料館開館日数 日 0 0 187 180 180

施設利用者数 人／年

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10,000 10,000 10,000
0 0 4,073

島内イベントが天候等の影響により中止になるなど目標値を大
きく下回った。

40.7%

点14

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10000 10000 10000 10000
0 0 4073

0 0 10000 10000 10000 10000
0 0 4073

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,782 3,214 7,203 7,331

2,585 2,010 2,146 2,931

1,197 1,204 5,057 4,400

５

５

５

１

５

５

令
和

6

令
和

7

男木島灯台資料館の管理運営、入場者数の把握、敷地内の
管理を委託する。

男木島灯台資料館の管理運営、入場者数の把握、敷地内の
管理を委託する。

需用費　　　　　２８１千円
役務費　　　　　　　８千円
委託料　　　１，８３４千円
使用料及び賃借料　２３千円
―――――――――――――
―
合計　　　　　２，１４６千
円

需用費　　　１，０２５千円
役務費　　　　　　　８千円
委託料　　　１，８７５千円
使用料及び賃借料　２３千円
―――――――――――――
―
合計　　　　　２，９３１千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,146

0

0

0

2

2,144

2,930

1

0

0

0

2,931

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が最適である

現状が望ましい

Ｃ 54 100
54 改善

男木島灯台資料館の管理運営を、地元の男木島観光協会に委託し、観光客からの施設観覧の要望に応じて開館し、案内を行った。

施設が沿岸部に位置し、塩害による老朽化も著しいことから、適時適切な改修を行うことが求められる。

施設の老朽化が進んでいることから、効果的なファシリティマネジメントに取り組む。また、効果的な誘客方法について検討を進め　

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

おもてなし環境の充実

観光ボランティアガイド育成事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

本市を訪れる観光客に、高松の歴史・文化・自然及び物産等の豊かな魅力を紹介する観光ボランティアガイドを育成
し、本市の観光振興を図る。

年度7

・観光客に対する観光ガイド
・新人研修会
・既会員へのガイドスキル向上のための研修会

玉藻公園・屋島地域を訪問した観光客・市民等

高松を訪れた観光客に対して観光ガイドができる人材を育成することで、受入態勢の充実を図る。また、来
高満足度を高め、リピーター又は来高意識の拡大を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

被ガイド（観光客）数 人 6,395 7,517 5,217 13,800 13,800

観光関連施設等利用者数 万人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 547 549 551
0 0 575

県外からの観光客が一定数戻ったことにより、前年度と比べる
と利用者数は増加し、目標値達成に至った。

105.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 547 549 551 554
0 0 575

0 0 547 549 551 554
0 0 575

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,960 7,469 7,649 5,580

0 469 469 446

6,960 7,000 7,180 5,134

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・観光客に対する観光ガイド
・新人研修会
・既会員へのガイドスキル向上のための研修会

・観光客に対する観光ガイド
・新人研修会
・既会員へのガイドスキル向上のための研修会

補助金　４６９千円

補助金　４４６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

469

0

0

0

0

469

446

0

0

0

0

446

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

県外からの観光客が一定数戻ったことにより、前年度と比べると、利用者数は増加した。今後も研修等を通して、更なるガイドスキル

の向上を図るとともに、若年層ガイドの育成やインバウンドの対応が課題である。

通訳案内士制度の改正に伴い、有償ガイドに制約がなくなることから、若年層ガイドの育成として、大学との連携等を引き続き行って

いくが、本市における観光ガイドの在り方を検討する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

ＭＩＣＥ誘致・都市間交流の推進

ＭＩＣＥ・観光客誘致推進事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市ＭＩＣＥ振興戦略

観光・ＭＩＣＥ都市としての知名度を向上させてブランドイメージを確立するために策定された「高松市ＭＩＣＥ振
興戦略」に基づいて、本市ならではのＭＩＣＥ振興を行うため、（公財）高松観光コンベンション・ビューローの機
能強化や香川県ＭＩＣＥ誘致推進協議会への負担金支出等を行う。

年度7

①ＭＩＣＥ誘致推進協議会への負担金　
②ＭＩＣＥ・観光客誘致に向けたプロモーション
③観光振興ビジョン策定調査費
④大都市圏旅行会社に対するプロモーション

国際会議観光都市としての本市

高松市と近隣町（三木町、直島町、綾川町）で開催されるＭＩＣＥ開催件数を増加させることで、交流人口
や観光客の増加を図るとともに、都市ブランドイメージの向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

誘致訪問件数（県協議会分を含む。） 件 0 0 316 377 409

全国大会開催補助金支出件数 件 0 0 71 70 78

コンベンション開催件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 146 168 190
0 0 197

コンベンション開催件数は１９７件となり、目標を上回った。

134.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 146 168 190 212
0 0 197

0 0 146 168 190 212
0 0 197

高松シンボルタワー来場者数 千人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,907 2,109 2,310
0 0 1,714

前年度と比較して増加したものの、目標値を下回った。

89.9%

点31



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

52,508 28,649 108,347 116,361

47,269 23,380 101,785 109,799

5,239 5,269 6,562 6,562

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①ＭＩＣＥ誘致推進協議会への負担金　
②ＭＩＣＥ・観光客誘致に向けたプロモーション

①ＭＩＣＥ誘致推進協議会への負担金　
②ＭＩＣＥ・観光客誘致に向けたプロモーション
③観光振興ビジョン策定調査費
④大都市圏旅行会社に対するプロモーション

①　　４，８９１千円
②　９６，８９４千円

①　　５，３９１千円
②１０２，０００千円
③　　２，２００千円
④　　　　２０８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

101,785

0

0

0

0

101,785

109,799

0

0

0

0

109,799

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 90 100
90 改善

県協議会や高松観光コンベンション・ビューローと連携し、実地への誘致訪問やオンラインでの商談会への参加等により、誘致活動を

実施した。今後は、参加者向けプロモーション映像等を効果的に活用し、実地での参加者数増加を図るとともに、オンライン環境を整

え、ニューノーマルに対応したＭＩＣＥ開催に対応していくことが課題である。

主催者が安心して安全にＭＩＣＥを開催できるよう制定されたガイドラインや、取得した施設の国際的な衛生基準を効果的に活用しな

がら、引き続き、ＭＩＣＥ誘致や受入態勢の改善に、令和５年度に策定した第２期高松市ＭＩＣＥ振興戦略に基づいて県市を挙げて取

り組んでいくとともに、サステナブルなＭＩＣＥ都市を目指し、ＧＤＳ－Ｉｎｄｅｘ評価制度を県協議会や高松観光コンベンション・

ビューローと連携しながら進めていく。また、戦略的な観光振興を行うために、調査事業等を実施し新たな観光振興ビジョンの策定に

向けて取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1000

2000

3000

4000

5000

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

ＭＩＣＥ誘致・都市間交流の推進

姉妹城都市等観光交流事業

創造都市推進局

観光交流課

087-839-2416

令和 年度～6 令和 年度13

　本市と姉妹城都市や親善都市等の都市提携を結んでいる都市との観光と物産展を開催する。

年度7

①金沢百万石まつり参加、ひこねの城まつり参加
②観光と物産展の参加・開催

提携都市等の市民

観光と物産展の開催を通して、特産品や観光のＰＲと都市間の友好親善を深める。

R4 R5 R6 R7
R8

観光と物産展参加回数 回 0 0 4 1 6

観光と物産展における高松市ブース訪問者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,165 725 4,150
0 0 3,531

　提携都市において開催される物産展に参加し、本市の特産品
や観光をＰＲすることができた。（金沢市、由利本荘市、帯広
市、彦根市） 111.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3165 725 4150 3265
0 0 3531

0 0 3165 725 4150 3265
0 0 3531

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,210 8,570 6,096 5,821

1,250 1,570 1,039 1,421

6,960 7,000 5,057 4,400

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①金沢百万石まつり参加、ひこねの城まつり参加
②観光と物産展の参加・開催

①金沢百万石まつり参加、ひこねの城まつり参加
②観光と物産展の参加・開催

①　　　　９０千円
②　　　９４９千円

①　　　１９０千円
②　１，２３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,039

0

0

0

0

1,039

1,421

0

0

0

0

1,421

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　コロナ禍を経て、各提携都市で夏まつりなどの交流イベントが再開され、各都市での観光と物産展では、多くの人が本市ブースに来

場していることから、特産品や観光のＰＲ効果は大きい。

提携都市との友好交流や特産品等をＰＲするため、継続的に、観光と物産展の開催やブース出展を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

温泉をいかした塩江地域の観光振興事業

創造都市推進局

観光エリア振興室

087-839-2417

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑤7- 塩江温泉郷観光活性化基本構想

観光客のニーズや嗜好、競争環境の変化等に的確に対応し、地域の持つ魅力を向上させて塩江地域の活性化を図るた
め、平成２９年３月に策定した「塩江温泉郷観光活性化基本構想」に基づき、温泉をいかした塩江地域の観光振興に
努める。

年度7

・塩江道の駅エリア整備事業に係る業務

塩江温泉郷への観光客

平成２９年３月に策定した「塩江温泉郷観光活性化基本構想」に基づき、良質な温泉資源や周辺の自然環境
をいかして塩江温泉郷の魅力を向上し、観光客の増加を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

関係者会議開催回数 回 0 0 3 2 2

塩江地域イベント開催回数 回 0 0 4 5 5

塩江温泉郷観光入込客数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65,000 68,000 70,000
0 0 70,655

インバウンド旅行者数が前年度に比べ５，１９７人と増加して
おり、目標値を大幅に達成している。

108.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65000 68000 70000 80000
0 0 70655

0 0 65000 68000 70000 80000
0 0 70655

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

280,267 483,285 227,148 732,747

267,170 470,113 217,444 684,883

13,097 13,172 9,704 47,864

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

・塩江道の駅エリア整備事業に係る業務（繰越明許）
・塩江道の駅エリア整備事業に係る業務（現年度）

・塩江道の駅エリア整備事業に係る業務

・　７２，９６７千円（繰越
明許）
・１４４，４７７千円

・６８４，８８３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

217,444

64,971

0

130,800

1,150

20,523

254,539

0

247,200

0

183,144

684,883

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 改善

　塩江道の駅エリア整備事業の実施に当たり、関係機関等との調整が課題となっているが、連携強化や組織の横断的連携を図りながら

、課題解決に努め、早期の完成を目指す。

　「塩江温泉郷観光活性化基本構想」に基づき、道の駅エリア整備等のハード施策と、独自コンテンツの提供等のソフト施策を連動さ

せることで、効果の高い事業を行う。また、民間事業者による設計施工管理一括方式等を見据えた、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の可能性を探

ることで、民間活力を活用した持続可能な管理運営体制の構築に向けた検討を進める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

観光資源の掘り起こしと磨き上げ

屋島活性化推進事業

創造都市推進局

観光エリア振興室

087-839-2417

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④7- 屋島活性化基本構想

屋島活性化に向け、屋島の有する特性・価値を将来にわたり継承しつつ、市民を始め、広く屋島を訪れる人々に知っ
てもらうため、平成２５年１月に策定した「屋島活性化基本構想」に基づく、具体的施策・事業を迅速かつ効果的に
実施し、世界に誇れる本市のシンボルとなる屋島として再生を目指す。

年度7

①屋島地域誘客促進事業
②屋島地域施設等管理運営事業

屋島及び周辺地域

「屋島活性化基本構想」に掲げた具体的施策・事業を、計画的かつ効果的に実施し、屋島を世界に誇れる高
松市のシンボルとして再生する。

R4 R5 R6 R7
R8

「屋島活性化基本構想」の事業のうち実施した事業数 事業 0 0 44 44 44

事業費ベースの進捗率 ％ 0 0 100 100 100

屋島山上入込客数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 700,000 700,000 700,000
0 0 604,529

インバウンド及び国内旅行の需要は回復しているものの、目標
値には届かなかった。

86.4%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 700000 700000 700000 700000
0 0 604529

0 0 700000 700000 700000 700000
0 0 604529

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

258,109 77,515 99,676 1,060,988

228,173 47,407 80,291 1,048,744

29,936 30,108 19,385 12,244

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①屋島地域施設等整備事業（明許繰越）
②屋島地域誘客促進事業（現年）
③屋島地域施設等管理運営事業（現年）

①屋島地域誘客促進事業
②屋島地域施設等管理運営事業

①　１４，０８９千円
②　３４，８３２千円
③　３１，３７０千円

①　２１，６９３千円
②　１，０２７，０５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

80,291

0

0

2,600

25,000

52,691

44,244

0

1,004,500

0

0

1,048,744

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 86 100
86 継続

「屋島活性化基本構想」に基づき、屋島を訪れる観光客のニーズ等に応じた、新たな価値や魅力を創成する各種取組を展開するととも

に、山上・山麓間のアクセス上の課題整理を行った。

屋島山上交流拠点施設の指定管理者と密に連携を図りながら、ソフト施策の充実を図る。特に、屋島が持続可能な観光地になるために

は、屋島の有する特性・価値を将来にわたり継承し、適切な情報提供と環境整備をすることが必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

誰もが活躍できる環境の形成

多文化共生の推進

多文化共生推進事業

創造都市推進局

都市交流室

087-839-2197

令和 年度～6 令和 年度13

　国際化の進展に伴い、近年増加する在住外国人等を支援するため、外国語に専門性を有する会計年度任用職員を配
置し、案内表示板、チラシ等の翻訳や通訳業務を行うほか、（公財）高松市国際交流協会と協力し、日本語習得支援
事業を実施し、在住外国人等が地域社会の一員として社会参画できる、多文化共生のまちづくりを推進する。

年度7

英語・中国語の専門性を有する会計年度任用職員３人配置

在住外国人

近年増加している在住外国人等が、地域社会の一員として活躍できるよう支援し、社会参画を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

日本語習得支援事業開催回数 回 0 0 59 40 40

日本語習得支援事業参加外国人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 130 138 146
0 0 245

　（公財）高松市国際交流協会と協力して行う日本語習得支援
事業に新規事業が加わり、事業への参加外国人数が増加したこ
とにより、在住外国人の生活支援や社会参画に寄与することが
できた。

188.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 130 138 146 155
0 0 245

0 0 130 138 146 155
0 0 245

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,373 15,149 22,744 22,815

10,631 11,385 14,414 14,585

3,742 3,764 8,330 8,230

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

英語・中国語の専門性を有する会計年度任用職員３人配置

英語・中国語の専門性を有する会計年度任用職員３人配置

報酬額等　１４，４１４千円

報酬額等　１４，５８５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,414

0

0

0

0

14,414

14,585

0

0

0

0

14,585

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　（公財）高松市国際交流協会と協力して行う、日本語習得支援事業に新規事業が加わり、事業への参加外国人数が増加したことによ

り、在住外国人の生活支援や社会参画に寄与することができた。

近年増加傾向にある在住外国人等が、地域社会の一員として活躍できるまちづくりを推進することが必要とされており、今後も継続実

施していくことが適当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

ＭＩＣＥ誘致・都市間交流の推進

国内交流推進事業

創造都市推進局

都市交流室

087-839-2197

令和 年度～6 令和 年度13

　国内の提携都市との交流活動を推進するほか、高松市国分寺地域と「歴史文化交流協定」を締結している下野市と
の交流事業を行う団体に対し、事業補助金を交付することにより、多彩な地域間交流を促進し、人がにぎわい、活力
あるまちづくりを進める。

年度7

①交流事業補助金
②国内都市訪問等

高松市民

国内提携都市との間で、多彩な地域間交流を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

国内の提携都市との交流事業開催数 回 0 0 3 2 2

国内の提携都市との交流事業参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 200 200 200
0 0 317

　高松市・水戸市親善都市提携５０周年記念事業を開催し、水
戸市関係者や水戸市同様に歴史的つながりの深い彦根市関係者
、高松松平家及び水戸徳川家の御当主に加え、多くの高松市民
が参加し、記念の年を祝うことにより地域間交流を深めること
ができた。

158.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 200 200 200 200
0 0 317

0 0 200 200 200 200
0 0 317

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,242 4,264 10,104 9,167

500 500 1,774 945

3,742 3,764 8,330 8,222

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①交流事業補助金
②国内都市訪問等
③高松市・水戸市親善都市提携 周年記念事業50

①交流事業補助金
②国内都市訪問等

①　　　　　５００千円
②　　　　　１０３千円
③　　　１，１７１千円

①　　　　　５００千円
②　　　　　４４５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,774

0

0

0

500

1,274

945

0

0

0

0

945

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　水戸市との親善都市提携５０周年記念事業を開催し、参加した多くの市民とともに記念の年を祝うことにより、地域間交流を深め、

人がにぎわい、活力あるまちづくりを推進することができた。

　また、貴重な文化資源を相互に有し、長きに渡り交流を行ってきた高松市国分寺地域と下野市との交流事業に対する支援の継続は、

今後も必要である。

国内の提携都市との交流は、互いの地域の活性化や交流人口の拡大につながることから、継続実施することが適当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

観光振興と交流の推進

ＭＩＣＥ誘致・都市間交流の推進

国際交流推進事業

創造都市推進局

都市交流室

087-839-2197

令和 年度～6 令和 年度13

　市民の豊かな国際感覚の涵養を図るため、海外の提携都市等との交流活動を推進するほか、国際交流団体への支援
を通した市民レベルでの国際交流を促進する。

年度7

①海外の提携都市等との交流
②高松市国際交流推進協議会の開催
③（公財）高松市国際交流協会事業補助
④高松市・南昌市友好都市提携３５周年記念事業

高松市民

海外の異なる文化や習慣を理解し、お互いを尊重し合える国際感覚を醸成する。

R4 R5 R6 R7
R8

海外の提携都市との交流事業開催数 回 0 0 6 6 6

海外の提携都市との交流事業参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 200 200 200
0 0 282

　（公財）高松市国際交流協会や民間団体等と協力し、海外の
提携都市との交流事業がコロナ禍前の水準で実施することがで
き、事業参加者数を増やすことができた。 141.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 200 200 200 200
0 0 282

0 0 200 200 200 200
0 0 282

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,219 25,677 14,440 23,849

3,251 10,623 6,010 15,596

14,968 15,054 8,430 8,253

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①海外の提携都市等との交流
②高松市国際交流推進協議会の開催
③（公財）高松市国際交流協会事業補助

①海外の提携都市等との交流
②高松市国際交流推進協議会の開催
③（公財）高松市国際交流協会事業補助
④高松市・南昌市友好都市提携３５周年記念事業

①　　　３，３８６千円
②　　　　　　９８千円
③　　　２，５２６千円

①　　　５，８２７千円
②　　　　　１３２千円
③　　　５，７０４千円
④　　　３，９３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,010

0

0

0

47

5,963

15,539

57

0

0

0

15,596

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

　（公財）高松市国際交流協会や民間団体等と協力し、海外の提携都市との交流事業を、おおむねコロナ禍前の水準で実施することが

でき、事業参加者数を増やすことにより、市民の国際感覚の涵養が図れた。

市民の国際感覚の醸成に加え、民間国際交流団体の活動を促進することにより、地域の活性化やにぎわいの創出にもつながることから

、継続実施することが適当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

有害鳥獣被害対策事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

鳥獣保護管理法　鳥獣被害防止特別措置法

　市内における有害鳥獣（イノシシ等）による農産物等の被害を防止し、営農意欲の確保、農業施設（農道・水路）
の保全を図るために、本市鳥獣被害防止計画に基づき、農家への防護柵等設置経費の助成や、猟友会等による捕獲活
動を奨励する。

年度7

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計年度任用職員給料等　他

市内の農業者、鳥獣による被害農家数

　農作物被害地域住民による鳥獣を寄せ付けない鳥獣ストップゾーン（緩衝帯）の整備、集落単位での防護
柵等の設置、香川県猟友会等による有害捕獲及び指定管理鳥獣捕獲等推進事業等による捕獲を強化し、イノ
シシやアライグマ等有害鳥獣による被害の軽減を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

イノシシ等捕獲に係る補助金交付件数 件／年 0 0 1,715 3,000 3,000

防護柵等設置に係る補助金交付件数 件／年 0 0 39 40 40

鳥獣による被害金額 万円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,017 2,000 2,000
0 0 1,998

有害鳥獣による食害で発生した農水産物の被害額は僅かなが　
ら、目標値を超えたもののおおむね達成することができた。

点35
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100.9%



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0 % 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

48,762 42,280 48,562 54,770

27,058 20,452 26,174 32,382

21,704 21,828 22,388 22,388

５

５

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護
柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計
年度任用職員給料等　他

①イノシシ・サル対策　被害防止対策補助（捕獲）・防護
柵等整備助成・箱わな導入事業　他
②アライグマ対策　殺処分機用炭酸ガス代　他
③その他の事業　高松市鳥獣被害対策実施隊員報酬・会計
年度任用職員給料等　他

①１９，８２９千円
② ３８２千円
③ ４，０６８千円

①１７，２８６千円
② ３７７千円
③１４，７１９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,174

0

15,237

0

0

10,937

13,256

0

0

19,126

0

32,382

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 94 100
94 継続

　有害鳥獣による農林水産業にかかる被害は、高止まり傾向にあるため、引き続き粘り強く対応していく必要がある。

　引き続き、鳥獣被害防止に努めるとともに、環境整備（鳥獣ストップゾーンの整備）、防御（集落単位での防護柵の設置等）を効率

的、効果的に実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

園芸産地育成推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

かがわ園芸産地生産力強化対策事業費補助金

多様化する消費者のニーズに対応した品質と安定的な供給力を持った園芸産地の持続的発展を図るため、県オリジナ
ル品種などの園芸作物等の生産拡大に取り組むための農業機械施設等の整備に対する支援を行う。

年度7

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

高松市内の農業生産者

市内における農業生産力の増大及び付加価値の高い作物の産地化を図り、競争力の強化を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 15 15 15

野菜・果樹の市内販売金額（ＪＡ取扱分） 億円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 21 21 21
0 0 22

生産者の減少・高齢化や夏期の高温による品質低下等、厳しい
状況の中、担い手農家等による施設野菜・果樹の生産拡大に努
めた結果、相対的な農産物価格の上昇もあり、目標販売額を達
成した。

104.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 21 21 21 22
0 0 22

0 0 21 21 21 22
0 0 22

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

69,100 110,135 64,459 694,706

59,371 101,855 54,423 684,670

9,729 8,280 10,036 10,036

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

①園芸産地育成強化推進事業費
②多彩な園芸産地育成推進事業費

①　　　　９７５千円
②　５３，４４８千円

①　　　　９７５千円
②６８３，６９５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

54,423

0

43,198

0

0

11,225

20,210

0

0

664,460

0

684,670

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

県オリジナル品種等の付加価値の高い農産物の生産拡大に取り組む担い手農業者を支援することにより、園芸作物等の生産拡大を推進

した。

今後も、国、県などの補助事業を積極的に活用し、コスト縮減を図りながら、園芸産地の育成を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

畜産振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

家畜伝染病予防のほか、和牛等の効率的かつ組織的な育種改良により、産肉性等経済能力の向上を図るため、毎年度
予算の範囲内において補助金を交付することにより、優良繁殖牛の導入による優良牛の作出等を促進する。

年度7

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛改良基地育成事業
（３）　家畜環境衛生対策事業

高松市内の畜産農家

家畜伝染病の発生防止、まん延防止に努め、畜産経営の安定に資する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付頭数 頭 0 0 2,467 5,000 5,000

１戸当たりの乳用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 126 128 129
0 0 151

市内の乳用牛の増産が図られたことから、目標値を達成でき　
た。

119.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 126 128 129 130
0 0 151

0 0 126 128 129 130
0 0 151

１戸当たりの肉用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 162 164 166
0 0 207

市内の肉用牛の増産が図られたことから、目標値を達成でき　
た。

127.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,590 4,628 3,755 5,313

6,603 2,370 2,983 4,541

5,987 2,258 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛
改良基地育成事業

（１）家畜法定伝染病予防事業
　家畜法定伝染病予防事業
（２）肉用牛等生産振興事業
　優良家畜導入輸送事業、繁殖和牛等増産対策事業、和牛
改良基地育成事業
（３）　家畜環境衛生対策事業

（１）１，９３５千円
（２）１，０４８千円

（１）　２，１８１千円
（２）　１，４６０千円
（３）　　　９００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,983

0

0

0

0

2,983

4,541

0

0

0

0

4,541

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

家畜伝染病の検査及び予防注射の実施と併せて、優良な繁殖和牛の導入及び優良な子牛の市内保留に対して補助を行った。

家畜伝染病の発生・蔓延を防止するため、家畜法定伝染病対策を重点的に実施するほか、各種助成を継続することで畜産経営の安定に

資する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

漁場保全補助事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

海底耕うんの実施及び漁船漁具等の整備、漁協・海岸の環境改善により、漁業生産性向上を図る。

年度7

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業

市内の漁業者が組織する団体

（１）海底耕うんをすることにより、貝類や底性生物の生息環境を改善する。
（２）漁協・海岸の環境改善を通じ、漁業生産性を向上させる。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 3 5 5

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃されイベント等の再開
により経済も回復傾向にあったが、魚介類の消費量の回復は遅
く生鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。 88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,410 3,659 6,386 6,485

4,662 2,906 5,614 5,713

748 753 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　
る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業
　老朽化した船揚げ施設の改修

（１）水産多面的機能発揮対策事業
　水産資源の保護育成を目的とした海底耕うんを実施す　
る。
（２）海浜清掃事業
　漁業者による漁港・海岸の廃棄物回収事業を実施する。
（３）漁船漁具保全施設設置事業
　老朽化した船揚げ施設の改修

（１）９９３千円
（２）１，９０１千円
（３）２，７２０千円

（１）９９３千円
（２）２，０００千円
（３）２，７２０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,614

0

2,720

0

0

2,894

2,993

0

0

2,720

0

5,713

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 86 100
86 継続

海底耕うんの実施、漁協・海岸の環境改善により、漁業生産性の向上が図られた。

瀬戸内海のような限られた漁場では、環境保全に取り組むことで、漁業資源の安定化が図られることと、漁業の生産性の向上を図るた

めに、継続する必要がある。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

森林整備事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律

森林環境譲与税を活用し、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進等
を行う。

年度7

①森林整備、林道維持管理等の委託事業　②林道・作業道の維持修繕　③かがわ森林整備担い手対策協議会負担金　
④森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事業　⑤事務費等　⑥森林整備基金積立金

高松市内の市有林等の山林

森林環境譲与税を活用し、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びそ
の促進等を行うことを通じ、国土の保全や水源の涵養等の公益的機能を有する本市の森林の適切な管理等を
進める。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

森林整備事業補助金（作業種：間伐）交付件数 件 0 0 0 10 10

間伐実施面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 15 15 15
0 0 7.83

間伐等による森林管理に努めたものの目標は達成できなかった
。

52.2%

点18

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 15 15 15 15
0 0 7.83

0 0 15 15 15 15
0 0 7.83

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

61,876 76,724 87,564 88,935

49,902 62,423 67,492 68,863

11,974 14,301 20,072 20,072

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①森林整備、林道維持管理等の委託事業②森林整備用備品
の購入③森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事
業④事務費等⑤森林整備基金積立金⑥森林団体育成

①森林整備、林道維持管理等の委託事業　②林道・作業道
の維持修繕　③かがわ森林整備担い手対策協議会負担金　
④森林整備、県産木材普及、木材需要拡大の補助事業　⑤
事務費等　⑥森林整備基金積立金

①１３，１１２千円
②　９，４０２千円
③１０，１３７千円
④１７，６３７千円
⑤１０，１１２千円
⑥　７，０９２千円

①１５，８５３千円
②　　　　　０千円
③　７，４４８千円
④３６，２７８千円
⑤　９，２８４千円
⑥　　　３６３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

67,492

0

773

0

91

66,628

68,354

0

0

509

0

68,863

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 62 100
62 継続

　森林環境譲与税を活用し、継続的に各種事業を着実に実施する必要がある。

・森林環境譲与税を活用し、各種事業を着実に実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4



R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

0.5
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

林業振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

森林法

　森林資源の造成、水源涵養及び国土保全、造林技術の向上、農山村の雇用と所得の確保などを図るため分収造林事
業を実施し、豊かな森林を育てる。
　健全な森林づくりや里山づくりの支援を行い、水源涵養、国土の有効利用、自然環境の保全を図る。
　また、森林所有者による計画的かつ一体的な森林施業の実施に不可欠な活動に要する経費に対し支援する。

年度7

分収造林整備事業
　　　　　３６７，４００円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林地
民有林

森林資源の造成、水源涵養及び国土保全、農山村の雇用と所得の確保を図るため分収造林事業を実施し、ま
た、森林所有者による計画的森林施業の実施に不可欠な施業に要する経費に対し支援する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

造林施業面積 ｈａ 0 0 0 10 10

補助金交付件数 件 0 0 0 1 1

分収造林地において造林施業を実施した面積
の比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3 3 3
0 0 1.5

分収造林地における森林施業について、計画どおりの森林管理
が行えなかった。

50.0%

点18

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3 3 3 3
0 0 1.5

0 0 3 3 3 3
0 0 1.5

人工造林地において造林施業を実施した面積
の比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3 3 3
0 0 1.5

木材価格が低迷し、造林意欲が低下している中、作業員不足も
影響し、計画どおりの森林管理が行えなかった。

50.0%

点18



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,456 10,567 5,449 3,458

6,714 6,051 3,133 1,142

3,742 4,516 2,316 2,316

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

分収造林整備事業
　　　４，３６６，３７０円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林整備事業
　　　　　３６７，４００円×一式
造林助成事業
　　　　　５０ｈａ

分収造林整備事業費等
　２，００２千円
森林保険料　　　　　
　　　６８５千円
分収造林審議会　
　　　　２０千円
契約に係る事務費・旅費　
　　　４２６千円

分収造林整備事業費等
　　　３６８千円
森林保険料　　　　　
　　　６２３千円
分収造林審議会　
　　　　２０千円
契約に係る事務費・旅費　
　　　１３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,133

0

791

0

0

2,342

927

0

0

215

0

1,142

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 56 100
56 改善

　森林資源を守るとともに、森林所有者の造林事業を支援することにより、林業の振興に寄与している。

木材価格が低迷し、山林所有者の造林意欲が低下している中、計画的に森林造成を進め、健全な山づくりを行う。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

水産振興事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

水産業を振興する上で重要な施策である稚魚の種苗放流・増養殖の事業を実施する。

年度7

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

市内の漁業者

水産資源の増殖を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

ヒラメ放流尾数 尾 0 0 15,000 12,000 12,000

補助金交付件数 件 0 0 2 6 6

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

令和５年度から、新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃され
イベント等の再開により経済も回復傾向だが、物価高騰の影響
により魚介類を買い控えるなど魚介類の消費量の回復は遅く生
鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。

88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,788 6,590 6,304 6,151

4,291 5,085 4,760 4,607

1,497 1,505 1,544 1,544

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等
の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

（１）栽培漁業推進事業：ヒラメ、クルマエビ、マダコ等
の放流
（２）水産増養殖事業：イカ産卵期設置
（３）淡水魚種苗放流事業
（４）漁業近代化資金等利子補給事業

（１）負担金、補助金
　３，２５９千円
（２）補助金
　３６０千円
（３）補助金
　９８０千円
（４）利子補給
　１６１千円

（１）負担金、補助金
　３，２７１千円（３事業）
（２）補助金
　３２０千円
（３）補助金
　９２０千円
（４）利子補給
　　９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,760

0

200

0

0

4,560

4,407

0

0

200

0

4,607

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

令和３年度から取り組んでいるイカの増殖事業（産卵器具の設置）では、良好な産卵状況が確認されている。

水産資源の維持・増大を図るために必要な事業であることから、継続する必要がある。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4



R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

5

10

15

20

25

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

松くい虫防除事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

健全な森林の育成と、公益的機能の維持向上等を図るため、地域の実態や松くい虫被害状況に応じ防除事業を実施す
る。

年度7

松くい虫防除事業

高松市内の山林

松くい虫防除事業等を実施することにより、健全な森林を育成する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

松くい虫被害木材伐倒駆除材積 ｍ３ 0 0 0 20 20

年間松くい虫被害材積の伐倒駆除事業実施し
た面積比率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 20 20 20
0 0 20

作業予定地内の対象木について全て防除できたことにより、目
標を達成することができた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 20 20 20 20
0 0 20

0 0 20 20 20 20
0 0 20

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 5,402 8,125

0 0 3,858 6,581

0 0 1,544 1,544

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

松くい虫防除事業

松くい虫防除事業

３，８５８千円

６，５８１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,858

0

1,452

0

0

2,406

3,712

0

0

2,869

0

6,581

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　松くい虫被害は小康状態となっているが、今度も防除事業を総合的に実施する必要がある。

地域の実態や松くい虫の被害状況に応じて、また、事前調査をしっかり行い、適正規模で防除事業を実施する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

スマート農業推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④6- 高松市スマート農業推進事業費補助金交付要

県・ＪＡ等の関係機関やＩＣＴベンター等と連携して、ＩＣＴシステム等の先端技術、ＡＩ、ロボット技術等のスマ
ート農業の推進を図るとともに、スマート農業技術の導入・活用を促進することにより、生産性を高め、収益力を強
化するためのノウハウと技術を集約し、本市における次世代の農業経営を支援するもの。

年度7

高松市スマート農業推進事業

認定農業者、認定新規就農者、農地所有適格法人、集落営農組織、鳥獣被害対策実施隊員で、いずれも市内
で農業を営む者のうち、市内に居住し、又は所在する者

若年就農者にも魅力のある「創造性豊かで持続可能な農業」を実現するため、スマート農業技術の導入・活
用を推進することにより、農作業の省力化や農作物の高品質化等を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

高松市スマート農業推進事業に取組む件数 件 0 0 2 4 4

スマート農業導入経営体件数（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 29 33 37
0 0 29

新規就農者等の担い手農家に対する事業の周知を図り、計画ど
おりに事業を実施した結果、目標を達成できた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 29 33 37 41
0 0 29

0 0 29 33 37 41
0 0 29

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,236 4,589 4,088 4,088

494 825 1,000 1,000

3,742 3,764 3,088 3,088

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

高松市スマート農業推進事業

高松市スマート農業推進事業

補助金１，０００千円

補助金１，０００千円
※補助率１／２以内
※補助金上限５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,000

0

0

0

1,000

0

1,000

0

0

0

0

1,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 拡充

農業の生産性向上や農作物の高品質化のため、スマート農業技術を導入することは、本市の農業振興を図る上で重要な取組の一つであ

るため、導入コストの低減を図りつつ、引き続き、スマート農業の普及を推進する。

重点取組事業として継続する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

環境にやさしい農業の推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関す

　中山間地域などの農業生産条件が不利な指定地域の農用地区域を対象として、耕作放棄地の発生防止と農業の多面
的機能の確保を図るため、集落協定を締結し５年以上農業を継続する農業者に対して交付金を交付する。
　化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に
取組む有機農業者等に対して交付金を交付する。

年度7

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

中山間地域等直接支払制度の対象となっている法指定地域及び知事特認地域における一定以上の傾斜を有す
る農用地区域内の農地

農業の持続的発展等を確保する観点から、有機農業等の環境と調和のとれた環境に優しい農業を推進すると
ともに、中山間地域における農業生産活動の維持又は農用地の保全管理を通じて、農業の有する多面的機能
を確保する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

中山間地域等直接支払交付金交付農家数 件 0 0 705 760 780

環境に優しい農業に取り組む農業者数 経営体 0 0 10 12 13

中山間地域等直接支払制度取組面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 287 290 295
0 0 229.5

取組農家数の増加に伴い、取組地域において活発な営農活動が
行われたことから、取組面積は増加したものの目標には及ばな
かった。 80.0%

点28

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 287 290 295 300
0 0 229.5

0 0 287 290 295 300
0 0 229.5

環境にやさしい農業の取組面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 7.5 8 8.5
0 0 7.8

積極的に環境にやさしい農業に取り組む農家数が増加したこと
で、作付面積も広がり目標を達成できた。

104.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

48,044 50,452 53,408 63,076

41,308 43,678 44,144 53,812

6,736 6,774 9,264 9,264

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

〇集落説明会の開催
〇市推進協議会の開催
〇集落事業計画の策定・認定
〇現地確認
〇活動記録・収支の検査

中山間地域等直接支払制度
　交付金　４１，３４１千円
　推進事業費　　２８４千円
　負担金　　１，５５８千円
環境保全型農業直接支払制度
　交付金 ９６１千円

中山間地域等直接支払制度
　交付金　４８，９４６千円
　推進事業費　　２９２千円
　委託料　　２，７４４千円
　負担金 ４０千円
環境保全型農業直接支払制度
　交付金　　１，７９０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

44,144

0

31,455

0

0

12,689

13,677

0

0

40,135

0

53,812

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 89 100
89 継続

　中山間地域の耕作条件の不利な環境において、農業者の高齢化など担い手不足は深刻な状況にあるが、交付金を活用し、地域集落に

おいて農地の維持管理に取り組んでいる。

　有機農業者等が、交付金を活用し、化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果

の高い営農活動に取り組んでいる。

農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の確保のため、引き続き中山間地域等直接支払制度及び環境保全型直接支払制度に取り組

む。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業経営安定対策事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

経営所得安定対策等実施要綱、経営所得安定

小麦等の推進作物への誘導により、水田を有効活用し、農業経営における収益向上を推進するため、事業を実施する
高松市地域農業再生協議会に補助金を交付し、経営所得安定対策の円滑な推進を図る。

年度7

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・水田機能回復のための畔塗作業等の取組に対する支援
・収入保険制度にかかる新規就農者の保険料に対する支援

市内の農業者

国の経営所得安定対策制度の活用による市内農業者の経営安定を図るとともに、主食用米の需要に応じた生
産と、麦類や露地野菜等の産地作物の作付を推進し、食料自給率の向上を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

経営所得安定対策等交付金交付申請者数 人 0 0 533 550 550

交付対象作物の作付面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 900 900 900
0 0 1,190

交付対象作物の作付面積については、担い手による麦類の作付
や、飼料作物の作付による耕畜連携の取組が増加したことによ
り、目標面積を達成することができた。 132.2%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 900 900 900 900
0 0 1190

0 0 900 900 900 900
0 0 1190

麦作付け面積 ｈａ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 750 760 770
0 0 766

麦類の生産については、収穫期の降雨による収量・品質の低下
が見られたものの、作付面積については目標を達成した。

102.1%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

53,251 49,808 56,592 48,767

27,805 24,969 30,344 22,519

25,446 24,839 26,248 26,248

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・営農用機械・器具の整備に対する支援

・農業者への営農計画書及びパンフレット等の配布
・営農計画書のシステム入力による水田台帳の管理
・交付対象作物の現地確認及び販売実績の確認
・水田機能回復のための畔塗作業等の取組に対する支援
・収入保険制度にかかる新規就農者の保険料に対する支援

経営所得安定対策推進事業費
補助金
　１８，５０４千円

かがわの水田農業競争力強化
対策事業費補助金
　１１，８４０千円

経営所得安定対策推進事業費
補助金
　２１，８７５千円

水田機能維持・活用促進事業
　　　　３００千円

農業経営収入安定化支援事業
　　　　３４４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

30,344

0

27,384

0

0

2,960

344

0

0

22,175

0

22,519

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　経営所得安定対策については、国の事業を活用し、適切な実施が図られた。なお、この事業は、国の補助金で賄われているが、事務

局運営費である推進事務費等が年々減額されており、事業の推進に支障を来しつつある。

当該事業は、輸入に頼っている戦略作物の作付推進による食料自給率の向上と、米作離れ等による離農者増加に伴う遊休農地の増加を

防ぐためのものであり、担い手による農地の借受促進にも資するものである。今後も、国の戦略作物の振興、本市の特産物となり得る

野菜等の作付拡大を図り、農業者の営農意欲を促進していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業次世代人材投資事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

新規就農者育成総合対策実施要綱等

次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、経営開始時の早期の経営確立を支援する資金を交付するととも
に、優れた農業技術や経営能力を持った若い農業者を育成するため、栽培品目や地域ごとに組織された農業後継者ク
ラブの活動を支援する。

年度7

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

市内の新規就農者等

新規就農直後の経営確立を支援する国の資金を交付するとともに、農業後継者クラブ活動を通じて、優れた
農業技術や経営能力を持つ次世代の農業者を育成する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

経営開始資金等交付農家数 人 0 0 32 20 20

認定新規就農者数（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 98 105 112
0 0 101

関係機関と連携して、就農相談会の開催や青年等就農計画の作
成支援を行うことにより、認定新規就農者を確保した。

103.1%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 98 105 112 120
0 0 101

0 0 98 105 112 120
0 0 101

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 53,551 53,639 62,940

0 46,777 46,691 55,992

0 6,774 6,948 6,948

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

①農業次世代人材投資資金
②経営開始資金
③農業後継者クラブ育成事業

①２４，５０２千円
②２１，７５０千円
③ ４３９千円

①１６，５００千円
②３９，０００千円
③ ４９２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

46,691

0

46,251

0

0

440

492

0

0

55,500

0

55,992

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

積極的に就農相談活動を行うとともに、国の経営開始資金等を活用することにより、新規就農者の確保・育成に努め、認定新規就農者

を確保した。

国の事業を活用して、引き続き新規就農者の確保・育成を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

担い手への支援・農地集積推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

農業経営基盤強化促進法　農地中間管理事業

　地域農業の維持・発展のため、令和７年３月２４日に高松市地域計画を策定した。これらは、地域の農業者の話し
合いに基づき、地域農業の維持・発展を図るため、担い手への農地集積を促すものである。随時、当該計画を変更　
し、地域内農用地が継続的に維持・管理されるよう農業委員会、農地機構等の関係団体と連携し、優良農地の確保、
担い手への農地集積・集約を進めていく。

年度7

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
多様な農業経営体育成推進事業費　⑤農業経営基盤強化促進事業費　⑥農業近代化資金利子補給費

・認定農業者、認定新規就農者、集落営農などの担い手
・農用地

担い手への農地集積を推進し、担い手の育成を図るとともに、地域農業の維持・発展及び農地の保全等を図
る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

地域計画への参画者数 人 0 0 314 310 310

担い手農業者数 人

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 425 435 445
0 0 431

認定農業者経営拡大事業及び農地中間管理事業等の活用により
概ね目標を達成できた。

101.4%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 425 435 445 455
0 0 431

0 0 425 435 445 455
0 0 431

担い手への農地集積率 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 32 33 34
0 0 31.6

農地中間管理事業等の活用により、農地集積率は目標をほぼ達
成できた。

98.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

52,115 183,053 104,257 65,581

31,160 154,450 85,729 47,053

20,955 28,603 18,528 18,528

５

３

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農
地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
農業経営基盤強化促進事業費　⑤農業近代化資金利子補給
費　⑥持続可能な地域農業の実現支援事業費（農業経営収
入安定化支援事業、農林水産業継続緊急支援事業）　⑦集
落営農推進支援事業費

①人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業費　②優良農
地確保対策事業費　③担い手への農地集積促進事業費　④
多様な農業経営体育成推進事業費　⑤農業経営基盤強化促
進事業費　⑥農業近代化資金利子補給費

①４，９０４千円②４，５１
０千円③７，５０１千円④３
，６６８千円⑤４２千円⑥６
２，４３０千円⑦２，６７４
千円

①２，１４４千円②１，８０
０千円③１，５００千円④３
７，８５２千円⑤３，７０７
千円⑥５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

85,729

0

9,887

0

0

75,842

10,360

0

0

36,693

0

47,053

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 継続

　担い手への農地集積・集約化により生産体制の整備が図られた。

　「地域計画」の策定に関し、香川県農地機構、農業委員会等関係機関と連携し、地域農業の現状等を適切に把握しながら取り組むも

のである。

香川県農地機構との連携強化により、引き続き、農地の利用集積・集約を進めるとともに、担い手の育成を図る。

また、令和７年３月２４日に策定した地域計画を随時変更していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農業団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

市内の農業関係機関や農業者団体と連携して、本市農業の総合的振興及び発展を図るため、各種農業団体に対する支
援等を行うとともに、農業保険法に基づく農業共済事業等を推進するため、市内を管轄する農業共済組合に対し、補
助金を交付する。

年度7

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

市内の農業生産者

農業関係機関と連携して、地域農業の総合的振興及び発展を図り、時代に即応した農業生産基盤の確立を目
指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 6 7 7

市内の農畜産物販売額（ＪＡ取扱分） 億円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 40 40 40
0 0 44.6

農業生産資材の高騰や夏期の高温等による厳しい農業情勢の下
、関係機関が連携して農業生産振興に努めた結果、農産物価格
が相対的に上昇したこともあり、販売額については目標を達成
した。

111.5%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 40 40 40 40
0 0 44.6

0 0 40 40 40 40
0 0 44.6

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,628 9,772 9,587 10,146

6,138 6,008 5,727 6,286

4,490 3,764 3,860 3,860

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

①農業団体育成費
②園芸団体育成費

①５，５９４千円
②　　１３３千円

①６，１０５千円
②　　１８１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,727

0

0

0

0

5,727

6,286

0

0

0

0

6,286

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

各種農業団体に対する支援等を行い、本市農業の総合的振興及び発展が図られた。

事業に支障がない範囲で、必要に応じて補助金の見直しを検討する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

農福連携推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

農業・福祉の連携に関する啓発活動や両者のマッチングを促進することにより、農業分野における障がい者の就労や
生きがいづくりの場を創出するとともに、多様な農業人材の確保・活用を図るもの。

年度7

①高松市農福連携推進協議会
②農福連携スタートアップ事業

市内の農業生産者及び福祉事業者

農業分野と福祉分野の連携を推進し、障がい者等の農業参入を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

交流会等の開催数 件 0 0 4 3 3

新たに農福連携に取り組む経営体（延べ） 経営体

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 1 2 3
0 0 1

農福連携農作業体験会等の実施を通じて、新たに農福連携に取
り組む経営体の目標を達成することができた。

100.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 1 2 3 4
0 0 1

0 0 1 2 3 4
0 0 1

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 5,813 6,604

0 0 409 1,200

0 0 5,404 5,404

３

５

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

・農福連携推進協議会の設立
・視察研修の実施（安芸市・西条市）
・生産現場見学会、農作業体験会の実施

①高松市農福連携推進協議会
②農福連携スタートアップ事業

４０９千円

① ２００千円
②１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

409

0

0

0

0

409

1,200

0

0

0

0

1,200

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 拡充

　新たに高松市農福連携推進協議会を設立したほか、農作業体験会、生産現場見学会や視察研修を実施し、農業者と福祉事業所の相互

理解を促進した。

市内農業者や福祉事業所で構成する高松市農福連携推進協議会において、試行的な農作業請負を推進するとともに、令和７年度からは

、新たに農福連携スタートアップ事業補助金を創設し、農福連携のマッチングを促進する。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

畜産団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

畜産団体育成事業は、畜産の振興上必要な諸事項の協議、調査等を行う市畜産振興協議会及び畜産団体の活動経費に
対して補助を行う。また、畜産共進会や枝肉共励会を開催し、飼養技術向上を図るなど高松市の畜産振興を図るため
の事業である。

年度7

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

高松市内の畜産農家

高松市内の牛豚飼養農家が県と市の共進会に参加し、飼養技術の向上を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

畜産団体の補助金交付件数 件 0 0 2 2 2

１戸当たりの乳用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 126 128 129
0 0 151

市内の乳用牛の増産が図られたことから、目標値を達成できた
。

119.8%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 126 128 129 130
0 0 151

0 0 126 128 129 130
0 0 151

１戸当たりの肉用牛飼養頭数 頭

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 162 164 166
0 0 207

市内の肉用牛の増産が図られたことから、目標値を達成できた
。

127.8%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,831 1,590 1,552 1,510

837 837 780 738

2,994 753 772 772

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
　高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

（１）負担金
香川県畜産協会負担金、高松市畜産共進会負担金

（２）補助金
　高松市畜産振興協議会事業、高松市肉牛枝肉共励会事業

（１）４７０千円
（２）３１０千円

（１）４２８千円
（２）３１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

780

0

0

0

0

780

738

0

0

0

0

738

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

国際情勢の変化に伴う飼料価格高騰の影響を受けた畜産農家を支援するため、親子料理教室を開催し、畜産製品の消費拡大キャンペー

ンを展開した。

畜産団体や共励会・共進会が開催する事業等へ助成をすることで、各団体の育成のほか飼養技術の向上を図る等、畜産振興の発展に寄

与していく。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産振興と担い手の確保・育成

水産団体育成事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

（１）水産業振興の円滑な推進のため、関係漁業団体に対し助成する。
（２）後継者の育成や水産物の消費拡大を図るために漁業体験等を実施する水産団体に助成する。

年度7

関係水産団体への助成
（１）負担金　香川県水産振興協会
（２）補助金　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催　漁業団体
（４）事務費

市内の漁業者

漁業者組織を中心に各種水産振興施策を推進する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

助成団体数 団体 0 0 2 2 2

生鮮水産物出荷量 ｔ

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 3,000 3,000 3,000
0 0 2,652

新型コロナウイルス感染症の規制が撤廃されイベント等の再開
により経済も回復傾向にあったが、魚介類の消費量の回復は遅
く生鮮水産物の出荷量は落ち込み、目標を達成できなかった。 88.4%

点31

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

0 0 3000 3000 3000 3000
0 0 2652

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,616 4,353 2,885 3,090

1,868 1,342 1,341 1,546

748 3,011 1,544 1,544

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

関係水産団体への助成
（１）負担金
　香川県水産振興協会
（２）補助金
　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催
（４）事務費

関係水産団体への助成
（１）負担金　香川県水産振興協会
（２）補助金　高松市漁業組合連絡協議会
（３）子どもを対象とした水産教室の開催　漁業団体
（４）事務費

（１）７００千円
（２）４８０千円
（３）１６０千円
（４）　　１千円

（１）９００千円
（２）４８０千円
（３）１６０千円
（４）　　６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,341

0

100

0

0

1,241

1,446

0

0

100

0

1,546

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 86 100
86 継続

水産業の活性化に関する事業を実施した。

本市の水産振興施策の効果的な実施のため、事業継続は必要である。

なお、一部の事業については、事務事業の見直しにより、令和３年度から廃止となった。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

地産地消の推進

高松ブランド農産物育成支援事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

③6-

消費者の視点に立ち、地産地消を基本とした一般市民との共生型農業を推進するため、市内で生産された新鮮で良質
な農産物や加工品を市民に提供し、食の安全に対する信頼回復を図るとともに、地域ブランドとして「高松産ごじま
ん品」を推進し、市内農産物の需要拡大と市民の健康で豊かな食生活の実現を図るために必要な事業を実施する。ま
た、六次産業化・農商工連携による農産物のブランド化を図る。

年度7

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

高松産ごじまん品（市内農畜産物）

地産地消活動や「高松産ごじまん品」のブランド化を促進する。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

高松産ごじまん品ホームページ更新回数 回 0 0 12 10 10

高松産ごじまん品ホームページ閲覧数 件

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 35,900 36,600 37,300
0 0 36,119

農業体験教室、たかまつ食と農のフェスタ等のイベントを積極
的にＰＲしたことにより、目標値を上回った。

100.6%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 35900 36600 37300 38000
0 0 36119

0 0 35900 36600 37300 38000
0 0 36119

地元の食材を意識して購入している割合 ％

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 34 36 38
0 0 27.3

食材の価格高騰により、産地よりも価格を基準に選ぶ割合が高
くなったことから、目標値を下回った。

80.3%

点28



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

42,931 10,796 23,308 19,886

32,453 2,516 12,500 9,078

10,478 8,280 10,808 10,808

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

①高松ブランド農産物育成支援
②学校給食における高松産ごじまん品等利用拡大

①　２，５００千円
②１０，０００千円

①　２，５００千円
②　６，５７８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,500

0

0

0

0

12,500

9,078

0

0

0

0

9,078

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 85 100
85 継続

　たかまつ食と農のフェスタや農業体験教室を実施し、食育・地産地消を推進した。

　また、学校給食において地場産農畜水産物のＰＲ及び消費拡大に取り組んだ。

引き続き、食育・地産地消を推進し、農産物のブランド化に取り組む。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

関係人口の創出・拡大

グリーン・ツーリズム推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

香川県グリーンツーリズム推進事業費補助金

農村地域において、自然や文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動であるグリーン・ツーリズムを推進するた
め、高松市グリーン・ツーリズム推進協議会等の活動に対する支援や、市民農園の利用促進を図ることにより、農業
や農村に対する理解を促進し、農村と都市との交流促進を通じた地域の活性化を目指す。

年度7

グリーン・ツーリズム推進事業

市民

グリーン・ツーリズム活動を推進することにより、都市住民と農村住民の交流の活発化を図り、農村地域の
活性化を目指す。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

補助金交付件数 件 0 0 1 1 1

グリーン・ツーリズム年間入込客数 人

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 164,000 166,000 168,000
0 0 201,716

新型コロナウイルス感染症の影響が低下し、インバウンド客が
増加したことから目標を達成することができた。

123.0%

点35

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 164000 166000 168000 170000
0 0 201716

0 0 164000 166000 168000 170000
0 0 201716

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

748 1,607 1,771 1,772

0 854 999 1,000

748 753 772 772

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

グリーン・ツーリズム推進事業

グリーン・ツーリズム推進事業

補助金　　９９９千円

補助金１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

999

0

499

0

0

500

500

0

0

500

0

1,000

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

高松空港エリア観光農業推進協議会が実施する誘客の取組を支援した。グリーン・ツーリズム実践団体の来場者は回復傾向にある。

グリーン・ツーリズム実践団体に対する支援を実施し、グリーン・ツーリズム実践団体の増加及び農村の活性化を図る。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

特産品の育成・振興

高松盆栽産地ブランド確立事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②6- 高松盆栽産地ブランド確立事業補助金交付要

「高松市伝統的ものづくり振興条例」の基本理念及び「『高松盆栽の郷』基本構想」に基づき、高松盆栽の総合的な
振興を図るため、盆栽事業者と連携し、高松盆栽ＰＲ、盆栽の生産振興、輸出拡大による販路の拡大等を推進し、人
づくりの推進及び高松盆栽の育成・振興並びにブランド化を図る。

年度7

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤大阪・関西万博等出展支援事業

盆栽の振興

高松盆栽の生産振興及び地域の活性化を図る。

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

イベント等における高松盆栽のＰＲ開催回数 回 0 0 6 5 5

「高松盆栽の郷」売上金額 万円

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8

0 0 5,600 6,400 7,200
0 0 4,326

施設の認知度が向上し、秋の「高松盆栽の郷フェスタ」が開催
される１０月には売り上げは増加しているものの、物価高騰の
影響などにより、前年のような夏場の大口売り上げがなく、目
標を達成できなかった。

77.3%

点27

R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9
0 0 5600 6400 7200 8000
0 0 4326

0 0 5600 6400 7200 8000
0 0 4326

R 4 R 5 R 6 R 7
R 8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～( 0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,218 11,402 23,063 21,827

7,482 5,380 18,431 17,195

6,736 6,022 4,632 4,632

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤旅費

①盆栽産地振興事業
②高松盆栽ＰＲ事業
③高松盆栽次世代人材育成事業
④盆栽産地の受入体制整備事業
⑤大阪・関西万博等出展支援事業
⑥高松盆栽魅力発信事業

①　　　９９４千円
②　２，５００千円
③　　　９５０千円
④１３，９４８千円
⑤　　　　３９千円

①　　　９４４千円
②　８，７０５千円
③　１，８００千円
④　２，９１５千円
⑤　　　２１３千円
⑥　２，６１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

18,431

8,974

0

0

0

9,457

17,195

0

0

0

0

17,195

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ｂ 78 100
78 継続

高松盆栽学校や高松盆栽の郷フェスタ、高松盆栽ＷＥＥＫの他、国の地域観光新発見事業を活用した盆栽産地の受入体制整備等に取り

組み、ＰＲに努めてきたが、拠点施設における販売金額は減少した。

県、ＪＡ及び盆栽生産者と連携して、引き続き「高松盆栽の郷」基本構想に基づく取組を行う。

（予算）R 7（決算）R 6（決算）R 5（決算）R 4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

土地改良施設管理事業

創造都市推進局

土地改良課

087-839-2433

令和 年度～6 令和 年度13

　農業生産基盤の整備促進を図り、農業生産性の向上、農業総生産の増大等に資するため、土地改良事業関係各種団
体への負担・補助を行うとともに、土地改良施設の維持管理・環境整備を行う。

年度7

　香川用水土地改良区経常賦課金、香川用水事業推進協議会負担金、香川用水事業推進協議会市長会負担金、新川沿
岸土地改良区連合補助金、香川用水施設緊急対策事業負担金（令和２年度～６年度）、新川吉田川沿岸排水対策促進
期成会補助金、大井東海岸施設管理費、一宮新池農村公園管理費、農道等管理費

　香川用水土地改良区等の各種団体及び一宮新池農村公園等の土地改良施設

　各種団体の運営円滑化の支援及び安心して利用できる土地改良施設の維持管理を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

各種団体への負担・補助件数 件 0 0 7 6 6

香川用水経常賦課面積 ｈａ

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,610 4,543 4,476
0 0 4,637

　農村地域における混住化の進展等に伴い、土地改良区の受益
面積は減少傾向にあるものの、土地改良事業を効果的に推進し
たことにより目標を達成した。 100.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4610 4543 4476 4411
0 0 4637

0 0 4610 4543 4476 4411
0 0 4637

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

80,455 68,403 82,061 82,725

44,532 31,521 44,233 44,897

35,923 36,882 37,828 37,828

５

５

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

　香川用水土地改良区経常賦課金、香川用水事業推進協議
会負担金、香川用水事業推進協議会市長会負担金、新川沿
岸土地改良区連合補助金、香川用水施設緊急改築事業負担
金（平成１８年度～令和４年度）、香川用水施設緊急対策
事業負担金（令和２年度～６年度）、新川吉田川沿岸排水
対策促進期成会補助金、大井東海岸施設管理費、一宮新池
農村公園管理費、農道等管理費

　香川用水土地改良区経常賦課金、香川用水事業推進協議
会負担金、香川用水事業推進協議会市長会負担金、新川沿
岸土地改良区連合補助金、香川用水施設緊急対策事業負担
金（令和２年度～６年度）、新川吉田川沿岸排水対策促進
期成会補助金、大井東海岸施設管理費、一宮新池農村公園
管理費、農道等管理費

香川用水事業費
３６，８３０千円
大井東海岸施設管理費
　　　８３５千円
一宮新池農村公園管理費
　４，５５１千円
農道等管理費
　２，０１７千円

香川用水事業費
３５，８７５千円
大井東海岸施設管理費
　１，２８８千円
一宮新池農村公園管理費
　３，９１９千円
農道等管理費
　３，８１５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

44,233

0

0

800

0

43,433

44,865

0

0

32

0

44,897

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 改善

　厳しい財政事情を踏まえ、緊急性などによる優先度を考慮するとともに、必要に応じて見直しを行いながら、土地改良施設の維持管

理の経費削減に努めた。

　厳しい財政事情を踏まえ、必要に応じて見直しを行いながら、土地改良施設の維持管理費の経費削減に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

多面的機能支払事業

創造都市推進局

土地改良課

087-839-2433

令和 年度～6 令和 年度13

多面的機能支払交付金実施要綱・要領

　農地・農業用水等の資源の適切な保全管理が、高齢化や混住化等により困難になってきていることや、国民の価値
観の変化への対応、農業生産全体の在り方を環境保全を重視したものに転換していくことが求められていることから
、地域ぐるみで取り組む効果の高い共同活動や水路・農道等の長寿化のための向上活動等を実施する活動組織に活動
費用の一部を補助する。
（補助率　市１／４・国１／２・県１／４）

年度7

　多面的機能支払交付金
・農地維持支払交付金
・資源向上支払交付金（共同）
・資源向上支払交付金（施設の長寿命化）
　

　地域ぐるみで農地・水保全の共同活動・向上活動を行う活動組織

　農村が持つ自然や景観を、農業者や農業者以外の住民を含めた地域ぐるみで守ろうとする共同意識が醸成
される。

R4 R5 R6 R7
R8

活動組織数（農地維持） 組織 0 0 34 35 36

対象農用地面積 ｈａ

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,520 2,525 2,530
0 0 2,567

　事業内容の周知及び事業実施を促したことにより、取組団体
が増加し、対象農用地面積が目標値を上回った。

101.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2520 2525 2530 2535
0 0 2567

0 0 2520 2525 2530 2535
0 0 2567

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

155,229 163,616 184,033 239,070

145,500 147,057 167,049 222,086

9,729 16,559 16,984 16,984

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

　多面的機能支払交付金
・農地維持支払交付金
・資源向上支払交付金（共同）
・資源向上支払交付金（施設の長寿命化）
　
　日本型直接支払推進交付金
・多面的機能支払交付金に係る推進事業

　多面的機能支払交付金
・農地維持支払交付金
・資源向上支払交付金（共同）
・資源向上支払交付金（施設の長寿命化）
　
　日本型直接支払推進交付金
・多面的機能支払交付金に係る推進事業

・農業の有する多面的機能の
発揮の促進に関する法律
・多面的機能支払交付金実施
要綱（国）
・多面的機能支払交付金実施
要領（国）
・香川県多面的機能支払交付
金交付要綱

・農業の有する多面的機能の
発揮の促進に関する法律
・多面的機能支払交付金実施
要綱（国）
・多面的機能支払交付金実施
要領（国）
・香川県多面的機能支払交付
金交付要綱

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

167,049

0

128,538

0

0

38,511

56,413

0

0

165,673

0

222,086

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　農業・農業用施設の適切な保全管理について、農業者や地域住民が共同して活動、交流する機会を通じて、連帯意識を醸成しつつ事

業を実施した。

　農業・農業用施設の適切な保全管理について、農業者や地域住民が共同して活動、交流する機会を通じて、連帯意識の醸成が図られ

ており、今後も継続して事業を実施する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の充実

土地改良事業

創造都市推進局

土地改良課

087-839-2433

令和 年度～6 令和 年度13

高松市土地改良事業補助規程・実施要領

　農業生産基盤の整備を実施することにより、農業生産性の向上と農業の健全な発展を図り、更には農村地域の環境
整備を通じ市民生活の向上を図るため、各種土地改良事業を実施する土地改良区等に事業費用の一部を補助する。

年度7

　団体営土地改良事業補助金、単独県費補助土地改良事業補助金、単独市費土地改良事業補助金等、土地改良事業事
務費、ため池防災対策事業費（小規模ため池防災対策特別事業費）

　土地改良事業を実施する土地改良区等

　農業生産の基盤整備を図り、農業の生産性向上、農業総生産の増大、農業生産の選択的拡大及び農業構造
の改善を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金等交付団体数（土地改良区等） 団体 0 0 37 37 37

土地改良区受益面積 ｈａ

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10,363 10,223 10,085
0 0 10,394

　目標はおおむね達成されており、土地改良施設の補修改修等
が適切に実施された。

100.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10363 10223 10085 9948
0 0 10394

0 0 10363 10223 10085 9948
0 0 10394

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

815,552 941,117 1,002,019 1,046,198

745,202 870,363 929,451 973,630

70,350 70,754 72,568 72,568

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

　団体営土地改良事業補助金、単独県費補助土地改良事業
補助金、単独市費土地改良事業補助金等、土地改良事業事
務費、小規模ため池防災対策特別事業費、単独市費土地改
良施設災害復旧事業補助金

　団体営土地改良事業補助金、単独県費補助土地改良事業
補助金、単独市費土地改良事業補助金等、土地改良事業事
務費、ため池防災対策事業費（小規模ため池防災対策特別
事業費）

高松市土地改良事業補助規程
高松市土地改良事業実施要領

高松市土地改良事業補助規程
高松市土地改良事業実施要領

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

929,451

0

57,193

720,600

10,000

141,658

467,674

9,786

422,400

73,770

0

973,630

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　土地改良事業を実施することで、農業基盤整備が進み、農業生産性の向上が図られるほか、地域の防災関連の強化にも資することか

ら、今後とも必要な事業の推進を図るための予算確保が必要である。

　土地改良事業を実施することで、農業基盤整備が進み、農業生産性の向上が図れているほか、地域の防災関連の強化にも資すること

から、今後とも必要な事業を推進するものである。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

「ため池守り隊」市民活動支援事業

創造都市推進局

土地改良課

087-839-2433

令和 年度～6 令和 年度13

「ため池守り隊」市民活動支援事業補助金交

　用途地域内に点在するため池は、農業用水の水源だけでなく、ため池が創り出す水辺空間が地域住民の憩いの場に
もなっている。
　近年、農地の減少や農家の高齢化等により、適正な管理が困難になっているため、ため池管理者のみならず、地域
住民も参加した草刈や清掃活動等、本市のため池の自然環境を守り育むために、ため池の保全活動を支援する。

年度7

　ため池管理者だけでなく、地域住民も参加した草刈や清掃活動等の、ため池保全活動を支援する。

　１２ため池

　ため池の保全活動を行う市民活動団体

　ため池管理者だけでなく、地域住民等も参加した保全活動に支援することにより、ため池の自然環境を守
る。

R4 R5 R6 R7
R8

活動団体数 団体 0 0 11 14 14

活動参加人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 550 555 560
0 0 520

　事業着手の翌年度以降は交付額が漸減される制度になってお
り、参加団体数当たりの費用対効果が向上し、参加団体の自立
が促進された。 94.5%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 550 555 560 565
0 0 520

0 0 550 555 560 565
0 0 520

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,904 3,844 3,856 4,866

1,659 1,586 1,540 2,550

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

　ため池管理者だけでなく、地域住民も参加した草刈や清
掃活動等の、ため池保全活動を支援する。

　１２ため池

　ため池管理者だけでなく、地域住民も参加した草刈や清
掃活動等の、ため池保全活動を支援する。

　１２ため池

補助金額　１，５４０千円

補助金額　２，５５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,540

0

0

0

0

1,540

2,550

0

0

0

0

2,550

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

　実施ため池箇所数については、昨年と比べて減少したが、同事業に対する市民の関心が高まっており、今後、参加団体は増加するも

のと推測している。

　重要な地域資源であるため池の自然環境を保全するため、市民活動団体が行う活動に対して、活動費の一部を助成することは必要で

ある。

　また、２年目以降の制度運用として自主自立的に活動が実施できるような制度を構築している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

自立的で推進力のある行財政運営の確立

行財政運営の基盤強化

健全な財政運営の推進

競輪事業

創造都市推進局

競輪場事業課

087-851-5036

令和 年度～6 令和 年度13

⑨6- 自転車競技法

本事業は、自転車競技法に基づく公営競技であり、開催者は地方自治体である。
運営統括を（公財）ＪＫＡが行い、車券発売収入の７５％が配当金に充てられ、残りの２５％から（公財）ＪＫＡへ
の納付金・運営委託費及び選手賞金等の開催運営費を差し引いた残りが収益金となる。
本市の財政を健全化し、公共施設の建設等に貢献するため、その収益金から本市の一般会計へ繰出しを行っている。
また、（公財）ＪＫＡは、自転車競技法に基づく競輪振興法人として、競輪の収益を広く社会に還元し、社会貢献を
果たすため、本市を始めとする自治体からの納付金を機械工業振興の補助、公益事業振興の補助に充てている。

年度7

【本場】ＦＩ：３節・９日、ＦⅡモーニング７：３節・９日、ＦⅡＭＩＤ７：１節・３日
【借上開催】記念：１節・４日、ＦＩ：３節・９日、ＦⅡモーニング７：４節・１２日、ＦⅡＭＩＤ：４節・１２　
日、ＦⅡＭＩＤ７：２節・６日
【場外】２９６日
【合計】３３９日（見込み）

市民

（公財）ＪＫＡを通じて競輪収益による自転車その他機械の改良や輸出の振興など機械工業振興及び体育事
業など公益事業振興を図るとともに、本市財政の健全化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

本場・場外開催日数 日 0 0 346 314 351

車券発売収入 百万円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 24,300 24,300 23,117
0 0 29,914

記念競輪（ＧⅢ）を除く日中に開催した競輪の収入がほぼ目標
額を上回り、モーニング競輪とミッドナイト競輪においても好
調であったことから、目標を達成することができた。 123.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 24300 24300 23117 22220
0 0 29914

0 0 24300 24300 23117 22220
0 0 29914

競輪場再整備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 56 65 76
0 0 56

競輪場再整備事業の進捗状況は、計画通りに進捗しており、工
事期間中に車券発売を行う仮設場外車券売場の工事が完了した
ほか、実施設計の協議がおおむね完了したところである。令和
７年度の予定としては、実施設計が完了するほか、競輪場本体
の解体工事が始まる予定である。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

21,863,689 26,699,855 29,931,141 25,661,014

21,796,333 26,632,112 29,931,141 25,661,014

67,356 67,743 0 0

５

３

５

１

３

５

令
和

6

令
和

7

【本場】記念：１節・４日、ＦＩ：６節・１８日、ＦⅡモ
ーニング：４節・１２日、ＦⅡモーニング７：２節・６　
日、ＦⅡＭＩＤ：４節・１２日、ＦⅡＭＩＤ７：４節・　
１２日
【貸付開催】ＦⅡモーニング７：１０節・３０日
【場外】２５２日
【合計】３４６日

【本場】ＦＩ：３節・９日、ＦⅡモーニング７：３節・９
日、ＦⅡＭＩＤ７：１節・３日
【借上開催】記念：１節・４日、ＦＩ：３節・９日、ＦⅡ
モーニング７：４節・１２日、ＦⅡＭＩＤ：４節・１２　
日、ＦⅡＭＩＤ７：２節・６日
【場外】２９６日
【合計】３３９日（見込み）

自転車競技法
自転車競技法施行規則
高松市自転車競走実施条例
高松市自転車競走実施規則

同上

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

29,931,141

0

0

0

29,931,141

0

0

25,661,014

0

0

0

25,661,014

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 92 100
92 継続

モーニング競輪やミッドナイト競輪が好調であったことから、売上げは増加した。

売上げの増加につながる効果的な競輪開催に努めながら、新規競輪ファンの獲得を図り、売上増を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生鮮食料品等の流通強化

卸売市場活性化推進事業

創造都市推進局

市場管理課

087-862-3411

令和 年度～6 令和 年度13

卸売市場法、高松市中央卸売市場業務条例等

　生鮮食料品等の流通拠点施設としての卸売市場の機能や役割を広く市民に周知して、市民の期待に応えられる活力
ある開かれた市場づくりと市場の活性化を図る。

年度7

たかまつ市場フェスタ２０２５事業
市場特別開放事業
夏休み市場ＤＥ自由研究
市場活性化推進業務

高松市中央卸売市場及び高松市公設花き地方卸売市場の開設区域

本市場が今後も、「安全・安心」で「効率的」な生鮮食料品等の流通拠点として、その機能を十分に発揮で
きるよう、ソフト面などで活性化に取り組み、一層活気と魅力ある市場づくりを図る。

R4 R5 R6 R7
R8

中央卸売市場内で実施するイベント数 回 0 0 15 15 15

市場への一般市民の来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 24,000 24,000 24,000
0 0 37,139

　夏休み市場ＤＥ自由研究や市場特別開放、たかまつ市場フェ
スタを実施し、来場者数２４，０００人を達成した。また、市
場運営協議会との協力の下、ＥＣ活性化推進事業を行うことで
、市場の活性化を推進した。

154.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 24000 24000 24000 24000
0 0 37139

0 0 24000 24000 24000 24000
0 0 37139

当該年次取扱高を対前年比の９５％以上にす
る ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 100

　生鮮食料品等の流通の拠点であることをいかし、食文化、食
材等の食に関する知識や、花などの生命や自然に関する知識な
ど、食育・花育を実施している団体と連携することによって農
林水産物の消費拡大に努め、対前年比９５％以上の取扱高を達
成した。

105.3%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,087 18,288 3,968 6,685

3,119 3,234 3,968 6,685

14,968 15,054 0 0

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

たかまつ市場フェスタ２０２４事業
市場特別開放事業
夏休み市場ＤＥ自由研究
市場活性化再構築事業工事

たかまつ市場フェスタ２０２５事業
市場特別開放事業
夏休み市場ＤＥ自由研究
市場活性化推進業務

　　　　　　２，０００千円
　　　　　　　　９２４千円
　　　　　　　　１２０千円
　　　　　　　　９２４千円

　　　　　　２，０００千円
　　　　　　１，２６５千円
　　　　　　　　１２０千円
　　　　　　３，３００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,968

0

0

0

3,968

0

0

6,685

0

0

0

6,685

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　たかまつ市場フェスタ、市場ＤＥ自由研究、市場開放を実施した。また、ＥＣ活性化推進事業を行うことで、市民の市場への関心度

が高まった。

　卸売市場の機能や役割を広く市民に周知するとともに、引き続き関連商品売場棟の活性化にも取り組み、市民の期待に応えられる魅

力のある市場づくりを目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生鮮食料品等の流通強化

卸売市場整備事業（青果棟）

創造都市推進局

施設整備室

087-862-3422

令和 年度～6 令和 年度6

⑧6- 卸売市場法、高松市中央卸売市場業務条例等

　本市場の青果棟（昭和５２年竣工）は、建築後４０年以上経過しており、旧耐震基準の建築物である。
　平成２３・２４年度に実施した耐震診断の結果、青果棟は緊急に改修等の措置を講ずる必要がある「Ａ判定」であ
ったことから、この結果を踏まえ、コールドチェーン化や物流の効率化等にも対応した市場施設を整備する。

年度7

　青果棟

　安全・安心な生鮮食料品等の安定供給を行う物流拠点施設としての卸売市場の機能向上や消費者（市民）
から親しまれ、継続的な支持を得られる施設整備を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

関係者との協議回数 回 0 0 10 0 0

卸売市場の取扱金額 億円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 318 0 0
0 0 305

流通ルートの多様化に伴う市場経由率の低下により、取扱数量
は前年度を下回ったが、天候不順や燃料費の高騰等の原因によ
り野菜価格が高騰したため、取扱金額は横ばいとなった。 95.9%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 318 0 0 0
0 0 305

0 0 318 0 0 0
0 0 305

卸売市場整備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 0 0
0 0 100

新青果棟について、令和６年９月末に竣工し、目標を達成した
。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

68,728 2,182,731 5,953,006 0

38,792 2,152,623 5,953,006 0

29,936 30,108 0 0

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

【市場整備】
施設整備工事（５年度からの繰越含む）
施設整備工事監理業務委託（令和５年度からの繰越含む）
青果棟案内標識設置工事
その他工事

　　
　　５，８５７，２３６千円
　　　　　８９，２１９千円
　　　　　　４，４９９千円
　　　　　　２，０５２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,953,006

1,489,056

0

4,423,700

40,250

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 87 100
87 完了

　昨年度から引き続き建設工事を進め、令和６年９月末に竣工した。

　卸売市場整備事業（青果棟）としては完了とする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

農林水産業の振興

生鮮食料品等の流通強化

卸売市場整備事業（水産物棟等）

創造都市推進局

施設整備室

087-862-3422

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑧6- 卸売市場法、高松市中央卸売市場業務条例等

　本本市場の水産物棟（昭和５５年竣工）は、建築後４０年以上経過しており、旧耐震基準の建築物である。
　平成２３・２４年度に実施した耐震診断の結果、水産物棟は可及的速やかに改修等の措置を講ずる必要がある「Ｂ
判定」であったことから、この結果を踏まえ、コールドチェーン化や物流の効率化等にも対応した市場施設を整備す
る。

年度7

【市場整備】
下水道切替工事
事業者選定支援業務
青果棟移転に係る補助金返還
その他経費

水産物棟等

　安全・安心な生鮮食料品等の安定供給を行う物流拠点施設としての卸売市場の機能向上や消費者（市民）
から親しまれ、継続的な支持を得られる施設整備を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

関係者との協議回数 回 0 0 12 12 12

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

　施設の整備方針、スケジュール等が未定のため、成果指標を
設定できない。方針等が定まり、政策決定を受けた後、成果指
標を設定する予定。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 73,810 267,370

0 0 73,810 267,370

0 0 0 0

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

【市場整備】
下水道切替工事
要求水準書作成等支援業務
要求水準書作成等支援業務に係る関連事業
分筆登記等業務委託
その他経費

【市場整備】
下水道切替工事
事業者選定支援業務
青果棟移転に係る補助金返還
その他経費

　
　４９，２８０千円

　　１７，６７５千円
　　　３，０００千円
　　　３，５１１千円
　　　　　３４４千円

　
　２２３，１７０千円
　　３３，４５１千円
　　１０，０００千円
　　　　　７４９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

73,810

0

0

49,200

24,610

0

0

44,270

223,100

0

0

267,370

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ｂ 18 30
60 継続

　下水道切替工事に着手、水産物棟等整備事業要求水準書作成等アドバイザリー業務委託を完了した。安全・安心な生鮮食料品等の安

定供給を担う物流拠点として、時代に沿った衛生管理や物流の効率化、大規模災害時の業務継続など、卸売市場の機能向上が求められ

ているため、引き続き本事業の推進が必要である。

　令和９年度に事業者公募を行い、令和１０年度中の事業者選定を目指す。

　また、より効果的な施設整備の方針を検討するとともに、引き続き、国や県、関係機関等と連携しながら事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

高松国際ピアノコンクール事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

高松から世界レベルの音楽を発信するとともに、地域の活性化、音楽芸術の振興、国際的な文化交流の推進などを目
的として、浜松国際ピアノコンクール、仙台国際音楽コンクールに次ぎ、日本で３番目に創設された国際的なピアノ
コンクールで、４年に一度開催されている。また、平成２７年度には国際音楽コンクール世界連盟に加盟するなど国
内外からより一層注目を集めるコンクールとなっている。コンクールが開催されない年度においても、当コンクール
の審査員・入賞者のリサイタル事業や公開レッスン、地域での無料演奏会などの事業を展開し、次回開催への機運を
高めるとともに、より市民に親しまれ、地域に育まれていくコンクールとなるよう推進する。

年度7

第６回高松国際ピアノコンクール開催負担金➀
②高松市長賞
③高松国際ピアノコンクール推進事業負担金
・学校訪問リサイタル

高松市民

音楽芸術の振興と国際的な文化交流に取り組むことにより、交流人口を増加させるとともに、文化芸術都市
高松の魅力を世界に向けて発信し、音楽を愛する心と都市ブランドの向上によるシビックプライドを醸成す
る。

R4 R5 R6 R7
R8

高松国際ピアノコンクール開催日数 日 0 0 0 10 0

ピアノコンクール入場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 11,000 0
0 0 0

高松国際ピアノコンクールは４年毎に開催する事業であるた
め、令和６年度の目標値は設定できない。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 11000 0 0
0 0 0

0 0 0 11000 0 0
0 0 0

学校訪問リサイタル実施校数 校

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 6 6
0 0 4

出演ピアニストとの調整の結果、４校となったため、目標には
届かなかった。

66.7%

点23



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

31,901 6,112 7,200 30,702

27,860 2,800 2,800 26,070

4,041 3,312 4,400 4,632

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

高松国際ピアノコンクール推進事業負担金➀
・学校訪問リサイタル
・審査員によるリサイタル、マスタークラス
・ピアノコンクール入賞者と若手ピアニストのコンサート

第６回高松国際ピアノコンクール開催負担金➀
②高松市長賞
③高松国際ピアノコンクール推進事業負担金
・学校訪問リサイタル

２，８００千円

２５，０００千円➀
②　　　　７０千円
③　１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,800

0

0

0

0

2,800

26,070

0

0

0

0

26,070

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 70 100
70 継続

　学校訪問リサイタル実施校数は４校と目標に届かなかった。令和７年度はコンクール開催年であるため、推進事業を行うことでコン

クールにより多くの人に足を運んでもらえるよう努めていきたい。

　令和７年度開催されるコンクールへの市民の関心を引き続き高めつつ、高松から世界レベルの音楽を発信するとともに、一層の地域

の活性化、音楽芸術の振興、国際的な文化交流の推進を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

アート・シティ高松推進事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

文化芸術を通して、市民がいきいきと心豊かに暮らせるまち、高松を実現するため、「高松市文化芸術振興条例（平
成２５年１２月制定）」や「第３期高松市文化芸術振興計画（令和６年～令和１０年）」に基づき、アーティスト・
イン・レジデンス事業、０才からのコンサート事業、まちなかパフォーマンス事業を実施した。今後も、効果検証を
踏まえつつ、適切な見直しを行いながら継続的に事業を実施する。

年度7

①アーティスト・イン・レジデンス事業　
②０才からのコンサート事業　
③まちなかパフォーマンス事業（まちなかコンサート事　業）（たかまつ大道芸事業）
④第３期文化芸術振興計画進行管理他

高松市民

文化芸術に容易に親しむことができる環境を整えることにより、市民の活動の場及びあらゆる世代に芸術に
触れる機会の拡充が図られる。

R4 R5 R6 R7
R8

まちなかパフォーマンス事業イベント開催日数 日 0 0 12 17 17

まちなかパフォーマンス事業観覧者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70,000 70,000 70,000
0 0 70,129

目標どおりに達成できた。

100.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 70000 70000 70000 70000
0 0 70129

0 0 70000 70000 70000 70000
0 0 70129

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,710 24,920 26,256 21,897

12,920 16,866 15,448 13,791

4,790 8,054 10,808 8,106

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①アーティスト・イン・レジデンス事業　
②０才からのコンサート事業　
③まちなかパフォーマンス事業（まちなかコンサート事　
業）（たかまつ大道芸事業）
④第３期文化芸術振興計画進行管理他

①アーティスト・イン・レジデンス事業　
②０才からのコンサート事業　
③まちなかパフォーマンス事業（まちなかコンサート事　
業）（たかまつ大道芸事業）
④第３期文化芸術振興計画進行管理他

①５，１５５千円　
②１，１００千円　
③９，０５０千円（５，０５
０千円）（４，０００千円）
④１４３千円

①２，２００千円　
②１，３２０千円　
③１０，０００千円（６，０
００千円）（４，０００千円
）
④２７１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

15,448

1,000

0

0

0

14,448

12,791

0

0

0

1,000

13,791

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　目標の７０，０００人を達成することができた。今後も、ポスターやチラシの配布、ＳＮＳによる発信などの、ＰＲ活動を工夫する

ことで、多くの市民等に興味を持ってもらい、鑑賞してもらえるように取り組みを継続する。

　令和６年度から令和１０年度を期間とする「第３期高松市文化芸術振興計画」に基づき、アーティスト・イン・レジデンス事業やま

ちなかパフォーマンス事業等、従来の取組を含め、計画に登載する各事業の実施に努める。また、令和７年度にはアーティスト・　イ

ン・レジデンス１０周年記念冊子を作成することで、今後の事業継続における重要な資料となるアーカイブの作成を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

高松版文化芸術プラットフォーム構築事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

「第３期高松市文化芸術振興計画」（Ｒ６～Ｒ１０）の取組として、（公財）高松市文化芸術財団内に地域アーツカ
ウンシル事務局を設置し、専門人材を活用した中間支援を行うことで、文化芸術活動を行う個人や団体等の交流促進
を図るとともに、各文化施設の連携強化、ネットワークの強化を図ることができる高松版文化文化芸術プラット
フォームの構築を行う。

年度7

高松版文化芸術プラットフォーム構築事業業務
人件費➀
②事業費

高松市文化芸術財団、市内の各種文化芸術団体・文化施設、大学、行政　等

文化芸術に関わる人たちによる緩やかなネットワークを、本市の文化芸術における協働・連携のプラット
フォームへと育て、文化芸術に対する的確な支援へとつなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

交流事業等実施回数 回 0 0 3 0 0

プラットフォーム関係団体数 団体

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 40 40 40
0 0 40

文化芸術プラットフォームの活動として、交流事業や研修事業
等を定期的に実施したことにより、関係団体数については目標
を達成することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 40 40 40 40
0 0 40

0 0 40 40 40 40
0 0 40

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,157 6,374 4,712 21,419

122 51 80 13,699

7,035 6,323 4,632 7,720

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

文化芸術プレイヤーズ・プラットフォーム活動
報償費➀
②旅費（研修会講師）

高松版文化芸術プラットフォーム構築事業業務
人件費➀
②事業費

２３千円➀
②５７千円

１０，７２９千円➀
②２，９７０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

80

0

0

0

0

80

9,932

0

0

0

3,767

13,699

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 拡充

　文化芸術プラットフォームの活動として、交流事業を実施することができた。今後は、地域アーツカウンシル事務局を中心に高松版

文化芸術プラットフォーム構築を行っていく。

　文化庁の補助金を活用し、（公財）高松市文化芸術財団内に設置した地域アーツカウンシル事務局を中心に高松版文化芸術プラット

フォームの構築を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

瀬戸内国際芸術祭推進事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

「海の復権」を当初より掲げ、芸術祭を通して瀬戸内海の島々に活力を取り戻し、瀬戸内海が地球上のすべての地域
の「希望の海」となることを目指す瀬戸内国際芸術祭を、瀬戸内国際芸術祭実行委員会（県、関係市町及び福武財団
等）を中心に３年毎に開催するとともに、作品の維持管理を行う。

年度7

瀬戸内国際芸術祭負担金➀
②作品マップ作成費
③案内所運営業務委託
④情報発信サイト作成
⑤商店街等広告費

高松市民及び来場者

文化芸術の振興により、本市の魅力を国内外に向けて発信するとともに、交流人口を増加させ地域の活性化
につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

瀬戸内国際芸術祭開催日数 日 0 0 0 107 0

本市会場への年間来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 183,000 0
0 0 0

瀬戸内国際芸術祭は３年毎に開催する事業であるため、令和６
年度の目標値は設定できない。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 183000 0 0
0 0 0

0 0 0 183000 0 0
0 0 0

次回瀬戸内国際芸術祭の開催準備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60 100 30
0 0 60

瀬戸内国際芸術祭２０２５に向けて準備を行うことができた。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

121,905 10,569 82,718 124,367

100,950 5,752 51,066 92,175

20,955 4,817 31,652 32,192

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

瀬戸内国際芸術祭開催準備負担金➀
②女木小学校光熱水費
③旅費
④本庁舎カッティングシート委託料等

瀬戸内国際芸術祭負担金➀
②作品マップ作成費
③案内所運営業務委託
④情報発信サイト作成
⑤商店街等広告費
⑥その他開催関連業務等
⑦女木小学校光熱水費
⑧旅費

４９，８７０千円➀
②　　　５２３千円
③　　　　２４千円
④　　　６４９千円

４９，８８０千円➀
②　２，３６２千円
③３３，６７４千円
④　３，０９３千円
⑤　１，４２０千円
⑥　　　７６２千円
⑦　　　７００千円
⑧　　　２８４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

51,066

0

0

0

441

50,625

91,577

598

0

0

0

92,175

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

　瀬戸内国際芸術祭２０２５の開催に向けて、実行委員会、市内各島の関係者等と連携しながら、協議等を行った。令和７年度は開催

年のため、不測の事態等に対応できるような体制を整えて対応したい。

　実行委員会、市内各島の関係者等と連携しながら、芸術祭の運営を行うとともに、商店街や庁舎への懸垂幕やカッティングシートに

よる広報活動を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

デリバリーアーツ事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

市民が身近なところで生の優良な文化芸術に触れる機会を提供するため、コミュニティセンターや病院、老人福祉施
設など市民の希望するところに音楽や伝統芸能等の文化芸術を出前公演する。企画・運営は本市が委託している（公
財）高松市文化芸術財団、会場準備や観客動員は協力団体である市民が行い、協働運営の形態をとっている。また、
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域市町に呼び掛け、平成２３年度は直島町、平成２６年度～２８年度はさぬき市、平
成２９年度は東かがわ市、平成３０年度はさぬき市、東かがわ市、平成３１年度はさぬき市、東かがわ市、綾川町、
令和２、３年度は東かがわ市、綾川町、令和４年～６年度はさぬき市、東かがわ市、綾川町、土庄町でも実施した。

年度7

高松市内で公演（瀬戸フィル音楽会、讃岐国分寺太鼓、落語、邦楽等）を実施
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域の各市、町で合計６公演を実施予定

高松市民（広域連携中枢都市圏域内市町を含む）

生の優良な文化芸術を出前公演することで、身近に鑑賞できる機会を提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

開催回数 回 0 0 20 21 21

デリバリーアーツ事業鑑賞者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,300 2,300 2,300
0 0 2,385

開催回数については、目標に及ばなかったが、鑑賞人数は目標
を達成できた。

103.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2300 2300 2300 2300
0 0 2385

0 0 2300 2300 2300 2300
0 0 2385

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,645 6,754 7,516 10,869

3,577 3,668 3,888 7,241

3,068 3,086 3,628 3,628

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

高松市内で公演（瀬戸フィル音楽会、讃岐国分寺太鼓、落
語、邦楽等）を実施
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域の各市、町で５公演を実
施

高松市内で公演（瀬戸フィル音楽会、讃岐国分寺太鼓、落
語、邦楽等）を実施
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏域の各市、町で合計６公演
を実施予定

委託料　３，８８８千円

委託料　７，２４１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,888

0

0

0

2,837

1,051

5,623

1,618

0

0

0

7,241

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　効果的な広報活動を行うことにより、多くの団体からの応募を募り、場所が固定化されることなく、より多くの市民に鑑賞してもら

うことが課題である。

　今後においても、協力施設、活動団体、連携市町との協働をより一層推進したい。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

市民文化祭開催事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

文化芸術団体の発表の場と相互交流の機会を提供するため、市民自らが主体的に文化芸術事業を企画・実施する市民
企画提案型事業「アーツフェスタたかまつ」を開催する。

年度7

文化芸術団体等の発表の場と相互交流の機会を提供するため、市民企画提案型事業「アーツフェスタたかまつ」を開
催

高松市民

市内の文化芸術団体の発表の場と相互交流の機会を提供するとともに、公演等の観覧者である市民に、生の
文化芸術に触れる機会を提供し、その理解を深めてもらうことにより、本市の文化芸術振興に寄与するもの
とする。

R4 R5 R6 R7
R8

市民文化祭開催日数 日 0 0 16 12 12

市民文化祭（アーツフェスタ）観覧者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9,000 9,000 9,000
0 0 10,363

開催日数及び観覧者数とも目標値を大きく上回った。

115.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 9000 9000 9000 9000
0 0 10363

0 0 9000 9000 9000 9000
0 0 10363

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,785 8,459 9,952 14,964

6,213 6,126 7,096 10,564

1,572 2,333 2,856 4,400

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

文化芸術団体等の発表の場と相互交流の機会を提供するた
め、市民企画提案型事業「アーツフェスタたかまつ」を開
催

文化芸術団体等の発表の場と相互交流の機会を提供するた
め、市民企画提案型事業「アーツフェスタたかまつ」を開
催

委託料　７，０９６千円

委託料　１０，５６４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,096

0

0

0

0

7,096

10,564

0

0

0

0

10,564

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

　開催日数、観覧者数とも目標値を大きく上回ることができた。令和７年度は瀬戸内国際芸術祭や大阪・関西万博の開催に伴い、高松

市における交流人口の増加が見込まれる。瀬戸内国際芸術祭が行っている、くるりアートかがわ等を活用し、市内外に向けて市民文化

祭の周知を行っていく。

　今後も、より多くの市民が参加、創造の機会を得られるよう取り組みつつ、市民文化祭についての広報活動にも力を入れていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

文化芸術活動推進事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

令和 年度～6 令和 年度13

市民が文化芸術の楽しさと豊かさを共有できるまちづくりのため、優れた文化芸術鑑賞の機会づくりや発表の場づく
りなどの文化振興事業を推進する。
・学校巡回芸術教室事業・学校巡回能楽教室事業　　　・文化団体活動補助事業
・音の祭り開催事業　　　　　　　　　　　　　　　　・ものづくりふれあい教室事業
・劇団四季「こころの劇場」開催事業　　　　　　　　・文化芸術活動補助事業　　など

年度7

学校巡回芸術教室・学校巡回能楽教室➀
②文化芸術活動助成事業　
③音の祭り開催事業
④ものづくりふれあい教室　
⑤劇団四季「こころの劇場」共催事業　

高松市民

自主的な文化芸術活動の促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

年間補助交付件数（文化芸術活動補助事業） 件 0 0 48 45 0

文化芸術活動補助事業における参加人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,500 2,500 2,500
0 0 3,049

目標を達成することができた。

122.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2500 2500 2500 2500
0 0 3049

0 0 2500 2500 2500 2500
0 0 3049

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

24,083 26,815 32,150 36,760

19,218 20,492 22,346 26,570

4,865 6,323 9,804 10,190

５

３

５

３

１

１

令
和

6

令
和

7

学校巡回芸術教室・学校巡回能楽教室　➀
②文化芸術活動助成事業　
③音の祭り開催事業
④ものづくりふれあい教室　
⑤劇団四季「こころの劇場」共催事業　
⑥文化団体活動補助ほか
⑦フルタイム会計年度任用職員給与等

学校巡回芸術教室・学校巡回能楽教室➀
②文化芸術活動助成事業　
③音の祭り開催事業
④ものづくりふれあい教室　
⑤劇団四季「こころの劇場」共催事業　
⑥文化団体活動補助ほか
⑦フルタイム会計年度任用職員給与等

５，９２４千円➀
②６，４２０千円
③１，６００千円
④　　５２８千円
⑤１，０７０千円
⑥１，９４６千円
⑦４，８５８千円

９，００９千円　➀
②６，９２０千円　
③１，６００千円
④　　５２８千円　
⑤１，２９５千円　
⑥１，９４６千円
⑦５，２７２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

22,346

0

0

0

4,631

17,715

26,279

291

0

0

0

26,570

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

検討の余地がある

業

Ａ 88 100
88 継続

　開催回数の目標値を達成し、多くの文化団体への支援ができた。同じ団体ではなく、より多くの団体を支援できるよう事業の周知を

行っていく必要がある。

　令和７年度に（公財）高松市文化芸術財団内に設置した地域アーツカウンシル事務局と補助金交付についての意見交換を行いなが

ら、令和８年度からは業務の一部を移管予定。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

菊池寛顕彰事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4502

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　郷土が生んだ文豪「菊池寛」を顕彰するとともに、文学展及び文芸講座等の文化活動事業を実施し、市民の教養の
向上と市民文化の発展に寄与する。また、香川菊池寛賞等の選奨を行うことにより、郷土において創作活動を続けて
いる優れた新人の発掘及び育成並びに地元の文化の振興を図る。

年度7

・文芸講座の開催
・特別講演会の開催
・香川菊池寛賞募集選奨事業
・文藝もずの発行

　市民（小学生から高齢者）

　郷土が生んだ文豪「菊池寛」を顕彰し、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与する。また、郷土にお
いて創作活動を続けている優れた新人の発掘及び育成並びに地元の文化の振興を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

開催講座数（文芸講座） 講座 0 0 10 8 10

文学展開催日数（文学展） 日 0 0 33 0 0

受講延べ人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 600 480 600
0 0 622

　文芸講座は、大河ドラマ等トレンドを意識した講師選定や、
高校生・大学生等、新たな利用者層を意識したテーマ設定が功
を奏し、年間の受講延べ人数が目標値を上回った。 103.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 600 480 600 600
0 0 622

0 0 600 480 600 600
0 0 622

文学展観覧者数（文学展、特別講演会等） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,000 0 0
0 0 2,828

　文学展では、長谷川町子の貴重な直筆原稿や原画を展示する
とともに、当時の雑誌文化、菊池寛と長谷川町子、長谷川家と
の関わりを紹介した。市内だけでなく、市外・県外からの観覧
者も多く、子供連れや若いカップル、３世代での来場など、幅
広い層が来館し、観覧者数が目標値を上回る結果となった。

141.4%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,662 12,531 12,926 11,193

5,178 5,004 5,206 3,473

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

・文芸講座及び読書感想文講座の開催
・文学展及び特別講演会の開催
・香川菊池寛賞募集選奨事業
・文藝もずの発行
・サンクリスタル学習の実施

・文芸講座の開催
・特別講演会の開催
・香川菊池寛賞募集選奨事業
・文藝もずの発行

菊池寛顕彰事業実行委員会負
担金　（文学展、香川菊池寛
賞、特別講演会等）
４，３１６千円
文藝もず作成３２１千円
菊池寛顕彰会事業補助金
２７７千円
その他運営事務費２９２千円

菊池寛顕彰事業実行委員会負
担金　（香川菊池寛賞、特別
講演会等）２，５４４千円
文藝もず作成３２９千円
菊池寛顕彰会事業補助金
２７７千円
その他運営事務費３２３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,206

0

0

0

284

4,922

3,111

362

0

0

0

3,473

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　文芸講座参加者数については、講師・テーマの選定が好評であり、実績値は昨年より増加し、目標値を超えている。文学展等観覧者

数についても、市外・県外、親子連れ等幅広い層が観覧に訪れ、実績値は目標値を超えている。

　ＳＮＳ等の活用を積極的に行うなど、より多くの市民や幅広い年齢の方に、菊池寛や文学への関心を持ってもらえるよう努めたが、

更なる周知について引き続き注力していく。

　施設のリニューアル工事に伴い、令和７年５月から休館となるが、特別講演会や文芸講座などの事業は継続して実施する。また、休

館中においても、ＳＮＳ等を活用し、より多くの市民、県民等に菊池寛や文学への興味や親しみを持ってもらえるよう積極的に情報発

信する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

菊池寛記念館管理運営事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4502

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　郷土が生んだ文豪「菊池寛」を顕彰し、菊池寛や寛が創設した芥川賞・直木賞等に関する資料の収集、保管及び展
示を行い、後世に伝えるとともに、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与する。

年度7

・菊池寛や芥川賞・直木賞等に関する資料の収集・保管及び展示
・「出張！菊池寛記念館」
・菊池寛記念館リニューアル後の企画等

　市民（小学生から高齢者）

　郷土が生んだ文豪「菊池寛」を顕彰し、市民の教養の向上と市民文化の発展に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

菊池寛記念館開館日数 日 0 0 307 0 0

菊池寛記念館利用者数（常設展、コレクショ
ン展） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,000 0 0
0 0 8,477

　文芸講座や文学展観覧者数が好調であり、記念館にも足を運
ぶ観覧者が多かったことや、年間を通じ、魅力あるテーマでコ
レクション展を企画する等取り組み、利用者数は目標値を上回
った。

141.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6000 0 0 0
0 0 8477

0 0 6000 0 0 0
0 0 8477

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

22,276 23,203 26,457 24,649

14,792 15,676 18,737 16,929

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

・菊池寛記念館常設展示
・菊池寛や芥川賞・直木賞等に関する資料の収集・保管及
び展示
・菊池寛記念館ＡＶ機器等保守点検

・菊池寛や芥川賞・直木賞等に関する資料の収集・保管及
び展示
・「出張！菊池寛記念館」
・菊池寛記念館リニューアル後の企画等

会計年度任用職員報酬等
１７，６３０千円
記念館資料購入費１２８千円
展示パネル制作委託等
２３千円
ＡＶ機器等保守点検委託
２２０千円
その他運営事務費７３６千円

会計年度任用職員報酬等
１５，７５２千円
記念館資料購入費１５３千円
出張展示用タペストリー等製
作業務委託１５５千円
その他運営事務費８６９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

18,737

0

0

0

249

18,488

16,909

20

0

0

0

16,929

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 96 100
96 継続

　文学展や文芸講座の観覧者が増加し、記念館も併せて観覧するケースが増えたとともに、年間を通じ、魅力あるテーマでコレクショ

ン展を企画する等取り組み、利用者数は目標値を上回った。

　施設のリニューアル工事に伴い、令和７年５月から休館となるが、引き続き、関連資料の収集及び整理並びに菊池寛の魅力発見に努

めるとともに、新たに「出張！菊池寛記念館」として、小学校や県内の図書館等でパネル展を実施するなど、菊池寛及び菊池寛記念館

を市民、県民等に広く周知する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

史跡石清尾山古墳群保存・整備事業

創造都市推進局

文化財課

087-823-2714

令和 年度～6 令和 年度12

③7- 文化財保護法

　国指定史跡石清尾山古墳群は積石塚として全国に知られているが、築造から長い年月を経て積石の崩れなど傷みが
進行している。また、史跡指定された古墳上に石棺が露出するなど、特に古墳群の保存において喫緊の課題が山積み
している。本事業では、まず史跡既指定古墳について、適切な保存・活用を行うための基本方針を定める保存活用計
画によって、保存と活用の両面から適切な史跡整備を行うものである。加えて、史跡に指定されていない古墳の調査
研究を進めて史跡に追加指定し歴史的価値を顕在化させ、古墳群の適切な保存・活用を図ることを目標に事業を進め
るものである。

年度7

①調査整備会議の運営

　石清尾山古墳群

　国史跡に指定されている積石塚を適切に保存するため、範囲や構造を把握し、より適切に古墳を保存・活
用する。

R4 R5 R6 R7
R8

調査古墳数（累計） 箇所 0 0 0 5 5

見学者数（累計） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,500 4,000 4,500
0 0 3,674

　パンフレットの配布等を通じて多くの市民に古墳群に興味を
持ってもらうとともに、市政出前ふれあいトークや学校教育活
動の一環として古墳群の解説を行うことで、目標値に達する見
学者を得た。

105.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3500 4000 4500 5000
0 0 3674

0 0 3500 4000 4500 5000
0 0 3674

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

60,472 82,749 56,875 7,822

52,988 75,222 49,155 102

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①調査整備会議の運営
②鶴尾神社４号墳崖面補強工事※Ｒ５ ６繰越→

①調査整備会議の運営

①　　　　２２千円
②４９，１３３千円
※９２，４２６千円（Ｒ６→
７繰越、国補正に伴う前倒し
３月補正）

①　　　１０２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

49,155

19,764

4,622

14,700

0

10,069

102

0

0

0

0

102

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　見学者数については目標値を上回ったことから、今後とも効果的な情報発信を行っていく。

「史跡石清尾山古墳群保存活用計画」を令和６年３月に策定しており、今後同計画に基づき保存と活用を図っていく。

　なお、鶴尾神社４号墳崖面補強工事については、国の補正予算に伴い、３月補正予算として計上したため、７年度に繰越して実施す

る。

「史跡石清尾山古墳群保存活用計画」を基に史跡を確実に保存するとともに、古墳群の見学会や観光部門と連携した古墳群見学ツアー

を実施するなどして、市内はもとより県内外に情報発信を行い、古墳群の文化財的価値を周知する。

　鶴尾神社４号墳保存対策事業については、これまでと同様に専門家の意見を踏まえ、地元の理解を得ながら実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

埋蔵文化財公開活用事業

創造都市推進局

文化財課

087-823-2714

令和 年度～6 令和 年度13

文化財保護法

　埋蔵文化財調査等によって明らかになった本市の歴史を広く知っていただくことが目的である。市内の埋蔵文化財
等を題材とした講演会や発掘調査の現地説明会の実施、パンフレット等の充実、情報発信を行う。令和６年度は連載
講座として、市内の文化財を題材とした講演会を複数回開催するとともにその成果を冊子として刊行した。

年度7

Ｗｅｂコンテンツ
パンフレット
解説パネル

　市民

　市内の埋蔵文化財調査等によって得られた本市の歴史に関する市民の知識及び教養の向上につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

埋蔵文化財公開活用事業関連行事開催回数 回 0 0 40 50 50

埋蔵文化財公開活用事業関連行事参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,400 6,400 6,400
0 0 6,872

　行事開催回数は目標値を下回ったものの、行事参加者数は上
回った。新型コロナウイルスの影響の減少や観光機運の高まり
が背景として考えられる。 107.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6400 6400 6400 6400
0 0 6872

0 0 6400 6400 6400 6400
0 0 6872

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,393 12,328 9,986 9,853

1,909 4,801 2,266 2,133

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

連載講座・Ｗｅｂコンテンツ
シンポジウム
パンフレット

Ｗｅｂコンテンツ
パンフレット
解説パネル

連載講座・Ｗｅｂコンテンツ
　
　　　　　　２，０６３千円
ガイダンス看板設置５５千円
パンフレット　　１４８千円

Ｗｅｂコンテンツ
　　　　　　１，３３５千円
パンフレット　　　８３千円
解説パネル　　　７１５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,266

1,000

0

0

0

1,266

1,133

0

0

0

1,000

2,133

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　昨年度は連載講座等、室内の講座を充実して実施した。一方で、屋外における文化財の現地見学会を実施できるよう検討する必要が

ある。

　今後も、香川県や関係市町と連携しながら、効果的なＰＲを実施し、イベント等への新たな参加者の誘引に努めるとともに、ＩＣＴ

等の活用により活用機会を広げるための体制整備を検討していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

香南歴史民俗郷土館管理運営事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4520

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　香南地区の有力豪族由佐氏の居城跡という館の立地をいかして、高松平野南部地域の歴史民俗資料の収集・保管・
調査を行うとともに、展示及び講座等の教育活動を実施する。

年度7

企画展等　　　　１２展程度
教育普及事業等　３２回程度
その他事業　　　３１回程度

　小学生以上の一般市民

　多くの市民が施設を利用することにより、郷土の歴史、民俗等に関する市民の知識の向上と市民文化の発
展に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

資料館主催（共催）事業数 件 0 0 75 75 75

香南歴史民俗郷土館の利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 29,000 29,500 29,500
0 0 24,775

　展示内容の充実、積極的な広報活動に努めたが、夏場の猛暑
の影響と、空調機器が故障したことから積極的な誘客広報イベ
ントの募集規模を控えたことによるものと考えられ、目標値を
下回った。

85.4%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 29000 29500 29500 30000
0 0 24775

0 0 29000 29500 29500 30000
0 0 24775

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,909 23,282 25,200 26,173

14,909 15,755 17,480 18,453

0 7,527 7,720 7,720

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

企画展等　　　　１２展
教育普及事業等　３５回
その他事業　　　２８回

企画展等　　　　１２展程度
教育普及事業等　３２回程度
その他事業　　　３１回程度

任用職員給料等
　　　　　１０，００８千円
施設管理費　４，９７１千円
事業運営費　２，３８６千円
城山顕彰会補助金１１５千円

任用職員給料等
　　　　　１０，２７２千円
施設管理費　７，１１８千円
事業運営費　　　９４８千円
城山顕彰会補助金１１５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

17,480

0

0

0

315

17,165

18,018

435

0

0

0

18,453

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 84 100
84 継続

　前年度と比べて利用者数は約１４％減少し、目標より下回った。今後、目標数を伸ばすため（展示等の実施、展示内容及び資料の充

実、積極的な広報等）及び老朽化した設備の整備・更新が課題である。

　高松市南部の文化施設である地の利をいかした内容の企画展や講座を開催するとともに、地元文化団体との連携を図り、地域に根差

した館運営を行うことで、利用者数の増加に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

讃岐国分寺跡資料館管理運営事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4520

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　特別史跡讃岐国分寺跡の歴史的意義等を周知するため、展示及び教育普及活動を実施する。

年度7

企画展等　　　　　４回程度
教育普及事業等　５０回程度

　小学生以上の一般市民

　多くの市民が施設を利用することにより、特別史跡讃岐国分寺跡の歴史的重要性が広く認識され、文化財
の保存及び活用の促進につながるとともに、歴史に関する市民の知識及び教養の向上と市民文化の発展に寄
与する。

R4 R5 R6 R7
R8

資料館主催（共催）事業数 件 0 0 54 61 61

讃岐国分寺跡資料館の利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 23,000 23,100 23,200
0 0 24,081

　展示内容の充実、積極的な広報活動に努めた結果、目標値を
上回る成果をあげた。

104.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 23000 23100 23200 23300
0 0 24081

0 0 23000 23100 23200 23300
0 0 24081

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

32,121 19,759 28,838 29,316

24,637 12,232 13,398 13,876

7,484 7,527 20,729 20,818

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

企画展等　　　　　４回
教育普及事業等　５０回

企画展等　　　　　４回程度
教育普及事業等　５０回程度

任用職員報酬等
　　　　　　５，２８９千円
任用職員報酬等 時間額( )
　　　　　　　　４１７千円
施設管理費　３，４１３千円
史跡地管理費１，６４７千円
事業運営費　　　４８５千円
史跡まつり補助金
　　　　　　２，１４７千円

任用職員報酬等
　　　　　　５，３７８千円
任用職員報酬等 時間額( )
　　　　　　　　４２３千円
施設管理費　３，９５４千円
史跡地管理費１，６０３千円
事業運営費　　　４４１千円
史跡まつり補助金
　　　　　　２，０７７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

13,398

0

0

0

369

13,029

13,487

389

0

0

0

13,876

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　前年度と比べて利用者数が増加し、目標を達成できた。

　今後は、更なる利用者数の増加（展示等の実施、展示内容及び資料の充実、運営、積極的な広報等）及び老朽化した設備の整備・更

新が課題である。

　特別史跡讃岐国分寺跡の歴史的意義等を広く情報発信するとともに、地域に根差した講演会・講座等を開催し、讃岐国分寺史跡まつ

りの開催を通して、地域と連携し、利用者数の増加に努める。

　老朽化した設備の整備については、経過観察を行いながら、優先度の高い物から適宜修繕を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

石の民俗資料館管理運営事業

創造都市推進局

文化財課

087-845-8484

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　石と人間の関わりの文化を観点に資料の収集・保管・調査を行うとともに、展示・体験学習などの教育活動を実施
する。

年度7

企画展　　　　　　　５展程度
ホール展等　　　　　８展程度
教育普及事業等　　３７回程度
コンサート等　　　　２回程度

　小学生以上の一般市民

　多くの市民が施設を利用することにより、石と人間との関わりの文化史を通して歴史、民俗等に関する市
民の知識の向上と市民文化の発展に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

資料館主催（共催）事業数 件 0 0 28 52 52

石の民俗資料館の利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 48,000 68,000 68,500
0 0 34,641

　令和６年度は改修工事に伴う臨時休館（１０月１６日～３月
３０日）による利用人数への影響が見込みより大きかったこと
から、目標値を下回った。 72.2%

点25

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 48000 68000 68500 69000
0 0 34641

0 0 48000 68000 68500 69000
0 0 34641

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

40,815 58,977 110,532 64,424

25,847 43,923 95,092 48,984

14,968 15,054 15,440 15,440

５

３

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

企画展　　　　　　　１展
ホール展等　　　　　５展
教育普及事業等　　２０回
コンサート等　　　　２回

１０月１６日～３月３０日まで臨時休館

企画展　　　　　　　５展程度
ホール展等　　　　　８展程度
教育普及事業等　　３７回程度
コンサート等　　　　２回程度

任用職員報酬等
　　　　　１６，１３３千円
施設管理費７８，２５４千円
事業運営費　　　７０５千円

任用職員報酬等
　　　　　１９，０７８千円
施設管理費２８，１４９千円
事業運営費　１，７５７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

95,092

0

0

60,600

6,721

27,771

31,543

1,241

16,200

0

0

48,984

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ｂ 76 100
76 継続

　改修工事に伴う臨時休館の影響が大きく、利用者数が伸び悩んだことから、今後は展示内容の充実、積極的な広報など、利用者数の

増加に向けた取組を積極的に行う必要がある。

　館の主旨である石と人間との関わりの文化に関する企画展を通して、広く情報発信するとともに、地元文化団体との連携を図り企画

展を開催するなど、地域に根差した館運営を行いつつ、利用者数の増加に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

歴史資料館教育普及活動事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4520

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

　郷土の歴史や文化についての興味を喚起し、知識を深められるような教育普及事業を実施する。

年度7

サンクリスタル学習代替プログラム
古文書講座

　小学生以上の一般市民

　参加者の郷土史及び文化並びに歴史資料への興味関心を深める。

R4 R5 R6 R7
R8

教育普及事業の開催回数 回 0 0 111 0 0

教育普及活動の受講者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,850 0 0
0 0 3,863

　校外学習の参加校数の減少に伴い参加人数も減少し、目標値
をやや下回った。

79.6%

点28

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4850 0 0 0
0 0 3863

0 0 4850 0 0 0
0 0 3863

サンクリスタル学習参加校数 校

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 35 0 0
0 0 33

　事前周知でサンクリスタル学習の必要性及び有益性を説明す
るとともに積極的な参加を促したが、各校の都合等もあり目標
値を僅かに下回った。 94.3%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,935 9,347 10,405 10,475

2,451 1,820 2,685 2,755

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

サンクリスタル学習
夏休み子ども歴史講座
企画展等関連イベント
古文書講座
サポート事業等

サンクリスタル学習代替プログラム
古文書講座

２，６８５千円

２，７５５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,685

0

0

0

36

2,649

2,695

60

0

0

0

2,755

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 87 100
87 改善

　少子化に伴う児童生徒数の減少に伴い校外学習の参加者数も減少傾向であり、教育普及活動の受講者数は目標値を下回っている。

　令和７年度以降の数年間、サンクリスタル高松改修工事に伴い、休館となるが、引き続き郷土の歴史に関する興味を喚起し、知識を

深められる機会を提供していくことが必要である。

　今後、少しでも参加しやすい校外学習や講座となるよう学校側や参加者の意見を丁寧に聞きながら工夫を加えていく。サンクリスタ

ル高松改修工事に伴い、休館となる期間については、サンクリスタル学習や講座の代替プログラムを実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

玉藻公園整備事業

創造都市推進局

文化財課

087-839-2660

令和 年度～6 令和 年度13

都市公園法

「高松市都市公園施設長寿命化計画」に基づき、計画的に修繕等を行うことにより、持続的に安全で安心して利用で
きる都市公園づくりを図る。

年度7

①玉藻公園照明灯改修工事監理業務委託
②玉藻公園二の丸照明灯改修実施設計業務委託
③玉藻公園照明灯改修工事

　玉藻公園

　公園施設の安全性を確保し、長寿命化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

施設修繕等件数 件 0 0 12 13 14

玉藻公園の年間入園者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 229,000 270,000 272,000
0 0 266,025

　令和６年度の高松城跡（玉藻公園）入園者数は、目標値を上
回る結果となった。

116.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 229000 270000 272000 274000
0 0 266025

0 0 229000 270000 272000 274000
0 0 266025

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

44,588 8,054 18,235 30,945

37,104 0 10,515 23,225

7,484 8,054 7,720 7,720

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①高松市都市公園施設長寿命化計画修正業務委託※Ｒ５→
６繰越
②玉藻公園照明灯改修設計業務委託
③玉藻公園園路舗装修繕工事

①玉藻公園照明灯改修工事監理業務委託
②玉藻公園二の丸照明灯改修実施設計業務委託
③玉藻公園照明灯改修工事

①２，７３９千円
②１，９１４千円
③５，８６２千円
　※６０５千円（Ｒ６ ７繰→
越）

①　２，１０９千円
②　　　７８８千円
③２０，３２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,515

5,258

0

3,400

0

1,857

1,213

0

10,400

0

11,612

23,225

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

　高松市都市公園施設長寿命化計画の見直しを行い、引き続き、市民や観光客がより安全安心に利用できるとともに、魅力あふれる公

園施設となるよう計画的に維持管理を行う。

　令和７年度は玉藻公園照明灯改修工事及び二の丸照明灯改修実施設計業務委託を実施し、玉藻公園の長寿命化に努め、市民の憩いの

場として、また本市の代表的な観光地の一つとして活用していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

高松城跡整備事業

創造都市推進局

文化財課

087-823-2714

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑥7- 文化財保護法

　史跡高松城跡保存活用計画に基づき、石垣や披雲閣など各施設の保存修理に努める。
　天守の復元に向けて資料調査を行い、復元整備に向けた取組を行う。

年度7

①披雲閣耐震補強工事　
②仮設ヤード撤去工事　
③松平家近代資料調査　
④天守基礎調査　　　　
⑤活用事業　　　　　　

　市民・観光客、整備対象文化財

　貴重な文化財である高松城跡において、石垣や櫓の保存修理や建造物の復元整備を行い、史跡高松城跡の
価値を顕在化するとともに、来場者数の増加を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

史跡高松城跡の保存修理・復元箇所数 箇所 0 0 3 3 3

玉藻公園の年間入園者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 229,000 270,000 272,000
0 0 266,025

　令和６年度の高松城跡（玉藻公園）入園者数は、目標値の　
１１６％と計画を上回る結果となった。

116.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 229000 270000 272000 274000
0 0 266025

0 0 229000 270000 272000 274000
0 0 266025

披雲閣（大書院）耐震補強工事の進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70 85 100
0 0 70

　施工中の披雲閣（大書院）耐震補強工事について、一部繰越
したが、ほぼ計画どおり工程を進めた。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

218,954 118,609 107,704 148,750

196,502 96,028 84,544 125,590

22,452 22,581 23,160 23,160

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①披雲閣耐震補強工事　　　
②仮設ヤード撤去工事　　　
③披雲閣庭園四阿調査・改修設計業務委託　
④天守等基礎調査　　　　　
⑤陳列館展示改修
⑥環境整備　　　　　
⑦その他の経費（会議費等）

①披雲閣耐震補強工事　
②仮設ヤード撤去工事　
③松平家近代資料調査　
④天守基礎調査　　　　
⑤活用事業　　　　　　
⑥報時鐘移設委託　　　
⑦その他の経費（会議費等）

①４７，８１０千円
②１７，９３０千円
③　１，４５２千円
④　３，９４９千円
⑤　１，３４２千円
⑥　３，８８５千円
⑦　８，１７６千円
※６３，４５５千円（Ｒ６→
７繰越）

①５９，６６８千円
②３０，２２８千円
③　３，６２３千円
④　９，２０７千円
⑤１４，７７７千円
⑥　１，８１３千円
⑦　６，２７４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

84,544

33,917

0

32,400

6,100

12,127

26,078

12,000

40,300

0

47,212

125,590

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　令和６年度に予定していた、披雲閣大書院耐震補強工事・四阿改修工事は一部翌年度に繰り越したが、それ以外の事業は計画どおり

進捗した。

　今後とも、「史跡高松城跡保存活用計画」で示した事業を着実に実施していく。

　重要文化財披雲閣の耐震補強は、利用者の安全確保の上で最重要課題であり、早急かつ着実に実施する。

「史跡高松城跡保存活用計画」の中で位置付けた各事業を推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

文化財の保存と活用

歴史資料館常設展事業

創造都市推進局

文化財課

087-861-4520

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

企画展・収蔵品展・ロビー展の開催
高松の歴史や文化に関わる資料の収集・保存
収蔵資料の整理調査と収蔵品システムへの登録・公開
ボランティア団体との連携によるサービスの充実

年度7

出張パネル展示等　３展程度
常設展展示資料入替　　
資料の購入等

　小学生以上の一般市民

　本市の歴史や文化を学ぶ施設として郷土の文化遺産を継承し、調査の成果や情報を発信することにより、
本市の歴史、考古、民俗等に関する市民の知識及び教養の向上と市民文化の発展に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

展覧会開催本数 本 0 0 10 0 0

収蔵品システム登録資料数 点 0 0 57,509 450 500

展覧会観覧者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 25,500 0 0
0 0 22,862

　展示内容の充実、積極的な広報活動に努めたが、目標値を下
回った。

89.7%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25500 0 0 0
0 0 22862

0 0 25500 0 0 0
0 0 22862

収蔵品システムＨＰアクセス数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 20,000 0 0
0 0 5,928

　収蔵品システムへの資料登録を進め、掲載データの内容充実
に努めたが、目標値を下回った。

29.6%

点10



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

13,318 11,712 11,535 10,227

5,834 4,185 3,815 2,507

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

企画展等　　　　　４展
ロビー展等　　　　６展
常設展展示資料入替
資料の購入等

出張パネル展示等　３展程度
常設展展示資料入替　　
資料の購入等

企画展等関連費
　　　　　　１，９７２千円
資料整備費　１，８４３千円

企画展等関連費　４３０千円
資料整備費　２，０７７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,815

0

0

0

891

2,924

2,476

31

0

0

0

2,507

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 65 100
65 改善

　観覧者数については、目標値をやや下回ったものの、前年度と比べ増加しており、着実にコロナ禍の影響を脱して、施策に貢献でき

ている。

　収蔵品システムのアクセス数についても、前年度比で増加しているものの、目標値とは大きな差があり、より一層、内容の充実とと

もに、システムの利便性について周知を行う必要がある。

　今後、計画しているサンクリスタル高松の改修工事において、利便性の高い施設で、より効果的な事業ができるようリニューアルの

実施に取り組むものとする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

スポーツの振興

スポーツに親しむ環境の充実

パラスポーツ推進事業

創造都市推進局

スポーツ振興課

087-839-2626

令和 年度～6 令和 年度13

②7- スポーツ基本法

　障がい者のスポーツ推進を図るため、身近な場所で気軽にスポーツを実施することができる環境づくりやパラスポ
ーツ大会の誘致等を通じて、障がい者のスポーツ人口の増大と競技力の向上に取り組む。

年度7

①パラセーリング全日本選手権大会開催負担金
②日本パラ陸上競技連盟　強化育成・Ｊ－ＳＴＡＲ合宿
③日本デフバドミントン協会強化合宿

　市内の障がい者

　障がい者のスポーツ人口の増加及び競技力の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

パラスポーツ用品の貸出件数 件 0 0 78 110 120

パラスポーツ大会及び合宿誘致件数 件 0 0 2 3 3

パラスポーツの振興に関するイベント件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18 19 20
0 0 31

各地域等で体験イベントを実施、啓発することにより、障がい
のある方が様々なスポーツを知り、スポーツを気軽に楽しむ機
会を提供することができ、競技力向上、競技人口増につながっ
た。

172.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18 19 20 21
0 0 31

0 0 18 19 20 21
0 0 31

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

26,465 38,109 38,599 30,136

8,878 1,979 9,263 800

17,587 36,130 29,336 29,336

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①２０２４ジャパンパラ陸上競技大会実行委員会負担金
②神戸２０２４世界パラ陸上競技選手権大会代表選手強化
合宿
③日本デフバドミントン協会強化合宿
④パラスポーツ備品購入費
⑤ジャパンパラ関連事業（障がい福祉課分）

①パラセーリング全日本選手権大会開催負担金
②日本パラ陸上競技連盟　強化育成・Ｊ－ＳＴＡＲ合宿
③日本デフバドミントン協会強化合宿

①２，３９２千円
②　　　３３千円
③　　２４４千円
④４，０９９千円
⑤２，４９５千円

①　　２００千円
②　　１４３千円
③　　４５７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,263

0

0

0

5,098

4,165

800

0

0

0

0

800

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 継続

　競技大会や合宿誘致を契機とした交流事業や各地域等でのパラスポーツ体験会の開催を今後も継続的に進めていく。

　また、パラスポーツを支える人材の育成を含め、身近な場所で気軽にスポーツを実施することができる環境づくりに取り組む。

　定期的なパラスポーツ大会や合宿誘致に努め、これらを契機としたパラスポーツ体験や交流事業を実施するとともに、パラスポーツ

の裾野拡大に向け、地域でのパラスポーツの普及・啓発に注力する。

　また、スポーツボランティアや事業連携を活用するなど、費用縮減に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

スポーツの振興

スポーツに親しむ環境の充実

市民スポーツ活動推進事業

創造都市推進局

スポーツ振興課

087-839-2626

令和 年度～6 令和 年度13

⑨7-

　生涯スポーツの振興を図るため、（公財）高松市スポーツ協会　コミュニティスポーツ専門部及び健康・体力つく
り専門部等と連携、支援する中で、各種事業を展開するとともに、（公財）高松市スポーツ協会　競技スポーツ専門
部等への支援を通じて、競技力の向上に取り組んでいる。また、青少年のスポーツ振興を図るため、（公財）高松市
スポーツ協会　高松市スポーツ少年団と事業を実施するなど連携・支援を行っている。
　また、本市が委嘱しているスポーツ推進委員は、スポーツに関する指導・助言やスポーツの行事の企画運営、行政
との連絡調整などの活動を行っている。

年度7

スポーツ推進審議会委員の報酬（１１人×１回）
スポーツ推進委員の報酬・研修会負担金等（８６人×２６回）
生涯スポーツ推進費
スポーツイベント開催負担金・補助金
スポーツ協会補助金

小学生以上の市民

地域住民に対しては、各小学校区に２人ずついるスポーツ推進委員を中心として、スポーツの振興を図る。
主催６大会の参加チーム数を増やす。

R4 R5 R6 R7
R8

主催６大会の大会開催日数 日 0 0 6 6 6

主催６大会参加者チーム数 チーム

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 120 120 120
0 0 71

高松市スポーツ推進委員を通じて各地区住民への参加を促すと
ともに、１大会の種目変更を行ったことから、参加者チーム数
は前年度から増加したが、目標値比５９．２％にとどまった。 59.2%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 120 120 120 120
0 0 71

0 0 120 120 120 120
0 0 71

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

59,112 64,404 67,025 158,026

46,689 51,909 49,655 140,656

12,423 12,495 17,370 17,370

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

スポーツ推進審議会委員の報酬（１１人×１回）
スポーツ推進委員の報酬・研修会負担金等（９１人×２６
回）
生涯スポーツ推進費
スポーツイベント開催負担金・補助金
スポーツ協会補助金
サンポート高松トライアスロン大会負担金

スポーツ推進審議会委員の報酬（１１人×１回）
スポーツ推進委員の報酬・研修会負担金等（８６人×２６
回）
生涯スポーツ推進費
スポーツイベント開催負担金・補助金
スポーツ協会補助金
サンポート高松トライアスロン大会負担金
かがわマラソン開催負担金

　　　　７２千円
１３，３５２千円

　６，８０４千円
　７，３９１千円
　７，０３６千円
１５，０００千円

　　　　７３千円
１５，１７６千円

　７，３２９千円
　６，７９１千円
　６，８８４千円
１５，０００千円
８９，４０３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

49,655

0

0

0

2,835

46,820

137,012

3,644

0

0

0

140,656

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｂ 64 100
64 改善

　参加資格要件を緩和する等により、参加チーム数の増加に努めている。

　新規参加チーム数の増加に努め、更に既存事業内容についての見直しを行い、事業の改善・継続を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

スポーツの振興

スポーツに親しむ環境の充実

学校体育施設開放事業

創造都市推進局

スポーツ振興課

087-839-2626

令和 年度～6 令和 年度13

高松市立学校の管理運営に関する規則、高松

本事業は、昭和４０年に子ども達に安全な遊び場を提供しようとの配慮から、休業中の校庭開放事業として始まり、
昭和４７年から一般市民を対象とするスポーツ・レクリエーションの振興を狙いとする学校開放事業として開始し、
昭和５０年には「高松市学校体育施設開放規則」を制定し、市内全小学校の体育施設を自主管理方式で無料開放して
いる。一方、中学校については、昭和４８年から夜間開放事業を開始し、地域性、施設面積等を勘案して、現在、体
育館１０校、運動場５校の指定校方式で開放を行っている。平成１４年度からは、受益者負担の原則に基づき、電気
料の実費相当分を使用料として徴収している。

年度7

・管理謝金
・開放施設電気料
・屋外夜間照明等施設修繕工事費
・その他

小学校体育施設開放の利用者…校区内住民で構成される 名以上の団体10
中学校体育施設開放の利用者…市内在住又は勤務する 歳以上 高校生以下除く 名以上で構成される団体18 ( )10

学校体育施設をスポーツ・レクリエーションの場として開放することで、市民のスポーツ実施率の向上を図
る。

R4 R5 R6 R7
R8

中学校体育館等の開放校数 校 0 0 15 15 15

中学校体育施設開放利用者数（延べ人数） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 46,000 48,000 50,000
0 0 45,724

成人の方を対象にスポーツ・レクリエーション活動のために開
放（夜間）しており、利用者の数は増加傾向にある。

99.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 46000 48000 50000 52000
0 0 45724

0 0 46000 48000 50000 52000
0 0 45724

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

25,020 22,702 32,442 26,810

17,536 15,175 24,722 19,090

7,484 7,527 7,720 7,720

３

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

・管理謝金
・開放施設電気料
・屋外夜間照明等施設修繕工事費
・その他

・管理謝金
・開放施設電気料
・屋外夜間照明等施設修繕工事費
・その他

・６，９９３千円
・４，９９７千円
・２，７３３千円
・９，９９９千円

・７，３００千円
・５，９００千円
・５，０００千円
・　　８９０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

24,722

0

0

7,800

4,153

12,769

14,484

4,606

0

0

0

19,090

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　市民が気軽に利用できる体力づくりや生涯スポーツの場を提供し、市民スポーツの振興に寄与した。前年度と比較して、利用者数は

増加しており、継続して利用者数の拡大を目指す。

　学校体育施設開放事業の利便性を高めることで、施設利用者数の増加を図るとともに、受益者負担の観点からの検討を継続する。ま

た、中学校部活動の地域移行に併せて運用方法の見直しを検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

スポーツの振興

スポーツを通じた地域の活性化

地域密着型トップスポーツチーム支援事業

創造都市推進局

スポーツ振興課

087-839-2626

令和 年度～6 令和 年度13

⑧7-

　本市から全国への情報発信を始め、市民のふるさと意識の高揚や、スポーツ振興を通じた市民の健康増進等を図る
ため、地域密着型トップスポーツチーム（複数の都道府県にまたがって活動するリーグに所属し、地域に拠点を置く
プロ若しくはこれに類したスポーツチーム）を支援する。

年度7

・練習、教室の施設使用料の補助
・児童生徒等観戦誘致委託
・地域密着型スポーツ活用協議会負担金
・高松市ホームタウンデー開催事業委託
・その他（ユニフォームへの市ロゴマーク掲載料支援・優秀選手表彰負担金等）

地域密着型トップスポーツチーム
（香川オリーブガイナーズ、カマタマーレ讃岐、香川ファイブアローズ、香川アイスフェローズ）

地域密着型トップスポーツチームの認知度を高め、観客動員数の増加を図る。
地域におけるスポーツ教室の実施により、地域の活性化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

施設優先利用回数 回 0 0 943 600 600

地域密着型トップスポーツチームのホームゲ
ーム観客数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 83,300 97,000 110,700
0 0 90,459

香川ファイブアローズ及び香川オリーブガイナーズの観戦者数
が増加し、他のチームはおおむね横ばいであった。

108.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 83300 97000 110700 124400
0 0 90459

0 0 83300 97000 110700 124400
0 0 90459

地域密着型トップスポーツチームの市内教室
参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,900 2,000 2,100
0 0 2,145

各チームによる教室等が開催され、目標値を上回った。

112.9%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

23,333 22,891 22,377 22,863

11,733 11,224 10,411 10,897

11,600 11,667 11,966 11,966

５

５

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

・練習、教室の施設使用料の補助
・児童生徒等観戦誘致委託
・地域密着型スポーツ活用協議会負担金
・高松市ホームタウンデー開催事業委託
・その他（ユニフォームへの市ロゴマーク掲載料支援・優
秀選手表彰負担金等）

・練習、教室の施設使用料の補助
・児童生徒等観戦誘致委託
・地域密着型スポーツ活用協議会負担金
・高松市ホームタウンデー開催事業委託
・その他（ユニフォームへの市ロゴマーク掲載料支援・優
秀選手表彰負担金等）

　　２，０００千円
　　　　１３４千円
　　５，９４０千円
　　１，３１３千円
　　１，０２４千円

　　１，９００千円
　　　　７００千円
　　５，９４０千円
　　１，２００千円
　　１，１５７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,411

0

0

0

134

10,277

10,197

700

0

0

0

10,897

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 96 100
96 継続

　より効率的かつ効果的な支援を行えるよう、香川県を中心に、県内他市町と連携を図りながら事業に取り組んでいる。

　試合の観客数、スポーツ教室の参加者数に関しては大幅に増加した。

　市民のスポーツ振興や地域の連帯感の醸成、全国への情報発信など、幅広い効果が期待できるとともに、本市のシンボル的存在にな

る可能性がある団体を育成する事業であるため、効果的な支援を行う必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

美術館運営事業

創造都市推進局

美術館美術課

087-823-1711

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、美術館主催展として常設展及び特別展を開催するとともに、エ
ントランスミニコンサートなどの催し物を開催する。

年度7

市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、魅力的な特別展や収蔵品を活用した常設展を開催するとともに
、エントランスミニコンサートなどの催しを開催する。
また、塩江美術館では、主に地元ゆかりの美術作家の作品を鑑賞する企画展や常設展を開催するとともに、様々な催
し物を開催する。

高松市民

魅力ある展覧会の開催により、より多くの来館者に芸術に親しんでもらう。

R4 R5 R6 R7
R8

高松市美術館主催展覧会会期日数 回 0 0 481 449 449

高松市美術館主催展入場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60,000 60,000 60,000
0 0 86,376

様々なジャンルの特別展を開催したことにより、世代性別を問
わず集客があり目標を大幅に上回った。常設展については、エ
ントランス・ブランチギャラリーと連動した展示や出品作家の
ワークショップの開催に加え、国内外からの観光客により、入
館者数が目標を大きく上回った。

144.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60000 60000 60000 60000
0 0 86376

0 0 60000 60000 60000 60000
0 0 86376

展覧会鑑賞に満足した人の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 85 85 85
0 0 88.9

魅力的な展覧会ラインナップにより、様々な世代の鑑賞者に満
足してもらい、高い評価をいただくことができた。

104.6%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

84,637 75,637 98,632 109,418

65,927 56,819 66,517 77,303

18,710 18,818 32,115 32,115

５

５

５

５

５

３

令
和

6

令
和

7

市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、魅力
的な特別展や収蔵品を活用した常設展を開催するとともに
、エントランスミニコンサートなどの催しを開催する。
また、塩江美術館では、主に地元ゆかりの美術作家の作品
を鑑賞する企画展や常設展を開催するとともに、様々な催
し物を開催する。

市民に優れた芸術を鑑賞できる機会を提供するため、魅力
的な特別展や収蔵品を活用した常設展を開催するとともに
、エントランスミニコンサートなどの催しを開催する。
また、塩江美術館では、主に地元ゆかりの美術作家の作品
を鑑賞する企画展や常設展を開催するとともに、様々な催
し物を開催する。

特別展　　５３，９９８千円
塩江展示費　１，６９２千円
常設展　　　９，０２６千円
情報提供費　１，８０１千円

特別展　　６３，５７３千円
塩江展示費　１，７２８千円
常設展　　　９，８２１千円
情報提供費　２，１８１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

66,517

0

0

0

46,761

19,756

21,147

56,156

0

0

0

77,303

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

概ね効率的にできている

Ａ 98 100
98 継続

　様々なジャンルの特別展を開催したことにより、世代性別を問わず集客があり目標を大幅に上回った。常設展については、エントラ

ンス・ブランチギャラリーと連動した展示や出品作家のワークショップの開催に加え、国内外からの観光客により、入館者数が目標を

大きく上回った。

事業経費のスリム化に努めるとともに、市民ニーズに即した展覧会事業を開催する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

美術館資料収集事業

創造都市推進局

美術館美術課

087-823-1711

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

美術品の取得方針に基づき、美術館に収蔵する美術品を計画的・系統的に購入するとともに、リニューアルオープン
以降、更に本市の文化芸術の発信拠点の一つとなるべく、より優れた美術品等購入によりコレクションの拡充を図る
。
また、美術図書及び映像資料を継続的に収集する。

年度7

本市の文化芸術の発信拠点の一つとなるべく、美術館の取得方針に基づき、より優れた美術品を計画的・系統的に購
入することによりコレクションを拡充する。
また、美術図書も継続的に収集する。

高松市民

文化芸術の拠点として、優れた美術作品を購入、展示公開することによって、来館者の満足度が増加する。

R4 R5 R6 R7
R8

コレクション展所蔵作品出品点数 点 0 0 211 208 208

高松市美術館コレクション展入場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 23,000 23,000 23,000
0 0 35,945

収集した美術品を常設展等で公開している。本年度は、特別展
の集客が増加した影響やエントランスホール・ブランチギャラ
リーとの連動企画、関連イベントの開催、インバウンドの増加
が要因となり、目標を上回って達成できた。

156.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 23000 23000 23000 23000
0 0 35945

0 0 23000 23000 23000 23000
0 0 35945

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,833 20,217 23,728 23,500

11,601 11,937 12,148 11,920

8,232 8,280 11,580 11,580

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

本市の文化芸術の発信拠点の一つとなるべく、美術館の取
得方針に基づき、より優れた美術品を計画的・系統的に購
入することによりコレクションを拡充する。
また、美術図書も継続的に収集する。

本市の文化芸術の発信拠点の一つとなるべく、美術館の取
得方針に基づき、より優れた美術品を計画的・系統的に購
入することによりコレクションを拡充する。
また、美術図書も継続的に収集する。

資料収集費　　１２ １４８,
千円

資料収集費　　１１ ９２０,
千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,148

0

0

0

500

11,648

11,920

0

0

0

0

11,920

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　質の高い作品を収蔵できたことに加え、これまでに購入・収蔵してきたコレクションに関わりの深い作品が寄贈され、一層コレクシ

ョンが充実した。

　収集した美術品を常設展等で公開している。本年度は、特別展の集客が増加した影響やエントランスホール・ブランチギャラリーと

の連動企画、関連イベントの開催、インバウンドの増加が要因となり、目標を上回って達成できた。

効率の良い事業経費を目指すとともに、魅力的な収蔵品の拡充を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
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担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

文化芸術・スポーツの振興

文化芸術の創造と継承

「アート・シティ高松」の推進

美術教育普及事業

創造都市推進局

美術館美術課

087-823-1711

令和 年度～6 令和 年度13

博物館法

短期実技講座などを開講し、幅広い美術の表現領域の体験や、鑑賞プログラムを開催する。
美術館展覧会の鑑賞教育等学校活動分野への積極的な活用を図るために、サンクリスタル学習参加校を美術館でも受
け入れる美術館学習を実施する。

年度7

短期実技講座などを開講し、幅広い美術の表現領域の体験や、鑑賞プログラムを開催する。また、「こどもアートス
ペース」で未就学児を始め世代を超えた普及プログラムも展開する。
美術展鑑賞を学校行事等で活用してもらうために、美術館学習等の実施も積極的に行う。

高松市民

様々なワークショップ等の開催により、制作を通して、美術の楽しみ方の幅や関心を高めるとともに技術も
修得してもらう。

R4 R5 R6 R7
R8

教育普及プログラム実施回数 回 0 0 120 100 100

教育普及プログラム参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7,700 7,700 7,700
0 0 11,632

特別展の講演会の参加者数の増加や、こどもアートスペースで
のワークショップに多くの参加者があったほか、各イベントの
参加者数が好調であったため、目標値を大幅に上回っての達成
となった。

151.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7700 7700 7700 7700
0 0 11632

0 0 7700 7700 7700 7700
0 0 11632

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,887 11,966 16,877 16,995

1,409 1,428 1,437 1,555

10,478 10,538 15,440 15,440

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

短期実技講座などを開講し、幅広い美術の表現領域の体験
や、鑑賞プログラムを開催する。また、「こどもアートス
ペース」で未就学児を始め世代を超えた普及プログラムも
展開する。
美術展鑑賞を学校行事等で活用してもらうために、美術館
学習等の実施も積極的に行う。

短期実技講座などを開講し、幅広い美術の表現領域の体験
や、鑑賞プログラムを開催する。また、「こどもアートス
ペース」で未就学児を始め世代を超えた普及プログラムも
展開する。
美術展鑑賞を学校行事等で活用してもらうために、美術館
学習等の実施も積極的に行う。

教育普及費　１，４３７千円

教育普及費　１，５５５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,437

0

0

0

242

1,195

1,399

156

0

0

0

1,555

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

　特別展の講演会の参加者数の増加や、こどもアートスペースでのワークショップに多くの参加者があったほか、各イベントの参加者

数が好調であったため、目標値を大幅に上回った。

経費の見直しを図り事業をスリム化するとともに、参加者の増加を図るため、講座内容の充実を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

鉄道施設安全対策事業

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

特定鉄道等施設に係る耐震補強に関する省令

　今後発生が予想される地震や経年劣化による鉄道施設の被害を未然に防止し、災害発生時における緊急応急活動の
機能確保や鉄道利用者の安全確保を図るため、緊急輸送路との交差箇所での耐震対策及び老朽化が認められる施設の
長寿命化対策の実施に対し、事業主体である鉄道事業者へ事業費の一部を支援する。

年度7

鉄道施設総合安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）
高欄改良　Ｌ＝７１ｍ

　補助対象事業者：鉄道事業者（ＪＲ四国、ことでん）
　耐震対策事業：緊急輸送道路と交差する高架橋

　緊急輸送道路と交差する鉄道施設の耐震補強及び老朽化施設の長寿命化対策を実施し、災害発生時におけ
る緊急応急活動の機能を確保するとともに、鉄道の安全運行及び鉄道利用者の安全確保を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

改良済延長（ＪＲ栗林高架） ｍ 0 0 3,673 3,744 0

長寿命化率（事業費ベース）（累計） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 97 100 100
0 0 97

　栗林架道橋（ＪＲ）の高欄改良Ｌ＝４１４ｍの施工が完了し
、目標どおり長寿命化が進捗した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 97 100 100 100
0 0 97

0 0 97 100 100 100
0 0 97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

34,208 34,642 33,425 10,646

32,112 32,309 32,113 9,334

2,096 2,333 1,312 1,312

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

鉄道施設総合安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）
高欄改良　Ｌ＝４１４ｍ

鉄道施設総合安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）
高欄改良　Ｌ＝７１ｍ

３２，１１３千円

９，３３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

32,113

0

0

24,000

0

8,113

4,834

0

4,500

0

0

9,334

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　耐震対策事業については、平成２８年度に目標を達成し、事業が完了した。長寿命化対策事業は、高欄Ｌ＝４１４ｍの改良実施によ

って予定どおり事業が進捗した。引き続き円滑な事業進捗による早期の事業完了が望まれる。

　鉄道事業者が取り組む長寿命化対策に、引き続き国・県と連携して支援し、早期の事業完了を促す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

景観の保全と創出

美しいまちづくり推進事業

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪7- 景観法、屋外広告物法、都市計画法など

　「美しいまちづくり基本計画」に掲げる目標や方針の実現のため、平成２４年３月に策定した景観法に基づく「景
観計画」を踏まえ、景観形成に大きな影響を及ぼす建築物等に対する規制・誘導に取り組むほか、屋外広告物の規制
・誘導内容を見直し、良好な景観の保全・形成・創出や清楚で緑豊かなまちの環境美化など、地域に即した都市空間
を創出する。

年度7

①美しいまちづくり・景観審議会（２回）
②まちづくりアドバイザー派遣費等
③景観形成助成金
④景観計画改定業務委託料
⑤その他

　高松市全域

　高松市全域において、地域に即した美しいまちづくりを推進し、誰もが暮らしたい訪れたいと感じる美し
いまちを創出する。

R4 R5 R6 R7
R8

美しいまちづくりアドバイザー制度活用回数 回 0 0 12 14 14

景観形成重点地区数（累計） 地区数

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 6 6
0 0 5

　平成２８年４月１日の計画改定により、景観形成重点地区数
が５地区となり、現在、目標値である６地区の達成に向けて、
検討を進めている。 83.3%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6 6 6 6
0 0 5

0 0 6 6 6 6
0 0 5

景観条例に基づく事前協議申出件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 86

　事前協議申出件数が８６件あり、目標とする件数を達成する
ことができた。

107.5%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,470 53,095 30,735 36,813

3,005 34,127 9,119 13,653

16,465 18,968 21,616 23,160

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①美しいまちづくり・景観審議会（２回）
②まちづくりアドバイザー派遣費等
③景観形成助成金
④景観計画改定業務委託料
⑤既存不適格広告物改修等補助金（Ｒ５繰越）
⑥その他

①美しいまちづくり・景観審議会（２回）
②まちづくりアドバイザー派遣費等
③景観形成助成金
④景観計画改定業務委託料
⑤その他

①　　　１３０千円
②　　　２２９千円
③　　　　　０千円
④　４，９４０千円
⑤　３，３６４千円
⑥　　　４５６千円

①　　　１３２千円
②　　　２２９千円
③　３，０００千円
④　９，５２０千円
⑤　　　７７２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,119

2,470

0

0

0

6,649

7,893

0

0

0

5,760

13,653

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 86 100
86 継続

　現在、高松市景観計画改定に伴い景観形成重点地区の追加を検討しており、目標値である６地区の達成に向けて、検討を進めている

。

　また、景観条例に基づく事前協議申出件数は目標を達成しており、引き続き、一定規模以上の建築物等に対して指導・助言を行うこ

となどにより、良好な景観形成を誘導する。

　美しいまちづくりの実現に向けて、市と市民・事業者が適正な役割分担の下に、これら三者が一体となって、地域の魅力や特性を生

かしたまちづくりを進めていく必要があることから、美しいまちづくりアドバイザーを活用しながら、良好な都市景観の形成を推進す

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

景観の保全と創出

屋外広告物対策事業

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

⑪7- 屋外広告物法、屋外広告物条例

　屋外広告物の適正化については、平成２６年度の「屋外広告物条例」改正に伴い、「既存不適格」広告物が発生し
ており、その改修について、補助金を交付する等、是正に取り組んでいる。
　「違反広告物」となった令和６年度においても、広告主への周知や管理者からの相談対応等により、同程度の件数
が是正されており、引き続き、その是正に取り組んで行く。

年度7

①屋外広告物講習会開催（１回）
②屋外広告物簡易除却
③屋外広告物管理システム
④その他

　高松市全域

　市全域における屋外広告物を適正に管理し、良好な都市景観を形成する。

R4 R5 R6 R7
R8

是正指導区域数 区域 0 0 0 1 1

屋外広告物許可申請受理件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 550 550 550
0 0 830

　屋外広告物許可申請受理件数が８３０件となり、目標を上回
った。

150.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 550 550 550 550
0 0 830

0 0 550 550 550 550
0 0 830

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

24,821 32,111 19,243 20,843

872 4,186 715 1,157

23,949 27,925 18,528 19,686

５

３

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①屋外広告物簡易除却
②屋外広告物管理システム
③その他

①屋外広告物講習会開催（１回）
②屋外広告物簡易除却
③屋外広告物管理システム
④その他

①　　　　　０千円
②　　　４１０千円
③　　　３０５千円

①　　　　６６千円
②　　　　　０千円
③　　　６０６千円
④　　　４８５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

715

0

0

0

715

0

1,157

0

0

0

0

1,157

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　既存不適格広告物について、これまで年平均７０件程度の是正の促進を行ってきており、引き続き、その是正に取り組んで行く。

　市・広告主・管理会社の三者が一体となって不適格広告物を減少させ、屋外広告物を適正に掲示することにより、良好な都市景観の

形成を推進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

コンパクトシティの推進

計画的な土地利用の推進

都市構造再構築事業

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑩6- 都市計画法、都市再生特別措置法など

　平成３０年４月に改定した多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画に基づき、集約拠点への都市機能の集積と
市街地の拡大抑制による、コンパクトで持続可能な都市構造「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現を目指す
。

年度7

①　コンパクト・エコシティ推進懇談会等委員報酬
②　コンパクト・エコシティ推進懇談会等関連旅費
③　コンパクトなまちづくり推進協議会総会年会費
④　都市計画マスタープラン及び立地適正化計画改定検討等業務委託

高松市民

　人口減少・超高齢社会を見据え、３０年、５０年後においても、活力を失わず、市民がいきいきと暮らせ
るよう、集約拠点への都市機能の集積と市街地拡大を抑制し、コンパクトで持続可能なまちづくりを進める
。

R4 R5 R6 R7
R8

コンパクト・エコシティ推進計画に掲げる実施済施策数 事業 0 0 65 65 66

都市機能誘導区域内の誘導施設の立地率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 91.1 93.4 95.6
0 0 86.5

　都市機能誘導区域内の誘導施設の立地率について目標に到達
していないため、計画の浸透に努める。

95.0%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 91.1 93.4 95.6 97.9
0 0 86.5

0 0 91.1 93.4 95.6 97.9
0 0 86.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

20,936 25,307 12,277 16,726

9,485 11,909 3,476 7,925

11,451 13,398 8,801 8,801

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①　都市計画マスタープラン及び立地適正化計画改定検討
等業務委託
②　コンパクト・エコシティ推進懇談会（１回）
③　コンパクトなまちづくり推進協議会総会職員旅費
④　コンパクトなまちづくり推進協議会総会年会費

①　コンパクト・エコシティ推進懇談会等委員報酬
②　コンパクト・エコシティ推進懇談会等関連旅費
③　コンパクトなまちづくり推進協議会総会年会費
④　都市計画マスタープラン及び立地適正化計画改定検討
等業務委託

①　２，９４０千円
②　　　２７１千円
③　　　２３５千円
④　　　　３０千円

①　４０５千円
②　５１９千円
③　　３０千円
④６，９７１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,476

0

0

0

0

3,476

7,925

0

0

0

0

7,925

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　人口減少・超高齢社会を見据え、３０年、５０年後においても、活力を失わず、市民がいきいきと暮らせるよう、集約拠点への都市

機能の集積と市街地拡大を抑制し、コンパクトで持続可能なまちづくりを進めるため、令和６年３月に策定された、第７期高松市総合

計画等を踏まえ、都市計画マスタープラン及び関連計画の見直しを行った。

　今後とも、立地適正化計画やコンパクト・エコシティ推進計画に基づき、人口減少・超高齢社会を見据え、３０年後、５０年後にお

いても活力を失わず市民がいきいきと暮らせるコンパクトで持続可能なまちづくりを実現するために継続して事業を推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

200

400

600

800

1000

1200

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0
200
400
600
800
1000
1200
1400
1600

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

中心市街地の活性化

誘客力と回遊性の向上

ウォーカブルシティ推進事業

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④2- 中心市街地の活性化に関する法律など

　当該事業は、中心市街地を取り巻く環境の変化に対応し、「にぎわいと活力ある」まちづくりや、「居心地が良く
歩きたくなる」まちなかづくりを目指し、高松市中心市街地活性化基本計画や、サンポート高松地区都市再生整備計
画に基づき、ハード・ソフト両面から各種施策・事業に取り組んでいる。

年度7

①サンポート高松地区におけるプロムナード化等の整備
②市街地再開発事業（ＤＥ街区）に対する補助金交付
③　　　　〃　　　（Ｇ街区）償還金
④第４期中心市街地活性化基本計画推進

中心市街地活性化基本計画の対象となる地区

サンポートエリアや中央商店街等を含む中心市街地において、多様な機能が集積し、居心地が良く、歩きた
くなるようなまちを目指して、県立アリーナ周辺の環境整備や丸亀町ＤＥ街区の市街地再開発等に取り組む
。

R4 R5 R6 R7
R8

第３、４基本計画掲載事業のうち完了又は実施中の事業 事業 0 0 43 55 55

中心市街地内の宿泊者数 千人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 961 961
0 0 0

　令和７年度を始期とする第４期中心市街地活性化基本計画に
基づく成果指標であるため、令和６年度の目標値は設定できな
い。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 961 961 961
0 0 0

0 0 0 961 961 961
0 0 0

中心市街地の社会動態 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,373 1,004 1,004
0 0 1,231

　令和６年度の中心市街地の社会動態については、市全体の人
口が減少傾向にあるなかでも、前年の８４８人から３８３人増
加し、中心市街地の社会動態は増加傾向だが、目標値に対し達
成度８９．７％と目標達成はできなかった。

89.7%

点31



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 361,217 344,155

0 0 306,868 286,718

0 0 54,349 57,437

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①サンポート高松地区におけるプロムナード化等の整備
②市街地再開発事業（ＤＥ街区）に対する補助金交付
③　　　　〃　　　（Ｇ街区）償還金
④第４期中心市街地活性化基本計画策定等

①サンポート高松地区におけるプロムナード化等の整備
②市街地再開発事業（ＤＥ街区）に対する補助金交付
③　　　　〃　　　（Ｇ街区）償還金
④第４期中心市街地活性化基本計画推進

①２３９，４９４千円
②　　　　　８０千円
③　３２，２５８千円
④　３５，０３６千円

①　１９９，０８８千円
②　　４６，５６８千円
③　　３２，２５８千円
④　　　８，８０４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

306,868

5,760

0

202,800

32,798

65,510

89,369

32,798

81,900

35,228

47,423

286,718

一部結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　令和７年４月に策定した第４期中心市街地活性化計画に基づく各種施策・事業の進行管理を行い中心市街地の魅力を向上させること

により回遊・滞在にりまちのにぎわいを向上させる必要がある。また、香川県立アリーナや大学、外資系ホテル等、様々な施設整備が

進むサンポートエリアにおいて、にぎわいを創出しつつ一帯的なエリアマネジメントを効率よく行う必要がある。

　居心地が良く、歩きたくなるような街づくりの推進に向け、サンポートエリアや中央商店街等の中心市街地において、官民連携によ

る公共空間のエリアマネジメントを効率的に行う必要があるため、「公共空間利活用ガイドライン」を策定する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの再構築

公共交通維持改善事業（都市計画課分）

都市整備局

都市計画課

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

鉄道施設総合安全対策事業費補助金交付要綱

　公共交通を維持し、良好な交通環境を確保するため、鉄道事業者が実施するバリアフリー化事業費の一部を支援す
る。

年度7

公共交通旅客施設バリアフリー化整備事業費補助金
①　ことでん仏生山駅
②　ことでん太田駅

鉄道事業者（琴電・ＪＲ）が管理する施設

鉄道事業者（琴電・ＪＲ）が実施する駅施設のバリアフリー化（スロープ・点字ブロック・手摺・多目的ト
イレ等の設置）の推進を目的とし、補助金を交付する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金の交付件数 件 0 0 2 2 1

バリアフリー施設数（累計） 施設

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 108 110 112
0 0 108

　令和６年度は、ＪＲ屋島駅に点状ブロック、片原町駅に音声
案内システムを設置設置し、目標どおりバリアフリー化が進捗
した。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 108 110 112 113
0 0 108

0 0 108 110 112 113
0 0 108

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 9,533 7,965 11,312

0 7,200 6,653 10,000

0 2,333 1,312 1,312

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

公共交通旅客施設バリアフリー化整備事業費補助金
①　ＪＲ屋島駅
②　ことでん片原町駅

公共交通旅客施設バリアフリー化整備事業費補助金
①　ことでん仏生山駅
②　ことでん太田駅

６，６５３千円

①　５，０００千円
②　５，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,653

0

2,786

2,000

0

1,867

10,000

0

0

0

0

10,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　新型コロナウイルス感染症が長期化した影響を受け、事業主体となる鉄道事業者の経営状況が悪化し、バリアフリー化に要する経費

の捻出が課題となっており、事業者とともに、乗降客数等から整備の必要性、優先順位を見定め、法に基づき、国、県、市が適切に財

政的な支援を行うことで、遅滞なく事業の推進を図る。

　駅施設等のバリアフリー化を引き続き推進し、公共交通利用者の利便性向上を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

コンパクトシティの推進

計画的な土地利用の推進

地理空間データ基盤整備事業

都市整備局

デジタル社会基盤整備室

087-839-2455

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑦6- 都市計画法、測量法

　当該事業は、スマートシティを推進する上で課題となっている、行政の管理する紙の台帳類（ベース・レジストリ
）について、「業務のＢＰＲ」と「データ連携による新たなサービスの創出」を両輪とした持続性のある段階的なデ
ジタル化を展開し、都市経営視点でのＤＸの推進及び都市政策の施策感度の向上を目指す。

年度7

①ＧＩＳ等保守管理費
②ＷｅｂＡＰＩ保守管理費

　行政が管理しなければならないインフラ関連の台帳類（ベース・レジストリ）

　「業務のＢＰＲ」と「データ連携による新たなサービスの創出」を両輪とした持続性のある段階的なデジ
タル化を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

地理空間データ基盤に登載する目的で協議した団体数 団体 0 0 30 25 30

地理空間データ基盤に登載した地図情報等の
数（累計） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 45 60 75
0 0 50

　庁内各課や民間事業者との連携による地理空間データ基盤を
活用した新たなサービスの提供に伴い、地理空間データ基盤に
登載した地図情報等が５０件となり、目標を上回った。 111.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 45 60 75 90
0 0 50

0 0 45 60 75 90
0 0 50

地理空間データ基盤上で提供されるサービス
数（累計） 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 8 9
0 0 9

　庁内各課や民間事業者と地理空間データ基盤活用による業務
改善や地域課題の解決に向けて協議を進めることにより、基盤
上で提供されるアプリケーション数が９件となり、目標を上回
った。

150.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

32,930 156,207 52,305 55,235

0 123,088 12,161 17,793

32,930 33,119 40,144 37,442

５

５

５

５

５

１

令
和

6

令
和

7

①ＧＩＳ等保守管理費
②ＷｅｂＡＰＩ保守管理費

①ＧＩＳ等保守管理費
②ＷｅｂＡＰＩ保守管理費

①　　　４，６４２千円
②　　　７，５１９千円

①　　　４，９７２千円
②　　１２，８２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

12,161

0

0

0

0

12,161

17,479

0

0

314

0

17,793

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

検討の余地がある

Ａ 96 100
96 拡充

　都市経営の最適化を図るため、令和４年度に整備したデータ連携を可能とする基盤を活用し、中心市街地の公営駐車場及び民間駐車

場の満空情報を地図上で可視化する駐車場情報アプリケーションを県、民間事業者と連携し構築した。アプリケーションのアクセス数

は運用開始（２／１２）から３月末までで約５万４千件となり、駐車場利用者に活用いただいている。今後、これらの取組を庁内外に

情報発信することにより、基盤の活用を促進し、業務改善や新たなサービスの創出に取り組む必要がある。

　今後、既に実装済みのアプリケーションの高度化に取り組み、業務改善及び利便性向上を図る。また、アプリケーションを庁内外に

情報発信することにより、基盤の活用を促進し、業務のＢＰＲとあらゆる分野での新たなサービスの創出により、持続性の高い地域課

題の解決に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

交通安全対策の推進

違法駐車防止対策事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市違法駐車の防止に関する条例、同施行

違法駐車を防止することにより、道路交通の円滑化を図り、交通事故防止をもって市民の安全で快適な生活環境を確
保する。

年度7

違法駐車防止啓発街頭キャンペーン２回実施
違法駐車防止重点地域における違法駐車調査４８回実施

違法駐車防止重点地域

違法駐車防止重点地域の違法駐車を減少させる。

R4 R5 R6 R7
R8

違法駐車防止啓発キャンペーン開催回数 件 0 0 2 2 2

重点地域街頭活動実施前後の違法駐車の減少
率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90.8 91.1 91.4
0 0 90.7

違法駐車防止キャンペーンを始め、周知・啓発などにより、目
標値を達成できた。
令和６年度の重点地域街頭活動実施後の１日当りの平均違法駐
車台数は１６台で、実施前の平成５年度の１７３台と比べて、
９０．７％減少している。

99.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90.8 91.1 91.4 91.7
0 0 90.7

0 0 90.8 91.1 91.4 91.7
0 0 90.7

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

524 527 618 772

0 0 0 0

524 527 618 772

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①違法駐車防止啓発街頭キャンペーン２回実施
②違法駐車防止重点地域における違法駐車調査４８回実施

違法駐車防止啓発街頭キャンペーン２回実施
違法駐車防止重点地域における違法駐車調査４８回実施

①０千円
②０千円

①０千円
②０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

違法駐車防止のための啓発街頭キャンペーンや、違法駐車防止重点地域に指定する５路線及び周辺８路線を含めた市街地中心部におい

て、定期的に違法駐車の状況を調査するとともに、荷捌き駐車スペースやタクシーベイの利用促進に向けた周知を行った。

また、「高松市駐車対策基本計画」の一部改定を行った。

継続して、啓発街頭キャンペーンや違法駐車防止重点地域における調査を行い、違法駐車防止に努める。

また、令和７年３月に改定した「高松市駐車対策基本計画」に基づき、低利用率の駐車場の再編について検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの再構築

地域公共交通再編事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ①2- 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

　持続可能な公共交通のネットワークの再構築を目指すため、令和６年６月に改定した「高松市総合都市交通計画」
の基本方針に沿って、「高松市地域公共交通計画」及び「高松市地域公共交通利便増進実施計画」に基づき、既存ス
トックを有効に活用し、新駅整備事業、複線化事業及びバス路線網の再編等を推進する。

年度7

①新駅（太田～仏生山駅間）駅舎整備事業（補助金）、②新駅（太田～仏生山駅間）駅前広場整備事業、③ことでん
琴平線複線化事業（栗林公園～仏生山駅間）（補助金）、④ネットワークバス維持費補助金（４路線）、⑤バス路線
再編に向けた協議・調整、⑥バタクス利用者支援事業

鉄道・バス等の地域公共交通

　鉄道や幹線道路など既存ストックを有効活用し、新たな交通結節拠点を整備する。
　鉄道を基軸、バスをフィーダーとすることを基本とし、市全域を対象とした現行バス路線を再編すること
により、持続可能な公共交通ネットワークを再構築する。

R4 R5 R6 R7
R8

総合都市交通計画推進協議会開催回数 回 0 0 3 3 3

交通結節拠点におけるバス結節数（都心部を
除く） 路線

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 13 17 18
0 0 14

　２０２４年問題による労働時間の上限規制や運転手不足への
対応が求められる中、高松市地域公共交通利便増進実施計画に
基づくバス路線再編を行い、大学病院線（伏石高田系統）を含
む交通結節拠点に接続するバス路線を新設することにより、目
標値を達成した。

107.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 13 17 18 18
0 0 14

0 0 13 17 18 18
0 0 14

ことでん新駅（太田～仏生山駅間）整備進捗
率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 67.2 89.5 100
0 0 45.9

　当該指標は、ことでん新駅（太田～仏生山駅間）駅前広場の
全体事業費に対する累計整備事業費の割合を整備進捗率として
目標に掲げている。令和６年度は、駅前広場造成工事に着手し
たが、埋蔵文化財発掘調査に時間を要し、工事を翌年度に繰り
越したことにより、目標の達成に至らなかった。

68.3%

点24



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

319,373 199,206 114,007 528,052

300,064 176,625 100,111 510,296

19,309 22,581 13,896 17,756

５

５

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①新駅（太田～仏生山駅間）駅舎整備事業（補助金）、②
新駅（太田～仏生山駅間）駅前広場整備事業、③新駅（太
田～仏生山駅間）駅舎整備事業（補助金）【繰】、④こと
でん琴平線（栗林公園～仏生山駅間）複線化事業（補助金
）、⑤ネットワークバス維持費補助金（３路線）、⑥タク
シーを活用した新モード導入に向けた実証事業、⑦バス路
線再編に向けた協議・調整

①新駅（太田～仏生山駅間）駅舎整備事業（補助金）、②
新駅（太田～仏生山駅間）駅前広場整備事業、③ことでん
琴平線複線化事業（栗林公園～仏生山駅間）（補助金）、
④ネットワークバス維持費補助金（４路線）、⑤バス路線
再編に向けた協議・調整、⑥バタクス利用者支援事業

①　　　　　　０千円
②　２１，１０３千円
④　６２，５７９千円
⑤　　７，９４０千円
⑥　　３，８４８千円
⑦　　　　　　０千円
【繰越明許】
③　　４，６４２千円

①　３７，１７０千円
②２８７，９８３千円
③１３０，５００千円
④　３３，６１４千円
⑤　　　　１０７千円
⑥　２０，９２２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

100,111

9,626

0

8,600

1,140

80,745

181,612

14,000

126,900

0

187,784

510,296

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 87 100
87 継続

　大臣認定を受けた「高松市地域公共交通利便増進実施計画」に基づき、バス路線再編に取り組むとともに、太田～仏生山駅間の新駅

整備については、埋蔵文化財発掘調査等を行った。

　また、タクシーを活用した新しい交通モード「バタクス」の創出に向けた実証事業の結果、区域運行については、社会実装に移行し

た。

　持続可能な公共交通ネットワークの再構築に向け、ことでん新駅の早期完成に取り組むとともに、公共交通利用の需要の少ない地域

に対するミュニティバスの見直しやバタクスの水平展開による公共交通の確保・維持に向け、地域住民と協議・調整を図りながら、地

域に見合った運行形態を実現する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの再構築

公共交通維持改善事業（交通政策課分）

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市生活交通路線維持費等補助金交付要綱

　生活バス路線への運行補助や離島航路運航維持費補助などを行うことで、公共交通の維持や利便性の向上を図り、
良好な交通環境を確保する。
　・生活バス路線補助（路線バス及びコミバス等に対する運行補助、ノンステップバス減価償却費補助等）
　・ＩｒｕＣａシステム運用支援（機器補助、割引差額補助）
　・離島航路運航維持費補助
　・パークアンドライド駐車場管理

年度7

①生活バス路線への助成、②コミュニティバス施設等管理費、③離島航路への助成、④パークアンドライド駐車場管
理費、⑤都市交通問題対策事業費、⑥ＵＤタクシー導入促進

高松市民

「公共交通の利便性の向上」及び「地域主導型の持続可能な公共交通の構築」を図ることで、移動しやすく
利用しやすい交通環境を確保し、公共交通に対する満足度を高める。

R4 R5 R6 R7
R8

コミュニティバス等利用促進協議会開催回数 回 0 0 7 5 5

パークアンドライド駐車場利用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65.7 67.8 69.9
0 0 71.4

　当該指標は、過去の実績を基に、毎年度一定の利用者増を目
標に掲げている。令和６年度の駐車場利用率は、７１．４％と
目標を達成できた。 108.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65.7 67.8 69.9 72
0 0 71.4

0 0 65.7 67.8 69.9 72
0 0 71.4

コミュニティバス等の収支率（平均値） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 20 20 20
0 0 21.3

　各地区のコミュニティバス等の利用促進協議会等において、
利便性の向上や効率的な運営について協議し、取組を行ったこ
となどにより目標を達成できた。 106.5%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

167,560 158,602 151,460 177,186

153,266 138,354 136,715 161,669

14,294 20,248 14,745 15,517

５

５

３

３

１

１

令
和

6

令
和

7

①生活バス路線への助成、②コミュニティバス施設等管理
費、③離島航路への助成、④パークアンドライド駐車場管
理費、⑤都市交通問題対策事業費、⑥ＵＤタクシー導入促
進

①生活バス路線への助成、②コミュニティバス施設等管理
費、③離島航路への助成、④パークアンドライド駐車場管
理費、⑤都市交通問題対策事業費、⑥ＵＤタクシー導入促
進

①　　８４，９５５千円
②　　　１，０７２千円
③　　４１，１７５千円
④　　　２，８５０千円
⑤　　　３，７３４千円
⑥　　　２，９３０千円

①　１０４，７１９千円
②　　　　　７８８千円
③　　４６，２４２千円
④　　　３，３１０千円
⑤　　　３，７６０千円
⑥　　　２，８５０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

136,715

0

10,385

0

2,854

123,476

136,014

3,314

0

22,341

0

161,669

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

検討の余地がある

業

業

Ａ 88 100
88 改善

　令和６年４月をもって終了した多肥・仏生山地区における試験運行事業は、補助要件として定められた収支率の達成が困難な状況で

あった。公共交通空白地域における移動手段を確保していく上で、現行の補助制度だけではカバーすることは難しくなっており、支援

の在り方の見直しが必要である。

　公共交通空白地域における移動手段の確保については、各地域の需要にあった交通モードが適用できる仕組みになるよう、関係事業

者等と合意形成を図り、支援の在り方を見直す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの再構築

ＪＲ端岡駅周辺整備事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 都市計画法

　本市が目指す「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの考えの下、持続可能な公共交通ネットワーク
の再構築を目指し、本市西部南地域の核となる駅として利便性の向上と交通結節拠点機能を強化するため、ＪＲ端岡
駅の駅舎や駅前広場・国道からのアクセス道路等一体的な整備を推進する。

年度7

①関係機関との協議・調整

鉄道・バス等の地域公共交通

　鉄道や幹線道路など既存ストックを有効活用し、新たな交通結節拠点を整備する。
　鉄道を基軸として、市全域を対象とした現行バス路線を再編することにより、持続可能な公共交通ネット
ワークを再構築する。

R4 R5 R6 R7
R8

総合都市交通計画推進協議会開催回数 回 0 0 3 3 3

事業着手までの進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 33.3 66.7 100
0 0 16.7

　当該指標は、令和６年度を基準年度とし、８年度における事
業着手を目標に掲げている。６年度は、駅周辺整備基本構想策
定に向けた業務委託により、利用者の将来需要予測等の検討に
日時を要し、年度内の完了が不可能となったことから、進捗率
は１６．７％となり、目標の達成には至らなかった。

50.2%

点18

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 33.3 66.7 100 100
0 0 16.7

0 0 33.3 66.7 100 100
0 0 16.7

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,383 10,538 9,264 9,322

90 0 0 58

3,293 10,538 9,264 9,264

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①関係機関との協議・調整
② 端岡駅周辺整備事業化検討業務JR

①関係機関との協議・調整

①０千円
②０千円

①５８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

58

0

0

0

0

58

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 58 100
58 改善

　ＪＲ端岡駅周辺整備基本構想（案）の作成に向けては、ＪＲ端岡駅周辺整備基本構想策定業務委託により、将来需要予測及び事業効

果検証を行っている。鉄道事業者との間で、これらの検証結果を共有し、ＪＲ端岡駅の駅舎及び駅前広場、アクセス道路を全体パッケ

ージとして交通結節拠点機能を強化するための合意形成を図る必要がある。

　持続可能な公共交通ネットワークの再構築に向けて、ＪＲ端岡駅周辺整備基本構想策定業務委託により、将来需要予測及び事業効果

検証を行うとともに、整備内容の実現可能性の確認を行い、これらの検証結果を鉄道事業者と共有し、交通結節拠点機能の強化のため

、ＪＲ端岡駅の駅舎及び駅前広場、アクセス道路を全体パッケージとしたＪＲ端岡駅周辺整備基本構想（案）を取りまとめる。また、

国の補助メニュ－などを活用した事業スキームを確立するなど財源の確保に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

公共交通ネットワークの再構築

公共交通利用促進事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市公共交通利用促進条例

　多様な交通手段が有機的に連携した、いつまでも快適で人にやさしい都市交通の形成を図るため、過度に自動車に
依存しない本市の目指すべき都市交通の将来ビジョンを明らかにした「高松市総合都市交通計画」や、平成２５年９
月に公布・施行した「高松市公共交通利用促進条例」に基づき、各種施策・事業の推進や市民啓発活動等を行う。

年度7

①高松市総合都市交通計画推進協議会
②公共交通利用促進事業（鉄道・バス／バス・バス乗継割引、高齢者割引）
③バス補助金等（バス待ち環境、バスマップ）
④安全輸送設備等整備補助金（ことでん）
⑤ＩｒｕＣａ電子マネー利用手数料

　高松市民

　高松市総合都市交通計画や高松市公共交通利用促進条例の理念に基づき各種施策を展開することにより、
公共交通の利便性向上と利用促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

総合都市交通計画推進協議会開催回数 回 0 0 3 3 3

有効ゴールドＩｒｕＣａ保有率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 26.5 26.9 27.3
0 0 27.6

　当該指標は、市内在住の高齢者に対する公共交通利用促進支
援制度として、有効ゴールドＩｒｕＣａ保有率について、毎年
度一定の利用率の向上を目標に掲げている。ＩｒｕＣａ保有率
は２７．６％と向上し目標を達成するとともに、高齢者公共交
通利用運賃支援事業の利用件数について前年度から増加した。

104.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 26.5 26.9 27.3 27.7
0 0 27.6

0 0 26.5 26.9 27.3 27.7
0 0 27.6

電車・バス乗継件数 千件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 305 314 323
0 0 275

　当該指標は、電車とバスの乗継件数について、毎年度一定の
利用者増を目標に掲げている。２０２４年問題に伴う労働時間
等の規制や運転手不足を背景とした市内バス路線の大幅な減便
に伴い、電車・バスの乗継件数は、約２７５千回と目標の達成
には至らなかった。

90.2%

点32



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

114,535 133,111 270,347 589,583

109,371 123,326 264,943 584,179

5,164 9,785 5,404 5,404

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①高松市総合都市交通計画推進協議会
②公共交通利用促進事業（鉄道・バス／バス・バス乗継割
引、高齢者割引）
③バス補助金等（バス待ち環境、バスマップ）
④安全輸送設備等整備補助金（ことでん）
⑤ＩｒｕＣａ電子マネー利用手数料
⑥その他　事務的経費等（旅費、負担金）

①高松市総合都市交通計画推進協議会
②公共交通利用促進事業（鉄道・バス／バス・バス乗継割
引、高齢者割引）
③バス補助金等（バス待ち環境、バスマップ）
④安全輸送設備等整備補助金（ことでん）
⑤ＩｒｕＣａ電子マネー利用手数料
⑥その他　事務的経費等（旅費、負担金）

①　　　　　２３４千円　
②　１２２，０１３千円
③　　　　　６１９千円　
④　１４１，３０５千円
⑤　　　　　１８４千円
⑥　　　　　５８８千円

①　　　　　３５０千円　
②　１３２，３９７千円
③　　　　　６７７千円　
④　４４９，６１０千円
⑤　　　　　２２７千円
⑥　　　　　９１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

264,943

38,538

0

0

0

226,405

391,489

0

0

0

192,690

584,179

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 97 100
97 継続

　高松市が取り組んでいる公共交通ネットワークの再構築について、コミフェス等のイベントを活用し、利用者に周知啓発を行った。

　また、利用促進に資する施策として、電車・バス及びバス・バス乗継割引や高齢者運賃割引施策を継続した。

　なお、コロナウイルス感染症により減少した公共交通利用者は徐々に回復傾向にあるものの、公共交通の維持に向けては、交通事業

者における運転手確保が課題となっている。

　公共交通の維持・確保に向け、公共交通事業者と連携した新たな利便性向上の施策等を検討し、利用者の回復に努める。また、地域

住民に対しては、継続して市政出前ふれあいトークやイベント等を活用し、割引施策等の説明を行うとともに公共交通の利用に関する

周知・啓発を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

自転車の利用環境の向上

放置自転車等対策事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市自転車等の適正な利用に関する条例、

快適で安全なまちづくりを目指すため、放置自転車等の警告、移送、保管、返却、処分等を行う。

年度7

放置自転車の警告、撤去、移送業務を１４回／月行う。
放置自転車の返還業務を年間２４８日行う。

放置自転車の禁止区域

放置自転車を減少させ、交通の円滑化を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

放置自転車警告撤去回数 回 0 0 168 168 168

放置自転車警告件数減少率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 56.3 56.5 56.6
0 0 59.6

広報やポスターなどによる放置自転車対策に関する周知・啓発
に努めた。
令和６年度の放置自転車警告件数は、３２，３９４件で、平成
１６年度のピーク時８０，２７９台と比べて５９．６％減少し
、目標を達成することができた。

105.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 56.3 56.5 56.6 56.7
0 0 59.6

0 0 56.3 56.5 56.6 56.7
0 0 59.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

43,311 44,178 42,418 47,063

36,201 37,027 36,242 39,343

7,110 7,151 6,176 7,720

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

放置自転車の警告、撤去、移送業務を１４回／月行う。
放置自転車の返還業務を年間２４８日行う。

放置自転車の警告、撤去、移送業務を１４回／月行う。
放置自転車の返還業務を年間２４８日行う。

自転車駐車対策促進事業（民
間駐輪場補助を除く）
３６，２４１千円

自転車駐車対策促進事業（民
間駐輪場補助を除く）
３１，８１３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

36,242

0

1,591

0

2,029

32,622

35,535

2,200

0

1,608

0

39,343

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

広報やポスター等で放置自転車対策に関する周知・啓発を行った効果により、放置自転車の減少に寄与した。

　警　告　３２，３９４台

　移　送　　２，３１６台

　返　還　　１，０１０台

制度の周知・啓発に努め、放置自転車のない快適なまちづくりを進めるための対象区域の拡大や、コスト削減のための撤去回数の見直

しを検討する。

また、中心市街地（中央商店街等）の放置自転車対策に係る新たな手法や、放置自転車禁止区域の見直しを検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

自転車の利用環境の向上

レンタサイクル事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市レンタサイクル条例、自転車の安全利

環境にやさしく、機動性に優れた都市内交通手段である自転車を、市民の利用に供することで、近距離移動の利便性
を向上し、合わせて放置自転車の防止を図る。

年度7

レンタサイクルポート：７箇所
レンタサイクル台数：８５０台

市街地中心部における主要鉄道駅利用者
（ＪＲ高松駅、ＪＲ栗林駅、琴電高松築港駅、琴電片原町駅、琴電瓦町駅、琴電栗林公園駅）

自転車を近距離交通機関の一つとして市民の利用に供することで、地域交通の利便性の向上及び自転車の放
置防止を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

レンタサイクルの利用可能日数 日 0 0 365 365 365

放置自転車撤去台数（禁止・整理区域）減少
率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 89.8 90.3 90.8
0 0 91.3

商店街クリーン作戦の実施など周知啓発を図るとともに、放置
自転車の撤去を継続的に実施したことで、令和６年度の放置自
転車撤去台数（禁止・整理区域）は、８８９台で、平成１４年
のピーク時１０，２４５台と比べて９１．３％減少し目標を達
成することができた。

101.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 89.8 90.3 90.8 91.3
0 0 91.3

0 0 89.8 90.3 90.8 91.3
0 0 91.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

70,044 71,131 74,457 79,080

61,961 63,002 67,277 69,970

8,083 8,129 7,180 9,110

３

３

３

３

０

１

令
和

6

令
和

7

レンタサイクルポート：７箇所
レンタサイクル台数：８５０台

レンタサイクルポート：７箇所
レンタサイクル台数：８５０台

レンタ事業費６７，２０９千
円

レンタ事業費６９，９７０千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

67,277

0

0

0

53,901

13,376

49,188

20,782

0

0

0

69,970

一部結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討すべきである

検討の余地がある

業

業

Ａ 83 100
83 改善

　市民や観光客の行動変容を捉え、スマートフォンアプリを活用した登録申請やキャッシュレス決済などを取り入れた新たなレンタサ

イクルシステムでの運用を令和４年４月から開始している。利用者数は、令和４年度と比較し、増加したものの、目標値までには至ら

なかった。また、令和６年８月に行った、外部評価により、収支改善や利便性向上のため、民営化等の可能性を模索すべきとの意見を

いただいた。

令和４年度からの新たに、スマートフォンアプリを活用した登録申請やキャッシュレス決済が可能なレンタサイクルシステムを導入し

たが、利用者数が伸び悩み、収支率は改善されていない。外部評価の意見を踏まえ、民間企業等と連携し、持続可能な事業スキームや

収支構造の構築を検討するための実証事業を行うことで、民営化等も視野に入れながら諸課題を整理する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

自転車の利用環境の向上

駐輪場整備事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

高松市自転車等の適正な利用に関する条例、

自転車等の利用者の利便を図るとともに、放置自転車を減少させるため、自転車等駐車場を整備する。

年度7

民間駐車場補助事業（継続７件３３３台）

整備が必要な駅及び商店街

市内の放置自転車を減少させる。

R4 R5 R6 R7
R8

新規駐輪場整備台数 台 0 0 -96 10 10

民間駐輪場への補助金交付件数 件 0 0 7 9 9

鉄道駅周辺公共駐輪場の収容台数 台

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 12,060 12,070 12,070
0 0 11,964

　当該指標は、令和５年度末の収容台数を基に、毎年度一定の
収容台数増を目標に掲げている。令和６年度は、林道駅・潟元
駅の環境改善による収容台数の減少及び一宮駅の土地所有者に
よる新規建築で駐輪場面積が減少し、収容台数も減少したこと
で、目標台数を達成できなかった。

99.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 12060 12070 12070 12080
0 0 11964

0 0 12060 12070 12070 12080
0 0 11964

補助駐輪場の収容台数 台

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 343 343 353
0 0 333

　当該指標は、令和５年度末の収容台数を基に、毎年度一定の
収容台数増を目標に掲げている。令和６年度の実績は、補助駐
輪場を増やすことができなかったことから目標台数を達成でき
なかった。目標台数を達成するため、商店街振興組合と連携し
、引き続き商店街における駐輪場の確保に努めたい。

97.1%

点34



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,424 9,787 10,072 10,604

9,179 7,529 8,374 8,674

2,245 2,258 1,698 1,930

３

３

１

１

３

３

令
和

6

令
和

7

民間駐車場補助事業（継続７件３３３台）

民間駐車場補助事業（継続７件３３３台）

民間補助金　　７，５２９千
円

民間補助金　　７，５３０千
円
駐輪場整備費　１，１４４千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,374

0

0

0

0

8,374

7,530

0

0

1,144

0

8,674

一部結びつく

横ばいである

貢献度が小さい

貢献度が小さい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 83 100
83 継続

　昨年度は、鉄道駅周辺の公共駐輪場を新たに整備することができなかったが、引き続き、鉄道事業者等の協力を得ながら駐輪場整備

に努める必要がある。

　令和４年４月に策定した、「第３期高松市自転車等駐車対策総合計画」に基づき、鉄道事業者等の協力を得ながら、必要な自転車等

駐輪場整備とともに、放置自転車対策や駐輪場利用者のマナー向上の啓発などにも取り組む。

また、中心市街地（中央商店街等）における自転車等駐車場のあり方を検討し、整備方針を立てる。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

広域交通ネットワークの充実

空港・港の拠点機能の充実

航空路線網拡大促進事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

空港法、高松空港振興期成会規約等

　高松空港振興期成会の一員として、高松空港における国内路線網及び国際路線網の整備拡充並びに他空港との交流
推進を行う。
・高松空港振興期成会への負担金の措置
・高松空港整備事業への負担金の措置

年度7

①高松空港振興期成会負担金等

高松空港乗降客

航空路線の拡大により利用促進に努める。

R4 R5 R6 R7
R8

高松空港エアライン誘致等協議会参加回数 回 0 0 1 2 2

定期路線数 路線

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 8 8 8
0 0 7

　新規定期路線は無く、平成２８年度からの定期路線を維持し
ている。
国内定期路線３路線：東京【羽田】、東京【成田】、沖縄
国際定期路線４路線：ソウル、上海、台北、香港

87.5%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 8 8 8 9
0 0 7

0 0 8 8 8 9
0 0 7

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

57,047 120,273 152,009 154,340

52,332 115,682 145,833 148,164

4,715 4,591 6,176 6,176

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①高松空港振興期成会負担金等
②高松空港関連整備事業地元負担金

①高松空港振興期成会負担金等

①　　　１２３，２９６千円
②　　　　２２，５３９千円

①　　　１４８，１６４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

145,833

0

0

20,200

0

125,633

148,164

0

0

0

0

148,164

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 88 100
88 継続

　新型コロナウイルスの影響で運休となっていた国際線については順次再開され、最後まで運休となっていた上海線についても令和６

年４月から運行が再開された。また、ソウル線については、同年７月から２社運航となり、週７便から１４便に増便された。

　既存路線の活性化や新規路線の開設に向けて高松空港振興期成会及び高松空港エアライン誘致等協議会の構成員として取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

離島の振興

航路の確保と利便性の向上

離島航路振興事業

都市整備局

交通政策課

087-839-2138

令和 年度～6 令和 年度13

「男木～高松航路」における運賃割引事業補

　女木島及び男木島に観光客を呼び込み定着させ、ひいては、航路の活性化を図るため、世界に向けた瀬戸内の魅力
の発信、交流人口の増加、地域振興・活性化に向けた取組などを行う。
・男木～高松航路改善計画の実施
・航路事業者、自治体及び地域等の共同により、地域総力戦による「島おこし」に取り組む。

年度7

①女木・男木島航路に係る利用促進策
②離島航路確保維持改善協議会の開催

女木・男木島航路利用者

航路の活性化により利用促進に努める。

R4 R5 R6 R7
R8

離島航路確保維持改善協議会開催回数 回 0 0 3 2 2

女木・男木島航路利用者（直近３か年平均） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 236,937 249,888 262,840
0 0 241,882

　令和６年度の女木・男木島航路利用者（直近３か年平均）は
２４１，８８２人となり、目標値を上回った。

102.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 236937 249888 262840 275791
0 0 241882

0 0 236937 249888 262840 275791
0 0 241882

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,920 12,984 14,324 15,159

8,205 8,091 8,148 8,983

4,715 4,893 6,176 6,176

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①女木・男木島航路に係る利用促進策
②離島航路確保維持改善協議会の開催

①女木・男木島航路に係る利用促進策
②離島航路確保維持改善協議会の開催

①　　　　８，１４４千円
②　　　　　　　　４千円

①　　　　８，９６８千円
②　　　　　　　１５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,148

0

0

0

0

8,148

8,983

0

0

0

0

8,983

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　住民の移動手段の確保にとどまらず、交流・定住人口の拡大に向けて、事業を継続することが必要である。

　離島航路の利用促進は、「離島振興」及び「地域間交流の推進」に資するため、離島航路の利用促進施策における事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

循環型社会の形成

環境意識の醸成

たかまつマイロード事業

都市整備局

道路管理課

087-839-2515

令和 年度～6 令和 年度13

たかまつマイロード実施要領

　市道において、自発的意思のもとに、清掃等の維持管理を行う自治会などの市が認定した道路愛護団体（認定団体
）に対し、用具の支給、ごみの収集、傷害保険の加入などの支援を行うことにより、環境保全活動を推進するととも
に、道路への愛護意識の高揚を図る。

年度7

市が管理する道路の一定区間について、各種団体や市民ボランティアなどの市が認定した道路愛護団体が自発的意思
のもとに行う、清掃・緑化等の維持管理に対し、清掃用具の支給・ごみの収集などを支援する。

市道

道路の環境美化、道路利用者のマナー向上が図れる。

R4 R5 R6 R7
R8

用具の支給等支援回数 回 0 0 133 131 132

清掃延長 ｋｍ

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 141.2 141.3 141.4
0 0 144.547

　令和６年度は、３団体が増加したことにより、団体数は１３
３となり、清掃延長は１４４．５ｋｍとなった。

102.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 141.2 141.3 141.4 141.5
0 0 144.547

0 0 141.2 141.3 141.4 141.5
0 0 144.547

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,218 3,157 3,433 3,418

2,021 1,953 2,198 2,183

1,197 1,204 1,235 1,235

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

市が管理する道路の一定区間について、各種団体や市民ボ
ランティアなどの市が認定した道路愛護団体が自発的意思
のもとに行う、清掃・緑化等の維持管理に対し、清掃用具
の支給・ごみの収集・傷害保険の加入などを支援する。

市が管理する道路の一定区間について、各種団体や市民ボ
ランティアなどの市が認定した道路愛護団体が自発的意思
のもとに行う、清掃・緑化等の維持管理に対し、清掃用具
の支給・ごみの収集などを支援する。

消耗品費　　　１，５２５千
円
工事費　　　　　　６７０千
円
　計　　　　　２，１９５千
円

消耗品費　　　１，５１７千
円
工事費　　　　　　６６６千
円
　計　　　　　２，１８３千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,198

0

0

0

0

2,198

2,183

0

0

0

0

2,183

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　令和６年度は３団体が増加したことから団体数は１３３となり、清掃延長は１４４．５４７ｋｍとなった。

高齢化に伴う認定団体の減少が懸念されるが、引き続き、たかまつマイロードの活動を支援する事業を継続していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

道路・橋りょうの整備

老朽化対策の推進

橋りょう改築修繕事業

都市整備局

道路整備課

087-839-2516

令和 年度～6 令和 年度13

道路法、高松市橋りょう長寿命化修繕計画

本市では、１，４９０橋を管理している。その多くは、高度経済成長期以降に建設したもので、現在、建設後５０年
を経過する橋は多く存在しないが、今後、急速に老朽化橋りょうが増大することが想定され、一斉に更新時期を迎え
た場合、大きな財政負担が生じることになる。
このようなことから、橋利用者の安全性を確保しつつ、コスト縮減を図るため、これまでの対症療法的な対応から、
予防保全的かつ計画的な対応により、橋を長寿命化させる方針に転換し、長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋の
修繕等を行うこととしている。

年度7

①長寿命化修繕計画に基づく修繕等
　　（設計）　橋りょう１０橋、トンネル２箇所
　　（工事）　橋りょう１０橋
②橋りょう点検
③長寿命化修繕設計

事業対象施設：本市が管理する橋
事業対象者：橋通行者

高松市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、計画的に修繕を行うことにより、橋通行者の安全性を確保する
とともに長寿命化による維持管理コストの縮減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度修繕橋数 橋 0 0 4 6 6

橋修繕数（累計） 橋

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 79 85 91
0 0 61

関係機関との協議・調整により農繁期、出水期を避けて実施す
る必要があり、事業スケジュールが予定よりも遅れたため、目
標値を達成することができなかった。 77.2%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 79 85 91 97
0 0 61

0 0 79 85 91 97
0 0 61

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

309,737 209,180 246,943 365,220

271,569 170,792 195,991 314,268

38,168 38,388 50,952 50,952

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①長寿命化修繕計画に基づく修繕等
　　（設計）　７橋
　　（工事）　５橋
②橋りょう点検
③長寿命化修繕設計
④長寿命化修繕工事

①長寿命化修繕計画に基づく修繕等
　　（設計）　橋りょう１０橋、トンネル２箇所
　　（工事）　橋りょう１０橋
②橋りょう点検
③長寿命化修繕設計
④長寿命化修繕工事

①　１５０，７１１千円
②　　４５，２８２千円
③　　　　　　　０千円
④　　　　　　　０千円

①　２４３，８００千円
②　　７０，４６８千円
③　　　　　　　０千円
④　　　　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

195,991

102,219

0

59,900

0

33,872

48,763

0

103,200

0

162,305

314,268

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 78 100
78 継続

　工事施工に際し、関係機関との協議・調整により農繁期、出水期を避けて実施することとなり、修繕スケジュールが遅延したため、

目標値を達成できなかった。

　今後も引き続き、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、対象橋りょうについて計画的に修繕していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

道路・橋りょうの整備

道路整備の推進

道路新設改良事業

都市整備局

道路整備課

087-839-2516

令和 年度～6 令和 年度13

　市内に存する８００ｋｍを超える幅員４ｍ未満の市道について、地域住民の利便性の向上や安全で安心できる道路
環境を創出するため、地域バランスに配慮しながら、４ｍ以上の拡幅整備等を行う。

年度7

①市単独新設改良事業（県費補助事業を含む）

対象施設：市が管理する道路で主に幅員４．０ｍ未満であり一定の要件を満たした整備要望のある路線
対象者：道路利用者

道路利用者の利便性の向上が図れる。

R4 R5 R6 R7
R8

工事施工路線数 路線 0 0 17 11 15

幅員４ｍ以上の市道整備率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 66 66.2 66.3
0 0 66

地権者や関係機関との協議等を円滑に実施することで１７路線
の道路整備を実施し、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 66 66.2 66.3 66.4
0 0 66

0 0 66 66.2 66.3 66.4
0 0 66

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

708,022 569,668 433,725 408,046

642,163 503,430 365,789 340,110

65,859 66,238 67,936 67,936

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①市単独新設改良事業（県費補助事業を含む）

①市単独新設改良事業（県費補助事業を含む）

①　３６５，７９１千円

①　３４０，１１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

365,789

0

13,688

297,800

0

54,301

64,872

0

250,700

24,538

0

340,110

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

生活道路整備事業において、短期採択路線・旧要望路線について整備を進めたほか、地元協議を進め、中・長期採択路線を含む複数路

線について、当該路線毎の整備方針が決まったことから、継続的に事業の更なる推進を図る必要がある。

　市民ニーズに応えながら、地域バランスも考慮し投資効果の向上、コンパクトエコシティの推進等を目的として、この趣旨の下、改

正を行った「高松市生活道路整備審議会運営要領」に基づき整備の必要度を評価し、生活道路整備審議会の答申を踏まえ、円滑な事業

の推進を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

道路ネットワークの充実

道路ネットワーク構築事業

都市整備局

道路整備課

087-839-2516

令和 年度～6 令和 年度13

都市計画法５９条第１項

　都市交通における最も基幹的施設である都市計画道路の整備を推進し、利便性・安全性・快適性に優れた交通ネッ
トワークの構築、円滑な道路交通の確保、及び豊かな公共空間を備えた良好な市街地の形成を図ることにより、安全
で快適な都市生活と機能的な都市活動、集約型都市構造の構築に寄与するものである。

年度7

①道路新設改良国庫補助事業
②街路事業
③県施行道路整備事業地元負担金事業
④県施行街路事業地元負担金事業
⑤地方道路整備臨時貸付金償還金

対象施設：都市計画道路及び整備が計画されている県道
対象者：道路利用者（歩行者・自転車利用者、自動車利用者）及び道路周辺住民

道路利用者の利便性を図るとともに、安全性・快適性に優れた道路ネットワークの整備を促進し、集約型都
市構造の構築に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度都市計画道路整備延長 ｍ 0 0 327 220 220

都市計画道路整備率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 86.7 86.8 86.9
0 0 89

木太鬼無線の事業促進など、都市計画道路の整備を進め、目標
を達成できた。

102.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 86.7 86.8 86.9 87
0 0 89

0 0 86.7 86.8 86.9 87
0 0 89

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

896,541 413,129 508,316 914,571

812,720 328,827 410,272 816,527

83,821 84,302 98,044 98,044

５

３

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①道路新設改良国庫補助事業
②街路事業
③県施行道路整備事業地元負担金事業
④県施行街路事業地元負担金事業
⑤地方道路整備臨時貸付金償還金

①道路新設改良国庫補助事業
②街路事業
③県施行道路整備事業地元負担金事業
④県施行街路事業地元負担金事業
⑤地方道路整備臨時貸付金償還金

①　　２１，５９９千円
②　２７８，６１７千円
③　　５２，３３４千円
④　　５０，４８５千円
⑤　　　７，２４２千円

①　２５７，６９５千円
②　４１１，５９０千円
③　　６５，０００千円
④　　７５，０００千円
⑤　　　７，２４２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

410,272

106,110

1,750

245,900

0

56,512

100,605

0

437,900

0

278,022

816,527

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　朝日町仏生山線及びその他の路線については継続して整備を進めており、計画的に事業進捗を図る必要がある。

また、木太鬼無線（三条工区）等については用地買収を行っており、引き続き財源を確保し、計画的に事業を進めていく必要がある。

　今後は、木太鬼無線（三条工区）及びその他路線について計画的に整備を進め、繰越額を縮減する。

　一方、国費等の財源を確保するため、国への要望を強化していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

5

10

15

20

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

交流・連携を支える都市交通の充実

地域交通ネットワークの充実

自転車の利用環境の向上

自転車利用環境整備事業

都市整備局

道路整備課

087-839-2516

令和 年度～6 令和 年度13

自転車ネットワーク整備方針、高松市自転車

　平成２０年１１月に、自転車を利用した香川の新しい都市づくりを進める協議会　高松地区委員会　安全空間確保
部会（国・県・県警・市で構成、以下「安全空間確保部会」）において策定した、高松市中心部における自転車ネッ
トワーク整備方針に基づき、国・県・県警等と連携し、自転車道などを整備することにより、自転車を本市の重要な
都市交通手段として有効に活用し、歩行者と自転車の安全で快適な空間の確保や、人と環境にやさしい交通まちづく
りを目指す。

年度7

①自転車通行空間の整備
　　東浜港多賀線

対象施設：「自転車ネットワーク整備方針」に位置付けられている市道
対象者：自転車利用者

自転車通行空間を整備することにより、歩行者と自転車を分離し、それぞれの安全性・快適性の向上を図る
。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度自転車道等整備延長 ｋｍ 0 0 0.1 0.2 0.2

自転車道等整備済延長 ｋｍ

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 16.1 16.3 16.5
0 0 12.1

令和６年度においては国費内示に伴い施工規模を見直し、市道
東浜港多賀線で車道混在型（矢羽根型路面標示）を ｋｍ整0.1
備したが、目標値は達成できなかった。 75.2%

点26

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 16.1 16.3 16.5 16.7
0 0 12.1

0 0 16.1 16.3 16.5 16.7
0 0 12.1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

29,802 33,673 35,229 19,440

14,834 18,619 19,789 4,000

14,968 15,054 15,440 15,440

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①自転車通行空間の整備
　　東浜港多賀線

①自転車通行空間の整備
　　東浜港多賀線

①　１９，７９０千円

①　　４，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

19,789

8,668

0

8,000

0

3,121

400

0

3,600

0

0

4,000

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 76 100
76 継続

　東浜港多賀線において、部分的に路面標示（矢羽根）の設置を実施した。なお、今後の事業実施については、「高松市自転車ネット

ワーク計画（路線網図）」に基づき、計画的に整備予定路線の事業に着手していく必要がある。

　今後とも国・県と連携しながら効率的な整備を進めるために、「高松市自転車ネットワーク計画推進協議会」において改定した「高

松市自転車ネットワーク計画（路線網図）」に基づき計画的に整備を進めるとともに、同協議会等において整備効果等を共有しながら

、より効果的で効率的な整備手法の検討など、「高松市中心部における自転車ネットワーク整備方針」の見直し等についても協議を行

う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

地震・津波海岸堤防等対策事業

都市整備局

河港課

087-839-2522

令和 年度～6 令和 年度13

海岸法等

　今後発生が予測されている南海トラフ地震等の大規模地震を想定し、総合的かつ計画的に浸水被害の解消を図るた
め、香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画に基づき、市管理の漁港・港湾においては、津波に対して人命と財産
を守る防災を目指した施設整備を推進するとともに、最大クラスの津波に対しては、粘り強い構造により減災を目指
した施設を整備する。

年度7

（漁港津波対策事業）津波対策事業　　一式
（港湾津波対策事業）津波対策事業　　一式

　「香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画」で整備必要箇所に選定された施設の、背後地における人命
及び建物等の財産。

　津波・高潮からの人命の保護及び建物等の被害軽減

R4 R5 R6 R7
R8

津波・高潮対策施設数 施設 0 0 2 3 3

津波・高潮関連整備事業の進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 28 36 43
0 0 24

財政が厳しい中、地震・津波対策を行っており、目標値に達し
ていないが、事業コストを考慮し、進捗率向上に努める。

85.7%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 28 36 43 50
0 0 24

0 0 28 36 43 50
0 0 24

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

150,144 54,332 192,260 272,660

137,870 43,794 181,452 261,852

12,274 10,538 10,808 10,808

３

５

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

（漁港津波対策事業）津波対策事業　　一式
（港湾津波対策事業）津波対策事業　　一式

（漁港津波対策事業）津波対策事業　　一式
（港湾津波対策事業）津波対策事業　　一式

漁港　　　６３，９３０千円
港湾　　１１７，５２１千円
計　　　１８１，４５１千円
（うちＲ５繰越額１４７，５
２２千円）

漁港　　　７０，０００千円
港湾　　１９１，８５２千円
計　　　２６１，８５２千円
（うちＲ６繰越額７５，８５
２千円）

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

181,452

30,260

73,890

72,100

0

5,202

3,125

0

116,500

107,227

35,000

261,852

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 84 100
84 継続

資材、原材料費の高騰による財源確保や関係者との十分な協議が必要となるが、市民の生命及び財産を守る重要な事業であることから

、計画的に事業を実施していく。

改革案なし

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
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担
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局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

住宅建築物耐震改修等事業

都市整備局

建築指導課

087-839-2488

令和 年度～6 令和 年度13

建築物の耐震改修の促進に関する法律

　高松市耐震改修促進計画に基づき、地震発生時に市民生活の生命線となる緊急輸送道路を確保するため、民間建築
物に対し、耐震診断及び耐震改修又は建替えに要する費用の一部を補助することにより、沿道の民間建築物の耐震化
を促進する。
　また、地震時の建物の倒壊等によって発生する、人的及び経済的被害を軽減するため、住宅の耐震診断及び耐震改
修に要する費用の一部を補助し、民間住宅の耐震化を促進する。

年度7

①民間住宅の耐震診断棟数　１２０棟
②民間住宅の耐震改修棟数　５５棟、簡易改修等　２棟
③緊急輸送道路沿道の耐震診断棟数　０棟　　　　　　　
④義務化建築物の耐震診断棟数　１棟、補強設計　　０棟
⑤義務化建築物の耐震改修等棟数　０棟

　高松市耐震改修促進計画に基づき、耐震改修工事予定の緊急輸送道路沿いの一定の条件を満たす民間建築
物、耐震診断が義務化となった民間建築物及び民間住宅とする。

　耐震診断や耐震改修にかかる費用負担を軽くするための補助制度を設けることにより、住宅・建築物の耐
震化を促進し、地震時の建物の倒壊等によって発生する人的及び経済的被害を軽減する。

R4 R5 R6 R7
R8

民間住宅の耐震診断実施済棟数 棟 0 0 188 110 110

民間住宅の耐震改修実施済棟数 棟 0 0 38 45 45

民間住宅の耐震診断実施済棟数（累計） 棟

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,730 1,840 1,950
0 0 1,509

　能登半島地震の影響により、住宅の耐震化への関心の高まり
から、申請件数が増加したが、目標値を達成することができな
かった。 87.2%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1730 1840 1950 2060
0 0 1509

0 0 1730 1840 1950 2060
0 0 1509

民間住宅の耐震改修実施済棟数（累計） 棟

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 580 625 670
0 0 570

　能登半島地震の影響により、住宅の耐震化への関心が高まり
から、申請が増加したため、二次募集を行い申請件数が増加し
たが、その多くが年度内の完了が見込めず、完了が翌年度とな
ったため、目標値を達成することができなかった。

98.3%

点34



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

137,715 64,392 92,729 107,075

111,895 38,424 61,463 75,809

25,820 25,968 31,266 31,266

３

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①民間住宅の耐震診断棟数　１８８棟
②民間住宅の耐震改修棟数　３８棟、簡易改修等１棟
③緊急輸送道路沿道の耐震診断棟数　０棟
④義務化建築物の耐震診断棟数　０棟、補強設計　０棟
⑤義務化建築物の耐震改修等棟数　０棟
⑥危険ブロック塀等の撤去工事　５５件
⑦がけ地近接等危険住宅移転工事件数　０棟

①民間住宅の耐震診断棟数　１２０棟
②民間住宅の耐震改修棟数　５５棟、簡易改修等　２棟
③緊急輸送道路沿道の耐震診断棟数　０棟　　　　　　　
④義務化建築物の耐震診断棟数　１棟、補強設計　　０棟
⑤義務化建築物の耐震改修等棟数　０棟
⑥危険ブロック塀等の撤去工事　５３件
⑦がけ地近接等危険住宅移転工事件数　０棟

①　１６，８２０千円
②　３８，２６２千円
③　　　　　　０千円
④　　　　　　０千円
⑤　　　　　　０千円
⑥　　６，３８１千円
⑦　　　　　　０千円

①　１０，８００千円
②　５５，７００千円
③　　　　　　０千円
④　　２，９４９千円
⑤　　　　　　０千円
⑥　　６，３６０千円
⑦　　　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

61,463

28,511

14,880

0

0

18,072

21,083

0

0

17,902

36,824

75,809

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 87 100
87 継続

　民間住宅の耐震改修等事業については、出張相談会をコミュニティセンター等で開催したところ、多くの参加者が集まり、補助申請

につながった。

　耐震診断義務化の建築物については、所有者に対し、耐震化に取り組むよう戸別訪問等を行うなど啓発活動に取組んだが、実績には

繋がらなかった。今後、耐震化に繋がる有効な手法について、県と連携しながら検討していく必要がある。

　民間住宅の耐震改修等事業については、出張相談会の開催にあわせて、コミュニティセンター等と連携した周知活動等を効果的に行

い、さらなる事業の促進を図る。

　耐震診断義務化の建築物については、所有者へのアプローチを強化するとともに、県と連携しながらすすめていく。

　危険ブロック塀等の撤去促進については、継続して周知・啓発活動を重ねていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

盛土安全対策事業

都市整備局

建築指導課

087-839-2488

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 宅地造成及び特定盛土等規制法

　盛土による土砂災害等のリスクがある区域を「規制区域」に指定し、適切な許認可事務等を行うため、地形・地質
や土地利用の状況把握など基礎調査を実施し、危険な盛土の包括的な規制に取り組む。

年度7

①盛土規制法に係る許可等業務

高松市民

　盛土等を行う土地の用途やその目的にかかわらず、危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制し、盛
土等による災害から市民の生命・身体を守る。

R4 R5 R6 R7
R8

規制区域指定及び規制の運用開始の進捗率 ％ 0 0 0 100 0

基礎調査の進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 0 0
0 0 100

　盛土等に伴う災害が発生するリスクのあるエリアを規制区域
に指定するために必要な基礎調査を実施した。結果、目標年度
内に事業が完了し、目標値に達成した。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 0 0 0
0 0 100

0 0 100 0 0 0
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 27,153 55,154 29,260

0 6,830 34,310 696

0 20,323 20,844 28,564

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①基礎調査（規制区域指定）【繰越】
②基礎調査（既存盛土調査）

①盛土規制法に係る許可等業務

①１５，９４０千円【繰越】
②１８，３７０千円

①　　　６９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,310

17,155

0

0

0

17,155

0

696

0

0

0

696

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 完了

　規制区域指定後の許可事務等について、庁内における関係課が多岐に渡ることから、スムーズな連携体制の構築に向けて協議を重ね

た。

　令和７年度においても、引き続き、基礎調査（既存盛土調査）が必要であると想定していたが、令和６年度の事業において、順調に

進捗した結果、すべての基礎調査が完了となった。今後においては、適切な許認可事務等を行い、危険な盛土の包括的な規制に取り組

む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

公園・緑地の充実

花いっぱい推進事業

都市整備局

公園緑地課

087-839-2494

令和 年度～6 令和 年度13

　高松市緑の基本計画の基本理念である「みどりあふれる人と環境にやさしい安全で住みよいまち高松」の実現に向
け、快適な生活環境や潤いと安らぎのあるまちづくりを推進するため、花壇づくりやフラワーフェスティバルの開催
を行う。

年度7

花壇管理
フラワーフェスティバル
花壇肥料等

高松市民

快適な生活環境と潤いと安らぎのあるまちづくりを推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

花壇草花植付面積 ㎡ 0 0 2,011 2,232 2,240

ボランティア管理花壇箇所数 箇所

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 120 122 125
0 0 91

　コミュテイセンター等やフラワーサークル高松会員による地
域花壇設置を推進している。

75.8%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 120 122 125 130
0 0 91

0 0 120 122 125 130
0 0 91

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

28,408 29,308 31,292 32,587

20,774 19,297 21,024 22,319

7,634 10,011 10,268 10,268

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

花壇肥料等
花壇管理
フラワーフェスティバル

花壇管理
フラワーフェスティバル
花壇肥料等

　３，９２６
　６，２７８
１０，８２０

　４，０００
　６，６１０
１１，７０９

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

21,024

0

0

0

0

21,024

22,319

0

0

0

0

22,319

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ｂ 78 100
78 継続

ボランティア管理の花壇箇所数及び草花植え付け面積は、昨年度から減少傾向であることから、ボランティア活動を活性化するため、

公園愛護会等に働きかけいていく必要がある。

今後も、地域と協議・調整を行い、花いっぱいのまちづくりへの賛同を頂きながら、公園や道路、商店街等の街角におけるボランティ

ア管理花壇の増設を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

公園・緑地の充実

身近な公園整備事業

都市整備局

公園緑地課

087-839-2494

令和 年度～6 令和 年度8

都市公園法、都市公園条例、身近な公園整備

高松市緑の基本計画に基づき、一人当たりの住区基幹公園が少ない小学校区において、標準規模の住区基幹公園を整
備する。
令和３～５年度　まゆみ公園　　　　（檀紙校区）
令和４～６年度　鬼無ぼんさい公園　（鬼無校区）
令和５～８年度　香川町川東公園　　（川東校区）

年度7

川東公園（仮称）整備工事
備品購入

市民

身近な公園の適正な配置を進める。

R4 R5 R6 R7
R8

公園整備面積（累計） ㎡ 17,200 19,800 22,200 23,500 23,500

全体進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 90.9

目標より少し遅れているが、全体計画には影響のない範囲であ
る。

90.9%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 90.9

0 0 100 100 100 100
0 0 90.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

67,860 113,575 62,965 76,297

58,056 104,016 53,161 68,037

9,804 9,559 9,804 8,260

３

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

鬼無公園（仮称）整備工事

川東公園（仮称）整備工事
備品購入

５３，１６１

６７，８５０
　　　１８７

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

53,161

26,509

0

23,800

0

2,852

3,612

0

30,500

0

33,925

68,037

一部結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　鬼無公園（仮称）整備工事を実施した。今年度は、川東公園（仮称）の基盤工事に着手し、令和８年度の供用開始を目指す。

今後も地元コミュニティ協議会等と連携を取りながら、「各小学校区の公園面積の拡充」の実現に向けて、整備の進捗を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

公園・緑地の充実

民間活力の導入による中央公園再整備事業

都市整備局

公園緑地課

087-839-2494

令和 年度～6 令和 年度9

重点取組 ⑪6- 都市公園法、　高松市都市公園条例

施設の老朽化等により、本来の魅力が低下しつつある都市公園の質の向上や公園利用者の利便性の向上を図るため、
官民連携による収益施設の設置や公園施設の一体的な整備改修に取組む。

年度7

令和６年度に取りまとめる実施設計を基に工事発注を行う。

公園施設

公募設置管理制度を活用し、民間活力を導入することにより公園の魅力向上や維持管理コストの縮減を図る
。

R4 R5 R6 R7
R8

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業者の募集件数 件 0 0 0 1 1

中央公園再整備の進捗率 ％ 0 0 6 44 75

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ導入公園数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1 1 1
0 0 1

応募事業者と公募設置計画を作成し、事業の進捗を図った。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1 1 1 1
0 0 1

0 0 1 1 1 1
0 0 1

中央公園再整備の進捗率（事業費ベース） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6 44 75
0 0 6

計画的に中央公園再整備工事を発注できた。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,484 14,043 97,115 613,007

0 494 83,219 602,817

7,484 13,549 13,896 10,190

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

中央公園再整備基本設計に基づいて、公募設置事業者と協
議を行いながら、実施設計を取りまとめる。

令和６年度に取りまとめる実施設計を基に工事発注を行う
。

８３，２１９

６０２，８１７

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

83,219

39,496

0

31,400

0

12,323

67,817

0

236,000

0

299,000

602,817

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 継続

　民間活力をいかした中央公園再整備検討委員会の意見を取りまとめ、公園再整備詳細設計を取りまとめた。今年度は、中央公園再整

備工事に着手し、令和９年度の供用開始を目指す。

令和５年度から令和６年度にかけて公園再整備の設計を取りまとめ、令和７年度から事業者と供に工事に着手し令和９年度の供用開始

を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

景観形成の推進

公園・緑地の充実

街路樹等再整備事業

都市整備局

公園緑地課

087-839-2494

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

市内街路樹について、現状と課題を整理した上で、「街路樹再生による安全な道路空間の確保」や「都市の魅力・景
観の向上」、「適正かつ持続可能な維持管理」などに計画的に取り組むものである。
また、緑の基本計画の改定（ 予定）に向け、本市のグリーンインフラ全体のあり方について、調査・検討を行うR10
ものである。

年度7

街路樹再整備計画の策定

市内８４路線の街路樹（高木約５，７６４本、低木約３０８３１ｍ２）のうち問題が生じている路線

街路樹の適正かつ持続可能な維持管理を計画的に実施することにより、安全な道路空間を確保するとともに
、街路樹をいかした都市の魅力・景観を向上すること

R4 R5 R6 R7
R8

街路樹整備による景観・魅力向上路線数（５路線） ㎡ 0 0 0 0 1

街路樹再整備路線数（７２路線） 路線 0 0 0 14 22

街路樹管理に関する通報件数の減少率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 10 20
0 0 0

令和６年度に街路樹管理計画を策定し、その計画に基づき事業
を実施するため、令和６年度の成果指標の目標値は設定できな
い。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 10 20 30
0 0 0

0 0 0 10 20 30
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 13,997 8,260

0 0 101 0

0 0 13,896 8,260

３

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

街路樹再整備計画（仮称）を策定するため、調査及び計画
策定の業務委託を実施

街路樹再整備計画の策定

１０１

０

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

101

0

0

0

0

101

0

0

0

0

0

0

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 22 30
73 継続

　街路樹再整備計画（仮称）を策定するため、調査及び計画策定の業務委託を実施した。

本市の街路樹等の現状と課題を明確にした上で、適切な配置や在り方を取りまとめるとともに、都市景観の向上や計画的かつ効率的な

維持管理に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
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担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の充実

住まい・住環境づくりの推進

豊かな住まいづくり事業

都市整備局

住宅政策課

087-839-2136

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑥2- 住生活基本法、住生活基本計画

　今後、少子高齢化や世帯数の減少により、空き家はさらに増加する見込みであり、これまでの住宅の「量の確保」
から「質の向上」を図るとともに、多核連携型コンパクト・エコシティ推進計画及び立地適正化計画における居住誘
導区域内の既存ストックの活用に対し支援することで、居住誘導区域内への定住を促進する。線引きの廃止や居住志
向など本市の地域特性に対応した施策・事業の展開を後押しするため、令和２年３月に「豊かな住まいづくり条例」
を制定、また、国の住生活基本計画及び香川県住生活基本計画を踏まえ、地域の特性に応じた住宅課題に対応するた
め、令和４年３月に「住生活基本計画」を策定し、きめ細かな住宅政策に取り組んでいる。

年度7

①住宅取得支援事業　②安心あんぜん住宅事業
③先進地視察等旅費　④国交大長期研修
⑤政策研究大学院大学短期研修
⑥マンション管理士派遣業務　⑦マンション管理助言指導
⑧高齢者住替え等促進事業

市民及び住宅

・良質な住宅ストックの形成と将来世代への承継
・良好な住宅環境の形成
・多様な居住ニーズが適切に実現される住宅市場の環境整備

R4 R5 R6 R7
R8

住宅施策総合パンフレット配布部数 部 0 0 350 253 253

高松市安心あんぜん住宅事業補助金件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 13 13 13
0 0 9

　住宅施策総合パンフレットの配布や関係機関と連携するなど
、事業の周知・広報に努めたものの、補助申請数が伸びず、目
標は達成することができなかった。 69.2%

点24

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 13 13 13 13
0 0 9

0 0 13 13 13 13
0 0 9

居住誘導区域内の人口密度（１ｈａ当たりの
人口） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 46.4 46.4 46.4
0 0 44.1

　居住誘導区域内への転入数が転出数を上回っており、社会動
態は増加したものの、本市における人口の年齢構成上、自然動
態における減少数が著しいため、目標は達成することができな
かった。

95.0%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,964 20,257 29,993 34,350

1,254 1,966 2,973 3,470

18,710 18,291 27,020 30,880

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①住宅取得支援事業　②安心あんぜん住宅事業
③先進地視察等旅費　④政策研究大学院大学短期研修
⑤マンション管理士派遣業務　⑥マンション管理助言指導
⑦高齢者住替え等促進事業
⑧住生活月間啓発イベント負担金

①住宅取得支援事業　②安心あんぜん住宅事業
③先進地視察等旅費　④国交大長期研修
⑤政策研究大学院大学短期研修
⑥マンション管理士派遣業務　⑦マンション管理助言指導
⑧高齢者住替え等促進事業

① 千円　②　 千円200 323
③ 　 千円　④ 　 千円31 15
⑤ 千円　⑥ 　 千円198 33
⑦ 千円358
⑧ 千円1,816

① 千円　② 千円1,200 429
③　 千円　④ 千円378 28
⑤　 千円25
⑥　 千円　⑦ 千円330 330
⑧　 千円750

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,973

0

0

0

0

2,973

3,470

0

0

0

0

3,470

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 83 100
83 拡充

　本市の住宅関係施策の統一した指針となる「高松市住生活基本計画」や、既存マンションの適正な管理や流通促進、管理の適正化意

識の醸成を促すため、「高松市マンション管理適正化推進計画」に基づき、良質な居住環境の確保に向け取り組んでいる。

　令和７年度以降も、引き続き、本計画に基づいた施策を進めていくため、補助事業の周知・広報に取り組む必要がある。

　本市の地域特性に対応した施策・事業の展開を後押しするため制定した「高松市豊かな住まいづくり条例」や、「高松市住生活基本

計画」に基づき、空き家の発生抑制や流通促進に資する支援施策を講じる。その際、高松市コンパクト・エコシティ推進懇談会におい

て幅広い意見を聴取した上で、きめ細かな住宅政策に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

居住環境の充実

空き家の管理と利活用の促進

空き家等対策事業

都市整備局

住宅政策課

087-839-2136

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑥2- 空家等対策の推進に関する特別措置法

　市民が安全で安心して暮らせる良好な住環境の整備を図るため、空き家等の除却に対する支援や空き家の利活用を
促進するなど、総合的かつ計画的な空き家対策を実施する。

年度7

①老朽危険空家対策事業（除却支援、緊急安全措置）
②空き家活用補助事業（空き家バンク改修、家財処分）
③空家等対策協議会、旅費その他事務費
④空き家等マッチング事業

市内に存在する空き家等及びその所有者等

空き家の適切な管理を図ることにより、市民が安全で安心に暮らせるまちづくりの推進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

空家に関する相談件数 件 0 0 413 300 300

老朽危険空家除却支援件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 46 46 46
0 0 43

申請期間中に７７件の申込みがあり、目標値を上回ったものの
、その後の審査や、自己都合による辞退などにより実施件数が
減少したことで、目標を達成できなかった。 93.5%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 46 46 46 46
0 0 43

0 0 46 46 46 46
0 0 43

空家改修支援件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9 9 9
0 0 9

補助制度を活用した９件の改修支援を行い、目標を達成した。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

59,182 52,430 57,950 73,060

44,214 29,849 34,790 42,180

14,968 22,581 23,160 30,880

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①老朽危険空家対策事業（除却支援、相続財産清算人申立
）
②空き家活用補助事業（空き家バンク改修、家財処分）
③空家等対策協議会、旅費その他事務費
④空き家等マッチング事業、チラシ作成

①老朽危険空家対策事業（除却支援、緊急安全措置）
②空き家活用補助事業（空き家バンク改修、家財処分）
③空家等対策協議会、旅費その他事務費
④空き家等マッチング事業

①２５，６１６千円
②　５，３７８千円
③　３，５８４千円
④　　　２１２千円

①３１，５００千円
②　５，８００千円
③　３，４０１千円
④　１，４７９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,790

12,355

8,855

0

0

13,580

15,280

1,500

0

10,400

15,000

42,180

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 拡充

空き家の除却に対する支援や利活用に特化した空き家等マッチング事業を推進するなど、総合的な空き家対策を実施しているが、特定

空家等を含め放置された空き家については、所有者の死後、相続が適切に行われず、関係人等の調査が複雑化しているほか、相続人等

の当事者意識の希薄化も管理不全の原因となっている。今後においては、こうした課題の解消に向けた取組が必要である。

空き家対策は、市民が安全で安心して暮らせる住環境を整えていく上で、喫緊の課題であるため、引き続き、老朽危険空き家対策や空

き家の利活用に取り組むとともに、空家法の改正を踏まえた管理不全空家等や特定空家等に対する取組を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

水の安定供給

（企業会計）雨水利用施設整備事業

都市整備局

下水道業務課

087-839-2720

令和 年度～6 令和 年度13

水環境基本法・高松市持続する水環境の形成

　雨水貯留施設や浸透ます・浸透管などの浸透施設の整備に対して補助金を交付し、雨水貯留施設等を普及促進する
ことにより、水の循環利用の推進と雨水の流出抑制を図る。

年度7

①小規模タンク　　５０基　　　
②中大規模タンク　　１基
③浄化槽転用　　　１６基
④浸透施設　　　　　１件　　　　　　
⑤需用費等

高松市民等

高松市全域における、水の循環利用の促進と雨水の流出抑制を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 30 29 29

雨水流出抑制量 ｍ３

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 41.78 41.78 41.78
0 0 76.784

小規模貯留施設２８基、不要浄化槽転用２基の７６．７８４ｍ
３で、目標４１．７８０ｍ３に対して１８４％の実績となった
。 183.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 41.78 41.78 41.78 41.78
0 0 76.784

0 0 41.78 41.78 41.78 41.78
0 0 76.784

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,978 4,627 5,013 8,819

1,207 801 1,145 4,951

3,771 3,826 3,868 3,868

５

５

５

１

３

３

令
和

6

令
和

7

①小規模タンク　　２８基　　　
②中大規模タンク　　０基　　　
③浄化槽転用　　　　２基　　　　　
④浸透施設　　　　　０件　　　　　　
⑤需用費等

①小規模タンク　　５０基　　　
②中大規模タンク　　１基
③浄化槽転用　　　１６基
④浸透施設　　　　　１件　　　　　　
⑤需用費等

①７９６千円
②０千円
③３００千円
④０千円
⑤４９千円

①１，５００千円
②１，０００千円
③２，４００千円
④３０千円
⑤２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,145

314

0

0

0

831

2,786

0

0

0

2,165

4,951

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

　雨水利用助成制度について広報・ホームページ等への掲載や、建築審査機関等へのパンフレットの配布により周知した。令和５年度

と比較して補助件数は２６件から３０件に増加し、雨水流出抑制量は２７．０２ｍ３から７６．７８４ｍ３に増加し、目標値を上回っ

ている。雨水利用は水資源の有効利用、渇水対策、浸水対策など広く市民生活に寄与する取り組みであることから、引き続き、普及促

進を継続する必要がある。

　雨水利用助成制度をより多くの市民に周知するため、広報高松やホームページのほか、「げすいどうフェスタ」等の機会を捉え啓発

を行うほか、平成２９年度の外部評価で、市民に対して、幼少期より節水意識を高めることが必要との意見が出されたことを受け、市

内の小学校で実施している環境学習において、雨水の再利用の重要性について周知・啓発を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

汚水対策の推進

汚水処理の推進

合併処理浄化槽設置整備事業

都市整備局

下水道業務課

087-839-2720

令和 年度～6 令和 年度13

水質汚濁防止法　高松市生活排水対策推進計

　合併処理浄化槽の設置者に対し補助金を交付することで、合併処理浄化槽の普及促進を図り、生活排水処理対策を
推進する。
令和元年度から、国の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に重点を置く方針に伴い、本市においても新設に
対する補助を廃止した上で、転換に重点を置く取組として、引き続き、配管費等への上乗せ補助を行うことにより、
さらなる転換促進に努める。

年度7

①浄化槽設置費補助　　　　　　２９５基
②単独浄化槽撤去・配管費補助　２７１基
③施工状況検査委託料　　　　　２９５基

浄化槽整備区域に居住する市民

浄化槽整備区域における生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止する。

R4 R5 R6 R7
R8

浄化槽設置助成基数 基 0 0 289 300 300

合併処理浄化槽による汚水処理人口普及率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 25.3 25.6 25.8
0 0 25.3

　令和６年度末の合併処理浄化槽等による汚水処理人口普及率
は、平成２５年度からの転換上乗せ補助制度により、合併処理
浄化槽の設置整備が順調に進み、２５．３％となり、目標値（
２５．３％）を達成した。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25.3 25.6 25.8 26
0 0 25.3

0 0 25.3 25.6 25.8 26
0 0 25.3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

213,712 213,814 236,805 237,922

189,434 189,184 211,906 213,023

24,278 24,630 24,899 24,899

５

５

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①浄化槽設置費補助　　　　　　２８９基
②単独浄化槽撤去・配管費補助　２７３基
③委託料　　　　　　　　　　　２８９基

①浄化槽設置費補助　　　　　　２９５基
②単独浄化槽撤去・配管費補助　２７１基
③施工状況検査委託料　　　　　２９５基

①②補助額　２１０，７７９
千円　
③委託料　１，１２８千円

①②補助額　２１１，８７２
千円　
③委託料　１，１５１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

211,906

105,626

52,694

0

0

53,586

54,119

0

0

52,968

105,936

213,023

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 98 100
98 継続

　単独浄化槽及び汲み取り便所からの転換に重点を置く国の方針に沿い、令和元年度より単独浄化槽等からの転換にのみ補助金を交付

するとともに、設置補助に合わせて要件を満たす場合には配管工事等に対する上乗せ補助も実施し、令和６年度は、２８９件の合併浄

化槽設置者に対して補助金を交付した。また、補助金の受付を抽選方式としたことで年度の後半で補助を希望する者への受付を実施す

ることができた。

　公共下水道の整備と合併処理浄化槽の設置促進により、汚水処理人口普及率の向上に取り組むとともに、生活排水対策の推進を図る

。

　また、令和元年度から、国の方針に併せて新設に対する補助を廃止し、転換に重点を置く取組として、配管費等の上乗せ補助を実施

しており、引き続き、継続的な転換促進を図っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

汚水対策の推進

汚水処理の推進

（企業会計）下水道普及促進事業

都市整備局

下水道業務課

087-839-2717

令和 年度～6 令和 年度13

下水道法、下水道条例施行規則

　公共下水道処理区域内における下水道への接続を促進するため、接続依頼文書の郵送等による接続指導を実施して
いる。
　また、水洗便所改造資金貸付制度などについて周知するなど、公共下水道への接続を推進し、下水道事業の経営基
盤の安定、公共用水域の水質保全及び生活環境の向上を図る。

年度7

①水洗便所改造資金貸付金・事務
②生活扶助世帯排水設備設置助成金
③下水道普及促進費
④排水指導係その他事務費

公共下水道処理区域内の下水道未接続世帯・事業所

公共下水道への接続促進

R4 R5 R6 R7
R8

接続依頼文配布および戸別訪問戸数 戸 0 0 2,165 2,000 2,000

水洗便所改造資金貸付件数 件 0 0 0 16 16

下水道接続率（戸） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 93.2 93.4 93.7
0 0 93.4

　接続依頼文書等の配布や戸別訪問による接続指導等を継続し
て実施し、公共下水道への接続を促進した結果、目標９３．２
％に対して９３．４％であった。 100.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 93.2 93.4 93.7 93.9
0 0 93.4

0 0 93.2 93.4 93.7 93.9
0 0 93.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

80,813 81,248 82,025 87,698

3,814 3,132 3,057 8,730

76,999 78,116 78,968 78,968

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①水洗便所改造資金貸付金・事務
②生活扶助世帯排水設備設置助成金
③下水道普及促進費
④排水指導係その他事務費

①水洗便所改造資金貸付金・事務
②生活扶助世帯排水設備設置助成金
③下水道普及促進費
④排水指導係その他事務費

①２千円
②０千円
③３４０千円
④２，７１５千円

①４，８０９千円
②５００千円
③２８７千円
④３，１３４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,057

0

0

0

0

3,057

8,730

0

0

0

0

8,730

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

　コロナ禍への対応と普及促進の強化を図るため、主に依頼文書の配布による接続促進を令和５年度の２，２２４件から２，１６５件

と微減ではあるが、目標の２０００件を達成し、下水道接続率（戸）も目標値を超えて、９３．４％に達している。また依頼文書の配

布のほか、広報高松や高松商工会議所会報への啓発文の掲載等も実施した。

　未接続世帯への戸別訪問、広報紙による周知・啓発などの活動を維持しながら、令和２年度から本課用務に加わった浄化槽管理・指

導業務と連携することで、効率的な普及促進を行う。また、未接続世帯への技術的なサポートを加えた助言などにより、更なる下水道

の普及促進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

（企業会計）浸水対策施設整備事業（下水道整備課分）

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

⑥4- 都市計画法　　下水道法

　安全で安心して暮らし続けられるまちを実現するため、下水道事業計画区域内の浸水被害を受けている地域におい
て、雨水を速やかに排除するポンプ施設や雨水管きょの計画的な整備を行う。
　中心市街地において西部バイパス幹線、日新ポンプ場等の整備を進めるとともに、周辺市街地においても宮川幹線
を始めとする雨水幹線の整備を行うなど、計画的に施設整備を行う。

年度7

雨水管きょ整備
西部バイパス幹線接続工事　φ６００ｍｍ　Ｌ＝１０．３ｍ　　
宮川雨水幹線工事　□２，７００×２，７００　Ｌ＝１９．２ｍ　マンホール　Ｎ＝１基
勅使第１雨水幹線工事　両発進立坑・仮設工等

下水道事業計画区域内に居住する市民

下水道事業計画区域内において、雨水を速やかに排除する下水道施設を整備することにより浸水被害の軽減
・解消を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度雨水管きょ整備延長 ｍ 0 0 191.2 72 1,337

雨水対策整備率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 49 49 49
0 0 48.8

宮川雨水幹線工事において、雨水管きょを整備したが、供用開
始には至っておらず、目標値を下回った。

99.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

520,298 814,857 616,861 493,958

482,584 774,205 575,765 452,862

37,714 40,652 41,096 41,096

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

雨水管きょ整備
【Ｒ５繰】宮川雨水幹線工事　
□４，２００×２，７００　Ｌ＝１６７．６ｍ　
□２，７００×２，７００　Ｌ＝１．０ｍ
西部バイパス幹線接続工事
φ４００～７００ｍｍ　Ｌ＝２２．６ｍ

雨水管きょ整備
西部バイパス幹線接続工事　φ６００ｍｍ　Ｌ＝１０．３
ｍ　　
宮川雨水幹線工事　□２，７００×２，７００　Ｌ＝１９
．２ｍ　マンホール　Ｎ＝１基
勅使第１雨水幹線工事　両発進立坑・仮設工等

５７５，７６５千円
【内訳】
（Ｒ５繰）５５６，７６６千
円
（Ｒ６現）１８，９９９千円

４５２，８６２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

575,765

179,701

0

387,778

0

8,286

6,662

0

392,200

0

54,000

452,862

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

宮川雨水幹線工事において、雨水管きょ１６８．６ｍを整備したが、供用開始には至っておらず、目標値を下回った。引き続き、宮川

雨水幹線や中心市街地西部地区における仮設ポンプの設置などにより、早期に効果を発現させる必要がある。

浸水被害の著しい箇所について、費用対効果などを考慮し、緊急性の高いものから計画的に整備を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

水の安定供給

（企業会計）再生水利用下水道整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

下水道法

　貴重な水資源の有効利用を図り、水の循環利用を推進するため、再生水利用下水道の整備を行う。昭和６２年度か
ら「下水処理水循環利用モデル事業」として事業を行い、平成６年４月から周辺公共施設等へ雑用水の供給を開始し
た。平成６年の大渇水を契機に、８年度に「再生水下水道事業」として国の事業採択を受け、１３年４月にサンポー
ト高松への再生水の供給を開始した。また、１３年３月には、サンポート高松に南接する中心市街地（北側）１４５
ｈａ、１７年３月には新たに瓦町地区４．４ｈａについて計画区域拡大の事業認可を受け、令和７年３月現在、６４
施設（旧牟礼町６施設含む）に供給している。

年度7

再生水送水管整備
Ｌ＝２０．０ｍ

再生水利用下水道事業計画区域内における大規模建築物等の管理者及び利用者

水資源の有効活用及び水の安定供給を行うため、再生水が利用できる施設の増加を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度送水管布設延長 ｍ 0 0 4.6 20 20

再生水利用施設数 施設数

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 65 65
0 0 64

「高松市節水・循環型水利用の推進に関する要綱」に基づき、
計画区域内において、大規模建築物（延べ面積２，０００㎡以
上）を新築・改築する場合に、再生水利用など水利用計画の策
定を義務付け、再生水の利用促進に取り組んでいるが、目標値
を下回った。

98.5%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 65 65 65
0 0 64

0 0 65 65 65 65
0 0 64

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,140 13,431 5,729 7,641

2,640 7,851 88 2,000

5,500 5,580 5,641 5,641

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

再生水送水管整備　
【Ｒ６現】Ｌ＝４．６ｍ

再生水送水管整備
Ｌ＝２０．０ｍ

８８千円
（Ｒ６現）８８千円

２，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

88

0

0

88

0

0

0

0

2,000

0

0

2,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

再生水の利用促進として、新たに２施設に供給を開始したが、１施設が減となったことにより、差し引き１施設の増となった。

引き続き、再生水供給区域内における、新たな供給希望施設との調整を行いながら、利用施設の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

汚水対策の推進

汚水処理の推進

（企業会計）汚水施設整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

都市計画法　下水道法

　公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出するため、汚水施設の計画的な整備を行う
。下水道事業は、高松市では昭和８年から整備に着手し、昭和４０年に福岡下水処理場で汚水処理を開始、昭和５７
年に東部下水処理場の供用を開始、平成１３年に香東川浄化センターの供用が開始された。現在、平成２８年３月に
策定した、第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、整備を進めている。　　　　　　
　令和６年度末現在、　事業計画面積　６５６９．７ｈａ　整備済面積　５５１１．７ｈａ　行政人口　４１６，１
２０人　　処理人口　２６８，４９７人

年度7

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
φ２００～φ６００ｍｍ　Ｌ＝１，６８０ｍ

下水道事業計画区域内に居住する市民

下水道事業計画区域内において、公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出す
るため、汚水管きょの整備を進める。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度整備面積 ｈａ 0 0 3.2 3 3

下水道人口普及率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 64.6 64.7 64.8
0 0 64.5

高松、香川、牟礼、庵治地区において、汚水管きょの整備を行
い、新たに３．２ｈａの供用を開始したが、目標値を下回った
。 99.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 64.6 64.7 64.8 64.9
0 0 64.5

0 0 64.6 64.7 64.8 64.9
0 0 64.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

294,397 336,166 352,401 427,945

262,183 301,891 317,752 393,296

32,214 34,275 34,649 34,649

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
【Ｒ５繰】φ１００～２５０ｍｍ　Ｌ＝７９７．５ｍ
【Ｒ６現】φ２００ｍｍ　Ｌ＝３７１．９ｍ

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
φ２００～φ６００ｍｍ　Ｌ＝１，６８０ｍ

３１７，７５２千円
【内訳】
（Ｒ５繰）１４３，１１５千
円
（Ｒ６現）１７４，６３７千
円

３９３，２９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

317,752

24,379

47,635

222,833

16,909

5,996

11,202

23,791

324,200

19,620

14,483

393,296

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

未整備区域において、費用対効果や優先度を踏まえ、汚水管きょの整備に努めた。

第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、現下水道事業計画区域内の未整備箇所において、私道に係る汚水管きょの布設同意を関

係者に呼びかけることなどにより、効率的な汚水管きょ整備の推進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

10

20

30

40

50

60

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

（企業会計）浸水対策施設整備事業（下水道施設課分）

都市整備局

下水道施設課

087-842-5421

令和 年度～6 令和 年度13

都市計画法　　下水道法

　安全で安心して暮らし続けられるまちを実現するため、下水道事業計画区域内の浸水被害を受けている地域におい
て、雨水を速やかに排除するポンプ施設や雨水管きょの計画的な整備を行う。
　中心市街地において、西部バイパス幹線、日新ポンプ場等の整備を進めるとともに、周辺市街地においても宮川幹
線を始めとする雨水幹線や雨水ポンプ場の整備を行うなど、計画的に施設整備を行う。

年度7

日新ポンプ場建設工事

雨水対策整備対象区域

雨水対策整備対象区域内において、浸水被害の軽減・解消を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度雨水管きょ整備延長 ｍ 0 0 191.2 72 1,337

雨水対策整備率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 49 49 49
0 0 48.8

雨水排水施設等の整備により、浸水被害の軽減・解消を図る。

99.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

R4 R5 R6 R7
R8

中心市街地の浸水対策として、雨水ポンプ場の整備を推進した
。



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

494,013 256,850 534,058 723,305

486,156 248,879 526,000 715,247

7,857 7,971 8,058 8,058

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

日新ポンプ場整備

日新ポンプ場建設工事

施設整備事業費
　５２６，０００千円

施設整備事業費
　７１５，２４７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

526,000

263,000

0

263,000

0

0

215,247

0

250,000

0

250,000

715,247

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

市内の浸水対策に資するため、日新ポンプ場の供用開始に向けて、建設工事を進めていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

環境と共生する脱炭素社会の実現

ゼロカーボンシティの実現

再生可能エネルギーの導入拡大

（企業会計）東部下水処理場バイオマス発電事業

都市整備局

下水道施設課

087-842-5421

令和 年度～6 令和 年度13

東部下水処理場において、下水汚泥の処理過程で発生するバイオマスを燃料として発電を行い、民間電力事業者に売
却することで、資源・エネルギーの有効利用及び健全で持続可能な事業経営に寄与する。

年度7

バイオマスの運転維持管理

バイオマス発電設備

売電収入を得る。

R4 R5 R6 R7
R8

売電量 МＷｈ 0 0 2,352 1,611 1,611

売電収入（税抜） 千円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 62,844 62,844 62,844
0 0 91,711

適切な運転管理及び効率化により、目標値を上回る売電収入を
得ることができた。

145.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 62844 62844 62844 62844
0 0 91711

0 0 62844 62844 62844 62844
0 0 91711

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

13,619 14,341 26,832 71,970

9,690 10,355 22,803 67,941

3,929 3,986 4,029 4,029

５

０

５

０

３

５

令
和

6

令
和

7

バイオマスの運転維持管理

バイオマスの運転維持管理

バイオマス発電管理費　
　２２，８０３千円

バイオマス発電管理費　
　６７，９４１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

22,803

0

0

0

0

22,803

67,941

0

0

0

0

67,941

結びつく

ほとんどない

貢献度が大きい

貢献していない

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 88 100
88 継続

安定的な発電を行うため、定期的な修繕を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

消防・救急体制の充実

消防力の充実

北消防署再整備事業

消防局

消防局総務課

087-861-2502

令和 年度～6 令和 年度13

消防組織法

　高松市北消防署は、敷地面積２，０３９．０１平方メートルの中に、庁舎のほか、水防倉庫、自転車置き場、車庫
等がある。庁舎は、鉄筋コンクリート造、地下１階、地上４階建て、延べ面積４，９３７．８６平方メートルの建物
で、昭和４９年７月に竣工し、建築後４９年が経過している。老朽化に伴い、排水・汚水管の詰りなど、年々、修繕
費が増加しているほか、近年の消防車両の大型化による車庫スペースの不足など、狭あい化の問題も生じているた
め、再整備を行うもの。

年度7

高松市北消防署

　施設の老朽化に伴い、排水・汚水管の詰りなど、年々、修繕費が増加しているほか、近年の消防車輛の大
型化による車庫スペースの不足など、狭あい化の問題も生じているため、再整備を行うもの。

R4 R5 R6 R7
R8

活動指標設定なし 件 0 0 0 0 0

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

　施設の整備スケジュール等が未定のため、成果指標を設定で
きない。施設整備予定地が決まりしだい成果指標を設定予定。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 15,773 15,440 15,440

0 719 0 0

0 15,054 15,440 15,440

５

５

５

５

３

１

令
和

6

令
和

7

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

検討の余地がある

Ａ 24 30
80 改善

　北消防署の老朽化・狭あい化に伴い、再整備が必要であることから、整備用地について、土地の広さ、高さ、進入路等を考慮した検

討を行った。

　北消防署の整備用地について、市有地を候補とする中で、引き続き、土地の広さ、高さ、進入路等を勘案した上で、選定・検討を実

施し、再整備を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

市立病院の充実

（企業会計）高松市立病院運営事業

病院局

みんなの病院事務局経営企画課

087-813-7171

令和 年度～6 令和 年度13

高松市医療全体の最適化を目指し、「生きる力を応援します」の基本理念の下、「医療の質」、「医療の透明性」、
「医療の効率性」の三つの視点から、良質な医療の提供と経営の健全化に取り組む。

年度7

みんなの病院及び塩江分院において、それぞれの医療機能を踏まえた良質な医療を効果的に提供する。

医療を必要とする、またはその可能性がある市民

みんなの病院は、「がん医療」、「救急医療」などの急性期医療に加え、「災害時や感染症に対する医療」
、「地域包括ケア等の後方支援機能の強化」に、また塩江分院は、みんなの病院との機能分化・連携強化の
下、多くの市民から信頼され、安心して受診できる病院となる。

R4 R5 R6 R7
R8

市立病院の医業収益 百万円 0 0 7,915 8,445 8,380

みんなの病院の経常収支比率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 94 91.5 96.3
0 0 92.3

効率的な病床管理の徹底などにより患者数は増加したものの、
コロナ感染症対応に係る補助金等の減少や物価高騰に伴う材料
費や経費が増加したことなどにより目標値を下回った。 98.2%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 94 91.5 96.3 97
0 0 92.3

0 0 94 91.5 96.3 97
0 0 92.3

みんなの病院の修正医業収支比率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 79.2 77.3 81.6
0 0 77

効率的な病床管理の徹底などにより患者数は増加したものの、
物価高騰に伴う材料費や経費が増加したことなどにより目標値
を下回った。 97.2%

点34



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,567,170 9,927,307 10,281,439 10,929,016

5,208,218 5,533,557 5,926,229 6,183,424

4,358,952 4,393,750 4,355,210 4,745,592

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

みんなの病院及び塩江分院において、それぞれの医療機能
を踏まえた良質な医療を効果的に提供する。

みんなの病院及び塩江分院において、それぞれの医療機能
を踏まえた良質な医療を効果的に提供する。

各経常費用　みんなの病院　
　５，６５７，４８１千円
　　　　　　塩江分院　　　
　　　２６８，７４８千円
※いずれも正職員人件費を除
く

各経常費用　みんなの病院　
　５，９８３，４０８千円
　　　　　　塩江分院　　　
　　　２００，０１６千円
※いずれも正職員人件費を除
く

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,926,229

3,285

5,979

0

1,376,336

4,540,629

4,727,888

1,449,758

0

5,778

0

6,183,424

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 94 100
94 継続

　みんなの病院は、物価高騰に伴う材料費や経費の増加により５年度より経常収支比率が下がった。地域医療連携の強化や効率的な病

床管理の徹底を継続することで、新規患者の獲得や病床利用率の向上に力を注いでいく。

今後も、公・民の適切な役割分担の下、地域において、必要な医療提供体制の確保や最適化を図るため、良質な医療の提供と経営強化

の取組を進めていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

心身ともに健康に暮らせる社会の実現

医療体制の充実

市立病院の充実

（企業会計）附属医療施設（塩江分院）整備事業

病院局

附属医療施設整備室

087-893-0031

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ③5- 第７次高松市総合計画（令和６～１３年度）

　「高松市民病院と香川診療所を移転統合した新病院を整備し、塩江分院をその附属医療施設とする。」という基本
方針に基づき、市立３病院を統合・再編する。
　新病院は、本市医療全体の最適化を目指すリーディングホスピタルとして、急性期医療及び地域包括ケアの後方支
援機能を担う「高松市立みんなの病院」として整備を行った。
　附属医療施設は、みんなの病院との機能分化・連携強化の下、塩江地区の地域包括ケアシステムの構築に貢献でき
る無床の診療所に整備する。

年度7

①実施設計
②アスベスト調査
③不動産鑑定評価

　附属医療施設

　附属医療施設をできる限り早期に整備する。

R4 R5 R6 R7
R8

附属医療施設単年度整備率 ％ 0 0 0 0.2 61.1

附属医療施設整備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0.2 61.3
0 0 0

塩江道の駅エリア整備事業として地域振興施設と一体的に整備
する方針であったが、工事の入札不調等により開業時期の延期
リスクが生じたことから令和６年度に附属医療施設の整備方針
を見直したため、令和６年度の目標値は設定できない。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0.2 61.3 87.6
0 0 0

0 0 0 0.2 61.3 87.6
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

41,867 94,313 26,944 46,825

23,239 75,639 0 17,736

18,628 18,674 26,944 29,089

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①医療システム構築検討
②医療機器・什器整備検討

①実施設計
②アスベスト調査
③不動産鑑定評価

①　０千円
②　０千円

①　１５，５００千円
②　　 １ ５４０千円,
③　　　　６９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

1,770

1,866

14,100

0

0

17,736

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 28 30
93 継続

塩江道の駅エリア整備事業として地域振興施設と一体的に整備する方針であったが、工事の入札不調等により開業時期の延期リスクが

生じたことから、附属医療施設の整備方針を見直した。また、医療システムの構築及び医療機器・什器整備の検討を行った。

塩江分院敷地内の塩江地域保健活動センターを全面改修し、早期かつ確実に整備を進める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

学校教育施設の充実

小・中学校施設老朽化対策事業

教育局

学校施設整備室

087-839-2612

令和 年度～6 令和 年度13

学校教育法

　小・中学校施設について、維持管理コストを抑えながら長寿命化を図り、良好な教育環境を維持するとともに、フ
ァシリティマネジメントの視点に立った施設の有効利用を図るため、中・長期的視点に立った学校施設長寿命化計画
を策定し、計画的かつ効果的な老朽化対策に取り組みます。

年度7

改築事業（実施設計・工事）
長寿命化改修（実施設計）
外壁等改修（実施設計・工事）
屋根・屋上改修（実施設計・工事）

小学校、中学校

計画的かつ効果的な老朽化対策を実施することで、学校施設の整備コストを抑えながら、長寿命化を図り、
良好な教育環境を維持するとともに、ファシリティマネジメントの視点に立った、施設の有効活用を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

老朽化対策に着手した施設件数 件 0 0 25 26 18

老朽化対策進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 25.8 53.7 73.1
0 0 26.9

　長寿命化計画による計画的かつ効率的な老朽化対策を行うた
め、協和中学校東棟校舎等改築基本設計業務を行い、香南小学
校校舎等改築工事は、完了した。 104.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25.8 53.7 73.1 100
0 0 26.9

0 0 25.8 53.7 73.1 100
0 0 26.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,096,464 2,622,918 1,681,951 600,341

2,088,980 2,615,391 1,627,293 545,683

7,484 7,527 54,658 54,658

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

改築事業（基本設計・実施設計・工事）
長寿命化改修（実施設計）
外壁等改修（実施設計・工事）
屋根・屋上改修（実施設計・工事）

改築事業（実施設計・工事）
長寿命化改修（実施設計）
外壁等改修（実施設計・工事）
屋根・屋上改修（実施設計・工事）

委託料
　 ７１，２２３千円
工事請負費
１，５５２，４８８千円

備品購入費
　　　　３，５８２千円

委託料
　２５６，６１６千円
工事請負費
　２８９，０６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,627,293

147,304

0

1,338,300

89,000

52,689

2,531

109,000

380,400

0

53,752

545,683

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

学校施設長寿命化計画基づき、事業費の平準化及び抑制に努めるとともに、計画的かつ効果的な老朽化対策に取り組む必要がある。

学校施設長寿命化計画における直近５年間の整備計画に基づき、各工事を計画的かつ効果的に国の補助金等を活用し、老朽化対策に取

り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

学校教育施設の充実

小・中学校バリアフリー整備事業

教育局

学校施設整備室

087-839-2612

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 学校教育法

障がいの有無にかかわらず、子どもが安全かつ円滑に学校生活を送るため、学校にエレベーターを設置するなど、学
校教育施設の計画的なバリアフリー化に取り組みます。

年度7

実施設計
工事

小学校、中学校

新たに要配慮児童・生徒が在籍する場合には、優先的な整備を検討し、今後、長寿命化計画に基づく増改築
や、大規模な改修に合わせて整備することにより、教育環境の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

エレベーター設置に着手した校数 校 0 0 5 2 1

バリアフリー整備進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 54.5 72.7 81.8
0 0 45.5

財源の確保に努め、計画どおりに予定校のエレベーター棟増築
実施設計に着手した。

83.5%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 54.5 72.7 81.8 100
0 0 45.5

0 0 54.5 72.7 81.8 100
0 0 45.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 12,397 71,025 284,353

0 4,870 34,741 248,069

0 7,527 36,284 36,284

５

５

３

５

３

３

令
和

6

令
和

7

実施設計

実施設計
工事

役務費　　　　　３７０千円
委託料　　３４，３７１千円

委託料
１５，３０２千円
工事請負費
２３２，７６７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

34,741

0

0

34,100

0

641

169

0

247,900

0

0

248,069

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

財源確保に努め、計画通り完了できるよう、事業を進めていく。

新たに要配慮児童・生徒が在籍する場合には、優先的な整備を検討することとするが、今後、長寿命化計画に基づく増改築や、大規模

な改修に合わせて整備を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

学校教育施設の充実

小・中学校体育館空調設備設置事業

教育局

学校施設整備室

087-839-2612

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ②4- 学校教育法

避難所ともなる小・中学校の体育館について、具体的な年次計画を立て、空調設備を設置する。

年度7

アドバイザリー業務
実施設計

小学校、中学校

授業における子どもの熱中症の発症などを防止するため、小・中学校体育館への計画的な空調設備の設置に
取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

体育館空調設備設置に着手した校数 校 0 0 0 0 2

体育館空調設備設置進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 3.03
0 0 0

令和７年度まで実施設計及びアドバイザリー業務の準備期間と
なり、令和８年度以降に空調設備の設置が開始される予定であ
るため、令和６年度の目標値は設定できない。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 3.03 34.848
0 0 0

0 0 0 0 3.03 34.848
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 48,576 51,848

0 0 18,700 21,972

0 0 29,876 29,876

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

調査

アドバイザリー業務
実施設計

委託料　１８，７００千円

委託料　２１，９７２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

18,700

0

0

0

2,400

16,300

572

13,000

8,400

0

0

21,972

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 24 30
80 継続

令和６年度は事業の整備手法等を定めるため、調査検討業務を実施し、民間活力の導入についても検討を進めた。

また、サウンディング調査を実施し、本事業の市場性を確認した。

調査検討業務の結果に基づき、業務支援を受けながら年次計画を策定し、空調設備の設置に着手する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

帰国児童等指導援助事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　市立小・中学校に在籍する児童生徒で、日本語指導を必要としている帰国・外国人児童生徒に、学習や生活につい
ての指導助言を行う指導者を派遣し、外国人児童生徒等が日本語で学習に参加できるよう日本語指導を行い、学校生
活を支援する。

年度7

①帰国児童等指導援助
　　（月２回程度）
②日本語教育支援員

市立小・中学校の児童生徒

日本語指導の必要な児童生徒に日本語指導や生活指導を行うことにより、学校生活への円滑な適応を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

派遣延べ回数 回 0 0 1,108 1,170 1,170

帰国児童等の学校生活への適応率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

市が設置する小中学校で教育上必要であり、本事業の実施によ
り教育の充実が図られ、概ね目標どおり達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,599 9,449 14,367 17,612

4,857 5,685 7,419 10,664

3,742 3,764 6,948 6,948

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①帰国児童等指導援助
　　（月２回程度）
②日本語教育支援員

①帰国児童等指導援助
　　（月２回程度）
②日本語教育支援員

①　　６，６６４千円
②　　　　７５５千円

①　　７，４１５千円
②　　３，２４９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,419

1,773

0

0

0

5,646

7,185

0

0

0

3,479

10,664

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 拡充

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

社会の国際化による外国人児童生徒の増加に伴い、指導者の確保と派遣回数の充実を図る必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

学校教育推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

学校教育法，学校教育法施行規則，小・中学

　総合的な学習の時間の充実や地域等の教育力の有効活用のため、市立小・中学校に経費補助を行う。

年度7

○全ての市立小・中学校に経費補助を行う。

市立小・中学校

地域人材等を活用し、児童生徒の体験活動の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

事業実施校数 校 0 0 73 73 73

総合的な学習の時間における地域人材活用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

地域人材等の積極的活用や、多様な人材確保のための情報収集
等により、目標は十分に達成できている。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,581 10,878 10,932 10,321

7,587 7,867 7,844 7,233

2,994 3,011 3,088 3,088

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

○全ての市立小・中学校に経費補助を行う。

○全ての市立小・中学校に経費補助を行う。

７，８４４千円

７，２３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

7,844

0

0

0

0

7,844

7,233

0

0

0

0

7,233

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

学校ごとに特色ある教育を充実させるための経費として、強い要望がある補助事業である。今後においても、学校からの意見も取り入

れつつ充実させていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

教材研究等事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　教職員が使用する教科書及び指導書等の整備を行い、義務教育の充実を図る。
　新学習指導要領に対応した教師用指導書を支給し、学力の育成を図る。

年度7

①教師用教科書等の購入　
②教師用副読本等の購入

市立小・中学校の教員

授業内容を確実に理解し、確かな学力を育むことができるよう、一人一人の理解や習熟の程度などに応じた
きめ細かな指導を行う。

R4 R5 R6 R7
R8

教師用教科書購入冊数 冊 0 0 22,677 7,000 1,500

高松市立小中学校教職員への配布率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

市が設置する小・中学校で教育上必要であり、本事業の実施に
より教育の充実が図られ、目標どおり達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,498 9,840 200,780 84,380

5,756 6,076 193,060 76,660

3,742 3,764 7,720 7,720

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①教師用教科書等の購入　
②教師用副読本等の購入
③採択協議会

①教師用教科書等の購入　
②教師用副読本等の購入

①１９２，８２１千円
②　　　　１５０千円
③　　　　　８９千円

①　７６，５０８千円
② 　１５２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

193,060

0

0

0

0

193,060

76,660

0

0

0

0

76,660

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

少人数学級や加配教員の配置などに伴い、学校現場から指導書等の必要数増の要望の精査を行い、適宜、配付基準を見直す必要がある

。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

英語教育推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　「語学指導等を行う外国青年招致事業」（ＪＥＴプログラム）による外国語指導助手（ＡＬＴ）を市内小中学校に
派遣することにより、中学校英語教育や小学校英語活動、国際理解教育の充実を図る。
　また、市内小学校に、学級担任を補助する「英語指導補助員」を配置する。
　英語・外国語活動の授業だけでなく、ＡＬＴとの様々な活動（休み時間の活動や学校行事等）を通して、児童生徒
のコミュニケーション能力の育成と、国際理解教育の推進を図る。

年度7

○小・中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）、小学校に英語指導補助員を派遣を派遣
①報酬等
②旅費
③負担金等

市立小・中学校の児童生徒

外国語指導助手（ＡＬＴ）等の指導を受けることにより、児童生徒の英語によるコミュニケーション能力向
上と英語指導補助員が小学校教員（３～６年生）をサポートすることで、より楽しく効果的な授業づくりを
補助する。また、教職員の資質の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

外国語指導助手（ＡＬＴ）延べ授業日数 日 0 0 3,960 3,960 3,960

英語指導補助員延べ派遣時間数 時間 0 0 4,670 3,970 3,176

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

ＡＬＴ及び人材派遣の委託を活用することにより、１００％の
配置率を維持することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

英検３級相当の英語力を有する中学３年生の
割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 35 40 45
0 0 55.8

英語教育の充実に向けたより効果的な施策の実施により上昇し
ており、概ね目標を達成することが出来ている。

159.4%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

116,348 112,812 109,467 121,352

101,380 97,758 93,255 105,140

14,968 15,054 16,212 16,212

５

３

５

３

１

１

令
和

6

令
和

7

○小・中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）、小学校に英語
指導補助員を派遣を派遣
①報酬等
②旅費
③負担金等

○小・中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）、小学校に英語
指導補助員を派遣を派遣
①報酬等
②旅費
③負担金等

①　８６，９８０千円
②　　１，７２９千円
③　　４，５４６千円

①　９７，４２６千円
②　　２，３１０千円
③　　５，４０４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

93,255

0

875

0

53

92,327

101,900

0

0

3,240

0

105,140

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

検討の余地がある

業

Ａ 88 100
88 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。小規模校へのＡＬＴ派遣に委託を導入することに

より、事業効果が向上した。

現在の成果を維持しつつ、令和２年以降の５・６年教科化、３・４年外国語活動必修化を受け、今後も引き続きより良い方法について

検討し、小学校英語の充実を図る必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

児童生徒副読本支給事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　学校教育における補助教材として、道徳用、社会科用の副読本を支給することにより、教育の充実を図る。

年度7

○児童副読本の購入
　・道徳（わたしたちのふるさとかがわ）
　・社会（高松の今と昔、３・４年生）

市立小学校の児童

学校での社会科の指導や道徳の時間などに活用し、教育の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

児童生徒副読本購入冊数 冊 0 0 14,125 13,000 13,000

児童生徒副読本配布率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

市が設置する小学校で教育上必要であり、本事業の実施により
教育の充実が図られ、目標どおり達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

10,064 9,954 10,029 9,964

6,322 6,190 6,169 6,104

3,742 3,764 3,860 3,860

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

○児童副読本の購入
　・道徳（わたしたちのふるさとかがわ）
　・社会（高松の今と昔、３・４年生）

○児童副読本の購入
　・道徳（わたしたちのふるさとかがわ）
　・社会（高松の今と昔、３・４年生）

６，１６９千円

６，１０４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,169

0

0

0

0

6,169

6,104

0

0

0

0

6,104

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

各小学校に対して、より一層の活用を促していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

特別支援教育推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

学校教育法等

　特別支援学級及び通常学級に在籍する児童生徒のうち、配慮や支援が必要な児童生徒に対する日常生活上の介助を
中心に、学習の補助、児童生徒の安全確保等を行う。
　また、総合教育センターと教育支援センター「みなみ」に高松第一中学校通級指導教室のサテライト教室を設置し
、中学生を対象とした通級による指導を、総合教育センターと教育支援センター「みなみ」に発達障がい等をサポー
トするアシスト教室を設置し、短期個別指導を実施する。

年度7

①小・中学校に学校生活支援員（１７５人、５時間／日）を配置

②サテライト教室、アシスト教室の設置

特別支援学級を設置している市立小・中学校

特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対する教育の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

支援員延べ活動時間数 時間 0 0 162,343 175,000 185,000

特別支援教育支援員配置率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

特別支援教育推進事業は、市立小・中学校における特別支援教
育を推進する上で大きな役割を果たしている。学校側からの評
価も高く、学校教育の充実に大いに寄与している。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

173,664 183,588 207,321 241,578

158,696 168,534 194,197 228,454

14,968 15,054 13,124 13,124

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①小・中学校に学校生活支援員（１６５人、５時間／日）
を配置

②サテライト教室、アシスト教室の設置

①小・中学校に学校生活支援員（１７５人、５時間／日）
を配置

②サテライト教室、アシスト教室の設置

①１８８，１０２千円
②　　６，０９５千円

①２２２，０１８千円
②　　６，４３６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

194,197

0

0

0

0

194,197

228,454

0

0

0

0

228,454

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 拡充

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

各校のニーズに応じた配慮や支援を求められており、配置等について適宜対応を行う必要がある。対象児童生徒の増加や、保護者から

の個別のニーズの高まりもあり、今後一層の充実を図るため、学校生活支援員を増員しており、今後の事業効果の向上が見込まれてい

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

教育文化振興事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　児童生徒の豊かな創造力と表現力を育て、情操を高めるとともに、日常の学校教育活動の成果等を広く市民に紹介
する。

年度7

①児童生徒の文化的・科学的活動を支える事業への支援

②香川県小・中学校文化連盟負担金等

市立小・中学校の児童生徒

児童生徒の豊かな創造力と表現力を育む。

R4 R5 R6 R7
R8

支援を行った発表会、作品展、コンクール等の件数 件 0 0 6 6 6

発表会、作品展、コンクール等に出品・参加
した学校数 校

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 48 48 48
0 0 65

児童生徒の文化的・科学的活動の成果を発表する機会を設ける
ことができ、目標を概ね達成することができた。

135.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 48 48 48 48
0 0 65

0 0 48 48 48 48
0 0 65

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,407 8,311 9,377 9,731

3,665 4,547 6,289 6,643

3,742 3,764 3,088 3,088

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①児童生徒の文化的・科学的活動を支える事業への支援

②香川県小・中学校文化連盟負担金等

①児童生徒の文化的・科学的活動を支える事業への支援

②香川県小・中学校文化連盟負担金等

①　　２，１７５千円
②　　４，１１４千円

①　　１，７３１千円
②　　４，９１２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,289

145

0

0

47

6,097

5,894

66

0

0

683

6,643

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施ができた。

文化芸術活動の活性化を図るため、今後も引き続きより良い方法について検討を行う必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

いじめ等対策事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　小学校におけるいじめ等の問題行動等に対応するため、児童の臨床心理に関して高度に専門的な知識・経験を有す
るスクールカウンセラーを配置し、いじめ等の問題行動等の早期発見・早期対応や未然防止を図る。

年度7

○市内小学校にスクールカウンセラーを派遣し、いじめ等の問題行動等の早期発見・早期対応や未然防止に資する。
（１日４時間、年間１０回配置）
・事業に要する経費の１／２を市が負担する。

市立小学校の児童、保護者、教員

いじめや不登校等の重大性を認識し、正確かつ迅速な状況把握と早期解決に向けて、小学校の教育相談体制
の充実を図るとともに、いじめ等の問題行動等の早期発見・早期対応や未然防止を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

スクールカウンセラー延べ活動時間数 時間 0 0 1,520 1,520 1,520

小学校におけるスクールカウンセラーへの相
談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,500 3,500 3,500
0 0 4,717

より細やかな児童へのカウンセリングや、教職員、保護者への
専門的助言・援助、教職員等への事例研修等、スクールカウン
セラーの活用により、問題行動等の減少に繋がっており、目標
を概ね達成できている。

134.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3500 3500 3500 3500
0 0 4717

0 0 3500 3500 3500 3500
0 0 4717

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,382 7,395 6,755 7,793

3,640 3,631 3,667 4,705

3,742 3,764 3,088 3,088

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

○市内小学校にスクールカウンセラーを派遣し、いじめ等
の問題行動等の早期発見・早期対応や未然防止に資する。
（１日４時間、年間１０回配置）
・事業に要する経費の１／２を市が負担する。

○市内小学校にスクールカウンセラーを派遣し、いじめ等
の問題行動等の早期発見・早期対応や未然防止に資する。
（１日４時間、年間１０回配置）
・事業に要する経費の１／２を市が負担する。

３，６６７千円

４，７０５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,667

0

0

0

0

3,667

4,705

0

0

0

0

4,705

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

県事業に対しての負担金の支払いを行っている。学校現場からの配置時間、配置人員等の要望を伝える工夫を行い、より効果のある事

業とする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

児童生徒指導推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

いじめ防止対策推進法

　福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーの計画的・効果的な活用により、児童・生徒を取り巻く環境整備
を行い、暴力行為などの問題行動や不登校等の未然防止、早期発見・早期対応を促すシステム作りを行う。

年度7

①スクールソーシャルワーカーの配置等
②いじめ相談専門員の配置

市立小・中学校の児童生徒

　社会福祉等の専門的な知識と技術を用い、児童・生徒を取り巻く環境を整備することにより、問題解決を
図る。

R4 R5 R6 R7
R8

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）延べ派遣回数 回 0 0 3,629 3,800 3,800

スクールソーシャルワーカーによる支援件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,300 1,300 1,300
0 0 2,198

スクールソーシャルワーカーの配置が、暴力行為などの問題行
動や不登校等に対する早期発見・早期対応につながっており、
解決の一助となっている。 169.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1300 1300 1300 1300
0 0 2198

0 0 1300 1300 1300 1300
0 0 2198

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

104,285 117,846 140,498 143,796

89,317 102,792 125,058 128,356

14,968 15,054 15,440 15,440

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①スクールソーシャルワーカーの配置等
②いじめ相談専門員の配置

①スクールソーシャルワーカーの配置等
②いじめ相談専門員の配置

①１１８，５３２千円
②　　６，５２６千円

①１２１，４００千円
②　　６，９５６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

125,058

27,352

0

0

0

97,706

88,249

0

0

0

40,107

128,356

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

学校現場に制度が浸透するにつれて、事業の目的に合った人材活用を行うことができるようになってきている。

スクールソーシャルワーカーについては、今後、全ての小・中学校への配置を目指し、拡充する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

小中一貫・連携教育推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

なし

　高松第一学園において実施している義務教育９年間の連続性、発展性に留意した小中一貫教育を充実させるととも
に、その成果を踏まえた小中連携教育を全市立小・中学校で推進する。

年度7

○小中一貫教育の成果を踏まえた全市における小中連携の推進
　・高松みらい科（環境教育・キャリア教育）、小学校英語教育の成果
　・９年間を見通した系統的・継続的な学習指導、生徒指導
○各中学校区における小中交流会等の事業開催

○高松第一学園の児童生徒
○各中学校区の児童生徒

○義務教育９年間の連続性、継続性・発展性に留意した学校運営を行うことにより、教育内容、指導方法等
の改善を図り、子どもたちの確かな学力や豊かな人間性、健やかな体を育む。

R4 R5 R6 R7
R8

「高松みらい科」授業時間数 時間 0 0 470 470 470

小中連携教育の実践中学校区数 校 0 0 22 22 22

「英語」・「高松みらい」の授業のアンケー
ト支持率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 80

「高松みらい科」にみられる、キャリア教育、環境教育などに
ついて、小中が連携して教育を行う素地となっている。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 80

0 0 80 80 80 80
0 0 80

小中連携教育の実践校数 校

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 69 69 69
0 0 69

全ての小・中学校で各学校区の実情に応じた取組を行い、目標
は達成できている。

100.0%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,742 3,764 3,860 3,860

0 0 0 0

3,742 3,764 3,860 3,860

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

○小中一貫教育の成果を踏まえた全市における小中連携の
推進
　・高松みらい科（環境教育・キャリア教育）、小学校英
語教育の成果
　・９年間を見通した系統的・継続的な学習指導、生徒指
導
○各中学校区における小中交流会等の事業開催

○小中一貫教育の成果を踏まえた全市における小中連携の
推進
　・高松みらい科（環境教育・キャリア教育）、小学校英
語教育の成果
　・９年間を見通した系統的・継続的な学習指導、生徒指
導
○各中学校区における小中交流会等の事業開催

予算なし

予算なし

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 94 100
94 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

全体的には小中学校間の円滑な教育の接続、中１ギャップの解消を図ることを引き続き目指す。個別には学習面でのサポートの必要な

子どもたちへのサポートを充実させる。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

学校図書館活性化推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

子どもの読書活動の推進に関する法律、学校

　学校図書館用図書の一層の効果的活用を図るとともに、児童・生徒の個性を伸ばす教育に資するため、学校図書館
指導員を学校に配置し、情報提供等の支援を行う。
・読書センターとしての機能を発揮できる学校図書館の効果的な運営を行い、本の読み聞かせなどを通して、感動す
る本と出会う機会を作ることで豊かな心を育み、知的好奇心を高める。
・学習・情報センターとしての機能の充実を図り、情報の収集、選択、整理、発信等の力を高める。

年度7

①小学校４７校、中学校２２校に学校図書館指導員（６０人、６時間／日）を配置し、情報提供等の支援を行う。
②図書館ボランティアネットワークかがわとの協働事業の活用
③親子読書活動の推進

市内小・中学校の児童生徒

児童生徒の読書への関心を高める。

R4 R5 R6 R7
R8

指導員延べ年間活動日数 日 0 0 14,580 12,060 12,060

児童１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数 冊

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 61 61 61
0 0 69.1

学校図書館指導員を配置したことで、児童が図書室を利用する
機会が増え、読書意欲もさらに高まっており、目標を達成する
ことができている。 113.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 61 61 61 61
0 0 69.1

0 0 61 61 61 61
0 0 69.1

生徒１人当たりの学校図書館図書の貸出冊数 冊

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 12 12 12
0 0 13

学校図書館指導員を配置したことで、生徒が図書室を利用する
機会が増え、読書意欲もさらに高まっていると考えられる。

108.3%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

177,727 184,838 225,788 231,679

173,985 181,074 221,928 227,819

3,742 3,764 3,860 3,860

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①小学校４７校、中学校２２校に学校図書館指導員（６０
人、６時間／日）を配置し、情報提供等の支援を行う。
②図書館ボランティアネットワークかがわとの協働事業の
活用
③親子読書活動の推進

①小学校４７校、中学校２２校に学校図書館指導員（６０
人、６時間／日）を配置し、情報提供等の支援を行う。
②図書館ボランティアネットワークかがわとの協働事業の
活用
③親子読書活動の推進

①２２１，９２８千円
②　　　　　　０千円
③　　　　　　０千円

①２２７，８１９千円
②　　　　　　０千円
③　　　　　　０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

221,928

0

0

0

0

221,928

227,819

0

0

0

0

227,819

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

配置の見直しや学校現場における活用を推進するなど、事業の費用対効果を高める方策を検討し、学校図書館の一層の充実、利用促進

を図っていく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

子どものシビックプライド醸成事業

教育局

学校教育課

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

　第３期高松市教育振興基本計画の基本的な考え方の一つである「高松で育ち、高松で学び、高松で暮らして良かっ
たと思える教育」の実現に向け、高松プライドプロジェクトを実施し、子どもたちのシビックプライド（地域の持続
的な発展に当事者として貢献しようとする心）を育てる。

年度7

○動画・マップの編集等委託等

高松市立小・中学校の児童生徒及び高松第一高等学校の生徒

高松市立小・中学校の代表児童生徒が学校や地域をよりよくするための取組について、意見交換や情報交換
を行う高松プライドプロジェクトを実施し、自分の住む地域や高松市に誇りをもち、地域社会への参画意欲
につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

高松プライドプロジェクト参加校数 校 0 0 24 22 22

参加者のうち、市民参画意識が高まった児童
生徒の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 100

高松プライドプロジェクトを予定通り実施し、参加した児童全
員に、市民意識の高まりが見られ、目標を達成できた。

111.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 100

0 0 90 90 90 90
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 7,548 8,764

0 0 2,144 3,360

0 0 5,404 5,404

５

５

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

○動画・マップの編集等委託等

○動画・マップの編集等委託等

２，１４４千円

３，３６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,144

0

0

0

0

2,144

3,360

0

0

0

0

3,360

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 98 100
98 継続

　目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

シビックプライドの醸成に向けて、令和７年度も高松プライドプロジェクトを高松市立中学校及び高松第一高等学校の代表生徒を対象

に実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

安全対策と教育機能の充実

遠距離児童・生徒等通学費助成事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　離島及び合併前の塩江町・香川町区域内の通学が困難な地域から通学する児童生徒の保護者、また、小学校の統合
によって従前より通学距離が延長となる児童の保護者に対し、予算の範囲内で補助金を交付することにより、児童生
徒の安全及び保護者負担の軽減を図る。

年度7

①【小学校】遠距離児童通学費補助金の交付及びスクールバス運行業務委託（塩江・庵治）
②【中学校】遠距離生徒通学費補助金の交付及びスクールバス運行業務委託（塩江）

離島及び合併前の塩江町・香川町区域内からの遠距離通学児童生徒の保護者を対象に実施。

遠距離児童等の保護者負担を軽減するとともに、児童生徒の登下校の安全確保を図る。
通学費補助率＝通学費補助児童生徒数／通学費補助対象児童生徒数

R4 R5 R6 R7
R8

通学費補助件数 件 0 0 14 10 10

通学費補助率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

教育環境の均等化が図られる本事業の実施により、義務教育の
円滑な実施が図られ目標どおり達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

25,522 24,761 36,594 52,883

22,528 21,750 30,418 46,707

2,994 3,011 6,176 6,176

５

３

５

３

３

１

令
和

6

令
和

7

①【小学校】遠距離児童通学費補助金の交付及びスクール
バス運行業務委託（塩江・庵治）
②【中学校】遠距離生徒通学費補助金の交付及びスクール
バス運行業務委託（塩江）

①【小学校】遠距離児童通学費補助金の交付及びスクール
バス運行業務委託（塩江・庵治）
②【中学校】遠距離生徒通学費補助金の交付及びスクール
バス運行業務委託（塩江）

①　１７，２７９千円
②　１３，１３９千円
　

①　３０，５３２千円
②　１６，１７５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

30,418

0

0

0

157

30,261

41,939

165

2,300

0

2,303

46,707

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

検討の余地がある

業

Ａ 90 100
90 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

申請窓口となっている学校の事務負担の軽減を図るために、対象者の把握等について、学校との連携を密に行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

安全対策と教育機能の充実

教育資金支援事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　成績優秀かつ向学心おう盛な生徒であって、経済的理由のため進学困難な者に対し、奨学金を支給するとともに、
高等学校等に入学を希望する生徒の保護者で、入学準備金の調達が困難な者に対し、入学準備金を貸し付け、教育の
機会均等に努める。また、大学等へ進学した者の保護者で、入学資金融資制度を利用した者に対し、利子補給を行い
、保護者の経済的負担の軽減を図る。

年度7

①奨学金の支給
②入学準備金の貸付
③大学等教育資金利子補給
④高等学校等入学準備助成金

経済的理由のため就学困難な者

就学を希望する者が経済的理由で、その機会を失うことがないよう就学の機会を与える。

R4 R5 R6 R7
R8

奨学金支給人数 人 0 0 194 190 190

奨学金受給希望者の高等学校等の進学率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

就学者の経済的負担が軽減され、教育環境の充実に結びつき、
目標どおり達成できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

29,755 28,681 41,021 53,159

26,013 24,917 30,985 36,947

3,742 3,764 10,036 16,212

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①奨学金の支給
②入学準備金の貸付
③大学等教育資金利子補給
④高等学校等入学準備助成金

①奨学金の支給
②入学準備金の貸付
③大学等教育資金利子補給
④高等学校等入学準備助成金

①　２２，２３７千円
②　　２，３５４千円
③　　　　　５９千円
④　　６，３３５千円

①　２３，７６７千円
②　　２，２６０千円
③　　　　　６０千円
④　１０，８６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

30,985

0

0

0

8,131

22,854

23,866

13,081

0

0

0

36,947

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

例年広報誌やＨＰ、学校を通じて制度の周知に努めているが、支給人数は横ばいである。市民ニーズに合致しているか引き続き検討す

る必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

教員の資質向上と教育指導体制の充実

学校・地域連携システム推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

学校教育法施行規則　高松市立の管理運営に

学校運営協議会を各小・中学校に設置する。地域連携システムにおける学校運営協議会は、学校が、保護者や地域の
住民に対し、学校運営に関して、活動内容を報告したり、意見や支援活動を求めることで、当該学校のよりよい教育
の実現に取り組む。

年度7

○学校運営協議会委員報酬等

学校、地域

学校が保護者や地域の住民に対し、学校運営に関して、活動内容を報告したり、意見や支援活動を求めたり
することで、当該学校のよりよい教育の実現に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

学校・地域連携システム組織結成校数 校 0 0 69 69 69

学校・地域連携システム組織結成割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 100

すべての学校で組織を結成することができており、目標は達成
できた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 100

0 0 100 100 100 100
0 0 100

学校評価（家庭や地域との連携・協働）の評
価平均得点 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3.6 3.6 3.6
0 0 3.4

家庭や地域との連携・協働に関して、保護者や地域が効果を実
感することができる事業実施方法を検討する必要がある。

94.4%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,074 8,349 10,886 12,092

332 4,585 5,482 6,688

3,742 3,764 5,404 5,404

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

○学校運営協議会委員報酬等

○学校運営協議会委員報酬等

５，４８２千円

６，６８８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,482

0

0

0

0

5,482

6,688

0

0

0

0

6,688

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 94 100
94 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

各校の具体的な活動内容の情報共有を図るなどにより、一層充実した活動となるよう努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

教員の資質向上と教育指導体制の充実

研究指定校研究推進事業

教育局

学校教育課

087-839-2616

令和 年度～6 令和 年度13

　国・県から研究指定校等事業を受けることで、学校課題の解決及び学校教育活動の改善・充実を図るとともに、教
職員の資質・能力の向上を図る。

年度7

○国・県から事業を受託し、研究指定校が必要とする経費を支出する。
○研究推進についての指導・助言を行う。
①小学校費
②中学校費

市立小・中学校

研究指定校等事業の実施により、学校課題の解決等を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

研究推進についての指導・助言を行った学校数 校 0 0 14 9 9

研究指定校等事業の成果をいかしている学校
の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 12 12 12
0 0 19.2

研究指定等事業の受託を希望する学校への支援により、学校課
題の解決等を図りながら、目標を概ね達成できた。

160.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 12 12 12 12
0 0 19.2

0 0 12 12 12 12
0 0 19.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,316 4,508 3,736 4,316

574 744 1,420 2,000

3,742 3,764 2,316 2,316

５

３

５

３

１

５

令
和

6

令
和

7

○国・県から事業を受託し、研究指定校が必要とする経費
を支出する。
○研究推進についての指導・助言を行う。
①小学校費
②中学校費

○国・県から事業を受託し、研究指定校が必要とする経費
を支出する。
○研究推進についての指導・助言を行う。
①小学校費
②中学校費

①　　　６８０千円
②　　　７４０千円

①　　１，０００千円
②　　１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,420

0

1,420

0

0

0

0

0

0

2,000

0

2,000

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

目標を概ね達成することができ、事業の目的に合った実施を行うことができている。

県からの委託金を受ける事業実施方法により、本市の事務処理が非常に煩雑になっている。学校における事務も負担が大きく、今後、

実施方法の見直しを行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

学校教育における食育推進事業

教育局

保健体育課

087-811-6300

令和 年度～6 令和 年度13

食育基本法、学校給食法

児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるため、学校教育における食育の推進を図る。

年度7

①朝日新町学校給食センターでの各種食育関連行事の開催等②市内各調理場の状況に応じたアレルギー対応
③私立幼稚園の園児・保護者への指導を通じた、幼児期からの食育の推進
④地域の特色ある献立の実施

小・中学校、幼稚園の児童生徒及び園児

様々な経験を通じて、「食」に関する知識と「食」を選択する知識を習得し、健全な食生活を実践すること
ができる人を育てる。

R4 R5 R6 R7
R8

食に関する年間指導計画を作成している学校数 校 0 0 69 69 69

食に関する年間指導計画を作成している学校の割合 ％ 0 0 100 100 100

学校給食における県産食材使用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 46.4 46.4 46.4
0 0 46.5

県産食材の使用については、県の補助事業を活用し、積極的に
県産食材を取り入れた結果、目標を達成できた。

100.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 46.4 46.4 46.4 46.4
0 0 46.5

0 0 46.4 46.4 46.4 46.4
0 0 46.5

食育セミナー開催回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4 4 4
0 0 3

食育セミナーについては、「かんきつ収穫体験」が雨天のため
中止となったが、その他は予定どおり実施できた。

75.0%

点26



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,048 14,654 15,886 16,260

5,292 5,847 6,854 7,228

8,756 8,807 9,032 9,032

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①朝日新町学校給食センターでの各種食育関連行事の開催
等②市内各調理場の状況に応じたアレルギー対応
③私立幼稚園の園児・保護者への指導を通じた、幼児期か
らの食育の推進
④地域の特色ある献立の実施

①朝日新町学校給食センターでの各種食育関連行事の開催
等②市内各調理場の状況に応じたアレルギー対応
③私立幼稚園の園児・保護者への指導を通じた、幼児期か
らの食育の推進
④地域の特色ある献立の実施

①～④会計年度任用職員栄養
士報酬等　
　　　　　　６，８５４千円

①～④会計年度任用職員栄養
士報酬等　
　　　　　　７，２２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,854

0

0

0

0

6,854

7,228

0

0

0

0

7,228

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 83 100
83 継続

県産食材については、県の補助事業を活用し、積極的に県産食材を取り入れた結果、目標を達成できた。食育セミナーについては、「

かんきつ収穫体験」が雨天のため中止となったが、その他のセミナーは予定どおり実施できた。

朝日新町学校給食センターを食育の拠点として活用し、食育セミナーの開催等引き続き食育の推進に努めるとともに、県産食材使用率

の目標を達成することができるよう、関係機関と協議する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

学校給食推進事業

教育局

保健体育課

087-811-6300

令和 年度～6 令和 年度13

学校給食法等

児童生徒が学校給食を通じて、正しい食習慣や健康管理能力を身に付けることができるよう、給食関係職員への研修
等を実施し、学校における食に関する指導の充実を図るとともに、各衛生検査の実施により、衛生管理の徹底を図る
。

年度7

①栄養教諭・栄養職員・教職員・調理従事者に対する研修会の実施
②学校給食研究会への補助
③各衛生検査の実施

栄養教諭・栄養職員・教職員・調理従事者

学校給食に関する知識の習得等により、資質等の向上及び学校給食の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

研修開催回数 回 0 0 16 16 12

研修参加率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 90

学校行事や他研修会等との重複などによる欠席者があったが、
おおむね目標を達成することができた。

94.7%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 90

0 0 95 95 95 95
0 0 90

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

13,512 14,204 14,889 15,954

5,280 5,924 6,397 7,462

8,232 8,280 8,492 8,492

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

①栄養教諭・栄養職員・教職員・調理従事者に対する研修
会の実施
②学校給食研究会への補助
③各衛生検査の実施

①栄養教諭・栄養職員・教職員・調理従事者に対する研修
会の実施
②学校給食研究会への補助
③各衛生検査の実施

委託料　　　　２，５２６千
円
負担金及び補助金　１４４千
円
検便等手数料　３，４８５千
円
その他　　　　　　２３７千
円

委託料　　　　２，５８４千
円
検便等手数料　４，３４４千
円
負担金及び補助金　１９４千
円
その他　　　　　　３４０千
円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

6,397

0

0

0

32

6,365

7,355

107

0

0

0

7,462

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 92 100
92 継続

学校における食に関する指導、危機管理、学校給食における衛生管理、新しい献立の開発等をテーマに研修を実施した。

　学校行事や他研修会等との重複などによる欠席者があり、目標が達成できなかった。研修内容については、今後も、現場の状況や要

望に応じたテーマを、随時検討する必要がある。

研修内容について、現場の状況や要望に対応できるよう、毎年見直しを行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

生徒等健康診断事業

教育局

保健体育課

087-839-2657

令和 年度～6 令和 年度13

学校保健安全法第１１条、第１３条

　児童生徒等の健康の保持増進を図り、学校教育の円滑な実施とその成果の確保に資することを目的とし、学校保健
安全法に基づき、毎学年６月末までに児童生徒等の健康診断を実施するとともに、小児生活習慣病予防検診を実施す
る。
　また、翌年度に小学校に就学する児童の健康状態等を把握するため、学校保健安全法に基づき健康診断を実施する
。

年度7

①小学校児童の健康診断、小児生活習慣病予防検診
②中学校生徒の健康診断、小児生活習慣病予防検診
③高等学校生徒の健康診断
④就学時健康診断

高松市立の小中学校及び一高の児童生徒

疾病の早期発見、治療指導等保健管理の充実を図る。
子どもの頃から自分の健康状態を知り、よい生活習慣を身につけるとともに、生涯にわたって健康な生活を
送ることができるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

学校医出校指導のべ回数 回 0 0 1,712 1,600 1,600

二次検診の受診率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 65 65
0 0 54.4

感染症拡大防止対策の観点からの受診機会の減少に伴い、受診
率は横ばい傾向となっている。引き続き、小児生活習慣病予防
検診に対する意識啓発に取り組む。 83.7%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 65 65 65
0 0 54.4

0 0 65 65 65 65
0 0 54.4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

164,583 155,492 155,399 158,080

153,357 144,201 143,819 146,500

11,226 11,291 11,580 11,580

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①小学校児童の健康診断、小児生活習慣病予防検診
②中学校生徒の健康診断、小児生活習慣病予防検診
③高等学校生徒の健康診断
④就学時健康診断

①小学校児童の健康診断、小児生活習慣病予防検診
②中学校生徒の健康診断、小児生活習慣病予防検診
③高等学校生徒の健康診断
④就学時健康診断

①９５，９３３千円
②４３，９５４千円
③２，８６４千円
④１，０６９千円

①９７，００１千円
②４５，４１４千円
③２，９８８千円
④１，０９７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

143,819

111

3,381

0

0

140,327

143,099

0

0

3,290

111

146,500

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 84 100
84 継続

　児童生徒が、早い時期から自身の健康状態を把握することにより、良い生活習慣を身につけるきっかけとなっている。今後も、家庭

等と密に連携し、児童生徒の健康の保持増進を図っていく。

　児童生徒にとって、定期的に自身の健康状態を把握する機会は重要である。学校において、その結果や傾向をもとに健康教育を推進

することは、児童生徒の健康生活を実践する意欲を高め、生涯にわたって健康的な生活を送るための基盤づくりとなることから、今後

も家庭等との連携を密にし、児童生徒の健康の保持増進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

学校体育推進事業

教育局

保健体育課

087-839-2657

令和 年度～6 令和 年度13

児童生徒の交流の場として体育大会等を開催し、体力・運動能力の向上や相互の友情を深めるとともに、教職員の体
育指導の資質を高めるなど、体育の充実発展と心身ともに健全な児童生徒の育成を図る。

年度7

①小学校：陸上記録会の開催、課外活動等外部講師の派遣
②中学校：高松地区中学校体育大会の開催及び参加生徒輸送補助、全国中学校体育大会・四国中学校総合体育大会へ
の参加生徒輸送補助、運動部活動外部講師の派遣等

高松市立小中学校の児童生徒

各種体育大会等を開催することで、児童生徒の体力・運動能力向上を図り、交流の場を提供する。
また、学校体育の中で、各学校の特色ある「体力向上プラン」を実践し、児童生徒の体力つくりの推進と改
善に努め、運動習慣の確立を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

特色ある「体力向上プラン」を実践している小中学校 学校数 0 0 71 70 70

全国調査にて本市平均が全国平均を上回るか
同等の項目 項目数

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 14 14 14
0 0 14

中学校女子においては、全種目で前回調査（令和５年度）より
下回ったものの、小学校男女及び中学校男子において、前回調
査（令和５年度）から上昇したものがあり、目標を達成できた
。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 14 14 14 14
0 0 14

0 0 14 14 14 14
0 0 14

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

43,754 44,623 33,093 33,838

32,528 33,332 26,145 26,890

11,226 11,291 6,948 6,948

５

３

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

①小学校：陸上記録会の開催、課外活動等外部講師の派遣
②中学校：高松地区中学校体育大会の開催及び参加生徒輸
送補助、全国中学校体育大会・四国中学校総合体育大会へ
の参加生徒輸送補助、運動部活動外部講師の派遣等

①小学校：陸上記録会の開催、課外活動等外部講師の派遣
②中学校：高松地区中学校体育大会の開催及び参加生徒輸
送補助、全国中学校体育大会・四国中学校総合体育大会へ
の参加生徒輸送補助、運動部活動外部講師の派遣等

①２，５０８千円
②２３，６３７千円

①２，８８０千円
②２４，０１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,145

0

0

0

0

26,145

26,890

0

0

0

0

26,890

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 継続

　全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果において、体力合計点は、前回調査（令和５年度）から小学校男子は上回り、小学校女子

及び中学校男女は下回った。授業内容の工夫や様々な取組の好事例を紹介することで、体力・運動能力の向上を目指す。

　運動習慣に関して二極化が進んでおり、運動好きな児童生徒を育成するため、授業内容の工夫や様々な取組への参加啓発や好事例を

紹介していく。また、健康三原則の重要性を家庭や地域に啓発し、連携の推進を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

部活動の地域移行推進事業

教育局

保健体育課

087-839-2657

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑩7- 高松市地域部活動検討委員会設置要綱等

運動部活動指導従事に伴う教職員負担軽減のため、学校における部活動指導方針に沿い、運動部活動指導員を積極的
に配置する。
また、運動部活動の地域展開をスムーズに行うため、合同活動や拠点活動における学校間の調整や、受け皿となる団
体の掘り起こしを行うコーディネーターを設置するとともに、検討委員会の設置とモデル事業を行う。

年度7

①モデル事業
②コーディネーター配置支援等体制整備
③部活動指導員配置
④地域部活動検討委員会

高松市立中学校の生徒

将来にわたり生徒がスポーツ活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、中学校部活動の地域
移行に向けて、モデル事業やコーディネーターの配置等の実証事業に取り組む。

R4 R5 R6 R7
R8

地域移行に向けたモデル事業に取り組む市立中学校数 校 0 0 3 5 10

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

成果指標については、令和７年度中に公表される予定の令和８
年度以降の国の方針に基づき、本市の方針が固まってから設定
する。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 19,620 35,482

0 0 14,988 30,850

0 0 4,632 4,632

５

５

５

１

１

１

令
和

6

令
和

7

①モデル事業
②コーディネーター配置支援等体制整備
③部活動指導員配置
④地域部活動検討委員会

①モデル事業
②コーディネーター配置支援等体制整備
③部活動指導員配置
④地域部活動検討委員会

①１，８５４千円
②６，６０９千円
③６，４６０千円
④　　　６５千円

①　４，７３９千円
②　３，０４２千円
③２２，９５９千円
④　　　１１０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

14,988

7,790

3,838

0

77

3,283

9,224

45

0

13,848

7,733

30,850

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が小さい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ｂ 18 30
60 拡充

　高松市立中学校の部活動地域移行支援コーディネーターを設置し、学校や地域の現状や課題について聞き取りを行い、運動部活動の

地域移行に向けて様々な提案を受けたり、モデル事業を実施した結果や検討委員会での意見を踏まえ、今後の方針について検討してい

く必要がある。また、運動部活動指導員の積極的な配置により、顧問の負担軽減につながった。

　成果指標については、令和７年度中に公表される予定の令和８年度以降の国の方針に基づき、本市の方針が固まってから設定する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

学校教育施設の充実

学校給食調理場整備事業

教育局

保健体育課

087-811-6300

令和 年度～6 令和 年度13

学校給食法、高松市学校給食調理場整備指針

安全で安心な学校給食の提供を行うため、施設の老朽化が著しい学校給食調理場について、衛生管理を強化した施設
とするなど、令和２年度に策定した「高松市学校給食調理場整備計画」等に基づき、計画的かつ効果的に整備を行う
。

年度7

①太田小学校配膳室整備及び受配準備
②朝日新町学校給食センター厨房機器オーバーホール
③朝日新町学校給食センターボイラー改修工事・工事監理
④朝日新町学校給食センター外壁改修工事
⑤朝日新町学校給食センター空調設備更新

学校給食調理場

児童生徒に安全で安心な学校給食を提供するため、衛生管理を強化した施設を整備する。

R4 R5 R6 R7
R8

学校給食調理場の増改築・改修・修繕等実施件数 件 0 0 4 4 4

ドライ仕様の調理場から給食が提供される学
校の比率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 26 26 26
0 0 26

衛生管理を強化したドライ施設として計画的に整備することで
、ドライ施設から給食が提供される学校が増加し、児童生徒が
、健康的で快適に学習・生活できる学校教育環境を整えること
ができる。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 26 26 26 26
0 0 26

0 0 26 26 26 26
0 0 26

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

38,624 65,515 113,995 206,876

28,146 54,977 103,187 192,980

10,478 10,538 10,808 13,896

５

５

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①朝日新町学校給食センター食器洗浄ラインオーバーホー
ル
②朝日新町学校給食センターボイラー３号機改修工事
③朝日新町学校給食センター屋上階外壁改修工事
④中央小学校給食共同調理場機器更新（真空冷却機）
⑤学校給食共同調理場整備検討委員会
その他

①太田小学校配膳室整備及び受配準備
②朝日新町学校給食センター厨房機器オーバーホール
③朝日新町学校給食センターボイラー改修工事・工事監理
④朝日新町学校給食センター外壁改修工事
⑤朝日新町学校給食センター空調設備更新
⑥朝日新町学校給食センターカートイン蒸し器更新
⑦牟礼学校給食共同調理場機器更新（真空冷却機）
⑧牟礼学校給食調理場厨房機器更新
⑨学校給食共同調理場整備検討委員会

①５７，０９０千円
②１９，８００千円
③　６，７６９千円
④１２，３２０千円
⑤　　　　３７千円
７１千円

①３１，１１８千円
②８６，９００千円
③３２，６９９千円
④　９，７２９千円
⑤　２，４３９千円
⑥　６，９３０千円
⑦１４，５７４千円
⑧　８，５０３千円
⑨　　　　８８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

103,187

0

0

29,700

2,000

71,487

148,680

4,000

40,300

0

0

192,980

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 96 100
96 継続

学校給食調理場の老朽化に対応するため、調理機器の更新やオーバーホールのほか、施設の修繕等について計画的に行った。

学校給食調理場の老朽化が進行しており、学校給食に要求される衛生管理に対応し、今後も安定した学校給食を供給するためには、将

来を見据えて計画的かつ効果的に施設整備を行う必要がある。

また、運営方式の検討も必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

学校・家庭・地域の連携・協働の推進

子どもを中心にした地域交流事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　各地域のコミュニティ協議会や子ども会、ＰＴＡ等の複数の各種団体で構成された実行委員会が、年間７日以上実
施する、子ども、保護者及び地域の大人が交流する事業に対して助成する。

年度7

継続１団体への補助

各地域の児童生徒とその保護者並びに地域の大人

事業を通して、地域の子どもと保護者並びに大人が接する機会を増やし、交流を深めることで、人と人との
ネットワークが拡がり、地域の教育力が向上する。

R4 R5 R6 R7
R8

事業に関するホームページ更新回数 回 0 0 1 1 0

当該事業が「効果があった」と実感した地域
の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 0
0 0 100

事業の活用に関する、アンケート調査結果では、実施２団体と
もに「効果があった」と回答があり、今後も何らかの形で事業
を継続する意向であるなど、地域の教育力向上を図ることがで
きた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 0 0
0 0 100

0 0 100 100 0 0
0 0 100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

2,788 2,598 2,476 2,396

543 340 160 80

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

３

３

１

０

令
和

6

令
和

7

継続２団体への補助

継続１団体への補助

継続
　　　　　２団体×８０千円

継続
　　　　　１団体×８０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

160

0

0

0

0

160

80

0

0

0

0

80

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

十分可能で、検討すべきで

業

業

ある

Ａ 85 100
85 継続

　実施した地域では、子ども・保護者・大人との交流拡大に繋がり、一定の効果をあげることができた。助成期間終了後も、地域学校

協働活動の中で同様の取組が行われるよう、積極的な推進を図る必要がある。

　令和７年度継続団体である１団体への補助を最後に、事業としては所期の目的を達成したため、終了するが、当事業を行った地域に

おいては、実施効果が持続的なものとなるよう、地域学校協働活動を推進するなど、地域の教育力の向上につなげていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

学校・家庭・地域の連携・協働の推進

家庭教育推進事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　家庭教育力の更なる向上を図るため、保護者を対象に、小学校における就学時健康診断・入学説明会や、幼稚園の
授業参観等の機会に専門の講師による「家庭教育応援講座」を実施し、多種多様な学習機会・関連情報を提供する。
　また、保護者が空き時間等を利用し、家庭教育について学べる機会を提供するため、「家庭教育コラム」の掲載や
家庭教育に関する動画の配信などを実施する。
　さらに、子どもたちが生活リズムを向上させ、様々な活動に積極的に取り組み、健やかに成長できるよう、文部科
学省が展開している「早寝早起き朝ごはん運動」の更なる普及・啓発活動を推進する。

年度7

家庭教育応援講座開催
家庭教育についての情報発信
早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発事業の実施

市内の幼児・児童・生徒の保護者

身近な人から子育てを学んだり、助け合う機会が減少する中、安心して子育てや家庭教育ができる環境をつ
くる。
家庭において、親子で規則正しい生活習慣の必要性について考え、取り組むことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

家庭教育コラム掲載回数 回 0 0 5 5 5

家庭教育応援講座の開催回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 175 180 185
0 0 162

事業の活用について積極的に周知を行った結果、目標値には届
かなかったが、９０％を超える講座を開設し、家庭の教育力向
上に資することで、概ね目標を達成することができた。 92.6%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 175 180 185 190
0 0 162

0 0 175 180 185 190
0 0 162

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,917 5,903 6,256 7,228

678 634 852 1,824

5,239 5,269 5,404 5,404

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

家庭教育応援講座開催
家庭教育についての情報発信
早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発事業の実施

家庭教育応援講座開催
家庭教育についての情報発信
早寝早起き朝ごはん運動普及・啓発事業の実施

講座謝金　　５９９千円
情報発信謝金　３０千円
早寝早起き朝ごはん運動　
　　　　　　２２３千円

講座謝金　１，２０３千円
情報発信謝金　　３６千円
早寝早起き朝ごはん運動
　　　　　　　５８５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

852

283

0

0

0

569

1,018

0

0

300

506

1,824

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 88 100
88 継続

　令和４年度からは、家庭教育学級を子育て力向上応援講座に統合し、事業内容を拡充した上で、家庭教育応援講座として実施すると

ともに、時間や場所を問わず家庭教育について学習できるよう、「家庭教育コラム」の掲載等を実施している。

　学校・園からの希望に基づく開催回数は減少傾向にあるため、保護者のニーズやライフスタイルの多様化に対応した、家庭教育につ

いての学びの機会の提供方法について検討する必要がある。

　引き続き、制度の周知等に努めるとともに、家庭教育コラムの掲載や動画配信を始め、様々な媒体を活用した効率的な家庭教育に関

する啓発活動を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

学校・家庭・地域の連携・協働の推進

地域学校協働活動推進事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組

　「学校を核とした地域づくり」を目指し、地域で活動する様々な住民等の参画を得て、地域と学校が連携して、社
会全体で子どもの学びや成長を支える「地域学校協働活動」を推進するため、地域と学校の実情を理解し、双方をつ
なぐことができるコーディネーターを配置したモデル事業を令和６年度から８年度まで実施し、その効果検証も踏ま
えて、９年度から本格実施する。

年度7

モデル校８校における実践支援
地域・学校関係者等への周知啓発及び研修会等の開催
各校独自の課題解決支援のための小・中学校への個別訪問・相談対応

小学校区単位で配置するコーディネーターと地域住民、学校職員

コーディネーターの仲立ちの下、地域、学校それぞれ共通して抱える課題について共に議論し、連携・協働
して解決を図ることができる地域社会が構築される。

R4 R5 R6 R7
R8

地域学校協働活動に関する研修会等の実施回数 回 0 0 2 2 2

地域学校協働活動推進員を委嘱している小学
校数 校

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4 8 8
0 0 4

小学校全校に対して聞き取りし把握した状況に基づき、モデル
事業の初年度は、先駆的な取組を実践している４校について、
コーディネーターを委嘱し、事業を推進することができた。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4 8 8 12
0 0 4

0 0 4 8 8 12
0 0 4

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 4,285 14,954

0 0 425 7,234

0 0 3,860 7,720

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

モデル校４校における実践支援
地域・学校関係者等への周知啓発及び研修会等の開催
各校独自の課題解決支援のための小・中学校への個別訪問
・相談対応

モデル校８校における実践支援
地域・学校関係者等への周知啓発及び研修会等の開催
各校独自の課題解決支援のための小・中学校への個別訪問
・相談対応

２０８千円
２１３千円
　　４千円

１，４６５千円
　　　８４千円
　　　　５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

425

139

0

0

0

286

6,731

0

0

0

503

7,234

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 96 100
96 拡充

　モデル事業の実施初年度は、モデル校において地域・学校それぞれにメリットがある新たな取組が見られたほか、地域住民・学校関

係者等を対象に開催した研修会には多数の参加があり、事業の普及促進につながった。

　これらの取組の効果を検証し、次年度以降の事業を推進する必要がある。

　モデル事業実施期間の成果の分析や支援の効果を検証するなどして、令和９年度以降の本格実施に向けた検討を行い、制度構築を図

っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

青少年の健全育成の推進

少年教育推進事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　新春子どもフェスティバルや子ども会リーダー研修会等の共催事業を、高松市子ども会育成連絡協議会と連携して
実施するなど、子どもの健全育成を図る。

年度7

新春子どもフェスティバル開催
子ども会フットベースボール大会開催
子ども会育成指導者講習会開催
地域活動促進事業（少年教育指導者派遣）の実施

高松市子ども会育成連絡協議会、各校区子ども会加入児童

社会的活動やスポーツ・レクリエーション活動等への参加を通じ、自主性や協調性、リーダーシップを身に
付けるなどして、子どもたちの人間的成長が育まれる。

R4 R5 R6 R7
R8

共催事業の実施回数 回 0 0 6 5 5

リーダーとしての自覚が高まった小学生の割
合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 100 100 100
0 0 96.22

目標値には届かなかったが、子どもたちの意識が高まり、その
健全育成に資することで概ね目標を達成することができた。

96.2%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 100 100 100 100
0 0 96.22

0 0 100 100 100 100
0 0 96.22

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,551 9,491 9,288 9,792

2,067 1,964 1,568 2,072

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

新春子どもフェスティバル開催
子ども会フットベースボール大会開催
子ども会育成指導者講習会開催
地域活動促進事業（少年教育指導者派遣）の実施

新春子どもフェスティバル開催
子ども会フットベースボール大会開催
子ども会育成指導者講習会開催
地域活動促進事業（少年教育指導者派遣）の実施

フェスティバル　８９９千円
フットベースボール　１８４
千円
講習会　４７１千円
地域活動促進事業　１４千円

フェスティバル　１，１６１
千円
フットベースボール　２７８
千円
講習会　５８５千円
地域活動促進事業　４８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,568

0

0

0

0

1,568

2,072

0

0

0

0

2,072

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

　少子化や保護者の社会観の変化等に伴う加入率の低下により、参加者数は縮小傾向にあるが、活動の意義は大きいと考えられること

から、引き続き、魅力的な事業を協力して行い、子どもたちが参加したいと思えるよう実施する必要がある。

　団体活動の意義について周知啓発を図るほか、社会情勢の変化に応じた自立的な運営や活動を促すなどしながら、子どもの体験活動

の充実に努めていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

青少年の健全育成の推進

青年教育推進事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　青年教育の振興を図るため、関係団体を支援するほか、「知的障がい者青年教室」を開催し、知的障がいのある青
年が、様々な学習・体験活動を通じて知識・技能を習得するとともに、市民ボランティアが、知的障がい者に対する
理解を深める機会を提供する。

年度7

知的障がい者青年教室の開催
香川県青年教育振興協議会負担金支出
高松市青年連絡協議会運営事業補助

知的障がい者青年教室の受講生及び市民ボランティア

知的障がい者の交流の機会や居場所を提供することで、社会生活への不安解消や生きがいづくりにつながる
とともに、広く市民の社会貢献への意欲、知的障がい者に対する理解及び対応力の向上が図られる。

R4 R5 R6 R7
R8

知的障がい者青年教室開催回数 回 0 0 8 8 8

知的障がい者への理解が深まったボランティ
アの割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 86 87 88
0 0 100

知的障がい者支援の実践やアドバイザーからの助言、ボランテ
ィア間の情報交換等を通じ、知的障がい者に対する理解を深め
ることができた。 116.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 86 87 88 89
0 0 100

0 0 86 87 88 89
0 0 100

「教室に参加して良かった」と回答した受講
生の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95.2 96 96
0 0 94.5

目標値には届かなかったが、９０％を超える受講生が満足して
おり、知的障がい者の生きがいづくりなどに資することで、概
ね目標を達成することができた。 99.3%

点35



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,802 4,851 4,993 5,054

312 335 361 422

4,490 4,516 4,632 4,632

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

知的障がい者青年教室の開催
香川県青年教育振興協議会負担金支出
高松市青年連絡協議会運営事業補助

知的障がい者青年教室の開催
香川県青年教育振興協議会負担金支出
高松市青年連絡協議会運営事業補助

２５１千円
　４１千円
　６９千円

３０１千円
　５２千円
　６９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

361

73

35

0

0

253

197

0

0

75

150

422

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 90 100
90 改善

　知的障がい者青年教室については、教室内容の充実を図り、知的障がい者の余暇活動の充実に寄与した。

　今後とも関係団体と連携しながら、青年活動の充実に取り組む必要がある。

　関係団体との協議を重ねながら、活動内容の充実を促す。また、知的障がい者青年教室については、参加者の生涯学習の場として、

様々な学びや体験ができる場づくりに努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

青少年の健全育成の推進

社会教育団体育成支援事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　高松市ＰＴＡ連絡協議会や高松市子ども会育成連絡協議会等の社会教育関係団体を支援し、団体の自立を促進する
とともに、団体の自主的な活動を通じて児童等の健全育成を図る。

年度7

高松市ＰＴＡ連絡協議会運営補助ほか２件　
高松市子ども会育成連絡協議会運営補助

高松市ＰＴＡ連絡協議会等社会教育関係団体

社会教育関係団体の自主的な活動を支援することで、学校運営や地域における教育環境の充実が図られるほ
か、体験活動等を通して子どもの人間的成長が育まれる。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 4 4 4

社会教育団体１団体当たりの平均年間主催事
業数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 26 27 28
0 0 26.33

コロナ禍以前の水準には戻っていないものの、各団体とも効率
的な運営のための事業の見直しを行った結果、前年度より事業
数は増加し、目標を達成することができた。 101.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 26 27 28 29
0 0 26.33

0 0 26 27 28 29
0 0 26.33

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,845 6,858 6,916 6,916

4,600 4,600 4,600 4,600

2,245 2,258 2,316 2,316

５

３

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

高松市ＰＴＡ連絡協議会運営補助ほか２件　
高松市子ども会育成連絡協議会運営補助

高松市ＰＴＡ連絡協議会運営補助ほか２件　
高松市子ども会育成連絡協議会運営補助

２，８００千円
１，８００千円

２，８００千円
１，８００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,600

0

0

0

0

4,600

4,600

0

0

0

0

4,600

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 94 100
94 継続

　各団体とも、少子化や保護者の社会観の変化等に伴う加入率の低下により、活動規模は縮小傾向にあるため、実施事業数は減少して

いるが、活動の意義は大きいと考えられることから、引き続きその活動を支援していく必要がある。

　団体活動の意義について周知啓発を図るほか、社会情勢の変化に応じた自立的な運営や活動を促すなどしながら、支援を継続してい

く。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

青少年の健全育成の推進

二十歳のつどい開催事業

教育局

生涯学習課

087-839-2633

令和 年度～6 令和 年度13

　二十歳となる青年が、大人になったことを自覚するとともに、自立していく決意を新たにしてもらうため、祝い、
励ますための式典を開催する。

年度7

二十歳のつどい式典の開催

二十歳となる青年

式典への参加を契機として、大人になったことを自覚し将来への決意を新たにする。

R4 R5 R6 R7
R8

運営スタッフとの協議回数 回 0 0 7 11 11

式典に参加して将来への決意を新たにできた
青年の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 84 85 86
0 0 84.08

式典の企画や運営に若者自身に携わってもらい、内容を充実さ
せるなどした結果、参加者の意識を高めることができた。

100.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 84 85 86 87
0 0 84.08

0 0 84 85 86 87
0 0 84.08

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

13,926 14,222 14,715 15,790

4,945 5,190 5,451 6,526

8,981 9,032 9,264 9,264

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

二十歳のつどい式典の開催

二十歳のつどい式典の開催

５，４５１千円

６，５２６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,451

0

0

0

231

5,220

5,767

55

0

0

704

6,526

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　当日参加できない対象者のためにオンライン配信を実施するほか、隣接する玉藻公園を無料開放するなど創意工夫しながら式典を開

催した。

　令和６年度に初めて実施した参加者アンケートの結果等も踏まえ、式典内容や運営方法の見直しを検討する必要がある。

　引き続き、アンケート結果や運営スタッフ等当事者の意向も踏まえながら、式典内容の充実を図るとともに、人材の定着や地域活性

化の機会と捉え、市長部局とも連携しながら新たな事業展開を検討していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

家庭・地域の教育力の向上

青少年の健全育成の推進

子どもの安全確保活動事業

教育局

少年育成センター

087-839-2635

令和 年度～6 令和 年度13

青少年の非行の防止や地域の見守り力の向上のため、学校・地域・市民活動団体と連携し、効果的な情報提供や青色
パトロールカーをはじめとした職員による補導活動の充実、健全育成活動の担い手の育成などに取り組んでいる。特
にインターネット利用開始の低年齢化が進んでいることから、未就学児の保護者に対して、ネット利用に係る講座の
受講を促進する必要がある。また、学生防犯パトロール隊と地域の見守り活動や巡視活動をしている各地区の健全育
成団体等をつなぎ、防犯アプリを活用した危険個所の登録方法の習得や地域の危険個所の点検による防犯マップの作
成などの防犯活動をさらに充実させ、市民総ぐるみで取り組む「ながら見守り」を展開していく必要がある。

年度7

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業費
非行防止活動費
少年育成センター運営事務費

未就学児の保護者、市民活動団体及び健全育成団体

未就学児の保護者へ早期に情報モラルの啓発をし、家庭の教育力向上と、将来的にネットを利用した犯罪被
害や非行の防止につなげたい。また、学生防犯ボランティアと地域の健全育成団体が協働し、地域住民が　
「ながら見守り」について理解を深め、市民による主体的な健全育成活動が展開されるよう支援したい。

R4 R5 R6 R7
R8

「安全・安心なネット利用」講座の受講募集園・校数 校 0 0 101 101 101

団体との連携依頼のため地区青健連総会等への出席数 地域 0 0 18 10 10

「安全・安心なネット利用」講座を受講した
保護者の数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 400 600 800
0 0 538

講座の受講を小学校、幼稚園及びこども園に対して積極的に周
知した結果、小学校での就学時健康診断や入学周知会での開催
依頼が複数あり、計画を大幅に上回る受講者の実績を得られ
た。

134.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 400 600 800 1000
0 0 538

0 0 400 600 800 1000
0 0 538

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,786 11,824 41,189 43,477

4,302 4,297 33,469 35,757

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業費
非行防止活動費
少年育成センター運営事務費

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業費
非行防止活動費
少年育成センター運営事務費

４，４３５千円
２７，２３６千円

２９１千円

５，９４９千円
２９，５８５千円

２２３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33,469

1,466

63

0

0

31,940

33,711

0

0

63

1,983

35,757

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

市民の主体的な健全育成活動への取組支援と、子どもたちがネット・ゲーム依存に陥ることなく、また将来的にネットを利用した犯罪

被害や非行を防止する対策に係る取組により、子どもの安全確保に寄与した。引き続き、講座の受講や防犯パトロール隊と地域の見守

り活動や巡視活動をしている各地区の健全育成団体等をつなぐ防犯活動の更なる充実に向けて取り組む必要がある。

子どもたちがネット・ゲーム依存に陥ることなく、また将来的にネットを利用した犯罪被害や非行を防止する対策の取組はこれからも

継続して行っていく必要性がある。特に健全育成活動への取組支援については、防犯アプリを活用した地域の危険個所の点検による防

犯マップの作成など、更なる連携に向けて取り組む必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習機会の充実

生涯学習推進事業

教育局

生涯学習センター

087-811-6222

令和 年度～6 令和 年度13

⑩1- 高松市生涯学習センター条例、施行規則

市民の多様な学習ニーズに対応するため、少子高齢化や情報化など現代的課題に関する講座や大学等と連携した専門
講座、他団体と連携した講座などを開催することにより、市民の生涯学習の振興を図る。

年度7

（１）生涯学習カレッジ
　　少子高齢化、情報化などの現代的課題を取り上げる講座や大学等と連携した専門的な講座

（２）生涯学習推進事業
　　まなびＣＡＮ・ＣＳＲ教室や市民の関心の高い教養・趣味の講座、オンライン講座、イベントなど

生涯学習に関心のある市民等

生涯学習センターのより効果的な活用と学習機会の提供を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講座開催回数 回 0 0 198 288 300

受講者の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 90 90 90
0 0 91

受講者アンケートでは、満足度は達成している。講座の内容の
工夫や改善を求める声もあることから、今後とも更なる充実を
図っていく必要がある。 101.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 90 90 90 90
0 0 91

0 0 90 90 90 90
0 0 91

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

11,904 12,450 16,952 15,734

1,426 1,912 2,516 2,764

10,478 10,538 14,436 12,970

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

（１）生涯学習カレッジ
　　少子高齢化、情報化などの現代的課題を取り上げる講
座や大学等と連携した専門的な講座

（２）生涯学習推進事業
　　まなびＣＡＮ・ＣＳＲ教室や市民の関心の高い教養・
趣味の講座、イベントなど

（１）生涯学習カレッジ
　　少子高齢化、情報化などの現代的課題を取り上げる講
座や大学等と連携した専門的な講座

（２）生涯学習推進事業
　　まなびＣＡＮ・ＣＳＲ教室や市民の関心の高い教養・
趣味の講座、オンライン講座、イベントなど

生涯学習推進事業講師謝金　
　　　７６０千円
ＯＡ実習室パソコン賃借料等
　１，６０５千円
消耗品費等　１５１千円

生涯学習推進事業講師謝金　
　　　　９１７千円
ＯＡ実習室パソコン賃借料等
　　１，６５１千円
消耗品費等　１９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,516

0

0

0

538

1,978

1,574

1,190

0

0

0

2,764

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

講座開催回数は目標に届かなかった。今後も市民の生涯学習の推進につながる事業となるよう検討していく必要がある。

市民の多様な生涯学習への要望に応える学習ニーズを的確に把握するとともに、既存講座の見直しや新しい講座の企画・開発に努め、

講座内容の工夫や改善を進めることにより、講座の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習機会の充実

市民参画促進事業

教育局

生涯学習センター

087-811-6222

令和 年度～6 令和 年度13

高松市生涯学習センター条例、施行規則

市民との協働のまちづくりの視点から、市内で活動する団体等に生涯学習の成果を発表する機会を提供するため、学
習成果発表の場事業等を実施し、市民参画の充実を図る。

年度7

（１）生涯学習コーディネーター養成講座
（２）学習成果発表の場事業

生涯学習に関心のある市民等

市民の行政への参画意識の醸成を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講座開催回数 回 0 0 22 35 38

学習成果発表の場事業における講座開催回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 25 26 27
0 0 8

講座開催回数は応募者が少なかったため、目標値には届かず、
昨年度より減少した。

32.0%

点11

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 25 26 27 29
0 0 8

0 0 25 26 27 29
0 0 8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,092 6,112 8,398 7,550

105 90 138 139

5,987 6,022 8,260 7,411

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

（１）生涯学習コーディネーター養成講座
（２）学習成果発表の場事業

（１）生涯学習コーディネーター養成講座
（２）学習成果発表の場事業

市民参画促進事業講師謝金　
　１１７千円
消耗品費等２１千円

市民参画促進事業講師謝金　
　１１８千円
消耗品費等２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

138

0

0

0

0

138

139

0

0

0

0

139

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 42 100
42 改善

講座開催回数は目標に届かず、昨年度より減少した。今後も市民が生涯学習に参加できるための学習成果を発表できる場の提供や生涯

学習を推進するための人材育成に努める。

生涯学習における市民参画を促進するため、学習成果発表の場事業への応募を促すとともに、全コミュニティセンターの生涯学習推進

員に対する研修会の内容の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

0.002
0.004
0.006
0.008
0.01
0.012
0.014

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習機会の充実

コミュニティセンター講座事業

教育局

生涯学習センター

087-811-6222

令和 年度～6 令和 年度13

地域住民の多様化した学習要求に応えるため、地域コミュニティセンターにおいて各種講座を開催することにより、
学習の機会や場を提供し、生涯学習の充実を図る。

年度7

（１）趣味・実技講座
（２）教養講座
（３）子どもの居場所づくりに対応した講座
（４）まなびの場づくりに対応した講座
（５）ブロック別現代的課題講座

生涯学習に関心のある市民等

地域のニーズに応じた学習機会を提供することにより、地域住民の生涯学習の推進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講座開催回数 回 0 0 4,829 4,959 5,067

人口１人当たり受講回数 回

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0.011 0.011 0.011
0 0 0.012

人口１人当たりの受講回数については達成することができた。

109.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0.011 0.011 0.011 0.012
0 0 0.012

0 0 0.011 0.011 0.011 0.012
0 0 0.012

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

23,191 23,589 26,247 24,689

16,455 16,815 16,983 16,351

6,736 6,774 9,264 8,338

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

（１）趣味・実技講座
（２）教養講座
（３）子どもの居場所づくりに対応した講座
（４）まなびの場づくりに対応した講座
（５）ブロック別現代的課題講座

（１）趣味・実技講座
（２）教養講座
（３）子どもの居場所づくりに対応した講座
（４）まなびの場づくりに対応した講座
（５）ブロック別現代的課題講座

講師謝金コミュニティセンタ
ー＠５，１００円
６５回×４９館　３１回×２
館
３９回×１館　４回×４５館

講師謝金コミュニティセンタ
ー＠５，１００円
６０回×４９館　２６回×２
館
３４回×１館　４回×４５館

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

16,983

0

0

0

0

16,983

16,351

0

0

0

0

16,351

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

今後もコミュニティセンターと連携して、地域における生涯学習の推進を図る。

生涯学習センターで実施する研修会の開催回数や内容を精査することにより、地域で生涯学習活動を実践する生涯学習推進員の人材育

成を図るとともに、コミュニティセンターで実施する講座がより実践的・効果的なものとなるよう努める。また、平成２７年度から取

り組んでいる地域の小中学生向けの「まなびの場」づくりに引き続き取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

人権啓発活動事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　人権をテーマとした公演やパネル展、幼児児童生徒、保護者等によるステージ発表などを内容とする人権啓発イベ
ントを開催することにより、広く市民の人権意識の高揚を図る。

年度7

　広く市民の人権意識の高揚を図るため、人権をテーマとした講演や人権啓発イベント「スマイルフェスティバルｉ
ｎたかまつ」を開催する。

　市民

　幼児・児童生徒及びその保護者を始め、広く市民の人権意識の高揚を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

プログラム等配布数 枚 0 0 2,000 3,000 3,000

人権啓発イベント参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 800 800 800
0 0 472

人権啓発イベント「スマイルフェスティバルⅰｎたかまつ」に
ついて、多様な人権課題の当事者による講演会などのプログラ
ムにすることにより、例年より多い来場者数となったが、目標
は達成できなかった。

59.0%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 800 800 800 800
0 0 472

0 0 800 800 800 800
0 0 472

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,852 4,017 3,993 226

110 253 133 226

3,742 3,764 3,860 0

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

　広く市民の人権意識の高揚を図るため、人権に関する発
表、作文朗読及び講演などを内容とする「スマイルフェス
ティバルｉｎたかまつ」を開催した。

　広く市民の人権意識の高揚を図るため、人権をテーマと
した講演や人権啓発イベント「スマイルフェスティバルｉ
ｎたかまつ」を開催する。

スマイルフェスティバルｉｎ
たかまつ開催　１３３

スマイルフェスティバルｉｎ
たかまつ開催　２２６

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

133

0

0

0

0

133

226

0

0

0

0

226

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 66 100
66 継続

　令和６年度は、幅広く人権課題を取り上げ開催をしたことにより、参加者数は前年度より増加した。

　イベントの開催時間全体を通して一定の参加者数を維持できるよう、プログラムの見直しなど内容の改善を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

文化交流推進事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　地域住民を対象に文化センター等主催で教養を高める各種講座（社会教育学級）や、ボランティア活動、三世代交
流、地域交流行事など様々な体験・交流の機会を提供する教室（ふれあい教室）を開催することにより、地域住民の
教育水準を向上し、家庭及び地域社会における人間関係の円滑化を図るとともに自立意識の高揚などを図る。

年度7

　地域住民を対象に文化センター等主催で教養を高める各種講座（社会教育学級）や、ボランティア活動、三世代交
流、地域交流行事など様々な体験・交流の機会を提供する教室（ふれあい教室）を開催することにより、地域住民の
教育水準を向上し、家庭及び地域社会における人間関係の円滑化を図るとともに自立意識の高揚などを図る。

　地域住民

　地域住民が、各種講座に積極的に参加することにより、教養を高め、技能の取得等を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

社会教育学級実施回数 回 0 0 515 400 400

ふれあい教室実施回数 回 0 0 70 90 90

社会教育学級受講者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,500 2,500 2,500
0 0 2,806

　昨年度よりも実施回数を増やしたことから、参加者は前年度
と比べ増加したが、目標は達成できなかった。

112.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2500 2500 2500 2500
0 0 2806

0 0 2500 2500 2500 2500
0 0 2806

ふれあい教室受講者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 800 800 800
0 0 631

　受講者数は増加傾向にあるが、成果指標の目標を上回ること
はできなかった。

78.9%

点28



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,245 6,937 7,107 3,702

2,503 3,173 3,247 3,702

3,742 3,764 3,860 0

５

５

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

　地域住民を対象に文化センター等主催で教養を高める各
種講座（社会教育学級）や、ボランティア活動、三世代交
流、地域交流行事など様々な体験・交流の機会を提供する
教室（ふれあい教室）を開催したことにより、地域住民の
教育水準の向上、家庭及び地域社会における人間関係の円
滑化、自立意識の高揚などを図った。

　地域住民を対象に文化センター等主催で教養を高める各
種講座（社会教育学級）や、ボランティア活動、三世代交
流、地域交流行事など様々な体験・交流の機会を提供する
教室（ふれあい教室）を開催することにより、地域住民の
教育水準を向上し、家庭及び地域社会における人間関係の
円滑化を図るとともに自立意識の高揚などを図る。

社会教育学級　２，７０７
ふれあい教室　　　５４０

社会教育学級　３，０６２
ふれあい教室　　　６４０

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,247

0

0

0

0

3,247

3,702

0

0

0

0

3,702

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 83 100
83 継続

　昨年度よりは、実施回数を増やしての開催を行ったが、参加人数が減少傾向であるため、開催内容等の見直しが必要である。

　文化センターを中心とした、各種講座、ボランティア活動、三世代交流、地域交流は、人権意識の普及・高揚には欠かせない場とな

っているため、事業は継続しつつ、新たな講座の模索や地域を超えての連携など、交流の輪を広げていくことを検討する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

子ども教育推進事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　地区小・中学生を対象とした補充学習等の実施、地区小・中学生及びその保護者を対象の進路・進学等相談、大学
生のボランティアによる学習支援の実施を行うことにより、地区小・中学生の基礎学力の定着・進学意欲の向上を図
る。

年度7

　地区小・中学生を対象とした補充学習等の実施、地区小・中学生及びその保護者を対象の進路・進学等相談、大学
生のボランティアによる学習支援の実施を行うことにより、地区小・中学生の基礎学力の定着・進学意欲の向上を図
る。

　地区小・中学生

　地区小・中学生及び保護者が、子ども学級・教育相談・学習支援ボランティア事業に出席する。

R4 R5 R6 R7
R8

子ども学級実施回数 回 0 0 486 500 500

教育相談実施回数 回 0 0 31 40 40

子ども学級出席者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,000 4,000 4,000
0 0 2,701

　昨年度よりも実施回数を増やし、目標値を達成することはで
きたが、前年度と比べ微増している。

67.5%

点24

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4000 4000 4000 4000
0 0 2701

0 0 4000 4000 4000 4000
0 0 2701

教育相談出席者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 350 350 350
0 0 177

　地区小・中学生を対象とした補充学習や保護者も対象とした
進路・進学等についての教育相談、大学生ボランティアによる
学習支援等を行った。 50.6%

点18



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,917 8,786 7,992 5,415

5,175 5,022 4,132 5,415

3,742 3,764 3,860 0

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

　地区小・中学生を対象とした補充学習等の実施、地区小
・中学生及びその保護者を対象の進路・進学等相談、大学
生のボランティアによる学習支援の実施を行うことにより
、地区小・中学生の基礎学力の定着・進学意欲の向上を図
った。

　地区小・中学生を対象とした補充学習等の実施、地区小
・中学生及びその保護者を対象の進路・進学等相談、大学
生のボランティアによる学習支援の実施を行うことにより
、地区小・中学生の基礎学力の定着・進学意欲の向上を図
る。

子ども学級　　２，７５３
教育相談　　　　　１２４
教育活動指導費補助金
　　　　　　　１，２５６
学習支援ボランティア　　　
　　　　　　　　　　０

子ども学級　　３，６１８
教育相談　　　　　２４８
教育活動指導費補助金
　　　　　　　１，５１６
学習支援ボランティア　　　
　　　　　　　　　　３３

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,132

0

0

0

0

4,132

5,415

0

0

0

0

5,415

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 66 100
66 継続

　開催回数及び参加者実績は、子ども学級について、参加者数は目標値を昨年度より下回ったが、地区の小中学校の補充学習の場とし

て一定の成果は上がっている。

　今後においては、子どもたちやその保護者のニーズを見極める中で、一人ひとりを大切に対応する事業としていきたい。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

学校人権教育推進事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　高松市立の幼稚園、こども園、小学校、中学校、高等学校に対し、人権教育指導資料の作成・発行、人権教育教職
員研修会の開催、人権教育研修・研究会への参加費補助、人権教育資料の購入等を行い、人権教育・啓発の推進を図
る。

年度7

　高松市立ののこども園、幼稚園、小学校、中学校、高松第一高校に対し、人権教育学習資料の作成・発行、人権教
育教職員研修会の開催、人権教育研修・研究会への参加費補助、人権教育資料の購入等を行い、人権教育・啓発の推
進を図る。

　高松市立のこども園、幼稚園、小学校、中学校、高松第一高校の教職員

　高松市立のこども園、幼稚園、小学校、中学校、高松第一高校において、人権教育に携わる教職員の意識
・理解の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

研修会実施回数 回 0 0 16 6 6

研修会等参加者人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 400 400 400
0 0 570

　オンライン研修会や現地研修会を実施したことから、参加者
数は目標値を大幅に上回った。

142.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 400 400 400 400
0 0 570

0 0 400 400 400 400
0 0 570

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,671 18,766 18,511 5,294

5,574 5,594 5,001 5,294

13,097 13,172 13,510 0

５

５

３

３

５

５

令
和

6

令
和

7

　高松市立のこども園、幼稚園、小学校、中学校、高松第
一高校に対し、人権教育学習資料の作成・発行、人権教育
教職員研修会の開催、人権教育研修・研究会への参加費補
助、人権教育資料の購入等を行い、人権教育・啓発の推進
を図った。

　高松市立ののこども園、幼稚園、小学校、中学校、高松
第一高校に対し、人権教育学習資料の作成・発行、人権教
育教職員研修会の開催、人権教育研修・研究会への参加費
補助、人権教育資料の購入等を行い、人権教育・啓発の推
進を図る。

小・中学校教員研究研修費
　　　　　　　　　　　　　
０
教職員研究費等　　３，１０
１
その他　　　　　　　　１７
０

小・中学校教員研究研修費
　　　　　　　　　１，２１
０
教職員研究費等　　３，９０
５
その他　　　　　　１，１２
９

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,001

0

0

0

0

5,001

5,294

0

0

0

0

5,294

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

業

Ａ 96 100
96 継続

　研修会等については、オンライン研修会や現地研修会を開催したことにより、目標としていた参加者数を増加して確保することがで

きた。

　人権教育・啓発の学びの場として、研修会等への参加者数は十分にあり、一定の成果があがっている。今後は新たな差別（ＬＧＢＴ

・ＳＮＳ上での差別発言等）に関しての研修内容も充実させていく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

社会教育指導員設置事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　地域における子どもの学習・生活指導の充実を図り、進路保障を実現するため、社会教育指導員を配置する。
　また、社会教育指導員の派遣により人権教育市民講座等、人権課題解決のための各種研修の充実を図る。

年度7

　地域における子どもの学習・生活指導の充実を図り、進路保障を実現するため、社会教育指導員を配置する。
　また、社会教育指導員の派遣により人権教育市民講座等、人権課題解決のための各種研修の充実を図る。

　地域小・中学生及び市民

　社会教育指導員による指導を受けることにより、地域小・中学生の基礎学力の定着・進学意欲の向上を図
る。
　また、人権課題解決のための各種研修の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

学習指導等実施時間 時間 0 0 3,140 2,500 2,500

学習指導等出席者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 9,000 9,000 9,000
0 0 11,241

　目標値を大幅に上回り目標を達成できた。

124.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 9000 9000 9000 9000
0 0 11241

0 0 9000 9000 9000 9000
0 0 11241

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

18,790 19,113 25,693 24,308

15,796 16,102 22,605 24,308

2,994 3,011 3,088 0

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

　地域における子どもの学習・生活指導の充実を図り、進
路保障を実現するため、社会教育指導員を配置する。
　また、社会教育指導員の派遣により人権教育市民講座等
、人権課題解決のための各種研修の充実を図った。

　地域における子どもの学習・生活指導の充実を図り、進
路保障を実現するため、社会教育指導員を配置する。
　また、社会教育指導員の派遣により人権教育市民講座等
、人権課題解決のための各種研修の充実を図る。

社会教育指導員設置　
　　　　　　２２，６０５

社会教育指導員設置　
　　　　　　２４，３０８

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

22,605

0

0

0

0

22,605

24,308

0

0

0

0

24,308

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

前年度の数値を大幅に上回った。

　学習指導等については、現状を維持しつつ、子どもたちの実情に応じたきめ細かな指導等を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

多様性を尊重する社会の確立

人権尊重・平和意識の普及・高揚

人権教育の推進

社会人権教育推進事業

教育局

人権教育課

087-839-2640

令和 年度～6 令和 年度13

　市民に対し、人権教育市民講座の開催、人権教育研修会の開催、人権教育指導資料の作成と視聴覚教材の購入、人
権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行うことにより、人権教育・啓発の推進を図る。

年度7

　市民に対し、人権教育市民講座の開催、人権教育研修会の開催、人権教育学習資料の作成と視聴覚教材の購入、人
権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行うことにより、人権教育・啓発の推進を図る。

　市民

　市民の人権教育・啓発の推進

R4 R5 R6 R7
R8

人権教育市民講座実施回数 回 0 0 33 52 52

人権教育市民講座受講者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 769

開催できなかった事業もあることから、成果指標の達成度は、
目標を下回る結果となった。

76.9%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 769

0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 769

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,723 16,466 17,652 8,066

5,368 7,057 8,002 8,066

9,355 9,409 9,650 0

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

　市民に対し、人権教育市民講座の開催、人権教育研修会
の開催、人権教育学習資料の作成と視聴覚教材の購入、人
権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行うことにより
、人権教育・啓発の推進を図った。

　市民に対し、人権教育市民講座の開催、人権教育研修会
の開催、人権教育学習資料の作成と視聴覚教材の購入、人
権尊重都市たかまつ市民会議への助成等を行うことにより
、人権教育・啓発の推進を図る。

人権教育研修事業５６１
各種教材製作・購入費３２０
人権教育研修補助金２，６７
６
市民会議負担金１，４３０
社会教育団体補助金１，０９
３
地域学力向上・キャリア教育
総合推進事業７８０　その他
　７７４

人権教育研修事業５６０
各種教材製作・購入費５１６
人権教育研修補助金２，７１
４
市民会議負担金１，１４０
社会教育団体補助金１，１２
５
地域学力向上・キャリア教育
総合推進事業８００　その他
１，２１１

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,002

0

780

0

0

7,222

8,066

0

0

0

0

8,066

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｂ 78 100
78 継続

　開催回数を増やしたことにより、参加者数も増加している。

　人権教育市民講座が各団体において毎年開催されるよう、引き続きホームページや他の情報媒体等を利用して、人権教育市民講座に

関する情報提供を行っていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

心身の成長への支援

ブックスタート事業

教育局

中央図書館

087-861-4501

令和 年度～6 令和 年度13

高松市図書館条例、高松市図書館条例施行規

４か月児相談時に絵本等を贈呈し、ボランティアによる読み聞かせを行うことで、子どもの読書活動及び子育て支援
を推進する。

年度7

ブックスタートパック配布
ボランティアによる読み聞かせ等
ブックスタートボランティア養成

市内の４か月児相談の対象者とその保護者

絵本を介して保護者と赤ちゃんがゆっくり心触れ合うひと時を持つきっかけをつくるとともに、子どもの読
書活動の推進につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

ブックスタートを実施した回数 回 0 0 153 144 144

ブックスタートパック配布率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 95 95 95
0 0 92.8

４か月児相談受診時にブックスタートパックを配布したほか、
相談受診に来れなかった親子には保健師が個別訪問した際に配
布するなど延べ２，５５５人に配布することができた。 97.7%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 95 95 95 95
0 0 92.8

0 0 95 95 95 95
0 0 92.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

9,404 9,447 9,731 9,602

1,920 1,920 2,011 1,882

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

ブックスタートパック配布
ボランティアによる読み聞かせ等
ブックスタートボランティア養成

ブックスタートパック配布
ボランティアによる読み聞かせ等
ブックスタートボランティア養成

２，０１１千円

１，８８２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,011

0

0

0

1,600

411

1,882

0

0

0

0

1,882

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

成果指標における前年度との比較では、ほぼ同レベルを維持している。

第６次高松市子ども読書活動推進計画に基づき、いつでも家庭で読み聞かせができる環境づくりを支援し、生涯に渡る読書活動のきっ

かけになるよう取り組んでいく。

４か月児相談時にブックスタートパック（絵本・ブックリスト・図書館案内）の配布を行うとともに、ボランティアによる読み聞かせ

を実施するなど、子育て支援と子どもの読書活動の推進に努める。また、ボランティアを育成するため、ブックスタートボランティア

養成講座を開催する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習施設・機能の充実

サンクリスタル高松リニューアル事業

教育局

中央図書館

087-861-4501

令和 年度～6 令和 年度11

重点取組 教育基本法、社会教育法、第２期高松市教育

平成４年１１月に開館したサンクリスタル高松は、開館から３０年が経過し、少子高齢化の進展、働き方の変化、デ
ジタル化の推進など環境は変化し、また、経年劣化による施設の老朽化、特に空調機器等の不調等、設備面の不具合
が深刻となっており、今後も安心して利用してもらえる施設とするために早期に改修を行う必要がある。このことか
ら、市民の意見等も取り入れながら、誰もが快適に利用しやすい、若い世代が利用したくなる、地域と密接なつなが
りを持つ「市民に役立ち愛され地域に貢献するサンクリスタル高松」を目指すほか、ゼロカーボン等の環境負荷の低
減も考慮した費用対効果の高い施設整備事業を実施する。

年度7

・サンクリスタル高松大規模改修工事
・新システム保守等
・新システム用ＩＣタグ
・中央図書館家具修繕業務
・中央図書館　図書館機能等移転経費

サンクリスタル高松を利用する利用者

高松市中央図書館の在り方を中心として、菊池寛記念館及び歴史資料館との３館連携・融合を含め、施設の
機能・魅力・集客力を高めるため、管理運営の手法も含めた検討を行い、その結果に基づき費用対効果の高
い施設整備を実施する。

R4 R5 R6 R7
R8

リニューアルに係る進捗率 ％ 0 0 18.9 60 80

サンクリスタル高松リニューアル進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 20 60 80
0 0 18.9

サンクリスタル高松リニューアルに向けての実施設計、図書館
情報システムの更新は順調に進められた。一部、菊池寛記念館
、歴史資料館のリニューアル事業の実施設計が翌年度に繰り越
した。

94.5%

点33

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 20 60 80 100
0 0 18.9

0 0 20 60 80 100
0 0 18.9

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

176,743 130,126 215,272 247,067

146,807 100,018 184,392 216,187

29,936 30,108 30,880 30,880

５

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・サンクリスタル高松リニューアル事業　実施設計（Ｒ５
～Ｒ６）
・図書館システム更新事業
・菊池寛記念館リニューアル事業　実施設計
・歴史資料館リニューアル事業　実施設計

・サンクリスタル高松大規模改修工事
・新システム保守等
・新システム用ＩＣタグ
・中央図書館家具修繕業務
・中央図書館　図書館機能等移転経費

１９５，３３７千円
（うちＲ７年度へ繰越　１０
，９４５千円）

２１６，１８７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

184,392

0

0

36,800

122,913

24,679

61,577

40,410

114,200

0

0

216,187

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 90 100
90 継続

令和６年度は、施設の将来的な在り方や整備の方向性を取り纏めた「サンクリスタル高松リニューアル基本構想」に基づき、施設整備

の実施設計、図書館システム更新業務を進めた。

「サンクリスタル高松リニューアル基本構想」に基づき、令和６年度に実施設計、令和７年度に改修工事に着手し、令和９年度秋ごろ

のリニューアルオープンを目指す。あわせて更なる図書館情報システムのデジタル化を目指し、ＩＣタグ整備やセキュリティゲートを

設置協議し、リニューアルオープン時における利用者の利便性の向上を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習施設・機能の充実

図書館運営事業

教育局

中央図書館

087-861-4501

令和 年度～6 令和 年度13

高松市図書館条例、高松市図書館条例施行規

地域や市民に役立つ図書館をめざし、中央館と地域館等市内全域を網羅する図書館ネットワークの整備等、図書館機
能の拡充を図り、また蔵書の確保と情報提供の充実に努め、便利で身近に利用できる図書館環境の整備に取り組む。

年度7

・会計年度任用職員報酬等
・図書館資料整備費
・図書館運営事務費（図書館協議会費１３２千円含む）

市民

高松市全域に図書館サービスを提供し、親しみやすく利用しやすい図書館となるよう、市民サービスの向上
を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

蔵書購入冊数 冊・点 0 0 25,752 23,000 23,000

貸出冊数 千冊

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,500 1,500 1,500
0 0 2,124

図書館機能の充実を始め、読書活動推進につながる行事の実施
や情報発信に努めたものの、貸出冊数は目標を達成することが
できなかった。 85.0%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2500 1500 1500 2000
0 0 2124

0 0 2500 1500 1500 2000
0 0 2124

図書館利用者数 千人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 550 350 350
0 0 491

読書離れに歯止めがかからない中、図書館の利用者数は目標を
達成することができなかった。

89.3%

点31



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

431,593 445,657 489,506 440,998

237,009 249,955 288,786 240,278

194,584 195,702 200,720 200,720

５

１

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・会計年度任用職員報酬等
・図書館資料整備費
・図書館運営事務費（図書館協議会費１３２千円含む）

・会計年度任用職員報酬等
・図書館資料整備費
・図書館運営事務費（図書館協議会費１３２千円含む）

１９３，２３２千円
　６４，９９０千円
　３０，５６４千円

１７７，９９９千円
　５３，００３千円
　　９，２７６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

288,786

1,973

986

0

23,672

262,155

235,915

321

0

1,348

2,694

240,278

結びつく

低下している

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 81 100
81 継続

利用環境の整備・拡充を図ってきたものの、読書離れが進む中、令和６年度も貸出冊数、利用者数ともに目標に届かない状態が継続し

ている。その中で、読書バリアフリー計画に基づく視覚障がい者への読書環境の整備や電子書籍の充実に取り組み、新たな利用者の獲

得に努めた。

サンクリスタル高松のリニューアル事業により、中央図書館は５月 日から休館しているが、リニューアルオープンを見据え、地域館7

の貸出冊数を前年度比２０％増を目指すとともに、各館での居心地の良い空間づくりを行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

生涯にわたり学べる社会の実現

生涯学習の推進

学習施設・機能の充実

図書館文化活動事業

教育局

中央図書館

087-861-4501

令和 年度～6 令和 年度13

高松市図書館条例、高松市図書館条例施行規

　子どもの読書活動を推進するため、子ども読書まつりや子ども向け講座を開催するほか、子どもを対象としたおは
なし会を行うボランティアの技能向上等を図るため、講座・研修会を実施する。

年度7

「図書館を使った調べる学習コンクール」体験講座、相談会、読書感想画ワークショップ、ボランティア養成講座、
季節ごとのイベントの開催
　第２０回子ども読書まつりの開催

市民

子ども向け行事に参加することで、読書に対する関心を高めてもらう。また、ボランティアについては、図
書館に対する関心を高めるとともに技能を修得してもらう。

R4 R5 R6 R7
R8

講座実施回数 回 0 0 17 19 19

子ども読書まつりの参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,000 2,000 2,000
0 0 1,959

来館者が楽しく会場内を巡るための工夫を行うとともに、子ど
もだけでなく、親子で楽しめるワークショップを開催するなど
、参加者増につなげることができた。 98.0%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2000 2000 2000 2000
0 0 1959

0 0 2000 2000 2000 2000
0 0 1959

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

15,606 15,548 15,902 15,966

638 494 462 526

14,968 15,054 15,440 15,440

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

「図書館を使った調べる学習コンクール」体験講座、相談
会、読書感想画ワークショップ、ボランティア養成講座、
学生ボランティアの養成、季節ごとのイベントの開催
　第１９回子ども読書まつりの開催

「図書館を使った調べる学習コンクール」体験講座、相談
会、読書感想画ワークショップ、ボランティア養成講座、
季節ごとのイベントの開催
　第２０回子ども読書まつりの開催

４６２千円

５２６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

462

0

0

0

36

426

476

50

0

0

0

526

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

「第１９回子ども読書まつり」を始め、中国語・英語・フランス語のおはなし会などの子ども向けの講座のほか、英語で楽しむ大人の

ための朗読会などの大人向けのイベントも開催し、多くの参加者を得られた。今後は、より幅広い世代に向けた事業を展開していくこ

とで、図書館利用者数の増加につながる取り組みが必要である。

令和７年度から始まるサンクリスタル高松のリニューアル工事により、中央図書館が休館となるが、イベント内容はもとより、会場の

設定や周知方法などを見直すことで、引き続き子どもの読書活動の推進につながる事業を実施していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成

子どもの成長への支援

配慮を要する子どもへの支援

医療的ケア児支援事業

教育局

総合教育センター

087-811-2163

令和 年度～6 令和 年度13

⑤5- 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関

保育所、こども園、幼稚園、小・中学校、高松一高、放課後児童クラブにおいて集団保育・教育が可能な医療的ケア
児を安全に受け入れるため、同施設等における受入体制を整備し、医療的ケア児への医療的支援を実施する。

年度7

・医療的ケア児支援事業
・医療的ケア運営協議会の開催

高松市内の保育園（所）、こども園、小規模保育事業所及び事業所内保育事業所、高松市立の幼稚園、小学
校、中学校、高等学校、放課後児童クラブに通う導尿やインスリン注射等医療的ケアを必要とする児童生徒

保護者が各施設・学校に赴いて実施していた医療的ケアを、訪問看護師が実施することで、医療的ケア児が
安心できる保育・教育環境づくりを推進し、保護者の負担軽減や医療的ケア児の自立促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

希望者に対して医療的ケアを実施した割合 ％ 0 0 100 100 100

医療的ケアを実施した児童生徒の保護者から
の満足度 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3.6 3.6 3.6
0 0 3.57

医療的ケアを受けることを希望したすべての対象者に対して、
各施設・学校で看護師の巡回による医療的ケアを実施し、教
育・保育の充実を図ることに努めたが、保護者満足度４点満点
の９割「３．６」の数値目標にはわずかながら届かなかった。
アンケートをもとに事業改善を図りたい。

99.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3.6 3.6 3.6 3.6
0 0 3.57

0 0 3.6 3.6 3.6 3.6
0 0 3.57

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

37,647 41,529 43,097 39,259

15,195 18,948 19,937 23,819

22,452 22,581 23,160 15,440

５

５

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

・医療的ケア児支援事業
・医療的ケア運営協議会の開催

・医療的ケア児支援事業
・医療的ケア運営協議会の開催

業務委託料１９，９００千円
委員等謝金　　　　３７千円

業務委託料２３，７７０千円
委員等謝金　　　　４９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

19,937

8,485

338

0

0

11,114

12,572

0

0

614

10,633

23,819

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 94 100
94 継続

高松第一高等学校生徒も対象に加え、就学前からの切れ目のない支援体制を構築できている。

急に医療的ケアが必要となる対象者が現れることも考えられるので費用的な部分が不安定である。

校医との連携強化により、該当者へのより良い支援体制を構築していくことで、本事業の充実に繋げる。令和７年度から市内の宿泊学

習にも看護師を派遣できるように事業を拡大している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

教育相談・教育支援委員会開催事業

教育局

総合教育センター

087-811-2163

令和 年度～6 令和 年度13

　心身に障がいのある児童生徒の自立と社会参加を目ざした教育の実現に向け、教育相談を行うことで特別な教育的
支援を必要とする可能性がある就学児の現状を把握し、特別支援教育に専門的な知識と深い経験を持つ医師や、大学
教員、特別支援教育関係者等で構成する教育支援委員会で、児童の障がいの種類、程度の的確な判断をし、適正な就
学指導を行い、個に応じた学びの場を選択でき、適切な教育を受けることができるようにする。

年度7

○教育相談（年１４回）○教育支援委員会（年６回）
○特別支援教育の推進に係る補助金の交付（・高松市中学校特別支援学級ふれあい交流会事業補助　・香川県特別支
援教育研究会補助　・香川県特別支援学級・通級指導教育設置学校長協会補助）

市内の幼児・児童生徒

未来を担う子どもたちの「生きる力を育む教育の充実」には、多様なニーズに対応し、個に応じた教育の充
実を図ることが重要であり、そのために子どもの実態を的確に判断して、指導や相談を行うことを目的とす
る。

R4 R5 R6 R7
R8

小学校入学該当者向けの教育相談に参加した人数 人 0 0 387 350 350

教育相談に参加した保護者からの満足度 点

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3.6 3.6 3.6
0 0 3.95

教育上必要な判定であり、本事業の実施により個に応じた教育
の充実が図られ、目標どおり達成できた。

109.7%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3.6 3.6 3.6 3.6
0 0 3.95

0 0 3.6 3.6 3.6 3.6
0 0 3.95

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,136 8,262 8,533 8,603

652 735 813 883

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

○教育相談（年３５回）○就学指導委員会（年６回）
○特別支援教育の推進に係る補助金の交付（・高松市中学
校特別支援学級ふれあい交流会事業補助・全日本特別支援
教育研究連盟負担金補助・全国特別支援学級設置学校長協
会負担金補助）

○教育相談（年１４回）○教育支援委員会（年６回）
○特別支援教育の推進に係る補助金の交付（・高松市中学
校特別支援学級ふれあい交流会事業補助　・香川県特別支
援教育研究会補助　・香川県特別支援学級・通級指導教育
設置学校長協会補助）

指導員・委員謝金３０５千円
補助金等　　　　３５９千円
その他　　　　　１４９千円

指導員・委員謝金３８２千円
補助金等　　　　３６４千円
その他　　　　　１３７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

813

0

0

0

0

813

883

0

0

0

0

883

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 94 100
94 継続

　教育相談と教育支援委員会を適切に開催することで障がいのある児童生徒が個に応じた学びの場を選択でき、適切な教育を受けるよ

う支援できた。

今後も教育相談や教育支援委員会を適宜開催し、その上で、教育相談会や教育支援委員会の回数増や常設の相談窓口を設けることも考

え、子どもたちが個に応じた教育を受けることができるように取り組んでいく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

不登校対策事業

教育局

総合教育センター

087-811-2163

令和 年度～6 令和 年度13

不登校児童生徒への支援の在り方について

・不登校に関する援助推進委員会への意見具申に基づき、不登校対策事業・教育支援センター（適応指導教室）事業
にあたる。
・不登校を考える会や親の会等を開催するなど、学校と関係機関の連携強化を図る。
・ＩＣＴを活用した在宅学習支援を進め、不登校児童生徒の学業不振解消や学習習慣定着の支援に努める。
・不登校児童生徒への自立支援事業を推進する。　

年度7

教育支援センター（適応指導教室）の運営に加え、「不登校に関する援助推進委員会」や「不登校を考える会」を実
施することで、不登校対応の環境整備を行う。

高松市立小中学校児童生徒、保護者、学校、関係機関

不登校傾向にある児童生徒の状況を把握し、状態の悪化を防ぐとともに、不登校児童生徒の居場所づくりや
社会的自立を促す支援に努める。

R4 R5 R6 R7
R8

教職員研修で不登校支援関連の講話・協議実施回数 回 0 0 5 5 5

９０日以上の欠席児童生徒が専門機関に関わ
る割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 74 76 78
0 0 71

　体験活動を工夫したり、個に応じたきめ細かな支援を実施し
たが、年々、不登校になる要因が多様化しているため、目標に
は達しなかった。 95.9%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 74 76 78 80
0 0 71

0 0 74 76 78 80
0 0 71

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

40,579 44,726 53,241 59,095

33,095 37,199 45,521 51,375

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

教育支援センター（適応指導教室）運営の運営に加え、「
不登校に関する援助推進委員会」や「不登校を考える会」
を実施することで、不登校対応の環境整備を行う。

教育支援センター（適応指導教室）の運営に加え、「不登
校に関する援助推進委員会」や「不登校を考える会」を実
施することで、不登校対応の環境整備を行う。

会計年度任用職員人件費
４２，１４１千円

指導者等報酬等
１，０９６千円

システム賃借料等５９４千円
負担金 ３２１千円
電話代 ７５千円
消耗品費・印刷製本費等

１，２２８千円
委託金 ゴミ収集 ６６千円( )

会計年度任用職員人件費
４８，０２７千円

指導者等報酬等
　 　　　　 １，１４９千円
システム賃借料等６０８千円
負担金　　 ３２１千円
電話代 ９０千円
消耗品費等　１，０８１千円
委託金（ゴミ収集）９９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

45,521

0

0

0

115

45,406

51,300

75

0

0

0

51,375

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 拡充

「高松市不登校Ｑ＆Ａ」を大幅に改訂したり、保護者向けガイド「子どもが学校に行かないと言ったら」を発行し、高松市の取組みを

広めるとともに、電話での不登校相談やカウンセラーの面談による相談に応じられるようにし、支援の充実を図った。

　◎いじめや不登校に関する相談電話 相談件数９６件

　◎カウンセラー相談件数　１６２件

事業は計画的に実施できているが、不登校児童生徒が年々増加しており市民のニーズが高まっているため、事業を拡充する予定であ

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

教員の資質向上と教育指導体制の充実

特別支援教育体制整備推進事業

教育局

総合教育センター

087-811-2163

令和 年度～6 令和 年度13

　就学前から高等学校までの発達段階に応じた、発達障害を含む様々な障害を持つ幼児児童生徒に対する適切な教育
的支援のための体制整備を推進するために、巡回相談員、専門家チームによる巡回相談、県立特別支援学校教員によ
る連携訪問等を行い、指導内容・方法についての指導・助言を行い充実を図る。
　特別支援学級担任の資質向上のための研修会の開催、特別支援教育コーディネーター養成専門研修、特別支援教育
研修会を香川県と共催し、受講者の専門性の向上を図る。

年度7

○巡回相談等報償費
○連携訪問等旅費
○高松地域特別支援連携協議会傷害保険料
○共催研修負担金

発達障害を含む様々な障害がある幼児・児童生徒の指導・支援等を行っている教員等

研修や指導助言を通して、特別な支援を必要とする幼児児童生徒への指導・支援の充実を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

教職員研修での特別支援教育の講話・協議の回数 回 0 0 6 5 5

要配慮児童生徒の特性に応じた指導を行う学
校の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 98 98 98
0 0 95.7

特別な教育的支援が必要な児童生徒に対して、中学校ではすべ
ての学校が特性に応じた指導ができていたが、小学校では４８
校中３校ができていなかった。学校に対して、引き続き指導助
言を行っていく。

97.7%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 98 98 98 98
0 0 95.7

0 0 98 98 98 98
0 0 95.7

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,587 7,643 7,852 7,858

103 116 132 138

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

３

３

５

３

令
和

6

令
和

7

○巡回相談等報償費
○連携訪問等旅費
○高松地域特別支援連携協議会傷害保険料
○共催研修負担金

○巡回相談等報償費
○連携訪問等旅費
○高松地域特別支援連携協議会傷害保険料
○共催研修負担金

報償費　　　８０千円
旅費　　　　２４千円
傷害保険料　 ４千円
負担金　　　２４千円

報償費 ８０千円
旅費 ４０千円
傷害保険料 ５千円
負担金 １３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

132

0

0

0

0

132

138

0

0

0

0

138

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

特別な教育的支援が必要な児童生徒への支援について、専門的な知識を有する大学教員や医師等から、よりよい支援方法等について適

切なアドバイスを得ることができた。

特別な支援が必要な児童生徒の増加に伴い、巡回相談など相談業務に関わる人員と財源の確保に努めるとともに複数回にわたる訪問や

短期個別指導アシスト教室を活用して、本人、保護者、学校のニーズに応えていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

教員の資質向上と教育指導体制の充実

教育に関する調査研究推進事業

教育局

総合教育センター

087-811-2161

令和 年度～6 令和 年度13

教育基本法、学校教育法、教育公務員特例法

研究実績を踏まえつつ、本市の学校教育における教育課題に照らし合わせてテーマを設定し、実証的な調査研究を推
進する。また、調査研究を推進するにあたり、大学教員をコーディネートし、伴走型の支援を行う。

年度7

喫緊の教育課題への対応を踏まえ、研究協力校及び研究推進委員並びに関係機関等に協力を要請し、実証的な調査研
究を推進する。また本市の教育課題に対しての共通認識を持って教育委員会と学校が一丸となって取り組んでいく。

高松市内の小中学校教育職員及び教育関係者

学校教育に係る教職員の資質向上や本市の教育の充実・振興図る上で共通認識を持つことができる。

R4 R5 R6 R7
R8

調査研究委員会開催数 回 0 0 12 15 15

調査研究の発表の場である教育フォーラムへ
の参加人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 200 210 220
0 0 1,100

令和５年度から正式にオンライン開催とし、市内小・中学校に
対しては研修の一環であることを周知した。また、中堅教諭等
資質向上研修の選択研修としても位置付けた。その結果、多く
の参加者があり、本市の教育の在り方について考える機会とな
った。

550.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 200 210 220 230
0 0 1100

0 0 200 210 220 230
0 0 1100

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,612 7,689 7,976 7,924

128 162 256 204

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

喫緊の教育課題を踏まえ、研究協力校や研究推進委員及び
関係機関等に協力を要請し、実証的な調査研究を推進す　
る。

喫緊の教育課題への対応を踏まえ、研究協力校及び研究推
進委員並びに関係機関等に協力を要請し、実証的な調査研
究を推進する。また本市の教育課題に対しての共通認識を
持って教育委員会と学校が一丸となって取り組んでいく。

指導者謝金　　　１９０千円
研究大会参加費　　５１千円
負担金　　　　　　１５千円

指導者謝金　　　１６３千円
研究大会参加費　　２３千円
負担金　　　　　　１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

256

0

0

0

0

256

204

0

0

0

0

204

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　各校の教育課題の克服に向け、大学教員をコーディネートし、より伴走的な支援となるように努める。

教科指導に限定せず、教育の今日的な課題についてテーマを設定し、学校現場の助けとなるよう伴走型の支援を推進していく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

安全対策と教育機能の充実

教育ＩＣＴ整備・活用推進事業

教育局

教育推進室ICT

087-811-2167

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑨1-

　小・中学校の特別教室及び特別支援学級教室に電子黒板を設置する等、教育ＩＣＴの環境を整備するとともに、情
報教育推進パイロット校での調査研究をもとに、各校での授業におけるＩＣＴ活用を促し、情報活用能力の育成やア
クティブ・ラーニングの視点に立った授業改善を推進する。

年度7

電子黒板の運用管理
ＧＩＧＡスクール構想に伴う校内ネットワーク及び一人一台端末の運用管理
ＩＣＴ支援員の配置
ＧＩＧＡ端末持ち帰り本格運用
小・中学校におけるＧＩＧＡ端末の全台更新

市立小・中学校の児童生徒及び教員

　電子黒板やＧＩＧＡスクール構想によって整備した１人１台端末などを活用し、教員のＩＣＴ活用に係る
指導力の向上を図るとともに、より多彩な指導により、児童生徒の学習意欲の向上や情報活用能力、思考
力、判断力等の育成につなげる。

R4 R5 R6 R7
R8

児童生徒にＩＣＴ活用を指導できる教員の割合 ％ 0 0 77.4 83.3 86.6

週３回以上ＩＣＴ機器を使用した小学校児童
の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 58 72 86
0 0 45.9

　研修やＩＣＴ支援員の配置、各学校での実践紹介等により、
教員のＩＣＴ活用能力の向上に努めたことにより、電子黒板等
の大型提示装置の活用率が１００％となるとともに、一人一台
端末等を活用した授業も年々増加しているが、現状では実績値
が目標値を下回る結果となっている。

79.1%

点28

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 58 72 86 100
0 0 45.9

0 0 58 72 86 100
0 0 45.9

週３回以上ＩＣＴ機器を使用した中学校生徒
の割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 43 62 81
0 0 32.9

　研修やＩＣＴ支援員の配置、各学校での実践紹介等により、
教員のＩＣＴ活用能力の向上に努めたことにより、電子黒板等
の大型提示装置が活用率が９５．６％となるとともに、一人一
台端末等を活用した授業も年々増加しているが、現状では実績
値が目標値を下回る結果となっている。

76.5%

点27



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

235,853 255,041 291,692 277,022

220,885 239,987 276,252 257,722

14,968 15,054 15,440 19,300

５

５

５

５

３

３

令
和

6

令
和

7

電子黒板の運用管理
ＧＩＧＡスクール構想に伴う校内ネットワーク及び一人一
台端末の運用管理
ＩＣＴサポートスタッフの派遣
ＩＣＴ支援員の配置
ＧＩＧＡ端末持ち帰り本格運用

電子黒板の運用管理
ＧＩＧＡスクール構想に伴う校内ネットワーク及び一人一
台端末の運用管理
ＩＣＴ支援員の配置
ＧＩＧＡ端末持ち帰り本格運用
小・中学校におけるＧＩＧＡ端末の全台更新

電子黒板及び一人一台端末運
用保守：１３３，２７５千円
　　
ネットワーク整備業務委託等
：８０，９８８千円
ＩＣＴ支援員等配置業務委託
：６１，９９１千円

電子黒板及び一人一台端末運
用保守：１４８，１８９千円
　　
ネットワーク整備業務委託等
：５０，１３３千円
ＩＣＴ支援員配置業務委託：
５９，４００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

276,252

6,143

0

45,000

15,000

210,109

229,622

2,000

26,100

0

0

257,722

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

概ね効率的にできている

Ａ 81 100
81 継続

　研修の実施や、ＩＣＴ支援員の配置による支援等を実施することで、教員のＩＣＴ活用頻度が昨年度に比べ向上したが、依然、教員

のＩＣＴ活用指導力の差が見られ課題となっている。

　今後も、昨年度開始した端末持帰り本格運用やＩＣＴ支援員の配置により、一人一台端末の日常化を図り、児童生徒の情報活用能力

の育成を進めていきたい。

　令和７年度末に小・中学校において、一人一台端末の全台更新を行う予定としており、今後、授業で電子黒板や一人一台端末等のＩ

ＣＴ機器を更に高い頻度で活用するとともに、昨年度より開始した端末持帰り本格運用を通して、ＩＣＴ活用の日常化を図り、児童生

徒の情報活用能力を育成する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

高等学校教材研究等事業

教育局

高松第一高等学校事務局

087-861-0244

令和 年度～6 令和 年度13

教師用教科書・指導用図書の購入を始め、ピアノの調律、パソコン等の賃貸借、教育備品の購入等、直接的に教育に
関わる教材の管理・整備に要する事業である。

年度7

①教師用教科書・指導用図書の購入等
②ピアノの調律
③パソコン等の賃貸借料
④教育備品の購入

生徒

生徒の学力を向上させる。

R4 R5 R6 R7
R8

備品の整備（生徒用机・椅子） 台 0 0 0 15 15

国公立大学の合格率（過年度生含む） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60 60 60
0 0 59.5

　教育関係の備品等を整備することにより、生徒の学力の向上
を図り、国公立大学への合格率は上昇傾向である。

99.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60 60 60 60
0 0 59.5

0 0 60 60 60 60
0 0 59.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

149,542 149,460 165,186 166,644

29,798 29,028 33,946 35,404

119,744 120,432 131,240 131,240

５

３

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①教師用教科書・指導用図書の購入等
②ピアノの調律
③パソコン等の賃貸借料
④教育備品の購入

①教師用教科書・指導用図書の購入等
②ピアノの調律
③パソコン等の賃貸借料
④教育備品の購入

①３，０１８千円
②１，０２４千円
③２６，８１２千円
④１，４７６千円

①４，３８１千円
②１，０９６千円
③２８，４５７千円
④１，２６１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

33,946

515

0

0

33,431

0

0

34,566

0

792

46

35,404

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　教師用教科書・指導用図書及び理科・数学などの教材の購入のほか、ピアノの調律、パソコンの賃借など、教材等の管理・整備を行

ったことにより、教育環境の充実に効果があった。

　教育備品の購入等、直接教育に関わる教材等の管理・整備を引き続き実施し、教育環境の充実を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

20

40

60

80

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進

高等学校英語教育推進事業

教育局

高松第一高等学校事務局

087-861-0244

令和 年度～6 令和 年度13

選択コースとして国際文科コースを創設し、外国からの招聘講師による授業や、外部講師による英語による授業、海
外語学研修を実施するなど、多様な手法により国際化に対応できる人材の育成を図る。

年度7

①姉妹都市招聘講師報酬等
②国際文科コース海外研修引率旅費

全校生徒

外国人招聘教師と生徒との交流、海外語学研修でのホームステイを行い異文化を体験し、生きた英語を学ぶ
。

R4 R5 R6 R7
R8

招聘講師の授業回数 回 0 0 20 25 25

国際文科コース卒業生国公立大合格率（過年
度生含む） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60 60 60
0 0 63.6

　外国からの招聘講師による授業等を実施し、英語教育の推進
を図っている。国際文科コースからの国公立大学の合格率は、
前年度と比べて増加した。 106.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60 60 60 60
0 0 63.6

0 0 60 60 60 60
0 0 63.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

41,080 43,651 42,337 44,025

3,660 6,016 3,737 5,425

37,420 37,635 38,600 38,600

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①姉妹都市招聘講師報酬等
②国際文科コース海外研修引率旅費

①姉妹都市招聘講師報酬等
②国際文科コース海外研修引率旅費

①２，０２６千円
②１，２５４千円

①３，４４６千円
②１，２２６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,737

0

0

0

0

3,737

5,425

0

0

0

0

5,425

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

国際文科コースにおいて、外国からの招へい講師による授業や外部講師による英語での授業を実施した。

　今後とも、実用的な英語教育を実施することにより、国際化に対応できる人材の育成を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学校教育の充実

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

高等学校カウンセラー配置事業

教育局

高松第一高等学校事務局

087-861-0244

令和 年度～6 令和 年度13

スクールカウンセラー等活用事業費補助金及

専門的知識・経験を有するスクールカウンセラーを配置し、スクールカウンセラーが生徒の不登校や問題行動等に対
応するため生徒や保護者等へのカウンセリングを行い、生徒がよりよい学校生活をおくることができるよう助言・援
助を行う。
事業主体である県に対し、配置に要する経費の２／３を負担する。

年度7

①スクールカウンセラー（１人年間３７回、１回５～６時間）

生徒等

生徒が長期欠席から不登校・中途退学へ至るのを防ぎ、学校に通学できるようにする。

R4 R5 R6 R7
R8

各種相談件数 件 0 0 524 150 150

全校生徒に対する相談件数の率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 20 20 20
0 0 67.2

　相談件数は増加傾向にある。

336.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 20 20 20 20
0 0 67.2

0 0 20 20 20 20
0 0 67.2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

23,097 23,121 23,782 23,800

645 540 622 640

22,452 22,581 23,160 23,160

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

①スクールカウンセラー（１人年間３７回、１回５～６時
間）

①スクールカウンセラー（１人年間３７回、１回５～６時
間）

①６２２千円

①６４０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

622

0

0

0

0

622

640

0

0

0

0

640

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

　専門的知識・経験を有するスクールカウンセラーを配置し、生徒の不登校や問題行動等に対応するため、生徒や保護者等へのカウン

セリングを実施し、助言・指導を行った。

　生徒がよりよい学校生活を送ることができるよう、不登校や問題行動に対応するため、専門家によるカウンセリングを引き続き実施

する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

安全対策と教育機能の充実

高等学校ＩＣＴ環境整備事業

教育局

高松第一高等学校事務局

令和 年度～6 令和 年度13

高松第一高等学校におけるＩＣＴ環境の整備を進め、教育環境の充実を図る。

年度7

①生徒１人１台端末の整備

生徒

生徒１人１台端末（タブレット端末）を整備することにより、学校及び家庭での学習が効率的で効果的なも
のとなる。

R4 R5 R6 R7
R8

生徒１人１台端末導入台数 台 0 0 785 793 791

授業で端末を頻繁に活用している割合 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 75 75 75
0 0 64.5

全校生徒に一人一台端末の導入が完了した。

86.0%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 75 75 75 75
0 0 64.5

0 0 75 75 75 75
0 0 64.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

48,251 23,186 23,783 23,937

33,283 8,132 8,343 8,497

14,968 15,054 15,440 15,440

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

①生徒１人１台端末の整備

①生徒１人１台端末の整備

①７，９８０千円

①８，１００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,343

0

0

0

0

8,343

8,497

0

0

0

0

8,497

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　生徒１人１台端末の整備を進めた。

　全校生徒がタブレット端末を活用した学習に取組めるように生徒１人１台端末の導入を継続し、さらなる有効活用を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実

学びを支援する教育環境の充実

教員の資質向上と教育指導体制の充実

高等学校教育研究研修事業

教育局

高松第一高等学校事務局

087-861-0244

令和 年度～6 令和 年度13

各種の研究会等への参加や、研究用の雑誌を講読することで、教員の資質の向上とともに授業の質を高め、生徒の学
力向上に寄与する。

年度7

①各種研究大会参加費等

学校教員

教師の教育力の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

各種研究会・大会等の参加回数 回 0 0 7 25 25

国公立大学の合格率（過年度生含む） ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 60 60 60
0 0 59.5

　県外の研究会・大会等に参加することにより、教師の資質の
向上及び授業への反映を図っており、生徒の学力の向上、さら
には、国公立大学の合格者の増加に繋がっている。 99.2%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 60 60 60 60
0 0 59.5

0 0 60 60 60 60
0 0 59.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

232,475 233,925 247,550 247,982

471 588 510 942

232,004 233,337 247,040 247,040

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①各種研究大会参加費等

①各種研究大会参加費等

①５１０千円

①９４２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

510

0

0

0

0

510

942

0

0

0

0

942

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 96 100
96 継続

　研究用の雑誌の購読などを行い、教員の資質の向上を図った。

　各種研究会への参加等を通じて教員の資質を高めることで、生徒の学力向上への寄与が見込まれることから、本事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


